DS  Omori,  Kingoro 

859  Buke  j  idai  no  kenkyu 

0 ん 3         Rev.  and  enl, ed. 

1937 

V.2 


Asiade 
StiKiies 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


DS  Omori,  Kingoro 

859  Buke  jidai  no  kenkyu 

0 ん 3         Rev.  and  enl, ed. 

1937 

V.2 


StiKlies 


PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


Digitized  by  the  Internet  Archive 
in  2011  with  funding  from 
University  of  Toronto 


http://www.archive.org/details/bukejidainokenky02omor 


7 

s  iLO 斗 ラ . 


武家時代の 研究 第一 ー卷 目次 


刚 編 (其 二) 源平 時代 三) 

第 一 奧州藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 ：…  一 

二) 安倍 氏の 事蹟  ■  "一 

安倍 氏の 世 系 (一一)：： 陸 奥に 安倍 氏 出 羽に 涛原 氏の 起れ S 事^ (八)：： 安倍 氏の 遣 跡 (10)： ： 賴 

時の 子弟の 分 置 (二)：： 安倍 氏の 文化 (110 

(二) 淸原 氏の 事蹟  H- 

淸原 氏の 世 系 (一八) ：： 淸原 氏子 弟の 分 置 010)：： 淸原氏 出 羽 並に 陸 奧六郡 1^ 兼領す (ニニ) 

(三) 藤 原 氏の 事蹟  ニー-一 

一、 藤 原 氏 三代 の 事蹟 槪要  き 一 

藤原淸銜等-.^>夷種0ー0) .  • . • 藤 原 氏の 世 系 OS) ：: 淸銜 01 七) ：: 某衡 (ーー八) . • . . 秀衡 (き) 

目  次  1 


武家時代の 研究 第二 卷  二 

ニノ 淸衡と 中尊 寺の 建立  1  一二 

中尊 寺の 由來 (一-一一：) , . . . 中尊 寺の 規模 (一一 n) .  • ： 中尊 寺の 供養 頹夂 (一-一七)： . . 供養 願文の 起草 者 及 •  ひ肇 

者 (Bl_o  •: 金堂 (5S  ... 釋迦 堂、 三重 塔婆. 經蔵 Quo:: 金銀 泥の 一切 經 (so::  二階 鐘樓、 大 

長 壽院、 金色堂 a 九)：： 金 光明 最勝 王經の 曼荼羅， 一字 金輪 坐像 (so 

三、 毛 越 寺 の 建立  きハ 

毛 越 寺の 規模 (ュ 七)：： 吉祥 堂 * 千 手 堂 • 嘉勝 寺、 觀 自在 王院 0K)：： 無量 光院、 圓隆 寺の 額 01 九) 

：: 觀 自在 王院の 內に 京都の 名所 く (さ) ：: 毛 越 寺の 火災 (六 二) 

. 四、 藤 原 氏の 邸宅  六 一一 

藤 原 氏の 邸宅 (六 一 0 . . . 藤 原 氏 の 豪奢，^ 窺 ふべ き 記事 (六 no ： ： 藤 原 氏と 外國 貿易 (六 七) 

五、 諸 書に 散見せ る 藤 原 氏の 事蹟  六 九 

平哀藤 原 氏と 攝：. 1 家との 關係 (七つ： >• ： 官吏 僧侶 ェ藝人 等 藤 原 氏 Li 賴る (W0  ： ： 淸衡 基銜等 物資,^ 

默 じて 款心， ^求む QO::fM 銜 If!- 衡 等の 妻妾の 身元 (七 一一 一)：： 平 泉の 文化 LL は 特有の ものな し G-s) 

第二 平氏の 興亡と 其 事業  ま 

二) 平氏の 事蹟に 顧す る 資料  ま 


平家物語の 史料と しての 取扱 ひ 方 (七ち：： 平家物語 源平 盛衰 記 Li 關 する 著書 及び 論說 (セ八)：： 平 

家 物語の 出來た 年代 (八 一) 

平氏の 世 系と 伊勢 平氏の 由来  八 < 

伊勢 平氏の 根據地 (八 ル)：： 度 品- 別 保 (九 一) ： • 安濃 津 (AO:: 平家の 所領 (九 10: ： 伊賀の 莊圜と 

平家 (九 六) ； 伊勢 平氏の 發展ぜ る 事情 (九 八)：： 肥 前 祌崎莊 (九九)：： 平家の 沒官領 (51) ：：• 平家 

1 門の 守 介 掾たリ L 國々 (low)  - 

淸盛 の榮達 及び 其 事業  一 S 

、 淸 盛の 略歴 及び 其 人物評 論  5- 

,淸 盛 は 時代,^ 超越 ぜろ 大人物 (一 20  ： ： 淸 盛の 事蹟 (一 0 九) 

、 宮廷 並に 攝關 家に 對す る 政策  ……ま 

液 勢の 手段と し- 婚姻 政：^  (ニー 一一)：： 藤 原 邦 綱の 献策 (Is)  淸盛 Li 大功 田 1^ 賜 ふ (二 九)：： 藤 

原 基 Has と平資 盛との 乘會ひ 事件 (一- 0)：： 淸 盛の 女德子 中宫 となる (一一 三)：： 基 磨の 子 師家 超越し 

て中納 言と なる (一一 一一 一一)  白 川 殿の 所領 に 倉 預職か 置く (三 S)  重 盛の 所領 越前國 1^ 收公 ぜら， 

る、 淸 盛の 暴 擧 (一一 s> 


武家時代の^ 究第 ニ卷  四 

三、 山 徒の 操縱 ：…  ーミ 

延曆 寺と 圜城 寺との 扮爭 (三 0: ： 南都と 北嶺との 紛， (一一 一一？ D  --. 叙 山との 雜係 (一一 一一 八)  

萱 御所、 延暦 寺の 堂 衆と mi- 生との 爭 ( 一 S) ： ： 叨雲 再び 1K ムロ 座主と な リ^ Si やむ ( 一 £ 六) 

四、 日 支 交通の 復興  i 

遣唐使 錢絕 以來の IW 支 交通 (so)：： 吳越王 錢錄， 僧日延 支那に 遊ぶ、 脔然 の入宋 (一！！ ~1)：： 僧. お 

, 照の 入宋 am)：： 僧成尋 の入宋 (ISO:: 宋の商 客來ろ (50:: 兵車 港の 修築 (一天)：： 福 原の 

邸宅 (一六 一)：： 淸盛外 記 等の 議，^ 卻け 宋國に 返牒 vH?S はす (一六 0.:.  a 盛 育 王 山へ 黄金，. Hi3 リた 

リ との 說 (一六 六)：： 阿育 王 山 過去帳 (一六 七)：： 筑前宗 像の 阿 彌陀貍 碑 (ーーハ 九) 


五、 嚴島 神社 及び 熊 野 社の 信 仰  i 一 

嚴 島の 祭祌、 洁 盛の 嚴鳥 尊信の 事情 (一七 一 |ー)：： 淸 盛の 嚴烏 願文 (一七 2).： 祌主佐 伯 景弘の 解 文 (一 七ち 

：: 伊東 博士の 嚴 島の 建造物に 脇す ろ 批評 (一八 一一)：： 能 一野の 神の 信仰 (一八 5: ： 能 野 社の 祭神、 熊 

野參詣 の 隆盛 期 (Ks)：： 煎 野 參詣の 道路 (一八 七)：： 建 仁 元年の 煎 野 山 御幸 記 (X 九) 

六、 一 門 繁昌の 狀况  一九 一 

I 族 兄弟の 荣達、 敎錢、 賴盛 (一九 C:: 重 盛 • 宗盛， 知 盛， 女子 C 繁榮 a 九 二)：： 淸 盛の 西 八條及 


び 六波羅 第の 豪華 (一九 s)：： 福 原 第の 結構 (一九 五) 

七. 文化的 施設 及び 一門の 文藻  一九お 

S の 趣味 性. 嚴島祌 社の 寳 物の 善美 (K 六) ：: 太平 御覽 の進献 (二 01  一) ： ： ijs 盛 は 學術的 の 人に あ 

らゃ (15 一一) ：: 淸盛顧 間 に 乏し 0  一  0E) ： ： 重 盛の 人格 (一一 0 六) ：: 重 盛 死 1^ 祈 リたリ との 說 (一一 0 七) ：: 

重 盛 兵力 1^ 以て 父 諫めた リ との 說 (11110  ：: 重 盛の 諫爭 に關 する 批判 (n 一一 一)…. 重 盛燈籠 大臣の 

說 (1  一一 一一 0:： 平家 一 門の 風流 fs< 藻、 經正 ols)：： 忠度 (ニニ c>:: 行 盛、 重衡 (1 一一 一六) 

八、 武家政治 の 創始  纖 

： 四) 平氏の 衰運 及び 同氏に 對 する 反抗 運動  美 

一、 院 (後白河) の 近臣と 淸 盛との 關係  g 

I 一一 大勢 力 (ニー 一 tO . . ： 山 法^-」 命じて 平家 fj- 討た しむと の說、 截 山の 衆徒 藤 原 成 親ん 訴ふ (ニー 一一 0) ： ： 

成 親の 解官 配流 (一一 一 1 一一)：： 衆徒の 狼籍 (一一 一-三)：： 法皇 間もなく 御變改 (一一 g) …… 延曆 寺の 衆徒 藤 原 

師高等 vJ- 訴 ふ 、 鹿 谷會議 (一 SD ：: 法皇 鳥 羽 殿 Li 幽せられ 給 ふ (ーーーュ九) 

二、 源賴 政の 擧兵  碧 

源 賴政舉 兵の 原因 (mu) ： ： 以仁 王 の 令旨 (一一 M) ： ： 八 倏院と 以仁 王 と の 御關係 05 七) …… 以仁 王 

目次  五 


武家時代の 研究 第二 卷  六 

打取られ 給 ふ OSD ： ： 阖城寺 及び 南都 處分間 題 CSS ： •  •  • 園 城 寺、 南都 追討 0 一 ま 0 •  ： • 淸 盛の 法 

皇御 優遇 (二  n 九) 

三、 源賴朝 の舉兵 …： •  i 

親 朝 捕 へら  一 C  (I 一六 0)  ：  •  • 賴朝擧 兵の 名義 (1 一六 一) •  • ： 千葉^ 娥、 文 覺と賴 朝 (1 一- 一一 一) ： …文覺 の 伊豆 配 

流 0 一六 四) . . ： 賴朝は 以仁 王の 戰 死.^ 否認す (一一 六 八) ： ： 涛 盛の 牽制 運動 、 城 氏 . 藤 原^ 衡 01_」一) ： ： 武 

田 信義 (一一 七 一一) ： •  • 加々 美 長 洁賴朝 LL 歸す omo . . ： 新田 義重 0H6 

- 四、 木曾義 仲の 舉兵  :s 

義仲 S 生育、 義 仲の 舉兵 0 一七 る：： 鰕 朝と 義 仲の 不和 cmo:: 義仲 その子 義 高,^ 贫 とす、 義高誅 

ぜ らろ olw) . . ： 燥 山城 陷る. 礪並 山の 戰 (ーー八0) . • ： 北陸 道の 官軍 敗 績0ー八ー) . . . 俱 利他 羅 附近の 地 

勢 (1:八 一一)：： 戰爭 の經過 (二八 3) 

(五) 平氏の 覆滅  一 ま 

一、 平氏の 不人氣 及び 其 西 走  ： 一一 八 九 

近畿 西 國：， L も 平家に 叛 くもの ぁリ、 平淸 盛の 病死 (一 一八 九)：： i@ 盛の 熱病 (1 一九 一) ：：涛 盛の 遣 言 (一 一九二) 

 淸 盛の 死 と 其 影響 (一一な 一) ： ： 養 和 元年の 大 飢饉 (一 Is) ： ： 賴朝 法皇に 奏上し 乂  Sg 平 並立の 議，， ど 


第 


二 


0 


陳 ぶ 0 一九 さ ：: 源 軍路 1^ 別 つ て 京都 に 攻 入らん とす C 一九 九〕 ： ■  • 行 家、 行 親 OS 1) . • ： 平氏 天皇 及び， W 

器 1 ^一-おじて 西 海 に の がら 03 一一 一) …… 法. 呈御 逐電 (一一 一 OS  -.: 平 貞能西 走， <5 -諫む olso:: 貞 能の 歸 

降 (一一 ョ〕 

二、 後鳥羽 天皇の 踐祐  …… ニニ 

京都に は 立 王の 議ぁリ * 後鳥羽 灭 皇 (一一 ニニ) 

三、 木曾義 仲の 暴行 及 び 減 亡  ：：：• …… . …… 3 

義仲 の 地位 不安 0 一一 一七)：： 賴. 湖 一一 一 事 ふ、 奏す (一一 二 0 ：: 義仲 平氏 vJ- 追討して 敗 1^ 取る (一一 三 11) ： ： 義仲 

の 暴行 (ー_ー1ー )：：義仲、>€^；^、 佐々 木 高 網の 事績 LI 關 する 疑義 (go 

四、 平氏の 末路と 其 滅亡  霞 

平氏の 西 走と 其豫期 (一一 一 ro  く  •  盛 重 盛の 歿後 乎 氏 は適赏 な る 統率者 なし、 賴盛關 東 に 赴く (一一 一  so 

： ： 維 盛 高 野に 赴く  0  一一  so  ： ： 建 €1： 院右 京大 夫 集 に 見えた ろ 平氏の 全 盛と 其 最後 (看ー) ： ： 女院 

大原寂 光院に 閑居 の 御有樣 (一-一：、 さ ： ： 安德 天ね." の 御 最期 に 脇す る 說 OS 六) •  ：  • 左記の 記事 01 究) 

源平 兩 氏の 交戦  i 

) 源 賴朝擧 兵の 意義  ■ 

次  _  •  七- 


武家時代の w 究 第二 卷  ，  \  一 

初めは 父の 爲 の復饕 (一-一六 0)  •  ：  • 後 Li は 朝 敬 追討 0 一一 ハ 0  一 

(二) 第一 期の 交戦  I 

一、 山 木 攻め  2 

佐々 木 源 11! 秀義 の 忠節 (一一 一六 一一) ： •  • 運 試め しに 山 木 判官 yj- 討 つ (一一 一 さ 一)  一 

二、 石橋 山の 戰  きハ 

大庭量 親との 對陣 (一一 H ハ七) ： ： 土 肥， K 平 計 策 vJ- 計らす (一一 一七 0)  • ： . 髻の觀 音 (一一 一七 一 ) 

三、 Has 總 及び 武 相の 略 定  "  一一 一き 一 

賴朝安 las 國邀島 に つく  0 一？ 11) ： ： 千葉常息賴朝，<5^迎ふ 0ー七ー|っ . . . . 上 總權介 廣常賴 朝の 態 度 L! 服す ： 

01 S)  •  • ： 廣常 Q 願文 050  ：: 豐島葛 西 足 立の 族 來リ迎 ふ (-1 七 七)  一 

四、 富士川の 戰  i 一 

平 維 盛 忠度等 追討 使と して 來ろ (一一 一七 八)：： 平 軍 水禽に 赏く (一一 一  平 軍 退却 9 理由 (一一 一八 0)  一 

五、 東國 の 平 定  ーュ八 一一 

佐 竹 氏 征伐 (一-一八 一)：： 新田 義重、 源 義經賴 朝に 面會す (一 S 一一) .： 近 江 源氏 山 本義 經 (一一 一八 3)：： 信太義 

廣賴 朝に 叛く  (一一 ー八© 

(三) 第二 期の 交戦  I 


1 、 墨误 川の 戰  ョ八< 

平 知 盛 通 盛 等 美 濃の 源氏.^ 攻む 0WO 

11、 平氏の 西 走 及び 屋島內 裏  天 九 

西 走 後 に 於け る 平氏の 狀態 (一一 一九 0) . . ： 平家 一 門 太宰府 L1 至 ろ 、 緒 方 惟榮等 攻め 來る (一一 冗 0  ： ： 平淸 

盛 入水す、 屋島 内裏 (一一 S10: . . 平 良能 出家して 西國 LL 留ろ (一一 一九 S) 

三、 一 谷 の 戰  一 i 

計 策.^ 以て 平氏，^ 誘 ふ ci)：： 源氏の 兩將 出發す (一 i)：： 一  谷の 戰 (一 i)：： 戰況の 報告 oi) 

■ 平氏の 詰問 書 (101)：： 非 戰鬪負 は 船中に (IOC-:: 三 草 山の 戰 (§0:. 諸 書に 見えた ろ 一 谷 及 

び 一 谷の 戰に關 すろ 記事 (go …捕 慮 及び 討死 QK) 

第三 期の 交戦  ：： …… ••  き • 

1、 源 範賴の 中國路 及び 九. 州征  …： 言 

範 賴西征 の途 LL つ く Q 一一 一) . . ： 義經は 事 Li よって 追討 使,^ 猶豫 せらる §  .  • . -池前 大納言 賴盛鎌 

倉 Li 來る S 一一 一一 一)：： 平氏の 郞黨 近畿 に 亂 1^ なす Q 一一  10:: 平氏 は 二 所に 據ろ、 範賴蓮 旅 にな やむ 

(S8 … 賴朝 書ん」 遣 はして 範賴. ^懇 諭す SW) • . ： 範賴の 第二の 書狀、 範賴 九州に 渡ろ (il) •  • ： 

範賴の 第三 書狀 (gll) 


武家時代の 研究 第二 卷  10 

二、 源 義經の 出征 (一)  

M  it の 戰  

義 Si 西 征のゃ ラレつ く、 楚 it の 地勢 Q 一一 一 ：0  義經 風波 vs^ 凌いで 出船す (s=l 八)  屋 島の 背面 攻 

響 一九) 

三、 源義經 の 出征 (二)  一  

丄 tei  Q  ®  

船所五郞義經に^^く©3ー)  • . ：兩 軍の 船 数 (sg) . . . .關 門 海峡の 潮流 (Ms . . . . 戰況 (SS 七) ：： 先帝 

入水し 拾 ひ齊劍 失す (SSO 


g 六 


M 一 

M 一 


第 四 源賴 朝の 奧羽 征伐 

一へ 奧羽 征伐の 名義 

1^ 衡の 態度 (ES) 

二、 藤 原秀衡 


と 


經 との 關 


の 末路) 


-i 


義鸫の 數奇の 運侖 (lis) ：: 義經藤 原 ij^ 衡に寄 ろ aso  ： ： 輯 朝と 義經 との 不和 SHI 七) ： ： 行 家、 


義經 の來往 (slo:: 腰越狀 Q> お：)：： 梶 Si 景 季等プ M 低 はして 義經 の狀か 偵察せ し む (g ハー)：： 土 


佐 iss 義經 錢ふ、 敏朝 追討の 宣 旨 下 る ago ： ： 義經の 奏狀御 許容 の 氣ぁリ (S 六 一-一) ： ： 近國の 武士 

義經の 下知に 從 はす is  ：: 義經 の賴朝 追討 1-^ 躊躇 y る 理由 S 六 六) ： ： 義經の 行方不明に つき 搜 

索 急な リ (ISO  ： ： 義經 山伏 の 風 なし て 奥州 LL 赴く  (S 六 九) . • ：賴 朝が 義經 追討， < ^猶豫 せる 事情 

§ 秀衡の 死後 義經は 近畿へ 舞 ひも どらん との 計 畫ぁリ Q 七 一 0:： 義經の 最期 Q 七 七)：： 義 

經の首 貧 驗 (s 七 九)：： 「附記」 義經の 蝦夷 入リ等 Li 闢 する 諸說、 金 史列傳 (S 八 一)：： 國學忘 貝の 說 

(S 八 一一)：： 金 田 一 京 助 氏の 說 (S 八 四) 

、 賴 朝の 出征 及び 地理 上の 考察  一 

奧羽征 に關 する 朝廷の 御 憂慮 (go:: 賴 朝の 出征 (iKO . . • .泰 街 の 態度 (S 八 九) ：： • 阿津 賀志山 

の戰 Q き)：： 地理 上の 硏究 S 九 二)：： 泰街は 肥 内 郡贄柵 Li て 家臣に 殺さる Q 九 八) •：： 藤 原 氏 滅亡 

の 事情 (£0  • - ：賴 朝と 由 利八郎 との 間 答 (gll). 

、 平定 後の 處分  

(1 ) 朝廷への 上奏 及び 民政 上の 注意  

賴朝 奥州 征伐 に つ き 朝廷 の 御氣色 1^ 憂慮す (go . ： ： 泰衡 追討の 宣旨 QOS)  • ： ： 將士の 掠奪 1^ 戒 

む， #径 介. K 俊 等 諸 郡 C 券契鄕 里の 田 畠 等 ふ 辨定す 0§0:： 民政 上 諸般の 注意 0§ハ) 
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(2) 功臣の 分封  碧 

葛 西淸重 奧州總 奉行、 伊澤 家 景陸臭 留守 職と なる、 諸 功臣の 分封 (さち ：.： 奧 羽の 地 も 王化に 浴 

(3) 賊徒の 再發  ■ 

大河 兼 住亂, ^なす OS 九)  , 

「附記」  一、 • 鬼界ケ 島の 征伐  ■ 

鬼 界ケ岛 の 征討 ono)：： 攝關等 は 征討 v?- 難す、 鬼界ケ 島の 討 平 0-ニ) 

二、 朝鮮 征伐の 傳說.  W 一一  1 

朝鮮 征伏 說の 由來. 對馬守 親 光 高麗に 渡つ ズ 平家の 亂>< ^邀く on 一一 一) 

付 $ 

玉 海 摘要  了 一 i 

編 募 後記  卷末 
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藤 原淸衡 
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大森 金五鄗 


前 編 (其 二) 源平 時代 C 

第 一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 

. , 及 び 其 文化 

奥州 三 陸地 方 は 今日に 於ても 文化の 程度が 餘程 後れて 居る ので ある が、 ま し て 

や 上代 及び 中世 期に 於け る奧羽 地方が、 日本の 他の 一 般の 文化に 後れて 居た 事 は 

いふまで もない 0 

さ ながら 斯檨に 一般に 後れた 三 陸地 方に 於て. 藤 原淸衡 以下 三代が、 平 泉 を 中 

第一 奧州藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化。  .  1: 一 
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心と し て、 そ の 附近に 文化の 巷 を 開 き、 寺院 

約 二 百年 間に 互 り、 東 奥の 士民を 糾合 し、 以 

の 吾等 をして 豫想 外の 感を 起させ る もの 

藤 原 氏 三代の 事 is や 其 文化 を 記述して 見 

安倍 氏 ゃ淸原 氏の 事蹟に つ いて も、 槪 叙 し 

う i さョ する。 

+  二) 安倍 氏の 事蹟 

安 倍 氏の 世 系 は， 普通に は 孝 元 天皇の 皇 

が 二 說には 神武 天皇 御 東征の 際に 居た 長 

つて 居る。 長 髓彥と 同系と いへば 當 時の 

する ことになるの である。 而 して 其 後裔 

一 體是 等の 系圖 類と いふ もの は、 槪 して 附 

迄 もない。 安倍 氏が 大彥 命の 後裔で ある 


など を 修造し 

て榮 華の 甘夢 

が 無いでも な 

よ う と 田- ^ ふの 

よ， r- とす る。 


て、 京都 

を 貪つ 

い。 よ 

である 

こ れ が： 


出て 居 

へ 之 1^ ァ 

\ と 讀 ま 


子大彥 命から 

髓彥の 兄 安 日 

土民 系 で、 或 は 

に 安倍 賴 時 、負 任な ど 

會が多  } て 一 槪に 

とい ふ も、 記 錄 上の 出 


趣味 

て 居 

つ て 

が、 そ 

又 率 


を 鼓吹 し、 前 後 

た 事蹟 は、 現代 

吾等 は是 から 

れに 先だって. 

の 順序で あら 


る 樣 

ビ- 

す- 


-  力 


と 


力 


力 3U- 

Jj. 一一 a じ 

典 は 


iiM 髓彥の 後裔と いふの も 同檨に 不明で ある。 され ど 陸奧の 安倍 氏 


になって 居る 

ら出 たと もい 

蝦夷と かに 屬 

たので ある。 

難い 事 はいふ 

不明で あ b 、又 

が 蝦夷 種族に 


屬 すべき こと は、 早 くより 其說 があって、 大 lu 本史 などに も 出 羽の 淸原 氏と 共に 之 

を^ 囚長 として 蝦夷 傳の 中に 收 めて あるので ある。  、 

(參 照) 陸 奥の 安倍 氏の 系 圖は續 群 書類 從所收 の 藤 崎 系 圖、 安 藤系圖 などに も 見 

え て 居 る、 左 に 之 を摘錄 して 見よう。 

〇 安藤 系圖 


孝 元 天皇 ——. 大彥命 11 武淳川 別命 ： ： 比 維夫 

改，, 鎮時， 號 -1 安大 夫- 


出 羽 镇狄將 軍 a 羽 郡 司 陸 臭大掾 

家麻呂 . . 隣 良 —— 忠良- 


-宗ー 

-正： 

-， 一 

き 


8" 井- 

で 厨 河ニ郎 1 1  I 春 童 子 

41^ 平 五 年 九月 被 討 - 千代 童子 

父 同 十三 歳 討死 


VHJS 彌」 三，^ 

/1 同 兄 

任 黑澤尻 五郎 

任 北 浦六郞 

ttd 鳥 海 彌三郞 


基衡 妻、 秀銜 母、 奧州 

,i ^マコ 觀 自在 王 院本 願主 也 
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コー 
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_ 行 任 ：？|  則 任 也- 藤 I 平 子、 惟平 擎也 

—女 子 平 永衡妻 

C  P,  、：  f せ 5? ソ  、 、 、 、 、 、 、 

^  ^ 修理 大夫 經淸 妻、 武衡母 也. 後爲 M 淸原 武貞妻 f 

〇 藤 崎系圖 

孝 元 天皇 11 開化 天皇 11 大毘古 命 11 建 沼 河 別命  

兄 安 日 王 

弟 長髓彥 

人皇 之始、 有，， 安 日長 髓 十 tlillt 不 之- 安東 浦 等是也 

安 國 安 日 後 孫  — 

- 安部 將軍 I _  , 

-安 東 安 日 後 孫、 初 姓 安 日 十一 一一 行 守-防 東北 夷狄- 矣、 

致柬 

應神 天皇 行 日 下將軍 


長國 

天平寶字比 四行御感賜.賞* 

高 丸 

, 1 說家 麿、 寶龜之 比、 爲-羽 州 鎭狄將 軍" 

同 御宇.  - 

安 堯 

延喜之 比. 人 

• 舊 記 云、 到& 舊記 錯亂、 口授 又 不 、故 舊記中 摭 分 者  一 二 M 爲 --相 纏 姓 系 略記 一 

焉、 本 系 如 i 有， 之、 

國 東  , 

1 條院 御宇 § 針 二十 二 行文 敢 無-侵 f 意" 

一- 頻良. 1 賴良 — ！  . 

I 井 殿 盲 目 
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- 良 

IM 任 


第二 卷 


六 


さ、 安東 太郞 

早世 


r 國 都赏ら や) 

羽 州 雄 勝^ • 厨 河 城主、 永 承 五 年源賴 

義 後冷泉； ^針 七 r 國人每 |-, 

祭 其 神-云、 


-宗 任- 


@?, 宗 住- gjw セ ri-l 於 九州-也、 


—千代 童子 丸 

十三 而與に 又 一 所戰 死、 

—女 子 

八皤太 郞義家 三男 義國之 母 

〔參 so 尊卑 分派 ニハ義 國母ハ 中宮 亮有 销， 

(或 本 云、 安藝 守 藤 原 有繼女 云々) トァリ 

—高 星 

三 歲之時 • 乳母 懷而 逃- -津輕 藤 崎： 後 藤 崎 

之 城主； 

—女 子 

出 羽 押領使 御館 五郎 基銜室 


- 家 

-正 

I 貝 

I 女 

—女. 


任 鳥海彌 三郎、 鳥 海 城主、 剃 髮而號 -ー宦 照； 

任 北 浦 六郞、 與， 一良 任- 一 所戰 死、 

任 


黑澤尻 五郎 

si! 白鳥 八郞 

田 郡 白鳥 住 


0 嗣 黑 澤 五郎 


以下 五 宇 


打- 搖 頭-!^、 


子 散 位藤 原 朝臣 經淸 室， 

子 平永衡 妻、 


猶ほ按 する に、 新 井 白 石 は 其 著 藩 翰譜秋 

引 き、 正 史ゃ 普通の 系 園に 記す 所と 異っ 

しき は 疑 を 以て 傳へ、 今の 按を 加へ 置か 

摘錄に すれば、 神武 天皇の 始めて 大和に 

臣 に 安 日、 長 髓彥 とい ふが あ り、 軍 を 起し 

長 髓彥 は誅 せら れ、 安 日 は 東北に 放 たれ • 

嗣 いだ、 人皇 十代 崇神 天皇のと き 安倍 河 

給 ひたる に、 蝦 夷の 軍强 くして 官軍が 利 

いふ 者が あつ て、 河 別命に 屬 し、 蝦 夷 を l^l- 

と 賜 はられ た、 先 祖の 名に よって 安 日と 

天皇の 御 宇、 蝦 夷が 又 亂れて 安東が 後、 致 

れた 、ば t  f 軍 第 六十 六 代 一 條院の 御 時、 

率 ゐて夷 地を隨 ふ、 國 東が 子 穎 良、 穎 良 が 

國 の柙領 使と なつ た、 そ の 子に 井 殿の 盲 

第一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 


田 氏の 條に 於て 會津四 家 合 考の說 を 

て は 居る が、 本朝の 一 奇事 として、 疑 は 

うとて、 詳記され て ある。 その 大意 を 

入らせ 給 ひしと き、 宇 摩 志 摩 治の 命の 

て 天皇に 反抗し 奉った が、 のち 負けて， 

_ 津輕 外が 濱安束 浦 等に 居 て、 子 孫が 相 

別命 (ま膽 減 停) をして 蝦夷 を 討た しめ 

を 失うた。 時に 安 日の 遠 孫に 安 束と 

げて 功が あつたの で、 始 めて 姓 を 安倍 

書いても 安倍と 讀ん だ、 第 十六 代應神 

東が 之 を 平 ぐ、 そ の 時、 將 箪の號 を 許 さ. 

_ 蝦夷が 叉 亂れた が、 致 東の 後國 東、 軍 を. 

子賴 良、 安 束太郞 と名乘 て、 陸奧 出羽兩 

目、 安 東 太郞良 宗、 厨 川 三 郞貞任 等が あ. 

七 


事のに 倍睦 
情 起 淸氏奧 
れ原出 に 
る 氏 羽 安 
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つた 云 云、 と ある。 上記 

. 參 照の ため 玆に 記した 

一 體、 陸 奥、 出 羽の 兩國 は、 そ 

程 も あると いはれ る。 然る 

記した 通りで ある。 され ど 

に 之が 拓殖 を 謀られた 事 は" 

倍比羅 夫、 坂 上田 村 麿 乃至 は 

鎭定 され、 王化に 霑ひ來 つ た 

つ て、 陸 奥に 安倍 氏、 出 羽に 淸 

その 次第 は 不明に 屬す るの 

などが、 諸 地方に 繁衍 し、 其 勢 

つ て- 强 ち 疑問と もい ひ 翻く- 

安倍 氏の 事廣は 「隆奧 話 記」 (一 

主として 奧州 十二 年の 合戰 


卷 

の 長 

の で 

の 境 

に も 

御歷 

史上 

文 室 

事 と 

原 氏 

で あ 

力 を 

-な ま 

名 陸 


八 

髓彥 の 兄 安 日 云云の 說は 固よ 信 を 置き 難いが、 


あ る。 

域が 廣大 であ つ て、 殆ど 

關 らす、 そ の 文化が 非常 

代の 間 之 を 等閑に 附し 

に 明白な事 實 である。 

綿麻呂 などの 征討 も あ 

思 はれる の に、 ど うした 

の 如き 大 豪族が 崛 起す 

る が、 內 地に 於ても 田 原 

扶殖 して 行った 經路の 

十分の 研究 を 要すべき 

奧 物語) が 唯一 の 資料と 


、献： で。) の 事 を 記して あ 


九州と 臺灣と を 合 はせ た 

に 後れて 居た 事 は、 前 に も 

たとい ふ譯 ではな く、 次 第 

かくて 日本 武 尊の 東征、 安 

つ て、 奧 羽の 蝦夷 は 追々 と 

も の か、 永 承 天 喜の 際に 至 

る やうに なった の である。 

藤 太 秀鄕ゃ 平 良 文の 一 族 

不明で あると 同 一 轍で あ 

事柄で あると 思 はれる。 

もい ふべき である が、 之 は 

つ て、 安 倍 氏 發展の 經路の 


安倍 賴時 

の强大 


安倍 氏 は 

俘 ras 


如き は 之，^ 徵 する 事が 出來 ない。 

から 東夷の 會長 とな り、 威 風 を大に 

子孫が 大 に繁衍 し、 衣川の 外に も 出 

後の 事蹟に 就きて は 比較的 詳記 さ 

て 無い。 され ど、 この 一族が 如何に 

箇 郡の 司に 安部 賴 時と いふ 者 あり- 

も、 誰 人 も 敢て之 を 制する 事が 出來 

仰ぐ こと 高 天の 如し」 などと あるの 

ヒへヌ キ-ン ハ 

刺 • 和 賀 稗 貫， 紫 波、 岩 手の 六つ で、 今 の 

居 ，9、 安 倍 氏 は 之 を 占有して 居た の 

の を、 大 日本史の 列傳に は俘囚 長と 

意で ある。 尤も 束 夷の 長と いひ 俘 

取締る 長官と いふまで で、 忠 賴 その 

も ある が、 前 後の 記事 や 事情から 推 

奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 


た 

强 

-代 

岩 

人 


くその 始め に、 「賴 時 §  g き 名の 祖父 忠輯の 時 

ひ、 村 落 も 皆 服 し、 六 郡 を 横行 し、 人 民 を 劫 略し、 

るに 至つ た」 と ある 位の もので あつ て、 そ れ 以 

て ある が、 忠 賴 から 以前の 事 は 1 向に 記され 

大 であつ て、 驕 奢 を 極めて 居た か は、 同 書 に 「六 

々驟 奢に して 賦貢 を輸さ す、 搖 役 を 勤めざる 

か つ た」 と あ り、 又 「吾 が 主 (貞 任) 存 生の 時 は、 之 を 

よっても 推察され よう。 六箇 郡と は膽 澤、 江 

手縣の 大部分 を 占め、 陸 中の 全 平野に 涉 つて 

ある。 また 同書に 「父祖 忠賴 東夷 食 長」 と あ る 

て ある。 之 は 矢張り 同じ 意味 で、 蝦 夷の 長の 

(S 观 f ュ S) 長と いつたから とて、 之 は 俘囚を 


が强ち 蝦夷 種族で あるに は 限らぬ とい ふ說 

察して 見れ ば- 當 時 蝦夷 種族 中の 最 有力者 をし 

九 


安倍 氏の 

*3 跡 


武家時代の W 究 第二 卷 

て 蝦夷 を 支配 させた ものと 解す る 方 が、 穩 當 な 見 

本史 にも 安倍 氏、 淸 原 氏 を 蝦夷 傳に收 めて あ り、 尙 

を娶 らんと 乞 ふに 當 り、 彼 が 門 族を賤 しんじて 之 

て も、 光 ^の 意 は 負 任が 當時陸 奥の 大 豪族と して 

た の は、 彼 が もと ァ ィ ヌ の 血統 を 受けた もの だと 
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方で あると 思 はれる。 前揭 大日 

また 藤 原 光桌は 安倍 桌 任が 其 妹 

を 許さなかった と あるのから 見 

仰がれて 居な が ら. 之 を賤 しんじ 

の 推察から だと 思 はれる ので あ 


さて 安倍 氏の 盛時 を徵 すべ きもの は 陸 奥 話 記の 外に は 殆んど 見え ぬが、 「吾 妻 鏡 

左の 如き 記事 (做 5 ^ほ！：； S 月) が あ る 

賴ノ  き I  4b へ 本 名 親 


tM の條 

廿 七 日、 甲 申、 一 一 品 (I) 安 倍賴時 (翁 也」 力 


衣河の 遺跡 を 

秋草 繅す こと 數十 町、 礎 石何處 にか あ る、 舊 苔に 埋も 

領す るの 昔、 此 處を點 じて 家屋 を 構 ふ.^ 男子 は 井 殿 

宗 任、 境 講師 官 照， 黑 澤尻 五郎 正 任、 白鳥 八 郞行任 等な 

一 の 末陪ニ か 一 の末陪 なり、 已上八 人の 男女 子の 宅" 

門 西 白 河 關に界 せんか、 十餘 日の 行程な り、 鬼 外の 濱 


し 


給 ふ、 郭 土 空しく 殘， 

る こと 百餘 年、 賴 時 國郡を 掠 

盲目、 厨 河 次郞負 任、 鳥 海三郞 

り、 女子 は 有 か 一 の 末陪、 中 か 

簷 を郞從 等の 星に 並ぶ C 閨 

に據 らん か、 又 十 餘 日、 そ の 中 


o 


央に當 りて 遙か に 關門を 開 き、 名 けて 衣關 とい ふ、 さ ながら 函 谷の 如し。 左 高山 

に鄰 し、 右に 長途 を 顧み、 南北 同じく 峯嶺に 連る、 產業 亦た 海陸 を 兼ぬ。 三十 餘里 

の 際 並に 櫻 樹を植 ゆ、 四 五月に 至りて は 殘雪消 ゆる ことな し、 仍 て 駒形嶺 とい ふ。 

麓に 流 河 あ， 9 て 南に 落 つ、 こ れ 北上 河な り、 衣 河 は 北より 流れて 此の 河に 通す。 

凡 そ 官 照が 小 松 館、 成 道 I  • のが 琵琶の 柵 等の 舊跡は 彼の 靑巖 の 間に 在り 云云。 

C とノ 

. 漢文 」 - 

前記の 文の 解釋 をして 見ようと する が、 「賴時 が 衣河の 遺 跡」 と い ふ もの は 今も存 

在して 居 り、 之 は 衣川 館 又は 衣川 桐と も い ひ、 衣ケ關 と は 別の 樣 である。 衣ケ 關は關 門 

の 名で 衣川 館に 至る 道に 置かれて あった ものと 見える。 衣川 館の 遺跡に つ いて 

は 二三の 說が ある が、 下 衣川村に あつたと いふの が、 稍，. 信す べき 說と思 はれる。 

次 に 「賴 時の 子 息」 の 事 を 擧げて ある が、 前 記の 安倍 氏の 系圖ゃ 陸奧話 記. 及 び歸降 

の 俘 囚宗任 等に 關 する 太 政官符 (il^Tlfr^i^^li) 等を參 照す る に、 長男 は 

井 殿 盲 £i といって 盲人で ある。 次男 は 厨 河.^ 郞貞 任と い ひ、 厨 河に 居り 今の 盛 岡 

を 主 都と せる 岩 手縣を 支配 し、 ニー  男 は 鳥 海 三 郞宗 任と い ひ. 鳥 海 (水 澤の 北方なる 金： 

笫ー 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化  フ 1- 
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一 崎の 邊) に 居 り、 水 澤を主 都と せる 志 波 郡 を 支配して 居た 樣 である。 四 男 は 吾妻 鏡 

に は 境 講師 官 照と ある が、 陸 奥 話 記で 見る と、 賴 時の 舍 弟 (子 にあら や) に 僧良昭 とい 

ふが あ . ^、又 宗 任の 叔父 僧良昭 とも 見えて 居 て、 官 照 は 良 昭の誤 で、 且 っ賴 時の 子で 

はない 檨に思 はれる。 (尤も 官 照と 良 昭とは 名前が 違って ゐる が、 吾 妻 鏡の 後の 文 

に、 官 照が 小 松 館と あるの を、 陸 奧話 記に は宗 任の 叔父 僧 良 昭が小 松 柵と なって 居 

る、 然 らば官 照と 良昭と はもと 同人で、 一 方 は 書き誤り であらう と 思 はれる) さらば 

四 男 は 誰かと い ふ に、 官 照で はな /、 て、 系 圖に 見える 家 任で あらう。 た し 家 任 を 

鳥 海 彌三郞 とい ふの は 如 何. (藤 崎 系圖で 見る と. 家 任剃髮 して 宦 照と 號 すと あ る、 こ 

れ に 據れば 家 任が 官照 である 樣に 見える が、 之 は 後から 附會 した ものと 思 はれる。 

境 講師 官照 又は 良 昭) と い へ ば 元より 僧侶 で、 國 學の講 師 (敎 官) を 兼ねた もので あら 

う。 然るに 家 任 は 宗 任 等と 共に 官軍に 抵抗 し. 後 ち降參 して 伊豫に 流された の だ 

が、 名前 は 後まで 家 任と 見えて 居る。 且つ 康平七 年 三月 廿 九日の 太政官 符 (宗 任 等 

の 配流 處 分に 關 する もの) によれ ば、 家 任と 良 昭とは 別人で ある ことが 明記して あ 

る。) 五男 は 正 任で 黑澤尻 五郎と いふ。 之 は 黑澤尻 を 主 都と した 和 賀郡を 支配し 


て 居た ので ある。 六 男 は 重任で あらう。 その ゆ ゑ は 系圖に 重任の 事 を 北 浦六郞 

と あるから である。 吾妻 鏡に は 重任の 名 は 見えぬ が、 陸 奥 話 記 に は 見えて 居る C 

北 浦の 所在 は 不明で あるが、 出羽國 横手 方面に 北 浦 郡の 名が あると い へば、 Cst 奴 

ゆ) 或は その 邊を 支配した ので あらう か。 七 男 も 誰で あるか 不明で ある が、 或 は 行 

任 か 則 任な どの 中 かと 思 はれる。 系 圖を參 照す るに 安藤 系 圖には 行 任 を 白 一 鳥 八 

郞 と し. 則 任 (白 鳥 太 郞) を その 養子と して ある が、 藤 崎 系 圖には 則 任 を 白鳥 八郞 とし 

吾妻 鏡に は 行 任 を 白鳥 八郞 として ある。 この 邊尙ほ 攻究 を 要すべき 事で ある 力. 

七 男 八 男. は 多分 この 兩 人の 中で あらう と 思 はれる。 白鳥 は 膽澤郡 前澤の 大字で 

あるから. 行 任 は膽澤 部の 一部、 白鳥の 邊を 支配して たものと 見える。 されば 賴 

時 自身 は 衣川 柳に 據っ て 要 部 を 占め. 子弟 は 夫々 陸奧六 郡の 要所々 々 に 置かれ、 或 

者 は 出 羽の 方まで も 置いて あった ことと 思 はれる。 

(參 照) 陸奧話 記に よって 見れ ば、 前 九 年 役 後. 賊徒 の 斬 獲 又は 歸 降した もの は 次 

の 如く 記されて ある。 

, 斬 獲 安倍 貞 任、 其 子 千世 童 子、 安 倍 重 任、 藤 原 經 淸. 平 孝 忠、 藤 原 重 久、 物 部 惟 

第一 臭 州 藤 原 ItTl 一一 3^ の 事業 及び 其 文化  亡 一一 
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. (深 ィ) 正、 藤原經 光、 同 正 綱、 同 正 元 

歸降 安部宗任、 弟 家 任、 則 任 正 任、 伯父 僧良昭 (gg ラ^ I^JS 

I  SO 安部 爲 元、 金 爲 行、 同 則 行， 同 經 永、 藤 原 業 近、 同 賴 久、 同 遠 久 等、 

それから 次の 文 に 「閣 門 西 白 河 關を界 せんか 十餘 日の 行程た り、 柬 外 濱に據 らん 

か 又 十 餘日云 云」 と あ る が、 閨 門は閤 門な どと あるべき であらう。 入り口の 門の 意 

と 思 はれ. る。 卽ち賴 時 は 1 方に は 白 河關を 境と し 二 方 は 外 ケ濱に 至る まで を以 

て その 領域と 心得て 居た ので ある) 而 して 其 中央に 關門を 設けて 衣 ケ關と 名 づ け 

たので ある が、 そ の 要害であった 事 はさながら 函谷關 の 如くであった とい ふので 

ある。 この 關門は 今の 中尊 寺の 裏手の 山に あつたの だと 傳 へら れ、 古 へ の 道路 は 

この 山手に か  >- つ て 居た ので ある。 今 その 地 を 踏査して 見る に. 如何にも 險蛆で 

あって、 陸奧話 記に 「件關 素 險路嶮 蛆、 過， 崤 凾之 固； 一 人 拒. 嶮萬夫 不^ i」 と あるのに よ 

く 符合して 居る。 

桉 やる に 永 正の 古圖 に、 小 松 館と 衣 ケ關と を 白鳥 村の 邊に あった 檨に 書いて あ るリ 

之 は 衣 ケ關も 時代に よって 其 位置 を 異に し、 平 泉の 藤 原 氏 全盛の 頃に は 處に移 


し、 以 て 北方に 對 する 桐 門と なして、 人の 出入り を 取締った もの かと 思 はれ る、 芭 

蕉 の 「奧 細道 一に も 「康 衡 (泰 衡) が 舊跡は 衣 ケ關を 隔て . ^南部 口 をと じ 堅 め、 夷 を 拒ぐ 

と 見えたり 云 々」 と あ る、 さ れ ば衣關 に新舊 のニ關 があった 事と 解せられ る。 併 

し 小 松 館が 此處 にあった 事 は少々 不審で ある。 (ト i  5  :s) 

次 に 「左 高山に 鄰し 右に 長途 を 顧 み、 南 北 同じく 峯嶺に 連な る」 と いふ 文が あるが 

ミギヒ ダリ 

この 右左 は 見方に よって 直ぐ 違 ふので あるから どこ を 指す のか 不明で ある が、 多 

タ ヮシ ネャマ  ， 

分 高山と あるの は束稻 山の 事で あらう。 さう して 束 稻山を 左に 見て 右に 長い 途 

が 通， つて 居. る。 且. つ 叉 峯嶺が 南北に 連って 居る。 產業も 亦 海陸 を 兼ねた と ある 

が この 邊は 平地で あつ て、 稍 ~ 膏腴 の 地と 思 はれる。 而 して 三十 餘里 (f I;) に 亙って 

フ ブキ 

櫻を植 ゑた の で、 四 五月の 頃になる と 櫻の 亂 吹が 宛ら 殘 雪の ごとくで ある。 その 

山 を 駒形峯 といった と ある" 駒 形峯と は束稻 山の こと で、 卽. ち 山形が 駒の 脊の形 

をして 居る の で、 此 名が 起った とい ふ 事で ある。 その 山の 麓に 一つの 川が 流れて 

居て 南に 落ちる。 是が 北上 川 で、 衣 川 は 北から 流れて 來て この 北上 川に 合流す る 

ので ある。 ま た 官 照 (は ^ 麵 I) が 小 松楣、 成 道 (難鎮 ，1  抓 S 藤) が 琵琶 桐 等の 舊 跡が、 

第一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化  1 五 
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この 邊 にある 樣に 書いて あるが、 こ は 實は餘 程 離れて 居て、 この 直ぐ 附近に あった 

ものと は 思 はれぬ。 

桉す るに 琵琶 榈の舊 跡 は 下 衣川村に ある。 小 松 館 も その 附近に あった 檨 にい 

ふ說も ある が、 この 方 は 陸奧話 記に は 荻 馬場 を 去る 五町 餘と あつ て、 磐 井 川 に 臨 

んだ 地に あった 樣に思 はれる。 

さて 安 泣" 氏の 文化と して は、 他 に徵す ベ きものと て はない が、 こ こ に 櫻 樹を植 ゑ 

て 之を樂 しんだ とい ふ 事 は、 注 意すべき 事柄で ある。 ー體 櫻と いふ もの は 都人が 

之 を 愛 賞した もの で、 日 本の 古代に 於ても 木 華 開耶姬 とい ふお 方が ある が、 抑 i 邦 ■ 

人が 大に櫻 を賞翫 する 樣に なった の は、 平 安 朝 以來の 事と 思 はれ る、 萬 葉 集な ど に 

も 櫻の 事 は ある が、 夫 程で ない。 古今 集に 至って 愈.^ 盛んと なった。 今日は 櫻 花 

は 大和魂 を 代表して 居る やうに いって 居る。 安倍 氏が 東 奥の 地に 居って 櫻 花 を 

賞^した の は、 餘 程 都の 文化 を 慕 ひ、 大 宮人の 手 振. りに 倣った ものと 思 はれる。 地 

名 に も、 衣川 を賀茂 川と 見 立 て、 ま た 束 山 (束 稻 山の 北上 川 寄の 地) と か、 猿澤 の 池 とか、 

京都 ゃ奈 良の 名所の 名 を 移した ものな どが ある。 今 S でも 本邦 人が 海外に 移住 


どして 擴が つ て 行く 所々 に 櫻 を 植ゑ附 くる の を 常と し、 满 洲、 ン 〃ピン や 或は 北米 

の サン フラン. シスコな どに も、 次 第に 櫻が 植附 けられた とい ふ 事で ある。 櫻 は 日 

本人 發展 の表徵 ともい ふ べきで ある 然る 所が 安倍 氏が 今から 八 九 百年の 昔に 

於 て、 奧 州の 邊陬に 居 て、 樱 を植 ゑて 之 を樂ん だとい ふの は、 珍 らしい 事柄で ある。 

西 行 法師の 歌. にも、 

き、 もせす た わしね 山の さくら 花、 よ しの V 外に かくる べしと は (山家 集) 

と あつ て、 如 何にも 櫻 花の 爛漫たる 有 樣が思 ひ やられる。 また 厨 川の 橺が陷 つ 

た 時の 記 中に、 一城 中 美女 數十 人、 皆 衣， 一 緩 羅； 悉 粧， 一 金 翠ニ (M I) と あるの を 見ても、 日頃 貞 

任 等が 如何に 豪奢 を 極めて 居た か 思 ひ やられる。 また 貞 任が 詠 じたと い ふ 「衣 

の 桐」 の 歌 や、 宗 任が 作った とい ふ 「我が 國の 梅の 花に は」 の 歌な ど は、 果 し て 眞 事實と 

見なすべき もの かどう か、 不 明で は ある が、 且 つ 叉 彼等の 文化の 程度 は 極めて 低級 

であった に は 相違な からう が、 そ れ にしても 觅に角 も. 彼 等 も 都の 手振り を欣 慕し 

て、 之 に 染みたい と考へ て 居た 事 は 疑 ひない 事 實と思 はれる。 

三) 淸原氏 の. 事蹟 
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淸原氏 も 安倍 氏と 同じ く、 「陸奧 話 記 一に は俘囚 主と あり、 大 日本史に も 蝦夷 傳 にお 

めて ある。 實際は 蝦夷 種と 見る 方が 正しい 樣に思 はれる。 され ども 淸原系 園に 

は舍人 親王の 後裔と な つて 居り、 前に も いった 通り、 系 園の 事 は强ち 信じ 難いので 

あ る が、 參 考 として 左に 揭げ る。 


天武 天皇- 


淸 原系圖 (續 群 書 類 從 收) 

左 京 櫂 太夫 兵 部大韓 

.舍 人 親王 ： • . 夏野… .甚 光 —— 光 方— 


^  羽 州 山 北 主、 康平六 年 二月 依 二 安倍 任 追討， 

Is 貝 ほ，， お £:MT; も，， 鎮守 符將 軍； 故號- -淸將 軍- 


武 桌！ iiKl 

-武 衡 將軍 一一 一郎 

公 淸 新淸太 

一-女 子 吉彥 秀武室 


家 衡 I 賺 同 S 

海道 小太郎 

「眞 新 —— 成 衡 同小 太郎 • 

r  ^  ^ 母 平權守 安忠 子、 

源 賴義婿 也、 


情 原 氏の 事蹟 は 「陸 奧 話 記. 1 や 「奧 州 後 三 年 記」 の 外 


よ 一向に 見えて 居ない。 いま 


陸 奧話， 記に つ き、 源 賴義が 安倍 岸 任 等 を 征討し た 際、 淸 原光賴 及び 武 則に 援助 を 乞 

うた 一節 を 擧げて みれば、 

將軍源 賴義之 を 制する 能 は す、 而 して 常に 甘 言 を 以て 出 羽 山 北の 俘囚主 淸原眞 

人 光 賴、 舍 弟武則 等を說 き、 官 軍に 與 力せ しむ。 光賴 等猶豫 して 未だ 決せ す、 將 軍 

常に 贈る に 奇珍を 以てす。 光 賴武則 等 漸く 以て 許諾 す、 云云、 

賴義 朝臣 頻りに 兵 を光賴 並に 舍弟武 則 等 に 求む、 是 に 於て 武則 同年 (康平 五 年) 

秋 七月 を 以て 子弟 等萬餘 人の 兵 を 率 ゐ、 越 えて 陸 奥 國に來 る、 將 軍犬に 喜 び、 三 千 

餘人を 率ゐ. 七月 二十 六日 を 以て M を發— V  A 月 九日 栗 原 郡 營 岡 (SJ 副 •  ^ 隐， t 

通す ろ 耍銜の 地 で、 今 も岩ケ 町の 朿南四 五町に 八幡 村と いふの が あつ て、 三 面 斷 ^ 

なして 居 る、 山 の 頂に 營 岡の 地が あろと いふ 事で ある  > むかし 坂 上田； |« 麿 も 此處 LLM: し 

：  、 ク  s- マサカ 

が； ん) に 到 る、 武 則 眞人先 づ此處 に 軍 し、 邂 返に 相 遇 ひ、 互 に 心 懷を陳 ベ 、各 共 に 

淚を拭 ひ 悲喜 交 々 至 る、 云云、 

と ある。 前 記 の 賴 義 が 熱誠 を 以て 淸 原 光 賴-武 則 等に 出兵 を 乞 う た 態 度 か ら 見 

て も、 彼 等が 山 北の 俘囚 主と し て、 そ の 如何に 有力で あっかが 想像され よう。 

さて 同書に 諸陣の 配置 を 定めた 記事が あるが 之で 見る と 先 づ全體 を 左の 如く 

第一 臭 州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化  一 九 
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七陣に 分けて あるので ある。 


一 陣  0 原 武 ほ ハ武則 子 

二 陣  橘 負 賴 武 則 甥. 字 は 志 萬太郞 

ニー  陣  士ロ 彥  一 K 乃 武武則 甥. また St なリ、 字 は 荒 川太邱 

四 陣  橘  賴 貞貞賴 の 弟 、字に 新 方ニ郞 

, . 二 陣  將  軍 (賴義 ) 

五 陣 j ニ陣  武 則眞人 

三陣  國內の 官人等 

六 陣  吉美 侯武忠 字 は 班 目四郞 

七 陣  淸 原 武. 道 字 は 貝澤 一一 i  r  ： 


この 陣の備 へ 方から 昆て も、 そ の 大部分 は淸原 氏の 部下 を 以て 組織され て あ る 

ので ある。 之に よっても 淸原 氏の 勢力の 强大 であった こと を 卜 知され るで あら 

う。 淸原氏 は.^ 北の 曾 長と あるが、 その 山 北と は 仙 北と も. き、 つま. 0 山の 北と い 

ふこと で、 平 戈 山の 北方の 平野 を 指す ので ある。 平 戈 山 は 今 S の 雄 擦 峠の 事で あ 


る か ら、 山 北 は 羽 後平 野 な る 今の 雄 勝、 平 鹿- 

氏 は 主として 羽 後 御物 川の 平野 を 領有し ■ 

置して あった こ と、 恰 も 彼の 安倍 氏が 北上 

あつたで あらう。 是 から 其 一族 子弟の 據 

武 貞は 吾妻 鏡 や 系 圖 書. ま た 後 三 年 記な ど 

北 郡 荒 川 村 (金澤 本 町の 北 方) の 地で あらう 

の 平野 一 帶を 支配した ものと 思 はれる。 

この 志 萬 はい まの 南 秋 田 郡に 男 鹿 島と い 

き、 島 は 又 古 へ 島 郡と 稱 した 事もゐ り. 「男 鹿 

の. 3 王 神社へ 納めた 楝 札に も 、そ の 名稱が 

は 島卽ち 八郎潟 附近の 地 を 領有して 居た 

ァザナ 

荒 川 太 郞とぁ る が、 武 貞と 同じ 字. であ る の 

して 居た ので あらう か。 第 四陣の 橘賴貞 

不 明 で あ る が、 羽 前 國田川 郡に 新 形 (叉 は 新 

第一 奧州藤 原 氏 三代 Q 事業 及び 其 文化 


. 仙 北の 三 郡 を さすので ある。 卽ち淸 原 

■ そ の 一 族 子弟 を 以て 之が 要地々々 に 配 

川の 流域 一 帶の 地に 於け る 如き もので 

有 し た 地 を 考察して 見れ ば、 武 則の 長子 

に 荒 川 太郞と 書 い て あ る。 荒 川 と は 仙 

か ら、 武 貞は こ 、 に 居た ので 卽ち 御物 川 

二 陣の橘 貞賴は 字 を 志 萬 太郞と 云 ふ。 

ふ 地が ある。 男 鹿 は 古へ は 恩 荷と も か 

名 勝 誌」 に は、 康 永年 中 に、 安 部 兼 季が北 浦 

見えて 居る との 事 で ある。 然 ら ば 貞 賴 

ものと 思 は れる。 第三 陣の吉 彥秀武 も 

は 如 何、 或 は 彼 も 矢張り 荒 川の 內 を 領 有 

は 字 を 新 方ニ郞 とい ふ。 新 方の 所在 は 

潟) の 地名が 見 え て. 鶴 岡 町の 傍 近で ある。 

二 一 
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, J れ で は 少 し 遠方 過 ぎ ると 思 はれる。 或は 新 方の 新は舊 地に 對 して い つ た の で 

地名 は 方と 稱 へたので あるか も 知れぬ： 方に 潟の 轉訛 か、 御 物 川の 支流 玉 川の 上 

流に 田澤 湖と いふ 小 湖が ある が、 そ の 南方に 潟と 稱 する 地が ある C 賴貞の 領有し 

たの は 或は 是 であった かと も 思 はれる。 なほ 硏究を 要すべき 事で あるり 第六陣 

の 吉美侯 武忠は 字 を 斑 目四郞 とい ふ. - 斑 目の 地名に 相模 及び 三 河 (.1^  ^  g  W 较). に 

昆 えて 居る が、 出 羽の 地名に は 見えぬ。 一 說に撗 手 町に (f  ^ 删) 斑 目 氏が あるとの 

事 で あ る か ら、 或 は その 附近に 斑 目の 地名が ある の^も 知れぬ。 之 も尙ほ 硏究を 

耍 す ベ き 事柄と 思 ふ。 第 七陣の 淸原武 ハ は 字 を貝澤 三 郞 といへ ば. 貝 澤の 地に 居 

たものと 思 はれる。 貝 澤は雄 勝 郡 三輪 村の 大字で 湯澤の 西方に あるので ある。 

なほ 右の 外武 則の 子武 衡入ム 淸 などの 居所に つ いて は徵 すべ き 材料が な い が、 何 れ 

にしても 此の 一 族が 羽 後の 耍 勝の 地域 を 領有して 居た の は 疑 ひない 事實 であら 


さて 安倍 氏が 滅亡の 後、 淸 原 武則は 鎮守府 將 軍に 任せ ら れ、 陸 臭 六 郡の 地 も その 

領有に 歸 したの で、 其 勢力 は 益々 强大に 赴 き、 從 來、 羽 後 御物 川の 平野に 蹯踞 して 居 


兼領す  た 淸原氏 は、 遂 に 山 

事と なった ので あ 

の 勳功も 莫大で 

何に か 仔細が あ 

亂を かもした か 

其 子 義家は 出 羽 

は、 表面上、 父 に 對 

としたの では あ 

原 氏の 掌握に 歸 

と 約 二十 年に 及 

が 鎮定の ために 

本書 第一 卷 (ti § 


あ 

び. 

よ、 


を 越えて その 東方なる 

る。 而 して 源 賴義は 前 

つ た が、 戰亂 (I I 年) の ほ 

ら う か。 (或は 

あ り、 よ つて 故 

れ た が、 之 も 其 

盡 さんが 爲と 

果して 然 りと 

像され るで あ 

から 一族の 間 

家 等の 奮鬪を 

あるか ら、 此 に 

事 ^ 


たので あ 

如き 說も 

に 補 せら 

て 孝養 を 

まい か。 

た 事と 想 

永 保 年間 

再び 源義 

ちに 陳 ベて 

一 藤 原 氏の 


北上 川の 流域 一 帶の沃 

後十數 年の 長き に 亙つ 

..、 鎭定 する や、 伊豫 守 に 

當時 廟堂の 上に 於て は 

らに奧 羽 以外に 移した 

後-越 中 守に 轉補 されん 

あ る が、 內實 は淸原 氏の 

す れ ば、 陸 奧、 出羽兩 國 の 

らう。 是 より 淸原氏 は 

に 爭亂が 起. -、 (之 を 後 三 

要する 事と なる ので あ 

よ 省略す る。 


土 を も 領有す る 

て奮鬪 をな し、 そ 

せられた の は、 

、賴義 が， 好んで 戰 

のか も 知れぬ。) 

こ と を 乞うた の 

勢力 を 避けよう 

權カは 擧げて 淸 

榮華を 貪 ぼる こ 

年の 役と いふ) 之 

る が、 そ の顚末 は. 


1、 藤 原 氏 三代の 事蹟 槪耍 

第一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 . 


ニー 


藤 原 ii£ 衡 

等 L 夷 種 
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藤 原 氏 三代と いふ は. 淸 衡. 基 衡. 秀 衡 の 時代 をい ふので ある。 或は 泰衡を 入れて 

四 代と いっても よい。 この 藤 原 氏 も 近來學 者の 調査に よれ ば、 蝦 夷 種族に 屬 する 

事になる ので ある。 藤 原 秀衡が 鎮守府 將 軍に 任せられた 際， 九 條關白 藤 原 兼實は 

其 日 記-, 玉 海. 一に その 事 を 記し て， 一， 奥州 の 夷狄 秀 平 (秀 衡， -鎭 守府將 軍に 任せら る、 亂 世 の 

基 な り」 と あ り、 更 に 又 同人が 陸 奥 守に 任せられた 際に も、 同 書 に 「禿 衡 陸奥國 守に 任 

せらる、 此の 事 先日 議定 ある 事 な り、 天 下の 耻 何物 か 之に 如かん や、 悲 む ベ し 悲 む ベ 

し」 と ある。 卽ち兼 實に秀 衡が俘 囚の身 を ：ぉ て國 司に 任せられ た ので、 之 を 慨歎し 

たので ある。 之 は 傍から 見て 秀衡の 族 を 卑下した ので ある が、 秀 衡の 祖父 淸衡な 

ど は 自分から 其 身の 事 を， 柬 夷 の 遠 曾」 と か 「俘 囚の上 頭. 一と かいって 居る ので ある。 

その 證は淸 衡が或 文章 家に 書いて 世 風った 中尊 寺の 「供養 願 文 一 (に き?^? ぎの 中に 

次の 如く 見えて 居る。 卽ち 

弟子 者、 束 夷之 遠會 也、 生 逢， 聖 代 之 無， -征 戰； 長 屬， 明 時 之 多 ，仁 恩； 蠻 陬 ifl? 落 爲. 之 少. 事， 虞 

陣戎庭 爲乏 不 fer 當：： 于 斯 時； 弟 子 苟 資- 祖 考. 之 餘 業； 謬 居-俘 囚 之 上 頭； 

と。 こ は淸衡 自身が 佛に對 する 吿 白文で あるか ら、 飾 ら す 詐ら や 本當の 所を陳 


塔寶 界十經 王勝最 

塔 一 第 羅荼曼 

に 紙 紺え ど 文 經の卷 十 經王勝 最は羅 荼曼の こ 
一ん 卷 各の 經 き 書に-形 塔て 以 ズぉ字 細の 泥 金 
る あて しな と 塔 


拄卷の 堂 色 金 

し 達 1 1 極の 妙 精 造講. は 柱 卷の本 四の 內堂 
蝶び 及 ま會薛 にる す 配き 描 M 弗 光 二十々 备 

る あ i: して 以 なき B 


(照 參頁五 五） 


(照 參頁ー 五） 


五 


ベ たもので あらう と 思 はれる が、 か ぐ 自分から 俘囚 主と し、 卽 ち、 蝦 夷 種族で あ る 事 

を 告白して 居る ので ある。 されば 是は疑 ひなき 事 實と思 はれる が、 併 し 系 圖の上 

から 見れば、 平 泉の 藤 原 氏 も 矢張り 鎌足 公の 末孫に 屬 し、 俵 藤 太 秀鄕の 血統 を 引い 

て 居る 事に なって 居る。 卽ュ h 尊卑 分派に は 次の 如くに なって 居る。 

〇 平 泉の 藤 原 氏系圖 

f  & 從四 位下 武 • 守 鎮守 將軍  ，，. ヒプ 鎮守. W 將軍 

秀 Is 世 入 號俵藤 太  ^  r 時 

一， 千 f 將 軍太郎 U.1 賴 從五 位下 下野 守 I  ^ 下總國 住人、 五 郡 太大夫 

S 羽權介 

II -. 連 國 

"M  # 亘權 守、 百 一理 權 太夫 j 靑 衡 權 太夫、 降奧 國押領 使、 奧 御館 


I 基 衡丄 


出 羽 押領使 


平 泉、 中 御殿 

- 俊 衡 火 爪 入道 

厂淸 綱— -季 衡火爪 五郎 

,  - 女 子 佐 藤 次 信 忠信 母 

第一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 」 


,f ソ 街 從 五位 下鎭. 守 府將軍 
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二 六 


-國 衡 西 城 戶太郎 

—泰 衡 

母 民 部 少輔基 成 女 

「忠 衡 泉 冠者 


高 


この 系 園に つ 

ヮ タリ 

亘の 地に 移って 

あらう が、 俵 藤 太 

疑問が 存在す る 

し て 、奥州 の莊園 

ない 際から 見え 

とで ある。 而し 


衡 本 苦 冠者 

和 泉 七郞- 

衡 錦 戶太郎 

い て も、 淸 

亘理櫂 太 

から 出た 

ので ある _ 

を 献上し 

後になる 


. 出 羽 押領使 

衡の 祖父 賴遠は 下 總國の 住人と あ 、そ の 子 

4^1  日 一 は 一 ネ、 で もヮ タリと 讀む 3  -、  >  2。 

ま \ で あ る が、 後 ち理の 字.^ 加へ た) と つた。 こ 

正賴 との 間が 果して 連絡が ある もので あら 

リ ：i;! 善 之 助 氏の 研究に よれ ば、 淸 衡が 京都の 

て 所謂 領家 下司の 關係を 結んだ こ と は、 後 三 

に從 つて 段々 とその 關 係が 濃厚に なつ て 居 


年 

て淸衡 が亙理 氏から 出で、 一 時淸原 氏を稱 したのに、 それ 


淸が 奥州 

は 事實で 

かノぐ こ に 

原 氏に 對 

投 後間 も 

とい ふこ 

が 又 後一 二 


—卜 


約餅ヮ 二 

半田 グ % 

里の 役 
の 地 後 
來で に 


牟 
大 

匱 

f 弗 
法 

に 


當谷 
る 堂 

に 

居 

の 


奥 
出 
羽 
兩 
國 
の 
押 


藤 原 氏 一二 

代の 事跡 

一 、 涛衡 


年 役 後に 表面上 は 本姓の 藤 原 氏に 復 したと い ふ 事に な つ て 居る もの の、 藤 原 氏 を 

稱へ る樣 になった の は、 右 の 如く 莊 園の 關 係な どから 出 で、 新 に 藤 姓 を 冒す に 至つ 

たので は あるまい かとの 說 である。 一 體淸衡 は亘理 經淸の 子で ある が、 父 經淸は 

安倍 氏に 屬した 爲 め、 前 九 年の 役に 誅 せられた が、 淸原武 則 は 經淸の 妻 某 (2 氏) 

を 連れ 歸っ て、 其 子 武貞に 妻 はせ たので ある。 かくて 淸衡は 母と 共に 武貞の 許に 

し た ので ある。 ところが 後 三 年 役 後、 淸 原 氏の 一 族が 滅亡す る 

の 藤 原 氏に 復 したと いふ 譯 である。 され ど亘理 を稱せ やして 

が、 疑問 に屬 する ので ある。 

代の 事蹟 を陳 ベ よう が、 淸 衡は後 

郡 を傳領 し、 江 剌郡 豐田の 館 (H 

である。 そ の 後、 岩 井 郡 平 泉に 館 を 造って 移り 住す 

依 し、 伽 藍 を 建 て、 叉 夥しく 佛 性に 灯油 を 寄進す る 等の 事 も あ り、 殊 に 中尊 寺の 建立 

は 著名な 事柄で ある。 

按 する に、 淸 原 氏が 安倍 氏の 陸 奧六郡 を傳領 する 穩 にな つ て か ら、 何 處に 居所 を 
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養 は れ、 淸原 氏を稱 

に 及 び、 淸 衡は 本姓 

藤 原 を. とな へ た 所 

是 から 藤 原 氏 三 

領使 とな り、 陸 奧 六 
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定めて 居た であらう か、 或は 鎮守府の 附近 か 或は 又 安倍 氏の 遺跡 衣川 館の 邊 にで 

も 居た ので はない かとい ふ說が あるが、 何れにしても 糙かな 證跡は 得られない。 

而 して 後三年 役に 於て は、 淸 原 氏 は 大槪滅 茶々 々になつ て 了つな のに、 淸衡は 中途 

から 義 家に 附 いたので、 義家は 彼 を 取 立 て、 淸 原 氏の 後を嗣 がしめ たものと 見 える。 

かくて 淸衡は 最初に 江 剌郡豊 田 館に 居た ので あるが、 此處は 或は 亘理 綏淸の 領地 

であった 關 係からで も あらう かと 考へ られ る〕 豐田 もなか 耍 勝の 地で あつ 

たので ある。 その後 平 泉に 移った ので ある が. 是 が 又 衣川 館に 近 く、 且 っ耍 勝の 地 

點 であるの である。 淸衡の 子 甚衡は 父の 讓りを 受けて 陸 奧出羽 兩國を 管領 し、 之 

を 治む る こと 又 三十 三 年、 さ うして 果報 は 父に も 過ぎた とい ふ 事で ある。 この 時 

毛 越 寺 を 建立した。 之に 淸衡の 中尊 寺に も 比すべき 大 伽藍で ある。 古事 談を見 

ると 甚衡が 陸 奥 を 横領して 専横 を 極め、 國 司の 政治 を も 蔑 如した 樣な史 實が窺 は 

れる。 左に ？^ハ 文を揭 げて參 照と する。 

〔古事 談 1卷 四 宗形 宮內卿 入道 師稱 陸奧 守-二 プ 下向 時、 甚衡 押，， 領 一 國， 如 國司 威； 

仍 奏，， 聞 事 由； 申，， 下 宣 旨； 擬 fe_, 注 國中 公田， 之 處、 忍 郡 者 基 衡藏于 先々 不 X,, 國 使； 而 今 


度 任， 宣 旨， 擬，， 檢 注， 之 間、 墓 衡件郡 地頭 犬庄司 季春 -ー 合お タ 禦乏. 國 司 猶 帶，， 宣 旨， 推 

入 之 間、 己 放. 矢 及 X ロ戰， 了、 守 方 被. 疵者甚 多、 甚衡カ クハ， シッレ 背， 一宣 旨 一 射，， 國司， 事 

依，， 恐存； 招， 一季 春， 云、 依 J 一，， 先例， 雖， 追，， 返國 司； 背， 宣旨， 之條、 非 ksl 勃 之 恐； ィ 力 .V ス ベ キ 

ト 云々、 季春 云、 今 仰 兼 存知 事 也、 主君 命 依き 背 於， 一 矢， 者 射 候 了、 然 者 君 者 不，， 知 

食， 之 體 -1 タ、 召，， 已 頸； 可 國 司 之 許， 也、 其 上、 定 無 爲候歟 云々、 甚衡 乍 kfe 諾 了、 基 

衡 申，， 於 守， 云、 甚 衡 一 切 不， 知 事 候、 郡 地頭 凡 依， 無，， 先 例； 致，， 自 由 之 狼 藉， 了、 於 x「 者 不％, 

及，， 子 細； 季 春 已召取 早 賜，， 御 使； 於，， 其 前， 可. 刎. 頭 云 云、 依. 之 國 司 遣，， 檢 非 違，， 使 目 代， 云、 季 

卷已 將出タ ソ、 四 十餘許 男、 肌 美麗 ナ グ V 積 遠 厂水干 小 袴-一 紅 衣 着 タリ、 打 物 取 

ク レノ者 廿人許 圍， ー繞 之： 切 手、 ン ケセ ンノ彌 太 郞ト云 者 也、 出立 擬. 切 .頸 之 間、 犬 莊 司 

云、 切 損 給ナ、 刀 ハイ ゾ レゾト 問ケレ ド、 切 手 云、 鬼 次郞 太夫 ガ大 津越ゾ ト 云 ケ レ 

\  、サ -グ ハ 心安 ト 云 -プ 被. 切 ケ リ、 部 類 五 人 同 切 云 々、大 津越ト 人ヲ引 居- プ 切-一、 

左右 ノ臂ノ 上 ヲ、 乍 一一 中 骨， 不. 懸 切 ヲ 云 也、 基衡 季春 ヲ惜 V 我 、A 不， 知 之檨- ニグ 猥 構，， 

女人 沙汰 之 體； 再 三 遣，， 妻 女 於國司 館， 乞 請 サセケ リ、 其 請 料 物 凡 不 勝 斗； 沙 金 モ 

一 萬兩云 云、 守 不 &A) 、遂 切 畢、 云 云、 師 綱 高 名 在，， 此 事： 歟、 又 山林 房 覺遊ト 云 侍散樂 
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ヲ具 クリケ ルガ、 

歸， 館 時出來 タリ 

これで 見れ ば、 基 衡 

(贈賄の 事) で 左右し 得 

基衡の 子秀衡 はま 

られ、 從五 位下に 叙し" 

叙せられ た。 これ も 

子 も 孫 も三卡 三年 間 

ふ の で あ る。 之 は 餘 

て 見 て も、 大 體 は先づ 

の が、 平 泉の 藤 原 氏の 

天皇の 頃から 後鳥羽 

にも 關らす 東 奧の地 

の有樣 であった ので 


本奈良 法師 -ー テ 劎； 武 勇 甚之者 也、 而 合 

ケ レ V 先陣 房 カク レクト ゾ付 クリケ \。 

の 族 は 如何にも 豪奢で あつ て、 大 抵の事 

ると 考へ て 居た 樣に 推察され る。 

た 父の 後 を 嗣 ぎ、 嘉 應ニ年 五月 二十 五日 

承 安元 年 八月 二十 五日に は陸奧 守に 任 

兩國を 治む る こと 三 十三 年で 卒去した 

世 を 治 め 、合 せ て 九十 九 年 間、 極 め て 太 平 

りに 年 數が揃 ひ 過ぎて 居る やう で あ る 

之に 近い ものと なる ので ある。 かくて 

時 代で あつ て、 之 を 中央政府の 方で 比較 

天皇の 御宇に 該 當 し， 國 (.^ 多事の 際で あ 

に 於て は、 後 三 年 役 後、 是 とい ふ 程の 爭亂 

ある。 さても 淸衡は 如何なる 果報 を以 


戰之日 

金力 や 

鎮守府 

、つ い で 

あ る C 

時代 を 

，實 地の 

一 百年 

て 見る 

たので 

な く し 


最 

年 


あ 


軍に 任せ 

五位 上に 

して 親 も 

いたと い 

數 を 調 ベ 

とい ふ も 

丁度 崇德 

る。 然 る 


て、 先 づ 太 平 


て 斯る 太平 を 致した 


中尊 寺の 

由來 


かとい ふ に、 彼 は 主として 佛敎を 布 き、 佛 德 によつ て 土民の 獷俗 を柔ら げ、 是 に よ つ 

て 以て 少 からざる 効果 を 奏し 得た 事と 思 はれる。 而し てこの 一 百年に 近い 長期 

の 太平に 際 し、 京 都 趣味 を汲收 せん 事に 努め、 都の 手 振 を 移し 入れた こと は 少で 

はなく て、 之 を 安倍 氏、 淸 原 氏、 の 時代に 比したならば、 この 點に 於て は 長足の進歩で 

ある 事が 窺 はれる が、 や がて は 京都の 淫靡 柔弱の 弊風まで も 受け 繼ぐ ことにな 

行いた 樣 である。 

二. 淸衡と 中尊 寺の 建立 

平 泉の 藤 原 氏： 如何に 京都 趣味 を 憧憬 し、 都 の 手振り を受 入れる 事に 汲々 たり 

しか を 知る に は、 中 尊 寺 及び 毛 越 寺 建立の 事蹟 を 知る に 如く はない と 思 ふ。 

中尊 寺 は寺傳 及び 平 泉 舊廣志 等の 書に は、 慈 覺 大師の 開基で ある やうに 書いて 

あ り、 世 間に も 永らく かく 信せられ て 居た ので ある が、 そ の 後の 硏究 によって 見れ 

ば、 右 の 慈覺開 甚說は 後世の 假 託に 出た もので 信 を 措き 難 く、 實 は 藤 原 淸衡の 草創 

であった 檨 である。 右に 關 して は 佐 藤 仁 之 助 氏の 研究 も あ り、 自 分な ども 此說を 

是認しょう とする ので ある。 
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： 佐 藤氏の 說に 曰く、 中尊 寺 は 堀 河 天皇の 長 治 二 年に 陸奧六 

自力 を 以て 最初 院を 造 立 し、 此 處に釋 迦 、多 賈の 二 像 を 安置し 

妻 鏡」 に 「寺院 中央 有 = 多 寶 寺； 安，， 置 釋迦多 寶像於 左 右 こと 兒 え た の 

かくい ふ徵 は建武 元年の 中尊 寺 文書 に、 「陸奧 國 If  關 山 中尊 

右 當寺者 g 中 爱堀河 天皇 御 宇、 長 治 二 年 二月 十九 日. 出 羽 陸 奥 

衡 造， 一 立 最 初 院ー (本尊 釋迦 多寶並 座)」 と 見 えて 居る の が、 一 證 とな 

ど 、寺 傳 及び 平 泉舊廣 志、 磐 井西 縣 》 址記 等に は、 人 皇五 十四 

祥 三年 慈覺 大師の 開基に し て、 其 中央に 一 宇の 本堂 を 創 趣し 

南北に 日 吉. 白 山の 兩社 を勸 請して 當 山の 鎮守と なし、 これが 

る。 と 見えて 居る が、 つら （- 案 やる にこの 說は 後世に 於て 

う" 其 故 は寬文 年間 (， §  f 義) に 本 寺の 所 屬を東 叙 山の 末寺 

る が、 そ の 際 山門の 開祖た る慈覺 大師 を 其 開祖と 號 し、 叉 淸 衡 

年に 大長 壽 院 を 造 立した の を、 慈 覺 大 師 が 弘 台 壽 院を 建てた 


郡の 管領 藤 

たのが 初で 

が卽ち 

寺聚徒 

兩國々 

す ベ き 

代 仁 明 

〇 0 

て弘台 

寺 堂 草 

附會し 

と 定 め 

の だと 


こ れ 

司 藤 

で あ 

天 皇 


來 小社で あつ. た日吉 社を淸 衡が擴 張して 莊 厳を壶 し、 以 て 鎭守 とし 


倉 の 

た も 

ら れ 

天皇 

云 ひ 

た の 


原淸衡 が、 

あ つて、 「吾 

で あらう 0 

言 上、 2 中 

原 朝臣 淸 

る 0 さ れ 

の 御 宇嘉 

と號 し. 其 

本 原で あ 

の で あ ら 

たので あ 

の嘉承 11 

な し、 又 從 

を、 慈 覺 大 


I ぉ嶋化 


5^ &  ¥£^ail5:-h 


ホ^ "財 s 蘭 


■  I  山 1^ 


師の勸 請で あると 言 ひ な し、 以 て 其 事 を 高大に したので あらう。 中尊 寺が 寬文五 

年に 東 叙 山の 末寺と なった 徵 は、 寬文五 年の 中尊 寺 文書に 「陸 奧國 平泉關 山中 尊 寺 

者、 從，， 往 古， 佛法紹 隆之滕 地、 台 宗弘通 之淨砌 也 • 雖， 然 本 寺 未，， 相 定-之 間、 請 h= 東 m 山 直 末； 

因， 玆 今 般 被， 召 = 加 御 門 下  >訖 、者 自今 以後 チ 背，， 本 寺 之 下 知； 佛 寺 勤行 等 不， 可. 有，， 怠 慢， 旨、 輪 

王 寺 一 品 法 親王 之 仰、 執 達 如； T 寛 文 五 年 十二月 五日」 と 見えて 居る ので 分明で ある。 

さて 叉 嘉承ニ 年に 長大 壽院が 建立され た徵 は， 前 記の 文書 に 「嘉 承 二 年 三月 十五 日 

造-立 大 長 壽 院， (本尊 四 丈 阿 彌陀. 脇 士九體 丈 さ」 と 見 え、 又 吾妻 鏡に 「二階 大 堂 高 五 丈、 本尊 

三 丈. 金 色 彌 陀、 脇 士 九 體、 同 丈 六 也」 と 見 え て 居る のが 是 である。 この 嘉 承と 仁 明 天皇 

の 嘉祥と は 同音に 聞 ゆる 所よ に 之 を 古き 方に 取 り、 大 長 壽 院を 弘台壽 院と變 へ た 

事と 思 はれる。 而 して 叉 日 吉社勸 請の 事 は、 淸 衡が大 伽藍 を 造 立せ る 以前に は、 此 

地に 地主 權現 として 小社が 祀られ てあつた の を、 淸 衡が取 立て、、 莊嚴 にした の で、 

この 事 を 指して 勸 請した とい ふので あらう。 その 徵は 吾妻 鏡 文治 五 年 九月 十七 

日中 尊 寺 塔 注文の 條 に 「鎮 守卽 南方 崇，， 敬 日 吉 社： 北 方 勸， -請 白 山 宫 こと 見 え. 叉 ， 建武 元年 

中尊 寺 文書 に、 「彼 白 山山 王者、 地主 權現而 七 百 餘歲靈 神 也、 仍 後冷泉 院 御宇 天 喜康平 

第一 臭 州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化  三 三 


武家時代の 研究 第二 卷  三 四 

之 比、 奥州 刺史賴 義、 義 家 被， 追 討 安倍 賴時、 同男貞 任、 宗 任 等， 之 時、 於，， 衣 關 月見 坂， 奉， 拜，， 當 

社； 而 被， 寄，， 附 遞 尻、 小 前 澤 兩 村， (當 社 于乂 「 別 M 知 行) 畢， 爱 於， 白 山、 山 王 等 諸 社； 悉 交，， 金 銀 朱 

丹 之 色； 營， 一作 之 こと 見 え て 居る の が 是 であらう。 この 文に 七百餘 歲の靈 神な りと あ 

るに よ り、 建 武 から 逆算して 見れ ば、 推 古、 舒 明兩 帝の 頃に 當る が、 當 時に 於て は 未だ 

日 吉、 Q 山兩 社の 垂 跡が あらう と は 思 はれね ば、 是 は 少し 信じ 難い けれど も. 大 伽 藍 

造 立 前に、 地主 權現 として 兩 社の 存在した 事 は 疑 を容れ ぬと。 (I  ^  f  ，鄉餘 ま) 

以上が 佐 藤氏の 考證 で予等 は是を 以て 穩健 にし て、 し かも 實を 得た ものと 信す 

るので ある。 但し 吾等 は 中尊 寺が 慈覺 大師の 草創で あつたの を， 淸 衡が之 を再修 

し て、 擴 大した もの であると して も、 論 旨に 於て 別段 差し さはり は 無い の であるが、 

俘囚 主たる 淸衡 が、 佛 敎を 尊信し 且つ 京都 風の 文化 を憧愫 する 餘 り、 此 大 伽藍 を 創 

建した ものと して 觀察 すれば、 そこに 一 段の 風情が ある 檨に覺 ゆるので ある。 

中尊 寺の 規模 を 知る に は、 前 揭 吾妻 鏡 所載 文治 五 年 九月 十七 日の 同 寺 ，衆徒の 注 

申狀」 に 如く もの はない と 思 はれろ。 よって 同文 を 左に 揭げて 見よう 

1 關山 中尊 寺の 事、 


寺 塔 四十 餘 宇、 禪 坊 三百 餘宇ぁ り、 淸 街 六 郡 を 管領す るの 最初 之 を 草創す 、(纏 瞻歡 

動 $ ん淑 i  一？！，..) 先づ白 河關 より 外濱に 至る 廿餘 日の 行程な り、 その 路 一町 別に 

笠 卒都婆 を 立 て、 其 面に は 金色の 阿- 彌陀像 を圖繪 し、 當 國の 中心 を 計 り、 山 の 頂上 

に 於て 一 基の 塔 を 立つ、 又 寺院 は 中央に 多 寶寺ぁ り、 釋 迦多寶 の 像 を 左右に 安置 

し、 そ の 中間に 關路を 開 き、 旅 人 往還の 道と な に釋迦 堂、 一 百 餘體の 金容を 安 

ん す、 卽 ち釋迦 像な り、 次 は 兩界堂 .兩 部 諸 尊、 皆 木像た り、 皆 金色な り、 次 は 二階 大堂 

大 長 壽 院ン £  t へ 本 尊 三 丈、 金 色彌陀 像ン. ^よ 5 えが 1 XlJ 上下 四 壁 内殿 皆&色 な リ、 堂 內 に 

r 號す 五 士 九 體、 同 丈 六 也 j は-^ 色 堂 三檀. ^構 ふ、 悉 く 螺鈿な リ、 阿 彌 陀 

龍、 た Ifl 讀藏、 鎮守 は卽ち 南方に 日 吉まを 崇敬し 北方に 白山 宫を勸 請す、 此外 

宋本 一 切經 藏、 內 外 陣の莊 嚴、 m 宇の 樓 閣、 注 進す るに 遑 あら す、 凡 そ淸衡 在世 三十 

年 の 間、 吾 朝は延 曆、 園 城、 東 大、 奥 福 等の 寺よ り、 震 且の 天台 山に 至る まで 寺 ごとに 

千 僧に 供養 し、 入 滅の 年に 臨ん で、 俄 に 逆 善 を始修 め、 百 ケ日 結願の 時に 當り、 一 病 

なくして 合掌して 佛 號を唱 へ、 眠る が 如く 眼 を閉ぢ 訖んぬ C 

と ある。 以上 は 文治 年間 賴 朝の 頃の 有檨を 叙した ものである が、 尙 ほ建武 元年の 

中尊 寺 文書に は、 是 等 寺院 造 立の 年代 を徵 すべ きものが あるから 參 照の ため 左に. 

第一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化  三 五 


武家時代の 研究 第二 卷  三 六 

デる。 

丄 づ /¥ 

右 寺 者、 鳥 羽 皇帝 之 勅 願、 鎭護國 家 之 道 場、 所 以 者 何、 堀 河 天皇 御宇、 長 治 二 年 二月 十 

五日 、出お 陸 奧兩國 大主藤 原 朝臣 淸 衡、 造， -立 最初 院； 鉢 g 娜 1〕 嘉 承 二 年 三月 十五 日、 

造-立 大長 壽院； •  ？  § 默， f 陀、 之 處、 奉 _-皇 帝 之 勅 定： 天 仁 元年 建-立 金堂 三 間 四 面； 左 

」rT IP  ニレ 二  as- 本尊 釋迦三 尊 半 丈 六、 三 g  W 口  iJilM  二！ s、 本尊 等 二 皆 童 t-M  粃紙玉 軸、 金 

右 S  二十 二  HE- 幷小 釋魏百 體、 同 四 夭 三 耋 堵望三 si 在-, 願 文-ニ^ 鍾穆^ 礴銀 5^ 行 交 一 

切 經 一 部、 金 泥 一切 經ー 部、 唐 本 マ 切 た m 三 ^  a  t  _ 宇、 ，1  ^  、面， ュ t0  S 统完、 

0 一  部. 本 尊 文殊 像 者 皇帝 被，， 下に 之 プ P  - 二 寺 あ zi  €  ^ 1 考- 本尊 彌陀 A) 阔厨. 

藥師 S 田离 5  "元、 本尊 ひ， も 主 宅、 釋迦睪 宅、 本尊 同前お 化 t 、本， P  53^  £  0,  ，、^  0, 音、 

丈 六 OT^  gs-  ^ 同 前 脅 住 Jki 三 尊 1^  „pp  皇 帝 御 佛 同 前 妻 桓 ョ 三十 三 反 

光 勝 院、 画、 §1 佛 聖 院 t  « 金 剛 王 院、 I 剛 S 大敎王 院、 き I 懐 秘録 、尊 千 手 院、 帝 釋 堂. 白 山 

宮、 日 吉 七 社、 金 峯 山、 七 高 山、 熊 野、 八 幡， 北 野 天 神、 辨 財 天 等 令，， 建 立， 訖" 彼 白山々 王者 地 

主 權現、 而七 百餘歲 靈 神 也、 爰 後冷泉 院 御宇、 天 喜 康平之 比， 奥州 刺 史源賴 義， 義 家 朝 

臣 、被^-討 安倍 賴 時、 同 息 貞 任、 宗 任 等， 之 時、 於，， 衣 關山 月見 坂； 奉踭， _當 社； 而 被 附 題 尻、 

小 前 澤 兩 寺， 畢、 仍 所  >.崇，， 當 社 於 鎭 守 >也， 爰 以 白山、 山 王 等 諸 社 者、 悉 交-金 銀 朱 丹 之 色- 

營 作、 金 堂 以 下 堂 塔 者、 各 鏤，， 金 銀 蝶鈿之 K 所-造 立 也， 然 間 云，， 山 上 坂 下； 云：， 四 方 谷 々ハ佛 

閣 並 禪 坊 列 r 軒 之 間， 被， 立，， 按 察中納 言 顯隆卿 於 勅 使； 被卞 ，，相 仁已 講於唱 導； 披，， 朝 m 


中尊 寺の 

供養 願文 


卿 清書 願 文； 天 治 三 年 0£) 三 月廿四 日、 被 k= 供 養- 以 降、 星 霜 推 移 、雖- 年 序久； 衆徒 等 所 * 

者、 顯 密 宗 旨. 所 01；： 者、 一 朝靜謐 之懇浙 也、 因& 淸衡朝 臣、 募 = 置 ^弱 寺領於 羽奧兩 州- 畢、 

(io 

其 後當州 刺史大 大夫時 行、 兩 寺 巡禮之 時、 爲-佛 聖燈油 之 料 所； 毛 越 寺 者、 栢 崎七箇 


衬、 中 尊 寺 者、 瀨 原、 黑 澤、 

□□□□□□□□ 專 

さ て 中尊 寺の 規模 は 

金色堂 等 は 前記の 通り 

年で あるか ら 之 が 竣 成 

楝 札に 天 治 元年に 落成 

れば 十七 年を耍 したの 

何なる 注意 を拂 ひ、 以 て 

な い、 今 その 全文 を 左に 

中尊 寺 供養 願 

敬白 
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白 瀧、 三 箇 村 被 参-進 之-間， 淸 衡、 基 衡 、秀 衡、 泰 衡四代 者 □□□□ 

修理 修 造 • 供 料 供米、 佛聖燈 油 之 間、 無-相 違-者 也。 (下略) 

以上の 兩 文で 分明に なった 事と 思 はれる。 卽ち 金堂 以下 

天 仁 元年に 起工 し、 そ の 落成して 供養 を營ん だの は 天 治 三 

に は 十七 八 年の 星霜 を 要した 事が 推察され る (金色堂 は 其 

した 事が 明記して あるから 天 仁 元年に 着手した ものと す 

である-) さて 叉 淸衡が 本 寺 創立の 精 神、 及 び 之が 構造に 如 

善美 を盡し たかを 知る に は、 同 寺の 供養 願文に 如く もの は 

揭げて 見よ ぅ0 

文 


三 七" 
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奉，， 建立 供養， 鎮護 國家大 伽藍 一 區事、 

三 間 四面 檜 皮 葺堂ー 宇、 在 左石廊 二十 二  ST 

莊 嚴 

五彩 切幡 三十 ニ旒、 

三 丈 村 濃大幡 ニ旒、 

奉，， 安 置， 丈 六 皆 金色 釋迦三 尊像 各 一 體， 

右 堂宇 則芝栖 藻 井， 天 蓋 寶 網、 嚴 飾 協 ，意 、丹 艘 悅き、 佛 像 則 蓮眼菓 唇、 紫 磨 金 色、 脇 士 

侍者 次第 園 繞， 

0  0  0  C  . 

三重 塔婆 三 基， 

莊嚴 

金 銅寶幢 三十 六旒、 旒別 十二 ま 

奉，， 安置， 摩 訶毘盧 遮 那如來 三 尊像 各 一 體、  ， 

釋迦牟 尼 如來三 尊像 各 ー體， 

藥師 瑠璃 光如 來三 尊像 各 ー體、  . . 


彌勒慈 尊 三 尊像 各 一 體、， 

右 本尊 座 前、 瑜 伽 壇 上 ま， 八 供養 之 鈴 杵； 立，， 八 方 色 之 幡幢； 儀軌 次第 莫， 不，， 兼 備； 

〇 0 〇 0 〇 〇 

二 階 1^^ 葺 經 藏 一 宇、 

奉. 納金 銀泥 一切 經 一部、 

奉，， 安 置， 等身 皆 金色 文殊 師利 尊像 各 ー體、 

右經卷 者， 金 書 銀 字、 挾 = 一 行， 而 交. 光 靴 ■ 紙 玉 軸、 合-, 衆 寶， 而 成 卷， 漆 厘 以 安，， 部 帙； 琛，， 螺鈿； 

以 鏤，， 題 目； 文殊 像 者 馮，， 三 世 覺母之 名； 爲，， 一 切 經藏之 主； 廻，， 惠 眼， 照 見、 溪， 智 力， 以 護 持 

矣， 二階 鐘樓 一宇  , 

懸_, 廿鈞洪 鐘  一 口； 

右 一 音 所 J 早、 千 界 不， 限、 拔. 苦 與 JT 普 皆 平 等、 官 軍 夷 虜之死 事、 古 來 幾多、 毛羽 鱗 介 之 

受 過 現 無 量、 精 魂 皆 去，， 方 之 界； 朽 骨 猶 爲，， 此 土 之 塵； 每， 鐘 聲 之 動，， 大 地； 令， {兔 靈 導， 

淨 刹 H 矣、  ， 

大門 三 宇、. 

築 垣 三面、 
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反 橋 一道 廿 一間、 

斜橋 一道 十 間、 

龍 頭 鎮首畫 船 ニ隻、 

左右 樂 器、 大 鼓、 舞 裝 束、 册 八 具、 

右 築， 山 以 增，， 地 形； 穿 i 以 貯，， 水 脈； 草木 樹林 之 成， 行、 宫 殿 樓閣之 中」1^5、廣 樂 之 奏，， 歌舞， 

大衆 之 讃 --佛 乘； 雖 徼 外之蠻 陬； 可 J_i,, 界 內之佛 土  |矣， 

千 部 法 華經、 

千 ロ持經 者， 

右 弟子 蓮』、 5、 多 年 書，， 寫 之； 僧 侶 同」 昔、 一 曰 轉，， 讀 之；  一 ロ充， 二 部； 千 口 盡¥ 部： 聚 蚊 之 響 

尙 成 fe, 千 僧 之聲定 達， 天 矣， 

五 百 三十 口 題名 僧 

右揚 b 別，， 十 軸 之 題 名； 盡，， 五 千 餘卷之 部 帙； 安. 手 捧 持、 開 fe 無， 煩， 以 前，， 善 根， 旨 趣、 偏 

爲 錄， 國 家， 也、 所 以 者 何、 弟 子 者 東夷 之遠會 也、 生 逢.， 

聖代 之 無 戰： 長 屬， 明 時 之 多 t 恩； 蠻 陬 夷 落、 爲乏 少， 事、 虜 陣 戎 庭、 爲乏 不 JSC 當，， 于 斯 


時： 弟 子 苟 資 i 考之餘 業： 謬 居，， 俘 囚之上 頭； 出 羽 陸 奧之土 俗、 如，， 從 k 草： 肅 愼抱婁 之 

海 彎 類，， 向& 葵； 垂 拱 寧 息 三十 餘 年、 然 間、 時 享，， 歲 貢 之 勤； 職 業 無， 失、 羽 毛 齒革之 贄、 參. 

期 無 J 连、 因& 乾憐頻 降、 遠 優，， 奉 國 之 節； 天恩 無. 改 已 過，， 杖 鄕 之 齡； 雖 運 命 之 在， 天、 爭 

忘，， 忠 負 之 報酗、 憶，， 其 報 謝； チ如 ，修 ， 善. 是 以 調，， 貢 職 之 羨 餘； 抛，， 財 幣之清 露； 占，， 吉 土， 而 建，， 

堂 塔； 冶，， 眞 金， 而 顯，， 佛 經； 經 藏 鐘 樓、 大 門 大 垣. 依， 高 築， 山. 就， 窪 穿. 池、 龍 虎 協， 宜、 卽 是四神 

是足之 地 也、 蠻夷 歸 JI. 豈 非，， 諸 佛摩頂 之 場， 乎、 又 設，， 萬 燈 會； 供，， 十 方 尊； 薰 修 定 遍，， 法界； 

素 意 盍 k= 悉 地； 捧，， 其 全 分， 奉 祈、 

禪 定 法 皇 、蓬 萊 殿上 日月 之影鎭 遲. 功 德林中 霧 露之氣 長齊、 

金輪 聖王玉 庚 無， 動、 

太 上天 皇寶算 無， 疆、 

國母仙 院麻姑 比， 齢、 林 盧桂陽 松 子 伴つ 影、 三 公 九 卿 武職文 官. 五 畿 七道 萬 姓 兆 民. 皆 

樂-治 世； 各 誇 = 長 生； 爲，， 御 願 寺； 長 祈，， 國 家； 區 々 之 誠. 天 高 聽. 卑、. 

綸 綍 依 JT 供 養 遂 k 、寶 曆 三 年、 春 陽 三 月、 曜 宿 相 應、 支 干 皆 吉. 延，， 堀 一千 五 百餘ロ 僧； 

讃，， 揚八萬 十二 一  切經； 金銀 和. 光. 照，， 弟子 之 中 誠； 佛經 合， 力 、添，， 
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法皇 之 上 壽； 弟 子 生涯 久 P 恩 德之 海； 身 後 必 詣ん女 養 之 鄕； 乃 至 鐵圍砂 界. 胎 卵 濕 化、 

善根 所， 覃 、勝利 無， 量、 敬白、  . . 

天 治 三年 三月 廿四 H  、弟子 正 六 位 上 藤 原 朝臣 淸衡 敬白. 

件 願文 者 右京 太夫 敦光 朝臣 草乏. 中 納 言 朝隆卿 書乏、 而 有，， 不 慮 之 事； 参紛 失 之 

儀； 爲 擬，， 正 文； 忽 染，， 疎 毫， 耳 • 

鎭守府 大將軍 花押 

抑 淸衡が 中尊 寺 建立の 目的 精祌 は何處 にあった かとい ふ に、 右 の 願文に も 見え 

て 居る 通 り、 前 九 年 や 後三年の 役に 討死した 敵 味方の 菩提 を 弔 ふとい ふ爲も あり、 

尙又 その後 戰亂が 止んで 太平の 昌 運を來 したの は、 神 佛の 恩澤に 出で たものと な 

し. 之 を 報謝 せんとの 考も 籠って 居た こと.^ 思 はれる。 且つ その 規模に 至って は 

藤 原 道 長が 法 成 寺 を 建てた の や、 同 賴 通が 宇治の 平等 院を 建立した のな ど を 模範. 

となし 富裕に 任せて 裝飾 等に 華麗 を 極めた ものと 思 はれる。 かくて 中尊 寺 は 東 

奧の邊 鄙の 地に ありな が ら、 そ の 金色堂 は 法 成 寺が 燒け 失せた 今日に 於て は. 美 術 


及の 供 

び 起 養 
肇草頹 
者 者 文 


上に 於て 宇治の 鳳凰 堂と 東西 相對 比せら-るべ きものと なった は 二 奇 事と いふべ 

きで あらう。 


こ の 

外 を 兼 

頃 第 一 

依賴し 

金に 任 

の 頃、 北 

を卷末 

一 通 あ 

たもの 

から 相 

は 千 人 

伶人が 


ね 窺 は 

流 の 能 

て 起草 

せて 叶 

畠顯家 

に 記さ 

る、 嘉曆 

であら 

仁已講 

の 僧 侶 

過 雪の 


の 起草 者 

る はなし 

家 で、 藤 原 

て もら ひ 

られた 事 

鎮守府 大 

て ある 0 

延 元に 先 

" 今は兩 

い ふ^が 

が 口 を 揃へ 

袖 を 翻へ し 


と 


は 右 京大 夫 藤 原敦光 


い は 

長 と 

た 書 

あ ら 

軍 と 

ほ 叉 

つ こ 

と も 

つ て 

ど し 


1 

ォ 

共 


し 


た 人で ある < 

に 並び 稱せ 

て 貰った こ 

. (この 願文 

て 陸 奧に下 

曆四年 八月 

數 年に 過ぎ 

寶に 指定 さ 

願文 を讀 み 

讚 し、 ま た 池 

の で、 そ V- ろ 


といつ て、 當時 高名 

. また 筆者 も 冷泉 


れ たもので あ 

が淸衡 の名譽 

原書 は疾 くに 

や 正文に 擬し 

五日 藤 原辅方 

いから、 顯家 は 

て 居 る) 又 供養 

上 げ、 莊 嚴を盡 せ 

に は 龍頭讓 首の 

に 極樂淨 土に 至 


第一 臭 州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 


ぃ學者 で、 學 は 內 

朝隆 とい ひ、 そ の 

リ 是 等の 大家に 
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自ら 書寫 し、 其 旨 
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た 事で あらう。 

さて 此 供養 願文と 吾妻 鏡の 文 及び 建 

名稱 やその 數 などが 三者 共に 一 致して 

擧 げたに 過ぎない ので あらう。 (な ほ 案 

何等かの 都合で (或は 當時旣 に 供養 願文 

供養 願文 を參 照し ない で、 當 時の 見聞の 

養 願文の 案文と 吾妻 鏡 所載の 文と を參 

養 願文に 一三 間 四面 檜 皮葺堂 一 宇. 1 あ る 

「天 仁 元年 建，， 立 金 堂； 三 間 四面、 左右 廊ニ 

體同四 天)」 と ある ものに 當 るので あら 

ので あらう か。 相 原 友 直 著の 平 泉舊志 

尊 丈 六の 釋 迦、 文 殊、 普 賢 な り 

ち 延元ニ 年) に燒 失せし なる 

に 隣 ，.^、東 北に あ り、 鳥 羽 天 皇 


四 四 

武 元年の 文書と を對 照して 見る に、 寺 院 の 

015 ない。 思 ふに 供養 願文 は 重なる 堂塔 を 

す る に、 吾妻 鏡 所載 の 中尊 寺 衆徒 注 申狀は 

の 正文が 失せて 居た ので あるか も 知れぬ) 

儘に つ いて 文 を 立て、 建武 元年の 文書 は 供 

照して 文 を 立てた やうに 思 は れ る) 先 づ 供 

の は 金堂の 事で あつ て、 建 武 元年の 文書に 

十二 間、 (本尊 釋迦三 尊 半 丈 六幷小 釋迦百 

う。 吾妻 鏡に 釋迦 堂と あるの が 是 に 當 る 

に は 「金 堂 跡 並 廻廊 跡、 光 堂の 北に あた る、 本 

佛 のみ 殘れ り， 建武四 年 (卽 

泉 志に は 「金 堂、 舊 趾 金色堂 

じて 造營 する 中尊 寺の 本 


しと 云ひ傳 ふ、 今 本尊の 後光 

ベ し」 と あ り 、高 平眞藤 著の 平 

の 御宇 天 仁 元年 淸衡勅 を 奉 


堂に し て、 最 初院、 經藏 等の 中央に 在 て. 此堂 三 間 四面 

左右 廻廊 二十 二 間、 紫 檀赤木 等の 唐材を 以て 造 建 ■ 莊麗を 極 む、 本 尊 丈六釋 迦， 文 殊、 普 

賢， 小 釋迦百 體、 及 び 四天王 を 安置す と 云り、 建 武四年 (延元 二 年) 燒 亡し、 後光 佛ニ 十四 

體殘れ り」 と ある、 され ど 平 泉 舊跡志 及び 平 泉 志に は 何れも 金堂の 外に 釋迦 堂の 名 

稱が 見えて 居り、 「金色堂の 北 に あ つ て、 後 年 再 奥 す」 と あるか ら、 兩 者 は 別の 檨 にも 

思 はれる が 併し 之 は 吾妻 鏡に 釋迦 堂の 名が ある 所 か ら、 後 世に なって 別に 之 を 建 

立した ものである かも 知れぬ。 次に 三重 塔婆 三甚と ある は建武 元年の 文書に も 

見 え る が、 吾 妻 鏡で は どれに 當 るか 不明で ある。 或は 兩界 堂の 事と も 思 はれる。 

され ども 平 泉 志に は 「三 重 塔 舊跡 金色堂の 西北に あ り、 兩 界堂 舊跡 金色堂の 西 

南に あ り、 兩 部諳尊 金色 木像 を 安置す と 云り 1と あ つ て、 別 の檨 である。 

次 に 「1 一階 ki- 葺經藏 一 宇」 と あるの は建武 元年の 文書 に 「經 藏」 と 見える のが 是 であ 

る。 吾妻 鏡に は 之に 當 つべき ものが 見えない。 平 泉 志に は 「經 藏 金色堂に 隣. 9 

て 西北に あり、 天 仁 元年 淸衡 建立 す. 元 二階の 堂な りし が、 建 武四年 (延元 二 年) の災に 

上層 燒失 し、 其 殘る 所に 修理 を 加へ るな .0、 三 間 四 面、 六 尺六寸 間にし て、 柱 の 翕 さ 礎 
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石より 一 丈 二 尺な り、 堂 中 八 架を設 け、 三 代 寄 

寸 長さ 一 尺 五分 高 さ 三寸 五 分、 黑 膝に して 蓋 

を 見 はせ り、 云 云」 と ある。 尙ほ 同書に 一本 尊 は 

居士 拂子を 採て 其 後に 立ち. 左 は 善哉 童子 匣 

立てる 像な， o」 と あ る、 本尊 文殊 菩薩の 作者に 

作と な し、 寺 傳には 毘首賴 磨の 作と あるが 共 

文書に は 「本 尊 文殊 像 者 ，皇 帝 被. 下. 之」 と あるの 

氏の 說 が あ る、 そ れ によれ ば 「今 案す るに、 大佛 

佛 師の祖 にし て、 建 仁 頃から 建 保 頃に かけて 

り は 約 八十 年後 で、 鳥 羽 天皇から 佛 像の 製作 

慶 まで 系圆を 示せば 次の 如く で あ る。 »  « 

11 康助 —1 废慶 —— 運慶  又 寺院 傳 

で、 もと 毘首羯 麿は梵 語 で 毘濕錫 縛 摩と 云 ひ 

る 神の 名で あ る、 さ れば この 神 は 印度で はェ 


四 六 

附 する 所の  一 • 切 經を藏 む， 其 函廣さ 七 

に 螺鈿 を 以て 經卷の 題目 を鏤 め、 部 帙 

文殊 獅子 座、 右 は 優 閬王轡 を 把り 淨名 

を 捧て從 ひ、 佛陀波 利 杖 錫 を 持て 後に 

就いては 奥羽觀 蹟聞老 志に は 雲慶の 

に 信 やる ことが 出來 ぬ〕 建武 元年の 

みで ある。 右に ついても 佐 藤 仁 之 助 

師の蓮 慶は佛 師康慶 の 子 で、 所 謂 鎌 倉 

の 名手で あるか ら、 鳥 羽 天皇の 御 時よ 

を 仰 付ら るべき 害 はな い、 定 朝から 運 

i 賴 S めり は定朝 I 長 助 il 賴助 

に 昆首翔 磨の 作と いふ も 無稽の 臆說 

種々 業と 譯し. 天童 部に 屬し. 工匠 を 主 

藝を 起し 之 を 各種の 工人に 傅へ たと 


金銀 泥の 

1 切經 


て、 彼國 人が 多 

IE じられ ない 


る 所 


力 


ら 


力 


經は 自在 房 蓮 

の で、 供 養 願文 

合，， 衆 寶； 而 成， 卷 

として 經藏の 

中尊 寺 文書に 

行 をした 樣で 

力した の で、 經 

天 治 三年 

交 一 切經 

行； 自 八 箇 

進 御經藏 


く 祭る 神で ある。 されば 此 神が 中尊 寺の 經藏の 文殊 を 作った と は 

(ゆ 赴) と ある、 この 說は當 を 得た る もので あらう。 され ども 名作で あ 

る附會 の說が 起った もので あらう。 又 この 經藏 に藏 めて ある 一切 

光が 奉行して 數ぼ 名の 能書の 僧 を 選 び、 七 八 年 かくって 書寫 した も 

に 「奉 納金 銀泥 一 切經ー 部、 右 經 卷 者， 金 書 銀 字、 挾 _> 一  行， 而 交お、 紺 紙 玉 軸、 

漆書以 安，， 部帙； 琢 一一 螺鈿 一 以鏤， 一 題目 一 j と あるの が是 である。 蓮 光 は 其 賞 

別當に 補せられ た。 一 體蓮光 は 何處の 生れ かとい ふに 天 治 三年の 

よって 見れ ば、 平 泉 の 骨寺邊 りの 生れと 見 え-の ち 比 叙 山に 入って 修 

あ る、 と ころが 中尊 寺の 建立が あるに つ いて 鄕 里に 還り、 大 に 奔走 盡 

堂の 別當に 補せられ たものと 思 はれる。 

の 中尊 寺 文書 一切 經別當 職 之 事、 鳥 羽院 御願關 山中 尊 寺 金銀 泥 行 

藏別當 職 事、 僧 蓮 光 所 g 中 右 於，， 自在 房 蓮 光， 者、 爲，， 金銀 泥 行 交 一 切經奉 

年 內書寫 畢 、依， 之 且 爲，， 奉 行； 且 爲，， 器 量， 故、 御 經隸別 當 職 所 dHS" 就 も、 令き，， 

蓮 光 往古 私領骨 寺； 然 而 限，， 永 代， 任，， 蓮 光坊 相傳； 致 御 經藏別 當 並 骨 寺， 者. 
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不. 可 有，， 他 人 妨； 仍 可. 分，， 寺 家； 宜，， 承 知， 之 狀、 如. 件、 天 治 三年 丙午 三月 廿五曰 藤 原淸衡 


朝臣 在 判、 

尙ほ |H  fi^ に 

版 一 切 經がぁ 

る、 而 して 其 幾 

五分 を 有し. 裝 

鎗畫は 逸品と 

寸 九分， 其 題簽 は 

一 致 し、 側 面に は 

七 寸六分 あ り、 高 

版經を 納め しも 

尺ニ寸 二分 あ..^" 

元 二 年の 火災の 

ほ 此の 三部 一 切 


基衡の 納めた と 

リ 「中尊 寺 大観 解 

は 紺 紙に 黃 土 に 

すべ て 華麗に し 

すべ きものな り 

金泥に て 書 せら 

螺鈿に て 經卷及 

さは 签を 合せて 

の に て、 總高 一 尺 

_此 等 三部 の 一 切 

爲め、 其 大半 を 失 

經 及び 黑漆 螺鈿 


いはれ る 金泥 

說」 に は 「紺 紙 金 

て 書せ る もの 

て、 特に 其 見返 

■ 宋版經 は秀衡 

る。 黑漆 螺鈿 

び 部帙の 文字 

三寸 八 分な り- 

九寸四 分に し 

經は 共に 初め 

ひ、 今 存 する 所 

の 經宮に 明治 


一 切經、 秀 衡の納 

泥經 は甚衡 朝臣 

あり、 此 等の 經卷 

に 金銀 泥に て 種 

朝臣の 奉納す る 

の 經宮は 供養の 

を 現 はす。 長さ 

之れ を 堂 內の經 

て、 盖 の 大 さ は 立 

より 經藏に 置 か 

は 併せて 二百 六 

三十 年 四月 甲種 


めた とい はれる 宋 

の 納と傳 へ ら れ 

は 何れも 幅 八寸四 

々の 經說を 描け る 

所と 稱 せら れ、 輻 九 

願文に 見 ゆ る 所と 

1 尺八 分に して 幅 

架に 置 く、 唐 櫃は宋 

二 尺 ニ寸七 分、 撗ニ 

れ しもの なる が、 延 

十六 合に 過ぎ す、 尙 

三等の 國寶に 指定 


二階 鐘摟 


大 長壽院 


金色堂 


された る ものな. o」 と ある。 

次に 三階 鐘樓 1 宇一と あ る が、 建 武 元年の 文書に も 三階 鐘 樓」 と 見 え る、 吾 妻 鏡の 文 

に は 鐘 樓の事 は 見えぬ。 平 泉舊蹟 志に は 「鐘 樓 光堂の 東に あ り、 長 治 一 一 年、 淸 衡 堂 

塔 建立の 後、 贰百 三 拾 三 ケ 年を經 て. 九十 七 代 光明 帝、 建 武四年 丁  FT 堂塔 寺院 炎上 せ 

しと 云へ り、 燒 亡の 後 七 年に して 同 御宇 康永ニ 年 に、 賴 榮 法師 此の 鐘 を 鑄お り」 と あ 

る。 卽ち是 である。 

次に 供養 願文に は 見えぬ が、 吾 妻 鏡に は、 二階 大 堂と 金色堂と が 書いて ある。 二 

階 大堂は 吾妻 鏡に は 三階 大 堂、 號，， 大 長 壽 院， 高 五 丈、 本尊 三 丈 金色 彌陀 像、 脇 士 九 體、 同 

丈 六 也」 と あ る が、 之 は建武 元年の 文書に は大長 壽院と 見えて 居る。 次に 金色堂 は 

吾 妻 鏡に 「上下 四 壁內殿 皆 金 色 也、 堂 內 構-一一 一 壇； 悉 螺 鈿 也、 阿 彌陀三 尊 三 天、 六 地 藏、 定 朝 

造. 之 一と ある。 之 は建武 元年の 文書 に 「皆 金色堂 一 宇 ^1 關 § 2」 と ぁ る も の が 是 で ぁ 

る。 供養 願文に 擧げ てな いのは 不審で あるが、 この 堂 はもと 淸衡 がー 種の 目的 を 

以て 營 作した もの で、 寺 院と して は 要 部で ない との 考 から 省いた ので あるか も 知 

れぬ。 さ れど 金色堂が 天 治 三年の 供. 養の 際に、 旣に 存在した こと は 同 堂の 棟木の 

第一 奧州藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化  四 九 


武家^代の w 究 第二 卷 

銘 によっても 明白で ある。 その 銘に 曰く、 

天 治 元年 鴨 1IA 月廿 日刊 建立 堂 一 宇 ^  一  S  ^ 大工 物 部淸國 I 

大檀散 位藤 原淸 衡女檀 原 氏 S 上 一 行に 書く り 

之 は 淸衡が 女檀三 氏、 卽 ちその 姻戚の 者の 名義で 造られた ので あ 

の 文書に ある 通り 天 仁 元年から 造營に 着手した とすれ ば、 正 に 十七 年の 星霜 を經 

て 落成した ものである。 中尊 寺 は 延元ニ 年に 祝 融の災 に 罹 り、 そ の 難 を 免れた の 

は 僅に この 金色堂と 經藏の 一 部分の みで あるか ら、 今 日と なつ て は 實に同 寺に 取 

つて 貴重なる ものと なった ので ある。 

. 金色堂 は 一 に 光堂と い ひ、 單 層で 三 間 四方、 (建武 元年 文書に は 金堂 を 三 間 四方 

と し、 金 色 堂 を 一 間 四方と あ る-之 は堂內 の須彌 壇に ついて 言 つたので あらう との 

說が ある。) 屋根 は寶 形造の 銅板 葺で 、東面して 建て、 ある、 上下 及び 四 壁 は 悉く 黑 

漆 を 塗 り、 其 上に 金箔 を 貼った ので ある。 殊に 內 部の 四 柱 及び 斗 拱な ど は 金銀 珠 

玉 や 螺鈿 を 施 こ し、 結 構の 絢爛たる こと 眼 を 眩 し. 實 に 光堂の 名に 背かない とい ふ 

べきで ある。 堂 內には 三 段 を 構へ . 各 彌陀、 觀音、 勢 至 の 三 尊. 外 に 六地藏 及び 多 聞、 持 


五 0 


冶 二ん 

ェ 十五 人 

行事 山 口 親近 


る e 建武 元年 


像 坐 輪 金字 一 
れもは 別の 尊 二と 迦釋 と 日 大で尊 本の 法 秘言眞 は 輪 金字 一 

る な 妙 精に 法 刀 て し に- 嚴端容 尊 る も で 像の 輪 金 日大 U  ： ど 

ふい と 日 大の肌 人て し稱 俗世 '、 ぺす稱 と 像 靈の山 一 と ： 


(照 參卷五 五） 


國のニ 天 を 安道して ある。 「中尊 寺大觀 解說」 にも 金色堂の 藝術 上に 於け る 價値を 

說 いてい ふや う、 「金 色 堂の 藝術 上に 於け る 債 値 は、 種 々 の 方面より 之を認 むる を 得 

べしと 雖 も、 最 も 世人の 注意 を惹 くもの は內 部に 於け る 巧緻に して 華麗なる 装飾 

を 推す ベ し、 而 して 其 四 本の 卷柱は 構造 精妙の 極に 達せる ものにして、 各ぷ 十二 光 

佛を描 き、 配 する に薛繪 及び 螺鈿 を 以て す、 謂 ゆる 七 寳壯嚴 なり 云 云」 义 金色堂の 組 

物に ついて 曰く、 「金色堂の 組 物 及び 蟇股 は 建築 史家の 注意 を惹く 所の ものにし 

て、 特に 蟇股の 如き はこれ が 起原 を爲 せる ものと 稱 せら る、 而 して 此 等の 堂 內に存 

する もの は 何れも 螺鈿 裝飾を 施 す. 云 云」 更 に 又 金色堂の 須彌 壇に つい て 曰 は く、 「金 

色 堂 內の三 個の 須彌 壇は檨 式に 於ても 互に 相似たり と雖 も、 製 作の 優秀なる は 中 

央に存 する もの を 推す ベ く、 左 右の 兩壇は 之れ に 比すれば 著しく 差等 を認 むべ し、 

中央の 壇の ものに は、 中 央に 孔雀 を圖 し、 周 園に 寶相花 若く は 牡 丹、 唐 草 及び 蝶の 裝 

飾 を 施 す、 牡 丹花に はもと 螺鈿 を 嵌入せ しが 如き も、 今 盡 く剥脫 して 存 する もの な 

し 云 云」 と ある。 是 等の 記事に よつ て、 金 色 堂の 藝術上 に 於け る 價値は 充分に 認 め 

られ るで あらう。 但し 或藝術 家の 說に曰 く、 金 色 堂 等の 藝術は 善， 美 なる に は 相 違 
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な き も、 淸 衡が 田舍に 居て 金に まかせて 巢め たもので 一 種の 仕入れ物 たるの 氣分 

を脫 する 能 はやし て. 法 成 寺 や 鳳凰 堂の 善 美な る ものに は 匹敵し 難かった であら 

うと-これ は糙 かに 一 種の 見解で あらう と 思 はれる。 さて 又 この 金色堂が 1 つの 

rm 的の 下に 營 作され たと は 如何なる 事 かとい ふ に、 實 は 淸衡の 意志 は 生存 中に 之 

を持佛 堂と な し、 死 後に は その 遺骸 を此に 容れて 置く が爲に 構造した ので あると 

思 はれる。 而 して 淸衡の 死後 その 遺骸 を 中央の 須彌壇 下に 容れ たのが 例と なつ 

て • 左の 方のに は甚 衡. 右 の 方のに は 秀衡の 遺骸 を 入 れ， (何れも 棺 に 入れて)、 又 そ 

の 秀衡の 棺の侧 に は 忠衡の 首 桶が 容れて ある。 この 事 は 平 泉 志な どに も、 其 記 事 

が あつ て" 次 の 如く 記されて ある。 

寬永 年中 修補の 時、 仙 臺中納 言 が 吏員に 命じて 棺中 を點檢 せしめた が、 三 代 の 遺 

骸の 全き こと を 認めて 左の 如く 記して ある。 淸衡 の棺の 長さ 六 尺、 廣 さ 三 尺、 白 

綾 を 以て 之 を 包み 、叙  一 口 及び 鎮守府 將 軍の 御璽 を 納め、 甚衡の は 白緝を 以て 之 

を 包 み、 白 衣 を 観に し 錦袍を 表に す、 秀 衡のも 同じで ある。 側に 忠衡の 首 桶が あ 

つて 高さ 二 尺、 縱橫 1 尺、 元 祿 十二 年に 修補の 時 新に 槨 を. 造 つて 其 棺を藏 めた。 


力 


此時實 見した 者の 物語に いふ 三代 何れも 死骸 全 

元 文 三年 修 覆の 時、 三 代の 棺を假 星に 移し 置いた 

放れ 開けた が、 遺 骸は 皮肉 乾固まり 色薄黑 くして 

たさう だ。 (以上 大 意) 

これによ つて 考へ て 見れ ば、 金 色 堂 は淸衡 

中尊 寺の 要 部で は 無 か つた ものと 思 はれ る- 

と  一 小 堂であって、 其 生存 中 は持佛 堂に でも 

こと を 目的と した もので あらう。 鳥 羽 法皇 

一 に 御 骨を藏 せし め、 他 の 一 に は寵姬 美德門 

れた。 そ は 御 火葬 後の 御 遺 骨 を 容れ させ ら 

を この 善美 を盡 した 金色堂の 中に 保存して 置か 

飛な 考へ である。 併し 之に 依っても 淸衡が 如何 

於け る 王公 を 以て 任じて 居た かが 思 ひ やられる 

按 する に 金色堂の 阿 彌陀三 尊 等は定 朝の 作と 


して 面體 常人に 異 な ら す と 


初 め 

) た い 

な し、 歿 

は 安樂 

院 の 御 

れる目 


で 


が、 そ の 

白髮 一 

から 道 

そ う 凝 

した 後 

壽 院 に 

骨 を 安 

的で あ 

と さ れ 

豪 奢 な 

あらう 

ふこ 丄 


際、 秀衡 の棺 破損 し. 四 隅 

寸 許、 長 は 中 人位で あつ 

樂 的に 構造した もので、 

つて 造って は ある が、 も 

は 其 遺骸 を 容れて 置く 

二 塔 を 造 營し給 ひ て、 其 

置せ しめ 給 はんと せら 

つ た が、 淸 衡 は 遺 骸 其 儘 

たので あると は、 實 に 突 

生 活 を な し、 東 奥の 地に 

が 吾妻 鏡に 見えて 居る： 
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佥色 堂の 

覆 堂 


倉 

で 


武家時代の 研究 

が、 之 に 就いても 佐 

に し て、 後 一條 天皇 

天皇の 天 喜 五 年 八 

二 年で あるか ら、 定 

じて 造らし めた と 

陀は古 佛師の 優 作 

かと 察 しられる。 

金色堂に は 其 後 正 

られ た。 こ は 風雨 

將軍 惟康 親王 命 有 

て 之 を圍め り、 風 雨 

あった が、 先年 の 大 

以上 で 中尊 寺 の 供 


第二 卷 

藤 仁 之 助 氏の 說が ある。 其 耍に曰 く、 定 朝 

の 治安 二 年 七月 法 橋に 叙 せら れ、 累 進して 

月 一 日に 入滅 し た。 然 るに 金色堂の 落成 

朝の 歿後 十九 年 を經て 居る。 され ば 淸 衡 

いふ は 如何と。 こ は 尤もな 疑問で あらう- 

である 所 か ら、 世 に定 朝の 作と いひな し 

應 年間に 鎌 倉の 將軍 惟康 親王の 命に 依つ 

を 凌がん が爲 である。 平 泉舊蹟 志に いふ- 

て、 北條負 時、 同 宣時、 本堂の 外緣の 端に 柱 を 

を 凌がん が爲 也. 一と 現 時 もこの 覆 堂 は 存じ 

修理の 時 銅の 葺に 改められた。 

養 願文 乃至 は 吾妻 鏡に 見 え た 大體を 


が、 な ほ 寺寶の 中、 著 明なる もの、 


を 記さう C そ は辨財 天堂 


五 四 

は大 佛師康 

眼に 轉じ、 

は 崇 德 天 皇 

が 直接に 定 

リ 思 ふに 右 

たので はな 

て 全體に 覆 

. せ 堂正應 

立 て. 甍を覆 

て 居 る、 古 へ 

し 終った 譯 

に 納められ 


慶の子 

後冷泉 

の 天 治 

朝に 命 

の阿彌 

か ら う 

堂 が 0 

元年 鎌 

ひ、 板 を 

は 萱 葺 

である 

て ある 


曼勝金 
荼王光 
羅經明 
の 最 


勝 王 經の曼 荼 羅 と、 寶 藏 にある ご 字 金輪 像な どに 就いて く ある 

最勝 王經の 曼荼羅 はもと 大 長壽院 の什寶 であった の だ が、 今 は辨財 天堂 

られて ある。 長さ 四 尺六寸 五分 幅 一 尺八 寸 一 分の 紺 紙に 金泥の 細字 を 

王 經十卷 の 經文を 塔 形に 書いた もの で、 經 の 各卷を 一 塔と 爲 し、 總 てで 十 

てゐ る、 其^ 形の 左右に は 彩畫を 以て 經意を 現 はして ある が、 其 畫の 筆致 

當 代の 大作と 推される ので ある。 繪は秀 衡の自 畫と謂 はれる が、 眞 偽 は 

る。 蓋し 無量 光院內 壁の 扉に 觀經の 大意 を圖 して 夫に 秀衡が 自ら 狩獵 

縫され たとい ふ說が あるから- I 隨喊 I- 量此 曼荼羅の 左右の 彩畫も 矢張り 

らうとの 說が 起った の だら う。 此 曼荼羅 は淸 衡以來 三代の 間に 奉納 さ 

で、 其 厨子と 11^ 帳と は 伊達 綱 村の 寄附に か 、 り、 今 は國寶 となって 居る。 

字 金輪 坐像 は、 木 造りであって 世に 生 肌 大日と 稱 し、 古 來 名高い もの で、 今 

置いて あ り、 國 寶 となって 居る。 「中尊 寺大觀 解說」 に此 像の 事を說 いて 曰 

一 山の 祕佛な h- 、佛 體は 高さ 二 尺五寸 一 分、 膝 の 幅 一 尺八 寸八 分に し. て 其 

厚さ 一 尺 二 寸六分 あ り、 其 座の 高さ は 1 尺 三分な.^。 平時 は 厨子 內に祕 して 之れ 
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金 光明 最 

金 光明 

に 安置せ 

以て 最滕 

幀 となつ 

は 精妙で 

不明で あ 

の 態を圖 

秀衡 であ 

れ たもの 

次 に 一 

は 寶藏に 

く-中尊 寺 


一字 金輪 

坐像 


を 開か す、 抑 も 一 字 金輪 は 眞 言 祕 法の 本 尊 に し て、 大 日、 釋 迦ニ 尊の 別 あれ ど、 此 像 は 

頭に 五 佛の寶 冠 を 戴き て. 智 拳の 印 を 結べる を拜 すれ ば、 正 に 大日 金輪の 像な り、 尊 

容端嚴 にして 刀 法の 精妙なる 二 山の 靈佛 と 稱 すべ く、 佛 身の 肉色なる は. 世 ^稱し 

て 人肌の 大日と いふ 所以な， o。 由來に 就て は、 秀 衡 朝臣の 念持佛 にして 運 慶の作 

な. 0 と傳 ふれ ど も、 此 像の 鎌倉時代に 屬せ すし て、 藤 原 期に 屬 すべ きもの なること 

は、 夙 に藝術 史家の 間に 論せられ し 所な り。 旣に玉 眼に 造れる こ と、 背 部の 彫刻 を 

省きて 半面と なせる こ と、 體 內を空 胴と 爲 して 種 字の 銅牌 を 打 着けし ことな ど、 當 

時の 彫 法 を 見る 絶好の 資料た り、 明 治 三十 年 十二月 甲種 三等の 國寶に 指定 せらる」 

云云と。 佛 像に 玉 眼 を 用 ひたの は雲慶 (？! の) に 始まる と 吾妻 鏡に 見 ゆるが (J^ 輔 

き^ お 運慶は 鎌倉時代の 佛ェ であるから、 旣に そ の 以前に 於て 此法 のあった 

こ と は、 本 佛 によって 證 明せられ ると いふ べきで ある。 

三、 甚衡と 毛 越 寺の 建立 

毛 越 寺 は 中尊 寺よりも 一層 規模が 宏大であった 檨 である。 之 も慈覺 大師の 開 

基と いふ 說が ある が、 中 尊 寺と 同 檨 、後 世の 假 託に 出た ので あらう。 吾妻 鏡に は 基 


毛 越 寺の 

規模 


衡が 建立した と ある、 之が 實說と 思 はれる。 赫 、雄き S S 城？^ 贿 W 歸同 寺の 規模 

を 知る に は 吾妻 鏡の 記事に 如く もの はない。 左に 揭げて 見よう。 

一毛 越 寺、 

堂塔 四十 餘 宇、 禪 房 五 百 餘宇ぁ り、 基 衡之を 建立 す、 先 づ 金堂 を圓隆 寺と 號 す、 金 銀 

を 鏤め 紫檀 赤 木 等 をつ ぎ、 萬 寶を盡 し、 衆 色 を 交へ、 本 佛は藥 師丈六 同じく 十二 神 

將 (？ M 5 ？ る、， is- i I f I" I ゆ？) を 安ん す、 講 堂、 常 行 堂 土 階 惣 門. 鐘 樓， 經 藏 等 

これ あり。 九 條關白 家 (雄 疆) 御 自筆 を 染めて. 額 を 下され、 參議敎 長 卿 堂 中の 色 

紙 形 を 書きたり。  、 

この 本尊 造 立の 際、 墓衡ぉ k  (辉" i ゆ の) を佛師 雲慶 に 乞 は る、 雲 慶 上中下の 三 品 を 

. 注し 出す. 基 衡中品 を領狀 せしめ、 功 を 佛師に 運ぶ、 所 謂 金 百兩、 鷲の 羽 百 尻 百疋分 

の 意 か) 七 間 マ 間 +1. ヮ « のお i の 皮 (f  ，！ I 时^ gISS 皮) 六十 餘枚、 安達の 絹 千疋、 

が ぎ の. 布 二 千 端 ま i の 駿馬 五十 疋、 白 布 三千 端、 信 夫 毛 地 招 千 端 等な り、 この 外 

山海の 珍 物 を 副 ふ、 三 箇 年功 を 終る の 程、 上下 向の 人夫 課 駄、 山 道 海道の 間、 片 時 も 

絕 ゆる ことなし. ま た別祿 として あ ili  (S ゎサ； ま を 船 三艘に 積みて 送る 
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®  、僳 師杵 躍の 餘、 戲 論して い ふ、 喜 悅き はま， 9 なしと 雖 も-な ほ 練繙も 大切な りと 

云 云、 使 の者奔 b 歸 りて 此由を 語る、 甚衡 悔い 驚き、 亦 練 絹 を 船 三艘に 積みて 送り 

遣し 訖ん ぬ。 此 くの 如 き 次 第、 鳥 羽禪定 法皇の 叙 聞に 達し、 彼の 佛像 を拜 せしめ 

給 ふ 處、 更 に；^ 領 な し、 仍 て 洛外に 出す 可らざる よし 宣下 せら る、 基 衡 聞い て V;;- 

. 度 を 失 ひ、 持 佛 堂に 閉 籠 り、 七 箇 日夜 水漿を 斷 ち、 祈 請して 子細 を 九 條關白 (11) 

に愁へ 申す 間、 殿 下 天 氣 を 伺 はしめ 給 ひ、 勅許 を 蒙 h  、遂に 之 を 安置し 奉る C 

吉祥 堂  次， に 吉祥 堂の 本 佛は洛 陽 補^ 洛 寺の 本尊 (M) に 摸し 奉り、 生 身の 由 託 語 あ り、 践 

重 の 靈 像 た る 間、 更 に 丈 六の 觀 音像 を 建立し、 其內に 件の 本佛 を納れ 奉るな-り。 

千 手 堂  次に 千 手 堂、 木像 廿八部 衆. 各 金銀 を鏤 む、 鎮 守 は 惣 社金峯 山、 東西に 崇め 奉 る" 

嘉 勝寺 次に 嘉勝 寺縣 ザ、 働巧挪 gs;r1 請 il 續人四 壁 並に 三面の 扉に 法 華輯廿 A 品の 

大意 を 彩 畫 す、 本 佛は 藥師丈 六な り。 

觀 自在 王 次に 觀 自在 王 院^ 麵^ 堂 は 基 衡の妻 i 不她の 建立な り、 四 壁に 洛 陽の 靈地 名勝 を 

院  圆繪 す、 佛 壇 は 銀、 高 欄 は 磨 金な り、 次に 小 阿彌陀 堂、 同 人の 建立な り、 障 子の 色紙 形 

は 參議敎 長 卿の 肇を染 むる 所な り。 


無量 光院 


圓隆 寺の 

額 


堂 

と 

の 


, 光 院^  I  ^ の 事、 

秀衡之 を 建立 す、 そ の 堂內の 

獵の體 を圆綺 す、 佛 は 阿彌陀 

平等 院に 摸す る 所な り。 

一 鎮 やの 事、 

中央に 惣 社 • 東 方に 曰 吉、 白 山 

北方に 今 熊 野、 稻 荷 等の 社 あ 

以上 は 毛 越 寺 及び 其 管下に 

卽 ち圓隆 寺の 本佛は 佛師雲 

たと して は 時代が 合 はない 

であるか ら、 餘 程 後の 時代の 

思 はれる。 毛 越 寺 も 中尊 寺 

であつ て、 圓隆寺 の 額 は九條 

筆で あ り、 叉 同 寺の 堂の 中の 

;—： 第 


の 


壁の 扉 

丈 六な 


は 觀 經の大 意 

• 三重 寶塔、 院內 


を圖繪 し、 加 之、 秀 衡 自ら 狩 

の 莊 嚴 は 悉 く 以 て 宇治の 


兩社、 南方に 祇園 社、 王子 諸 

り、 悉 く 以て 本社の 儀に 摸 

屬 する 寺院の 規摸 を擧げ 

慶作 ，0 ある が、 甚 衡 の依賴 

こと は 前に 陳べ た 通りで 

者と なる が、 名 佛ェ である 

と 同 樣、 や はり 京都 趣味 を 

關白卽 ち當時 筆蹟 を も つ 

色紙 型 は 藤原敎 長に 書 い 
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社、 西方に 北 野天 神、 金 峰 山、 

す。 

たので ある が、 毛 越 寺の 金 

によって 雲 慶 (a  ^の) が 作 

あ る、 蓮 慶は 鎌倉時代の 佛 

所から 之に 附會 した もの 

輸入せられ たもの が 多い 

て 有名であった 藤 原忠通 

て 賞った とい ふ傳 へで あ 

五 九 


す 領寺親  所 京院数 

^等靱  都の a 

寄 に 中  賓の內 在 

附寺尊  く 名に-王 
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る。 敎長は 師實の 孫で 當時 冷泉 朝隆 と共に 一流の 能 書家と 稱 せられた ので ある。 

また 吉詳堂 は洛陽 補陀洛 寺の 本尊 を 摸した とい ひ、 觀 自在 王 院卽ち 阿彌陀 堂の 內 

に は 京都の 名所の 景色 を 書かせ 二 番は 八幡の 放 生會. 二番 は賀 茂の 祭、 ニー  番は 鞍馬 

の 有樣、 四番 は鞮醐 の櫻會 の樣， 五番 は 宇治 平等 院の 樣丄ハ 番は嗟 蛾の 樣、 七 番は淸 水 

の樣を 書かせた と傳へ られ、 又 無量 光院は 宇治の 平等 院に摸 し. 鎮 守 は 曰 吉、 紙 園、 北 

野、 今 熊 野、 稻 荷な ど で、 何 れも その 本社に 摸して 構造した と ある。 さう して 見れば 

是等は 何れも 京都 乃至 は 上方の 趣向に よった ものである。 更に 又 墓衡が 圓隆寺 

の 本尊 を 造った 謝 儀と して 佛師に 贈った とい ふ 品物 を 見れ ば. 如 何にも 仰山 で、 驚 

歎す ベ き 程で あ り、 彼 等が 山海の 產物 を壟斷 し、 富 豪 を 極めて 居た ことが 推察され 

よう。 さて 中尊 寺 及び 毛 越 寺に 賴 朝の 當 時に 現存し 文治 五年賴 朝が 奥州 征伐と 

して 滞在の 際、 そ の 九月 十日に 中尊 寺 經藏の 別當大 法師 心 蓮が 將 軍の 旅館に 參上 

して、 寺領 等の 事に つ き 愁訴す る や、 賴 朝 は尙ほ 巨細に 言 上す ベ き 由 を 命 じ、 そ の 後 

寺領等 安堵せ しめた こと は 吾妻 鏡に 詳か である。 今 同書の 文 を 左に 揭げ て參考 

に 供す る。 


九月 十 曰、 今日 奧州關 山中 尊 寺經藏 別當大 法師 心 蓮. 參， 上 于ニ品 御旅 店； 愁 申 云、 當 

寺經藏 以下 佛閣 塔婆、 淸衡 雖 章-創 之； 忝 爲 =鳥 羽 院御願 所； 年 序 惟 尙、 被 *_,附 寺 領； 又 所 

.sh 御祈禱 析， 也、 經 藏 者 被 一， 金 銀泥 行 交 一 切 經； 於 > 嚴 重 靈 場 也， 然 者 始終 無，， 牵 

籠， 之 樣、 可 も 歟、 次 當 國合戰 之 間、 寺 領土 民 等、 怖 畏 逐 電、 早 可， 令，， 安堵， 之 旨、 欲， 被，， 仰 下， 

云 云、 則 召，， 件 僧 於 御 前； 淸 衡基 衡秀衡 三代 間、 所，， 建 立， 之 寺 塔 事、 尋， 1 聞 食 之： 分明 報 申 之 

上、 可 Jis 巨細 之 言 上； 仍先經 藏 領 骨 寺 境 四 至 瓶 纏、 f 細 i S S ？ 被 御 奉 免狀ハ 

逐電 土民 等、 還 &i 本 所， 之 由、 被： ~仰 下， 云 云、 散 位 親 能 奉，， 行 之； 

十 一 曰 戊辰、 平 泉內寺 々住 侶. 源 忠已講 、心 蓮 大法 師. 快 能等參 上、 仍寺 領事、 淸衡之 時， 

募，， 置 勅願 圓滿御 祈禱析 所， 之 上、 向 後 亦 不％%,, 相 違， 之 由 • 賜，， 御 下 文； 寺 領 者 、縦 雖. 爲 荒 

廢 之 地； 不^ 地 頭 等妨， 之 旨、 被 k 乏 云 云。 

十七 曰 甲 戌、 淸衡已 下 三代 造 立堂舍 事. 源 忠已講 心 蓮 大法 師等 注：， 獻 之； 親 能、 朝 宗 監 

乏， 一 一 品 忽 催，， 御 信 心； 仍 寺 領悉以 被，， 寄 附； w\ 令 k,, 御 祈 禱， 云 云， 則 被. 下，， 一 紙 壁 書； 可， 押，， 于 

圓隆 寺南大 門， 云 云、 衆 徒 等 拜_, 見 之； 各 全，， 止 住 之 志； 云 云" 其 狀 曰、 

平 泉 内寺領 者、 任，， 例， 所，， 寄 附， 也、 堂 塔 縱 雖. 爲= 荒 廢 之 地， 至，， 佛 性 燈油之 勤， 者、 地 頭 等 

^„ 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文.^  六 一 
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不 J5\ 致，， 其 妨， 者 也 #。 

毛 越 寺 は 其のち 後堀河 天皇の 嘉祿ニ 年 十一月 八日 火災に 罹った。 その 事 は 吾 

妻 鏡に 次の 如 く 見え て 居る。  ， 

八日 己 未、 陸 奧國 平泉圓 隆寺燒 亡、 于時 有，， 此 災， 之 由、 吿っ廻 鎌 倉 中， 者 有， 之、 可， 謂，， 不 思議， 

(*? . 

云 云、 然 後 曰 所 スァ， 風 聞； 彼 時刻 也. 是藤 原淸衡 建立 精舍 也. 靈 揚 於，， 莊 嚴， 者、 吾 朝 無 雙 云 

云、 右 大將軍 文治 五 年 奥州 征伐 之 次 • 令，， 順 禮， 給 之 後、 殊 有，， 信 仰， 云 云。 

以上の 記事で は 火災の 程度が 不明で ある が、 平 泉 志 で 見 る と、 此 時燒 けたの は圓 

嘉兩刹 (I  §  S  ？ 勝) 及び 講 堂、 經藏、 鐘 樓、 鼓 樓、 文殊、 樓門 等であった 樣 である。 その 

後 再建の ことがあ つたが、 元龜天 正に 至って 叉 兵燹に か、 り、 觀 自在 王 院、 南 大門 を 

始めと して 社 堂 坊舍等 も 皆 烏 有に 歸 した。 た 1^ 常 行 堂と 法 華 堂との みは 數 度の 

火災 を 免れた が、 これ も 慶長ニ 年 四月の 野火に 一瞬の 間に 烟と 化して 了った。 そ 

の 後 本 寺 再建の 事 はあった が、 中 尊 寺の 金色堂の 樣に舊 時の 俤を傯 ばし める もの 

の 遺らぬ の は 遺慽の 極みで ある。 

四、 藤 原 氏の 邸宅 


淸 衡甚衡 等が 金に あかして 寺院の 建立 をな し. 善 美を盡 した 事 は 前記の 通.^ で 

あ る が、 邸 宅の 構造に も 同樣少 からざる 注意 を拂 ひ、 豪 奢 振り を發 揮した 事 は. の 

吾妻 鏡の 文で も 窺 はれる。 

一 4HL  。■ 事 

, 秀衡は 金色堂の 正 方、 無 量 光院の 北に 並びて 宿 館 を 構へ、 5：|£ 館 西 木 一お に 嫡子 

國衡が 家 あ り、 同 じく 四 男 隆衡の 宅 は 之と 相 並 び、 三 男 忠衡の 家 は 泉屋の 東に 在 

り， ま た 無量 光 院の柬 門に 一 郭 5 雜 f を 構 ふ、 これ を 秀衡が 常の 居所と なす。 

】 高屋の 事、 

. 觀 自在 王 院と南 大門との 南北 路に 東西 數 

宇の 高屋を 建つ、 同院の 西、 南北 に數十 宇の 

以上 は 大體の 記事で ある が、 之 を 永 正の 古 

事が 出來 る。 平 泉舊跡 志に は 「平 泉館趾 平 

光院の 北に 並んで 宿 館 を 構へ、 平 泉 館と 號す 

南方に して 十餘町 をへ だつ、 高 館より. も 南に 

第一 奠州藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 
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十 町に 及び 倉 町 を 造り 並べ、 亦た 數十 

ク W マヤ ドリ 

車 宿 あり。. 

圖に參 照す る 、と、 略 ぼ その 位置 を 知る 

地 な り、 秀 衡の館 は、 金 色 堂の 正 方、 無 量 

と 東鑑に 云へ り、 館 の 跡 は 金色堂の 正 

あたれ り、 今 は 田 畠と なせ り」 云 云と あ 
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る、 三 男 忠衡の 家 は泉屋 にあ 

忠衡 館 は 其處今 しれる 者な 

つて； li5 るか ら、 そ の邊 にあつ 

加羅樂 館の 趾は永 正の 圖 

の 柬、 北 上 河の 西、 高 館の 東南 

へ >9」 と ある。 

次 に觀 自在 王 院と南 大門 

あ れ ば、 此處 に 倉庫 を 設けた 

屋 と は SS- に髙く 造 つた 家と 

町と いふ 名稱が 遣って 居て、 

數十 宇の 車 宿が あつたと あ 

Li 曳か せた 車な どが ノ 

あった ので あらう } 

さて 以上の 記事 を 見 だ だ 

文治 五 年源賴 朝が 奥州 征伐 


卷 

ると ある 

し」 と あ る 

たもの か 

にも 見え 

に あ り、 今 


の 南北 

のと 思 

置よ 略 

が、 車 宿： 


け で は、 淸 

の 際 に、 平 


が、 之 は 永 正の 圖には 見 え や、 平 泉 

が、 泉 屋の 地名 に 今、 停 車 場 附近に 

と 思 はれ る。 

て 居る が、 平 泉、 舊 跡 志 に は 「加 羅樂 

の 海道の 北 なり、 (中 略) 里 俗 又 伽羅 

路に 東西 數十 町に 及び 倉 町 を 造 

は れ る、 ま た數十 宇の 高屋を 建て 

か、 そ の 構造 は 不明で ある が、 永 正 

ぼ 元と 高屋 のあった 邊 かと 思 は 

は 車 を 入れて 置く ところと 見え 

衡 以下 三代の 豪奢な 有樣は 充分 

泉 館の 燒け跡 を檢査 させた 所が、 


六 四 

舊跡 志に も 

その 名が 遺 

趾 新 御堂 

御所と も 云 

り 並べた と 

たと あ る、 高 

の圖 に高屋 

れる。 また 

.3  0 へ 富 時ば 牛 

る 〈車と て 牛 

に 分ら ぬが、 

そ こ の 4e 廩 


鬉  華 

がる あでの も れ れ垂 てつ 綴 4" 花 リ 造の 銀 金 は く 多で 具 飾の 前 怫は鬉 華 
る も で 妙 精 は作^^での も 1: け かに 內堂色 金 は 之 


(照 參貢五 五） 


事 ふ豪籐 
ベ 奢 原 
き > ^氏 
I 己 窺の 


に數 多の 珍 貴な 物が 貯藏 されて あつたと いふ 記事が ある。 其 文に 曰く、 - 

n ト  (通) 

泰衡は 平 泉の 館 を 過ぎて 猶ほ 逃亡 す、 雜 急に して 自宅の 門前 を融 ると 雖も 暫時 

も 逗留す る こと 能 は す、 纔 に郞從 k を 件の 館内 に 遣し、 高 屋寶藏 等 に 火 を 縦ち、 杏 

梁 桂 柱の 構、 三 代の 舊跡を 失 ひ、 麗金昆 玉 の貯、 一 時の 新 灰と なる、 儉は存 し 奢 は 失 

す、 誠 に 以て 慎むべき 者歟。 

(註 釋〕 高 屋寶藏 と は 前記の 倉 町に ある 倉庫 並に 高 屋の事 かと 思 はれる が、 此 

處の は泰衡 の館內 のこと で 高 屋とは 高い 立派な 家と いふ 意味の I 如くに 察し 

ら れ る。 

ゥッ バリ 

杏 梁 桂 柱、 杏 の 梁. 桂 の 柱で 何れも 唐 木 を 取 寄せて 造った 立派な 構の 義 である。 

三代の 舊跡は 淸衡， 基衡， 秀衡の 三代 をい ふ。 

麗金昆 玉の 貯とは 千 字 文に も、 金 は麗 水に 出で 玉は昆 岡に 出づと あるな どの： 

故事に 依った もので あらう。  • 

廿 二日、 己 酉. 甚 雨. 申 刻、 泰 衡が平 泉の 館に 着 御 す、 (■  ^  -t  ？  !1 ：!) 主 は 已に逐 電 し、 家： 

は 叉 烟と化 す、 數 町の 緣邊 寂寞と して 人 無 く. 累 跡 の 郭內 彌 ~ 滅 して 地の み 有り、 一 
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只颯々 たる 秋風 幕に 入る の 響 あ.^ と雖 も、 蕭 々たる 夜の 雨 窓 を 打つ の聲を 聞か 

す ^m^^ おに 當 りて、 一 宇の 倉廩 あり、 餘蹈の 難を遁 る、 葛 西 三郞淸 重. 小 栗 十郞靈 

成 等 を 造して 見せしめ 給 ふ、 沈 紫檀 以下 唐 木の 厨子 數脚 これ あり、 其 內に納 むる 

所 は、 牛 の 玉、 犀 の 角、 象牙の 笛、 水 牛の 角、 紺 瑠璃 等の 笏、 金の 沓、 玉 の 幡， 金 の花鬉 §  ^ 

^"蜀 江の 錦の 直垂、 縫 はざる の 帷、 金 造 の 鶴、 銀 造の 猫、 瑠璃の 灯爐、 南廷百 お^!^ 

等な り、 其 外錦纖 綾羅、 愚 筆榦算 計り 記すべからざる 者歟。 

〔註 釋〕 牛の 玉と は 牛の 額な どに 出來る 毛の かたま の 如き もので、 つま & 脂 

肪 など！^ たまって 出來る ものと 見える。 昔 はどうい ふ もの か 之 を 珍重して 

ゴ ワウ  ノ 

神社な どに も 納める 風習が あった。 牛の 玉が 變 じて 牛 王な どと いふ 用語に 

なった。 縫 はざる の 帷とは 如何なる もの か 分らぬ が、 縫 はやに 身體に 合ふ樣 

に 出來て En る もの か、 舊 本に は脫 字が あつ て 蜀江錦 直 不縫帷 とあった 力 ら、 之 

を蜀江 錦の 直に 縫 はざる 帷と 讀み來 つて 愈 》 '不明で あ つたの だ が、 吉 川 本 か 

世に出て か ら 「直」 の 字の 下 に 「垂」 の 字が 脫 して 居た ことが 分.^、 上の 方は蜀 江の 

錦の 直垂 である ことが 明瞭に なった。 たく 鏠 はざる 帷とは 如何なる も G 力 


藤 原 氏と 

外國 貿易 


不明で あるの みとな つた。 然し 鏠ひ 目な しの 蚊帳な どい ふ ことがある から、 

さう 云 ふ 類の もの か、 尙 ほ考ふ べき 事で ある。 

銀 造 の 猫 も、 舊 本 に は 「猫」 の 字が 脫 して 居た から 銀 造りの 瑠璃の 灯爐と 讀んだ 

ので ある。 之 も吉川 本に よって 明瞭に なった。 

南廷 百と は 南镣鼓 M の 百 枚の ことで あらう。 廷は挺 金の ことで あらう。 

かう いふ 記事 を 見る と 淸衡以 * 下 三代の 間に 如何に 富有 を 重ね、 豪奢な 生活 をし 

て 居た か V 推察され よう。 又貯藏 した 物の 中には、 日本 固有の 品物ば か- 9 ではな 

く、 唐 土 若く は 西域 地方から 取 寄せた 物 も 含まれて 居た やうで ある。 尤も 平 泉の 

藤 原 氏が 直接 外國 から 取 寄せた とい ふ譯 ではな ぐ、 金 に まかせて 上方 地方から 珍 

貴な 物 を 取 寄せた のか も 知れぬ。 さて この 外國關 係の 事 は 序 を 以て 今少し 詳し 

く 述べて 見たい と 思 ふ。 そ は 中尊 寺の 經藏 に宋 版の 一切 經が 納めて あるが、 是は 

淸衡が 唐土から 取 寄せた 物 だと 云 ふ 事が 古文書に も 見えて 居る ので ある。 卽ち 

淸衡が 十 萬 五 千 雨の 砂金 を 萬 里の 波濤 を 凌 ぎ、 數 千里の 山河 を 越え て、 宋 朝の 帝王 

に 贈， C/ さう して 七 千 餘卷の 經文を 取 寄せて 之 を 經 藏に 納めた の だと あるので あ 
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る。 是は正 和 二 年喊^ ザ皇 の 大衆 謝狀 (贿 難) に 見 え て 居て、 稍； 後の ものである 

が、 當 時 さう 云 ふ傳說 があった ものと 思 はれる。 一 體淸衡 は 奥 羽の 邊陬に 居りな 

が ら. lila  土と 交通 をした とい ふこと は、 有 り 得べ からざる 事の 如くに 考へ る 人 も あ 

るで あら う が、 奈 良 時代から 平安時代の 初期に かけて は、 頻 .5 に 支那との 交通が あ 

り， な ほ 又 一 層 早い 時代に 於ても 三韓 や 支那との 交通が あつたの であ り、 又 正倉院 

の 御物の 中には 西域 地方 傳來の 物な どの あるの を 見たなら ば. 平 泉の 藤 原 氏が 絕 

對に 支那と 交通 をな し 得な か つたと 斷 言 する こと も出來 ぬで あらう。 又 土地の 

タウ 二 

傳說 によれば 藤 原 氏 は氣仙 郡の 唐 丹と い ふ 所から 船 を 出して 支那と 六乂易 をした 

と 言 はれて 居る ので ある。 

平 泉 舊跡志 に は. 「淸衡 は 糾紙 金銀 泥 行 交り、 基 衡は紺 紙 金 泥 .秀 衡 は 黃 紙 宋 板 の 經 

を 納 む」 と ある。 是で 見る と宋 板の 一切 經は 淸衡 ではなく し て、 秀 衡が取 寄せて 獻 

納 した 檨に思 はれる。 依て 試に 經藏所 藏の宋 版の 一切 經を 調べて 見る と、 大 般若 

波羅蜜 多經卷 第三 百 一 の 初めに は、 政 和 乙未歲 十月の 日 附で題 言 が 書いて あ る、 政 

和 乙 未 は 我が 鳥 羽 天皇の 永久 三年に 當 るか ら、 此 時 版に 附 せられた とすれ ば、 淸 衡 


平家の 藤 


の 時代に 該當 する。 叉 衆經百 錄卷第 七の 初 

紹奥 戊辰 は 我が 近衞 天皇の 久 安四 年に 當る 

當 する。 さう して 見る と是 等の 經文を 唐土 

ではなく て、 甚 衡 若く は 秀衡の 時の 樣 にも 思 

こ と で、 唐 土との 交通 を 一 槪に 否定し 去る こ 

泰衡が 館の 倉庫の 內 にあった 物 や、 中 尊 寺、 毛 

れる ものが 無い 事 はない、 辻 善 之 助 氏の 說に 

は、 唐 人の 作った もの で、 是 は宋の 人が 來て作 

平 泉に 支那の ェ藝 家が 來てェ を 助けた とい 

の 豪奢が 傯 ばれる ので ある。 

五、 諸 書に 散見せ る 藤 原 氏の 

藤 原 氏 ニー  代の 事蹟 は 大略 述べ 終った ので 

て、 補うて 置か うとす る 0 

先づ平 泉の 藤， 原 氏と 攝關 家との 關係は 何 

第一 奥州 藤 原 氏 三代の 事業 及び 其 文化 


めに は紹興 戊辰 閏 八月の 題 言 である。 

から、 是は 淸衡の 歿後で 基衡の 時に 該 

から 取 寄せた として も、 其 は 淸衡の 時 

はれる。 是等は 尙 ほ 硏究を 要 す ベ き 

とも 如何 かと 思 はれる。 なほ 又 彼の 

越 寺の 寶 物の 中に も 唐土 傳來と 思 は 

よれば、 大 阿彌陀 堂の 本尊の 羅 網の 玉 

つたと いふ 傳へ であると い ふ、 然 ら ば 

ふ 事になる、 是 等の 事に つ いても 三 代，、 


事蹟 

あ る が、 な ほ 


散見した 所 を擧げ 


時 頃から あつたかと いふ に、 そ の 始め 

六 九  一 


鎮 藤ェ官 
る 原藝吏 
氏人 僧 
に 等 侶 


正 天 呼：^ 
月 永 に が 

廿ニ 應 あ 
—^じる 


原 氏と 攝 

關 家との 

關係 
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は詳 でない が、 淸 ， &は寬 治 五 年 十一 月 十五 日 關白藤 原 師實に 馬 二 匹 を 進上した と 

いふ ことが 見え る が、 瞧 I こ は 後三年の 役 後、 程 ない 時分の 事で ある。 その後 又 

長 治 元年 七月 十六 日に 馬 二 匹 を 右大臣 藤 原忠實 §1 に 献上した 事が 見えて 居る， 

I かくて 次第に 莊圚 など も 出 來て攝 關家を 本 所領 家と しての 關係も 生じた 事と 

見 え， 藤 原賴 長と 甚衡 との 貢物に 關 する 交 涉 は、 台 記に あって、 本書 第一 卷 y  ,^ に 記 

した 通りで ある。 

また 官吏 ゃ藝術 家. 僭 侶な ども 淸衡 基衡 等の 招に 應 じて 彼 地に 赴いた 

と 見 え、 鳥 羽 天皇の 天 永 元年に は 太 政 官の外 記 良 俊と いふ もの が、 淸 衡 の 

無 斷で奧 州に 赴 き、 永 らく かしこに 留 つたので 物議 を 起した 事が 中 右 記 

2 

肺のに 見 え、 ま た 散 位 道 俊 も 淸衡の 許へ 行った が、 弓箭の 任に 堪 へない ので、 筆墨 を 

以て 仕へ たとい ふ 事が 三 外 往生 傳 115 類に 見えて 居る。 是等は 何れも 文筆に 

達した もの で、 後 の源賴 朝の 事に あて、 考へ て 見れ ば、 大江廣 元 とか 三善康 信と か 

サ ムラ XJ サル〃 ク 

いふ 格の 者に 當 るの かも 知れぬ、 また 基衡の 時に 山林 房覺 遊と い. ふ 侍 散樂が 居て、 

之 はもと 奈良 法師で あつ て、 平 素は大 劍を帶 し、 武 勇者 を 3^ て 任じて 居お が、 いざ 合 


心 献等涛 
^じ 物衡 
求て 餐基 
む款： ^ 街 


戰 となると 眞先 きに 逃走して 了った とい ふ 話が 古事 談 5 ま f 歸" St- "趼 a に 

見えて 居る が、 か 、る 手 あ ひの 輩も少 からす 寄食して 居た 事と 思 はれる。 

S 中 右 記 夭 永 二 年 正月 廿 一日の 條 

第二 者良悛 行， 一向 陸 奥 國淸平 許-如 何、 

左 宰相 中將 被-申  一 H  、五 位 以上 出 一一 畿 外-有 レ制 事 也、 何 況 行-一向 遠 國 一哉、 仍 以 一一 一一 一 四 者-可 レ被レ 成 欺、 

予 申 云、 件 良 俊 背- -國 家- 從- -淸 平-者、 尤 可い 有 一-其 普 1 也、 但 白地 下 向、 則 馳上之 由 有-風 E 【凡 外 記 

史 叙爵 之 後、 f 受 領 -執& 赴- >  遠 國 i 年 之時參 上、 闕 -1 其 赏マ近 代 之 作法 也、 良悛早 被-参上-者、 

何 不 -1 成 給-哉、 人 々 多 同- -予 定？ 

り 三 外 往生 傳 散 位道悛 者、 洛 陽 人 也， 往日 赴- 1 陸 奥 國： 屬 -I 于 獄 長 淸 街つ 不レ堪 - 1 弓 箭 之 住つ 以 -1 聱 墨- 

侯 k 之 間、 B 厚家饒 也。 云 々、 

また 淸衡 基衡 等が 富裕に つけ て、 該 地の 特產 物なる 砂金 や 馬 を、 或 は 讚佛の 爲、 或 

は 款心を 得ん が爲 に 、諸 方面に 振りまい た 事 は 諸 書に 散見して 居 る、 卽 ち 淸衡は 砂 

% 千 兩を園 城 寺の^ 千 人に 献上し 事 まな 彼 は大納 言 源 俊 明が 丈 六の 佛像を 造 

るに つ き、 箔 料と して 黃金を 献上した が 俊 明 は 淸衡が 王 地 を 多く 横領して 居る の 

を 惡 み、 そ の 進. 物 を 返け たと ある。 (計 訓) 基 衡も亦 砂金 一、 萬 兩を宗 形 宫內卿 入道 師 
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綱が 陸 奥 守と して 下った 際に 進上しょう とした 事が ある" (f -1? § 事) 秀衡 もま 

た奈良 法師に. 懲穀を 運び き 兼ねて 高野山へ も歸 依して 四ケ 年の 間 衣糧 

を 運んだ ® i 频 ^ 絲 S §) とい ふ 記事 も 見える。 また 京都 乃至 は 上方の 藝術 趣味 

の 吸收を 謀った ことに 就て は、 前 記の 通 り、 中 尊 寺の 經藏の 住職と なった 蓮 光和 尙 

を 通じ て、 叙 山の 文化 を 引 入 れ、 ま た 冷泉 朝隆ゃ 藤原敎 長な ど い ふ 能書 家に 供養 願 

文 や 色紙 型な ど を 書いて 貰 ひ、 尙 ほ 又圓隆 寺の 額 を九條 關白忠 通に も 書いて 貰つ 

たとい ふ 樣な事 實もぁ る、 但 しこの 忠 通に 關 する 事柄 は、 古 事談で 見る と、 少 々 違 つ 

て 居る。 同書に 曰 く 「法 性 寺 殿、 (g) 令 J 曰， -所 々 額-給 之 間、 自， 御 室- (^ 和)、 額 一 依 T 令-申 

請 一 給； 被，， 書 獻ー 了、 而 陸 奧甚衡 が堂ノ 額ナリ ケジト 令， 聞 給 テ、 爭 サル事 有 トク 御 廐舍人 

菊 方ヲ御 使-一 テ 被，， 召 返， ケ リ、 甚 衡 雖 &,-祕 計- 不- 承 引； 遂 責 取 テ 三 -1 破テ 持皈參 云 云、 菊 

方 高名 有事"」 云 云、 こ れ によれば 基 衡は仁 和 寺に 願 ひ 出で、 同 寺の 傳手を 以て 圓隆 

寺の 額 を 關白忠 通に 書いて 貰った ので ある が、 の ち 忠通は 其 は 陸 奥の 甚衡が 堂の 

額であった こと を 聞 き、 怒 つて 取 もどした とい ふ 筋で あるので ある が、 寺 では 直に 

摸寫 でもした もの か、. S 通の 額と いひ 傳へ て、 實 物と 思 はれる ものが 同 寺に かけて 


の等涛 
身の 衡 
元妻秀 
妾衡 


あつたと いふ。 

S 古事 談卷五 圜城寺 鐘の 條、  •  ■ ： 

去年 比、 鎭 守府將 軍淸街 施- 1 砂 金 千 雨 於 寺 僧 千 人-云 々。  ■  ■  ：  ■  ；  • , 

S 十訓 抄 大納 言 俊 明 卿 丈 六の 佛ぁ 造らろ.^ 由， か閜 て、 奧 州の 淸街 薄. の 料 金. ^奉り 

け る に * 不ぃ取 して かへ しっか はしけ る、 人 そ の 故, 間 はれ に、 淸 街ば 王 地,^ 多く 押領 

し て、 た  >  今 謀叛 發 すべ き I  0 也、 そ の 時 は 追討 使 つか はさん 事 可-一定 申， 身 なリ， 

、、れ によって 是 1^ 不レ取 とのた ま ヘリ。  . 

, 淸衡め 妻 は 長 秋 記に よれば 淸衡が 歿後 上京して 檢 非違 使 義 成に 再嫁 し， し か も 

富裕で 諸方に 進物な ど を ふりま はして 物議 を 起した やうの 記事が ある。 

〔長 秋 記〕 大治五 年 六月 八日の 條、 

八日 戊 寅晴、 治 部來談 云、 先 比 陸 奧淸衡 長男 字 小 館 舍弟 字 御ず 子 被 ，責，， 籠國 館； 而 

其 責 依 fci  、辛，， 子 從 廿 餘 人， 季， 小 舟， P 越 後 國； 弟 聞， 其 由， 發- 軍兵， 自，， 陸 地， 追， 之 • 先雖， 浮，， 

海上 邊； 風波 難， 還-着 本 地-之 間， 弟 兵 等 襲 來、 父 子 共 切. 首 去 云 云、 是 淸衡妻 所- 奏 申-也、 

件 淸衡妻 上洛 嫁，， 撿 非違 使義 成； 其 後 所々 追 從 捧，， 珍 寶； 撿 非違 使 別 當 引 力 尤甚， 所 a 

- 彼 近 貢 物， 乎、 自 被 參 院 御 前； 時 人 至-謗 難； 
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ふ 文な 有 化 平 
弱く のに-泉 
ふ 優 も はの 
伴 柔の特 文 


人の ，3 義 
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. この 妻なる 者 は 京都 人で でもあった であらう。 彼 地に 止 住して 居る 間に 相應 

に財產 が出來 たの で、 淸 衡 歿後 に、 歸 京して 再嫁 し、 榮 耀を なした ものと 思 はれる。 

また 淸衡の 孫 秀衡の 妻 も 佐々 木芴 義の緣 故の 者であった と 見え て、 吾 妻 鏡に は 禿 

は淸盛 一 門の 歷迫を 避 け、 姨 母の 夫秀衡 をた よって 奥州へ 下らん としたと ある。 

賤^  s^i 年) 牛 若 丸卽ち 後の 九郞 判官 義經も 金 商 賣の吉 次に 連れられて 秀衡 

許に 下り、 藤 原 信 賴の兄 甚成も 弟の 罪科 (Ig に 連座して 奥地に 流された が、 都 

とい ふところ か ら、 秀 衡に取 用 ひら れ、 そ の 女 は 秀衡の 妻妾と なった とい ふ樣な 

こと も 專 へ られて I© る。 

かくて 平 泉の 藤 原 氏 一 門 は 東 奥の 地に ありながら、 都の 矢 化 を 憧憬し、 之が 吸收 

模 傲に 努力 し、 ま た 都 人士の 來遊 を歡迎 し、 之 がた めに 該 地方の 文化 をす、 めた こ 

とは顯 著なる 事實 であるが、 されば とて 此 地方 特有の 文化， 卽ち平 泉 式の 文化 —— 

暇 夷 種族の 最 優等なる もの を 代表した 文化と いふべき もの は 認められない。 而 

して 質實 剛健の 氣風 など は 養成され なかった ばかりで な く、 却 て 都風の 優柔 文弱 

の 弊 を 伴 ひ、 文 化 も 都の 手振り を 模倣した に 止ま り、 活 澄なる 生氣 ある もので はな 


平家物語 

源平 盛衰 

己 


かった。 

の 背面 を 

は 容 に 


さ 


平氏の 事 


力 


あ る- 


藤 原 兼ン享 

IK 日錄 /- 者 

乃至 は 源 

豊 富 な る 

史學の 流 

正史と は 

なされた 

第二 


れ ば源賴 朝が 擧 兵の 事 あるに 際 し、 平 家の 徒 は頻に 秀衡に 命じて 賴朝 

かせる 

かな か 


出 


つ た。 


で、 以 て 

さ う し 


之 を 牽制しょう としたの である が、 優 柔 なる 彼等 

て 追々 と 滅亡の 淵に 臨みつ  あつたの である。 
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二) 

蹟を徵 

又 日 記 

あ る 0 

盛 衰 記 

より 古 

せる 結 

別され、 

とも あ 


平 

さ 


氏の 

、ベ き 

と し 

れ ど 


來遍く 

果 とし 

この 流 

つたが、 近年の 


事踌に 

資料 は 

て は 山 

も その 

もの は 

世に 翻 

て、 痛 く 

れを汲 


平氏の 與 亡と 其 事業 


關 する 資料 

先にして は 保 元 平 治 物語が あ り. 後 にして は 吾妻 

鬼 2 へ 藤 原 忠ノ  &、  i  3〕 「兵 部 卿平ノ 月 np へ 藤 原 3  E  f 

お I ぐ 親 日錄/ -歹氧 言 〈信 範 日錄」 B ソ月 言 パ家 日錄」 ョ iSi 

興亡 盛衰の 全般に 互った ものと して は、 平家物語 

ない。 この 二 書 は 文章 も 平易に して 流 麗、 內 容 も 

讀 せられた ものであるが、 明治の 中葉 以來 考證的 

歴史家の 批判に 上り、 是 等の もの は演史 と稱へ て 

める 太平 記と 共に、 殆ど 史學に 益な きが 如くい ひ 

傾向に て は、 平 家 物語 乃至 太平 記は强 ちに 捨っ ベ 

七 五 
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かざる もので 吾妻 鏡な どの 如く 古來 

つて 誤謬 脫漏 の少 からざる こと を 指 

思 ふに 物事 は 觀察點 の 如何によ つ 

も 「今 日 は 寒 い」 と か、 冬 の 中に も 「今 日 は 

冬 は 寒き ものとの 前提の 下に 發 せら 

いふ 結論に は 至らぬ ので ある。 要す 

も の \ そ の 全部：^ 悉く 正確で あると 

あり、 平家物語 や 太平 記に は 又 誤 謬 が 

ふ譯 ではな  ) て、 時 勢の 大體を 見る 

史實に 合 ひ、 且 つ 他の 遺漏 を 補 ふに 足 

大 日本史 編纂の 擧 ある や、 先 づ 資料の 

治 物 語、 參 考 源平 盛衰 記、 參 考 太平 記な 

ふべき である。 

1 時 考證的 史學の 盛んであった 際 


正確なる 資料と 考へ られ 

摘す る 者 も あるに 至った 

て、 見解 を 異にする を 免れ 

暖 い」 と か 言 ふ ことがある- 

る 、 言 葉で あつ て、 冬 が 固 

るに 吾妻 鏡 は 正確なる も 

はい ひ 難 く、 誤 謬 脫漏は 固 

多い とい ふ もの .V 之 も そ 

上に 於て は 都合よ き 記事 

る ものが 無いで はない。 

詮議 をな し、 諸 書 を 參照對 

ど 題す る 書 を 作成され た 


たもの V 中に も、 却 

0 

ぬ もの で、 夏 の 中に 

U 是等は 夏 は 暑く 

より 夏より 暖 いと 
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より 免れ 難い 事で 

の 全部が 誤 II とい 

が 多 く、 又 存外よ く 

されば 水戶 藩に て 

校して、 參考保 元 平 

の は、 用 意 周到と い 


に、 平 家 物語 や 太平 記の 記事な ど は、 正確 な 
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く 抹消し 去って 善い もの、 樣に 見做され 

に 於 て、 演 史に 見えた る 記事に つ き、 そ の 悉 

つるが 如き は、 到 底出來 得べき 事で はない 

に、 演史の 中に て記錄 文書 等に よって 誤謬 

日 迄に 得た 資料に 參 照 し、 且 つ 常識の 判斷 

分 は (縱 令 正確なる 文書 記錄 等の 裏書きが 

穩當 なやり 方で はない かと 思 はれる。 (追 

て 抹消 せられる 檨な 事が あって も、 そ れ は 

は な く、 哲 學 などで も同樣 で、 眞 理は 世と 典 

に 見出される もので はな い) 今日の 史學の 

なる 資料 を 綜合 的 合理的に 取扱って 研究， 

を述 ぶる に當っ て も、 成 る ベく 右の 如ぐ 廣 

平 盛衰 記な どに も卽 して、 記述して 見たい 

七 七 


びる 記 源平 
論 著に 平家 
說書關 盛 物 
及 マ衰語 


田 藤洛松 
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と 思 ふので ある。 かくて 餘 りに 抽象的に 走ら す. な ほ 諧書を も參考 し、 綜 合的合 理 

的に 批判して 見た いと 思 ふ。 かく あ つ て こそ 史實 に忠實 なる 行き方で あらう と 

思 はれる。 

吾等が 是 迄に 見た 平家 物 語、 源 平 盛衰 記に 關 する 考證 類の 書の 重なる もの は 左 

の 如くで ある。 

1 平家物語抄 (著者 不明)  2 平家物語 考證 

3 參考 源平 盛衰 記 I 薪 Ilug  4 平家物語 考 a 

5 平家 物 語、 源 平 盛衰 記考 星野恒 

尙 また 近く 平氏の 事蹟 を 論評した る 論說の 中には、 

1 平家物語 源平 盛衰 記 は 誤謬 多し 星野恒 

2 平 淸盛論 「源賴 朝」 の 中  山地 愛山 

3 平氏 論 中世史の 中  原勝郞 

4 平 淸盛論 《s 津鄕土 史論の 中  迂善之 助 

以上の 内、 


平家物語抄 は 十二 卷ニ 十四 冊 あり、 著者 は 不明で あるが、 古語， 雅 言， 名 物、 人名 等に 

ついて 說明を 加へ、 抄 云と 記せる 下に は專ら 本文の 註 釋をぁ げ、 傳 云と 記せる 下に 

は異說 をのせ、 園經 云と 記せる 下 CS , 赚 f  " れ 5-  i) に は 其條々 の 評論 を 記して あり、 

一 之 は 平家物語の 通釋 として は、 至 極、 善 い 本で ある。 

平家物語 考證は 十二 卷 あり、 編者 松 堂 閑人 は 野宮定 墓の 別 號で， 官 は參議 より 權 

中 納 言 に 進 み、 典 故に 通じ 學識に 富んだ 人で ある。 されば 古書 を 引いて 平家物語 

の 誤 謬 を 正 し、 又 評論 を 試みた ところ は 何れも 當を 得. 極 めて 參 照 となすべき もの 

である。 藤 原 定俊は 正 親 町 公通の.^ 子 で、 又 學識に 富み， 「補」 と して 增益 する 所が あ 

るので ある。  . 

參考 源平 盛衰 記 は 水 の 今 井 弘濟考 訂、 內 藤 貞顯重 校と あ り、 是 は 德川光 园の命 

に 出で 修史に 資せん が爲に 編纂され たもので ある。 全編 四十 八 卷、 外 に 凡例 目錄 

及び 叙 卷ー卷 が ある。 本書 は 盛衰 記 を 以て 平家物語の 最も 詳 確なる ものと 推定 

し、 之 を 主 本と 爲し， 平家 諸 異本 を對照 し、 尙 ほ山槐 記、 明 月 記、 吉 記、 玉 海 等の 文 を參考 

として 各 事項の 下に 列記し、 考證を 加へ たもので、 頗る 詳細 を 極 め、 前 記 平家物語 考 
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證 等と 相 待って 有益なる 書物で ある。 

平家物語 考ー 卷は國 語調 査會 委員 山 田 孝 雄 氏の 編纂に か 

きての 硏究 一の 前編と して 刊行せられ たもので ある。 前記 諸 

言 等の 說明、 または 人 名、 物 名等史 實に關 する 註釋が 多い ので 

語の 著者 及び その 編成の 年代に 關 する 研究が 主要なる もの 

發 される 所が 多い ので ある。 

今 平家物語の 編成に つき 山 田 氏の 所說を 本と し、 之 に 我等 

解說を 試みん に、 平家物語と 源平 盛衰 記と は 何れが 先き に 出 

は大 體ニ說 あって， 先づ 平家物語が 出來、 而る 後に そ の 諸 異本 

しおの が 源平 盛衰 記で あると いふ 說-、 第 一 說) と， 源 平 盛衰 記 が 

よく 抄錄 し、 語 トノ 物に 適する 檨に 按排した のが 平家物語 であ 

が あ り、 そ の 何れが 當を 得た もの かとい ふ に、 吾 等 も 山 田 氏と. 

る 者で ある。 山 田 氏 は 平家物語 考 (三 八 六 頁— 四 五 九 頁) に 於 

より 比較 對 照し て 「盛 衰記は 平家物語に 灌頂卷 を 成立せ しむ 
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書 は 主として 

あ る が、 本 書 は 

で、 彼 是 れ相待 

が 所見 をも附 
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を 拾集 大成し 

先 づ 出 來、 そ お 

ると いふ 說 (第 

同樣 第一 說に 

て 此兩書 を 種. 


語に つ 

古 語、 雅 

平家 物 

つて 啓 

加して 

に、 之 に 

て 編纂 

を 都合 

ニ說) と 

左袒す 

々 の 鈿- 


るに 至 し 以後に 籲 


時 氏 C: ろの 平 
代の ご 時 出家 
說將藤 代來物 
軍 原 た 語 


綦 されし なる ベく、 叉 諸種の 平家 異本 やその 時代の 記錄 等に より 集成 增補 された 

る ものと 思 は れ、 材 料 は 比較的に 古き ものに よれる が、 編 纂の 時期 は 新しき 時代に 

屬 し、 ま た その 命名 は 更に 一 層 新ら しきもの なるべし」 幼 といって 居る。 之も當 

を 得-たもの であら う。 

次に 平家物語 は 何時頃 出來 たかと いふに、 延慶本 3 糊 M  I 躯 想が 世に出た 以 

上 は、 鎌 倉 時代の 著作で ある こと は 疑 を容れ ない が、 詳 細に はま だ 其 時代 を.. 明らめ 

難 い。 今、 同 書の 記事の 内容から 研究した 所に よれば、 平氏が 滅びて 源氏の 將 軍が 

樹立した 際に 出來 たとい ふ 說 (第 一 說) と 源氏の 將 軍が 滅びて 藤 原 氏の 將 軍が 樹立 

した 後に 出來 た (第 ニ說) とい ふ說 との 二つが ある。 

先づ說 明の 都合に より 第二の 說 から 陳べ て 見よう。 之 は 「筆の す さび」 (崎絲 山) 

に 見えた 說 で、 源 平 盛衰 記 卷の十 七、 源 中 納 言 侍 夢 事の 條に、 

源中納 言 雅賴 卿/侍 夢-一見 ケダ事 ハ、 イツ コト パ糙 -1 其 所 ヲハ知 ラス、 大內 \ 

神祇官 力 ト覺シ キ所ー 一 、 衣冠 タ 、 シ キ人ノ ュ 、 シク、 氣高キ 力 マタ 並居 タリ ケ 

\  、座 上/人 ノ、 赤 衣 ノ官人 ヲ召テ 仰ケル r 下野 守源義 朝- 1 預置ル 、御劎 、ィサ 
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、 力 朝家-一 背ク心 アリシ 力 つ 召 返シ- ズ淸盛 法師-一 預 ラレ 給 タレ 共、 朝 政ヲ忽 

緒シ 天命 ヲ惱 亂ス、 滅亡 ノ期旣 一一 至レ リ、 子孫 相續事 難シ、 彼 御 劍ヲ召 返 ナリ、 汝 

行 テ劍ヲ 取テ、 故篛朝 カ子 总前 右兵衞 權佐賴 朝-一 預 置へ シト 有ケレ r 官人仰 

ュ 隨 テ 、赤 衣 一 一 矢 負 テ滋籐 ノ弓脇 一一 挾 、、、、御 前 ヲ罷立 ケ \ 力、 程ナ ク錦ノ 袋-一 裹 

タ^ 太刀 ヲ 持- ズ參テ 、座 上へ 進上 ス , 處 -1 、 中座 ノ 程-一有 ケ〃 上 藤ノ、 賴朝ー 期 

ノ後ハ 吾子 孫 ユタ ヒ 候へ ト申サ レケル -1 、 紅 ノ袴著 タル 女房 ノ世 -1 モ嚴 クオ 

ハ シケ〃 力、 緣ノ際 三尺 ハ カリ 虛 空-一 立テ申 シケ〃 っ淸盛 入道 深 吾ヲ憑 テ、 每 

日 不退 ノ大 般若 經ヲ轉 讀シ侍 一 1 、 御劎暫 入道 一一 預置セ 給へ ト 申、 座 上ノ次 二番 

目-一居 給 タ \ 上 藤、 ュ 、 シ クシ カリ 音-一 -グ、 入 道 イカ 二 汝ヲ憑 トク モ、 朝 威ヲ背 

依テ 議定 旣 一一 畢、 謀 臣ノ方 人 所望 希條 也、 ソ 頸突ト 仰ケレ つ 赤 衣ノ官 人ット 

寄- ズ、 彼女 房ヲ情 モナ ク 門外 二 突出 ス、 穴ヲソ 口 シト思 ナカ ラ、 夢 /中 一一 ソパナ 

レノ 人 一一 問 云. 座 上 ノ人ハ 誰 人ソ、 ァ レ コ ソ 天津 國ノ 御主 伊勢 天照大神 ョ、 サ-プ 吾 

孫- 1 タ へ ト仰ラ \  、  r 天津 兒 屋根 尊 春 日大明 神ョ、 第二 番目 ノ ソ頸 ト仰ラ レ 

ッ 爪 ハ 誰、 鬼門 ノ峯ノ 守護神 曰吉山 王ョ、 赤 衣官人 ハ 誰、 西 坂本ノ 赤 山犬 明 神ョ、 
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/ 嚴島ノ 

けられた 

と 申出た 

氏將 軍の 

で あ る。 

見 れ ば、 第 

も 通じて 


明 神 ョト答 ト見テ 覺ヌ。 云云。 


よれば、 天照大神 は 一 旦淸 盛に 

が、 春 曰 大明神 は、 更に 又 賴朝ー 

と あるので ある。 之に よって 

時代で はなく て、 藤 原氏將 軍が 

二 の說 が穩當 なる 樣に思 はれ 

同樣 であると いふ 譯 ではなく 


お預けに な 

期の 後に は 

考察して 見 

出來た 時代 

る が、 但し こ 

て、 八 坂 本 (M 


します 上 藤の ゆ、 しう けだかき 御聲に て、 此 程 平家に あ づけお き 

、伊豆 國の 流人 前の 右兵衞の 權 の佐賴 朝に たばん とぞ 仰け 

おはします 上 藤 の、 平 家の 方 人し 給 ふと おぼしき を 追 立ら ると 見 

かたる 程 に、 此 事 福 原へ 聞 え た， 9、 (中 略) 中 にも 高 野のお 山に お 

道 成 賴此由 を 傳へ聞 給 ひ て、 す は/,^ 平家の 運命 は 末に 成ぬ 
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る は、 中 にも 座 上に おはし ま す 上 藤 の、 此 程 

伊豆の 國の 流人 前の 右兵衞の 權の 佐賴朝 

の 氏神 正 八幡 大 菩薩に て そ 渡らせ 給 やら 


の 方 人し 給 ふとお ぼしき を 追 立ら る 、と 

の大明 神に てぞ 渡らせ 給 ふらん 云云。 

とあって、 此には 泰日大 明 神が 我 子孫に たび 給 

記されて ない ので ある。 されば これ を 「筆 の す 

物 語 の 古い 本、 卽 ち 最初の 本の 作成され たの は 

氏將 軍の 時代で あらう と 推察 さ れ る、〕 これ が 

る 0 

尙 また 延慶 本卷ニ  (朽 木本 卷 十二 第 九 枚 左) に 

故 中 殿 基實公 御子 二位 中 將殿基 通 公ト申 、ノ 

と ある。 こ は 長 門 本 平家物語 にも 見えて ゐる 

事で あると 思 はれる。 これに よれば 基 通 は 土 
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にたば 

ん、 又 末 
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御門 天皇の 承 元 二 年 


御 事 也， 

出家 入道 

に祝髮 し- 


後 の 

四條 


天皇の 天福 元年 五月 廿 九日に 七十 四 歳で 藁 去した ので あるか ら、 平 家 物語 は 承 元 

二 年から 天福 元年まで 二十 六 年の 間に 出來 たものと 見做され るので ある。 なほ 

叉 前記 延慶 本の 靑 侍の 夢と 綜合して 考へ て 見れ ば-源 氏の 將 軍が 未だ 滅びざる 前 

とい ふ 事で あるか ら、 そ を承久 元年 以前の 事と すれ ば、 承 元 二 年から 承久 元年まで 

十二 年間に 此の 物語が 作成され たものと なる ので ある。 こ は 一 つの 推測 說に過 

ぎない が、 併しながら 徒然 草に 後鳥羽院の 御 時、 信 濃 前 司 行 長が 平家物語 を 作った 

と あるのに 對 して 時代が 略； 符合す るか ら、 旁 々一考に 値すべき ものと 思 は れる。 

然 らば 源平 盛衰 記に 春 日大明 神が 賴朝 一 期の 後 吾子 孫、 藤 原 氏) にたび 給へ と あ 

る 文 は 之 を 如何に 見る べき かとい ふ に、 是 等 は 後の 追加の 文と 見なす ベ きで あら 

う。 卒 家の 諸 異本 を對 照して 見れ ば、 所 々 に 追加の 跡の 歷々 として 窺 はれる もの 

が ある。 この 條 のみなら す、 流布本 平家物語 卷十 二 「六 代 きられ」 の條 中に も、 ： 

その ころ 主上 は 後鳥羽院 に まし ましけ るが 

と ある。 後鳥羽院の 崩御 は四條 天皇の 延應 元年 二月 廿 二日で ある が、 そ の 院號を 

奉った の は 後 嗟 蛾 天皇の 仁 治 三年 七月 八日で あるか ら、 こ の條 のみで 見れ ば、 平 家 
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の 成り立 

ちに つい 
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の 作成され たの は 仁 治 三年 以後の 樣に思 はれる が、 是 等 も 後の 追記と 見る ベ きも 

ので あらう 

山 田 氏 は尙ほ 考察 を 進めて 曰 く、 平 家 物語 は 勘文錄 によれば 初めは 三卷 であ つ 

たのが 六卷 とな り、 又 十二 卷 となった の で、 當 初 は 極く 簡單な ものであって * その 內 

き i  .T ナ！ sy 去 爵 £  、法 親王 は 後白河 天皇の 御子 LL して 高會 天皇 及び 以仁 ノ  .E 己 こ ,3 

14" レ .一. 吋 tftti 载 3 一釜 の 御 弟で あ リ、 安 德 天皇に は 御 叔父 に 當 ら VI られ る) ジ左 言 にある 

やうな 筋合の もので あつたの では あるまい かと。 同 親王 は 安德 天皇の 御 最期 を 

痛く 惜 まれて 同書に 記さ れ、 「抑 先帝 御 事 欲. 攄，， 緒 懷 一更 絕， 一筆 語 こと の た ま ひ、 又 「自， 一 御 著帶， 

至，， 御 在 位， 御 祈 勤行 之 事、 朝 暮 無 、寤 寐 不. 忘 之 間、 當 初 御 加持 等 累年 之懇志 也、 外土遷 

幸 之 後 叉 偏 御 歸洛之 事 雖 暴. 祈乏、 皇 運 早盡、 佛カ 不^ 之 謂、 此 時 殊 被： 一思 識ー 侍」 な ど と 歎 

かせられて 居る ので ある。 叉長樂 寺に て安德 天皇の 御 菩提の ため 佛事 を修 せら 

れた とき、 同 親王 は 又 天皇の 御衣 を 見 給 ひたる 御 感想 を 記し、 -去 比 長樂寺 聖人 奉， ー爲 

彼 菩 提， 有， ま， 佛 事， 之 儀； 爲，， 結 願， 潜 詣，， 件 道 場； 佛 前 有，， 奇 怪 箱 一 合； 尋，， 問 聖 人， 之 處、 爲， 先 帝 御 

衣 一之 由 答 聞、  今 奉. 見，， 御衣， 彌啼 _ 一 夢中 之 夢 一倍 添， 一 恨 上 之 恨 こと 歎息 せられて 居る 

ので ある。 この 事 は 叉 平家物語 にも 詳しく 記されて ある。 又 同書に 親王 は源義 


經を 召して 合戰の 次第 を 記させ 給うた と あるが、 之 も 徒然 草に 「後鳥羽院の 御 時に 

信 濃 前 司 行 長 は 稽古の 褒れ があった が、 事 あって 遁世して 居た の を、 慈 鎮和 尙が不 

憫に思 ひ、 扶 持を與 へた。 この 信 濃 入道が 平家物語 を 作 り、 生 佛と いふ 盲目に へ 

て 語らせた、 山門 (1 赚 I) の 事 は 委しく 書いた が、 蒲 冠者の 事 は 能く 知らなかった と 

見えて 多く 洩らして ある」 S  と ある に 合せ 考 へれ ば、 了 解され る 所が あるで あら 

う。 なほ 平家物語の 著者に つ いても 種々 の說が あるが、 徒然 草の 說 などが 當を得 

たもの かと 思 はれる。 尊卑 分脈に よれば 行 長の 系圖は 左の 如くで ある。 


長隆 t-l 顯時— 


-行隆  

正 四 位下 修理 大夫 

-きせ  

日 、ラ 


ん JJln^ 下野 守從 五位 下 

從 四 位 上 民 部少輔 

；诗長 書 平家物語 其 一 人 也 


正 四 位下、 左右 衞門權 佐 正 五位 下民 部少輔 

！ 改^^^  時 長 平家物語 作者 隨 一 云 


按ゃ るに 古事 類苑の 記者 之 を 解し て 「本 書 一一 時 長 二人 アンド モ 傍註 一一 據ルュ 

時 光、 A 盛隆ノ 改名 セ \ モノ 一一  テ蓋シ 同人 ナレ パ其子 時 長モ. 同人 ナダべ シ、 又 
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按ズ〃 一一 徒然 草 ノ信濃 前 司 行長ト 云へ 〃ハ行 隆ノ子 行長ノ コトナ ラン 力、 行 

長ト 時長ト ハ從 兄弟 ナ レ バ相混 ジテ， 誤レ \  -1 テモ アル ベ シ. 姑ク附 記 シ -ズ 後 

考ー 一 備フ」 と ある。 要するに 平家物語の 作者と して 行 長說と 時長說 とが ある 

が、 時 長 說は行 長 を訛傳 せる もので あらう。 

以上 は 山 田 氏の 研究の 大意で ある が、 穩 健に して 當を 得た ものと して 吾等 も 共 

鳴す るので ある。 

平家 物 語、 源 平 盛衰 記考は 星野恒 博士の 記述に か、， 9、 史學雜 誌 第一 卷に揭 載 さ 

れて ある。 こ は筒單 では ある が、 該 博なる 知識に よ り、 歷 史上の 見地よ. 9 觀察を 下 

された もの で、 啓 發 される 所が 多い。 

(二) 平氏の 世 系と 伊勢 平氏の 由來 

源氏 は嗟峨 天皇 以來仁 明、 文 德、 淸 和、 陽 成、 光 孝、 宇 多、 醍醐 以下 諸 帝から 出て 居る が、 

平氏 はこれ に 引替へ 桓武 天皇の 外に は 仁 明、 文德、 光孝の 三 帝から 出た のみで あ • る。 

しかも 最も 榮 えたの は桓武 天皇の 後裔の みで ある。 

皇恩 紹運錄 


桓武， 


. 葛 原 親王. 


I ギ高楝 

—高見 王— 平 高 望 

-萬多 王-— 正躬 王— 平 住 世 

. 茂 世 王. —平 好 風 

I 仲 野 王 11 丁， 輔世 王— 平安 典 


1 房 世 王 賜 平 姓 

東國 散在の 平氏に 就て は 吾等 は 大體旣 

ら 主として 淸 盛の 家系に 就て 語らう とす 

は 如何なる 理由に よる かとい ふ に、 淸 盛 一 

ふ。 然 らば この 一門と 伊勢との 關係は 如 

の何處 であった であらう か、 夫 等に ついて 

が 乏少で 之を詳 にし 難いの を慽 みとす る _ 

い へ ば、 尊 卑 分脈に 據れ ば淸盛 五世の 祖維 

は齋宮 助と あれば 之 も 伊勢大神宮に 奉仕 

第二 平氏の 興亡と 其 事業  ， 


に (第一 卷四 0 九頁以 下) 陳 ベた か ら、 是 か 

る。 淸 盛の 家系 を 世に 伊勢 平氏と いふ 

門 は 重に 伊勢から 身 を 起した からと い 

何、 そ の根據 地と もい ふ べき もの は 伊勢 

は 吾等 も 多少 調査した ので ある が、 史 料 

. され ども その 知， 9 得た る 所の もの を 

衡が 始めて 伊勢 守に なった。 其 子 正 度 

する 齋 宮 (內 親王) に屬 した 役で 伊勢に 關 

八 九 
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係した 事と 思 はれる。 それから 祖父 正 盛、 父 忠盛は 共に 伊勢 守に なった 事が 見え 

て 居る。 また 正 度の 子 負衡は 呵 濃 津三郞 と あ り、 其 子 負淸も 同じく 阿 濃 津三郞 と 

あれば 安濃 津に 居た もので あらう。 負淸の 長子 家 衡は鷲 尾 太 郞と稱 し 住 伊勢 國 

とな 、次子 淸綱は 桑 名と 云 ひ、 ま た 富 津ニ郞 と 云 ふ、 其 子 維 綱 は 桑 名の 三 郞又驚 尾 

右衞門 尉と 云 ひ、 後白河 院 御代 西 國 海賊 蜂起 之 時 令- -靜 謐 一直 任-右 衞門 尉-と ある。 其 

子 良 平 は 桑 名の 九郞 とい ひ、 其 長子 良 基が 叉 桑 名の 孫 平 太で ある。 また 桌衡の 孫 

遠 衡は海 を 渡って 三 河に 行き 吉 良に 住んだ。 良 平の 妹 は柘植 宗淸の 妾と な . ^、家 

淸を 生んだ。 かくて 平氏 は 阿 濃津を 本と して 北 は 桑 名、 西 は 拓植に 延び， それから 

東 は 三 河まで も繁衍 した 事が-右の 系圖で 分明と なる ので ある。 

また 三國地 志に は平忠 盛の 宅址 として 先づ 平家物語に 「忠盛 又 御前の 召に 參ら 

れ ける を、 人々 拍子 をう つて、 伊勢 瓶 子 はす 甕な りけ りと そ、 はやされけ り、 かけ ま 

くも かたしけ なく この 人々 は、 柏 原 天 王の 御 末と は 申な が ら、 中頃 は宮 このす まひ 

もうと- C し く、 地 下にの み ふるま ひなし て、 伊 勢の 國に 任國 ふか、 りし か は、 其 國 

の 器に 事よ せ て、 伊 勢 平氏と そ はやされけ る、 其 上忠 盛の かた 目の 眇 たりけ るに て 


別產 

PIC  nn 


こ そ、 か やうに はは やさ 

以を陳 ベ、 更らに 彼の 宅 

形と 稱す) にあった こと 

律と 云 は此地 也、 故 -卜 今 元 

の稱ぁ リ、 今 奄藝 郡に 屬す 

今詳 なら す」 と 記して あ 

古今 著 聞 集に も、 忠 盛 が 

つたと ある。 之 も忠盛 

の 通り 元 律と いひ 古昔 

で 地形が 大に變 じたの 

沿海の 繁昌の 地で あつ 

「古 今 著 聞 集」 伊勢 

曰 ごとに 網 を 引ける 

まかに てう をに た か 

ける を 三 喉 ひきいた 

第二 平氏の 奥 亡と 其 事業 


れ けるな れ」 と あるの を 引 き、 忠 盛が 伊勢 平氏と 呼ばれた 所 

址は產 品 村 (阿 濃 津の北 一 里 半に あり、 今 分 部 村に 併せて 櫛 

を陳べ . 「按、 產 品 村に あり、 忠盛產 品に 生れ、 別 保に 住すと、 g  ■ 

津 平相國 幼年の 時 亦 こ、 にあり と 云- 雖然自 餘宅址 の 所在 

る。 出典 は詳 でない が、 こ の 說は信 やべ きもので あちう。 

或 時 伊勢の 別 保に 下った が 浦人が 日々 網 を 引いて 魚 を 捕 

と 別 保との 關 係を徵 すべ きものと 思 はれる。 別 保 は 前記 

は 之 を 阿 濃 律と いひ、 この 邊は 明應 三年と 七年兩 度の 地震 

である" 今の 安濃 律より は 北方 二 里 許の 所に あつ て  >  と 

たと 見 え る。 

國別 すと いふ 所へ 前 刑 部 少輔忠 盛 朝 臣 くたり ける に、 浦人 

に、 あ る 日 大成 魚 を かしら は 人の やうに て 有な か ら、 は ( , J 

はす、 口 さし 出て 猿に にたりけ り、. は よのつねの 魚に て 有 

したりけ る を、 二人して にな ひたりけ る か、 尾 なをつ ちに お 

^ 一 


武家時代の 研究 笫ニ卷  . ^二 

まく ひかれて け り、 人 のち かくより けれ は、 た かくお めく こ ゑ 人の ごと し. 又 な る 

で をな かす も 人に か はらす、 おどろき あざみて 二 喉 を は忠盛 朝臣の もと へ もて 

テ、 一 侯 を i ま 人に か へして けれ は、 沛 人み な 切 くら ひて け り、 さ れ共ぁ へ てこと 

なし、 その あちは ひこと によ かりけ ると そい 人 魚と い ふなる はこれ て いの 物なる 

に や、 

〔尊卑 分脈 1 平氏 系圖 


國 香-貞 盛— 


維將 北條 氏の 家系 

一  齋宫助 

常 陸 介 出 羽 守 

越 前 守 

 正 度 —一 


上野 常 陸 介 

伊勢 陸 奧出羽 伊豆 

下野 佐 渡 守 


出 羽 守從四 位下 


備前守 伊勢 因幡 等 守 

丘ノ穿  一 

正 盛  


安 
m 
津 


播磨備 前 伊勢 守 

刑 部 卿 正 四 位 上 

昇殿 院執權 

-. 忠正 

右馬助 

從 五位 上 


五 鈴 遺 響に もこの 安濃 

易し 諸 州の 船 を 維 ぐ、 明 國 

に 塔 世 川 を 限り 巽 位に 岩 

モデ 

線 子 布、 方 俗に 津 線 子と 稱 

の 諺が ある。 その 要港で 

ある 所 を 領土と したので 

つてい つた もの かと 思 は 

三 國地志 tj 一一 一  に も 
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一 if 肥 後 安藝 播磨等 守 

l^s 號六波 羅太政 大臣 又號 平相國 

11 家 盛 右 馬頭 從四 位下 

,1 經 凰 安藝 伊賀 若 狭 守 

,^^5^淡路大和越中能登守 

—ぎ^ 常 陸 介 

—賴盛 常 陸 介 安藝 三 河 尾 張 等 守 

— 薩摩守 

申.^ g 正 四 位下 

津の事 を 記 し 「安 濃津は its 海の 翻に 在り、 江山の 產物 を 交 

の 書 武備 志に 洞 津と錄 せ 、り、 豪 商 富 民 多 し、 其 市 坊は艮 位 

田 川 を 限 ，0、 凡 て 南北 三十 丁 餘、 民屋 1 一 千 五 百 餘戶、 產物は 

す」 と ある。 世俗に も 伊勢 は 律で 持ち 津は 伊勢で 持つ と 

ある こと は 知るべき である。 而 して 平氏 はこの 要港の 

ある。 但し その 領域の 大小 は 明瞭で ない が、 次第 に廣ま 

れ る。  . 

武備 志 を 引いて 云 ふ、 按， 武 備 志 云、 「伊勢 穴 津、 又 云、 日 本 國 有- 

一一 一 
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三 津： 皆 商 船 所. 聚 、通. 海 之 江 也、 西 海 道 有，， 坊 津； 顏 J 州 花 旭 塔 津 龍 J 州 洞.. 津 I J 州 三 津 

惟坊津 爲，， 總 路； 客 船 牲返必 ま 花 旭 塔 津； 爲，， 中 津： 地 方 廣 閻、 人 煙湊 集、 中國海 商 無， 不. 聚。 

此 地； 有，， 松 林； 方 長 十 里 松 土 名，， 法 哥 煞 機； 乃 廂 先 也 • 有，， 一 街； 名，， 大 唐 街； 唐 人 留掖、 

相 傳今盡 爲. 倭 也、 洞 津 爲，， 末 津； 地 方 又 遠、 與，， 山 城， 相 近、 貨 物 或備或 缺、」 末津 と 云 は本國 

の 海 は 大水に 非 す、 鳥 羽よ， 9 伊 良 胡に 至て 凡 七 里、 海 の形狀 恰も 洞穴に いるか 如 

し、 故 に 云、 穴 洞の 二字 を 以て 此津の 名と する こ と、 本 朝 史籍に 所見な し、 異 域傳聞 

の 誤なる か詳 ならす。 

源平 盛衰 記に は平淸 盛が 安藝 守であった 際、 熊 野 櫂 現の 利 生 を 聞き、 伊勢 國阿濃 

津 より 舟に て 熊 野へ 參詣 した ことが 見えて 居る。 之 も 安藝よ.^ 直接に 熊 野へ 參 

詣 するならば 伊勢に 至る 必要 はない ので ある が、 伊 勢 安濃 津 附近に その 領土が あ 

つた か ら、 當 所から 舟 を 出した 事と 推察され る。 

〔源平 盛衰 記〕 抑 平家 加檨 -1 繁昌 スル 事、 ン 偏- 1 熊 野 權現ノ 御 利 生トソ 聞へ シ、 其 

故 ハ淸盛 イマ タ 安藝 守ク リシ 時、 伊勢 國阿 濃津 ヨリ 舟- 1 テ熊 野へ 參ケ, -ー、 大 

ナ\ 鱸 舟へ 躍 入ケレ r 先達 申ケ〃 ハ昔 周ノ武 王ノ舟 _1 コ ソ 白魚" 躍 入 タレ、 


, 如何 樣-ー モ是ハ 權現ノ 御 利 生ト覺 候、 マイルへ シト 申ケレ ハ、 サシモ 十戒 ヲタ 

モ ッ-プ 精進 潔齋ノ 道ナレ トモ、 自ラ 調味 シテ我 身 クヒ、 家 子郞等 共-一 モク ハセ 

ラ \  、其 故 一一 ャ 吉 事ノ ミ打 續 テ、 我 身 太 政 大臣 -1 至 リ、 子 孫 官途 モ 籠/雲-一 上^ 

ヨリ 猶速 也、 九 代/先 蹤ヲ 超給コ ソ目出 タケ レ (參考 源平 盛衰 記 七 一 頁) 

但し 長 門 本 平家物語に は 「淸 盛 その かみ 靱負 佐たり し 時、 伊 勢路 より 熊 野へ 參 

りたり ける に」 と あって 阿濃津 のこと は 見え ぬ が、 前 後から 考 へれば 矢張り 阿 

濃津 よりの 事と 推察 せられる U  . 

なほ 兵範 記に 據 つて 見れば、 保元亂 後の 沒收 地の 中に 故 前 左 馬 助平 忠貞領 (^^  f 

滩 伊勢 國 鈴 鹿 川 曲兩郡 散在 田 畠 i-y IJt- 鳴- g  . 

又 散 位 平 正弘領 IJT ル正) 伊勢 國肆 箇處 大 井田 御厨 笠 間 御 

厨 石 川 御厨 富津 御厨 

等が 見 え、 是 等 は 何れも 沒收 して 後 院の領 とされた と ある。 又 元 暦 元年 池 前大納 

言 所領 沒收 地の 中に 伊勢 國野俟 道庄の 名が 見えて 居る。 文献 上に 現 はれた 伊. 勢 

に 於け る 平氏の 所領 は 如上の 如き ものに 過-ぎぬ。 
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平氏 は先づ 伊勢に 根 據を置 き、 そ れ より 隣國 伊賀に 領土 を擴 めた るが 如 く、 か /V 

て、 追 々と 伊賀に 於け る 東大寺 所領 を蠶 食した 事が 東大寺 文書 及び 同 東南 院 文書 

に 散見して 居る。 (j^ I？ ^ i 一一 一) 右に 關 して は 谷 森饒男 氏の 研究が あるから (敏 ？ー 

飾お. VI) 參考 として その 要點を 左に 揚げる。 

堀 河 天皇 永 長 二 年 (承 德 元 年) 十 一 月備前 守た.^ し 平 正 盛 は、 私 領の田 畠 を 以て 

六 條院に 寄す。 (六 條院は 一 に六條 御堂と 稱 せらる、 承 保 二 年の 建造に 係 は り、 初 め 

白 河 天皇の 內 裏にして、 天皇 御讓位 後猶其 御所た b. 、天 皇の 最も 寵愛せられ たる 

御子 郁芳 門院 媞子亦 同じく 此六 條院に 御座せ し が、 永 長 元年 八月 七日 門院の 薨 

せらる 、や 上皇 悲歎の 餘、 翌 八日 を 以て 御 出. 家 あらせら れ、 翌 承德 元年 十月 六條 

殿 を 改めて 寺と し 給 ふ、 平 正 盛は實 にこの 院に莊 園 寄附 をな したりし 一 人に し 

て、 私 領の 所當を 上つ て 法皇の 御 心 を 得、 以 て 時人の 慣用 手段た る 立身の 一 助と 

せんとした るに 似た i 彼 の 寄進した る鞀田 村の 畠 地、 廣 さ 十四 町 八 段 百 八十 步 

あ b  、然 るに 後 永久 三年 五月 東大寺 解 を 上りて 不平 を訴 ふる 事 あ り、 そ れ によれ 

ば、 玉 瀨杣の 中心た る辆田 村の 全部 六十 餘町 は、 天平 以後 寺領 として 牢籠 なく、 杣 


ェ (當 時は旣 に事實 上田 畠の 作 人な A 四 

して 院 御庄に 寄す る こと 甚だ 然る ベ か 

漸次 院領の 住民に 荒され、 杣ェ 四十 人 は 

桿 して その 所 勘の 封 戸 代 を辨濟 せ す、 元 

る に、 情 實 あ -、 使 廳の官 人 則 元なる 者 (平 

元なる へ し) 寺 を 恐喝し て、 使 の 料 米 十二 

め る 故、 寺 に 於て 謝絶した るが 爲に、 則 元 

か に院領 よ- 9 寺領を 免除せられ 度し と 

柘植鄕 予野村 を も押妨 したる を 言 立 て 

年 九月 十二 日、 明 法 博士 三 善 信 其の 他 

判 を 下した ，9、 然 れ ども 院 御領と して の 

御 封 田の 負 田と して 御 封 米 を 寺 家に 納 

角に 威に 募り て、 所 當を寺 家に 納る、 を 

議を 申込 み、 忠 盛より は 再 三 鞘 田庄 司に 
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十 人 あり、 今後 平 正 盛 恣に其 一 部 を 横領 

ら す、 加 之 同村 幷 びに 柘植 村の 寺領 田が 

悉く 院領 に奔. y  、人民 は 威に 募り 寺に 尉 

來 社寺 領 は、 院 領 より 除かるべき 規定な 

正 盛の 立 券に 與れる 右 辨官史 生 上野 則 

石 を辩濟 すれ ば、 寺 領は 除くべし と 申込 

院 方に 阿黨せ るが 如き 形跡 あり， 旁 i 速 

云 ふに あ り、 其 後 寺に 於いて は、 忠 盛が 又 

、爭 となり、 双方より 證文を 進め、 保安 四 

の 人 之 を 勘し て、 大 體寺 家に jl? 利なる 勘 

辆. 田 御庄 は 猶引績 き、 そ の. 一 部 は 東大寺 

むる 事と なれる が 如 し、 而 して 庄 民が 鬼 

怠 る が 爲 め、 別 f 滕覺權 僧正 は忠盛 に抗 

對し下 文 を 出して、 其 對桿を 禁じた 、而 

九 七 


るの 伊 
事發勢 
情展平 
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かも 斯か る 禁制 は、 表面的に 過ぎ ざり しが 如 く、 院 領辆田 御庄の 出 作 は 其の 步を 

進 め て、 治 承 元年 十二月の 檢田數 目錄に 於いて は、 柘 植、 川-合 兩鄉に 於け る 辆田御 

庄の 出作數 五十一 二 町 二 段 二百 四十 步ぁ り、 內常荒 不作 川 成 等 を 除く も， 三十 六 町 

二 段 百 二十 歩の 作 田 を 有する に 至れ り、 さ れば 東大寺 領 辆田庄 は、 事 實上 停廢同 

檨の 姿と な，..' し が、 平 氏 失意の 後、 幾 もな くし て、 源 惟義 國務を 掌る や、 軺 田庄 六十 

餘町を 東大寺の 爲 めに 復活したり。  - 

以上の 記事に 據 つて 見れば 平氏 は 正 盛、 忠 盛以來 如何に 伊賀 方面に 領土の 擴張 

を 計りし か を 推測 せらる ベ く、 池 大 納 言 賴 盛の 沒收 地の 內 にも 伊賀の 長 田 庄、 木 造 

庄、 建 田庄の 名が 見 え、 叉 盛衰 記に 據れば 平 重 盛は釵 山の 僧侶が 暴 横の 際 伊賀 伊勢. 

兩國の 若黨共 三千 餘騎を 相 具して 宮門を 警護した 趣が 見えて 居る。 

按す るに 伊勢 平氏 も 維 衡、 正 度、 正 衡の頃 は 諸 國の守 介な どに なった 外、 格 別の 事 

蹟は 見えぬ が、 正 盛忠盛 以來は 追々 と 著 はれて 來 たので ある。 これ も 畢竟す るに 

白 河. 鳥 羽兩 上皇の 御 信任に よれる ものと 思 はれる。 正 盛 は 堀 河 天皇の 康和四 年 

に源義 親が 隱岐に 流さ れ、 出 雲で 亂暴 をな す や 白 河 上皇の 命に よつ て 之 を 討 じ、 功 


を 

の 

の 


僕 

の 


作 

の 


以て 

取締 

正 盛 

寺院 

守な 

如 き 

見え 

> 國武 

も 國 

が鎭 

査し 

ク て 

御領 


日 一馬 守に 任せられた ひ その後 も 南都 北嶺の 僧侶の 狂暴 を 取 押へ、 或は 海賊 

つた 等の 功勞を 以て 官位 も 追々 に 昇 り、 因 幡、 備 前 等の & 守に 歷 任した。 殊 

及び その子 忠 盛の 兩人は 當時白 河 鳥羽兩 上皇が 佛 法に 御 歸 依の 餘.. ^、澤 山 

等 を 建立せられ るに つ け、 其 御意 を迎へ て 造 寺に 盡カ せる 功 を 以て 諸方の 

どに 任せら れ、 爲 に 自家の 經濟も 犬に 富裕 を來 した 樣 である。 而 して 忠盛 

は その 富 を 以て 巧みに 後宮 方の 意中 を迎 へ、 愈 ぷ院の 御 信任 を 厚う した 檬 

る。 當 時の 曰 記なる 「宇 槐記抄 1 にも 忠 盛の 事 を 記 し 「經- 數 國 吏 (富 累-巨 萬 一 奴 1 

威 軼. 人、 然 爲. 人 恭 儉 、未き 有，， 奢 侈 之 行 r- と 書 いて ある。 卽ち互 萬の 富を累 ね、 奴 

に满ち 武威 も 盛んであった の に、 な ほ 恭儉で 奢侈の 風が なか つたと は、 餘 程 

あった 樣に思 はれる。 しかの みなら t 長 秋 記！ f 脉に餅 に 據れば 當時唐 

に來 着した 際に は 其 頃の 習 はしと して 先づ 一 般に 太宰府の 役人が 之 を 

之と 交易の 品物 を 出す 事に なって 居た ので ある が、 忠 盛 は 勝手に 下 文 を 

を 院宣と 號 し、 宋 船の 着いた 港 は 肥 前の 祌崎庄 の 中に あって、 その 庄が院 

ある 所 か ら、 太 宰府で 調べ る必耍 はない との 下知 を 下 し、 自 ら 直接に 之 を 
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支配して 居た とい ふ 事で ある が、 如 何にも ケパ くしい や.^ 方 で. 彼 は 之に よって 

大 に外國 貿易の 利益 を 占め 得た ことと 思 はれる。 是 等から 推考しても 忠 盛は餘 

程の 手腕家であった 事が 察 しられる。 

. 〔長 秋 記〕 長 承 二 年の 條  ， 

八月 十三 日、 乙 未 陰 不. 定 也、 早 朝 帥中納 言 送 J 曰 云、 大 切 可，， 示 合-事 出 來、 可， -來 向； 輦 車 可 

, 下 也 者、 仍 午 時 許 行 向 云、 鎮 西 唐人 船來 着、 府 官 等 任. 例 存 問、 隨 出-和 市 物- 畢、 其 後 備 前 

守忠盛 朝臣 自 成，， 下 文， 號 --院 宣； 宋 人 周 新 船 爲-神 崎 御庄 領， 不. 可 Ji- 問 官-之 由 所-下知-也、 

此事極 無，， 面 目； 欲， 訟， -申 院- 也、 其 上 書 案 可-書 給； 不％镞 jr 唯 和名 書 テ 可， 作 也 者、 仍 書- 

々 案； 

抑 宋人來 着 時、 府 官 存 問、 早 經，， 上 奏； 安 者 廻 却、 所. 從& 旨， 也、 而 可. 爲， 庄 領， 由 被， -仰 下- 條、 言 

語 道斷 也、 日本 弊 亡 不，足％ /外 朝 恥 辱、 更 無， 顾=是 非-他、 近 臣 如- 援 犬-所. 爲 也、 

忠 盛の 子淸 盛に 至って は 益.. 院 の 御 信任に より 權勢を 得た こと は 世間 周知の 事 

柄で ある。 星 野 博士 も 嘗て 守護 地頭 考の 中に その 事 を陳べ て 「平 淸 盛政權 ヲ握ル 

-1 至リ、 播磨ノ 印南 野、 肥前ノ 梓 島 郡等ヲ 賜- プ 大功 田ト爲 シ、 (I 舰) 其 子 重 盛 一一 越 前 


平家の 沒 

官領 


/也 ヲ賜フ 、淸盛 勢 一一 乘シテ 藤氏 ノ所爲 ヲ學ヒ 、多ク tli 園 ヲ置キ 、源氏 ノ私領 メ勿儲 

, £ -,、  氏ノ私 «w チ 沒收ス か ハ、 吾妻 鏡 及 高 雄 

公卿 ノ家 領ヲモ 、朝敵/ 廉ヲ以 テ沒收 一一 處シ 幻 等.； r  S  H タリ 、公卿" 藤 原 信 賴藤原 

成 1 等 之 ヲ院廳 一 1 歸シ テ院ノ 御領 若ク ハ女 院官人 ノ領ト 爲シ、 已レ其 預人ト 爲リ 

子弟 族 黨ヲ額 主及ヒ 地頭-一 補 セソ、 是 ヲ以テ 知行 ノ國" 三十 餘州ニ 跨リ、 庄園 ノ數 

、 t 一， 1  斤 - き レ池. K 鈉 言 賴 盛 ノ 受 領 吾 鏡 ；ー， ュ i ほ.  一一 一 t-!" 筒- と ある は 耍を得 

力 五 百； &所ニ 至〃 ^  ^  ？擧 族庄圜 五. 百餘所 ノ虡數 1 一 非ルチ 知ん 」 

たる 者と 思 はれる。 而 して 今 吾妻 鏡に 記された る賴 盛の 所領 を撿 する に、. 

〔吾 妻 鏡〕 元曆 元年 四月 六日の 條 


池大納 言 沙 汰 

走井庄 河內 

矢 野 領伊與 

由良庄 淡路， 

建田庄 伊賀 

小島 庄 阿波 

球獰臼 間野庄 肥 後 
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主. m 庄備前 

石 田 庄播磨 

長田庄 伊賀 

弓 削 庄美作 

香椎庄 筑前 

」 二 原 庄筑後 


野 俟道庄 伊勢 

大岡庄 鼓-河 

木造 庄 伊賀 

山 口 庄低馬 

安 富 領 筑 前 
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右 庄園 拾七箇 所、 載，， 沒 官 注 文， 自，， 於 院； 所，， 給 預， 也、 然 而 如 J 兀 爲 御 家 沙 汰； 爲. 有-知 行： 勒 

壽永 三年 四月 五日 

池大納 言 家 沙汰  • 

布施 庄播磨  兵 庫三 窗所 攝津 石 作 庄播磨 

六 人 部 庄丹波  熊 坂 庄加賀  宗像 社筑前 

三箇 庄加贺  眞淸田 庄尾張  服 織 庄駭河 < 

國富庄 日向  ， 

已上 八條院 御領 

麻布 大和 田 領河內 諷訪社 Mf、li_;s 伊 

已上 女房 御領 

右 庄園 拾陸个 所、 注文 如お、 任-本 所 之 沙 汰； 彼 家 如 J 兀 爲 知 行； 勒 如 J:、 . 

壽永 三年 四月 六日 

上記の 如くに し て、 そ の 中に 駿 河、 信 濃、 加 賀 等の 如き 東國 もないで はない が、 多 く 


は 皆西國 

沒官領 二 

に、 攝、 ま國 

不良 領、 近 

前 國足羽 

の 文が あ 

年 十二月 

山路 愛山 

日本に 多 

る。 ，，： 


であるので 

十四 鐘 所の 

福 原 庄、 武 庫 

江國 今西庄 

御 厨、 肥 後 國 

る、 尾 張、 美 濃 

一日の 條に 

氏 も 平氏 全 

くして 東北 


あ る 

文が 

御厨 _ 

、粟津 

八 代 

等 も 

は 平 

盛 の 

の 日 


U なほ 吾 

あ り， 叉 一 

ふ 松 庄、 尾 

庄， 播磨山 

庄、 備 前 國 

雜 つて 居 

家 沒 官 領 

際 その 一 


妻 鏡に よれば 此 外に 

條能 保の 亡 室 (賴 朝 の 

張 國 高 畠 庄、 器 所 松 枝 

田庄、 下端 庄、 大和 岡 田 

信 敷 庄、 吉 備 津 宫、 淡 路 

るが 槪 して 西南 諸國 

若 狹國玉 置 領を三 井 

門 子弟の 守 介たり し 

りし 事 を陳べ て 居る 


廷尉 (1 義) に 

妹) の遣領 (平 

領、 美 濃國小 

井 兵 庫 庄、 丹 

國志 筑庄、 已 

である。 ま 

寺に 寄進の 

國々 を 調査 

。 その 表 は 


分 宛た る 平家 

家沒 官領) の 中 

泉 御厨 惟 庄、 津 

波國篠 村領、 越 

上 廿个所 云云 

た 同書 元曆元 

事 見 え、 な ほ 又 

し、 そ の 西南の 

次の 如くで あ 


薩摩 

平 忠度國 守と なれ リ、 

巴 仏 

平 涛 盛、 平 貞能國 守と なれ リ、 
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筑後 

平 家 貞、 平 良能 國守 となれ リ、 

ん巩 す 

平 淸盛太 宰大贰 となれ リ、 

El 馬 

平 經正國 守と なれり、 

丹 波 
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假 りに 尾 張、 美 濃、 越 前 以西 を 西南の 日本と し、 三 河 • 信 濃、 越 中 以東 を 以て 束 北の 日 

本と する 時 は 平氏の 守 介たり しもの.' 西南の 日本に あつたの は 二十 一 國、 東 北 の 


人 L 代涛 
物た；^ 盛 
る 超 は 
大越時 


日本に て は馑に 六國を 見る のみで ある。 此表も 凡て を盡 した 譯 ではな ， 、、且 つ 當 

時の 受領に は 有名 無實の もの も ある 事で あるから、 一 槪 に輕斷 し 難 い が、 併 し 平 氏： 

の 西國に 多く 勢 を 有 し、 東 國には 疎遠であった 事 を 察すべき である。 

(三) 淸 盛の 榮達 及び 其 事業 

一、 淸 盛の 略歷 及び 其 人物評 論  ， 

淸 盛の 人と 成りに つ いて は從來 酷評 を 加 へ る を 常と した。 其 子 重 盛の 謹直な 

るに 引替へ、 淸盛は 剛愎 暴 屍だった との 批評が あった。 され ど 熟ぷ考 へて 見れば. 

政爭 なる もの は 得て 人 をして 熱狂 的なら しめ 易い もの で、 現 時の 立憲 治下に 於て 

も 代議士 選 擧の折 や 緊急 問題の 生じた 際に 於け る議會 の紛爭 など を觀 たなら ば" 

思 ひ 半に 過ぎる ものが あるで あらう。 政爭に 熱狂した 彼 を 以て 一 槪に惡 人の 如 

く 論評し 去る は當を 得た 事と は 思 はれぬ。 彼が 當 時に 於け る 因襲 を 打破して 一. 

大事 業 を 創設した 手腕に 徵 すれば、 なみ 大抵の 者で は 無く、 時代に 超越した 大人物. 

である 事が 想像され やう。 或 史家が 彼 を 批評して いふに は 「彼 は 不幸に して 其傳 

記 を 鎌 倉 世 盛. 9 の 時に 書かれた から 1^3 難 SPSS 衰 その 人物 を實 際よ-' も 
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小さく 且つ 醜く 畫 かれた。 彼 はたし か 

彼 は 信 西 (M  ® の 如き 精細 深刻なる 法 家 

極めて 寬大 なる 態度 を 取つ た、 彼 は 其 當 

を 狙 ひたる 義 平の 外 は 皆 之 を 活かしめ 

せざる 者 は 許して 其 所領 を 安堵せ しめ 

四 歳に 至る まで 通計 二十 一 年 間、 彼 は 何 

の 晚年は 直情 徑 行の 驕兒 であ つ たが、 さ 

陰謀の 發案 者ではなかった。 彼の 人物 

業 は 創案者の 性格 を 表 はすと いはれ る 

彼の 經岛の 築港 を 見 よ、 何 ん と 其 规模が 

池と な し、 四 國， 九 州 を 以て 其假 山と なす 

に 築港 し、 音 1!^ の 瀨月を 開鑿した ばかり 

權上 重要なる 地點 である こと を 看破 し- 

が  歌枕と  しての  み  知. たる  日本  全国の 


1 〇 八 

に 改革の 時代が 生んだ 改革の 兒 である。 

的 手段 は 取らな か つ た、 そ の 敵に 對 しても 

の 敵たり し義 朝の 諸子 をす ら. 自 分の 生命 

た、 彼は義 朝に 與 みした 者で も 自分に 抵抗 

た， 賴 朝の 伊豆 に あ る や、 其 十四 歲ょ. 9 三十 

等の 猜疑 をも賴 朝の 身に 加へ なかつ た、 彼 

れど彼 は 常に 陰謀に 對 する 防饌者 で、 自 ら 

は 陰謀の 作者た るより は大 であった。 事 

が、 誠 に 彼の 開鑿した る音戶 の 瀨戶を 見よ 

雄大で はない か、 彼 は 瀨戶內 海を自 已の圚 

程の 大きな 氣象を 有した。 彼 は 獨り福 原 

で な く、 馬 關が 九州 沿海 及び 瀨月內 海の 海 

• 長 門 を 以て 平氏の 管國 とし た、 當 時の 公卿 

地形 を以 て、 自 己の 政治的 野心に 利用した 
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後忠 盛に 賜 はった ので あると いふ。 之が 實說に 近いので あらう。 淸 盛の 生母 は 

保安 元年に 卒し 淸盛は 僅に 三 歲で毋 に 別れた か ら、 紙 園 女御 は 其 幼に して 恃 みな 

きを 憐 み、 取 つて 之 を 養な つたので ある。 されば 淸 盛が 早くより 立身出世 したの 

も賦園 女御の 養育が 多少 關 係して 居る こと \ 思 はれる。 か-、 て 淸盛は 幼時より 

叙爵し、 大治 元年 正月 六日 には從 五位 下に 叙し (十二 歲)、 同月 廿 四日 に は 左兵衞 佐に 

任せられた。 この 事は當 時異數 とされて 人の 耳目 を 驚かした ものである。 (S 右一 

同年 三月 十六 日に は 淸盛は 石淸水 臨時 祭の 舞 人と して 遣 はさ れ、 隨 從 しに 雜 色の 

裝 束が 美麗で 過 差 を 極 め、 又 內 大臣 源 有 仁 (三 宮輔仁 親王の 御子で 白 河 法皇の 御 養 

子) の 府生隨 身 を 以て 鵷 とされた こと は 人の 耳目 を 驚かし た、 且 つ 法皇 も三條 

殿に 於て 其出發 の行粧 を御覽 せられた とい ふ 事で ある、 (I 右) して 見れば 淸 盛が 

法皇の 御 落胤で あると い ふ 說は强 ち 打消し 難い 樣 である。 

按 する に淸 盛の 生母に つ いて は 星野恒 博士の 研究が 史學雜 誌 第 四 編 第 四十 

七 號に载 つて 居 る、 之 は 近 江胡宮 神社 文書 を 引き 中 右 記 を傍證 とした もので あ 

. る、 胡 宮 神社 文書 は四條 天皇 文 曆ニ年 七月の もので、 其 本文 は 左の 如くで ある。 


佛舍利 相承 

^U3^^-^  自-ー 育 王 山， 一千 粒被レ 渡い 之， _ 

纩 白 院  a,, 臈塔 山， 一千 粒被ビ 渡に 之- 

 以， 1 此御舍 利； 御 最後 時， 被い 奉.. -女 御殿-了 * 

姉，  ■ . 

(low 園 女^ II 一女 御殿 以，， 淸盛， 爲，， 猶子 i 被 此御舍 利-一 H 气 

妹  一 太 政 大臣 平淸盛 |> (以下 略ス) 

, —女 房  _ 

被レ 召， 1 于院； 懐她之 後、 刑 部 卿 忠盛賜 K 之、 

爲 -1 忠盛之 子息， 云- 淸盛； 仍 不レ號 vL 呂矣、  . 

これによ る と、 紙 園 女御 は 姉妹と も 法皇に 寵幸 せら れ、 妹 の 方の 事が 混じて 以 

て 平家物語 にある 樣な說 となった ものと 思 はれる。 

平家物語 や 盛衰 記に よれ ば、 淸 盛 は 長す ろに 及び 利發で 容貌 も 美麗であった が、 忠 盛 

は 其 後藤 原宗 兼の 女 1^ 娶っ 是 LL も 子女が あ つたの で、 淸 盛 は 出で" 宗 兼の 甥 藤 原 (中 

御 門) 家 成の 家 LL 居った。 彼 は 十四 五 歳まで は 叙爵 もせられ す、 し かも 繼 母-し 遇うた の 

で、 藤 中 納 言 家 成が 播磨 守であった 際、 受 領 (家 成) の ために 鞭 か 執 リ、 朝 夕に 秭 色の 直 垂に 

繩緖の 足駄.^ 穿いて かよった。 そこで 京 童 部 は 高 平 太と いって 彼 1^ 嘲笑した。 する 

と 彼は耻 かしく 思 ひ 扇で 額 1^ 隱 し. 骨 の 中から 鼻 VJ- 出 し， 閑 道 1^ 通リ 行く の で. 京 童 部 は 

又 先，^ 廻って 鼻 平 太 鼻 平 太と 笑った。 tliljgl ゆ 盛 其 後父忠 盛が 海賊.^ 搦 取った 
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勳 功に i リ 、彼 は 保 延の顷 十八 九 歳で 四 位 右兵衞 住！ i 任 ビられ たと ある が、 是 等 は 誇 ir< 

の 記事で 强ち 信じ 難いので ある。 され ども 淸 盛が 一 時 家 成の 家に 出入した と いふ は 

事實 かと 思 はれる。 家 成の 子 成 親が 淸盛 一 家と 烟親ぁ 結んで 居る ので； 想像され ろ。 

彼 は 大治五 年に は 中宮 少進を 兼 ね、 同 六 年 五月に は從 五位 上に 叙 せら れ、 長 承 四 

年 正月 正 五位 下に 進み、 同年 八月 父忠 盛が 海賊 を 捕へ た 賞と して 從四 位下に 叙せ 

られ た。 時に 年 は 十八 歲 であり、 兵 衞佐は 故の 如しと ある。 保 延ニ年 四月に は 父 

忠 盛の 讓 りに よって 中 務大輔 とな り、 三 年 正月 肥 後 守 を 兼ねた。 こ は 熊 野本宮 造 

進の 賞に よる。 保 延六年 十一月に は 中宮 三條殿 行啓の 賞と して 從四位 上に 叙せ 

られ、 久安 元年 十一月 石淸水 行幸 臨時 祭に は 舞 人と して 參 仕した。 久 安二 年 二月 

に は朝覲 行幸の 賞と し て、 院 御給 を 以て 正 四& 下に 叙せられ (二十 九 歲)、 尋 い で 安 藝 

守に 任 じ. 保 元 元 年 (三十 九歲) 藤 原賴長 等の 亂を討 じた 功 を 以て 播磨 守に 任 じ (三 十 

九歲) 、程 なく 太 宰大贰 に 叙 せら れ、 平 治 元年に は 又 藤 原信賴 等の 亂を討 ち、 功 を 以て 

從 三位に 叙せられ (四十 二 歲)、 尋 いで 參議に 任 じ， 是 より 次第に 昇進 し、 仁 安元 年 正 二 

位に 叙 し、 內 大臣に 任じ、 翌年 從 一 位 太 政 大臣に 陞り隨 身 兵仗 を 賜 ひ、 輦車 にて 宮中 


に 出入す る を 許さ れ、 人 臣の榮 を 極めた の 

同 三年 疾 にか 、 る ゃ剃髮 して 御名 を淸蓮 

と 稱 せられた。  , 

二、 宮廷 並に 攝關 家に 對 

平家 は忠 盛の 時分から 宫廷內 に 勢力の 

上 に、 淸 盛 自身 も 亦 白 河 法皇の 御 落胤 だと 

しむべき は 當然の 事柄で ある。 彼 思 へら 

とするなら ば、 ど うしても 宮廷 及び 權門勢 

して 是が 手段と して は 婚姻 政策に よるよ 

策の 事た る、 決 して 淸盛 によつ て 創始され 

例 を ひら き、 皆 其 女 を 宮中に 入れて、 朝廷の 

つて 來 つたこと は 世間 周知の 事柄で ある 

たので、 保 元の 亂が濟 む や， 先 づ 其 女 を 時の 

せた ので ある。 而 して 其 一方に 於て また 
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達の 速で あるの を 見て、 之に も 其 女 盛 子 (は橫 §) を 嫁がせた。 され ど 遺慽な 事に は 

甚實は 仁 安元 年 七月 廿 六日に 二十 四 歳に て 夭折した。 

1 體淸 盛の 妻 は 時 子と いって 平時 信の 女で ある。 時 信 は 同じ 平氏ながら 髙楝 

著 はれなかった が、 時 信の 子女 は 何れも 榮 貴に 至った。 


王. の 後裔 で、 祖 先は餘 

尊卑 分 脈 (平 氏 系 圖) 

時 忠 

時 01 


-I 親 

-女 

丁 女 
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一 —女 

此系 圆 にも 見 え て 

と 號 し、 憲 仁 親 王 (後 の 

旋盡 力が 大に與 つて 


中宮 大夫、 検非違使 別當、 左 大辨、 
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る 通 り、 時. 子 の 妹 滋子は 後白河 上皇の 女御と な り、 建 春 門院 

高 倉 天 皇) の 御 生母で ある が、 其 入內 につ いて は淸盛 夫妻の 斡 

力 ある 事と 思 はれ る。 當 時 親王 は 未だ 御 幼少 で あつたので、 


藤 原 邦 綱 
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甚實 の 東 三條の 

母 „-」 な り、 准 三 后 

盛 子 は 世に 白 川 

ぜ赚 g 女) 之 も 室 


松 殿 

號 す 


さて 攝政 基實 

が 關白氏 

職と して 朱器臺 

殿 は 固よ，. 9 の こ 

が、 こ の 際、 參議藤 

ていふ やう、 「自 分 

が ある、 凡そ 攝政 

院 殿下 (忠實 ) の 時 

攝政 (基 實) に 傳 へ 

だ 幼少で あるか 


第に 移し 

の 宣下が 

殿と 稱せ 

家の 許に 

が 夭折の 

長者に 補 

盤 官印 を 

と、 淸 盛 に 

原 邦 綱 は 

は 法 性 寺 

家の 所領 

力ら そ を 

たので あ 

ら、 松 殿 (基 


ら せ、 基 實 

つ た。 是 

れた 0 な 

かれた。 

果、 攝 關 は 

られ た。 

め、 代 々 の 

て も Is に 

てより 淸 

下 (忠 通) に 

寺院 庄園 

く 總領す 

然 る に 


房) が 庶流 で あ 
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の 室 家 (盛 子) が 近親の 故 を 以て 之 を 保育 し、 准 

等 も 上皇の 思 召に 出で たものと 思 はれる C 

ほ 叉甚實 には甚 通と い ふ 子が あつたが、 

(のち 基 通に も淸 盛の 女が 嫁いだ。) 

どうな つた かとい ふ に、 其 弟 左大臣 藤 原 基 房 

こで 彼 は 藤 原 氏の 家法に より 一 門の 總頭 

書 庄園 を 悉く 相傳 すべ きであった が、 白 川 

て 忍び 難 く、 如 何にも 惜く 感じた ので ある 

の 信任 を 得て 居た 者で あるが、 一 案 を 進め 

候し、 殿下から 攝政 家の 故實を 聞いた こと 

ど、 も と 何れも 一 族に 分領 された の を、 知 足 

事と な り、 以 て 法 性 寺 殿に 傳へ、 更に また 故 

攝政は 不幸に して 早世され、 郞 君 (墓 通) は 未 

りなが ら、 嫡 流に 代った ので ある。 こ は 如何 
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にも 殘 念な 事で あ る。 郞 君 は 北 政 所 (盛 子) の 所 生で はない が、 養 育の 恩は實 母に 等し 

い か ら、 閣 下の 外孫と いっても 差 支ない。 私も不 省ながら 謹んで 北 政所 を 保護し 

て 郞君を 推戴し ましょう か ら、 家 領は其 全部 を 松 殿に 附け るに は 及びますまい」 と 

語った。 そこで 淸盛は 犬に 喜び、 基 房に は 典 福 寺、 法 成 寺、 平 等院 等の 寺領莊 園を傳 

へ、 大方の 家 領、 乃 ち鎮 西の 島 津庄を 始めと し. 鴨 居 殿の 累代の 記錄寶 物、 東 三 條の第 

に 至る まで、 悉く 之 を 白 川 殿へ つ け、 邦 綱 を 以て 白 川 殿の 後見と な し、 淸 盛 自身 も 之 

によって 犬に 其 政治 上の 資源 を 得た 譯 である。 かくて 平家 乃至 は近衞 家と 松 殿 

家との 間に 乳鑠を 生やる に 至った。  . 

按 する に當 時の 消息 を 窺 ふべ きもの は 愚管抄 であるか ら、 そ の 一 節 を 左に 揭げ 

て參 照と す る。 

〔愚 管抄〕 永 萬 元年 八月 十七 日に 淸盛 は大納 言 にな.^ にけ り、 中 殿 (g) 聱 にて 世 を 

ばいかに も 行 ひけんと 思 ひける 程 に、 や がて 仁 安元 年 十一 月 十三 日に 內 大臣 

に 任じて 同 二 年 二月 十一 日に 太 政 太 臣には のぼりに け り、 さ る 程に 其 年の 七 

月廿 六日 俄に この 攝政 (基 實) のうせられ にければ a 5 S ？ は？、 |！ 一は S ？) 


淸 盛の 君、 

殿 (忠 通) の 

あ り き、 こ 

必 しもみ 

し を、 知 足 

皆す ベ て 

實) の 若 君 < 

僻事に て 

ませつ.. V 

右な き 事 

云 所 はか 

代々 の 日 

て、 こ の 近 

建 春 門院 


こ はいかに 

近 比 左右な 

の 邦 綱が 淸 

な 一 の 人に 

院殿 (忠實 ) の 

おはし まし 

墓 通) も こ の 

候 はじ 物 を 

かぎりある 

にて 攝 政に 

り を 攝籙に 

記寶 物、 東 三 


と い 

き 者 

盛 公 


ゥ 


時 

へ- 


と 云け 

こと 

はなさ 

よつ プ 

條の 御所に い 

衞 殿の 若 君 (基 通) な る やし 

は 其 時小辨 殿と て 候け る- 


ば  か り 一 

て、 伊 豫ー 

午 こ 二 

き 事に 

末 に こ； 

の 北 政 一 

てこ そ. 

る を、 あ 一 

も は カー 

れ て、 奥 一 

て 奉り 


なきな げきに て 

播 1H 寸中宫 亮 な 


て 云 

候 は 

一 に 

殿 (盛 

は ね 

に 目 

を つ 

寺、 法 

，大方 

る ま 

ひ て _ 

Jls が 


ける やう 

ぬ な り、 か 

なりて 候 

子) か く て 

どもお は 

を さまし 

け て， 左大 

性 寺、 平 等 

の 家領鎮 

て 總領し 

世の 政事 

むすめ 淸 


ある 程 

とまて 

は， -こ の 

し を、 法 

おはし 

し 候 へ 

て聞悅 

臣 にて 

院、 勸學 

西の し 

て、 邦 綱 

は皆院 

盛が 妻 


一、 邦 綱 と 


な し 

殿下 

に わ 

性 寺 

ば、 し 

て、 そ 

松 殿 

院、 叉 

ま つ 


て 召 

の 御 

力 れ 

，叉 故 

ろ し 

の ま 

お は 

鹿 

以下 


北 政所の 

の 御沙汰 

の 弟 也け 


て 法 性 寺 

つか ふ 者 

跡の 事 は 

てこ そ 膜 

か ，9 こそ 

攝政殿 (基 

めさん に 

くに 云 あ 

す れ は、 左 

方 上な ど 

_ 鴨居 殿の 

御 後見に 

になして 

れ は、 こ れ 
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と 一 にと b なして 後白河 院の 皇子 小辨 殿う みま るら せ て、 も ちたり ける を、 や 

がて 東三條 にわたし まるら せ て、 仁 安二 年 十月 十日 (g  ,1 元年) 東宮に たてまつ 

らせ てけ り 0 

こ、 に 又 基實が 薨去の 翌年 £ 安二 年) 四月 廿ヒ 日、 大 納 言 藤 原 師長 (g  が 遽 に 

其 夫人 を棄て 、宅 を 出 て、 往 く 方 をく らました。 或、 にい ふ、 之 は淸 盛が 其 女 を 以て 

太后 藤 原 多 子の 養女と なして 師長に 嫁がせん と し、 竊 に 師長 を 劫 し、 擁 し 去って 平 

經 盛の 宅に 置いた ので ある と、 又 一 說 には淸 盛が 彼の 基 實の室 家の 寡居して 居る 

のを憐 み、 之 を 師長に 嫁がせ やうと したので あると、 (I) 何れにしても 當時淸 盛 は 

なほ 其 女 を權門 勢家の 然るべき 者に 嫁がせよ うとして 居た から、 かくる 風 說が起 

つた ものと 思 はれる 0 

淸盛又 造 寺 造佛の 事から 宮廷 内の 御 信任 を 得た ので あるが 、こ、 に は 平 治 元年 

三月 廿 二日に は 鳥 羽 法皇 御 追福の 爲に とて 白 河の 千體 阿彌陀 堂で 供養が 行 はれ、 

長寬ニ 年に は 後白河 上皇の 御 願で 洛 東に 蓮華 王院が 建設され、 その 十二月 十七 日 

に は 同院で 供養 を 行 ひ、 上 皇も 親臨せられ 給うた。 以上 は 何れも 淸 盛の 經營 にか 


力 

重 盛 

間 堂 

の 仰 

安置 

れ る- 

あ ら 

る- 


で 

箐 

ま 


る もので 上皇より は. 

盛 も佛寺 造營の 功に 

とい ひ、 一 千 一 體の 

せに よ hs  、長 承 元年 

された と あつ て、 そ 

リ されば この 兩者 

う。 淸 盛は是 等の 

て 後白河 上皇の 皇 

る が、 淸 盛 は 建 春 門 

年 二月に 受禪、 三 月 

算 僅に 五 歲、 春 宫 は 

專らに し、 平 重 盛 そ 

リ 二 年 五月 淸盛は 


右の 蓮 

よって 

觀 音 の， 

に 得 長 

の 地域 

は 如何 

功に よ 

子憲仁 

院 (平滋 

に 位に 

八歲で 

の弟宗 


華. 王 

正 三 


力 


も殆 

に も 

つ て 

見 E 

一 1#  3 

子). と 

P  3 

$ 力 

あ つ 

盛 の 


院 の 

位 に 

安置 

を 造 

ど 同 

ま き 

一 層 

0 

人 


上表し 

國 印南 野、 肥 前 國杵島 郡、 
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て 太政大 


工事の 費用に とて 淸盛 

叙せられ た。 この 蓮華 

して ある。 曩に淸 盛の 

り、 之 も 三 十三 間の 御堂 

一 の 處で法 住 寺 殿の 一 

ら はしい ので ある が、 實 

上皇の 御 寵遇を 蒙つ た 

安元 年 十月に 六條 天皇 

の ゆ ゑ を 以て 春 宮大夫 

れ、 之 を 高 倉 天皇と 申し 

是 より 御 生母の 建 春 門 

など も 其 猶子と な り、 益 

臣 並に 兵仗 を辭 退した、 


肥 後 國八代 郡 南 鄕土比 鄕等を 賜 ひ 


王 院を世 に 三十 三 

父 忠盛も 鳥 羽 法 皇 

で， 一 千 體の觀 音が 

部であった とい は 

別々 であった で 

である。 

春宮 となった の 

任せら れ、 親 王 は 

. 此 時六條 天皇 

は 愈 i 上皇の 內 

勢力 を 得た の で 

ると 八 CP 十日に 

大功 田と して 子 

1 1 九 


事との 雜 
件乘 平原 

會资基 

ひ盛& 
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孫に 偉へ しむる の 官符を 下された。 (I M) 以て 如何に 朝廷の 御寵 遇が 厚かった か 

を 思 ひ やられよう。 所で 嘉應ニ 年 七月に 一事 件が 起った。 そ は 攝政藤 原 基 房が 

其 月の 七日 法 勝 寺の 法 華 A 講會 に參 じての 歸 途、 平 資 雜 5 1； 拉 SJ、 と 乘 會 ひ を な 

した 事柄で ある。 この 時 資盛は 笛の 稽古に 行った 歸るさ で、 し かも 日暮で 女の 卑 

(網 代 車) に乘 つて 居た ので 攝 政の 從者は 何者と も 知らないで 之 を 詰 り、 車 を 打破つ 

て 恥辱 を 加へ た。 資盛 は逃歸 つて 之 を 父 重 盛に 告げた。 一方 攝政 家で は 後に 資 

盛であった 事 を 知 り、 使 を 遣 はして 謝罪 し. 且 つ 暴行 者 を 捕へ て 重 盛の 許へ 送 h-, 法 

に 任せて 處分 されん こと を 申出 た、 然 るに 重 盛 は 平生の 溫 厚な. 9 しに は 似 す、 此 時 

は 之 を 憤慨した ものと 見 え、 後 ち 攝政甚 房に 對 して 復讎 的の 行動 を 取った ので あ 

る。 尤も 此事は 平家物語 や 源平 盛衰 記に は淸 盛の 意に 出で た樣に 書いて あるが 

實は その 頃 淸盛は 福 原へ 行って 居 て、 之 に は關與 しなかった 樣 である。 思 ふに 基 

賞の 遺領處 分の 事が あって 以 來、 平 家 は攝關 家から 少か ら； す 怨恨 を 受けて 居た 棲 

であった が、 此 事變 があって から は 二 層 彼 族との 怨み を 深から しめ 樣 である。 

右の 乘會 事件の 顚末は 玉 海、 愚 管抄 等に 見えて 居て 左の 如くで ある。 


s 海〕 嘉應ニ 年 七月 三 曰、 今 H 法 滕寺御 八 簿 初 也、 有， 御 幸； 攝 政 被 Ja- 法 滕 寺-之 間、 於 S- 

途中， 越 前 守資盛 鍵 M 卿， 乘，， 女 車， 相 逢、 而攝政 舍人居 飼 等 打 = 破 彼 車； 事 及- 耻辱， 云 云、 

攝 政 歸 之 後、 以，， 右 少辨兼 光， 爲&、 相，， 具 舍人居 飼 等； 遣，， 重 盛 卿 之 許； 任. 法 可 k,, 勘 當- 

. 云 々、亞 相 (重 盛) 返 上 云 々、〇 五 曰. 乘 逢 事、 大 納 言 (重 盛) 殊 欝 云々、 仍攝 政、 上藷隨 身、 幷 

前 驅七人 勘 當、 但 隨 身 被 厩 政 所 等， 云 々、叉 舍人居 飼 給，， 檢 非 違 使-云 云、 〇 十 六 日、 

或 人 云、 昨 JH 攝政 被. 欲 fe,, 法 成 寺； 而 ニ條 京極邊 武士 群 集ま， 殿 下 御 出， 云 々、是 可， 搦， - 

前 驅 等-之 支度 云 々、仍 自， 殿 遣 X 被 i 之 處、 己 有-其 實ぉ 御 出 被 i  了 云々， 末代 之 濫 

吹、 言 語 不， 及， 悲 哉、 生-, 亂 世； 見， 聞 如. 此 之 事； 宿 業 可. 懺 々 々、是 則 乘逢之 意趣 云々、 

十月 廿ー nn  、此曰 依， 可， 有，， 御 元 服 議 定； 申 刻 着-束 參， 大 內； (，1) 或 人 云、 攝 政 參 給 之 

間、 於，， 途 中， 有， 事 阪給了 云 々、佘 驚 遣 X 令. 見 之 處、 事 己 實、 攝 政 參 給 之 間、 於 矢 炊 御門 

堀 河 邊； 武 勇者 數多出 來、 前 驅 等 悉 引 = 落 き 馬 了 云 々、神 心 不. 覺、 是 非 不. 辨、 此 間 • 其 說 

甚 多、 攝 政 殿 不 fej! 、今 曰 議定 延引 之 由 光雅 來示、 (I) 余 返 出 之 次 ま- 攝 政 御 許； I  P 

資長卿 外 無 入、、 お，， 兼 光， 申 入、 不. 被 ，逢. 則 佘 歸 A 家、 凡 今 曰 事 不. 能-左 右； 不. 如，， 道 路 以 i 、只 

. 恨 生，， 五 濁 之 世； 悲 哉 悲 哉、 
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〔愚 管抄 J 此 小松內 府 (重 盛) は いみ じく 心うる はしくて ぐ PU) 

りけ るに か、 父 入道が 敎には あらで 不可思議の 事 を 一 つ 

資盛 とて 在し を は (I) 若 か， 9 しとき 松 殿の 攝籙臣 に 

た る ありき をして あしく 行 あ ひて うたれ て、 車 の 簾き 

し を、 ふかくね たく 思て 關白嘉 應ニ年 十月 廿 1 日 高 倉 

する 道に て、 武 士等を 設て前 驅の髻 を 切て し 也、 是 に よ 

さる 不 思 儀 ありし かど 世に 沙汰 もな し 云々。 

承 安元 年 十二月に は淸 盛の 女德子 sss^?:^^s 法 

て入內 し. つ いで 翌年 二月に 中宮と なるや 中宮 職 諸 司に は 

る 者た ちが 多く 補せられ た。 從 來中宫 は， 大抵 藤 原 氏から 

る 變例を 見る に 至った の は 藤 原 氏の 遺憾に 感じた 所で あ 

二月に 中宮が 皇子 を 降誕 さる、 や、 淸 盛 は 驚 齊 )、 その 十二 

が、 坊 官に はまた 平宗 盛、 重 衡、 維 盛な ど槪ね 平氏の 徒が 之に 

同 三年 六月の 頃當 時の 關白藤 原 基 房が 淸 盛の 女 白 川 殿 


聞 え し に、 

したりし 

御 出 あり 

れ などし 

御 元服の 

て 御 元服 


レ 力に 

け る 

た る 

定 め 

定 の 


導 


び 


の 女御 


高 倉 天皇 

氏 一 門 若 

たもので 

う 0 さて 

に 立坊の 

てられた。 

娶 ると いふ 風 


緣 


あ る 

治 承 

事 力 


力 


し た 

に て 

、忍び 

の 有 

參內 

に き、 

と- し 

故 あ 

-か k 

年 十 

つ た 


あ 


聞 が 頻. 


首し 師基 

と ズ家房 
な 中 超の 
る 納越子 


に 起った。 こ は實は 後白河 法皇の 御計畫 で、 彼 の 甚實の 遺領處 分の 事から、 ど う 

松 殿 家 (職) と 中 殿 家 (き との 間に 圓滿 を缺 いて 居る ので、 いっその 事 基 房を以 


て 白 川 殿の 入每 とな さば、 こ の 問題 は 

ら 出た 御 事と 推察され る。 され ど實 

至らなかった。 

〔玉 海〕 承 安三 年 六月 六日、 關白 (I) 

世間 遍謳 哥、 不， 知，， 實 否 > 者 也、 〇 十 一 

々、是 偏 法皇 御 結構 云々、 萬 事狂亂 

法皇 は 初め 平氏 を 御 引立て になら 

で 內紛を 生じた のに、 平氏の 勢が 又々 

氏 を 厭 はせ 給 ふに 至った。 されば 其 

甚實の 遺子 基 通の 從 二位 右中將 なり 

法皇 は 却って 基 房の 請 を 許し、 其子師 

して 中納 言に 陞 せた。 (せ ほ；^ S) 其 一 


自ら 首尾よく 解決され る だら うとの 召 か 

地 問題と して は、 色 々故障が あって 實 現に は 

可. 被. 迎，， 新 妻-云 云、 入 道 太相國 娘、 職 龍-ま I  f 碰 

日、 或 人 云、 關 白 邊 事、 來 廿 一 曰、 若 廿六 H 之 間 云. 

之 世 也、 莫 っ言 莫っ 言、 伹 實 否 未， 聞、 

れ たので あるが、 一 方に は 藤 原 氏 は 家 領の事 

餘 りに 隆盛に 赴いた の で、 法 皇は 追々 に は 平 

頃中納 言 に 一 人の 缺員を 生す る や 淸盛は 故 

し を 之に 任じた いとて 奏請した ので あるが、 

家の 僅に 八 歳で 從 三位 左中將 なりし を 超越 

方に 於て 同年 六月 白 川 殿 盛 子の 逝去 を 見る 
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や、 法 皇は其 所領に 倉 預の職 を 置か れ、 恰 も 之を官 家に 沒收し 給うた 容 とされた。 

宝 海 J  :S 承 三年 六月 十 A 日、. H 川 准 后、 腿 默 鎖随侧 鎖，， き 、おお^; 1 频 随、 一 去 夜 慕 

去 云 云、 (1) 天下 之 人 謂， 以 --異 姓 之 ， ダ傳& 藤氏 之 家； 氏 明 神 惡 V 之、 遂 致 _,此 罰， 云 々、余 

則 所， 思 者、 若 大明神 咎，， 此 事， 者、 何 十四 年 之 間、 不 &., 其 罰； 何 況此後 彼 資財 所領 等、 豈 

被 fr= 藤 氏， 乎、 計 以 爲= 公 家之沙 汰， 敷 以 A 一  思 A) 、神 明 之 罰 似 所 iff 抑 或人傳 云、 入 道 

相國、 先年 之 比 夢 曰、 自 k 茂大明 神； 賜 f 一  之 寶 山； 其 山 高 大、 而 難 乂，， 門 內； 心 底 奇乏、 

問-子 細 使者；々々 答 云、 我 是 春日大 之 御 使 也、 隱 $ 職 J  I  I 暫 可へ 預 k 此 

寶 山， 云 々、件 山 上， 藤 花 盛 開、 悉 以 掩， 之 者、 其 後 與.， 故 攝 政， 親 昵、 不 fc,, 幾 程； 攝 政 薨逝之 

刻、 以 後 彼 家、 可， 屬，， 禪 門， 之 由、 被， 下，， 院 宣， 之 日、 理 須， 致 _,遁 避， 也、 而 以_, 先 年 之 夢， 案， 之、 我 朝 

之 神 明、 所 定-之 事、 定 以 有 • 歟、 辭 退 還 以 可 恐、 仍 愁 受& 之： 暫 所， 守 護， 也、 爲， 主 

之 人 可き 繼， 者、 定 其 期 至 歟、 以 _-人 意- 顿 不き進 返-之 由、 禪 門 被き 語-云 々、 §  m  S ぎ 

今 以，， 暫 字， 案， 之、 假 傳領之 人 已以亡 沒、 至，， 此 時； 財 主 可，， 出 來， 歟、 爲， 宗 之 所 可 付 = 氏 長， 

. 者； 其 外 所 々、任， 理、 尤 可. 被， 配 分， 也、 理 之 所. 當、 未， 處 分； 一 一品 亞將 (M) 已 爲：， 成 人 之 息； 爲 

文 書 庄 園、 可お， 傳 領， 之 仁 也。 而 此事更 不. 可， 叶 歟、 如 公 家 被：， 傳 領， 歟、 是 以、 萬 事 沙 汰 


ら； t 領重 
る收越 盛 
公 前の 
ぜ國所 


之 趣 、所，， 愚 推-也、 更 以 不％」 逢、 努 力 努 力、 悲 哉、 此 

天 道、 不， 有，， 沙 汰 之 限， 歟、 〇 廿、 日、 或 人 云、 白 川 殿 

愚 推 相 叶 了、 可， 悲 々 々、但 春 曰大明 

想 の 說は當 時 

く淸 盛に 藤氏 

旨と 思 はれる- 

るとの 事で あ 


按 する にか K 

ば、 春 曰 大明神 

返す とい ふの 

れ ようと 思 召 

同年 七月 二十 九 

維 盛に 傳へ たので 

せられた ので ある 

十四日、 武士 數千騎 

三十 九 人 を 解官し 

たので ある。 

〔玉 海〕 治 承 三年 


る 夢 

は 暫 

が 本 

さ れ 

日 (ト 

あ る 

) 3 

力 

を 率 

-且 つ 


- W 八月 

となる 

が、 まだ 

うい ふ 

ゐて福 


の 手 

な 事 

か ら 

に 至 


神、 定 有 = 御 

頻りに 行 

の 所領 を 

- さ れ ど 

る 0 

が 薨 去 

續が濟 

が續出 

上洛し 

つ た。 


時、 藤 

所領 

あ 1 き 

は れ 

授け 

も 後 

る や- 

で ゐ 

た の 

に ク 

く て 


氏 之 家門 滅盡 了、 末代 之 事、 神明 

已 下 事、 皆 悉 可她， 內 御 沙 汰-云 々、 

たものと 見える。 大意 をい へ 

られる けれど も、 後 に は 藤氏に 

白 河 法皇 は 之を官 家に 收 めら 

• 彼 は 前以て 其 所領 越 前 國を子 

なかった の で、 法 皇は之 を收公 

で淸盛 は大に 怒り 同年 十一 月 

1 デタ ー を 行 ひ、 關 白 基 房 以下 

平家の 暴 撗は益 i 露骨と なつ 


十一月 十四 日、 今 H 入道 相 


入 洛、 宗 盛 卿 去 十一 曰 首 途、 令 ife 島ハ 
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淸 盛の 暴 

0 


而 自. 路 呼 還. 相 北ハ 上 洛、 武士 數千 騎、 人 不. 知-何 事； 凡 京 中騷動 無. 雙、 今 夜 出仕 雖. 非 

, 所. 恐、 爲&/ 公 事， 出 仕、 不. 可 横 災-之 由、 深 存 、仍 令. 企- 參 仕-之 處， 果 以 無 爲、 凡 洛中 人 

家、 P 资 財 於 束 西； 誠 以 物 忿、 亂 世 之 至 也、 〇 十五 曰、 凡 世間 物 忿 無 k 云 々、無. 聞， -實 說； 

子 刻人傳 云、 天 下 大事 出來云 々、不 . 聞，， 委 事， 之 間、 寅 刻 大夫史 隆職注 送 曰、 

關白藤 基 通、. 

內 大臣 同、 

氏 長者 同、 

止關 白， 

藤甚 房、 

止，， 權中納 言中將 等；  , 

同 師家、 

上 卿 權中納 言 雅賴、 職 事 中宮 權 亮 通 親、 

詔書 宣命 等、 權辨兼 光作， 之 云々、 

余披， 見此 狀， 之 處、 仰 天 伏 地、 猶 以 不， 信 受； 夢 歟 非. 夢， 歟、 無， 所，， 辨 存： 此事. H 來 者、 法 皇 


收， 一 

云 


已 

所 

淸盛 

之が 利 

彼 は 夙 

大威德 

熊 野 の 


公 越 前 國： 隱、 i 麵 i  g  §  J. 行 幷 被，袖=^11 川 殿倉預 - 1 1  § 人 巳 上. 兩 事、 法 皇 過 ム 0^ 

々、三 位 中將師 家 、超，， 一 一位 中將甚 通， 任，， 中 納 言： 師 家 年 僅 八 歲、 古 今 無. 例、 是 博 陸. 

, 亂，， 國 政-之 由、 入 

鼓 騒、 洛中 遽動、 

, 赴，， 鎮 西方， 之 由 

重衡朝 臣、 奏，， 內 

而 可 fev 益、 不^ 


科 也、 凡此外 法 皇 與，， 博 陸， 同 意、 被： 

門 率，， 數 千騎隨 兵； 入 洛 之 後、 天 下 

宫 忽 欲 睾，， A 條 亭 ；自 被 相 具； 可 

下 、參，， 集 禁 中， 騷 動 云々、 爱禪門 使 

體； 不 安 堵； 世 間 蒙 _, 罪 科， 之 後、 悔 

催，， 儲 行啓， 也 者、 

三、 山 徒の 操縦 

は 時代に 超越した 大人物で あ 

用の 點に 於ても 細心の 注意 を 

に榮 貴に 達せん こと を希圖 し- 

法 を傳受 し、 七 年間 も 精進 潔齋 

神 を 尊信した 事 も 史書に 見え 


道 相 國攀緣 云 々、然 之 間 昨日 夕、 

敢 チ，云 、今 曰 及，， 昏 黑； 中 宫， 東 宮 

風 聞、 已 兩宫 行啓 供奉 諸 司、 出 車 

裏， 曰、 近 曰 愚僧 偏以棄 置、 見，， 朝 政 

暇- P 居 邊 地： 仍 爲 具，， 兩 宫； 


つ た が、 神佛に 

怠らな か つた 

_大 納 言 阿闍梨 

を持續 したと 

て罟 る。 且つ.， 


對 する 信仰心 は 相 應に强 く、 叉， 

0 平家物語 や 盛衰 記に 據れ ば、 

祐 眞 とい ふ眞 言 師 に依賴 して 

い ふ 事で あ る、 又 深. く 嚴島 及び 

前記の 如く 父忠盛 このかた 白； 
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の園延 
扮城暦 

爭寺寺 
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河、 鳥 羽兩 上皇が 造 寺 造 佛の御 事 ある 

た の で、 彼 等 は 之に よって 不時の 利益 

を 占め 得 事と 推察され る。 され ど 

なる！^ 法の 御 尊信 は 稍、、 侵佛 ともい 

に 達 し、 さ すがの 淸盛も 北嶺の 僧侶 は 

に對 して は 容易に 策の 施し 樣 もなか 

この 當 時に 於け る^ 侶の 暴模は 紙 

城 寺との 紛 爭、 南 都と 北嶺との 騒擾の 

曆 寺と 園 城 寺 (三 井寺) と は 同じ 天台の 

あ る が、 後 に は 非常な 爭ひ をな すに 至 

管 長) と いふ ものが あった が、 そ の 第 一 

五代が 圓 珍 (智 證 大 師) と いひ、 その 圓 珍 

である。 圓仁 圓珍兩 大師 存生 中 は 何 

t 侶の 間に 扇 仁 派と 圓珍 派と を 生じ 


や、 之が 


大 

代 

WIT 


獲得 

時代 

れ る 

う や 

た や 

に 盡 

意 を 

派 で 

力 義 

時 か 

も な 


工事 は槪ね 彼等 父子に 

し、 且 つ 又 僧侶 間に 於け 

が 時代 で、 卽 ち 白 河、 鳥 羽 

程であった 爲に や、 僧 侶 

ら之を 操縦し 得た もの 

う に 見、 んる" 

し 難い ものが あつたが 

記 し て そ の 一端 を 示 さ 

傳敎 大師の 門下に 屬し 

一 體延歷 寺に は 天台 座 

眞 (修禪 大師) 第三 代が 圓 

ら園城 寺 は延暦 寺の 別 

かった が、 後 に な つ て 種 


條 天皇の 正曆四 年に 圓珍派 


一 二八 

監 督 さ せ 

る 相 當 の 

兩 上皇の 

の 横暴 は 

ゝ、 南都 そ 

，今 延曆寺 

うとす る 

て 居た も 

主 (天 台 宗 

仁 一 慈 覺 大 

院 と な つ 

々の 事情 

の 門 流 一 


ら れ 

勢力 

過度 

極度 

と 園 

。 延 

の で 

の 總 

師) 第 

た の 

か ら 

千餘 


人の 僧 

に 於 

つ た a 

代から 

,0、 園 城 

あって 

し、 三 千 

き容れ 

台座 主 

度 は 園 

又 園 城 

ので あ 

許可 さ 


侶が 事に 

て 叙 山の 

其 後天 台 

二十 八 代 

寺の 明 尊 

の 衆徒が 

なかった- 

にして 置 

狨 寺の 僧 

寺に 戒壇 

戒壇が な 

る か ら、 是 

れ なかつ 


て 山上から 

派 (延曆 寺) と 

は 圓仁圓 珍 

引 續き圓 仁 

を 以て 第二 

生じた ので 

つ て、 關 白 藤 

こ で賴 1"^ は 

と は 叶 はす 

ちが 承知せ 

置す る 事に 

はならぬ C 

けて 下さい 

で、 園 城 寺の 


逐 はれて 園 城 寺に 止 住す 

三 井 の 寺 門 派 (園 城 寺： と が 

兩 派から こも A\ 任命 さ 

派から 任命され 來っ たの 

十九 代の 座主に 任命され 

ある。) 所が 延曆 寺の 僧侶 

原賴 通の 邸 へ 押 掛け 大騷 

武士の 力 を 借り て 之 を 防 

して、 延曆 寺の 敎圓を 以て 

す 遂に 全く 延曆 寺と 絕交 

就いて 一 の爭が 起った。 

延曆寺 に は 戒壇が あるが、 

と 朝廷に 願 出た。 され ど 

僧侶た ち は、 是 非な くこれ 


る 


れ 


の 止むな 

々相對 立 

たので あ 

，後朱雀 天 


、 I か 

之に 對 

をいた 

したが 

に 任じ 

るに 至 

侶が 戒 

園 城 寺に 

も 比 叙 山 

より 奈良 


る 

し 

し- 

-明 

V7 

の 


きに 至った 0 

する 事と な 

るが、 二十 一 

皇の 時に 至 

事 は 前に も 

て 抗議 をな 

制止 をも聽 

尊 を 以て 天 

リ すると. 

た。 こ，^ に 

受けん とす 

それがない 

反對の 爲 に 

東大寺に 於 
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二 九； 
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受戒す る 事に なった。 その 後、 白 河 天皇の 永 保 元年に 至 り、 又 兩 寺の 間に 激しい 鬪 

爭が 起った。 事の 起り は 比 叙 山の 日吉 神社に 於て 祭禮が あるに ついて、 大津の 人 

民 も 同社へ 働きの た め往っ て 居た。 すると 日吉 神社の 僧侶が 其 人夫 を 辱し めた 

ので ある。 すると 大津の 人夫 は 怒って 之 を延曆 寺へ 訴 へた が、 同 寺の 僭 侶 は 之 を 

取上げなかった の で、 更 に反對 側なる 園 城 寺に 訴へ る と、 同 寺で は 1 致して 之 を 取 

上 げ、 且 つい ふや う、 今 後日 吉 神社の 方は罷 めて 我方の 新宫へ ついたならば 何處ま 

で も 汝等を 保護し て やらう と、 そ こで 夫 等の 人夫 は 新宫へ 付いて しまった。 その 

後、 園 城 寺の 方で 樣子を 窺つ て 居る と、 日 吉 神社に 何 か 儀式が あると 見 え て 勅使が 

立った ので 園 城 寺の 方で は 見張り を 付 け、 愈 、>  其の 勅使が 御 通. りになる と、 數 百 人 

が 押 寄せて 其 勅使 を 抑留して しまった" 延曆 寺の 僧侶 は 之 を 聞いて 犬に 怒り、 數 

千の 僧兵 を 出して 圚城寺 を 攻めた。 たまく 日が 暮れた ので 一 旦引 あげた が、 其 

後屢、 > 攻來 つて 遂に 園 城 寺 を 悉く 燒き はらって しまった。 神社が 四箇 所、 御 願 寺 

が 十五 箇所、 堂塔 七十 九 箇所、 其 他經藏 十五 箇所、 僧房 六 百 二十 一 箇所、 なほ 附近に あ 

つた 舍 宅が 一 千 四百 九十 三 軒、 そ れ だけ 燒 かれて しまった。 圜城 寺で は殘 念で 堪 


ら ない。 之 を復警 しょうとして 押 寄せる。 すると 

本邊 へ 桐 を 築き 壕を 掘つ て 之 を 守 り、 攻 めたり 攻め 

於て は 奉幣使 を日吉 神社へ 立 て、 僧 侶の 鬪爭 を吿げ 

された。 ところが 延曆 寺の 方で は 其 勒使を 誤解し 

思 ひ、 ド シ と 打って 掛っ たの で、 勅 使 は 這 々の體 

事 も 起った。 その 後、 園 城 寺 はまた 攻められ、 ニ囘目 

すと いふ やうな 次第で あつお。 經文も 二 萬 三千 四 

は 僅に 三百 卷 のみであった。 其 他 あると あらゆる 

掠され、 馬と 船と に 積んで 持って行かれた。 その 船 

む ま で、 馬 は 倒れる 迄 を 度と し、 積 める だ け、 乘 せられ 

持って行った。 其 貪 忍 暴戻なる こと は盜賊 にも 過 

〔扶桑 略記〕 永 保 元年 四月 十五 曰、 三 井寺 大衆 率，， 數 

奉雜人 等； 移，， 祭 新 宮； 訪，， 其 事發； 是去 正月 彼 社 踏 歌 

事； 稍 被-凌 辱； 雖 fe,, 山 家 I 全 无，， 裁 許； 仍大津 下人 等 觸， 


延暦 寺の 方で は 僧侶た ちが 坂 

られ たりして 居た の で、 朝 廷 に 

て 之 を 平 穩に歸 せしめようと 

て 園 城 寺の 僧侶が 來 たものと 

で 逃げ 歸 つたと 云 ふ樣な 不敬 

の燒 打に 遭 ひ、 殆ど 一 物 を殘さ 

百卷 のう ち、 火 災を免 かれた の 

寶物は 比 叙 山の 僧侶の 爲に奪 

が 十三 艘、 馬が 六十 疋で、 船 は 沈 

る だ け、 ド シ と 積み重ねて 

ぎた とい はれて 居る。 

百 兵； 打，， 停 比 叙、 祌 社 祭 使 御 供、 並 

之 口、 大津 下人 供奉 之 間、 聊 有-小 

-愁三 井寺 大 衆， 云、 自 今 以 後、 永 停- 
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彼 御社 之 所 役； 偏 欲 fefc 此新宮 之 所 課， 者、 爲 ，休， 此 訴： 押，， 留 彼 祭， 云 云、 是 以. H 上 大衆 

殊 致，， 忿 怨； 亂 逆 騒動、 〇 廿八 日、 辰 刻パ奴 山 大衆 引 = 率 數千軍 兵； 來_, 向 於 三 井 寺； 愛 三 井 

寺 大衆 且 率，， 數 千 隨 兵； 各 張，， 其 陣； 防 征 欲. 戰、 漸 及， 晚 景； 山 上 大衆 引 ■ 逃 去、 0 其 後 六 

月 五 日、 庚 申、 殊 有，， 宣 旨； 恒 例 神事 不. 可，， 闕 怠； 官 使 相，， 具 比 叙 祭 使 等， 如お、 重 被& 之處、 

三 井寺 大衆 中 不， 得つ $ 者、 年 少下藤 不學之 輩 、背，， 宣 旨； 追，， 却 官 使； 打 i 祭 使 等， 了、 因& 

有，， 違 勒 罪； 大 衆 長 發等各 注，， 其 名； 共 蒙，， 追 捕 宣 旨， 已 了、 爱 武藝之 徒 多 皆 遁，， 隱 山 野つ 勢 

德 之人悉 以 怖，， 悚 朝 威； 尊 卑 不， 知、 合 戰 無お 之 間、 九 U 甲 子、 叙 山 僧徒 數千 人、 或 着，， 甲 

胄， 引 幸 戰 士； 行 "向 三 井 寺； 燒 寺 塔 僧房 等； 佛 像經卷 悉 爲， 灰 燼； 免，， 餘 炎 一之 堂 舍等七 

分 之 一也、 開闢 以 來、 世 未， 有，， 如， 此 之 灾 禍， 矣、 〇 十八 曰 癸 酉、 勅 遣，， 右 大史江 重 俊並史 

生 等； 勘& 寺 塔 房舍燒 失； 其 記 云、 御 願 十五 所、 堂院 七十 九 處、 塔 三 甚、 鐘 樓 六 所、 經 藏 

十五 所、 神社 四 所、 僧房 六 百廿ー 所、 舍宅ー 千 四百 九十 三 宇 也 g 肚 I  I 廣 考， -天 竺 

震旦 本朝 佛法興 廢； 未， 有，， 如， 此 破 滅： 今 記，， 此 災； 落 淚 添&、 智 證 大師 門人 頻 注，， 子細； 雖， 

上，， 奏 狀； 全 无，， 官 裁； 時 人 云、 非：， 但 佛法之 陵遲； 兼 叉 王法 之 澆薄矣 、智證 大師 入滅 以後、 

歷，， 百 九 十 一 年； 有，， 此 災， 乎、 佛 法 渡，， 本 朝， 後、 至，， 于 今 年； 歷，， 五 fE 卅九 年， 矣、 0 八月 六 日、 差 S 


遣 官 使； 奉，， 幣 於 曰 吉 社； 被， 告，， 天 台兩 門徒 鬪靜之 狀； 先 も丐山 僧 等 爲，， 防 禦； 社 頭 近邊塞 

fe 堀， 地、 于， 時 奉 |G 使 臨， 夜 不， 知，， 案 內； 竊 以 行 向、 爰 警 固 僧 等 誤 欲，， 寺， 兵 來， 向； 妄 以 征 襲、 

射  > 夭 如爾、 奉 勅 侍臣 僅 得， 免， 害、 念 劇 歸 參、 時 人 喚乏 、〇 九月 十三. 日 丙 申、 三 井寺 大衆 

中、 不 羈倫等 三百 人 許、 密々 相 招、 夜 半 登. 山 亂 逆、 チ 報，， 一 事， 被，， 殘 滅， 畢、 〇 十四 曰 丁酉、 

公 家 被卞 =宣 旨； 遣，， 撿 非違 使 並 前 下野 守 源 義家等 三 井寺 殘 房， 令 &,, 捕 登山 僧 等； 翌 

日、 俾 使 等 到 挺 寺； 〇 十五 曰 戊 戌、 未 時、 山 僧 引 df 數百 兵 衆； 行，.， 向 三 井 寺； 重 燒，， 殘 堂 舍 

僧 房 等， 畢、 云、 堂 院 二十 處、 經藏 五所、 祌社 九處、 僧房 一 百 八十 三 處、 但 舍 宅 不 Ji, 载 之； 

不. 知，， 其數 幾 千， 而 已、 門人 上下 各 皆 逃，， 隱 山 林； 或 含. 悲 入，， 黃 泉； 或 懷. 愁 仰 „ 蒼 天； 今 年 入，， 

末法； 歷，， 三十 年， 矣、   

〔塵 添續 囊抄〕 卷十. 七 

永 保 元 年 (§) 六 月 九 曰 (g) 山 門ノ 衆徒 强訴 成、 園 城 寺 押 寄 燬徹シ キ、 是 依 今 不. 立 也、 延 

曆寺 戒壇 立テ ョ リニ 百 五十八 年後 也、 其 時 炎上 所 JT 凡官使 驗錄所 御 願 十五 

所、 堂院 七十 九 所、 經藏 十五 所、 塔婆 二 基、 鐘樓六 宇、 神社 四 所、 Is 房 六百廿 一 宇、 舍宅 

一千 四百 九十 三 宅 也、 其 殘所、 同 十五 日. 又數多 軍兵 ヲ率 V 重來 拂. 地 燒 失 フ、 其 數 
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堂 院廿 所、 塔 一 基、 經 藏五 箇所、 神社 九 所 、僧房 百 八十 二 宇、 舍 宅 不 kfe 乏、 唐 院本 藏 

所 大小 二 藏顯密 兩宗、 一 代 聖敎、 惣テ 一 萬 四百 十四 卷ノ內 、僅 免 出 處密敎 文籍三 

百餘許 也、.？ 1- 花 林 房經藏 所， 納聖敎 一 萬 三千 餘卷 一 卷不. 出 也、 次 十三 藏文 鐯不 

知事， 所 也、 乃至 諳院諸 房 至、 七 百 餘所佛 像 經 卷、 亦 不^,, 勝 計； 其 內丈六 佛像十 A 體、 

大 般若 八十 三部、 諸 餘聖敎 三 四千 卷有所 上 トシ、 五六 百 卷有所 ヲ下ト メ、 所」 少及 

I 數也、 大 都 任 k 焚 燒、 任， 手 抱 取 所 寺 鄕、 都 合 二 千 四百 餘所ノ 聖財世 寶悉搜 取、 是積 船、 

負 fer 山上 運 盜、 卽 大船 十三 艘、 以. 沈 爲. 期、 駄 馬 六十 疋、 以 爲ぉ、 寺 中 殘所僅 小 堂 也 

Is) 僧房 十四 宇ト 云云。  . 

に 南都と 北嶺との 騒擾の 大意 を 擧げて 見ん に、 鳥 羽 天皇の 永久 元年 朝廷に 於 

匠 圓勢を 以て 淸水 寺の 別當 となした。 すると 舆福 寺の^ 徒 及び 春 日 神社の 

等 五十 餘 人が 京都へ 押 寄 せ、 勸 學院に 至って 強訴して 云 ふや う、 淸 水 寺は舆 福 

別院で あるから 古來本 寺の 僧徒 を 以て 別當に 任す る 例と なって ゐた。 然る 

勢 は延曆 寺に 於て 剃髮 した 者 で， 台 徒で ある。 清水寺 を 台 徒に 奪 はれて はな 

0 よって 改 補の 勅 を 承 はる 迄 は 寺に 還り ませぬ とて 京都に 留まる と 三日に 


及んだ。 そこで 法皇 も 止む こと を 得 や、 圓 勢 

當を 兼ね しめられた。 かく て 奥 福 寺の 僧侶 

徒 は 之に 反して 奥 福 寺の 强訴が 勅許され た 

悉く 坊舍を 打破った。 是 より 延曆 寺と 奥 福 

同年 四月に は 叙 山の 大衆 及び 日吉の 神人 總 

に亂 入して 法皇 (白 河) の 御所に 至 ，9、 典 福 寺の 

と を 奏請した。 事の 起り は 奥 福 寺の 僧侶が 

にある。 紙 園 神社 は 其 頃日 吉 神社に 屬 して 

の 公卿に 命じて 叙 山の 僧徒 を 諭さ しめたけ 

所の 門へ 至った。 よって 源 光 國、 平 忠 盛、 源 爲 

僧侶の 訴願 を 聞 屈け、 實覺を 流罪に 處 した" 

に 際し 自由に 意見 を發 表し 得た 者 はな か つ 

侶の 意に 從ふ ベ きのみで あ る」 と 言 つたので 

屈 け、 以 て 奥 福 寺の 方 を 罰した ので ある。 所 
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を罷 めて 僧都 永緣を 以て 淸水 寺の 別 

等 は 喜んで 寺に 歸 つた が、 延 曆 寺の 僧 

の を 怒 b 、大衆 を 率 ゐて淸 水 寺 を 襲 ひ、 

寺と は 次第に 相乳櫟 する に 至った。 

て ニ千餘 人が 祇園の 神輿 を擔 ぎ、 洛中 

權少 僧徒 實覺を 流罪に 處 せられん こ 

祇園 神社の 神官 を 辱 しめたと いふの 

居た。 そこで 法皇 は 關白藤 原 忠實等 

れ ど も、 聞 入れない で、 S  i 吶喊 して 御 

義等 をして 門を衞 らしめ、 一 方 叙 山の 

公卿 達 は 僧徒の 亂暴を 恐 れ、 そ の 評議 

たが、 大藏卿 藤 原爲房 は 「今 日 の 策、 只 僧 

，一 同が 之に 贊 し、 僧 侶 の 言 ふが 儘 を 聞 

が 奥 福 寺の 僧侶 は 之 を 聞いて また 怒 
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り 出し、 二 寺が 將に 相鬪爭 せんとす るに 至 り、 比 叙 山の 方から も 押 寄 せ、 興 福 寺の 方 

から も 押 寄せた の で、 朝 廷は 僅に 兵力 を 以て 之 を 防止す るの みであった。 この 時 

平 正 盛、 そ の 子忠盛 及び 源 重 時 等 は 宇治に 遣 はさ れ、 源 爲義 は栗栖 山に 遣 は さ れ、 相 

共に 南都の 僧兵 を 喰 ひ 止めた。 南都の 方で は 東大寺 及び 奈 良の 七大寺 など 相 加 

は b  、八 幡の 神輿と 春 日の 神木と を舁 いで 入洛す る やうな 次第 で、 そ の 衆が 數 萬に 

達 し、 洛 中 犬に 震動 し、 公 卿 は 悉く 法皇の 御前に 伺候 し、 ま た 內裏を も 守 謹した。 時 

に 源 爲義は 十九 歳であった が、 僅に 十 餘騎の 兵 を 以て 南都の 衆徒 を 返け た。 彼等 

は 又 神輿 を舁 ぎ、 競 ひ 起って 宇治に 至った が、 源平の 軍に 追 はれ、 神輿 等 を 道路に 棄 

てて §4y レこ。 へ 長 秋 -記、 中 右 記、 百ノ 

てて：^^ォしナ ー練抄 等に 據ろ ，1 

その後 又ニ條 天皇の 御 葬儀の 時に 際 し、 延 暦 寺の 僧侶と 典 福 寺の 僧侶が 席次の 

事から 爭を生 じ、 奥 福 寺の 僧 は延曆 寺の 榜札を 切棄て 高歌 劍 舞し て、 之 を 辱し めた。 

そこで 又々 大 變な騷 動に なった が、 この 時 は 奥 福 寺の 僧侶の 言 ふ 事 を 聞 屑 け、 延 曆 

寺の 僧侶 を處 罰して 一 先づ 治まった。 

1 體延曆 寺 は僧最 澄が 桓武 天皇の 御 時に 創建した 寺院 で、 平 安 時代に 於て は 朝 


廷の御 信仰が 厚かった が、 南 都の 寺院に 比すれば 創立が 新く て、 叙 山の 開祖 最 澄と 

て も 東大寺の 所 司 仁秀の 門弟であった。 又 叙 山で 最初の 座主であった 義眞 とて 

も 東大寺に 居った 時 は單に 童子であった。 さう 云 ふ譯で 東大 寺、 奥 福 寺の 方が 氣 

位が 高く て、 延曆寺 を 見 くびって 居た やうな 次第で あつたか ら、 こ の兩 寺の 爭は容 

易に 止まない。 僧兵 等が 神輿な り 神木な， 9 を 捧げて 朝廷に 强訴 した 場合に は、 願 

意 を 達せねば その 神輿な. り 神木な り を棄て 置いた ま 、還る の を 例と する。 かう 

なると 迷信が 深く して 神罰 を 恐れた 際と て、 誰 も その 神輿 や 神木 を處 置す る 事が 

出來 ない。 そこで 畢竟 僧侶に 歎願して 之 を持歸 つて 納めて 貰 ふより 外 はない。 

又 武人に 命じて 僧兵 や 神人 等 を 防禦 させて も、 矢 張.^ 迷信の 深い 當 時の 事と て、 神 

輿 や 神木に 對 して 弓 を 引く 事 は 恐れた ので あるか ら、 僧 侶 は それにつ け 込んで 益 

ぷ暴撗 を 極めた もの である。 

右樣な 次第 で、 當 時の 南都 北嶺 は 兵力と 財力と 信仰の 力 と 此 三つ を 兼ね 併せ、 而 

して 往々 之 を 濫用した ので あるか ら、 是 等の 僧侶 を駕馭 する こと は 一 大難 事で あ 

つ た が、 淸 盛は數 山の 山 徒に 對 して は 巧に これ を 操縦し 得た 樣に思 はれる。 尤も 
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淸 盛 と て も 當初は 山 徒にな や ま さ れ、 大 

月の 事で ある が、 そ の 月の 十五 日に 祇園 

同社へ 遣 はした。 さう して 其 神人 を 守 

へ て やった ので あるが、 社 前に 於て 社家 

ならぬ とて 制止され たの で、 は しなく 此 

つた。 紙 園は歙 山の 末寺で あるので、.^ 

子 も 罪に 問 はれた。 斯樣な 事から 淸盛 

を 悟 り、 何 時の 頃よりか 天台 座主 明 雲と 

本 來淸盛 は 嘗て 菩薩 戒を明 雲から 受け 

解が あつ て、 雙 方 互に もたれ 合って 居お 

此に治 承 元年に 延曆 寺の 衆徒が 加賀 

際に 於け る淸 盛の 態度な ども 注目に 値 

加賀 守と して 在任中に その 任國 にあ る 

弟の 師經が 目 代と して 彼の地に 赴任す 


に 手 ご す 

祭が あつ 

護 さ せ る 

の 者から 

に 爭を生 

山から 此 

は 山 徒の 

相 結 托す 

ナ 事 力 

や う に 思 
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する もの 
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す や う、 山 徒 を 追討せ ねばな り ませぬ と、 法 皇は山 徒が 勅命 を輕ん じたの を 怒らせ 

ら れ、 官 兵 を 遣 はして 東西 坂 本 を 固 め、 叙 山 を 攻めさせられ やうと された が、 淸 盛 は 

之 に 賛意 を 表 さなかつ たの で、 此事は 自然と 沙汰 止 みの 形勢と なった。 是等 によ 

つ て も、 淸 盛 は 明 雲と 結 托する 所があった やに 想像され る。 

な ほ 一 方、 院 の 近臣 等 は、 豫 てより 淸 盛の 暴威 を 忌んで 居た の で、 山 徒の 追討に 事 

寄せて 平家 一門 を滅 さん こと を 企て c^。 これが 卽ち鹿 谷 會議の 催される 所以で 

ある。 (にき 5:  i  f  5) ところが 源 行 綱が 中途で 變 心して 淸 盛に 密告した ので 事が 

露 は れ、 關 係の 者 共 は それん、 處分さ れ、 そ の 中 に、 西 光、 師 高等 もあった の で、 彼 等 は 

共に 誅戮 に處せ ら れ、 叉 これに 反して 曩に 流罪の 宣 言 を 受けて ゐた 座主 明 雲 は 召 

還 さ れた。 

宝 海〕 安 元三 年 五月 五日、 今 曰 天台 座主 法務 僧正 明 雲、 宜， 解 S 見 任， 停お 職 掌， 之 由、 

被 卞，， 宣 旨； 0 十 一 曰、 叉 前座 主 明 雲 可ン 被， 勘，， 罪 名， 云々、 頭 右中將 光能 朝臣 宣 下、 左 大 

臣 云 々、以 k 被. 下、 右 中 辨經房 朝臣 云 々、宣 旨 狀、 

安元 三年 五月 十一 日 宣旨 
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前 延曆寺 座主 明 雲條々 所 犯 事、 

一 故 大僧正 快 修、 爲，， 當 山 座 主， 間 、相，， 語 惡 僧 等； 令. 追 ft 山 門， 事、 

1 去嘉應 元 年、 就，， 美 濃 國比良 野庄民 等； 結，， 構 訴 訟； 發=當 山之惡 徒； 令 ，亂， I 入 宮城-致 • 

ー艮 著 ^> 

S  , 上 寒 

一 近 曰 大衆 峰 起 事 次 第、 超& 彼 嘉應狼 藉； 先 一  旦 意 趣； 催-三 塔 凶 徒： 外 構-制 止 

之 詞； 內 成，， 騷 動 之 企； 蔑 * 朝 章； 欲 k,, 佛 法； 或 以-, 凶 徒， 亂„义 陣 中； 數" 處 放. 火、 或對 _,警 

固 之 輩， 合 戰、 或 帶，， 兵 具， 可，， 下 洛， 之 由、 令，， 執 奏； 誠 是 朝家 之愁 敵、 偏 爲 fe 山 之惡 魔 • 

者歟、 

仰 下； 1 知 明 法 博士 等； 就，， 彼 條々 所 犯； 令 fer& 明 雲 所 當 罪 名； 

藏 人頭 右近 衞中將 藤 原 光能 奉 

又 昨 曰 明 雲 知 行、 寺 院 所 知、 悉 以 沒 官 云 々、其 宣 旨 狀 如， 此、 

左辨官 下延曆 寺、 

應， 令， 停，， 止 前座 主 僧正 明 雲 知行 寺 務， 事、 . 

文殊 樓三ケ 所 觀心院 七ケ所 


五 佛院三 ケ 所 實相院 四 ケ 所 

持 明 院ニケ 所 法 性 寺 東北 院 一ヶ所 

大緣房 領ニ所 圓融房 

圓德院 領三ケ 所 同院丈 六堂領 五ケ所 

佛眼院 額 西南 院惠心 院七ケ 所 

法 親王 家領 五ケ 所  . 

右 權大納 言 藤 原 朝臣 實房 宣、 奉 ，勅 、件 寺 院 等 〔任； 一 注 文； 雾令， 停，， 止 明 雲 知 行， 者、 寺 宜，， 承 

知； 依 i 行乏、 

安元 三年 五月 十日：  - 大史小 槻宿禰 在 判 

小 辨藤原 朝臣 在 判 

凡 此間沙 汰、 夢 歟 非， 夢 歟、 惣 非，， 言 語 筆端 之 所&、 

十四日、 山 法眼 示 送 云、 大 衆 蜂起 熾 盛 云々、 然而下 京事猶 未， 決、 今 日 合議 可 = 事 切-云 

云、 是 佑，， 前 座 主 事， 蜂 起 云々、 尤 可お 々 々、於，， 此 條-者 、非-衆 徒 之 過 失-敷、 今 曰 法 家 勘-, 申 

明 雲 罪 名， 云 力、 0 十五 日、 叉 談， -前 座主 之 間 事； 廳 下 部 等、 已 以， -圓 座-云 々、座 主 此兩三 
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日、 飮 食 不. 通、 自，， 一 昨 曰； 檢 非違 使 兼 隆、 爲„ 守 護， 被，^ 遣， 之. 其 譴 貴 之 體、 如，， 切 燒， 云 々、G 

十 六 日、 人 傳 云、 前 座主 去夜絕 入、 其 譴 密 之 間、 不 ，能，， 飮 食， 云 々、〇 廿 二日、 去 夜前 僧正 

明 雲、 被， 配 k 伊 豆 國， 了、 上 卿 別 當、 右 少辨 光雅 等 奉行 也 云 々、可， 爲，， 此 議， 者、 素 不.， 可， 被 

議-歟 、政道 之 體、 後 鑒 有， 恥， 可， 憐 之 世 也、 〇 廿三 曰、 申 刻 人 傅 云、 前 座主 下. M 之 間、 

大 衆 於 勢 多 邊， 奪 取 了 云々、 凡 非，， 言 語 之 所 及、 偏 天魔 之 所 爲歟ニ 宗 滅亡 時已 至、 哀 

而有& 云 々、 

治 承 二 年に は 叙 山の 衆徒が 又 蜂起した。 事の 起り は 其 二月 一日に 法皇が 圚城 

寺に 御幸 せられて； i 密の灌 頂 を 同 寺の 公顯 僧正から 受けさせられ ようとい ふ を 

聞 き、 叙 山の 惯侶等 は 之 を 妬み、 かくて は其赏 として 彼 徒が 豫て 希望す る 戒壇 建設 

の 事 も 允許され るで あらう。 よって 速に 同 寺 を 燒拂っ てし ま はう とて 騒ぎ立て 

たので ある。 之が 爲に園 城 寺への 御幸 は 遂に 御中 止と な り、 且 つ 法皇 は淸 盛に 命 

じて 山 徒 を 抑へ しめられよう とされた が、 淸 盛が 勅 喚に 應 すべ き氣 色が 見えな か 

つたの で、 山 僭 は 愈 i 力 を 得た。 之も淸 盛と 山 僧と が 氣脈を 通じて 居た ので はな 

いかと 思 はれる 點 である。 


〔玉 海〕 正月 二十 日、 傳 聞 延曆寺 衆徒 猶以蜂 起、 是 法皇 來月ー 曰 於： -菌 城 寺-可 っ受 秘 

密灌頂 於 公 頭 僧 正； 妬 _-其 事； 彼 曰 以前 可 一 井 寺-云 々、依-其 事 (今 曰 遣-僧 綱 以下 於 

r 棄 

山 上； 可 制 止-云 々、若 尙 不， 拘-制 法-者、 延 曆寺僧 徒、 天 台 佛 法、 云 fc 云き、 永 可 辨 

置； 以，， 智 證 門 徒， 可 k 云 々、竊 案， 之、 王 化 如 _ -鴻 毛； 豈 從- 勑 命； 就， 中 平禪門 依 =此 事- 雖％= 勅 

喚； 敢 以 不_- 動 搖； 因， 玆 山僧彌 得：， 其 力-云 々、〇 廿 二日、 右大將 宗 盛、 去 廿 曰 爲-- 御 使； 下-向 

福 原； 今 曰歸參 云 々、僧 綱 等、 又 今日 下 洛、 山 僭 敢 不，， 承 引， 云 々、o  二月 五 日、 菌 城 寺 僧、 

於- 延 曆 寺-可 =受 戒-之 由 、被-仰 下； 頗 有-承 伏 之 氣： 仍 可 fe. 仰， 可 文-之 由乏 處、 爲= 山 僧； 

被. 成 事 等、 如 i 可 k& 付-者 申^, 進-請 文-之 由： 云 々、因お 御幸 必定 停止 云々、 

山 僧 今明猶 可 J5 一  井 寺， 云 々、王 化 已 廢、 誠 是亂世 之 至 也. 可 々 々、〇 七 日、 晚 景、 頭 

中 將定能 朝臣 來語 云、 御灌頂 一 定 停止 了、 法皇 還&本 所； (栖，，|  11,1 行 0 者、 叉 云、 三 

井 寺 僧、 强 不， 對 ft 請 文； 只 山 僧 不， 論- 是 非； 依- 此 御 灌頂事 二 定 可 fc, 寺 之 由 風 聞、 因乏 

御幸 停止 了 候 由、 重 被. 仰，， 山 上， 了 云 气 . 

同年 八月に は延曆 寺の 堂 衆と 學生 とが 兵 を 構へ て 相鬪ふ 事と な り、 學 生 側が 屢 

i 敗られた ので 彼等 は 官兵を 以て 堂 衆 を 討たん こと を 奏請した。 一 體堂 衆と い 
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台 座 主 に 還 任される が 如き は、 大 に內 情の ある 事で あらう。 之 も 畢竟す るに 淸盛 

と結托 があって の 事で はない かと 思 はれる。 そうして 其後學 生と 堂 衆との 和解 

も で き、 平 和に なり 行いた の を 見る と、 明 雲の 信望 は 彼等の 間に 厚 か つたこと が 想 

像 さ れ よう.^ 山槐 記に も その 間の 事情 を 記し て 「前 座主 僧正 明 雲 (き 卿、 t- き 纏 J 龍： 

M 纖之) 還，， 任 僧 正； 又 被 Jsf 天台 主； 本 座主 覺快法 親王 去 十二 曰 辭申之 由 • 書，， 消息-被.， 付， - 

藏 人頭 左 中 辨經房 朝臣， (I) 新 座主 事藏 人頭 右 中 將通親 朝臣 宣下 云 々、貝 去年 叙 山 合 

戰， 于. 今 不， 止 之 間 也」 と ある。 のち 治 承 四 年 以仁 王の 擧 兵の 事が 現 はれて 王 は 園 城 

寺に 御幸に な り 、南 都 北嶺に 檄 して 應援を 求められる や、 叙 山の 僧徒 は 平家に 內應 

した 事な どから 考へ て も、 明 雲と 淸 盛との 關係は 愈.^ 推察 せら れ、 以 て 山門の 僧徒 

は淸 盛の 操縦 を 免れなかった 事が 察 しられよう。 

〔玉 海〕 十月 四日、 大夫 史隆職 來，， 門 外； |_,-| 使。， 人 問.， 山門 衆徒 事； 學 生 方 申 狀、 雖 

, 有，， 沙汰， 之 由； 不， 及，， 始 終； 而 間、 今 曰已合 戰 * 生 方 兵士 等 爲& -， 堂 衆 等； 燒ー拂 大津 在家 

等， 了 云 々、然 而堂衆 等敢以 不，， 傾 P 云 々、〇 六 日、 山 門舉生 等、 悉 以 離^  了、 堂 衆 其 勢 

太 强、 敢 不， 及， 爲， 敵 云々、 〇 十一 月 七日， 頭 權大夫 光能 朝臣 出 來、 招 寄 問， 犬 衆 事； 申 云、 
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少 々 有，， 歸 住 之 輩， 云 々、御 產 事き g の 無，， 他 事， 之 間、 未. 及 ，誡，， 惡 徒， 之 沙 汰； 且 可，， 歸 住， 之 

由 被：， 仰 下， 云 々、又 座 主 宮 被， 申 云、 日 吉社破 壞、 加 之 拜殿血 多 付 了、 早 被， 遣，， 官 使； 且 加， 

實檢， 且 可， 被，， 修 造， 云 々、 

三 年 六月 五日、 人傳 云、 山 門 堂 衆、 與，， 學 徒； 今 明 可. 決，， 滕 負 二 宗之 磨滅 時 已至云 々、可 

k 々 々、o 七月 二十 七日、 去廿 五日、 叙 山 凶 惡 堂 衆 等、 可，， 追 討， 之 由、 被. 下，， 宣 旨； 其 狀 加 

治 承 三年 七月 廿 五日 宣旨 

叙 山 堂 衆 等、 不 fe!,, 勅 制； 不， 拘，， 座主 制止； 猥 成，， 狼！：^; 欲 ま ^ 一  山： 仍差^ 官軍； 可， 令， 追； 

却三箇 庄、 及 寄 住所々； 但 於 ，籠_, 橫 河 無 動 寺 等， 之 輩 H 者、 同 仰， 彼 輩； 守 ft 坂本往 反路； 

可， 令 __責 落； 兼 又 逃 ft 洛 陽 _ 之 輩、 宜^ =撿 非違 使搦 進； 至 手 逃 ft 諸 國 I 者； 仰，， 宰 吏， 召 i 

其 身- 

奉行 職 事 光能 云 々、件 宣 旨、 初 可， 遣，， 追 討 使， 之 由 被， 载、 而 隆職申 云、 先 例 可. 追, 討 某 國 

住人 凶賊 某， 之 由、 所 kft 也、 只 可. 遣 追 討 使， 之 由、 未 fe^,, 先 規； 何 檨 可 fe 哉、 若 爲， 追 討 使， 

者、 可 kfe_> 其 名-也、 旁 議 不審 之 由、 申 上 之 處、 於  >- 其 人； 禪 門 可-計 遣， 云 云、 仍 只 如お 可 k 


之 由、 被，， 仰 下； 仍 成，， 宣 旨， 付，， 職 事-之 處、 翌曰 11  g 猶 改，， 追 討 使， 可 &,, 官 軍， 之 由、 被 _, 仰 下； 

仍 所，， 改成， 也 云 々、〇 八月 三 日、 或 人 云、 延曆寺 堂 衆 追討 事後 了 云 々、奉行 職 事 光能， 

有-夢 想 事-云 々、但 是閭 巷之說 也、 難， 取-, 實 說 -歟、 〇 九月 十一 日、 山 大衆 可- 參 洛-之 由 風 

聞、 仍 遣，， 官 兵， 云 々、先 曰 以，， 官 軍； 可 つ 討 堂 衆， 之 由、 被 ¥=宣 旨， 了 後、 及，， 數 月-無 =沙 汰， 之 間、 

堂 衆 彌 得 其 力； 因， 兹 學 徒 等、 欝 ％ー 旨 無，， 始 終， 之 由； 可，， 參 洛， 云 々、〇 十一 月 三 日、 人 傳云、 

山 大衆 猶以 鬪靜、 官兵等 雖， 向，， 坂 下； 不. 能. 攻：， 山 上； 徒 抑 &坂東 運上 之 人物 等， 之 外、 無：， 

他 事， 云 々、叉 堂 衆 等、 燒 ft 學生等 城， 了 云々、 〇 十 六 曰、 今 夜 明 雲 還 僧正 幷天 台座 

主 等， 云々、 

天皇 我 詔 旨 止、 山 中 乃 法師 爾白佐 倍 宣、 勒 命 乎 白 

僧正 法師 大和 尙位明 雲 波、 年 藤 高 幾 上 仁、 覺 快 法 親王 乃辭退 代爾、 重 天 慈 覺 大師 

乃 門徒 、之 眞 言 止 觀乃業 乎、 兼 習 利 故是以 座主 仁 重 天 任 賜 布 事 乎、 白 I 倍 宣. 勅 

命 乎 白. 

始承 三年 十一月 十六 日 • 

四、 日 支 交 通の 復與 

第二 平氏の 興亡と 其 事業  .... 一四 九 


. 1 五 〇 

居り、 又 日 支 交通の 復與に 志した 事 は 特に 注意す 

太宰大 となって 居 て、 宋 商が 賀易 のために 博 多 

出で たもので あらう。 一 體日支 兩國の 交通 は當 

ふに、 宇多 天皇の 御代 遣唐使の 廢絕 以後に 於て は、 

ど も、 如 何にも 不活潑 なる 狀 態 にあった ので ある。 

宇多 天皇から 平家 時代に かけ て、 支 那 では 如何なる 國が 存在した かとい ふ に、 唐 の 

晚 年から 五 代 (後 梁、 後 唐、 後 晋、 後 漢、 後 周) を 經て宋 の 時代に 及んで 居る ので ある。 唐 

の 末路から 支那 も 犬に 亂れて 叛亂が 諸方に 起 り、 國 家 も 統一 されて 居た 譯 ではな 

く、 五代な どが 相續 いて 替 立した 樣な 次第で あるが、 從來我 國と關 係の 深 か つ た吳 

越 地 方、 卽 ち淅江 省の 近邊 東海岸の 地に は、 當 時 餞 氏と いふ ものが 王を稱 して 吳越 

王と となへ て 居 て、 是 とも 交通が あった。 宋 朝の 起った の は 丁度 我が 衬上 天皇の 

頃で あり、 平家 時代 は宋 朝の 末から 南宋 時代に か k つて 居る ので ある。 今是 等の 

時代に 於け る 日 支 兩國の 交通の 狀 態の 一 斑 を 記して 淸盛 及び その 一 門の 事蹟に 

及ぼ さう とする。 


遣唐使 廢 

絕以來 の 

日 支 交通 
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淸 盛が 海に 關 する 考を懷 いて 

べき 問題で ある。 之に 夙に 彼が 

などに 來 泊す るの を 見た 結果に 

時 如何なる 狀 態で. あつたか とい 

^侶 や 商人の 來往 はあった けれ 


吳 越王錢  朱 雀 天皇の 承 平 六 年 七月に 吳 越王錢 錫の 使者が 來 朝した、 この 國の 使者の 事の 

昆ぇ たの は是が 始めで あ る (日 本 紀 略；、 その 後天 慶八 年に も 同國の 船が 肥 前 國松浦 

郡 柏 島に 着い た (外 記 日 記 j  、之 も 貿易 船と 見える。 我國 より は答禮 として 書 狀に沙 

曾延支 金 贰百兩 を 添へ て 贈った 趣が 本朝 文粹に 見えて 居る。 (欧»^§;删、„せ翻£は细^幻 

那-」 遊ぶ 瞎、 ド J 卿；！^?^^|3，讀娜) また 此時肥 前の 僧 日延が 右の 吳越 船に 便乗して 彼の地 

に 遊 び、 天 台 山 等 に 登 り、 歸 東 の 後、 寶 篋印塔 を 肥 前の 國 司に 寄贈した ことが 傳へ ら 

れて 居る。 (灘^  •  f 赚 躯 C 細 S また 圓融 天皇の 天 元三 年に は 宋國の A が始 め て 来 

つた、 之 も 貿易の 爲と 見える (if! 脉雅 |§  S  § 醉)、 以 上の 諸事 歷は 何れも 不明で あるが 

同 帝の 永觀 元年に 東大寺の 僧 裔然が 求 法の ため 入宋 した 事歷は 明白で、 日 支の 國 

交 上に 益す る 處が少 から ざり し 樣に思 はれる。 

裔然の 入 裔然 は永觀 元年 八月 一 日に 本土 を 解纜し 同 十八 日に 台 州に 着し、 その 廿 1 日に 

宋  宋 の太宗 皇帝に 謁見 を 仰 付かった の で、 身 に は 綠衣を まと ひ、 表 啓 一 卷 と共に 銅製 

の 鈴磬壺 等十餘 種の 器具、 並 に 我が 職員 令、 年代記 各 一 卷、 及び 孝經鄭 氏. 註 一 卷、 越 王 

貞の孝 經新義 第 十五の 一 卷等を 献上した。 孝經は 何れも 金縷 紅羅標 水晶 軸の 卷 
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裔 然と 太 

宗 との 問 

答 


將來品 
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物で ある が、 當 時、 五 代の 擾亂の 後 を 承け て、 是 等の 書 は 彼 土に 缺 逸して 居た 際で あ 

つたの で、 太 宗 は 大に悅 び、 秘 府に藏 せしめら れ、 ま た 表 啓 1 卷 及び 年代. 記 一 卷をも 

禁書と して 保存され たとい ふ 事で ある。 此時 奢然の 上った 年代記の 內容 は宋史 

によって 其 槪略を 窺 はれ、 神代 以降 我が 皇統の 次第 を 揭げ、 又國 勢の 

たものと 見える。 殊に 有名な のは裔 然と 太宗 との 問答の 事で あつ 

の 「國 王 一 姓傳 繼、 臣 下 皆 世 官」 と いふの を 聞きて 痛く 歎息 し、 宰 相 に 謂 

夷 耳、 乃 世肺遞 久、 其 臣亦繼 襲 不 fe  、此 蓋 古 之 道 也、 中 國 自， 唐 季 之 亂； 寓 縣 

享歷尤 促、 大 臣 世 胄、 鮮，， 能 嗣 續： 朕 雖 i 德 慙，， 往 聖； 常 夙夜 寅 畏、 請， -求 治 本： 不-, 敢 

業； 垂，， 可 久之範 ；亦以 爲，， 子 孫 之 計； 使，， 大 臣之 後世 襲， 祿 位； 此 朕 之 心 焉」 と 仰 

ふ 事で ある。 一 體裔然 の 彼 地に 行く や 比 =5^ 山の 延暦 寺から 支那の 

たる 國淸 寺に 手紙 を 送つ て 裔然の 事 をよ ろしく 賴 むと 申 遣して あ 

寺院 を 始め 五台山 そのほか 至る ところで 優遇 を受 け、 太 宗 より は 法 

大師 號を賜 はられた ので ある。 かくして 在 唐 四 年 花 山 天皇の 寛 和 


一 斑 を も 記し 

て、 太宗は 日本 

つて 曰 く、 -, 此島 

分裂、 梁 周 五代、 

暇 逸； 建-無 窮 之 

せられた とい 

天 台 宗 の 本山 

つたの で、 京 の 

濟 大師と い ふ 

二 年に 歸 朝し 


た が、 そ の將來 品の 內に は、 太 宗 の 賜 はった 大藏經 一 藏、 新 


百 八十 六 卷、 及 び 雕 


裔然 更に 

弟子 嘉 B 

1^ して 進 

物 1^ 上ら 

しむ 


佛 博士 張榮に 依賴し 

優 填 王 所 造の 栴檀釋 

は それ を 摸した もの 

て 日本の ■ 伊呂波 を傳 

裔 然は歸 朝の 後、 そ 

謝 し、 進 物 を 上った の 

晶、 紅 黑木槺 子 念珠 各 

納 む/籠 一 つ (中に 法螺 

じく 別の 金銀 蒔繪宮 

表狀 一 卷を納 む j 、また 

を 納 む) 、金銀 蒔 繪扇宮 

は 赤木梳 二百 七十 を 

銀 蒔 繪手宫 一 合 (中 に 

鐵 镫、 紅 絲 鞦、 泥 障、 倭 畫 


て 模造せ し 

で、 今 山城 嗟 

へ たとい は 

の 弟子 嘉因 

である が、 そ 

一 連 (何 れ も 

1  一 口、 染 皮 廿 

一 合 (中 に 參 

金銀 蒔繪硯 

一 合 (檜 扇 二 

納め、 他の 一 

白 細 布 五 匹 

屛風 ー雙、 石 


た 栴檀樺 齟瑞像 等が あった。 この 瑞像 はもと 

れ、 淮 南 揚州開 元 寺に 祀られ たので ある、 將來品 


淸涼寺 に 安置され て ある。 

て 居る。 

使者と して 宋 帝に 遣 はし、 

品物の 中には 佛 經 (靑 木 函 

鈿 花形 手 函に納 む)、 毛 葛籠 

を納 む)、 金銀 蒔綺宫 一 合 (中 

正 四 位 上 藤 原佐理 手書 二 

宫ー 合 (中に 金 硬 一 、鹿 毛 筆、 

枚、 蝙蝠 扇 二 枚を納 む；、 螺鈿 

に は 龍 骨 十 橛を納 む j 、螺鈿 

納 む/鹿皮 籠 一 つ (中 に貌裘 

黃七百 斤を納 む) 等 が あつ 
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- 裔然は 叉 彼 土に 於 

その 滯 在中の 優遇 を 

に 納 む)、 琥珀、 靑 紅白 水 

1 個 (中 に 螺杯ニ  口 を 

に 髮鬉ニ 頭 を 納 む)、 同 

卷 及び 進 奉物數 一 卷、 

松 煙 墨、 金 銀 水瓶、 鐵刀 

梳 函ー對 (その 一 つに 

書 案 一、 螺鈿 書儿ー 、金 

一 領、 蝶 鈿鞍轡 一 副、 銅 

た。 是 等の 品目に よ 

1 五一 ー1 
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つて 當 時の 我が 國產の 種類 を 窺 ふこと が出來 るで あらう。 但し この 中に 藤 原 佐 

理の 筆蹟が 含まれて 居る の は、 當 時 佐理は 三蹟の 一 人と して 能書の 聞え が 高 /、、其 

名 は 外國に 迄も傳 はって 居た から、 特に 選んだ もので あらう。 sff 舰 雜 g« 針 紅 

人 宋ノ 

參 照」 

次に 一條 天皇の 長 保 年中に は 僧 寂 照が 渡宋 したので ある。 寂 照 は參議 大江齊 

光の 第三 子 で、 俗 の 時の 名 は 三 河 守定甚 とい ひ、 文 學 にも たづ さはった が、 遂 に佛門 

に 入った ので ある。 平素 交際 も廣 かった と 見えて、 彼が 渡宋の 際に は 餞別の 詩歌 

が 多かった。 寬弘 元年 宋 朝に 詣り 無量 壽 佛 像、 紺 紙 金字 法 華 經、 水 晶珠數 等を眞 宗 

皇帝に 獻上 する や、 帝 は 大に悅 び、 紫 衣 束 帛を賜 ひ、 の ち 勅して 蘇 州の 僧錄 司に 任じ、 

圓通 大師の 號を 授けら れ、 其 名 聲は彼 地に 於ても 嘖々 たる ものが あった。 

寂 照が 渡宋の 目的 は、 も と 求 法 巡 禮の爲 であった が、 我 が佛典 をも赉 した。 當時 

支那 は 爭亂を 經て佛 典 は 多く 缺 逸して 居た の で、 南 嶽禪師 の 大乘止 觀と方 等 三味 

行 法な ど は 彼 土の 人から 歡 喜の 情 を 以て 迎 へられた。 彼が 滯宋中 御堂 關白藤 原 

道 長な どから も 書 狀を遣 はした。 その • 1 節に 曰く、  ， 


寂 Si は 彼 

地 Li 寂す 


僧 成尋の 

入宋 


商 客 至 通 

如何 再 會- 

とあって 

は、 歷 史ゃ經 

は 利 を 重ん 

の 恨事で あ 

ち 惠 心 僧都 

照で あると 

祐 元 年) 抗 州 

照 參ノ 

照 ) 

次 に 後 三 

理の 子で あ 

五日 一行 八 人、 宋 の 

に 上陸 し、 通 事 陳 詠 


, 書 、誰 謂，， 宋 遠； 用 慰，， 馳 

胡馬 獨 向，， 北 風； 上 人 

寬弘五 年 七月の 15 


i 曰な ど 

じ、 た ^ 

るな ど 

の 著な 

いはれ 

淸涼山 

條 天皇 

る。 夙 


の 我國に 

輕 貨を载 

と 書いて 

る 往生 耍 

る。 彼 は 

の 麓で 遷 


結； 先 

莫. 忘，， 

な い 

て 來 

る 0 

を 支 


巡， 天 台， 更 可， 擧_, 五 台 之 遊； 旣 果， 本 願， 甚 悅、 懷 土 之 心、 

東 日； 

な つ 

も の 

る の 

ま た 

那 へ 


て 居 

が 多 

み で、 

我國 

持 つ 

留 ま 


L  ZO  4:- こ^. H 


U また 治 部 卿 源 

か ら、 便 船で 送つ 

國の 風聞が 絕ぇ 

頓學の 聞え あ る 

行って 彼 地の 學 

，後 一條 天皇の 長 

七十 三で あつ た- 


從英 からの 書狀に 

て 貰 ひ た い C 商人 

て 聞えぬ の は 學 者 

天台宗の 僧 源 信、 卽 

者に 見せた の も 寂 

元 七 年 (宋 仁 宗 の 景 


の 延久四 年に 僧 成 尋が入 

に 求 法の ため 入宋を 志し 

商 客 孫忠の 船に 便乘 して 

を 雇 ひ、 天台 山國淸 寺、 五 台 


宋 した 事で ある。 

た が、 漸 く 許可 を 得 

肥 前 松 浦 郡 壁 島 を 

山 等 を巡拜 した。 
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成 尋は參 議藤原 佐 

て 延久四 年 三月 十 

發 し 、そ れ から 抗州 

かくて 洛 陽に 至る 

一 五 玉 


送 華に 祌 
進 經佥宗 
す等蔷 |て 
>t 法特 
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ゃ神宗 皇帝 は 宣旨を 賜 ひて 一行 を 太平 典 國寺傳 法院へ 置いて 優遇せられ た。 乃 

ち 純銀 香 爐、 五 種 念珠 等 を進獻 して 萬歲を 奉祝した" 成 尋は神 宗の寵 遇 を 受ける 

事が 厚かった が、 其 後 0^ I) 弟子 頼 緣快宗 等の 五 人 を 一 先づ 日本へ 歸 らしめ、 彼等に 

託して 儒佛內 外の 典 鐯圖錄 等 を 送致し、 之 を 宇治 1^ 等 院の經 藏、 石 倉 大靈 寺の 經 藏 

等に 納めし めた。 神宗は 特に 入內々 侍 東 頭 供奉 官張士 良 を 以て 日本 皇帝に 金 書 

法 花經七 卷、 錦 二十 匹 等進献 のこと を 仰 出され、 賴緣 等は歸 朝の 後、 之 を 朝廷に 捧呈 

した。 我が 朝廷 は 之が 受否 にっき 犬に 評議せられ たが、 遂に 受 くる 事に 決 し、 答 禮 

として 承 暦 四 年 五月 五日 に 返書 を 作 り、 六 丈 織紹ニ  kn 匹、 水 鈒五千 兩を贈 進す る 事 

I な し、 同 年 僧 仲囘は 右の 返書 及び 物品 を 奉持 し、 宋 の 商 客 孫忠の 船に 便乘 して 彼 

地に 至った。 かくて 成 尋は日 宋兩國 の 交通 上に も資 益す る 所があった が、 彼 土 に 

留まる こと 十 年、 白 河 天皇の 永 保 元 年 (卽 ち 宋の元 豐 四 年) 七 十 1 歲を 一期と して 天 

二お ) こ 0 へ歴. £ 地理 第二 十六 卷、 七卷、 八號の 入ン 

ム 口山 { 1. おしす 宋僧成 尋と當 時の 曰宋 交通 參照 」 

以上 は 主として 僧侶 入宋 の事歷 である が、 な ほ 商 客來往 の史實 をた どって 見れ 

ば、 一 條 天皇の 長德 元年に 宋 商が 若 狹國 に來り (§ 瞭、 S  I) 寬弘ニ 年に も宋商 曾令久 


成 尋~^ 彼 

土に 寂す 


宋の商 客 

來る 


が來 つた。 この 人 は 暫. く 留寓 する 

宋の牒 書が 到り、 太宰府から 其 送つ 

四 年に は宋 商の 獻 上した 孔雀 を 天 

て、 奥 • を 作って 養 はしめ たが、 卵 十一 

〔日本 紀略〕 長 和 四年閏 六月 廿五 

左大臣 北 南 第； 作，， 其 * 養乏、 去 四 

〔小 右 記〕 長 和 四 年 九月 廿 四日 辛 

七百餘 匹、 外 唐 皮 皮 籠 一 荷、 云 云 

そ の 後、 鳥 羽 天皇の 元 和 元年に 宋 

此事を 大宋國 獻，， 牒 狀， と 書いて あつ 

寶 記に は宋國 より 商 客 孫 俊 明、 鄭 淸 

「矧爾 東夷 之 長、 實 惟 曰 本 之 邦、 人 崇，， 謙 

闕，， 來 王 之 義； 遭，， 逢 0 曰； K 敢，， 事 矢 之 誠 

際、 右 樣な 支那の 尊大なる 態 度 に 對 


事 を 許された 、小) 三條天 

た 所の 貨物 を 京都に 上った 

覽に供 し、 そ の 後左大 臣 (藤 原 

箇を 生んだ などと いふ 事が 

日 癸 卯、 大 宋國商 客 周文德 所： 

月晦以 後、 生，， 卵 十 一 丸； 云 云、 

未、 左衞門 尉爲親 云、 帥 昨 獻，， 公 

國 から 海 商に 托して 書 を 贈 

て、 こ は 宋 の徽宗 皇帝の 重 和 

等に 書を附 して 送ら れ、 そ の 

遜； 地 富，， 珍 奇 之 產； 曩 修，， 方 貢； 歸，， 

一」 云云 の 文 言 を擧げ て ある。 


皇の長 和 二 年に は 

へ 日本 運上 記、 法 成ノ  ^ 

W 攝政 Si 、小 右 記) 同 

道 長) の 4^ 南 第に 於 

見えて 居る。 

,獻 孔雀 天 覽 之 後、 於，， 

家 >  之 物、 例 進 率 分 絹 

つ た、 歷 代 皇紀に は 

元年に 當 る、 善 隣 國 

內容に 曰くと して 

；順 明 時； 隔 濶 彌， 年、 久 

當時 朝廷で 評議の 


し て、 名 分 論が やかましかった の で、 返 書 は 遣 は 
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兵寐 港の 

修築 
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さやに 了った ものと 見 

仲に 沙金を 送つ 

以上の 如く 宋 


で 

堂 

の 


を 

る 

力 

後 


入宋 する 者 

る こと を 看 

來も稍 i 頻 

し、 且 つ 福 原 

造 營 する 等 

庫 港 は攝津 

於て 行 基 菩 

1: があって" 

急なる 時に 

廷に 於て 造 

_攝 津の國 司 


た、 こ は- 

國 よき 

もな カー 

破し、 之 一 

繁 にな； 

に 別莊ー 

の 事が- 

の 矢 田 一 

薩が 修ー 

之 を 和 一 

は、 高 i 

船瀨 =ln 

をして, 


第二 卷 

える。 近衞 天皇の 仁 平 元年に 左大臣 藤 

前年 書物 を 送 進され た 返禮 であると い 

は往々 商船が 來 つたので ある が、 吾 方 よ 

つ た が、 淸 盛に 至って は、 前 記の 如 く、 風 に 

を獎勵 した ものと 見える。 されば 淸盛 

つて 來た。 殊に 淸盛は 兵 庫の 要港なる 

を 構へ、 また 嚴島神 社 (海 の 神-を 崇 び、 之 が 

あった。 今 暫く 右 等の 事蹐 について 記 

部 郡に あつ て、 本 名 は 輪 田 泊、 ま た 大輪 田 

築した 五 泊の 一つで ある" 此 港の 西方 

田 岬と いふ。 これが 爲に 西の 風に は 安 

が 岸 をう つて 常に 船の 難 溢 を 免れぬ の 

を 置 き、 石 堤 を 築い て 停泊の 船 を 保護 さ 

修築の 事 を 掌ら せ た 事 も あ つ た が、 淸 盛 


ふ (百 

執政 

を 看 

た め 

述し 

泊 と 

I 一  よ 

穩 で 

で あ 

To  2 

は此 


1 五八 

長 は 宋商劉 文 

練 抄)。 

僧侶の 外に は 

の 貿易が 有利 

の 際に は、 宋 船 

て 之が 修築 を 

に莊 厳なる 殿 

て HI? よう o 

い ひ、 奈 良 朝 時 

十 餘町も 突出 

あ る が、 柬南 の 

る。 そこで 古 

ので ある。 そ 

港の 要港なる 


を 認 め、 始 め は 私 力 を 以て 新 島 を 築いた が 1 多 分の 工費 を 要する の で、 後 に は國々 の 

功力 を假 りる 事に された。 その 工事 も 平家物語に は應保 元年から 三年までの 事 

と 見える が、 源平 盛衰 記に は 承 安二 年 三年の 事と な し、 其 間に 十 年ば かりの 開きが 

あ つ て、 年 代が 一致し ない。 され ど 之に 就いては 幸 ひに して 治 承 四 年の 太 政官符 

が あるか ら 之が 最も 正確なる 史 實を傳 へ る ものと 察 しられる。 

太 政官符 東海道 諸國司 

應 h 庸物 運上 船梶 取水 手下 向 時、 人 別 三ケ曰 勤，， 仕 攝津國 大輪 田 石 掠 造 築 役， 事、 

右 得 = 入 道 前 太 政 大臣 家 今 曰 解 狀， 彌、 謹 撿，， 案 內； 輪 田 崎 者 上下 諸人 經過 無 fe  、公 私 諸 

船 往 還 有， 數、 而 東南 之 大風 常 扇、 朝暮之 逆浪 難. 凌、 是 則 無お 之 所 也、 爱 近 年 占 "攝 州 

平野 之 勝 地； 爲，， 遁 世 返 老之幽 居； 依，， 其 境 之 相 近； 聞，， 此 崎 之 爲き、 方 今 仕 ：-數 代 之 聖主； 飽- 

殊私之 朝恩； 遂 登，， 相 國 之 官； 更 入，， 菩 提之 道； 寢寐 所 者 四海 之靜 謐、 造 次 所^者 萬國 

之 歡 欣、 是 以 一 者 爲 fe,, 諸 國之歎 二 者 爲 酤，， 諸 人 之 怖； 殊 勵，， 私 力； 雖 Ji^,, 新 島； 波 勢 常 嶮、 石 

掠 不， 全、 自， 非 &,, 國 々之 功 力， 考爭 得， 致，， 連 々之營 築， 乎、 伏 尋，， 舊 記； 粗 訪，， 故 事； 延 喜 聖代 殊 

下& 旨； 仰，， 山 陽 南海 之兩 道； 修，， 和 田 船 瀨之舊 泊； (^  §  f  ?! 今) 聖代 之 政、 尤 足 b 准ハ然 
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則 下，， 知 畿內河 內和泉 攝津幷 山陽 南海 兩道諸 國； 不 庄 公； 不. 論- -權 勢； 令. 致- 不 曰 之 勤； 

欲 JI^-- 逆 風 之 難； 其 人夫 者、 田  一 丁 別 畠 二  丁 別 各 宛，， 一 人： 可， 被， 致，， 一展 召； 於，， 其 時 節， 者、 各 可， 

依，， 申 請； 但 播 磨 造，， 小 安 殿； 備 前 造，， 大 極 殿； 已 以 營，， 大 功； 不. 可， 准，， 他 國； 宜 除，， 公 田， 支，， 配庄 菌っ 

至，， 于 東海 西 海 兩國國 々， 者、 當 國 大小 雜物 運上 之 時、 其船捤 取水 手下 向 之 次、 糙 任，， 先 

例； 役 經 J  二 日； 望 請 官 裁 被 卞，， 宣 旨 於 件國々 ； 任，， 延 喜 例； 被お，， 彼 石 掠， 者、 海 行 波路 之怖畏 

不. 聞、 官 物 私財 之 損失 永絕 者、 右大臣 (M §) 宣、 奉 依， 請 者、 國 宜，， 承 知； 依 ％ー 行乏、 符 到 

奉 行、 

正 五位 上 行 左 少辨藤 原 朝臣 修理 左官 城 判官 正 五位 下 左 大夫小 機 宿 漏 

治 承 四 年 二月 廿日 

へこの 官符は 山槐， 記に 載せ、 又記錄 局蔵舊 大阪 小 原文 書ノ 

^.u 载 す、 二 本 互に 誤 K も リ、 今 參 照 して 之，^, 訂 す (星 野 恒ヒ 

右の 如く 新 島 を 築いた とい ふの が、 こ の 度の 新 工夫と 思 はれる。 この 島 を經ケ 

と い ひ、 今 の 築 島 寺の ある 邊と思 はれる が、 現 時で は 全部 陸地に なって 了って 居 

0 但し この 築 島の 事は餘 程の 難 工事で あつたと 見え て、 人 柱 を 立てようと いふ 

など もあった 檨だ が、 淸 盛 は 之 を 返け て當 時の 信仰 >5 を 利用 し、 石 の 表に 一 切經 


の 文字 を 書かせ て、 之 を 海中に 沈 め、 以 て 基礎工事と された とい ふ 事 で、 時 代に 超越 

した 見識 を 有って 居た とい ふべき である。 淸 盛の 計 畫は. 如何なる 程度まで 成功 

した もの かそ は 不明で ある が、 建 久七 年に 東大寺の 重 源 上人が 淸 盛の 意志 をつ ぎ、 

更に 之が 完成 を 計った 事が 記錄 局所 藏の小 原文 書に 見えて 居る。 

また 淸盛を 始め 平家 一門の 邸宅が 兵 庫の 附近 福 原の 地に あつたの である。 前 

揭 の 「山 槐 記」 治 承 四 年 (i! g おの 條に 「爱 近年 占，， 攝 津 平野 (i ^ 野) 之 勝 地； 爲，， 遁 世 返 

老 之 幽居，」 と あ るの は卽 ちそれ である。 同書 治 承 三年 六月の 條に前 太 政 大臣 藤 原 

忠 雅が嚴 島へ 參詣の 折 柄、 右 の 福 原 へ 立 寄った 記事が ある、 忠雅 は平賴 盛の 亭を以 

て 宿所と した が、 同 亭は淸 盛の 亭を距 る こと 四 五町で あつたの で、 萬 事の 經營 は淸 

盛が 之 をな し、 夫 から 車 を 以て 湯屋に 至った と ある。 之は淸 盛の 亭を距 る こと 一 

町 許と あつ て、 多 分礦泉 を溫洛 とした もので あらう。 淸 盛が 福 原に 邸宅 を 營んだ 

年月 は 不明で ある が、 高 倉 天皇の 嘉應 元年の 頃に は、 旣 にあった ものと 見， え、 後 白 河 

上皇が 高野山へ 御 參 詣 の 歸 路、 千 僧 供養の 結緣 として 淸 盛の 福 原の 亭に 入御 せら 

れ たとい ふ 事が ある。 また 同 二 年 九月に は 上皇が 福 原に 御幸あって 宋人 を御覽 
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の 事が 見えて 居る。 但し 何時も 保守主義に 傾き 易き 京都の 公家 達の 間に は、 之 を 

以て 異樣 なりと し、 我 朝、 延 喜以來 未曾有の 事で、 天魔の 所爲 かと 書いて ある。 (玉 海) 

承 安元 年 二月に は淸 盛より 羊 五 頭、 靡 一 頭 を院に 上った ことがある。 (I 練) 之 も 外 

國 から 渡つ たものと 見える。 同 二 年 三月に は 上皇 は淸 盛の 福 原の 亭に 入御 せら 

れ た、 之 も 千 僧持經 者に 供養の 御爲 である。 さて 當 時の 淸 盛の 福 原 亭で壯 麗で豪 

奢 を 極めた 事 は 非常な. もので 「嚴島 御幸 記」 (If 細 幹； ^5 一 5 3 S3 嚴) に、 

(太 政 大臣)  、  ， ：： > 

入 i 大きお ほ い ま う ち 君、 >:b をつ くして、 御 まう けど も 心 ことば も をよ はす 天の 

した を、 ひに まかせた るよ そ ほひの ほど 、いとなまれ たる ありさ ま、 思 ひやる ベ 

(木立) 

し。 ま ことに 三十 六の ほら に、 入 たらん 心地す。 こたち 庭の ありさま 畫 にかき 

とめた し。 をと にき 乂 しに もはやす ぎ て、 め づら かに 見 ゆ。 つかせ 給 ひて のち、 

い つし か い つく 島の 內侍 どもまい り て、 あ そび あ ひたり。 御所の 南お もて に、 錦 

(高麗 ISO  (唐) 

のきぬ やうち て、 こま ほこの さ をた てわたしたり。 內侍 八人ぞ ある。 皆からの 

女の 粧ひぞ したる。 はな 桂の 色より はじめ て、 天 人のお り くだりた らん も、 か く 

やと ぞ見 ゆる。 萬歲樂 など、 さま-/ ^まひた- 9。 左右に めぐりて、 勞る  >- こと を 


魯陽ス E 

の 故事 


と 

間 

- 一 

己 

き a 

し 


知 ら す、 朝 タ しっきた 

れば、 これに はいかで 

に て、 神樂を ぞうた は 

か げぐ らう-日 も署し 

ほ ど も、 か くやと ぞ J?!E^ 

あ つ て、 御 もてなしな 

の 事から 思 ひ 出さ れ 

に傳へ られて 居る 通 

て、 扇 を 以て 日 を 呼び 

なった ので 庭に 篝を 

事から 脫 化した 話で 

が 韓と難 を 構へ たが 

る こと ニー  舍と ある。 

得ぬ こと はない とい 


る まひ 人に は、 滕 

か と ぞ覺ゅ る C 

せらる  > '、近 く 院 

(篝) 

か ば、 庭 にか i.- り 

ゆる。 .1 仅も ふけ 

ども 如何に 善美 

る の は、 淸 盛が 入 

,9、 淸 盛 は 經ケ嶋 を 

返した とい ふ說 

焚いた の は魯陽 

あると 思 はれ る 

、戰 ひ酣 にして 日 

此 故事 を さした 

ふ 所 か ら、 入 を 
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りて ぞみ ゆる。 利 曾の がくの 聲 も、 限 り あ 

まひ はて ぬれ ば、 う へ にめ しあげ て、 御 ま へ 

(上達部〕 

かんだ ちへ、 殿上 人、 も てな しあ ひたり。 山 

を燈し て、 も ろ こ-しの 魯陽 入日 を 返し けん 

し か ば、 入 らせ給 ひ ぬ、 云 云、 

を盡 した か おも ひ やられる。 又 魯陽入 

日 を 呼び返し たとい ふ 話で ある。 こ は 傲 

築 く に 當 、り、 日 が 西 山に 沒 せんとす るの を 

が あ る が、 そ れは卽 ち こ 、 の 「曰 が 暮れさう 

の 入日 を 返した とい ふの も、 か くや」 と あ る 

0 魯陽 入日の 事 は 「淮 南 子」 に 見 え、 魯 陽 公 ^ 

が 暮れた、 そこで 戈 を 援て之 を撝け ば、 日 

ので ある。 淸 盛の 威勢が 盛んで 何事 もな 

呼び返した とい ふ 樣な話 も附會 された も 

.  1 六 三 


^國卻 等 倚 

遣に けの 盛 
は 返て 議外 
す 牒宋; ^ 記 
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のと 見 え る。 

その 後高倉 天皇の 承 安二 年 九月に 宋の、 明 州の 刺史 から 方 物を獻 じた 事が ある 

が、 其 表 文に 日本 國 王に 賜 ふ 物 色、 太 政 大臣に 送る 物色 云云の 文字が あつたので、 此 

時 も 名分 論が やかまし く、 外 記 等 は 之を郤 けんとし たの であ つ た が、 淸 盛 は 宋國の 

貿易 を 喜んで 居た の で、 群 議を しりぞけて 返牒を 遣 はす 事と な し、 翌 年 三月 その 事 

に 及んだ ので ある。 

〔玉 海〕 十七 日 g g !i 午刻 許、 左 少辨兼 光 來、 @ 又 語 云、 自，， 大 宋 國き， 物 于 法 皇、 幷 平 相 

, 國 入道 等， 云 云、 其 注 文 云、 賜，， 曰 本 國 王， 物 色、 送-, 太 政 大臣， 物色 云 云、 賜，， 國 王， 頗 奇 怖、 仍 

可， 被& 遣， 歟、 將 可 fe,, 留 置， 歟 、有，， 其 儀； 然 而事體 不， 可， 被. 返 歟、 又 不^. 及，， 返 牒； 云 々、異 國 

定 有. レ所 Jn 歟、 可： 々 々、〇 廿ニ曰 戊 子、 已時 許、 大 外 記賴業 眞 人來云 々、(g) 語 云、 自， _大 

唐， 有，， 供 物； 獻，， 國 王， 之 物、 幷 送，， 太 政 大臣 入 道， 之 物、 有. 差 別， 云 々、其 送 文 二 通、 I 曰 云 I 

1^4 錄^  SSI 其狀尤 奇怪、 昔 朱 雀院御 時、 大唐 贈. -物 子-公家 幷左 右大臣： gtvs  5 

g 、仲 於，， 公 家 御 分， 者 、声 西 府， 被& 了、 |,- 返 左右 大臣 分 者 留. 之、 |,- 後一 條院御 時、 異 

國 供 物、 其 牒 狀 書，， 主 上 御名； M  ^,l,f 仍 不. 及，， 沙 汰， 被， 返 了、 承 曆 之 頃、 叉 有，， 此 事； 其 牒 


荒 納同 

凉荒 砂 手 

字 下 金筘 


狀 書、 迥，， 賜 曰 本 國： 因. 之、 殊 有， -沙 汰； 兩 度 被. 問 JS 道； 遂 經 --兩 三 年-被. 留 了、 時 人 誇レ 之、 今 度 

洪 物、 非，， 彼 國王； 明 州判史 供物 也、 而其狀 奇怪 也、 尤 可-返 遣 i 古 相互 送 fe 贈 物、 其 牒 

狀、 自， -大 唐-天 皇， -送 上-書、 彼 國王 天子 書、 自-我 朝-又 送 書、 相 互 無-差 別； 而 今度 之 所爲不 

,.nsln  、而 無音 被， 留 之 條、 異 國 定 有，， 所 存， 歟、 尤 可き 事 也 云々、 尤 可， 然、 

〔百 練 抄〕 承 安 三 年 三 月 三 曰、 大 宋 國 有-, 貢 物； 入道 太 政 大臣 ？ 遣-返 牒-之 由、 內 々被レ 定- 

仰 之； 左 大 臣 (I) 所，， 計 申， 也、 永 範 卿 草， 之、 入 道 敎長卿 可 =淸 書： 云 云 • 

宝 海〕 三月 十 三 日 ^  IT 未 郡 兼光來 云、 (I) 今日、 兼 光 語 云、 去 年 所 沙 汰-之 異國之 供 

. 物 事、 有，， 返 牒； 永 範 草乏、 敎 長 入道 可 =淸 書-云 々、件 狀、 只 偏 褒- 進 物 之 美麗 珍重 之 由-云 

云、 尙 一 筆 ？ 注-, 進 先例 之 由- 歟、 宋 朝 定 有お 思 歟、 答 進 物 等、 法 皇 遣 物、 S 糖 I5i わ， 

it; 人道 相國遣 物、 l、ii、sl, 一  件 物 等 之體、 偏 新 儀歟、 色革納 _>厨 子； 頗以 

_ 恐 F 也、 叉 武勇 之 具 出，， 境 外； 審 不％ お 事 也、 如. 此 大 事 被. 問，， 人 々；殆 可. 及，， 仗議， 

歟、 叉 返 牒 狀、 以，， 法 皇； 稱，， 太 上 天 皇； 是 叉 辭 4 號； 入- 佛 陀 之 道； 豈 稱 =上 鼻 哉、 尤 有- -不 審> 事 

也、 如 何、 保 安 返碟之 草、 做 他、 脾. 5^1 g  § 取 出 令. 見、 暫 兼 光 返 出 了、 0 廿ニ旦 き) ま-去 

十 四 曰； 至，， 于 廿 曰； 入 道 相 國、 於，， 福 原， 被， 修，， 護 摩， 云 々、件 之 間、 自=宋 朝-送 使 者、 入 道 不レ合 
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Si リ； t 山 重 

t 送へ 盛 
のり 黄 育 
傳た金 王 
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fe 、以 X 令， 逢 之 間、 唐人 大 怒、 歸 了 云 々、凡 異 朝 與， 我 

淸 盛の 嫡子 重 盛が 承 安三 年に 黄金 三千 兩を宋 の 

の 長老 佛照 禪師は 非常に 之 を 感謝した と い ふ こと 

又 一 說には 重 盛の 薨去 を 聞く ゃ宋 朝より 使者 を 遣 

阿 彌陀の 石經を 送り 來っ たと も あ る、 是 等は當 時と 

は 無い が、 そ の證據 文書が 確實性 を缺ぃ て 居る ので 

P 平家物語〕 ほき 肺 わ 去ぬ る 安元の ころ ほ ひ、 鎭 

召 よ せ、 三 千 五百兩 のま をた ふ て、 是五 百兩 をば 

もって わた b 、千 兩 をば 醫王 山の 僧に ひき、 二 千 

く 育 王 山へ 申よ せ. 我 後世と ふら はせ と宣へ ば、 

かしこまって 承 り、 や がて 鎮 西の 博 多に 下 り、 も 

b け れ、 萬 里の 遠浪 をし のぎつ \大 宋國 にぞ付 

德光 にあ ひ 奉つ て、 此 よし 申たり けれ ば、 長 老 大 

千兩 をば 育 王 山の 寺の 僧に ひき、 二 千兩を 御門 


國； 頻 以 親 昵， 更 々 

明 州 育 王 山に 寄 

が 平家物語 等に 

は し、 そ の 冥 福 を 

してよ 有り得 ベ 

强ち 信じ 難い。 

西 博 多より 妙 典 

汝 にた ふ、 今 三 千 

二 木 主) 

兩を 御門へ 奉つ 

妙 典 かけば くも 

ろ こし 舟の 欖を 

に け る、 育 王 山の 

き に隨喜 感歎し 

へ 奉って、 日本の 


1 六. K 

不 k --甘 

進せ る 

見え 

祈 ら 

力 ら 


て 

ざ 


と 申 

兩 を 

て、 田 

辱 お 

長老 

給 ひ 

內府 


心， 事 也， 

に、 同 山 

罟 る 0 

が 爲 に 

る 事で 

船頭 を 

宋 朝に 

をな か 

ひ 奉. -、 

こそ あ 

照 禪 師 

，やがて 

串 さる 


石 經 陀 彌 阿 ,0^ 田 郡 像 宗前筑 


九 

貢 

照 


る やう を 一 々にかき しるし 申されたり けれ ば、 御 門斜 ならす 御感ぁ つ て、 五 百 

町の 田 代 をな がく 育 王 山へ ぞ よせられ ける。 

S 像 記〕 1 1 J 宗 肩の 氏國の 家の 子 許 斐忠太 妙 典 入 道 は、 入 宋 七 道、^? 天 1 1 度、 海 

雲 記と い ふ舟路 自由の 書 を 著 す、 又 斐氏軍 あ り、 船 軍 煆煉者 也、 宗 肩 舟 入来の 

公役 幷 商船 等皆忠 太の はから ひ 也 二 切 經も唐 代の 本 を 渡せり、 五部 大乘も 七 

通り わた す、 又 五部 大乘を 諸 國へ收 めたり、 入道の 後 妙 典と 號 す、 (■) 氏國 は博智 

多才に して 小 松 殿の 師範 也、 (1) 育 王 山の 佛照 禪師 はもと より 重 盛 卿の 歸 依に 

て、 音信 數 度に およぶ。 梁 史ニ卷 、三寶 供養 傳五卷 を 小 松 殿 へ 送 る。 

按 する に宗像 記に いふと ころ 事實 とすれ ば、 重 盛と 育 王 山の 關 係、 ま た梁史 

ニ卷。 三寶 供養 傳五卷 を 送 り こした 事な ども 稍 } 信す ベ きものと 思 はれる 

が、 他 に傍證 もない ので 吾等 は 之 を 躊躇す るので ある。 

〔平 重 盛 阿育 王 山 過去帳〕 大日 本 國大將 上柱國 所 獻， 阿 育 王 山-之 金泥 大乘妙 典 

(宋 主) 

，部 十卷並 黄金 三千 兩送 在， 期 矣、 獻，， 上 御 門， 之 處、 田 數五百 町 寄，， 施 當 寺， 畢、 御 自 筆 

妙 典 經佛前 安，， 置 之； 經 王是 現世 安 穩、 後 生 It 處直文 也、 田 數又則 今 世當來 供佛施 
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I 新田 也、 就， 中 當寺者 阿 育 大 王 殺 X 萬 四千 人-後、 一 時 作 X 萬 四千 甚七寶 塔 婆； 奉- 

釋 尊； 爲-, 天 人-供，， 養 之； 使，， 賓 頭 婁 尊 者； 被. 投 J  二 州 其 塔 婆： 內 安-置 佛 舍 利； 被" 投- 明 州 中" 

間； 仍其 塔婆 施，， 放 七色 光； 照-唐土 一  天下； 時佛滅 一 百歲、 後 漢明帝 時、 彼 七 寶塔上 造 

覆 新 寺； 自 k,, 其 名 於 阿育 王 山， 以 降、 漢 家 無 雙 靈 驗 所、 禪 宗 繁昌 道場 也、 然 間 奉. 祈-唐： 

帝 本 命 元 辰， 伽 藍山莊 也、 二 千 人 僧侶 等、 朝 祈， 保 = 天 帝 i 代之遐 年； 夕 能 . 致 _-國 家 靜 謐. 一 

之 精 誠， 者 也、 撰，， 如嘉 之 殊勝 靈 場； 所 k.- 寄，， 進 佛經並 黄金； 君臣 賢 哉、 隔 波 濤 漫 々、碧 一 

お 他 國外京 之 臣； 運.， 心 於，， 阿 育 王 山 之 月； 卜，， 將 來 頓 證 菩 提 之 道； 予 聞 富 餘_- 金 銀 珠玉； 一 

人 々 雖％乏 、未， 聞 T 投，， 黄 金 於，， 異 朝； 期，， 當 來 作 佛， 人； 昔 須達 上人 者 四十 里 敷 i 、其 地 建え 

紙 園 精 舍： 奉 佛、 其 志 與 x「 和 朝 上柱國 飛 I 黃 金 於，， 阿 育 王 山； 萠 提不返 之 道； 其 志 一 

豈 違 、雖 fc, 上 代 末代、 漢土 曰 域 界； 潔 心 之 至、 無 上 之 志 同』 曰、 佛 照 良 臣、 淸 淨懸 き、 垂 -!; 

納 受； 當 時 禪侶等 者、 請，， 謹 其 施 物； 奉 薪：， 曰 本 安 穩 太平； 君臣 二世 所 = 仰 求- 矣、 仍 佛 照 禪ー 

師 所，， 請 取， 如お、 南 無 曰 本 大將重 盛 奉，， 入 育 王 山 過去 舰>  畢、  .  s 

按す るに 右の 阿育 王 山 過去帳と は 如何なる 由來の もの か 不明で ある。 文 一 

. は 和 臭を帶 び 日本人の 手に なった ものら しくし て、 宋 人の 撰で ない 事 は 疑ー 

- I  I   r  r     ，圍—  , ,   I  ,  ,  I   , 1 1  ！  .     11 il ,  r_l  ：  —  I  ;1  


统前宗 像 

の 阿彌陀 

經碑 


を容れ ぬ。 隨 つて 此文も 證據文 

〔金石 私 誌〕 筑前宗 像 阿 彌陀經 碑 ■ 

阿 彌陀像 を 刻 し、 額 に (無 量 壽 經) の 三 額 文 を 彫 

面 行 八 字、 第 十九 願 凡そ 七 行、 第二 十 願 凡そ 六 行- 

横 書 し、 字 の大 さニ寸 許、 

背 阿 彌陀經 の 全文 を 刻す る こと 凡そ 四 段、 每 段 

伹 し 面、 背 と いふ は 現在 石碑の 立ち^る 樣 に つ い 

.  て は 今の 裏， S ち 阿 彌陀經 の 全文 yJ- 刻し あろ 方が 

方が 却つ V- 裏であった ので ある。 

碑 は筑前 宗 像 に あ ， ^、嘗 て 州 僧宗朗 なる 者の 碑 本 後 

ふ、 治 承 中、 內 大臣 平 重. 盛 使 を 来に 遣 は し、 藏 經 及び 石 

九 年 秋、 宋の 使者 石 經を载 せて 來り、 船 宗 像の 海港に 

尺 五 T  、厚 九 寸、 石 靑 紫 色、 堅 密 玉に 似た り、 面 に 阿彌陀 

, の 願文 を 彫 り、 背 に 阿 彌陀經 及び 往生 淨土  を 刻む 
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として は確實 性を缺 いて 居る ので ある- 


り、 第  十八  願  凡そ  五  行、 每 

願文の 下に 佛號七 字 を 

三十 三 行、 每行 十五 字、 

ていふ もの LL し て、 本 來 L- 

面に し て， 阿 彌陀 像の ある 

に 題す る を 見る に、 相 傳 

經を 求む、 聽 かれ す、 建 久 

着く、 碑 高 四 尺八 寸、 幅 三 

像 及び 十八、 十九、 二十 三 

■ 時に 重 盛 旣に薨 じ、 平 氏 
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また 源氏の 滅す ところと な る、 宗 像 大宮司 國使を 召し 事由 を 問 ふ、 對 へて 曰 

く、 我 主 重 盛 0 する を 聞 き、 其 宿志 を 報じ 冥 祐を追 はんがた め、 臣 をして 護 送 

せ し む と、 氏 國は 源氏 を 畏れ 肯て之 を 留め や、 使 者 密か に 碑 を 遺して 去 る、 里 

人 乃ち 第 一宮に 移 置. くと 云 ふ、 (れ 5J) 

〔太 宰 管 內 志， 一 此 碑宋國 より 贈 來るこ と、 宗 像 記 以下 諸 書に 記す る 處詳略 あ り、 其 

大槪を 云ば、 治 承 中 重 盛 公、 宗 像 氏國が 家臣 許 斐忠太 妙 典 入道 をして、 金 三千 兩 

を 朱 國に遣 はし て、 育 王 山に 祠堂料 を 寄附せられ しか ば、 建 久九 年の 秋、 宋 國 よ 

h- 內府 追善の 爲 に、 藏 經 石 經 を 载 て、 宗 像の 江 口に 着船 す、 時 に 平氏 亡て 受く ベ 

き 人な けれ ば、 氏 國に屬 して 歸る、 石碑 は 神社の 傍に 建 置る を、 承 久 一 一 年、 氏 國 山 

下に 石屋 を 作て 安置す と 云、 今 石佛の 側に 刻す る 所、 剝 して 審に 知る ベから ざ 

れ ども、 大宋紹 熙六年 改元 ありて 廣 元と 號す 云々、 紹熙六 年 は 我 建久六 年な り、 

是 宗 像 氏 國、 初 度 大宮司 補任 中に 當る 云々、 治 承 三年 重 盛 公 薨 し て、 建 久六年 は 

十七 周年に 當れ ば、 氏 國其 追善 を 修行せ ん爲 に、 兼 て 重 盛 公の 歸依 ありし 育 王 

山に 施物 を 遣 し、 石 佛を需 しに 因 て、 彼 より 贈 渡せし か、 さ て 石碑 は 山 下の 彌陀 


屋敷 池の 中島に 石屋 を 作 て、 數 百年 安置せ し を、 萬 治 三年 庚 子 九月 十三 日 大風 

吹 て、 石 屋の 上に 覆 掛れる 楠 を 吹 折、 石 屋を碎 き 碑 も 中より 二 つ に 折 る、 其 明 々 

年 寛 文 二 年 壬 寅、 石 灰に て つぎ、 本社の 傍に うつした ，9、 云 云、 

按ゃ るに 以上の 諸記錄 にい ふところ は 互に 出入が ある が、 こ の宗 像の 阿彌 

陀經 碑が 支那からの 渡來 物で ある こと は 疑 を容れ ぬ。 今 は 國寶に 編入 さ 

れて 居る。 た1^」の石經が如何なるィ吠第で我國へ來たものか、その傳來に 

ついては 尙ほ 研究の 餘 地が あるので ある。 果して 之が 重 盛に 關 係して 居 

• る もの か、 そ れ とも 宗 像の 大宮司 氏 國が取 寄せた もの か、 そ の邊が 不明で あ 

る。 ー體 この 經石は 如何なる もの かとい ふに、 1 說に は隋の 朝散郞 陳仁稷 

の 書 を 刻して 襄陽龍 興 寺に 建てた 阿 彌陀經 石 そのもの であると いふ。 此 

說の 由って 來る ところ は、 裏 面に 刻せ し 阿彌陀 It は 流布本の ものに 比する 

と 第 九 章の 一 心 不亂の 下に 「專 持，， 名 號 -以稱 名、 故 諸 罪 消 滅、 卽 是 多-善 根； 福 德 因 

緣」 の 廿 一字 を 加へ て あ る、 襄 陽の 碑に も 此廿ー 字が 多い ので 著名で ある。 

それ故に 同一 物で あらう とい ふので ある が、 實 はこれ だけで 同 1 物と いふ 
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のは餘 りに 速斷に 過ぎる 樣 である。 第二の 說 によれ ば、 之 は襄 陽の もの を 

摸 刻した の だとい ふに ある。 支那で は宋 初に かけて 念佛 信仰の 盛んなる 

に 際 し、 此 碑の 摸寫摸 刻が 行 は れ、 石 に 復刻して 建立す る 樣の事 もあった の 

で、 其 一 を 我 國へ傳 へた もので あらう。 字體 からい つて も、 襄 陽の 碑 は隋時 

代の ものであるの に、 宗 像の もの は 降って 宋 時代の 筆法が 見える か ら、 時 代 

が 合 はぬ との 事で ある。 この 第二 說 などが 稍 i 信、 すべき もので あらう。 

. 次に 此 碑の 傳來は 如何と いふに、 この 碑の 左 脇 下に 「大宋 紹熙六 年」 と 推定 さ 

れる 文字が 彫って あ り、 又 同 右 脇に も 同 樣 「檀 那 宗 像宮大 司」 云 々の 文字が 見 

え る の で、 南 宋の 光宗の 紹 照 六 年 (我が 建久 六 年) に 宗 像の 大宫司 氏 國が宋 園 

に 賴んで こしら へ たもので あらう とい ふ 事 はお ぼろげ ながら 推察され る。 

また 他の 添 刻 文 (5  b  f  5- " などから 見れ ば、 宗 像 氏, が 母の 追福の た 

めに した 事の やうに も 推測され る。 何れにせよ 重 盛に 關係 ある ものとの 

說は餘 程 薄弱で ある 檨に思 はれる。 

以上が 平家 時代までの 外交の 主要なる ものであるの である。 


事 尊島淸 
If 信 の 盛 

せ 祌 の 
ろ ^嚴 


五、 .嚴 島 神社 及び 熊 野 社の 信仰 

淸 盛の 海に 關 する 考、 乃 至 は宋國 との 貿易 獎勵の 事柄と 相關聯 して 追想され る 

の は、 彼 が嚴 島の 神 を 信仰した とい ふ 事で ある。 嚴島 の 神 は 何 を 祭った もの かと 

云 ふ に、 祭 神 は 六 座で ある が、 そ の 主たる もの は 市 件島姬 命、 卽 ち 太古に 高天原 で、 天 

照大 神と 素戔鳴 尊との 間に 於て、 劎 玉の 御 誓 によって 化生し 給 ひし 三女 神の 一 な 

る、 市 杵島姬 命 を 中心として 祭られた る は、 疑 を 容れな いところ で、 今 は 玄海灘 のた， 

*  ムナ カタ 

た 中に あ る、 大 島 等に 祭られて あ る、 宗 像の 神と 同體に まし ま し、 海 乃至 は 航海の 事 

を 掌る 神で あると 思 はれる。 此神を 始めて 此 地 (嚴 島) に 祭った の は、 何 時 頃から か 

とい ふ に、 推 古 天皇の 時に 神主の 佐 伯 鞍 職と いふ もの が、 官 奏を經 て、 私 財 を 抛って 

御宫を 建てた のが 始め で、 爾 來其 子孫が 代々 神主 職を繼 承して 居る とい ふ 事で あ 

る。 その 後、 當 社 は 朝廷の 御 信仰 も 厚 く、 嵯 蛾 天皇の 時には 名 神の 例に 預 り、 醍 醐 天 

皇の延 喜 年間に は 名 神 大社と 崇められた。 而 して 淸 盛に 至つ て は 非常なる 崇敬 

をな し、 これより 著しく 當 社の 盛大 を 致した ので ある。 さて は淸 盛が 嚴岛の 神 を 

信仰す るに 至った の は 如何なる 次第 かとい ふ に、 平 家 物語の 傳 ふる 所に よれ ば r 始 
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め 鳥 羽 院の御 宇、 淸 盛 が 安 藝 守たり し 時、 院 宣 により 彼 國の料 物 を て 高 野の 大塔 

を 修理 し、 六 ケ年 にして 之が 竣功 を 告げた ので、 供養の ために 淸 盛が 高 野へ 詣 でた 

る に、 八 十 有餘の 老僧が 一 人出で 來 b  、語って いふ やう、 -. 高 野 S 犬 塔 を造營 せる こと 

目 出た し、 但 し 越 前國氣 比の 社 は 金剛 界の 神、 安 藝國嚴 島の 社 は 胎藏界 の 神な り、 こ 

の 二 神 は 胎金兩 部の 垂 跡な り、 然 るに 氣 比の 社は榮 えたれ ど も、 嚴 島の 社 は 破壞甚 

だし けれ ば、 之 を 造 誉 せ よ、 然 らば 官位 は 他に 比肩 無き 迄に 榮 達すべ しと あ り、 淸 盛 

下向の 後、 院 參 して 其 次. 第 を 奏聞 し、 任 期 をのべ られて 彼 嚴島を 修造 し、 社 壇 を 作り 

かへ、 鳥居 を 立て かへ、 百廿 間の 廻廊 を 造りた. o'.JgJI と ある。 こ は 固より 佛 者の 附 

會に 出で 、強ち 信じ 難いので ある が、 長 寬ニ年 九月 附で淸 盛が 齩島 神社へ 納めた 願 

文 に も、 略 i 似寄った 記事の あるの を 見れ ば、 ま た棄て 難い やうに 思 はれる。 

〔嚴島 神社 願文〕 嚴島 神社 所藏 

ミテ ヲスレ ミル-一  シク 力 ラシ フン ダリ ゲ  二  クニ スサパ ニヤ  二 

弟子 淸盛 敬白、 夫 以蘋蘩 風 芳、 自 混，， 芬 陀利華 之 露； 潢 汚 水 潔、 遂 歸，， 薩 婆 若 海 之 波； 和 

光 同 塵、 不，， 其 然， 乎、 伏 惟安 藝國 伊都 伎 嶋大明 神、 名 载，， 常 篇； 禮 存，， 恒 典； 一 區 據：， 孤 洲 之 

载薛； 四面 臨，， 巨 海 之 渺茫； 謂，， 其 靈 勝； 則 如； 雲 蓬 露萊之 在，， 乾 坤 之 外； 謂へ 其 0 構； 亦 省. - 


0  g) 金 殿玉樓 之 挿， 崐 闐 之 間； 凡 厥 靈驗威 神、 言 語 道斷者 也、 於甚 弟子 本 有-因 緣； 專 

致，， 欽 仰； 利 生 揭焉、 久 保，， 家 門 之 福 緣； 夢 感 誤、 早 驗-, 子 弟之榮 華； 今生 之 願望 巳滿、 來 

世 之妙果 宜. 期、 相 t 傳 云、 當 社是 觀世音 菩薩 之 化 現 也、 又 往年 之 比、 有- 一 沙 門： 相-語 弟 

子； 曰、 願 =菩 提 心-之 者 、祈-請 此 社； 必 有- 發 得； 声 聞 1 斯 言； 偏 以 信 受、 歸 依 本 意、 蓋 在： -于 玆ハ但 

テ  IK  ス  二  ク ハン  ニル二 ホッ ラフ 二  ^ 

事 隔 =經 論 之 說： 旨 非，， 書 紀之 文； 委巷之 語、 恐 似， -憑 虚； 然 猶 淸 思、 諸 法 之定不 定、 唯 在 ：- 一 

心 之信不 信-者 歟、 故 漢主之 信 =臣 節-也、 河 上之浪 忽 結^、 李 廣 之 思-父 讎， 也、 草 中 之 石 

暗 飮. % 何 況百界 千 如、 說而 IJr 謂 之 妙 法； 一 一 十 八 品、 顯 而 爲入 、謂-之 觀 音； 從 i  0 迹、 

現 而 爲. 神 、謂，， 之 當 ； id; 本 迹 雖 kr 利 益 惟 同、 若 授_ -不 退 金輪 之 手； 菩 提心定 純 熟、 若 承-上 

品 蓮 臺 之 菩 提 道速圓 滿、 發 心 之 義、 豈 成-疑 殆； 而 今 雖" 爲 =在 家 之 身： 巳 有-求 道 之 志つ 

ノム ハス ルテ  ノ カル ハル、  ク ハレ  ス  ム ル，, カラ， * 

朝 暮 所， 營 者 、讚-, 佛 乘-之 業、 寤 寐 所 者、 生 極 樂-之 望、 若 是懇祈 之 所 k 、冥 應 之 令 # 

日 l5 以亂 致-報 赛； 欲. 發- 淨 心； 奉き： -寫 妙法 蓮華 經 一部 廿八 品、 無 量義觀 普賢 阿 彌陀般 

若 心 等經各 一 卷； 便 奉 =納 于金 銅篋ー 合； 可， -安 =置 之於寶 殿- 矣、 弟 子幷 家督 三 品武衞 

キ 

將 軍、 及 他 子息 等、 兼 又舍弟 將作大 匠、 能 州、 若 州兩刺 史、 門 人家 僕 都 盧卅ニ 人、 各 分- 

1 品 一 卷； 所 入 盡 き 盡 也、 花 敷 蓮 現 之 文、 出 &,, 吾 家 之 合 力； 玉 軸 綵賤之 典、 成， - 一 
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族 之 同 情； 蓋 爲 fei 修，， 功 德： 各 得. 利 ？也、 二 年 之 天、 暮秋. K) 候、 自 參，， 寶 前； 敬 講，， 華 偶； 始， s, 

二 セント  テ テ シ  トカラ  スシテ  -ース  テ  ニケノ 

明 年； 將. 修，， 册 講； 以 爲，， 年 事； 不， 可，， 失 墜； 擬， 份 楡 於 眞 如 之 S 褊& 稷於 酸醐之 味； 捧，， 此 功 ， 

ス 

德： 奉 feus 社； 鎭，， 護 國 家， 之 威、 長 被， 百 王； 成，， 就 衆 生， 之 誓、 彌 遍， 三 士； 於 戲龍管 之 凌，， 鯨 波 一 

ムラ 尼 ルト  テ  ルハ  二  タ ナリ クハシ ヒムチ  クハ -1  テス ン 

不 _,容 易 (雖 き， 持 重； 九 卿 之 詣，， 孤 島； 叉 甚 稀、 庶 爲，， 相 憐； 唯 願 速 得， 无 上 之 道 心； 必 遂，， 順 次 

之 往 生； 進 思，， 无 始之罪 垢； 雖 fek 之 滿，， 虛 空； 退 觀，， 一 心 之 本 源； 猶 譬， 曰 之 照 霜 露； 然 則 

百年 之 終、 十 念 具 足、 超，， 中 有； 遊 ，，西 方； 雖，， 下 品， 不 緑、 猶 聞，， 法 於 未 敷 蓮 華 之 裏； 證，， 中 道， 未 

カラ ヅステ  二 タリ  ニス-一  シノ チテハ  ニム ル 

,晚、先利_,物 於 舊栖桑 梓 之 鄕； 能 至，， 菩 提， 引，， 導 法 界； 今 曰 之 願、 旨 趣 如. 斯、 乃 至，， 福 業 所， 覃、 

ラ ミナ テス 

廻 施 不. 限、 敬 白、 

長 寛 二 年 九月 日  從子. 從 二位 行 權中納 言 兼 皇太后 宫 

權大夫 平 朝- 臣淸盛 敬白 

また 仁 安三 年 十 一 月附の 神主 散 位 佐 伯 朝臣 景弘の 解 文が ある が、 是 によれば 淸 

盛が 嚴島 造營當 時の 規模 を 窺 ふこと が出來 る。 (仁 安三 年 は 長 寬ニ年 を 去る こと 

僅に 四 年後で ある。)  . 
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安藝 國 伊津 岐島社 神主 散 位 佐 伯 朝臣 景弘 解、 申 官 裁-事、 請， 殊 蒙 裁； 因-, 准. 一 

傍 例， 被 宣 旨； 限，， 永 代， 令 T 當 國宰吏 募 = 重 遷 任 功； 修％」 當社 神殿 舍屋 等^  一 

へ JU  t 諸 國祌社 造 蒼 例 各 一  . 

15< 'に 蘭す る もの.！？^ 1^、  _ 

1 當祉 神殿 舍屋等 色目 事、  _ 


本宫分 

九 間 二 

二 間 一 

赦殿間 

六 間 一 

七 間 三 

三 間 一 

六 間 二 

五 間 二 

八 間 一 


三十 七 宇 

面 檜皮葺 

面 同小 a 


間數 三百 間 

殿 一 宇 

宇 號_- 瀧 I ぎ 


同小 社 一 宇 號，， 江 比 須， 

面 同拜殿 一宇 

面 同 下居屋 一 宇 

而 同侍屋 一 宇 

面 同 粥座屋 一宇 

面 同 御供所 屋 一 宇 

面 同 朝座屋 一宇 


五 間 二 面 同寶殿 一 宇 

一間 一面 同小 社 一宇 

八 間 二 面 二 楝同拜 殿 

六 間 三面 同 舞 殿 二 宇 

二 問 二 面 下 居副屋 一 宇 

1 間 同 釣 殿 一宇 

六 間 二 面參詣 宿屋 一 宇 

六 間 二 面同签 神殿 屋 一 宇 

五 間 一面 同侍屋 一宇 


號，， 大 伴， 

宇 
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五 間 二 面 同御讀 經所屋 一 宇 

Is 十三 問 同 廻廊 一 宇 

同 鐘樓ー 宇 

三 間 二 面 葺寶藏 一 宇 

五 間 二 面扳葺 膳所屋 一宇 

屛ニ 十七 間 

玉垣 三十 五 間  _ 

五 間 二 面大伴 社拜殿 一 宇 

七 間小舍 人所屋 一 宇 

外宮 分 十九 宇 間數 七十 七 間 

葺贊 I:- 一  宇 

所寶殿 一宇 

： ■  二 チ 

三 間 四面 同 法 華 三昧 堂 一 宇 


、  一 七 八 

五 間 二 面 同經藏 一 宇 

同 四 足 一宇 

五 問 一面 同御廳 一宇 

□  ^  二 面萱葺 御倉 一 宇 

屛門 一 宇 

六 間 屛葺廊 一宇 

平 門 二 宇 

七 間 四面 萱葺屋 一 宇 四面 庇 比 皮 葺 

鳥居 四甚 

三 間 一 面 同寶殿 一 宇 

五 間 一面 二 楝同拜 殿 一宇 

五 間 四面 同 神宮 寺 一 宇 

二 間 二 面同廊 一 宇 


五 間 二 面 板 葺舞殿 

三 間 同 曲 掌所屋 一 

三 間 同小 舍人 所屋 

三 間 同 釜 神殿 屋 一 

七 間 二 面 同廳屋 一 

五 間 二 面 同 舞 殿 一 

右 景弘謹 撿，， 案 內； 當 社 

新、 則 是 鎭護國 家 之 仁 

助； 因， 玆 毎^,, 損 色； 國 郡 

海 濱； 然 間 當& 易お、 待： 

壞； 令，， 造改， 之 曰、 先經 i 

伯 鞍 職 子々 孫 々；爲 = 神 

末 孫 也、 且 依， 爲，， 重 代 之 

是則 社家 之 力 不 JT  土 
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一宇  三 間 同侍屋 一宇 

宇  十 間 同御廳 一宇， 

一 宇  三 間 二 面 同御讀 經所屋 一 宇 

宇  二 間 二 面 同御讀 經所屋 一 宇 

宇  三 間 同 御供所 屋ー 宇 

宇  鳥居 一基 

者、 推 古 天皇 癸丑 之 年、 和 光 同 塵、 垂 跡 以 降、 星 霜 歳 重、 感 應 曰 

祠、 當 國第 一之 靈社 也、 參 詣 之 輩、 必 蒙- 眷 顧 S 崇 之 人、 專 預-- 冥 

同 心 注，， 進 全 破； 被ャ =宣 旨； 所 X"-- 修 理- 也、 但 不 k,- 其 基 祉； 尙 立- 此 

, 風 不荃、 愛 景弘倩 案 事 情 (御 垂跡之 時、 御 託 宣 狀云、 末代 及" 破 

奏； 輙 莫，， 進 止； 兼 叉 以，， 異 姓 他 人； 不 ^5\爲> -神 主； チ可" 從= 神 事； 以_- 佐 

主 職； ク ま-造 營- 者、 彼 鞍 職 者、 景 弘 之曩祖 也、 景 弘者件 鞍 職 之 

神 主； 且以 fe, 普 第 之 氏人； 件 神殿 幷舍屋 、偏 勵， -;^ 力； 悉 遂 造 畢、 

木 之 難お 之 故 也、 抑 神殿 之外舍 屋、 元 是 爲& 葺ー今 皆 改％- 皮ハ 

一 七 九 
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加 之、 神殿 舍 屋、 或 增，， 間 數； 或 多/新 造； 以，， 金 銅， 爲，， 金 物： 施，， 華 麗， 加，， 莊 駸； 大 厦之搆 不も 0. 

, 功 、是 依， 致，， 信 心； 自 可お-神 慮-者 歟、 勤 勞 已 超-前 蹤； 感 應 盍 J チ來 葉； 唯 恐將來 破損 之 時、 

(古 力) (傍) 

自 無 X,, 於 修 復； 仍 諸國 神社 寡-重 任 功： 國 司 造 罃 例、 粗 注 _ -大 槪-载 fe 、右 今 准-任 先 例； 被 

, 下，， 宣 旨； 自 今 以 後、 限，， 未 來 際； 當 社 破 壞顚倒 之 時、 隨，， 社 家 申 請； 令，， 當 國 宰 吏； 募，， 重 遷 任 

マ 、  § 

功； 遂_, 其 修 造； 然 則 國家泰 平、 彌 撫 -慰 氏； 社 壇 靜 謐、 鎮 祈， -天 長； 望 請-一 官 裁； 因-, 准 先 例； 早 經，： 

(官 裁) 

奏聞； 爲 JS 件宣 旨， 注狀以 解、  . 

仁 安三 年 十一月 日  神主 散 位 佐 伯 朝臣 景弘 

此文 によれば 如何に その 規模が 雄大に して 莊嚴を 極めた か ，.^想見される事で 

あらう。 かくて 平家 一門の 信仰と 共に 此 神の 靈驗が 次第に 世上に 廣 まり 來 つて、 

畏くも 後白河 法皇 は 安元 三年に 建 春 門院と 共に 海路より 御社 參ぁ り、 高 倉 上皇 も 

治 承 四 年に は 御兩度 (lij 抑と) 御社 參 にな トメ、 宸 筆の 金泥 御經の 御供 養が あり、 神主 

佐 伯景弘 等に は 位 一 階 を 進められ、 尙ほ 公卿の 中には 右近 衞中將 近 衞基熙 、左 近大 

將德大 寺 實定、 前 太 政 大臣 花 山 院忠雅 等が 相 前後して 社參 せられた ので ある。 こ 

とに 平家 一 s: の 熱烈なる 信仰の 度合 を 窺 ふべき もの は、 此 處 の寶藏 に 記 念 物 (何 れ 


tS  /乙  >寶 勿 一-ついて ノ 

も 國 寳) と して 保管され て ある 寳物 であるの である (は 後の 條"」 陳べ る、 

〔梁 塵； 必.^ ゾロ傳 集〕 憎 第 あきの 嚴 島へ 建 春 門院に 相ぐ して 參る事 あり き、 彌 生 の 

十六 日 (化 t?) 京 を 出て、 同し 月廿 六日 參 りつけ り、 寶 殿の さま 廻廊 長く つ 、.- き 

たるに、 沙 さして は 囘廊の 下まで 水た. -へ、 入海の むかへ に浪 白く 立て 流れた 

る、 むか へ の 山 を 見れ ば、 木 々皆靑 みわたり て綠な り、 山 にた、 める がむ せきの 

1," 、水 ぎ はに 白く して そば だて り、 白 き浪 時/、 打 かくる、 めで 度 事 限， 9 な し、 居 

ひしょ， 0 も 面白く 見 ゆ、 其 國の 內侍贰 人く ろ 樺 迦 な，. -、 から そ う ぞく を し 力 み 

を あげて 舞 をせ り、 五 常樂 こま ぼ こ を まふ、 伎樂 のぼさつ の 袖な りけ む も かく 

や あり けんと 覺 えて めでた か りき。 

また 此嚴島 神社 はいふ 迄 もな く 日本三景の 一 に數 へられ、 建築 史上に 於ても 著 

名なる ものであるが、 伊東 忠太 博士の 「嚴 島と 其の 建造物」 とい ふ 文 は 善く その 要領 

を悉 して 居る から、 之が 耍點を 次に 揭げて 參考に 供しょう と す る。 

時の 時代に 誰の 言 ひだした ことか は 知らぬ が、 安 藝の宮 嶋と丹 後の 天ノ橋 立、 陸 

前の 松 島 を もって 日本の 三景と 稱 して 居る、 私の 考へ る 所で は、 先 づ 日本の 土地 . 
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は、 紀 州 熊 

本武 尊、 仲 

氏神 以外の 神 を 

熊 野 信仰の 起り 

. 1 八 三 
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は嚴岛 の それよ.^ は 稍. -早か つ たやう 

を 出して 熊 野詣 をした こ と は、 平 家 物 語 

である。 C 牛 家 物語に は淸 盛が 叙 負 佐た 

, 社の 征の 際の 歷史 にも 見 え、 極 めて 古い 史跡 

祭神 

屬 して 居る が、 延 喜神祗 式に よれば 紀伊 

と あり、 早 玉 神社 は 新宮で 大社に 列 し、 熊 

祭神 は 熊 野 坐 神社 は 伊 究冉尊 

を 祭った もの か、 ま た祌劍 蒒靈も 共に 祭 

し 後の 起，.^ と 見え る) 中 古 以來僭 徒が 專 

說を とな へ、 本 宮を證 誠 殿、 新 宮を 兩所權 

ひ、 ま た 那智を 合せて 熊 野 三 山と も稱へ 

0M6  本社 は 古來、 上皇 女院 等の 御幸が 屢 i 

の 著 盛 

が、 そ の 最も 盛大と なった の は 白 河、 鳥 羽 

謂 院政 時代で あるので ある。 わけても 


一 八 四 

に 思 はれる。 淸 盛が 伊勢の 安濃 律から 船 

にも 見 え、 彼 が 未だ 榮 達しなかった 際の 事 

りし 時と ある 二 體熊野 は 神武 天皇が 御 東 

で、 且 つ 靈 地で あ り、 そ の 祭神 も稍ぷ 神秘に 

國牟婁 郡、 熊 野 早 玉 神社 ラ熊野 坐 神社 M 神 

野 坐 神社 は 本 宮で名 神 大社に 列して 居り、 

I、 伊) を 祭り、 早 玉 神社 は その子 n 十 玉 之 男 命 

つて ある 樣 にも 思 はれる。 (那智 神社 は少 

ら 本社 を 掌る 事と な り、 盛 んに 本地垂 跡の 

現な ど稱 し、 之 を 併せて 熊 野 三所權 現と い 

こ 0 

あ り、 搢 紳 家の 參詣も 史書に 絕 えす 見 え る 

兩 上皇の 頃から 後鳥羽 上皇に 至る 間 で、 所 

鳥 羽 上皇の 二十 度、 後 白 河 上 皇 の 三十 四 度" 


後鳥羽 上皇の 二十 八 度の 御幸 は 最も 盛なる もので あつ て、 本 社の 歴史に 一 段の 光 

彩 を 添へ る ものである。 今是 等の 御幸の. 度數を 左に 示して 見よう。 

宇多 法皇  一 度 

： 花 山 法皇  1 度 

白 河 上皇  九 度， 

鳥 羽 上皇 •  二十 一度  •  • 

崇 德 上皇  一度 

後白河 上皇  三十 四 度 

後鳥羽 上皇  二十 八 度， 

後 嗟 蛾 上皇  二 度 

龜山 上皇  一 度  • 

(文學 博士  {?c 地 直 一氏の 調査に 據ろ) 

要するに 以上 は 熊野參 詣の最 隆盛 期であった もので あつ て、 當 時 は 上下 一艘に 

此 信仰が 行 は れ、 平 家 一門の 熊 野 參 詣も かくる 趨勢に よった もの L 考へ られ る。 
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抄 口 傳集 に 

山槐 記に 見 


る も 口；' こ 

勒負 佐た 

す 程の 大 

(例 ィ) 

れ樣 なき 

に 周 西 伯 

こけても 

ふ 所 也、 尤 

づ から 調 

云、 

盛が 一族 

にかくれ 

參 詣 し、 仁 

見えて 居 


ど に 

り し 


銜 禾 

昌 と 

士  II 事 

可 

味し 

を 率 

な き 

安元 

る 0 


非す、 偏 

時、 伊勢 

入りけ 

生 也、 急 

いひけ 

にて ぞ 

と て、 さ 

て、 家 の 

ゐて熊 

事實で 

年 正月 

又 重 盛 


一 八 六 

照 野 一 


れ 

子 
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よ 

食 

力 


先 

ん、： 


七 匕； 

達 

ふ 


へ 參 

り、 又 

は宗 

治 承 


三 


現 

、 

野 

一 ) 

上 


其 

0 六 根 

等、 て ふ 


匕！ ：！ 

11 二  a 

永 


し 

曆 

力 

年 


へ 參 

れ を 

し と 

こ そ. 

先達 

^ の 


i、 へ 千家 物語に は 死 1^ 

，ァ I が-、、 の 寧 は 後の 條 


祈る とめ 

に 辯す る 


た不 

元年 

同 じ 

三 月 

ま た 


熊 野參詣 

の 道路 


，一 

鹿 

東 


盛の 長子 維 盛は屋 島の 陣中 を脫 出して 高 野 及び 熊 野 

て 死去した 事 は 平家物語 ゃ建禮 門院 右 京大 夫 歌集に 

族が 御幸 供奉な ど の 外に も屢. ^熊 野 へ參詣 しお 事 は 

べき ものが 無い の を 遺 域と す るつ、 

さて 熊野詣 での 道に は 伊勢 路と 紀伊路 とが ある 


が 阿 濃 律から 伊勢 路を經 て 熊 野に 至 

伊路の 方が 本道の 如くで あつたので 

行に よって 紀伊路 の 道程 を考 ふるに 

津 に 着 き、 此 處 より 陸路 を 取 り、 然 る ベ 

之より 天 王 寺、 住 吉 を 經、 和 泉の 海岸に 

過 する 間に は、 さ して の 難所 を 見 ざれ 

瀨 (在 田、 日 高 の 界) の 三 峠 及び 紀、 在 田、 日 

宴に 達すれ ば、 光 景 忽ちに 一 變し て、 三 

北 里餘に 位せる 稻葉 根より 馬 を棄て 
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つた 事 を 

ある。 宫 

，先づ 水路 

き 分限の 

沿 ひ、 紀 伊 

ど も、 雄 山 (和 泉、 紀 

高 の 三 大河の 途 

山の 關 門に 當 る 

ざるべ か ら す、 之 


窗 き P 

書 い て 

地 博士 

の 便に 

もの は 

に 入つ 


に 詣 で、 那 智の 海に 身を投 

も 見えて 居る。 なほ 彼れ 

あるで あらう が、 記 錄 に 徵 

盛 衰 記、 平 家 物語 等に は淸 

ある。 饼し 院政 時代に は 

の 調べに よ れば 、「今 歷 代の 

より 淀 河 を 下って 河 尻の 

輿 叉 は 馬の 便 を か る、 か く 

て、 名 草、 在 田、 日 高 の  一二 郡 を 

伊 の 界) 藤 代 (名 草、 在 田の 界) 

に 横 だはれ る あ り、 進 ん で 

田邊を 限り 海に 離 れ、 そ の 

より 石 田 河と 鮎河と を 渡 
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れば崔 i 

腸た る 山 

に 達す、 こ 

時 に は 上 

新 宮間は 

坂 を 昇る 

向 はんと 

る 力，^ 「な 

本宮 間の 

る 間 凡 そ 

宿 驛の中 

目 と も) 田 

ら れ し が- 

至當 とせ 


た る險蛆 とな 

路を 迂曲した 

れ卽 ち本宫 の 

皇の 御身 を以 

八 里 二十 七 町 

外、 槪 ね 坦路に 

する 時 は、 再 び 

ほ 有 數の嶮 所 

捷徑を 取る か- 

七十 二 里餘に 

そ の 名の 知 ら 

邊、 瀧 尻、 近 露、 湯 

- この 外 同樣の 

ん G かくて 三 


り、 本 窗 に 至る 十九 里 ん 7 

る 末、 發 心 門より 漸く 山 

所在な.. 9〕 この間に 馬 

て 親しく 玉趾を 地に 印 

の 水路に し て、 熊 野 川の 

して 輿 又は 馬の 便 あれ 

熊 野 河に 臨んで 本國第 

た る大雲 取、 小 雲 取 等 三 

- 二者 その 一 を擇 ばざる 

し て、 之 を 五日 乃至 十五 

れ し は、 平 松、 和 泉 國 府、 信 

河、 發 心 門 (以 上 紀 伊) 等 に 

役 を 勤 めし 八幡、 住吉、 天 

山 を 一 週す る 日 數約五 


間、 山 又 山、 谷 を 渡り 峰 を 越 え、 崎 嶇 羊 

を 後に して 里に 下 り、 音 無 川の 水上 

も 通 はね ば、 多 く 輿 を 用 ひたれ ども、 

し 給 ひし こと あり、 鶴；! f  ;;S 年 さて 本 

流れ を 下 り、 新 宫那智 間 は、 聊 かの 小 

ども 龍 |} ;| 年 歸 路新宮 よ. -本宫 に 

一 の 急流と いはる k 水勢に 逆行す 

千 尺に 近き 高山 峻嶺 を 分け て、 那 智 

ベから す。 (I) 京師よ 本 宮に至 

日の 行程に あ て、 所 在に 宿驛 を お く， 

達 (以 上 和 泉) 藤 代、 湯 淺、 小 松 原、 切 部 (切 

して 何れも 晝食 又は 宿泊の 所と せ 

王 寺 等の 大社 寺 も、 そ の 一とす る を 

日 に し て、 そ の 距離 二十 八 里 餘、 之 に 


御の 建 
幸 熊 仁 
I 己野 元 
山 年 


本宮 京師 間 を 加 ふる 時 は、 往 復百 七十 餘 里の 長途 を 突破し、 一 箇月 前後の 日子 を费 

さくる ベから ざり しな ，0^0」 云云、 (M  ^ 讀 I) これによ つて 紀伊路 の 狀況は 窺. はれ 

る \L- わらう 0 idn  ^ ま r?^  :11=^  ^！"  ^s:  お 卸 fe; 己 へ 後鳥羽 上皇が 建 仁 元年 十月-」 京都 1-?- 御發 

るて あらう 35  f  ^  «x  ^  ^  ^  f  ^ 言 I 輦 あって 熊 野 本 宫、 新 宫、 那 智 の 二 1 一山へ 御幸 

お， f  i き ¥  w つ S  J の 大意 を摘錄 した 事が あるから、 左に か、 げ て 、参考- -す る。 

先づ 十月 五日に 京師 を 御出發 にな り、 そ の 夜 は 天 王 寺に 宿し 給うた。 六 H は 同 

所を發 して 平 松 王子 (§  J  2  f 冊 ml は 社) まで、 御 騎馬で あつたが、 それから 御 

徒歩で、 平 松 新造 御所に 入 御、 供 奉の 人た ち も 各 》 宿所に 入った。： (原註に， 曰 く、 是 

等の 宿所 は國に 命じて 悉皆 假屋を 儲けて、 充て 行 はせ た。. 予 等 (定 家 卿 等) が 分 は 

三 間の 小屋 で、 板 敷 も な く、 萱葺 屋根 で、 風 は 冷 か に、 月 は 明かであった。) 七日 は. 此 

所 を 出發し て、 厩 王子に 至った。 卽ち 宿所に 馳せ 入って 見る と、 例 の 如く 萱 葺 

三. 間屋 であった。 御宿 所 は 聊か 近く て、 還 て 恐を懷 いた。 八日 は そ こ， を 發 して 

藤 代 宿に 至った。 御宿 所 を 去る こと 三 町 許、 小 宅 で 窮屈 平臥、 九 日-は 湯淺 に 至. つ 

た。 今日 も 御宿 所 を 過る こと 三 四 町 許の 小 宅に 入って 宿. つた。 上より 造られ 

モウ ケ 

た 例の 假屋 があった が此 家主 は 知人 で、 雜 事の 儲が あつたか ら、 此 所 に 這 入った 
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ので あ 

あ る。 

不. 可. 出 

部 王子 

少 であ 

ないで 

十三 日 

かくて 

曰 そこ 

終って 

以上 陳 

M たる 惡 

も 出来が 

中に 入つ 


る。 十日 小 松原 1 

卽ち 1 假屋乏 少之間 

之 由 忿怒、 云云、 國沙 

に 至 つ た。 宿 所 に 

つた。 十二 曰 は 田 

甚だ 廣か つ た。 こ 

は 山中 宿に 一 泊、 此 

十六 曰に 熊 野に 着 

へ 着 御され て、 十 九 

歸途 にっかせられ 

ベ たる 通りで あつ 

路をメ 3 ぎ、 會 ぷ 風雨 

た く、 輿 などに 乘っ 

た 如くになる など 


至 

、無 

ォ 

所 


つて 御 宿、 此 所 で は 宿 所 が 乏 

緣者不 其 員； 占 = 小 宅-立 .簡 之 

三人、 叉 非，， 我 進^ 之 由、 後 聞、 云 

つて 見る と、 御 宿所の 直ぐ 前 

に 至った。 宿所に 行って 見 

は權別 當 が、 上 か ら の 命に よ 

は 又 不思議 奇異の 小屋 で、 寒 

せ ら れ、 御 奉幣が あつ て、 十 七 

に は 又 那智に 向 はせられ た 


へ國 史上よ リ觀 

, 旅館の 發達— の， 


て、 途 中に 旅舍 らしき 旅舍 もな 

に 遇 う と、 路 が窄く て、 笠 を 着け 

て も、 輿 の 中 は 海の 如く、 野の 如 

と あ ，9、 行 幸 供泰の 旅行で すら 
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少で 困った 趣が 書い C 

處、 內府 家人 押， 入 宿所， 了、 

云 一と ある。 十一 曰 は 切 

で、 海 人の 平屋 で、 最 も 狭 

る と、 切 部の 宿所に は 似 

つ て、 儲 けたので ある。 

風が 甚だ 堪へ 難かった。 

日 に は 新 宮に向 ひ、 十 八 

. かくて 諸 所の 參拜が 

く、 且 つ 道路 も險姐 で、 崔 

簑を つけて は步 くこと 

くにな り、 衣 服 は 全く 水 

=^  くの 如くであって 見 


れ ば、 當 昤 一般の 旅行の 如何に 困難であった か は 推察され よう。 然るに も か、 は 

ら す、 搢 紳 家より 一 般 人民に 至る まで が，、 熊 野 參詣の 盛んで あつたの は、 全 く 信仰の 

念 力. に よった もので あらう。 

六、 一 門 繁昌の 狀况 

平家 は 正 盛、 忠 盛 以來大 い に 現 はれ、 淸 盛に 至って は 顯榮を 極め、 その 領土 も 三十 

餘國に 跨った 事 は 前に 述べた 通りで あるが 0!,g 一  頁) その 榮 達した の は、 忠 盛、 淸 盛 

のみで はなく し て、 淸 盛の 弟敎 #  、賴 盛な ども 昇進が 迅速で あ り、 淸 盛の 子 重 盛、 宗盛、 

知 盛な ど、 何 れも 大いに 榮達 をな したので ある。 敎盛 は兄淸 盛に 愛せられ 特に 六 

波 羅總 門の 側に 宅 を 築いて 置かれた の で、 世 に 門 脇 殿と いった。 久 安四 年 正月 左 

近將監 とな. り (サ 1 歲 三月に は藏 人となり、 四年從 五位 下に 叙し、 仁 平 元年 二月 淡路 

守と なつ て、 上 藤 數十人 を 超え た (廿 五 歲)、 また 平 治 元年に は 藤 原 信賴を 伐った 功に 

より 越 中 守に 任せら れ、 そ れょ -9 累進して 正 二位 大納 言 に 至った。 その 弟 賴盛も 

久 安二 年 四月に 皇后 宮權少 進と な り (十 五 歲) 同 三年 八月 藏人 とな . ^、十 月從 五位 下 

に 叙 し、 同 五 年 六月 常 陸 介と な り、 同 六 年 十月に は 美 福 門院が 法 勝 寺 金堂に 於て 金 
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宗 rtn 


t< 子の 繁 

榮 


第二 卷  一 九 二 

だに つき、 其 時の 行事の 賞と して 從五 位下に 叙 し (十 八 歳) 仁 

門院の 御給と して 正 五位 下に 叙し (廿 一 歳) 保 元元 年に は 安 

兼 ね、 累 進して 正 二位 權大納 言 に 至った。 つぎに 淸 盛め 嫡 

月に 藏人 とな 上 十 一 一歳)、 同 七 年 正月 喜子內 親王の 未 給に よ 

れ、 久 壽ニ年 七月に は 中 務少輔 と な 6( 十 七 歳)、 保 元 二 年 正月 

として 從 五位 上に 叙せられ (二 十歲) 、そ れ より 累進して 正 二 

至った。 三 子 宗盛は l^f 治元年十 二 月遠江守 に 任 じ、 永曆元 

月 右兵衞 權佐を 兼 ね、 同 二 年 正月に は從 五位 上に 叙せ. られ j 

位內 大臣に 一お つた。 四 子 知 盛 は 平 治 元年 正月 藏 人に. 補せ 

に は 武藏 守に 任 じ、 應 保 二 年 九月に は 左 兵. 衞權佐 を 兼 ね、 長 

叙 し、 仁 安元 年 十月に は泰 大進を 兼ね、 同 三年 正月に は 從 

田 糸 進して 從 三位 左 兵 衞督に 任 じ、 院 の 御 廐の 別當と な つ た。 

ではなく し て、 女 子 も それぐ に 出世 し、 淸 盛の 女子 九 人の 

の 亂 に う 
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泥 一 切經の 供養 を餐ん 

平 三年 正月に は 同 美 福 

藝 守に 任 じ、 右 兵 衞佐を 

子 重 盛 は 久安六 年 十二 

りて 從五 位下に 叙 せら 

に は、 父 淸 盛が 忠貞の 賞 

位 左近衞 大將內 大臣に 

年 正月 淡路 守に 遷 り、 四 

それより 累進して 正 二 

ら れ (八歲 r 元 曆 元年 二月 

寬ニ年 正月 從 五位 上に 

四 位 上に 叙 し、 そ れ より 

一門の 光榮は 男子の み 

う ち、 そ の 第 一 女 は 櫻 町中 納 言 成 範 (鍵 M  .1  f  ；^) の 室 と な つ た、 成 範が平 治 


せ て 

聲が 

第三 

第 四 

長 じ、 

by も 

も の 

の 室 

に 生 

た の 

う に 

つ た- 

も 女 

力 


. は左大 


あった。 

は 攝政藤 

は 冷泉 大 

衣 通姬と 

うつくし 

で、 容 姿 才 

と な り、 筆 

れ、 天下 第 

で、 上 藤 と 

男女の 御 

. されば 

も 尼 もま 

くて！， 円 1?^ 


臣 藤 原 (花 

二 は建禮 

甚實の 

^一 百 隆 房 

名され 

.且 つ 連 

かね 備 


カ^に 

の 美人 

て 其 許 

を 初め 

時忠 (^ 

も 人に 

そ の. 第一 


山 院) 兼 雅 の御臺 所と な 

門院 (高 倉 天皇の 中 室) で. 

と な り、 白 川 殿と いはれ- 

室で、 琴の 上手であった _ 

0 第 六 は七條 信頼の 室 

に 長 じて 居た。 第 七 は 

，後白河 院の 後宮に 入れ 

事であった。 第 九 は 九 

いはれ、 その 姊が 左大臣 

居 b  、廊の 御 方と いはれ、 

門 の 榮 え た 事 は 御堂 關 

が 妻 時 子の 兄で 當 時勢 ひ 

して 平關 白の 綽名の あ つ 

て 人に 非ら すと 誇稱し 

を 六 波羅に 構 へ、 また 別 
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トノ、 繪 畫 にかけ て は 天下無双の 名 

あ つ て、 天 下の 國 母と 仰がれた。 

_ 琵琶に かけて. は 名人であった。 

. 第五 は 近衞基 通の 室で 和歌に 

で 是も翠 黛 紅 顔、 錦 繡の粧 は 花よ 

安藝の 嚴 島の 內 侍の 腹に 生れた 

奉った。 第 八 は坊門 大納言 有 房 

條院の 雜仕常 磐 (g  f  5  S  ？) の 腹 

花 山 院兼雅 の御臺 所と なって 居 

之 も 筆蹟の 名人であった。 かや 

白 道 長の 榮華 にも まさ る 程で あ 

n  $) が、 方今 平家で ない もの は 男 

た の も、 さも あらう 事と 思 はれる。 

邸 を 西 八 條ゃ攝 津の福 原に もし 
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の 7^ 八 淸 
豪 波倏盛 
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第び 西 
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つらへ たので ある が、 何 

語に 次の 如く 記されて 

〔長 門 本 平家 物 語〕 第 

平 相 國禪門 をば 八 

し 故 也、 彼 家 は 入道 

波羅 とての k しり 

賀茂河 一 町 を 隔て 

百 七十 餘 宇に 及べ 

て \ 辰 已の角 小 松 

郞等眷 屬の住 所、 細 

りし 事、 おびた ^し 

〔山城 名勝 志〕 卷 十五 

六波羅 入道 相國亭 

力 末、 賀 茂 川 一 町ヲ 


第二 卷  一九 四 

れも 非常な 豪奢な ものであった。 六波羅 第の 事 は 平家 物 

あ る。 

十 四 

條太政 大臣 

の 失せられ 

し 所 は、 故 刑 

>- 、も と は 方 

り、 是 のみな 

殿まで 廿餘 

かに これ を 

などい ふば 


と 申き 八條 よ， 0 北、 坊 

し曉 にやけ に き、 大 小 

部卿忠 盛の 世に いで 

一 町な し を 此相國 

ら す、 北 の 鞍馬 路 より 

町に 及ぶ 迄、 造 作した 

かぞ ふれ ば、 五 千ニぽ 

かりなし。 


城よ..' 西方に 

楝の數 五十 餘 

し吉所 也、 南 は 

の 時 造作 あり、 

はじめ て、 東 の 

りし 一 族 親類 

餘 宇の 家々 二 


一 町の 亭有 

に 及べ h>  、六 

六 はら が 末、 

これ も家數 

大道 をへ だ 

の 殿原の 室、 

どに 煙と 上 


|,- 泉 〇 六 波 

隔 云 云、 淸 益 


羅 亭 、ノ 平 正 盛、 淸 盛 重代 ノ地 也、 長 門 本-二 ハ波羅 

公 二 至ース ハ其ノ 地 廣大- ー爲ケ ン、 今 建 仁 寺町ノ 


西、 五 條ノ 南-一 北 御門 ト云 7 所ァ 

平家物語の 記事 は少々 仰山に 過ぎ 

と-^ 思 はれる。 また 福 原 別邸に つい 

く 記されて ある。 

〔長 門 本 平家物語〕 第 十四 ■ 

中に も 入道の 立 置き 給 ひ し、 花 見 

見の 秋の 浦の 御 所、 雪 の 朝の 萱の 

な、 

と あつ て、 之 を山槐 記、 玉 海 等の 實錄の 

はない が、 そ の 邸宅た る、 和 田 岬に 近い 

しつら へた 檨 である。 殊に 福 原 遷都 

倉 院嚴島 御幸 記な どに よっても 其规 

七、 文化的 施設 及び 

： 淸 盛の 人と 成り 乃至 は その 業績 を 


タ、 是 彼亭ノ 北門 遺 名 欽、 云 々、 

た 嫌 は あらう が、 大 體に 於て は當 つて 居る こ 

て は 前に も陳べ たが、 之 も 平家物語 に^の.^ 


の 春の 岡の 御 所、 初 音 を尋ぬ る 山 田の 御 所、 月 

御 所、 島 の 御 所、 馬 場 殿、 泉 殿、 二階の さじき 殿 云 

書 に 對 照して 見れ ば、 如 何 はしき 節がないで 

方面に も あ り、 又 奥 平野から 福 原へ かけても. 

以來は 一 層 造作 を 加へ た 事と 推察 せら れ. 高 

模の 廣大な 事が 窺 はれる ので ある。 

一門の 文藻 

考 ふる に 、彼. は 多趣味 多方面であった 上 に、 餘 
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淸盛 Q 趣 


厳 島祌社 

の寶 の 

善美 


武家時代の 研究 第二 

程 改革 的 精神に 富んだ もの 


卷 


善美 

な る 


ら 

る 


よ 


をつ く し、 仙 人の宮 に 入 

を 招 き、 唐 の 女の 裝をさ 

島へ 詣 でられた 際に は、 

は 島の 內侍八 人 が 唐の 

餘程. 新 趣味 を 愛 し、 情 趣 

ある。 また 彼が 信仰の 

門が 同 神社に 納めた 寶 

陳べ たので ある が 、そ れ 

ら、 耍 點を 左に 掲げて 見 

神社の 中で 最も 歴史的 

社と 伊豫の 大三島 (大山 

武 器、 甲 胄、 刀 劍 類が 豊 富 


思 

富 


よ 

遺 


で 

寶 物は單 に 數 量 の 豊 富 な の 


卽ち寶 

社) と の 

るの み 

ならす 


二 つ 

で、 稍 

そ の 


富 

を 


は れ る。 彼-? 

が 如くであった 

萬 歲樂を 舞 はせ 

によって 操縱さ 

粧 をして 舞の 袖 

み、 因襲 的 精神に 

となった 鼓島祌 

が 如何に 善美 を 

す る 中 川. S 頓氏 


ん 

i 單 

種類 


■ 原 

れ 

の 


み 

ひ 

よ 

V  、 

力 

し. 

說 

睪 


另 莊 

な ら 

と も 

害 船 

る が 

れ な 

，如何 

人 目 

は大 

る の 

ば な 

る も 

山 あ 


を 

す、 

へ 

を 
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構へ る や、 一く の 構造. は 

si- 島の 內侍 等の 美麗 


り 、高 倉 上皇 

召 された と 

したと ある 0 

つ た 所 を 窺 

莊 嚴を 極め 

驚かした か 

傾聽 すべき 


が 福 原 か 

あ り、 又 嚴 

是等は 

ふ. へき も 

た か、 な ほ 

は、 前 に も 

ものが あ 


何處 かとい 

ぬ。 併し 大 

であるのに、 

こ と も、 た し 


へ ば 、鼓 島 

山祇 神社 

嚴島 社の 

一 の 


力 


： 平 


， 


V 


本 


(國寶 帖に據 る) 


(照 參頁七 九一） 


i 


平家 納經 


大 

- 一 

內 

舞 

を 


る- 

其 


な 

1 一 

を 

) 

で 

人 


る 

多 

由 

め 

淸 

の 


特色 


力 

の 


し 

，J 

し 


の 

V7 

何 

蹟 


で る ひ 

といへば- 

れ と 您 n へ 

美 を 有し 

內 侍を澤 

し て、 自然 

であるが- 

寶物を 奉 

たものと- 

弟の 賴盛 

す が、 今 は 

うい ふ.^ 

て ゐ る) 此 

として 見 


然ら 

二 度 

る で 

て 居 

山 に 

美、 建 

，そ の 

,淸 盛 

と 合 

其 第 

第 で 

れ ば、 


ば 當 

當 社 


社 

の 


あ 


ら 

、殊 

参 

ジ 

き， 

ジ 

卷 

0 


の 

平 

更 

あ： 


卷每 

古 の 


る 


の は 

失 ひ 

か、 本 

に 淸 

材料 


物 の 5 一 

な 平家 一 

島 神社； 

物 語 に 一 

て、 參 拜 

一 種の 一 

大に藝 

U 右の 一 

と の 合一 

紺 紙 金 

七卷 だ 

社より 一 

盛 兄弟 

と も な-一 


も當 時代 

納 經を拜 

は 自然 的 

傳 ふる 所 


の 


の 時 

美 彩 

^ き、 

經卷 

力 で 

泥 の 

け殘 

の 合 

り、 ま 


な ど 

を 添 

を 以 

- ) よ 

奉納 

法 華 

つ て 

出し 


代表 品と 

した 經驗 

山水の 美 

據 れ ば、 淸 

■ 其內 侍た 

たと あつ 

之 を裝飾 

盛が 自分 

たものと 

で、 元は 一 

ます。 (第 

今 は 東京 

に 成った 


た 兄弟 人物の 大 


第二 平氏の 興亡. 


i 


も 見る ベ 

の ある 人 

を 有 し、 藝 

盛 は此社 

ちが 樂を 

て、 淸盛は 

せんとし 

の 家族 一 

の 二種 類 

部， 八卷ぁ 

四 卷は德 

の 前 田 侯 

も の で、 こ 

小まで が 

一 九 七 


き も 

は、 異 

術 的 

奏し 

ォ 勢 

て、 善 

門悉 

が あ 

つ た 

川 時 

爵家 

れ を 

筆蹟 


武家時代の w 究 

の 上に 現 はれ て、 餘 程 

の 貴族 階級に 流行つ 

ぎない が、 淸 盛の 位置 

と 思 はれる" 殊に 願 

に 皆 遂げら れ、 現世に 

三十 二 卷の經 文 を 書 

とも 1^ 像され る 0 加 

忽ち 大臣にまで 成遂 

早く 最上 階級に 位し 

の は、 何 時の 世に も 免 

あるの みと 賴 める 佛 

あつたので は、 そ の 虛 

ことが 出来な いのは 

なく、 其 一 族」 g: 、殊 に 


第二 卷 

興味の ある もので あ h- ます 

たもの を、 淸 盛 が そ の 家族 1 

について 考 へて 見れ ば、 彼 は 

文の 中に も 書いて ある 通り 

處 する 慾 望 は 殆ど 満足され 

寫し 奉る と 云って 居る 位で- 

ふ るに 階級 制度の 喧 ましい 

げた 人 が、 其 時代の 生活 及び 

た 如 く、 ま た 時代に 超越す る 

れ ぬ虛榮 心で、 この 虚榮心 も 

事 中心の 寫 經を爲 すに 至つ 

榮心 を、 性 来の 豪奢 を 働かせ 

當 然 であり ま す、 そ こ で淸盛 

自分の 榮 華の 輝き を 現 はさ 


一 九 八 

。 思 ふに、 平家 納經は 藤 原 時代 

門 を 語らって 之 を 作った に 過 

非常な 藝術 思想に 富んだ 人 だ 

、その 一 門の 福 祿は思 ひの ま、 

た か ら、 此 恩德を 感謝す る爲 に、 

，其 信心の 程度の 容易なら ぬ こ 

時代に 父忠 盛より 僅か 二 代で、 

思想の 程度より 見 て、 其 身の 逸 

もの を 作つ て、 誇 視 せんとした 

手 偉つ て、 同 じく 一  世が 唯 これ 

た の で、 そ の 寫經も 尋常 一 樣で 

た藝術 的の 愁望 を、 滿 足させる 

は單 に宗敎 上の 關係 のみで は 

うとして、 書寫 以外に 非常な 莊 


嚴を やつ 

然 らば 

其 時代の 

めて 之 を 

とで 装飾 

く 使用 さ 

美 は 如何 

よい かと 

綠靑 など 

して 使用 

の もの を 

が 成立つ 

も 到底 模 

金に は 限 

第二 


た の で あ 

如何にし 

有 ゆる 種 

具 台よ く 

した もの 

れる樣 に 

にせば 最 

考慮した 

がその 主 

せられ、 或 

使 ひ、 又 は 

樣な裝 飾 

傲す る こ 

ら す、 場 合 


て 


經卷を 一 般 から 櫂んで たも 

藝術 を應用 し、 其 時代の 最も 

せた ので ある。 經卷と は、 單 

な く、 金 屬、 玉 類、 貝 類、 其 時代に 

したので ある。 例へば 色と 

き 立つ か、 形の 變化も 如何に 

が 見 え、 色 の 美 を 求める 爲に 

を 占めて 居 b  、金 も 亦 其 色の 

を 荒き 粉末に し、 或 は 細き 絲 

の 如き 細 末と し、 こ れを 取合 

使って をり、 其 使用法の 巧妙 

出來 ない 樣な點 まで 進んで 

つ て は 銀 も 使 ひ、 地 紙の 色 合 


のとした かと 

贅澤な 方面の 

に 紙 を 土臺と 

装飾 用と せら 

形との 取合せ 

せば 單 調に 陷 

使った 材料 に 

美 を 加 ふる 爲 

の 如くに 打ち 

は せ て、 形 と 色 

なること は、 次 

居る。 又經文 

との 關係 上、 群 


平氏の 興亡と 其 事業 


云 ふ と、 淸 盛 は 

もの を 澤山集 

して 木と 絹 裂 

れた 材料 を悉 

に 於て も、 色 の 

ら す、 又 釣合が 

は、 金 と 銀、 群靑、 

に、 種 々に變 形 

切り、 或は 角 形 

と複雜 な變化 

の 鎌倉時代で 

の 文字な ども 

靑ゃ綠 靑をも 

1 九九 
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使用して、 色の 美の 衝突し ないやう に 注意して ゐる事 は、 現 今 遣 物 中、 此 經 を 

て は、 他 に 見る ことの 出來 ない もので ありま す、 又 色 美の 現 はし 方に 於 て- 

い  へ ば ボカ シ ともい ふ 法が 用 ひて あつ て、 此 時代で は 村 濃、 裙 濃な どい ふ 

あ つ て、 單 純なる 一 色より は、 其 淡濃變 化した 調子 を 喜んだ 事で ある。 

ついても 金銀の 使用法に よ り、 叉 は 上品なる 顔料 を 巧みに 使用され て 

に、 地 紙が 全く 紙で あ る か、 何 か 特殊の 貴重な 材料で ある か、 見 別け が 付 

ある. - こ は 一 枚の 料紙 を 造る 爲に、 豫め數 十 種の 色變 りの 紙を備 へ、 そ 

絲の 如く 細く 切って、 一 種の 色文 線 をな す やう、 一 片 /、を 繼き合 はし 

仕上げた ものである。 之 は實に 贅澤の 頂上 を盡 した ものであります。 納 

附帶裝 飾 材料と して は、 金 屬 類、 貝 類、 玉 類と 種々 の もの を 使用して あります 

通の 經卷 では 其卷 止になる 八 相に は、 特 別の 裝飾 はあり ませぬ が、 是 には鍍 

透 彫金 物 を 使つ て をり、 叉 經卷の 外題 書と して は、 多く 短冊 形の もの を、 金泥 

つ て、 其 中に 名前 を 載せる のです が、 こ れは 別に 金屬 若く は 瑠璃の 類で 之 

て、 名 前 をば 或は 彫刻に し、 或 は 字形 を 取り 附 けるな どして、 すべ て 大變綺 


又 

て 


を 


措 い 

日 で 

葉が 

紙に 

に め 

位 で 

一 々 

枚 に 

經 の 

〕 普 

金 の 

で 作 

作 つ 

び や 
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(K5  #  v-^ 1^ 


2^    S 鬚 3    ^ や: 


かなものに 装飾され てあります。 軸 

定式で あ.. >  ますが、 此經卷 では、 一 卷 每 

にも、 或は 寶塔 形と な し、 或 は 蓮華の 形 

を 避く ると 共 に、 却 て出來 得る だけの 

さな 卷 軸と 形式の 1 定 しおものに 對 

これ 實に 空前 絕 後の ものと 云って よ 

當 社に は、 な ほ 此 外、 ェ 藝 品と して 蓮 

の 飾 太刀、 小 櫻 威の 鎧、 卯 花 威の 鎧、 彫 刻 

は安德 天皇の 御 玩具と して 言 ひ 傳 へ 

ものが ありま す、 叉 高 倉 天皇の 御所 持 

絕 品であります。 要する に、 嚴 島 神社 

そのものが 靈ー と稱 せら れ、 社 殿 が ま 

て 居 り 、観 音 乃至 は嚴 島の 明 神が 鎭座 

かへ 人 を 異にして も、 其 信仰 は衰へ な 

第二 平氏の 興亡と 其 事業 


の 如 き も、 水 晶、 或 は黑漆 螺鈿 を 用 ひるの が 

に 其 意匠 を變 化し て、 同 じ 水晶 を 使用す る 

となす 等、 形 式 を 一 ならしめ や、 單 調に 飾る 

複 維な 變化を 求めん として ゐる。 この 小 

して、 かくまで 裝飾 術の 粹を盡 した もの は 

からう と 田- 3 はれま す。 

華の 蒔 縫 をした 經 函、 武 器 類と して は 螺鈿 

類と して は 赤 梅 擅の 箱 佛、 ま た 維 類と して 

られて 居る 小さな 弓矢 だ の、 笏 だの 色々 な 

とい はれる 槽 扇な ども あ b  、何 れも 希世の 

は是 等の 寶物類 を所藏 して 居る 上 に、 土 地 

た それ に相應 する やう 美々 しく 莊嚴 され 

ま します の で、 自ら 神 祕の感 に 打た れ、 世 を 

い 次第と 思 はれます。 (瞻織^^き . 

二 〇 一 


武家時代の 研究 第二 卷  二 〇 二 

淸 盛が 如何に 藝術 思 想に 富んで 居 たかは 此又 でも 充 分 に 窺 はれる であら う。 

彼 は 又 海事 思想に も 富んで 兵 庫の 築港 をな し、 又 音戶の 瀨戶を 開鑿 し て 藝 海の 航 

路を 便に し、 且 つ 夙に 太宰府の 外交 上 ゆるがせに すべから ざる を 見て、 一 族 平家 貞 

を 遣して 之 を 治めさせた 事 も ある。 殊に 宋國 との 貿易の 有利なる を 見て 之を獎 

勵 した 事 は 前に 陳 ベた 通りで ある。 彼 は 又當時 未だ 舶來の 本 も 乏しかった 太平 

太平 き覽 御 覽を旣 に秘藏 して 居 て、 之 を 朝廷に 獻 上した の を 見れ ば、 平 素 文學的 方面に も 注 

の進献 

意して 居た 事が 思 ひ やられる。 

L 山 槐記〕 二月 十三 曰；^ 1 f 辛 丑、 天 陰ギ 博士 行衡來 云、 入 道 太相國 六波羅 可お. 進，， 唐 

書 於 內， 云 云、 其 名 太平 御覽 云、 二百 六十 帖也、 入道 書留 之、 被， 献，， 摺 本 於 內¥ 云 云、 此 

書 未 朝， 也。 

嚴 島の 納 經と對 照して 之を考 へ れ ば、 益 . -淸 盛の 文學的 方面の 素養の 深かった 

樣 にも 思 ひ やられる ので ある。 され ども その 實、 彼 は 改革 思想に 富んで 居た もの 

淸 盛は學 であつ て、 そ れ程 經史の 閲讀に 耽ける 底の 人物で は 無 か つたら しい。 當時 一 世の 

« 的の 人 

にあら す 明經學 者と して 世評の 高かった 淸原賴 業が 居た ので あるが、 變通を 尙ぶ淸 盛に 於 


て は、 前 後の 時代に 於け る 如く (5 ぎ^^! 

なかった 檨 である。 例せば 高 倉 上皇の 

献上 の 事が ある や、 其 表 文 に 日本 國 王に 

外 記であった 淸原賴 業 は、 頻りに 此表文 

たので ある が、 名 分の 事よりも 利益に 目 

說 としか 聞こえなかった。 また 同 帝の 

都の 不可 を 論じた ので ある が、 こ の 時 も 

賴 業の 談と して、 -而 今 有，， 遷 都 之 儀； 我 朝 若 

就， 歟、 國 之 安 否、 只 在，， 此 裒； 遂 可 Jn^ 歟」 云 云 と 

る。 淸盛は 右樣に 典故 學 者の 說をも 一 

新しい 考を 以て 事 を處理 して 行く の 勇 

所見に 邁往 して. ト ヅく と 事 を 裁いて 

原 (吉 田) 經 房な ど も、 典 故に 通じ 朝 章 を そ 

に たづ さはった のみ で、 さ まで 淸 盛から 

第二 平氏の 與 亡と 其 事業 


ほ 藤原賴 長に 信任 y られ 後ノ. K り 4!?  \- ly-  a ン 

?< 藤 原 兼 a  -」 大に用 ひら S  j 很 び „ ^を 導 S し 

承 安二 年 九月に 宋の明 州の 刺史 から 方 物 

賜 ふ 物色 云云の 文字が あつたの で、 當 時 大 

の 無醴を 咎めて 受理す ベ からざる を 論じ 

を くれて 居た 淸 盛に は、 そ は餘 りに 固陋な 

治 承 四 年 福 原 遷都の 議が ある や、 賴 業は遷 

採用され なかった C 兼實の 日錄玉 海に は 

有， 運 者此直 不. 可， 遂、 我 朝 若 可 JI 者、 此 賓 可，， 成 

あ る、 以 て 彼が 意の ある 所 を 推す ぺ きで あ 

應は 參考に 供した もの  、彼 はな ほ當 時の 

氣と 分別と を缺 かなかった。 彼 は 自分の 

顧慮し なかった。 當時 左中辨 であった 藤 

らん じて 居た ので ある が、 た ^ 一  般の 事務 

依賴 された 樣には 見えぬ。 淸 盛に は 賴朝 

.  二  21 


淸盛 顧問 

に 乏し 
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に 於け る 大江廣 元 や 三善康 信な ど 

强 ひて 尋 ぬれば 藤 原 (五 條) 邦 綱な ど 

か。 彼 は 如何なる 人 かとい ふに、 中 

さ れ、 同 關 白が 薨去の 後 また 淸 盛に 

れ ば、 彼 は 未だ 藏人 所の 雜色 であつ 

皇) は 南 殿に 出御 せられた が、 近 衞 司 

者 も 無かった の で、 彼 は 之 を 見兼ね 

さしめ た。 その 內に法 性寺關 白が 

々敷き ものである とて 御感の 御物 

を 加へ、 領地な ども 多く 與へ たと あ 

な 、臨時の 御 神樂の あるに 際し、 樂 

大に當 惑した ので ある。 時に 邦 綱 

出して 渡した の で、 神 樂も滯 りなく 

したので ある。 これ も 心 賢き 人で 


の樣に 信任 を 置 

が 稍 》 信任され 

納 言 山 蔭の 後裔 

も 信任され たも 

た 際、 仁 平 元年 六 

など は 一 向に 司 

て 俄に 參 つて 主 

參上 する と、 主 上 

語が あつたので 

る。 その後 また 

人が 途中 淀 河で 

は 偶.^ 關 白に 供 

行 はれた。 かく 

あ つ 


かれた 者 

た 顧問と 

で、 法 性 寺 

のと 見 、え 

月に 內裏 

候せ ぬの 

上 を 腰 輿 

力 ら^き 

、關 白は是 

同 帝が 石 

水中に 落 

奉して 居 

て 此折も 


二 0 四 

は 無かった らしい。 

もい ふべ きで あら, フ 

關 藤 原忠 通) に 信 tti 

る。 源平 盛衰 記に よ 

が燒亡 し、 主 上 (近 衞 天 

で、 御 輿の 沙汰 をす る 

に 召させ 奉って 舁出 

は賤 しき 下臈乍 ら、 賢 

より 殊更ら 彼に 憫愍 

淸水 八幡宮へ 行幸に 

入 り、 裝 束 を ぬら して、 

たが、 俄かに 装束 を 取 

時に 取っての 高名 を 


た か ら、 如 何なる 故障が 起らん も 計られぬ 


と て、 豫 

事で あ 

後家 白 

策 を 建 

ゆ る 福 

る。 邦 

理財の 

に 利得 

の 人物 

さ れ 

る 所の 

罪を斷 

た 所 も 

の 創始 


W. 申 Ml* り 周 

U その後 淸 

涛 盛 

の 女 

したので 

祿 と 壽 と 

の 人物た 

に 長 じて 

占め 得た 

淸 盛に は 

も淸 盛の 

る は、 大 に 

る に 當 つ 

る が、 ま た 


唐 盛) を も 

、淸 

の 

人 


度 顔 は 悉く 用意して あ 

盛に も 信任され た が、 彼 

り 立て k 、關白 家に 傳は 

盛の 歡心 を う け、 官 位 も 

三つ を 兼ね 備 へ、 今 の 言 

や、 學 問の 修養が あった 

り、 淀 の 河 尻 や 福 原 に も 

に 想 像され る。 學 者に 

に 入った 樣に 見える。 

物た る や、 大 きくして 常 

のす ぐれた ところ で、 藤 

も、 法 家 者琉の 酷薄に は 

政 及び 外交に ついて 新 


つたの で、 咄 嗟の 場合 

の 藤 原墓實 (|«| き) 

つた 庄園の 大部. 分 を 

次第に 進み、 正 二位 大 

葉で い へ ば 成金 者 流 

譯 ではない が、 世故に 

別 莊を置 き、 福 原 遷都 

あ ら す、 政 治 家で もな 

に大處 高處に 着眼し、 

原道憲 などの 如く、 コ 

陷ら なかった。 彼 は 

機軸 を 出した 所も少 


に 役立った との 

が 薨 去 の 後、 そ の 

此 家に 留め置く 

納 言 に 至り、 いは 

であった ので あ 

た け、 常 識に 富み 

の 際 な どに は大 

いが、 か、 る 種類 


因 

力 


如き も 叉 大に觀 るべき ものが ある。 (ぽ « 職 _4 嚷？  W 事) 
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レ 超 

/(\ と 

原 氏 に 

ら す、 武 

11〇 五 


脫 した 

せ す、 又 

模倣し 

家政 治， 
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〔附 記〕 保 元の 亂 後、 藤 原 通憲は 罪人の 所 罰に 際 し、 非 常の 事 は 非常の 處分 をせ ね 

と て、 極 刑 をお こ し、 淸 盛の 叔父 平忠 正が 其 子 長 盛、 忠 綱、 正 綱、 道 正の 四 

娃淸 盛に よつ て降參 する や、 淸 盛に 命じて 悉く 之 を誅戮 せし め、 ま た 

源 爲義が 其子義 朝に よつ て降參 したの を、 同 じく 義 朝に 命じて 誅さ 

義 朝の 弟賴 賢、 賴 仲、 爲 宗、 爲 成、 爲 仲 及び 幼 弟 乙 若、 龜 若、 鶴 若、 天 王な ど を 

めた など は悲 絕慘絕 の所爲 とい ふべき である。 

うちで も賴盛 及び 重 盛の 兩人は その 性格が 餘程淸 盛と は 違って ゐ 

淸 盛の 性格 は 剛毅 果斷の 四 字で 現し 得る とすれ ば、 重 盛の それ は忠 

で 現し 得べき であらう。 賴盛は その 母 池 尼の 慈悲に 厚い 氣象 をう 

か、 義 理 人情に か 、はる 事が 多かった 樣 である。 重 盛 は 保 元 平 治の 

顯著 であつ て、 百 練抄に も 「武 勇 雖 fe, 一時 輩； 心 操甚穩 也」 と も ある が、 そ の 

について は 窺 ひ 知るべき 資料が 乏しい。 その 點に 於て は淸 盛の 輪 

きいので ある が、 時 代に 超越した 爲 か、 ど う も 時人に 容れ られ なか つ 

河 法皇 並に その 御 近臣との 關係は 次第々 々 に圓 滿を缺 くと ころが 


ばなら ぬ 

人 を率ゐ 

義 朝の 父 

し め、 剩 へ 

も誅 さし 

同じ 平家の 

i た樣 である。 

謹 温厚の 四 字 

けつ いだ もの 

際に は戰 功が 

政治 上 の 輪廓 

廓 は 極めて 大 

た。 殊に 後 白 


あつたので、 重 盛 は 平素 之 を 憂へ て 居た。 淸 盛の 積極 主義に 對 して 重 盛 は 稍. A 抑 

損 主義と もい ふ ベ く、 常 に淸 盛と その 環境との 不和 合の 間に 立って 彌縫 調停に こ 

れ 努めた 檨 である。 彼が 熊 野に 詣 でて 死 を 祈った とい ふ說の 起った の も、 か、 る 

事情から と 思 はれる。 

〔源平 盛衰 記〕 小 松 殿 夢 同 熊 野詣事  . 

治 承 三年 三 月 の 比、 小 松內府 夢見 給ケ \ ハ、 伊豆 國三 島大明 神へ 詣給 タリ ケ \ 

二、 橋ヲ 渡- ズ門 ノ內へ 入給フ  一 I  、 門內 ヨリ 、ノ 外、 右 ノ 脇-! 法師 ノ首 ヲ斬懸 テ、 金 ノ 

鎳ヲ以 テ大ナ 〃木ヲ 掘 立、 三 ッ 鼻綱 一一 槃キ 附タ リ、 大 臣思 給ケル r 都-二 プ聞 シ 

一一 r 二 所 三 島ト申 ク 、サ シモ物 忌 シ 給 テ、.^ 人 -1 近附タ .ル 者ヲタ 二 モ、 日 數ヲ隔 

テ參ル トコ ソ聞シ -1 、不 思議 ナリ ト覺ュ -グ、 御 寶殿ノ 御前 二參テ 見 給へ つ 人 多 

居並 タ リ、 其 中 一一 宿老 ト覺 シキ 人-一問 給 樣ハ、 門前-一 係リ タグ ハ 如何 ナ, 者ノ 

首-一 テ侍ソ 、又此 明神ハ 死人 ヲ "总 給ハ スャ ト宣へ ハ、 僧 答- ズ云、 ァレ ハ 當 時 ノ 

將軍、 平家 太 政 入道 ト云 者ノ 首 也、 當國 /流人 源 兵 衞佐賴 朝、 此 社- 1 參-グ 千夜 通 

夜シ テ祈 申旨ァ リキ、 其 御 納受 ,1 依 テ、 備 前 國吉備 律 宮 ,1 仰 ク、 入 道 ヲ討シ -グカ 
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ケ タ ダ首ナ リト見 テ夢覺 給ヌ、 恐シ淺 增ト思 召、 胸 騷 心迷シ -ズ、 身 體 -I 汗 流 テ、 此 

1 門 ノ滅ン ス レノ  -I ャ ト、 心細 ク思 給ケ ル處 -1 、 妹 尾 太 郞兼康 折節 六波羅 - ー臥ク 

リケル 力、 夜 半 許- 1 小 松 殿-一 參-グ 案 內ヲ申 入、 大 臣 怪シト 覺シケ リ、 夜 中 Z 參上 

不審 ナ リ、 若 我見ッ , 夢 ナトヲ 見 -グ、 驚 語 ラント テ來 タル ニヤ ト、 御 前 二 召 レ 、何 

事 ソト尋 給へ ペ兼 康畏テ 夢物語 申、 大 臣ノ見 給へ  〃 - ー少モ 違" ス、 サレ ハ コ 

ソト淚 クミ 給ク、 ヨシく 妄想-一 コソ、 加 檨ノ事 披露 ュ及" サレト 誡宣ケ リ、 懸 

リケ レ ri 門 ノ後榮 憑 ナシ、 今生 ノ 諸 多 思 ヒ 捨 ク、 偏 -ー 後生 ノ 事- ブ祈申 サン ト 

ソ思 立給ケ \。 

同年 五 月、 小 松 大臣 宿願 也ト ク 、公 達 引 具シ奉 リ、 熊 野 參 詣 ァ ジ、 精 進 日數ヲ 重ッ、 

本 宫 -1 著 給 ヒ テ、 御 前- 1  s 拜シ、 啓 白 セラ レケ〃 ハ、 歸命 項 禮、 大 慈 大 悲、 證 誠 權現、 

白衣 弟 子、 平 重 盛 驚シ奉 リ、 申 入 心中 ノ旨 趣ヲ聞 召入シ メ給 へ、 父相國 禪門ノ 體、 

惡逆 無道 -1 シ ク、 動 ス レ ハ君ヲ 惱シ奉 V 重 盛 其 長子 ト シ -ズ、 頻 ュ諫ヲ 致 トイ へ 

共、 身 不肯 11 シク敢 服膺 セス、 其 振舞 ヲ見ル  一一 二 期 ノ榮花 猶危シ 、枝葉 連續 シク、 

親 ヲ顯シ 名 ヲ揚ン 事 難； X、 此時 二 當ク重 盛 苟モ思 へ リ、 愁 -! 諮- グ世々 浮沈 セ ン 


事、 敢 テ良臣 孝子 ノ法 一一 非 ス、 不， 如 名 ヲ遁レ 身ヲ退 -プ、 今 生/名望 ヲ拋 テ 、來 世 / 

菩提 ヲ求ン -I ハト、 但 凡失 ノ薄 地、 是 非 一一 迷 フカ 故-一、 猶未 志ヲ恣 二 セス、 願ハ權 

現 金剛 童 子、 子 孫ノ繁 榮絕ス シ テ、 仕 テ 朝廷-二 父〃 へ ク つ 入道 ノ惡心 ヲ和ケ テ、 

天下 安全 ヲ得セ シメ 給へ、 若 榮耀ー 朝ヲ 限、 後 昆恥ー I 及へ ク r 重盛ガ 運命 ヲ k 

-グ、 來 世ノ苦 輪ヲ助 給へ、 兩箇ノ 愚 願、 偏 -1 冥 助 ヲ仰ク ト、 肝 膽 ヲ碎テ 祈念 再拜 シ 

給 フー ーモ 、(|) 是 ハ 最期/暇 ヲ申 給へ つ 今ヲ 限ノ參 詣也、 (I) 下 向ノ後 幾程 ナ ク-ズ 

後-一 惡キ 瘡ノ出 キ給タ レ ト モ、 ッ ャ 療治 モ祈禱 モナ 力 タケジ。 

. . 大臣 所勞事 

小 松殿ノ 勞、 日 -1 隨テ 憑ナキ 由聞ュ ケ レ r 入道 殿ョ ジ盛 次ヲ使 -1 テ仰ラ レケ 

-., VV 御所 勞日 -1 ソへ-プ大事ニナ\由承べ心苦敷コ ソ存 侍レ、 何事 ュテモ 御意 

得 ァ \ 人 ノ、 如 何  一！ 今マデ 療治 ハナ キャラ ン、 親 一一 先立 ハ 不孝 ト コ ソ申 侍レ、 今 

日 明日 ト モ知 ヌ老タ ，ル 父母 ヲ殘 留メ テ、 歎 思 力 ン事 罪深 力 , へ シ、 此間唐 ヨリ 

•: 目 出 タギ醫 師ノ渡 -プ、 今 津 一一 著 テ 候 ナ ベ 折 節然ル へ キ御運 ト覺ェ 、卽彼 使者 二 

真 足 シ進ス へ ケレト モ、 先 案 內ヲ 申也ト 云レタ ジ、 內府 ハ病ノ 床-一 臥 テ、 世 -ー 姹 

察 二 平氏の 興亡と 其 事業  二 〇 九 


武家時代の 研究 第二 卷 

シ ケニォ ハンケル 力、 入 道 殿 一一 最期 ノ 

-グ 烏帽子 直 衣 二- プ 盛.^  -1 出 合、 返 事 申 

隨へ シ、 但 今度 ノ勞 旁存ス 〃旨ァ k  二 

月 -1 熊 野 參 詣 シ テ、 權 現 一一 申 請 〃旨 侍 

納受 ノ故ト 存ス、 神盧ノ 御 計 凡失 ノ是 

〃ヲ殘 置 奉 べ實 一一 痛 敷存ス トイへ 共、 

相 違 ノ 國、 本 ヨリ 存ス〃 處ナレ つ 强ーズ 

事ナレ r 必シ モ治 術- 1 依へ 力 ラサル 

サキ -1 立テ 振舞 シカト 乇、 矢 -1 モ中ラ 

トモ 今年 カー 期ノ 限、 生涯 ノ 終-一 コソ 

キ事二 侍 リ、 重 盛 苟モ九 卿 一一 列シ三 臺 

リ、 爭 力 天ノ心 ヲ察セ ス シ -プ、 愚 醫療 

加フ トモ 益ナ カルへ シ、 其 後 大臣" 

ナカ リケ〃 程 一一、 終 一 1 八月 一日 薨給 _1 


二 一 〇 

對面ノ 由思ハ レケ〃 ニヤ、 人 一一 扶起 サレ 

サ レ ク リ、 療 治 ノ事畏 承 候 畢ヌ、 尤御命 -ー 

依テ、 殊 二 醫療ヲ 加へ ス、 其 故 ハ 重 盛 去 五 

キ、 嚴重 ノ瑞相 等ァリ シ 上、 今 此勞ヲ 受、 御 

非 一一 及ハ サ ダカ、 老少不定 ノ世ノ 習、 老タ 

• 親 二 先立 タメ シ、 重 盛 一 人-一 限 ラス、 前 後 

歎 思 召へ キニ 非ス、 其 上命ハ 天ノ與 フ^ 

力、 重 盛 保 元 平 治/合 戰ー 1 つ 命ヲ捨 -プ矢 

ス、 劍 -1 モ擊 レス シ ク、 今 -I 命ヲ 保- グ リ、 然 

侍 ラメ ナレ つ 惜ムト モス マ フ トモ 叶 難 

二  a 升 ベ 其 運命 ヲ計〃 二以- ブ天ノ 心-一 ァ 

ヲ致 サン、 況又 所勞若 定業 タラ r 療治 ヲ 

出家 シ給 -グ、 後 世 菩提 ノ御勤 ヨリ 外 他事 

ケ ジ、 生年 四十 三、 五十 -I ク -1 モ满給 ハス、 


惜 カ^へ キ御命 也。 

前記の 文 は 一 應尤 な樣に re ゆるが、 重 盛が 熊 野に 死 を 祈った 事 は 長 門 本の 平家 

物語に は 見え す、 叉 實錄の 書に 就いて 見て も、 事 情が 稍ぷ 異なる ものが ある やうで 

ある。 史徵 墨寶の 記者 も 之 を 解して い ふ、 「重 盛 ノ薨ハ 、山 槐記治 承 三年 五月 廿 五日 

ノ 條 -ー\ 前內 大臣 正 二位 平 重 盛 (f:  fl) 依， 病 出家、 日 來不食 云 々、去 二月、 東宮 御 百 曰 出仕、 

其 後 籠 居、 三 月 被. 參，， 熊 野； □ 申，， 後 世 事， 云 々、於，， 精 進 屋， 食 事 頗 復^ 之 間 反 □  □、 其 後 叉 不 

食、 逐 曰枯槁 云々) トァリ -プ、 其 月 W  4 は 晦日 遂-ー 薨セリ 、本文-一死 ヲ祈ル ノ事ナ シ、 後 

世 ノ事ヲ 申 ストつ 不食ノ 重症-一 罹リ 必死 ヲ期シ タレ つ 後世 ヲ 祈念 セシナ リ、 當 時 

崇佛ノ 世 一一 "誰 モア だ事ナ リ、 サ -プ不 食 トァレ ハ 重盛ハ 胃病 ヲ 患へ 死 シタ〃 ナリ、 

然 A ヲ 盛衰 記 之 ヲ談柄 トナシ 、叉 祈死ノ 一 齣 ヲ受ケ タリ、 春秋 左 氏 傳ハ小 說ノ祖 一一 

-ズ、 後 世每 一一 材ヲ此 -1 取べ 左傳 -1 楚ノ鬵 拳 ノ兵諫 -1 、 晋ノ范 文 子 ノ祈死 ヲ記ス 、作者 

因- プ兩 齣ノ 演義 ヲ 構造 シタ ダナ リ、 左 傳兵 諫ノ兵 ハ 刀 ヲ云フ 、兵士/兵 一一 非ス 、後 

人多ク 兵士 ト 誤解 ス、 亦 盛衰 記/ 談 -1 蔽 " レ タ 〃ナリ 、物語 類 ノ人ヲ 誤, 此類 多シ、 

重 盛、 ン忠謹 溫厚ノ 性 質、 淸 盛, 大 有爲ノ 人物-一 テ、 晚 年頗ル 驕暴ノ 擧動ァ レ つ 重 盛 
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家庭 ノ 

以 テ、 誇 

實錄ノ 

され ど 

輩； 心操甚 

月 一 日う 

、 、 、 

て、 と く 

る說が 

の 揑造 

や 子孫 

な ほ 

が 謀臣 

る V 之 


死 


で 


二 於 テ幾諫 矯正 ノ事 モア リシナ ラ 

傅 會シテ 兵 諫祈死 ノ說ヲ ナス ,1 至 

- 一昭 丁 ゾ-プ 酌量 取捨 ス へ キ ナリ」 と あ 

百 練抄に も 「八 月 一 日、 入 道內 大臣 重 

穩 也、 去 比 參 一一 熊 野， 有， 一 祈 請 こと あ り、 ま た 

せに け り、 此 小 松內府 はいみし く 心 

な はやな ど 云と 聞 え し に， 一 云 云と あ 

布され たものと 見える。 かくて 盛 

は な く、 自 身の 重病に つけて 死後の 

門の 繁榮を 祈つ た 事 は 實際ぁ つた 

文に も ある 通り、 重 盛が 兵諫の 一 條 

を處分 し、 法 皇をも 幽し 奉らん とし 

平家物語 及び 源平 盛衰 記 中の 出色 


ン、 然ル 一一 世人 父子 ノ 性行 相反 ス 〃ヲ 

V 讀 ム 者宜ク 當時ノ 事情 ヲ察シ 、之ヲ 

る。 こ は實を 得た ものと 思 はれる。 

盛 公 薨、 入 道 太 政 大臣 嫡子、 武勇 雖 ，軼，， 時 

愚 管抄に も 「小 松 內府重 盛 治 承 三 年 八 

うる はしく 父 入道が 謀叛 心 あると み 

るの を 見れ ば、 世 上に は當 時よりか 、 

衰 記の 文 は 敷衍 は あるに して も、 全 < 

冥 福 を 祈 り、 且 つ 老齢なる 父母の 將來 

ことの 樣に思 はれ る。 

の 事で あるが、 之 は 鹿 谷 會議の 後、 淸 盛 

た の を、 重 盛が 諫爭 したと い ふ 事で あ 

の 大文字で ある が、 そ の史實 について 


は 史家の 間に 議論が あるので ある。 


リ：^ ん重 
と 諫以盛 
のめて 兵 
說た父 力 
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入 道 (淸 盛〕 の た ま 
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. こ そ 

け る 
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ら せ て、 片 邊 

るち.^ にか 

• 遺 恨 に 覺 え 

は、 此 仰 を か 

先な にかの 

覺候は ね、 さ 

と し て、 天 津 

胄を よろ ふ 

り あるべ か 
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、た ； let 

は、 抑此 間の 事、 西 光 法師に r はしく 相尋 候へ ば、 成 親父 子 


にて 候け る ぞ、 大 かた 近來ょ 

ま のこと をす くめ 申な 

家の 大事 引出させ 給ぬ と覺 

參 らせんと 存 する 間、 此 事 申 

は淨 海が 思と 思 ふ 事、 御 邊 の 

と 宣 へ ば、 內 府直 衣の 御 袖に 

候 に、 御 蓮の すでに 末にな り 

知 侯 はね ど も、 此 御す がた を 

朝 は 邊鄙粟 散の 境と 申な が 

ッ カサド リ 

の 尊の 御 末、 朝 政 を 典 給し よ 

るべ しと も覺 え す、 就 中 出家 

もの を、 夫 三世 諸佛の 解脫幢 


り いとし もな き 近習 者 ども 

る 間、 御 かろ 厶、 敷 君に て 渡 

ゆ る 間、 法 皇 (I 白) を是 へむ か 

合 奉らん と て、 待 奉つ るに、 い 

御 心に 一 々と 違 ひ 候らん 事 

て、 淚 をお しのぐ ひ て、 申 さ れ 

候と 覺 え て、 不 覺の淚 のこ ぼ 

見 參らせ 候 こそ 少 もうつ > - 

ら、 天 照 太 神の 御子 孫、 國のぁ 

り 以來、 太 政 大臣に のぼれる 

の 御身と な り、 か たぐ 御 は 

相の 法衣 をぬ ぎす て、 忽 に 甲 

二 一 三 
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胄を帶 しまし まさん こ と、 內 に は 

はまた 仁義 禮智 信の 法に も 背き 

違 ひ、 ふしぎ 成 仰 を 蒙 侯 上 は、 す- で 

はんに ゆて は 思 ふ こと を 心中に 

く ベ し、 お ほそれながら 暫く 御 心 

聞 召さる ベう や 候ら ん、 か つう は 

哉、 たと へ 御院參 有べ う 候 と も、 重 

りけ る 物 を、 以 の 外に 物 さわがし 

何とか 君 をば 恨み 参らせ 給 ふ ベ 

候 は じ、 近 習の 人々 の 申す k め參 

又 君の 御 結構に て、 正しく 院宣 を 

御 ひが 事と も 覺候は す、 そ の 故 は 

し も、 勸 賞に 預 りし 事 受領に は 過 

任 を 亡したり し も、 い つか 丞相 位 


旣に 破戒 無 惭の罪 を 招き 給 ふの みに 非 す、 外 に 

候ぬ らんと こそ 覺ぇ 候へ、 先 重 盛 一 々に 御意に 

に 不孝の 仁に 罷成 侯に こそ 候 なれ、 さやう に 侯 

殘し候 はん は、 ロ惜 かるべ う 候へ ば、 一 々に 申 開 

を しづ めさせお は し ま し て、 重 盛が 申狀を 具に 

又 最後の 申狀 にて 候、 た 今御院 參の條 何事に 

盛に 仰 合さ れ、 申 所の 一 儀 を も 聞 召され 候べ か 

く 覺ぇ候 物 か な、 む ほんの 輩 召 置れ 候ぬ る 上 は、 

き、 ま さしく 君の 叙 慮より 思 召し 御 立つ 事よ も 

らせ 候に よて こ そ、 御 許容な ども 侯ら め、 た と ひ 

もてむ ほんの 事 仰せ 下さる とい ふと も、 し ゐ て 

上古 を 思 ひやり 候 に、 平 將軍負 盛、 將 門 を 討た， 5 

ざ り き、 伊 豫 守賴義 が 十二 年まで 戰 ひて、 貞任 宗 

に 昇て 父子と もに 朝恩に ぁづ かり し、 し かる を 


此 一門 は 代々 に 朝敵 をう ち 平 げ、 四 海 

其 賞に 預る事 は已に 身に 餘れ h^、先 例 

と 御氣色 あら ん 事、 全 以御 ひが 事と も 

言 (成 親) 召 置る、 事、 是 又 ふつうの 儀に 

を、 我 が 爲 に あ だ をな せば と て、 心 の ま 

ら や 哉、 い く 度 も 君に 仔細 を 奏し て、 御 

ぬ る は、 す でに 君 をな め /\ にし まゐ 

君の 御た めに は • いよく 奉公の 忠節 

ん をいた しまし く， 先非 を 悔いさせ 

神の 擁護 淺 から す、 神 明 佛陀の 御 加護 

滅亡し、 凶徒 則 退散し、 四海の 狂亂し づ 

も猶 早々 なる ベ し、 大 方 は 諸 經の說 相 

しばらく 心地 觀經 第二 卷 によら ば、 世 

に は 師長 父母 恩、 四 に は 衆生 恩是 也、 是 

. 第二 平- の 興亡と 其 事業 


の 逆浪 を しづ め ば、 隨 分忠 なりと い へ ども、 

傍れ いな し、 君 事の 序 を も て、 餘 りの 事な り 

覺ぇ候 は す、 む ほん 張 本と 仰ら れ て、 新 大 納 

非す、 我 君の 御 寵臣、 あるひ は 禁中 伺 侯の 人 

、に 召お かれ、 罪科に 行 はれん 事 然るべ か 

氣 色に こそ 任せら るべき に、 押 て 召 捕られ 

ら する にあら す や、 此 上 は 今 は 御身 を 慎で 

を 存 じ、 民 のために は、 倍 i 撫育の 御 あいれ 

給 ひ て、 政 務に私 あら じと 思 召さ ば、 諸 天 善 

しき， 0 にし て、 君 の 御 政 引か へ て、 逆 臣 忽 に 

か に、 萬 天の 嵐 やまん こ と、 掌 を 返さん より 

不同に し て、 內 外 存知 各 別な りと い へ ども、 

に 四 恩 あり、 一 に は 天地 恩 、二に は國王 恩、 三 

を 知る を 以て 人倫と し、 知 ら ざる を 以て 鬼 

. 二 一 五 
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畜 と す、 そ の 中に 殊に 重き は 朝恩 也、 あ まねく 天下 王土に 非す と 云 事な し、 率 土 の 

濱王臣 に 非す と 云 ことな し、 就 中國 王の 恩此ー もん 極れ り、 日本 はわ づか 六十 六 

國、 し かる を 三 十 餘ケ國 は、 一 門の 分國 にて 政 を 執行 す、 そ の上庄 園、 田 iC 家 門の 所領 . 

^。 此. 一門の 朝恩に ほこる 事 は、 依 法將 軍と も 云つ ベ し、 昔 も 今 もた めしす くな 

し、 彼 穎 川の 水に 耳 を 洗 ひ、 首 陽 山に 蕨 を 取け る 賢人 も、 勅 命の 遁れ がた き 禮儀を 

ば存 やと こそ 承 は れ、 忝 くも 御先 祖桓武 天皇の 御 苗 裔、 葛 原 親王の 御 後恩と 申し 

な： が ら、 中 古より 無下に 官途 も 打く だ り、 わ づ か に 下國の 受領 を だに も ゆるされ 

や し て 候け るに、 故 刑 部 卿 殿 (忠 盛) 備 前の 國務の 時、 鳥 羽 院の御 朝、 得 長 壽 院造 進の 

勸 賞に よ て，、 久 絕た りし 內 昇殿 を ゆるされ 給し 時 も、 萬 民 口び る を 返しけ ると こ 

を 承れ 、いか にい はん や、 御身 は すでに 拝 任 の 例 を 聞 ざり し、 太 政 大臣の 位き はめ 

さ： せ 給 ひ、 御 末 又 大臣 大將に いたれ り、 所 謂 童 盛な どが 短才愚 暗の 身 を も て、 蓮 府 

槐. 門 の 位： に 至 る、 是 希代の 重恩に あらす や、 今 是 等の 朝恩 を 忘れ て、 君 を かたぶけ 

參らせ 給 はんこと、 天 照 太 神、 正 八幡 宫、 曰 月 星 宿、 堅 牢地 神に 至る まで、 御 許 や 候べ 

き、 唯 今 天の 責を 蒙て 朝敵と なり 給 ふ ベ し、 朝 敵と なるなら ば、 近 く は 百 日、 遠 く は 


三年 を 出す とこ そ申傳 へた れ、 君 事の 次 を もて 奇怪な りと 田め 召さん こと は尤こ 

とわり にて こそ 候へ、 しかる を 御 蓮い まだ 盡 ざるに よ て、 此 事す でに 顯 はれ て、 仰 

合ら る、 人々 か 樣に召 置れ ぬ、 た とひ 叉 君い かなる 事 を 思 召し 立と いふと も、 暫 

何の 恐れ かまし ますべ き、 大 納 言 已 下の 輩に 所當の 罪科 を 行 はれ 侯 はん 上 は、 し 

り ぞいて 事の 仔細 を ちんじ 申させ 給 ふべき にて こそ 候へ、 みだれが はしく 法皇 

を かたぶけ 參ら せられん 事、 然 る ベ しと も 覺ぇ侯 は す、 以 =父 命 ー不. 辭： 一王 命； 以， 一王 命ー辭 n 

父 命； 以， 一家 事； 不. 辭ー 一王 事； 以ー 一王 事 ー辭， 一家 事 一と もい へり、 叉 君と 臣とを 准す るに、 親疎 を わ 

けて 君に 附 奉る は 君臣の 法 也、 道理と 僻事と を 並べ んに いかで か 道理に つか ざ 

ら んゃ、 是 は 君の 御 道理に てこ そ 候 へ、 重 盛に 於て は、 御 院參の 御供 仕べ しと も存 

じ 候 は す、 叶 は ざらん まで も、 院中を 守護し 參 らせんと こそ 存候 へ、 その 故 は 重 盛 

始て六 位に 叙せ しょ り、 今  一二 公の すゑに つらなる ま で、 朝 恩 を 蒙る 事、 身 に 於て は 

すこぶる 過分 也、 そ の 重き を 思 へ ば、 千 顆萬顆 の 玉に も 越 え、 其 深き こと を 論 すれ 

ば、 一 入 再 入の 紅に も 過た るら ん、 然 れば重 盛 君の 御 方 へ 參候は 、侍 二三 萬騎は 

など か 候 は ざら ん、 其 中に 命に かけて 身に も 代らん と 思 ふ 侍、 二三 百 人な どか 侯 

第二 平氏の 興亡と 其 事業.  ニー  七 
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は ざらん や、 是 等 を 引 具して 院の 御 方 へ 參り て、 禦 戰候は 以の 外の 御大 事に て 

こそ 候 はんやら め、 是を 以て 昔 を 案 やる に、 保 元 逆亂の 時、 六 條 判官 爲義は 新院の 

御 方に 候、 子 息 下野 守義朝 は、 內 裏に 候て、 合 戰事經 て、 大 炊殿戰 場の 煙りの 底に 成 

し 後 は、 一 院讃岐 の 國へ御 下 向、 左 府は ながれ 矢に 當 りうせ 給 ひて 後、 大 將軍 法師 

に 成り て、 子 息義 朝が もとへ 降 人に な り、 手 を 合て 向 ひた， 9 けれど も、 今 度 朝敵の 

大將 軍な りと て、 斷 罪に 定 りに けれ ば、 義 朝 力 及ば す、 人 手に 懸 らんより と て、 朱 雀 

大路に 引出して、 父が かう ベ を 刎 候し こ と、 同 じ 勅定と 申しな が ら、 惡 逆 無道の 至 

り 口 惜き事 かなとこ そ存 侯し か、 今 度 君 討 かたせ まし/,^ 侯 は 1-、 彼 保 元の 例に 

任て、 重 盛 五 逆の その 一 にやな り 候 はんす らんと 存候こ そ、 豫 て 心う く 候 へ、 かな 

しき かな や、 君 の 御 爲に忠 を 致さん とすれ ば、 迷 盧八 萬の 頂な ほく. たれる 父の 恩、 

忽に わすれて 不孝の 罪 かろから す、 いたまし きかな や、 不 孝の 罪 をのが れんと す 

れ ば、 ま た 君の 御爲に 不忠の 逆臣と なりぬ ベ し、 君 々たらす とい ふと も、 臣 以臣た 

ら すば 有る ベから す、 父 々たら やと も、 子 以 子たら すば ある ベ から す、 是 と い ひ、 か 

れ とい ひ、 む やくの ことにて 候、 末 代に 生 をう けて か、 るう きめ を 見 る、 重 盛が 杲 


報の ほどこ そ ロ惜 

く 候 は 、先 重 盛が 

VS  jl, り と，. CN つけ 

る 心地し て、 あ れ 

て 候つ、 いかによ 

法に 過 させ まし 

は 子孫 一人 も あ 

の ごと し、 君 の 御 

有ん と 候と 申さ 

心 通 て、 中 よき 人に 

なだめ 參らせ 候 は 

ら ね ば、 法 皇を しば 

る こそ かなし けれ 

は 田 a ひと ^ ま.. 0- 


て、 

れ 


ふ と 


力 


八 

ら 


れ 

す 


、さ 

力 

て 

、入 

ま 

や 


ナ 

ら 

、老 

ぬ、 自今 以後 


て 


鳥 羽 

子 に 


れば 申う くると こ ろ、 猶 御 承引な 

召 さ る ベ う 候、 (I) 入 道の 舍弟 さつ 

はせ 來られ け り、 入 道 此人を 見つ 

，さ ん 候、 內 府が 元へ ましく たり 

誠 か、 さ ん候 御よ ろ ひ 候、 そ れは何 

，いか 樣 にも 父の 惡行 子孫に 報い 

といへ ど も、 朝 恩 に 

らせんと て、 小 具 

殿薩摩 殿、 わ ど の 

( 問 ひて な だ 

は する 樣 よ、 tl^ 

て、 世 を靜 めんと 

らる、 は、 朽 木の 枝 な き が ご 

は 內府の 計 ひ 申されん 事 を 


れ ば 恩 

を 守護 

m ハ さ め 

ば 申 也 

ん、 な だ 


捨 


や 

せ 
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く し て、 御 院 參 

まの 守 忠度小 

け て、 少 し 力 づ 

つ る か、 さ ん 候 

事 ぞ、 入 道 殿御 

て、 日 本 國に末 

くらぶれ ば、 み 

召れ 候 て、 只 今 

内府と は以の 

て 見 給へ かし 

ど 世の中 しづ 

れ ば、 嫡 子に 捨 

く な り、 院 參 に 

- 1 切 背き 申 ま 

二 1 


有 ベ 

具 足 

き た 


惡行、 

化 に 

ぢ ん 

院參 

外に 

、叮 と 

か な 

ら る 

於て 

じ き 
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ぞ、 き と 立 寄 給へ、 なに 事 も 申 承べ しとの たま ふべ しと ぞ 申されけ る。 

思 ふに 淸 盛の 忿怒が 甚だしく して 是 程の 大事に 至らん としたので あるならば、 

實錄の 書に も 其 經緯が 何とか 見 え て 居り さうな ものである。 され ど 玉 海に は 前 

後の 事情が 大分 細か に 書いて あるに も關ら す、 治 承 元年 六月 二 曰の 條 に 「或 云、 成 親 

於， 路 可^ 之 由 云 云、 又 云、 左 大將重 盛 平 申請 云 云、 此 間 說縱横 也、 難お，， 實 說， 歟」 云 云、 三 日 

の條に は、 「京 中 騒動、 上下 諸 人、 皆 以 成，， 怖 畏； 但 院 中 無，， 參 入 之 人， 之由禪 門大以 怒 云 云、 仍 

昨今 人々 少々 參入云 云、 院 中 上下 形 氣、 如お 如 fc  、失 fe 損， 容 云 云、 或 有，， 流 淚 之 輩，」 云云 と 

あるの みで、 重 盛 は 藤 原 成 親と は 姻戚の 關係 (g 錢 § 輕 • 城麵 § g 55 盛) である 

の に、 そ の 成 親が 後白河 法皇の 寵遇を 辱う し、 今 囘の 事件に は 首謀者であった ので、 

斬罪に も處 せられん としたの で、 之 が寬宥 を父淸 盛に 請うた 筋 は 見 え る が、 院 參 を 

諫止した 趣 は 一 向に 記されて ない、 加 之、 院 の 近臣 も淸 盛の 怒 を 恐れて 參院 する 者 

も 無った の で、 淸 盛 は 却て その 無責任 を 咎め た、 そ こで 少々 は參 入した と ある。 又 

愚 管 抄には 成 親. の 事に つ き、 重 盛 は 「この度 も 御 命ば か， 5 の 事 は 申 候 はんする ぞ」 と 

い". つた，. - あ り、 次 に淸 盛が 院參 の狀を 記して 


愚 詧抄の 

事 


重 盛の 諫 

爭に關 す 

ろ 批判 


入道 

卿 を 

我 身 

出た 

ぞ と 

みし 

、 、 

し に 

と あ 

る が、 是 

かった 

法皇の 

を も 鳥 

必ゃ大 

覆せ， a 


かやう の 事 ど 

呼出して、 か 、 

の爲は 次の 事 


ち に て 

思 ひけ 

く  > じ う 

云 云、 

る。 さ 

よ り 三 

と て、 淸 

親近の 

羽 殿に 

に諫爭 

とした. 


參 りた 

る 程に、 

る はし 

れば平 

年後に 

者 共 三 

幽し 奉 

す ベ き 

の で あ， 


も 行 ひもら し て、 西 光が 白狀を 持て 院へ參 り て、 右 兵 衞督光 能 

る 次第にて 候へ ば、 かく 沙汰し 候 ひぬ、 是は 偏に 爲， 世 爲 に 候、 

にて 候と そ 申 け る、 さ て やがて 福 原へ 下りに け り、 下 b さまの 

り け り、 是 より 院 にも 光能まで もこ はいか にと 

，小 松 內府重 盛 治 承 三年 八月 一 日う せに け り、 此 

f ヽ、 、ヽ、 、、、、、、、、、、、 

く て、 父 入道が 謀叛 心 ある をみ て、 と く 死な はや 


世 はなり ぬ る 

小 松內府 はい 

、、、、、、 

な ど 云と 聞 え 


事 かと 思 はれ 

宜しき を 得な 

面の 士に至 る、 


家 物語な どに あるが 如き 仰山な 事實は 無った 

重 盛 や 盛 子 女 が 薨去の 際、 院 の御處 置が 

怒し、 太 政 大臣 藤 原 師長、 權大納 言 源資國 以下ぶ. - 

十九 人の 官爵を 奪 ひ、 次で 關白墓 房 や、 師 長、 資 國等を 流 し、 法 皇 

るに 至った ので ある が、 當 時 重 盛に して 存命して 居たならば、 

であった らうと 推察され る。 治 承 元年の 擧は實 に 平家 を 傾 

る が、 そ れに 比すれば 今囘 (s^l f ) の は、 淸盛 乃至 は 平家 一 門に 
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對 して 屈辱 を與へ たとい ふ 位の 者 で、 決 して 其 運命 を 覆さん とする 程の もので は 

ない ので ある。 然るに 淸 盛の 激怒が 是に 至った の は、 時 勢の 關係も ある 事で あら 

う が、 重 盛の 如き 重厚の 人が 無くなつ たの で、 淸 盛 も 其 喜 怒 哀樂を 無遠慮に 發 露す 

るに 至った もので は あるまい か。 治 承 元年の 際に 於て も、 淸 盛の 感情 を ありの ま 

まに 發 表せし めたなら ば、 今 囘 以上で あつに では あるまい かと 思 はれる。 されば 

實錄の 上に は 見えない にして も、 重 盛の 諫爭 たる や、 そ の 舅 成 親の 助命の みに は 止 

まらない で、 大 義 名分の 道理に も觸れ たもの があった ので は あるまい かと 想像 さ 

れる。 しかし 是等は 家庭 內の 事柄 で、 餘 . ^世上に も 暴露され ない の で、 實 錄の 書に 

は 見えない が、 物 語の 記者 は その 邊を揣 摩 臆測して 筆 を 廻した もの かと 思 はれる- 

更に 考 ふる に、 本 文 に は 「院 を 鳥 羽 殿に 移し 奉ら ん. 一と か、 「朝 敵と なるならば 近く は 

百 日、 遠 く は 三年 を 出す して 滅亡せ ん. 1 な ど あるの を 見れ ば、 こ は淸 盛が 法皇 を 鳥 羽 

殿に 幽し 奉った 後 か、 或 はまた 治 承 四 年に 平家 西 走の 事が あった 後に、 重 盛の 諫 言 

に假 託して よい 加減に 筆を攤 はした もので はない かと も 思 はれる。 用語の 上に 

は 稍 i 誇張の 氣 味が ある 樣 だが、 皇室に 對し 奉る 我が 國民 的氣 分が 横溢 し、 大 義 名 


重 盛燈籠 

大臣の 說 


分の 道理 を 明確に 

潮の 表現と も 見る 

重 盛が 叉 信仰心 

上に 於け るみ やび 

た 事の 起り で、 重 盛 

方に 四十 八の 間 を 

四方に 四十 八體の 

八の 燈 籠が ある、 さ 

に 勝 れ、 容 顏類 なき 

其 女が 年 二十 を 超 

房 達が 衣裳の 飾、 蘭 

念 佛禮讃 が 了れば 

を謠 ひながら 又 其 

燈爐の 火 こそ 照ら 


記述した 所 は、 稀に 見る 

べき もので あら う。 

に 富んで 居た 事 は 前に 

やかな 說 話が 傳へ られ 

は 東へ 十二 間、 南 へ 十二 

作った。 さう して 一方 

十二 光佛を 安置 し、 各 佛 

うして 年の 頃、 上 は 二十 

美女 を 四十 八 人選んで • 

せば 取替へ 々々して 之 

藤の 芳を 新に して 、静か 

其 女が 六人づ k 組 をな 

四十 八 間を迴 るので あ 

す な れ、 彌 陀 の 誓 を賴む 


の 大文字で、 武家の 專 撗に對 する 時代 思 

も陳べ た 通，. y である が、 こ 、に 一 つ 信仰 

て 居る。 そ は 重 盛が 燈籠 大臣と 呼ばれ 

間、 西 へ 十二 間、 北 へ 十二 間の 屋を 立て、 四 

の 十二 間に 十二 光 佛をー 體づ k 立て >-、 

體の 前に 常燈を 燃した の で、 總 てで 四十 

歲、 下 は 十六 歳まで 色 深く 身 盛りに、 姿 八 

、その 常燈に 一人 づ、 附 けた。 さう して 

に附 けた。 日歿 になる と 四十 八 人の 女 

に 念 佛を唱 へ つ k 四十 八 間 を 廻った。 

し て 鼓、 銅 敏子 をなら して 囉 しつ \ 今 樣 

る。 その 今 樣の歌 は 「心 の 闇の 深き をば * 

身 は、 照 さぬ 听は なか， 9 け り」 と いふので、 
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な感 
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し、 そ 
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り を 

是れ 

奏し 

き な 

平 盛ノ 

己  j 

で あ 

が お 

門 は 

も 陳 

の 身 

の 姪 

夜 に 

親王 


歌 は せ、 別 の 詞 は 交へ させ ぬ、 重 

こ そ極樂 世界に 於て、 菩薩た ち 

て 居られる 檨 も、 斯 くやと 田 5 ふ 

された と ある。 そこで 此 大臣 

この 記事 は 源平 盛衰 記の 外に 

る が、 如 何にも 趣味 津々 たる 話 

►  J り、 重 盛の 佛法 信仰と して は、 

男女 を 問 は や、 何 れも 容姿が す 

ベ た 通りで あつ て、 淸 盛 な ど も 

の 装束 はも 

とよ-.. 9 雜 に 至る 

經正 (ほ 纏 勢 S など は 琵琶に 

琵琶 を 奏した とい ふ 遺跡が 殘 

に 寵愛せられ た。 そこで 平家 

，舊 誼 忘 れ 難く、 途中から 引 返 し 


盛 自ら は 中臺に 坐つ て 

が彌 陀如來 に 仕へ 奉つ 

ばかりで あつ て、 餘 所な 

を 異名に 燈籠 大臣と い 

は 長 門 本 平家物語 や、 實 

柄 で、 聞 い て すら 恰も 極 

似つ か はしい 樣な 心地 

ぐ れ、 多 藝 多 能 で、 文 藻 に 

十二 歳の 時石淸 水の 臨 

までが 美麗 過 差で あつ 

長 じ、 近 江の 竹生嶋 にい 

つて 居る。 彼 は 幼少の 

1 門と 共に 都 を 落ちて 


ニニ 四 

之 を聽閡 して 

て、 或 は說 法し 

がら 哀れに も 

つたとの 事で 

錄の 書に は 見 

樂淨 土に 至つ 

が す る。 

も んで Is  .2 

時 祭に 舞 人 を 

たとい はれる。 

つて 見れ ば、 彼 

頃から 仁 和 寺 

西 海へ 向 はん 


來 つて 法 親王の 御 目見え を 願うた。 


忠 
度 


さ， p- して 申 

度參 つた 日 

八重の潮路 

を 見 參らせ 

取 出し、 豫て 

思 ひました 

と 田 5 つて 持 

じ、 是 を 最期 

で 落ちた が 

を 訪 づ れ、 自 

ども、 一 門の 

ば 我が 無 か 

其 中へ 留め 

と 感 じ、 の ち 


上げる 樣 は、 我 身 は 十一 歲 

は あると も、 參 らぬ 曰と て 

を 漕ぎ 隔 て、 何 時 また 都へ 

ん と て、 此 に推參 いたし ま 

下し 給 はりし 此 琵琶、 如何 

が、 可惜 名器 を 旅 中に 空し 

參 いたしました と て、 錦 の 

として 御 暇 乞 ひ をした と 

，ふと 和歌の 師匠の 事 を 思 

らの 詠歌 百 首の 卷物を 出 

榮 華は旣 にっきて、 西 海へ 

ら ん 後、 世 が 静まって 勅 撰 

られ るなら ば、 身 は 死す と 

千載 紫 を 選む に 及んで、 其 


の 幼な き 頃 か ら、 朝 夕 御前 を 離れす 、一： H に 二 

はなかった のであります が、 今 は 都 を 出で て 

歸 らうと も はかられ ませ ん、 さ れば 今一 度 君 

したと て、 それから 箭 した 青山と い ふ 琵琶 を 

なる 世まで も 御 形見と し て、 身 を 離す まじと 

くせん も殘り 多く 存じ ますれ ば、 返 上： H らん 

袋から 出し て、 輪 薹、 靑 海 波な どい ふ數 曲を彈 

ある。 また 同じ 頃、 薩 摩 守 忠 度 (§ 雜) は 淀ま 

ひう か ベ、 都に 歸っ て 其 師藤原 俊 成 卿の 宿所 

し、 か  >- る 身と して 御 目に かゝ るの は 憚 あれ 

落ち ゆく 上 は、 再 會も 期し 難いので あ る、 さ れ 

の 沙汰 にても あった 折、 此 中の 一首な りと も 

も 餘榮が あると 申出た の で、 俊 成 も 之 を 哀れ 

中の 1 首 を 採 り、 朝 敵の ものの 歌で あるから、 
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態と 姓名 を隱 して 讀 人知ら やとして 载 せられた。 これが 卽 ち 「さ く 波 や 滋賀の 都 

は あれに し を 昔ながら の 山 櫻 か な」 と 云 ふので あつ て、 極 めて 風流な 話で あるので 

ある。 是 によく 似た 話が もう 一 つ あ る、 そ れに淸 盛の 養子 平 基 盛の 子 行 盛に 關 す 

る ものであるが、 行 盛 はかね て 藤 原 定家卿 1 1 につ いて 歌道 を 學んで 居た が、 都 ー洛 

ち の 時、 別 れを惜 んで定 家 卿に 卷物 一つに 消息 を 添へ て 送った。 卷 物と は 平生 詠 

んだ歌 を 薬め たもので ある。 定家は 之 を 見て 感淚を 催 し、 勅 撰の 事が あったなら 

ば、 必 す 入れたい と 思って 居た。 薩 摩守忠 度の 歌 を 父 俊 成が 讀 人知ら やとして 入 

れ たの を定家 は惜ぃ 事と 思って 居た の で、 の ち 新 勅撰集の 選集が ある に 及 び、 最 早 

時代 も 移った ので (雄 ぼ f " ^ 節. 観 浦 ，g ■ の) 憚 る 所 も あるまい とて、 平行 盛の 名 を 

顯 はして 選 入 さ- れた。 その 歌 は-な かれての 名た にもと まれ 行水の 哀 はかなき 身 

は-消ぬ と も」 と いふので ある。 平家物語の 記者 も 「亡 魂 如何に 嬉しと 思 ふらんと 哀 

な り」 と 同情 を 表して 書いて ある。 平家の 風流 は是 等に 止まらす し て、 三 位中將 平. 

重衡 (膽 抓) は 一 谷の 戰の 際に、 捕虜と なって 鎌 倉へ 送られる や、 そ の賴 朝に 對 する 

態度な ども 堂々 たる ものが あつたの で、 賴 朝 も大に 感服 し、 そ の つれ た、 を 慰めん 


がた めに 二 日 藤 原 邦 通 や ェ藤祐 經に千 手前と いふ 官女 を 一 人 添へ て 遣 はし、 且ウ 

酒肴 を 贈られた。 すると 重衡は 大層 喜び、 遊 奥に 時 を 移した ので ある。 祐經は 鼓 

を 打って 今 檨を歌 ひ、 千 手前 は 琵琶 を 奏で、 重衡は 横笛 を 吹いて 之に 和した。 先つ 

五常 樂を 奏でた 所が、 重衡 はこれ は 自分の ために は 後生 樂 であると 言 つ た、 次 に 皇 

フを 奏 で た 所が、 是れは 往生 急で あると 唱へ 、事毎に 典 を 催 ふ さ ぬ は 無 かつ た。 

さて】 V 半に 及. ん だ の で、 千 手前 は辭 して 還らう とする と、 重 衡は 暫くと 之 を 留めて、 

一 盃 を 傾け、 -. 燭 暗 數行虞 氏 淚、 夜 深 四面楚歌 聲 一と いふ 朗詠 を 歌うた と ある。 是等も 

後の世までの 譚草 とされて 居る。 なほ 其 他 平家 一門が 西 海 逆旅の 間に 於ても 宮 

廷め 官女な どと 和歌の 贈答 をな したな ど 風流 韻事 は擧 ぐるに 遑 なき 程で ある。 

C 二，.：，  ■ , 八、 武家政治の 創始 

案 淸、 盛-は 又 武家政治の 始め を 開いた 人で あると い ふ 事 は 注目に 價 する 勿論 彼 

の 政治と 賴 朝の 政治との 間に は少 からざる 相違の 點が發 見され る が、 淸盛 は 公 家 

政治の 型の 中に 武家政治 を 織 込んで 居る ので ある。 それ を 更に 形態まで も 改め 

. て 純然たる 武家の 政治に 改造した のが 賴朝 であるの で あ る。 一 體前 にもい っナ 
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政治 

頭 制 
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で あ 
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あ り.、 

事 で 

の 一 


地頭 制度が 起つ 


家の 政治 は 次第に 墮 落し 來っ 

す、 こ の狀 態で 押 行いた な ら ば ■ 

ので ある。 この 際に 出で て淸 

機軸 を 開 き、 新 なる 政治 を 布 か 

失敗. に歸 したので ある が、 彼 が 

の 創始の 如き は大に 後の世の 

度 を 布 かれた 如き は その 一 で 

な い、 そ こ で莊 園を沒 倒して 國 

つたので あつ て、 後 三 條 天皇の 

正； ，* 莊 園の 沒 倒と い ふ 事に あ 

從來 港ら へられた 莊 園と いふ 

あるか ら、 莊 園は莊 園と して 之 

門に 收 め、 併 せて 之 を 財源に も 

て來 たので ある C 源賴 朝は往 


て、 國 家 や 社會の 組織 な ど も 

_ 世の中 は 一 般 に腐收 して 崩 

盛 は、 追 々と 擡頭し 來 つた 武 

うとされ たので ある。 淸盛 

着眼に は 大に觀 る べき もの 

規模と なった ので ある。 卽 

あ つ て、 是迄 は莊園 が 出來た 

司の 政治 を 一 般 に押癀 めよ 

記錄 所の 御 政治な ど も、 畢 竟 

つたので ある が、 淸盛 の 考 へ 

も の を. 沒 倒す る 事 は、 極 め て 

を 立てて 置 き、 之 が 取締り 乃 

見立てて 行った ので ある。 

々にして 淸 盛と は 反 對の政 


策 を 取った が、 この 地頭 制度の 如き は 充分に 之 を 理解した のみなら t 更 に それ を 

擴 張して ゆかれた。 所謂 文治 元年の 守護 地頭の 設置 は、 かう いふ 所から 胚胎して 

居る ので ある。 

(四) 平氏の 衰運 及び 同氏に 對 する 反抗 運動 

一、 院 (後白河) の 近臣と 淸 盛との 關係 

- 平氏 は 正盛忠 盛の 時分から 當 時の 院の御 引立てに 據て 次第に 勢力 を抉殖 し、 淸 

盛に 至って 益ぶ 後白河 法皇の 御 信任 を 辱う して 其 勢が 強大に 赴いた ので ある。 

ところで 當時三 大勢 力と いはれ たの は、 院 を 中心とした 近臣の 勢 力、 南 都 北嶺に 附 

屬 した 僭 兵の 勢 力、 そ れ とまた 是迄 記し 來 つた 平家の 勢力と であつ て、 この 三 大勢 

力が 相 協調して 行けば 結構で ある が、 淸 盛の 權 勢が 增 大し來 つたに つれて、 先づ院 

の 近臣との 軋櫟 を！^ れ なかった。 それに 僧兵の 紛擾が 相關聯 したの で、 愈 ぶ 事 態 

が 面倒に なり 行いた。 されば 後白河 法皇と 淸 盛との 關 係が 六 ケ 敷くな つたの は、 

何時頃から かとい ふ に、 そ は 素より 明瞭で ない ので ある が、 先 づ 形の 上に あら はれ 

た  一二に ついて 言 つて 見れ ば、 永 萬 元年 八月に ニ條 天皇の 御， 大葬が 行 はれ、 そ の 際、 
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延胜 寺と 輿 福 寺と が 席次の 爭 ひから 相戰 ふに 至った こと は、 前 にも (li  JJ^  I) 陳 ベ た 

通りで ある が、 當 時 誰い ふとな く、 後 白 河 法皇 は 山 法師に 命じられて 平家 を 討た せ 

ようとして 居る との 風說が 立った。 そこで 平家 は 恐れて 兵 を 六 波羅の 第に 巣め 

た。 法皇 は 此事を 聞こし召して 驚かせら れ、 親 しく 六 波羅に 御幸 あつ て、 淸 盛 を 諭 

.f; れ ようとされ たので ある が、 淸 盛 は 法皇に 謁見の 事が なか つた。 法 i は 還 御の 

後、 何 者が か、 る 風說を 流布して 世お 騷 がすので あらう か と、 仰 せられた ところが. 

西 光 M f 5 M いか,、 S 5 f S のい ふに、 平家の 暴 横が 甚だしき に 至った か 

ら、 天 に 口 はない けれど も、 人 をして いはしめ るので あります と 申し上げた ので、 1 

座 耳 を そば だてた と ある d 以上 は 平家物語 や 源平 盛衰 記に 見えた 所 で、 强 ち 信 じ 

難いので ある が、 多 少 さう いふ 形跡 はあった 事 だら うと 思 はれる。 

次に 高 倉 天皇の 嘉應 元年 十二月 二十 三日に、^ 山の 衆徒が 院の 近臣 中納 言 藤 原 

成 親を訴 へた 事が ある。 これが 又 平家に 關聯 して 居る ので ある。 事の 起.^ は、 當 

時 成 親 は 美 國司 となって 居た ので、 政 友 (^ 闕) とい ふ 者 を 目 代と して 遣 は し、 國 

務を 執らせた が、 事 によって 延暦寺 領比良 野莊の 人民 を 傷した。 そこで 莊 民ね 


, お 山暮平 
難 徒に 重 
す • 追 臨 盛 
却み S 


其 事 を延曆 寺に 訴へ、 延曆 寺の 僧侶 は 座主に ついて 之 を 上奏した。 ところが 官に 

於 て は、 格 別の 取調べ もせす し て、 莊 は 三人 を 禁獄した。 之 は 少々 手落ちであった 

や う だ が、 叙 山の 衆徒 等 は 之 を 怒 り、 更 に訴へ 出た の で、 官 に 於て は 前の 三人 を 放免 

し た が、 山 徒 等 は 一 向に 聽き 入れ やし て、 成 親 を 流し 政 友を誅 されん こと を 乞 ひ-. 神 

輿を舁 いで 參內 し、 建禮 門に 至って 喷訴 した。 是に 於て 平經 正、 源重定 等の 武士 を 

召して 禁門を 守ら せ、 法 皇は又 天台 座主 明 雲 を 召 し、 天 皇 いまだ 幼冲に 渡らせら る 

る か ら、 訴 へ があるなら ば禁 門に 至らないで 院の御 所 (法 住 寺 殿) へ 參る ベ き やう 命 

じられ た が、 山 徒 等 は なか/.^ 聽き 入れない。 そこで 法皇 は 平 重 盛に 命じて 山 徒 

を 追 却せ しめようと せられた ので ある が、 重 盛 は 日 暮に臨 み、 倉 卒に追 却 すれ ば、 彼 

等が 或は 火を禁 庭に 放つ 惧れが あるか ら、 明 曉を 待つ て 追ひ拂 ひませ うと 申 上げ、 

公卿 等 も 亦た 暫く 山 徒の 乞 ふ 所 を 許し て、 騷 擾を 止められ たいと 請うた の で、 法 皇 

も 巳む を 得 やして 成 驛の官 を 解 き、 之 を備 中に 流 し、 政 友 を 禁獄す る 事に された" 

宝 海〕 十二月 廿三曰  ー| I 甲 辰、 陰晴 不. 定、 時 々 小 雲、 已 時 許 或 人 云、 延 曆寺 衆徒 攀曾 

京 極 寺； 漸 申. 成 親 卿 可 k 遠 流-之 由： 而 依 kt, 許 容； 忽 發 ,M 云 々、或 說 太 多、 未. 知，， 可 否； 下 
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官日來 有，， 所 勞； 不，， 出 仕； 昨 今 殊 不ぉ、 出 仕 頗猶豫 、已 及，， 午 後； 下 人說 曰、 衆徒 已 參， 大內； 

又 上皇 御所、 公卿 等 多 以 參 集、 叉 帶 箭 之 輩 滿， 院 殿 中； 甚 周 章 云 々、依，， 事 爲.， 希 代； 相，， 扶 

所 勞， 欲，， 參 內， 之 處、 僮 僕 忽 不 k 來； 已 以 仰 天、 及， 申 終， 參 內、 而 衆 徒 亂，， 入 ^ 中； 甚 以 狼お、 

於，， 東 面 門 等， 者、 悉 以 閉 A) 云 云、 仍 輙 難，， 參 入； 令， 伺， -便 宜-之 間、 數 刻 逗 留、 遂 入/ HH,, 美 ；鹏 門； 

經-, 修 明 門；：^ 門 神 輿 奉 JaHS 建禮門 壇上； 叉 大衆 等 有，， 左 衞門陣 外； 其 數 不， 知，， 幾 多： 各 

放藥 叩， 鈹、 高 聲 狼藉 不^,, 勝 計； 難， 記，， 于 端 毫； 自， 右 衞 門 陣， 經，， 高 遣 戶 方； # 入 于 版； 主 上 

御， _萩 戶； 則 以參上 入，， 見 參： 有. 召 仍 參，， 御 前； 女 房 等 伺候、 卽 以，， 藏 人 兼 親； 觸 i 入 之 由 於 

攝政御 許； (中略) 兼 光 云、 尾 張 目 代 與，， 比 良 野 神 人； 有，， 相 論 事； 相 遞訴申 之 間、 不， 召 ,問 子 

細； 觸，， 神 人 三 人， 禁 獄、 仍 衆徒 等 以，， 奏 狀， 訴，， 座 主， 云 々、以 ，， 頭 辨， 奏 聞、 卽 被， 放 歸， 了、 チ是 衆 

徒 等 太 懷，， 忿 怨 之 心： 彌 博：， 訴 訟 之 思； 今 朝 辰 刻 許、 先 集，， 參 京 極 寺： 次 參，， 大 內： 兼 光 爲，， 御 

使-ま 院、 申，， 大 衆 參人之 由； 院 宣 云、 衆 徒 早參院 可 fe.fe 、審 不. 可， 參，， 內 裏， 云 云、 然 而 大衆 

敢 不-- 承 引： 如 職 事 等牲反 已兩三 度、 尙 未，， 事 切， 云 々 者、 (中略) 声 院 被， 仰，， 座 主-之 旨、 衆 

徒 參，， 內 裏， 之 條尤不 當、 早 可き， 院、 若 尙 大衆 不 i  、皆 悉 追 彼 寺； 座 主 引 ％ 僧 綱 已講， 

可 陡、 其 時 可， 有，， 尋 沙 汰， 云 云、 卽 其 旨， 座 主 仰，， 衆 徒；々 々 申 云、 载 之條全 不. 可、 仍 


衆徒の IS 

旨 


成 親 配流 

目 代 禁獄 


法皇 間， 


參 手，， 內 裏； 如 あ 時 雖= 幼 上- 參 內、 是 恒 例 也、 更 以 不％ &レ院 、只 不 ，奉_, 裁 許 之 仰-者、 不. 可 fe, 

本 山； 神 輿 又 不， 可 迎、 只 任，， 手 足-可，， 逐 電； 天 台 宗之佛 法 滅亡 在 手，， 此 時-云 云、 (下 s〇 

せ 四 日、 乙 巳、 天 晴、 或 人 云、 昨 曰 早 參， 內裏； 可 ，追巋 衆徒， 之 由、 被れ， -重 盛 卿； 而 申 云、 已及， - 

夜 陰， 了、 內 裏 太 無 情、 自， 外 責 伏、 衆 徒 亂义 內裹之 中； 大事 出 來、 後 悔 不^お 云 々、然 而、 

尙 被， 仰 已三个 度、 仍 欲，， 參 內-之 間、 又 被 i  了、 明 曉 可お 云 々、聞- 此 事； 今 曉 衆徒 皆悉逐 

電 云 々、余 今朝 以，， 消 息- P 邦 綱 卿 之 許； 返 事 云、 成 親 已 可お 遠 流： 然 者、 衆 徒 等 定奉 

社 輿- 歟 云 々、叉 或 人 云、 目 代 禁 獄、 尾 張 停 任、 納 言 配流、 是 衆徒 訴訟 之 意趣 也、 相许 我 

意， 云 云 、〇 廿 五 日、 丙 午、 今 曉 大衆 等 參- 內 裏； 奉 社 輿-云 々、歡 悅之 至、 成 親 卿 配 1 備 

中 國； 目 代 禁，， 西 獄-云 々、上 卿 資長卿 云 々、抑、 沙 汰之次 第、 尤 不便々々、 一切 不， 可 裁 

許-之 由 被お、 而 衆徒 參洛之 時、 忽 然 申-裁 許； 不 fe= 朝 政  >歟 、又 兼 不レ被 軍 兵- 歟、 有 若 fc 

沙汰 也、 〇 廿八 日、 己 酉、 或 人 云、 時 忠卿院 勘 云 々、以 挺 訪， 之、 無 "子. 家 云々、 曉更 或人來 

告. 之、 此 夜半 許、 時忠卿 信範等 配流、 11 き ，11 i-§  § 、成 親 被" 召 返-了 云 々、今 日 沙 

汰、 抑、 天魔 所 爲也云 々、 

以上で 事件 は 落着した 事の 樣に思 はれた が、 法 皇は 間もなく そ を 御變改 になら 
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れ て、 座主 明. 雲 を 譴責 に附 せられた。 之 は 明 雲が 山 徒 を 充分 に 取締ら な い で、 之 に 

黨 徒した とい ふ廉 によった ので ある。 しかの みなら す、 成 親が まだ 洛外に 出な い 

先 き に、 彼 の 本官 を復 し、 且 つ 其 罪 を ゆるされた ので ある。 之に 反して 平時 忠、 同 信 

範の兩 人 は 官を解 き、 時 忠を出 雲に 信 範を備 後に 流す 事と 改められた。 こ は時忠 

信 範の兩 人 は、 山 徒の 訴 により 成 親 を 取調べ 中、 公 平を缺 き、 且 っ誣 iln の點 があった 

との 事の 爲 である。 翌年 正月 成 親 は 右兵衞 督を 兼ね 檢非遣 使の 別當に 補せられ 

た が、 之 は 法皇の 御寵 遇に 出 で、 衆 目 を 驚かした 事柄で ある。 かくな つて は 山 徒 達 

も だまって 居る もので はな く、 再 度の 嗷訴 をな し て、 成 親 を 放流 し、 時 忠、 信 範を赦 さ 

れんこと を 乞うた。 時 忠は淸 盛が 妻の 兄で あるか ら、 淸 盛 も默視 する もので は な 

い、 彼 も^ 動す る 所が あつたの で、 時 忠信 範は旣 に 洛外に 出た が、 ま だ 配所に 至らぬ 

先 き に、 罪 を赦 されて 召 ？ 一お さ れ、 成 ^は官 を 免せられ た。 かやう に 朝 令が 恰も 

燈籠か 何 ぞの如 く、 色 々 に轉 il して 底止す る 所 を 知らない 有機であった す る 

にこれ 前 記 三 大勢 力の 暗闘から 割出され た 現^に 外なら な い ので あ る。 

次 は 同 帝の 治 承 元年に 延唇 寺の 僧徒が また 加 賀守藤 原師高 を訴へ 出た の であ 


延暦 寺の 

衆徒 踪原 

師 -I 等ん 

訴ふ 


後. m 河 法 


鹿 谷會議 

の £ 來 
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ある 所から 

いひ 院の寵 

い の で、 鬬爭 

たので ある 

れ、 天 台 座 主 

する もので 

皇は 憤怒し 

殊に 淸 盛の 

然 沙汰 や み 


の 通り へト お p^.) 師 高が 弟 師經を 目 代と し 

に、 白山の 末寺な ろ 涌 泉 寺の 僧と 事 を 生じた。 白山 

同 意 し、 師 高、 師 經の 不法 を 上 

で、 法皇 は 之 を 救 解 せられん 

り、 師 高は遂 に 解官 の 上、 M 張 

も 法皇 は その 後、 西 光の 讒訴 

し、 更 に 之 を 伊豆に 流さる > - 

田の 邊で明 雲を强 奪して 叙 

はして 山 徒 攻擊の 御沙汰が 

ら ない で、 寧 ろ 明 雲に 同情の 

たが、 院の 近臣 藤 原 成 親、 僧 西 光 等 

て 平家 I 門を滅 さんと 企てた。 これが 鹿 谷 會議の 起 b である。 

さて 藤 原 成 親の 家系 を尋ぬ る に、 槪 略 次の 如くで ある。 

尊卑 分脈 
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給 ひ、 官 兵 を 遣 

態 度 は 煮 え き 

の 形勢で あつ 


て 加賀 

た。 白 

奏した _ 

とした 

に 流 さ 

つ 一 

た 
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に よ 
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山 に 
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有樣 


遣 は し、 國 務 を 執 

は延歷 寺 の 末寺 
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一 且 落着 
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が、 當 時 平 

で、 此事は 
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二 一 一一 六 


成 

有檨 

右衞 

る が 

な り 

で あ 

大將 

大將 

に 悉 


で 

、平 

、長 

を 


家 成— 


—成 親. 


I ポ £ 

fit タ 

西 光 

-女 子 

内大臣 重 盛 室 

-女 子 

右衛門 督信賴 室 


-成 經 


f 女 子 太 政 大臣 師長 室 

： 室 

維 盛 室 


—女 子 fs 


は 字 を 中 御門と いひ、 淸盛は 成 親の 父 家 成の 頃 は 其 家門に 出入して 下部の 

あつたと 傳 へられる。 家 成の 女 (I 聽) は內 大臣 重^の 室と なり、 次の 女 は 

督藤原 信賴の 室と なった。 (これ 信 賴の亂 の 際、 成 親 が 之に 黨 した 所以で あ 

重 盛の 救 解に よつ て 罪 を 許され た) ま た. 成 親の 女 は 維 盛 (重 盛の 嫡 子) の 室 と 

子 成 經は平 敎盛淸 盛の 弟) の 女を娶 つた。 右 樣な關 係で 平家と は 深い 姻親 

たので ある が、 成 親 は 法皇の 寵幸 を 辱う したの で、 豪 奢の 風が あ り、 豫 て近衞 

希望して 居た のに、 治 承 元年 正月に、 大納 言 右近 衞大將 た，. >  し 重 盛が 左近衞 

轉 じ、 そ の 弟 "宗 盛が 權中納 言 に 任じて 右近 衞大將 を も 兼 ね、 左 右の 大將 とも 

平家 一門の 壟 斷に歸 したので 犬に 之 を 憤慨した。 そこで 法 勝 寺の 執行 僧 


fev-  t 尊卑 IJ^ 脈 Li よれば 俊 寛の 女 は 平 鶴 盛 の 室と ある、^  お ffi- へ 西 光 法師 は 尊卑 分脈 LL 

^隻か 、 る關係 Li ぁリ ながら 事,^ 企てた ので ある wi^ お frsu れば家 成の. 子と ある 

S 、ほ-は ゆ： -sr ヅ 5? 子) 判官 平 康賴、 源蓮淨 (れ£ 舰雜) 等相黨 し、 京都 

東 山なる 俊 寬の寓 居、 鹿 谷に 會 して 平家 を滅 さん こと を議 したので ある。 偶 >> 前 

記の 通り 加 賀の涌 泉 寺の 事から 師 經 (師 高 の 弟 一の 配 流、 明 雲の 處分 等の 問題 を 惹起 

したので、 成 親等 は此 機に 乘じ、 山 徒 を 討つ に 事寄せて 平家 を 滅ぼさん と密に 評議 

し、 兵 力がなくて は 協 はぬ とい ふの で、 多 田 藏人源 行 綱 を 味方に 引 入れる 事に なつ 

たので ある が、 行 綱 は 中途に 至 り、 事 の 成就す まじき こと を 察 し、 却 つて 淸盛を 福 原 

に訪ひ て、 成 親等が 計畫の 次第 を 密告した ので ある。 そこで 此 事が スッ カリ 露見 

し、 先 づ西 光の 召 捕りと な り、 そ れょ. y 成 親 及び その子 成經 等の 囚禁 とな り、 姻 親 の 

關 係から 重 盛 や 敎盛等 は 非常な 苦境に 陷 つたので ある。 (この 際 重 盛が 父 淸盛を 

種. ^切諌した 事 は 前文に 陳べ た 通りで ある。 一) 但 し 西 光が 淸 盛の 面前で 遺慽 

なく 其 不臣 を 罵倒した の は 稍. A 誇張の 嫌がないで はない が 、彼が 不敵の 精神 を 見 

るべき ものが ある。) かくて 西 光は誅 せら れ、 そ の 他 は 多く 配流に 處 せら れ、 成 親 は 

備 前に (のち 誅 せら る) 平 康 賴、 僧 俊 寛、 藤 原成經 は鬼界 島に 流された。 以上の 記事 は 
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平家物語 や 盛衰 記に 詳述され て ある が、 玉 海の 文 を 左に 揭 げ て參 照に 供す る。 

宝 海，」 六月 一 日 (I き) 人傳 云、 人 道 相國 坐. 入條 亭： 召.， 取 師光 法師； i g 細. I, き S 赚 4 

父 禁& 之； 被. 問，， 年 來之間 所. 積 之 凶 惡 事： 並 今 度 配 n 流 明 雲； 及 讒 1 邪 萬 人 於 法 皇； 如.. 此 . 

了 間、 非 常 不敵 事 等 云々、 叉 今 旦 招 * 成 親 卿； 同 以 禁 鋼、 殆 及 -面 縛 1 云 々、武 士 充-滿 洛 

Is 寂， 寞 r  . 中； 雲，， 集禁 裏；，， 但 院中寂 寞 (云々、〕 終 絶-常 篇； チ遑 ，，記 錄； 猶院 近臣 等、 悉 以 可 =溺 進-云 々、〇 

二日、 去 夜半 刎 ，西 光 頸， 了、 叉 成 親 卿 流；, 遣 備 前 國； 相：， 副 武士 兩 三 人， 云 々、或 云、 西 光 被， - 

尋 問， 之 ST 可， 危，， 入 道 相 國， 之 由、 法 皇及 近臣 等、 令，， 謀 議-之 由 承 伏、 又 注 fe" 預， -其 議定- 〔之〕 

人 々 交 名， 云 々、隨 ，， 彼 狀， 可，， 捕 搦， 之 輩 太 多 云 々、或 云、 成 親 於き 可^ 之 由 云 々、又 云、 左 

大將重 盛 平 12 申請 云々、 此間 說縱横 也、 難. 取， 實 說， 歟、 〇 三 日、 京 中 騒動、 上下 諸 人、 皆 

以 成，， 怖 畏； 伹 院 中 無，， 參 入 之 人， 之 由、 禪 門 大以怒 云々、 仍昨 今人 々 少々 參入 云 々、院 

中 上下 形 氣、 如 fe: 如 fc 、失 損 云 々、或 有 k 淚之 輩-云々、 大衆 一 昨 夕、 下 i 松 邊ー以 

使 者-示 n 送 入 道 許， 云、 令 fefe 給 之 條、 喜 悅 チ少、 若 (儿) 有、 可- 罷 入-之 事. -者、 承お 可 ま- 1 方- 

云 ふ、 院中 近習 之 人々、 皆 悉.？ 逃， 1 散 妻子 資財 等： 只 一身 許 愁祗候 云々、 事 變政改 、誠 

只 片時 之 間 也、 悲哉 々 々、 
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叉 一 方 嘗て 流罪の 宣 言 

高、 そ の 子 師經等 は誅戮 


して 强壓的 手段 を 取 

せんと 圆ら せられた 

にっき 諸 神社 佛閣に 

御 安產で 皇子 御 誕生 

百 疋 を 上って 謝意 を 

なした の を 御 不快に 感 

たとい ふ 事で ある。 

法皇との 御 間柄が 愈.^ 

越 前 國を收 公し 給うた 

房 以下 三十 九 人の 公卿 

て 自今 以後 は 萬 機に つい 

せ 遣 はされ た。 ，てれに も 


さ， 

し 

の 


受けて 居た 釵 

られ たので あ 

で 恐怖 を懷か 

で、 高 倉 天皇の 

の 事が ある や、 

が ある や、 淸 盛 

た が、 法 皇 は 淸 

られて か、 藝 は 


山の 座主 明 雲 は 呼 返され、 西 光の 

る。 法皇 は淸 盛が 右の 如く 其 反 

せられた もの か、 その後 頻りに 淸 


中 宮 德 子 (1 5) が產氣 を お 催 


し 


法皇 も 御幸 あ つ て 御 祈禱を 遊ば 

は 驚 喜 の 限 り、 法 皇 にも 富 士綿千 

盛が 法皇に 對し奉 6- 祈禱 師同檨 

驗者 として も 世 を 過ぐ せ るよ と 


ケ敷 なった の 

からで あつ て 


は、 治 承 三年に 重 盛の 薨 去 後、 法 皇 

平家の 暴撗は 益ぶ 露骨と な り、 關 

官爵を 奪 ひ、 又 之が 配流と なった。 法皇 は 法師 

て 御 口 入 (S  S  !J  S) 遊ばされ ぬとの 旨 を 特に 

關らす 淸盛は 恐れ多く も 法皇 を 鳥 羽 殿に 幽し 
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奉る に 至った ので ある。 

〔百 練抄〕 十一月 十五 日^  I 世 § 、嗷々 、武士 滿，， 洛 中： 入道 大相國 奉. 

レ下 I： 向 鎮 西， 之 由 風 聞、 上 皇 以，， 法 師 靜 賢 ；自 今 以後 萬 機 不.？ 有，， 御 口 

〇 廿日、 太 上 法 皇 渡& 鳥 羽 殿； 非，， 尋 常議； 入道 相國押 申， 1 行 之； 成 範 

賢、 女 房 兩三之 外 不，， 參 入； E, 門 u^, チ通 入、 武 士 奉. 守， 1 護 之； 

二、 源賴 政の 擧兵 

源 三位 賴 政が 擧 兵の 次第 は 平家物語 や 盛衰 記に は 事細かに 

の 書に は 其 原因の 徵す ベ きものがない。 蓋し 時世 を 憤慨して 

當時 平家の 暴 横 は 前に 記した 通りで あ る が 、高 倉 天皇に 於 かせ 

羽 殿に 御幽： ^5 の 御 事が あって 以來 は、 常 に 御 珍 念 をな やま さ れ- 

廿ー 日に 皇太子に 御讓位 あり、 之 を安德 天皇と 申 す。 I lii 


ものが あつたが、 彼 は源賴 光の 玄孫で 武略に 長 じ、 且つ 去就 

に 際して は、 同 族 (源 氏) の 中には 崇德 上皇の 御 方に 參 つた 者 

朝廷 側に 屬し平 治の 亂には 源 義朝等 は 信 賴に黨 したので 


0 

の 明 

も 多 

あ る 


き a 

遂 


力 


力 


二  EG 

怨，， 公家； 率 J 族， 可 

入-之 由、 被. 遣 之； 

脩範等 卿、 法印靜 


して ある が、 實 錄 

事に 相違ない。 

れては 法皇の 鳥 

に 治 承 四 年 二 月 

に源賴 政と い ふ 

あ つ て、 保 元 の 亂 

つたの に、 賴政 は 

、賴政 は これに 與 


ら ないで 居た。. その 心中 を 忖度 すれば 敢て 平家 黨と いふ 程で も あるまい が、 時 世 

を 見る に. 於て 一， 隻眼 を備 へて 居た ともい ふべき であらう。 されば 平家 側から は 

自然と 味方の 如ぐ 思 ひなされ たもの か、 彼 が從 三位に 叙せられ た の も、 實 は淸 盛の 

推薦に よった ので ある。 この 事 は 次の 玉 海の 文に 見えて 居る。 • 

〔玉 海〕 治 承 二 年 十二月 廿四 曰、 今夜 賴政 敍，， 三 位； 第 一之 珍事 也、 是 入道 相國 奏請 云 

々、其 戕 云、 源 氏 平氏 者 我 國之堅 也、 而 於，， 平 氏， 者、 朝 恩 已 普，， 一 族； 威 勢 殆 滿， 四 海； 是 依，， 

勳 功， 也、 源 氏 之 勇 士、 多 與，， 逆 賊； 併 當，， 狭 罰； 賴 政 獨其政 正 直、 勇 名 被， 世、 未， 昇 J  二 品； 已餘- 

七 旬； 尤 有，， 哀 憐； 何 况近曰 身 沈，， 重 病， 云 々 、不， 赴，， 黄 泉， 之 前、 特 授，， 紫 絞 之 恩， 者、 依，， 此 1 言，. 

1., 被 kj  二 品， 云々、 入道 奏請 之狀雖 k、 時人 莫 KK.fe= 耳目， 者^。  . ： 

諸事 因襲 を 重んじて 居た 當 時として は、 こ の賴 政の 叙爵 は 衆目 を 驚かした もの 

と 見える。. され ども 平家物語 や 盛衰 記の 文， などに よれ ば、 賴 政 は勳功 ありし にも 

か、 はら す、 恩 賞に も預ら なかった の で、 之 を殘 念に 思 ひ、 和 歌に よって 其 意中 を ゆ 

ベた ので 昇殿 叙爵され たと ある。 卽 ち 「保 ；兀 ノ合 戰ノ 時、 御 方  一二 7 一方 ノ 先陣 ヲ賜 

之 凶 徒 ヲ退. タリ ダレ 共、 指 〃動 功ノ 賞- 1 モ預 カラ ズ、 怨 ヲ含 ナカラ 大內ノ 守護 シク、 
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年 久クナ リ、 地 下, 一 / ミシテ 殿上 ヲュ〃 サ レサ リケ レ V 

人シ レ ヌ 大 内 山 ノ  守 ハ 木 隱 _ズ / ミ月 ヲ見ル カナ 

ト讀 テ進セ タリ ケレ ： 不便 ナリ トテ 昇殿 ヲ 聽、 又 四位ノ 殿上人 二  -プ 久ク世 一一 仕 奉 

，一 1 述懷 让テ、  •  . 

上 だ へ キタョ リナ，, レバ 木/下-一 椎ヲ拾 テ世ヲ 渡レ/ 哉 

ト申 タリ ケ , ,1 依テ、 七十 五一 一 -ズ 三位 ヲ聽 レ -ァ 後、 先 途旣- 一 遂ヌト テ、 出 家 シ-ズ 源 

三位 入道 トモ ィ ハレ ケ リ」 云 々と。 I- 衰 是等は 物語の 常套に 出た 附會說 であって、 

信じ 難いので ある。 千载集 纏 はき？；？ § ほ 5 ほほ r にも 「人 しれぬ」 の 歌を收 めて 

あ る が、 ュ- の詞 書に 「二 條院の 御 時、 年 比大內 まもる 事 を 承 はりて、 みかき の內に 侍り 

な が ら、 昇 殿 は ゆるされ ざり けれ ば、 行 幸 ありけ る 夜、 月 の あか か- 9 ける に、 女 房の 許 

に 申 侍.^ ける とな り」 と ある。 賴 政の 昇殿 を 許された の は六條 天皇の 時で、 ニ條天 

皇 では 時代が あはない。 また 一 首の 歌で 昇殿 を 許された とい ふの も 如何、 且つ そ 

の 三位に 叙せられ たの は 全，、 淸 盛の 推薦に よった ので あつ て、 歌 の爲 ではない。 

然 らば 賴政 は 當 時淸 盛の 覺 えが 目 出た く、 昇 身 も出來 たので あるから それで 滿足 


して 居た かとい ふ に、 心 中 は 決して さう ではなかった らしい。 平 治の 亂以 來、 平 家 

一 門の 仕う ち は 傍若無人で、 源氏の かたわれの 賴政 など は 眼中に 置かれて ない 有 

義 VL- りる。 へ宗 盛が 敏 政の 子 仲 綱の 愛馬.^ 無理 に 借りて 仲 鍋に ノ さ，^; J 象て より,^  t 

檮て ある I 辱，^ 與 ベた などの 如き は その 一 小 例に 過ぐまい j さ. W は豫 てより i  ^ 

の 明 ある 賴政 は、 平 家の 大に 人心 を 失した の を 見て、 この 時 も その 慣用 手段なる 去 

就の 判斷に 出で、 時世 を 一 轉廻 せしめ て、 運 よくば 我が 一家 はいふに 及ば す、 源 氏 一 

門の 蟄懷を 開 き、 横暴な る 淸盛等 を倒滅 しょ. うとの 考か ら、 乾坤 一 擲の擧 に 出た こ 

とと 推測され る。 不幸に して 彼 は 敗 死した けれど も、 彼 の 投げた 一 石の 波紋 は 次 

第に 擴大 され て、 終 に は 平家の 滅亡 を 見る に 至る ので あるか ら、 彼 は 時世の 觀 測に 

於て 矢張り 常人に 立 超えた 所があった 樣に思 はれる" 賴政は 平家 を 滅す爲 の 手 

段と して は、 第 一に 皇族 を 戴かねば ならぬ と考 へたら しい。 斯て 平家 討伐の 令旨 

が 諸 源に 下される と 同時 に、^ 兵の 力 を も 借. 9 る 事に つき 注意 を 怠らな かつ た。 

是 等の 運びが 充分に 進んだ な ら ば、 彼 は 成功せ ぬまで も、 今 少しく 戰爭を 繼續し 得 

• た 事で あらう" ところが 豫想 外に 早く その 計 畫 が 漏，？ $ し て、 淸 盛の 耳に 入った か 

ら、 諸 源が 應援の 兵を擧 げ る， 暇 も な く、 彼 は 敗 死して 了った ので ある。 

. 第二 平氏の 興亡と 其 事業  二 四 三 
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賴政 は當時 後白河 法皇が 淸 盛の 爲に鳥 羽 殿に 幽閉 せら れ、 世 人が 憂憤して 居る 

の に 際 し、 或 日 法皇の 第二 の 皇子 以仁 王 を 御 訪ねし て、 暴 撗な. る 平氏 を 滅ぼす 策 を 

おす、 めしたの である。 以仁 王 は 賢明の 褒れが あ り、 豫 て 時世 を 憤られて 居た の 

で、 之 を 御 承諾に な つ て、 窃 に 令旨 を 諸方に 下される に 至った。 その 令旨 は 吾 iijijij 鏡 

にも 見えて 居て 左の 如き ものである。 

下 東海 束 山 北陸 三 道諸國 源氏 幷群兵 等 所、 

應，， 早 追，， 討淸 盛 法師 幷從類 叛逆 輩， 事  . ，：.. 

右 前 伊豆守 正 五位 下 源 朝臣 仲 綱 宣、 奉， 

最勝王 勑， 懾、 淸 盛 法師 幷宗盛 等、 以，， 威 勢； 起，， 凶 徒； 亡，， 國 家； 惱，， 亂 百官 萬 民； 虜， 掠 五 畿 七道つ 

幽，， 閉 皇 院； 流，， 罪 公 民； 斷， 命 流. 身、 沈， 淵 込， 樓、 盜鼾 領酗、 棄釜 授 jTfi 功 許 k  、非 h 配 k  、或 召， 

釣 於 諸 寺 之 高 僧； 禁，， 獄 於 修學僧 徒； 或 給，， 下 於 叙岳紹 米； 相，， 具 謀叛 粮 米： 斷，， 百 王 之 跡； 切，， 

一 人 之 頭； 違，， 逆 帝 皇； 破：， 滅 佛 法； 絕，， 古 代， 者 也、 于 時 天地 悉 悲、 臣 民 皆 愁、 仍 吾 爲， 一 院 第二 

皇 子； 尋，， 天 武 皇子舊 儀； 追，， 討 王位 推 取 之 輩； 訪，， 上 宮 太子 古 跡； 打，， 亡 佛法 破滅 之 類， 矣、 唯 

非 人 力 之 摺； 偏 所お，， 天 M 之 扶- 也、 因 * 之、 如 有，， 帝 王三寶 神明 之 冥 感； 何 忽 無，， 四 岳 合 力 


之 志： 然 則 源 家 之 人、 藤氏 之 人、 兼 三 道 國之 間、 堪" 勇 士 -者蚵 令-奥 力 追 討 一若 於へ 不- 同心- 

者 、，淸 盛 法師 從 類； 可 レ打，， 死 流 追 禁之罪 過； 若 於 勝 功-者、 先 預 -國 之 使； 兼 御卽位 之 後、 

必 隨， 思 可. 賜，， 勸 賞-也、 諸 國 ま-承 知； 依 ％ 一  行乏。 

治 承 四 年 四月 九日  前 伊豆守 正 五位 下 源 朝臣 (I) 

按 する に此 以仁 王の 令旨に つ いて は僞 文書で は あるまい かとい ふ說が ある。 

へ *1 妻 鏡：，. -往々 當 S  * 間-, i 流布した 偽 文書.^ 本物と 思 9 は 記 ^IJ の 中) そ の^は 文章 

(？" 編 5  〕 た や .U 見 え ろ 節が あろ ので、 之 ii  二つと 見ての 說 である 一 。古， t-i 一 

が i 常の 令旨の 體と 異なる 所が あり、 且つ 餘り 仰山な 書き方 をして 居る からで 

ある。 之 を 平家物語 等に 見える ものと 比較す るに、 多少 文字の 出入 は あるが、 大 

體 *1 同じで ある。 但し 斷， 一 百 王 之 跡-切： 一 一 人 之 頭 一と あるの は 長 門 本 平家物語に は 

失， 一 百 皇之 懇切 一人 之 驗 一と あ る、 こ れ では 意味が 全く 違 ふので ある。 また 尋- 一天 武 

皇子 舊 儀-と ある は、 長 門 本に は 呼-一天 武 皇帝 舊， と ある、 天武 皇子 は天武 皇帝の 方が 

善い やうで ある。 sgisgsl? また 本文に 破 二 滅佛法 i- 古代-者 也と あるが、 

淸 盛は佛 法の 事に 就いては 比較的 理解が あった 樣 であ 、殊に 叙 山の 僧侶な ど 

こ 對 して は 3 & 絡が ついて 居た 樣 であるか ら、 破-一 滅 佛 法-とい ふ は 除り 誇張した 書 

. 第二. 平. 氏の 與 亡と 其 事業  一一 四，、 
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き 方 で ある。 (併し 後に 至 り、 卽 ち. 其 年 

典 福の 二 寺を燒 打ちした ので あるか. 

とすれば 適當 する の であ る.、 ま た术文 

如 何、 以 仁王の 擧兵は 御 父 後白河 法 皇 

皇位に 卽 かせら る、 爲 ではない とい 

大寺 耍錄の 中に は最勝 太子と あ 上 こ- 

また 此 時、 人 相 を 見る に 妙 を 得た 相少 

が 嘗て 王の 相 を 見、 國 を 受 く ベ き 相 で 

とい ふこと であ れば、 (玉 海、 山ハ 月 十日 I 

由 奉 .相 、如 之 亂 逆、 根 源 在：， 此 相， 歟 、不， 可 

もと 此 令旨 は 諸方に 義兵 を 起させる 

たので あると すれ ば、 そ れも 聞え る。 

急. 速 の 際、 然 るべき 典故 を 心得た 文 筆 

事 はない。 令旨と して は、 少 々おかし 


二 四」 ハ 

の 十二月に は， 政略 上 遂に 園 城 寺 及び  ー1 水 X、 

ら、 そ れ から 後の 奉 を 加^して 文 を 起した 

の 御 卽位之 後、 必 隨， 思 可 瓱ーー猶 賞 一と あるの も 

の 御 幽閉-ど 釋き 奉る のが 第一 の 御 趣 意 で、 

ふ說が ある。 之 も ー應尤 である が、 併 し 朿 

, ^に は 最滕 王と あって 共に 以仁 王 を 指す) 

納 言 宗 綱 一 1 1- 1 名と いふ 者が あ つて、 此者 

あると いったの が、 亂 の 根 を な して 居る 

I の條 に、 件 男、 年 来 好 相. 人、 彼 宮 必 可. 受^ 之 

々 々) 全 く 皇位の 望がなかった ともい へ ぬ。 

爲 の宣傳 であった の で、 特 に 仰山に 書かれ 

文體が 普通の 令旨の 體 を な さぬ とい ふ は、 

の 土が 居なかった 爲 とすれ ば、 之 も 閒 え ぬ 

い 所 もないで はない が、 之 を 偽. 文 書と 斷定 


八 倏院と 

以仁 王と 

の 御 闢 係 


する 事 も 如何 はしく 思 はれる。 な 

城 寺 等の 諸大 寺に も 下された 筋に 

日の 條 に、 同 日國々 源氏 幷奥福 園 城 

於， 一仙 洞 一有 -一 其 沙 汰， 云 々と あるので 推 

愈- A この 令旨 を 諸國へ 下す につ い. 

京した の で、 彼 を八條 院の藏 人と なし、 

る。 几 條院と は 瑋子內 親王と い ひ、 鳥 

姬 宮 で、 早 く 尼に なられた が、 美 福 門 院 

ある。 而 して 以仁 王 は A 條院 の御猶 

{| 錢 章に 通じて 一男 一女 を 生んだ。 

に なられた 方で ある が、 生 れた 時から 

あ つたが、 平氏の 搜 索 に 遇 ひ、 六 波 羅 へ 

院の御 猶子と な り、 親 王 號をも 宣 下 せ 

王と rj- 條院と は右檨 な御關 係に あ つ 

第二 平氏の 興亡と 其 事業 


ほ 以仁 王の 令旨 は 諸國の 源氏 以 外、 興 福 寺、 園 

見 え る。 その 事 は 吾妻 鏡 治 承 四 年 五月 廿七 

兩寺 衆徒 應，， 仲 綱 令 旨， 之 輩 悉 以 可. 被. 攻 -,擊 さ 者、 

流 さ れる 0 

て、 幸 ひ 當時源 爲義の 末子 義盛 S  g 靴 家が 在 

右の 令旨 を帶 して 東國 へ 赴かし めた ので あ ■ 

羽 法皇と その 寵姬美 福 門院との 間に 生れた 

の 死去の 後に は、 數 多の 莊園 を傳領 し；^ ので. 

子で ある 上 に、 同 院に 伺候す る 女房 三位 局 腳 

1 男 は 道 尊と いひ、 のち 東 寺 長 者. 東 大寺別 當， 

八 條院に 養 はれ、 以仁 王擧 兵の 時 は七歲 位で 

連れて行かれ たので ある。 一女 はの ち八條 

ら れ、 數 多の 莊 園 を 讓 られ たので ある) 以仁 

たの で 以仁 王擧 兵の 際に は、 此 八條院 の所鎮 

二 四 七 


r  ：■'  ij^ 

に，； . ：! 
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を も 財源の 一 つに 供せられ ようとい ふ譯 であった かも 知れぬ。 (雄な 5  S  ^  i 歸 I  ^ 

八 .i/ 院 領 (屮 , 

村 直 勝： 參 一 ) 

S 妻 g 五：：； 十六 曰 H 今朝 等 MM, お 1 所； 破， k 井； 放， 板 奴： 雖： 本』 不， 兑ぉ； 

. 而宮御 S 若宮 $  |、|  §  §  御，， 坐 A 條 院-之 間. 池 中 納 言 敏 盛 爲，， 入 道相國 使； 率，， 精 

兵， 參 X 條 御 所； 奉， 取，， 若 宫； 歸，， 六 波羅； 此間 洛中 騷動. 城外 狼 籍、 チ 可，， 勝 計， 云 々 。 

. 宝 海〕， 正月 十四 曰 き狄 自 X 條院 お-長 經 朝臣， 爲， 御迎； 被 ま， 御 跡 事； 被 チ 處，， 分 姬宮， 

. 之 狀 所 也、 卽 奏，， 事 由； 申，， 御 返 事， 了、 安 樂 壽 院、 歡 喜 光院等 所 k> 也、 又廳分 御庄 

、ヶ 々 等 ，分_ -賜 中將 良輔， 之 外、 併 可， 有，， 姬 宮 御 分， 也. 但 故 三 條宫御 娘. 先年 可， 被，^,, 承 女 院 

御 跡， 之 由， 御 處 分 了、 仍 被，， 一 勘， 之 間 、チ 可， 有，， 相 違： 其 後. 此 姬宮 一向 可 fe,, 御 沙 汰， 之 由、 

. ： 所 k,, 申 置， 也、 0 十 五 曰、 晴. 午 刻 參，， 八 條院； 御惱 同前 -ー メ頗 鎮 給、 又 謁，， 仁 和 寺 宫； 先 a 

女 院 所 kfe., 三 條姬宮 親王 宣 旨 事パ乂 非-親 王， 之 人、 蒙，， 此 宣 旨， 之 例， 未 曾 有 也. 加 之 父 

： 宫 已 爲，， 刑 人， 被，， 除名， 了、 其 子 忽 預，， 此 恩； 尤 乖，， 物 義， 歟、 仍 此 事 不 fete:, 人 々， 之. チ可. 及，， 成 

- 敗-之 由 • 余 示乏、 尤 可 入 々-之 由、 所 k き 也、 日 來 依 ：- 化 事； 深 不. 請. 今 曰 被，， 申 披， 了 歟- 

さて 源 義盛は 新 宮十郞 ともい ひ、 紀 州 熊 野の 新宮に 深い 關 係が あつたの で、 先 づ 


れ城以 

給 寺 仁 
ふ に 王 


こ V へ 立 寄って 那智 及び 新宮の 大棄を 語らうた ので あるが、 本 宮の大 江 法眼 は 平 

家の 祈 禱の師 であった の で、 之 を 聞き込 み、 軍 を 催して 新 宮へ攻 寄せて 敗軍した。 

大江 法眼の 甥に 佐 野 法 橋と いふ 者が あつ て、 事 の 次第 を 福 原なる 淸 盛に 申し送つ 

た。 そこで 淸盛は 以仁 王が 兵 を 擧げ給 はんとす る 事 は 承知した ので ある が、 ま だ 

原 三兗賴 政の 一 族が 之に 加擔 して 居よ う-な どと は氣附 かなかった。 そこで さま 

で 事件 を 重大視せ すし て、 王 を 捕へ 奉つ て 遠 流に でも 處 すれ ば、 そ れで 事が 落着す 

る ものと 考 へたら しい。 かくて 五月 十五 日に 撿 非違 使 兼 綱 f 確 政 光長 等 を 遣 は 

し、 隨 兵 を 率ゐて 以仁 王の 三條高 倉の 御所 を 追 捕せ しめたの である が、 賴 政 は旣に 

其 事 を 知って (tg ゆ， 1、^  "聞) 以仁 王 を 園 城 寺に のがれ しめたので、 檢 非違 使 

等 は 御所 中 を 尋ねた が、 見出し 得 やして 空しく 引上げた。 一 方に 於て 鳥 羽 殿へ 幽 

居し 奉った 法皇 (赚 鳥) をば. 十四日に 八條坊 門の 烏 丸、 俊 盛 入道の 亭に遷 御し 奉つ 

た。 こ は 以仁 王の 御 事が あつたので 何者かに 奪 はれて はならぬ とて 警戒の 意に 

出た もので あらう。 一 その 內に宮 が 園 城 寺に ぉゐで で 僧兵が 之 を援け 奉る ことが 

分った の で、 朝 廷 より は宫を 出すべき やうに 交渉せられ たので ある が、 僧 兵 が 應 じ 
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事で、 與福寺 に は 攝政か 

れ たので ある。 且つ 上 

し て、 衆徒 の 心 を 引きつ 

寺 を さ へ 攻めよう とい 
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賴 政が 六波羅 夜襲の 計 を 申立つ， れば、 一 味 

まらせ ると い ふ樣な 次第であった の で、 賴 

し、 愈 よ 策 を 決し 廿 五日め 夜半 頃 に、 宮 を 奉 

{do の 軍 は 僅に 五十 餘騎に 過ぎな か つたが、 

た。 かくて 宇治 _ 平等 院の 邊で戰 つたが、 宫 

政 兼 綱 等 は戰死 し、 宮 はおの がれに なった 

原) 矢に 中って 御 事が あった。 一方 典 福 寺 

待 受けた ので ある。 

按す るに 以仁 王擧 兵の 御 事 廣は玉 海、 山 

詳記され て あるが、 其 文が 長くて 煩 はし 

參考に 供す る。 


の 者と 異議 をと な へ て、 そ の 時刻 を あや 

政 は 園 城 寺の 衆徒 は 賴み少 いと 思 ひ な 

じて 南都へ 向 はれた ので ある。 この 時 

平 家 は 之 を 聞き 三 餘騎を 以て 追撃し 

の 軍 は 衆寡 敵せ すして 仲 綱 は 自殺 し、 賴 

が 光明 山の 鳥居の 前で 二 說に は加幡 河- 

に ては關 白の 制止 を 用 ひ  す、 宮 の 御 出 を 

槐 記、 吾 妻 饞、 愚 管 抄、 平 家 物 語、 盛 衰 記 |> に 

い か ら、 山 槐記. の 分の み を 左に 抄錄 して 


〔山槐 記〕 五月 十四日 If 及，， 深更； 自. 鳥 羽， 奉. 渡. 法皇 於 八 條坊， 門_ 南 烏 丸 西亭， 云々 • 

0 十五 日、 亥 剋 自. 京 下人 走來 云、 高 倉 宮 I  1.1 1. 嫩 g 請 三 有& 流 事； 只 今 檢非 違 

使 兼 綱 i 夫 光長 向，， 三 條北高 倉 西亭； 武士 等 圍乏考 今 曰 可. 有，， 免 物， 之 由 被， 仰 下； 
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仍官人 等 着， 冠 參陣 g 三 條大納 言 § 依. 召 參 內、 實 者 無. 免 物； 被 I 仰：， 下 宮 御 事； 仍 お 人 

忽 召，， 寄 烏 帽； 於，， 陣 邊， 着 晚 頭 參，， 向 彼 宮， 之 處、 皆 SE 門、 無ん 合 之 人： 仍 光長 令 高 會 

面 小 門， 之 間、 左 兵 衞尉信 連 射， 之、 被 者 有，， 兩 三 人； 宫 不，， 御 坐； 早 以 令，， 遁 出， 給畢 云々， 

今夜 猶 武士 圍乏、 女 房 等 裸 形 東西 馳 走、 可， 悲 々々、抑 彼宮 御名 以仁 也、 而 仁 字 有/ fe: 

之 由 有，， 沙 汰； 改，， 仁 字； 爲，， 光 字， 被 仰 下-云 々、宫 乘， 張 藍權之 輿； 令， 持. 幣、 如， 物 詣 人-令 

給 云々、 或 云、 着-, 淨 衣， 御 騎馬 給、 又乘. 馬 者 二人、 御 共 人 凡 四 五 人 云 々、未.^, - 一  定-歟 、渡 

御 平等 院 寺  >  也 ，o 十 六 日、 傳 聞， 髙 倉宫猶 不，， 御 坐； 仍 破， 塗 籠  >  見乏、 全 不，， 御 坐： 有， 辛 檳 1 1 

合； 一 合 有&、 一  合 不 乂，， 得 御 裝 鬼， 開 k  f^ 々，宮 御-, 坐 三 井 寺-云 々、衆 徒 不， 奉^, 不. 用 k 

旨， 云 々、宮 御子 若宮 八條院 奉 .養、 平 納 言 M 奉. 仰 奉 JEST 武 士 如 如 ま、 數 剋 令，， 恡 惜， 給 • 

武 士 亂，， 入 門 內； 仍 被， 出 之、 被 宮； fj,  I 御卽 出家 云々、 〇 十七 日-今 夕 召，， 園 城 寺 僧 

綱 十 人， (^ 略) 七 人 參 入" 罷-, 向 本 寺， 可. 仰，， 衆 徒， 之 由 被， 仰 云 々、又 召， 山 座 主 明 雲； 可 正- 

山 僧 同 心， 之 由 被， 仰 云々、 〇 廿ニ 日、 今 曉 源 三位 入道 g 卒，， 男 伊 互 守 仲 綱 以下 五十 

餘 騎； 向，， 三 井 寺； 參， 高 倉 宫， 云 々、聞，， 可 罪 之 由； 仍 逃 去 云々、 行舜 律師 來 云、 昨 曰 朝 園 

城 寺^ 綱 等 赴，， 如 意 嶺， 逃 歸， 衆 徒 全 不. 用，， 敕 定； 不％&^出，宮 云 云。 〇 廿 三 日、 午 剋 北山 


科燒 亡、 下人 云、 法 皇 御所 云 々、自 = 園 城 寺-ま 之、 武 士 等 向， 寺 之 時、 於 n 彼 所-可 fc, 陣、 仍 燒 

之 云 々、〇 廿 六 曰、 去 夜 半 許、 高 倉 宫 出，， 園 城 寺； 令， 向，， 南 都， 給. 曰 來延曆 寺 衆徒 有，， 同 心 

之 疑； 而 昨朝 座主 僧正 明 雲 登 山、 制，， 止 此事ニ 向 承 伏、 聞，， 此 旨- 忽 被. 向，， 南 都-云 々、又 日 

來 有，， 同 心 之 聞-也、 聞，， 其 告； 飛 驊 守 景 家、 上 總守 忠淸等 發，， 向 宇 治-之 間、 宮 先 渡 .橋 給、 彼 

方 甲兵 引 、景 家 責，， 寄 於 橋 上-合 戰之 間、 忠 景 叉 追 來、 拌 類 十餘騎 作& 、打-入 馬 於 河 

中； 橋 上 方 有 =步 涉 瀨； 或 又 雖，， 深 淵； 以，， 馬 筏， 郎等 二百 餘騎 渡， 河， 於，， 平 等 院 前， 合 戰 、景 家 

得，， 賴 政 入道 頸； 忠 淸 得，， 兼 綱 默夫 頸； 平等 院廊 自害 者 有』 一 人； 其 人 一 人 着 n 淨 衣-無 

, 頸、 有， 疑、 賴政 男 伊豆守 仲 綱 死生 不 fo  、叉 宮 遁 入-南 都， 給 云々、 藏人 頭重 衡朝 臣、 左 少 

將維盛 朝臣 追 向，， 宇 治； 各 不， 構，， 城 郭， 之 前 直 可-進 貴-者、 忠 淸 等 云、 臨お 養-南 都-之 條、 可 

, 有，， 思慮； 若 人 々 不， 知， M 陣之子 細； 所 fej 不 也、 不 ％,然 者、 仍 相，， 具 首 卅 餘； 返， 洛、 0 廿 七日、 

行 隆 云、 只 今 自，， 南 京， 已 講 I 申，， 送 攝 政-云、 賴 政 子 二人お 舍人男 一 人 落來、 件 舍人申 

云、 宮 着，， 藍 摺水于 小 袴 生 小 袖， 給 、於，， 加 幡 河 原， 被，， 打 取 > 給 了 者、 

かくて 以仁 王擧 兵の 御 事 は 落着した ので ある が、 な ほ 僧侶の 處 分が 殘 つ， て 居た。 

され ど圓城 寺の 方 は 旣に宮 を 出し 奉つ たので あるか ら、 そ の 召集め た惡 徒の 中で. 
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二 五 四 

が、 與 福 寺 は 宮を迎 へ 奉らう とな し. 且 つ ^ 

なわけ であるか ら、 是 非と も 之 を 膺懲して 

が、 そ の 中に 宮は流 矢に 中って 薨じ 給うた 

せる 氏寺の 事で あるので 極力 反對 した か 

六月 二日に は 淸盛は 急遽に 福 原 遷都の 事 

こ は 南都 北嶺の 僧徒 等の 來犯を 恐れた 爲 

末寺の 庄園 等 を沒收 し、 門 徒 僧綱 等の 見 任 

綱 等 を 解 官 し、 私 額 等 を沒收 された。 これ 

し い が、 實 は 平家の 威望に 旣に 蘇ら ぎ、 福 原 

なかった。 束國. にあって は 源賴朝 も旣に 

にも 擧兵 する ものが あるに 至 り、 典 福 圚 城 

があった の で、 淸 盛 は 最早 打す て 置き 難 き 

して 園 城 寺を攻 め、 堂 塔房舍 を燒拂 ひ、 同 月 

兵 を 以て 東大寺 興 福 寺 を 討 た し め、 兩 寺 の 
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堂塔^ 舍筝を 灰燼と な し、 僧 侶み 首 を る こと 二百 餘 人に 及んだ。 かくて 平家 は 

愈ぶ 佛敵 となつ たので ある" 

〔愚 管抄， 一 サテ 宫ノ三 井寺 ヨリ 奈 良へ ヲ ハ シ マ ス事 r 奈良吉 野ノ方 一一 請 取 マイ 

ラセ ント 支度 シ タリ ケ レ V フカ タヤ ス カラ ヌ 事-一 シ-プ 、南都 ヲ追討 セント テ 

公卿 議ヲコ ナヒケ リ、 隆 季 (§) 通 親 (源) ナ ド 云 公 卿、 一 ス デ 一一 平 禪 門 (ぎ 一一 ナ リカ 

へ リク リケレ V サグべ キヨ 、ン 申 ケルヲ 、左右 大臣 二 テ 餒宗 (贿) 兼 實 (赌) 多 年ナラ 

ビテヲ ハンケ ベ 右 大臣 思ヒ キリ- プ、 一 定 謀叛 ノ證 據ナク 夕、 サ クナ クサ 程ノ寺 

ヲ 追討 ハ サラ -I ュ候 パ ジ、 就中 春 日 大明神 日本 第一 守護 ノ 神明 也、 王法 佛 法 如 一一 

牛 角.. 不％. 被. 滅 之 由 愚詞ヲ 申サレ -ーケ レバ 、左大臣 經宗ハ 昔 ノナラ ヒー 一 ヲソレ 

テョ モ是 一一 同 セジト 人 思へ リケル 二、 右大臣 申サル 、旨 然ル ベ シ ト ク、 其 時 、ジ 

ャ ミ 一一 ケ リノ 中 B^) 猶 十二月 廿八日 || 遂 一一 南都へ ョ セテ 燒拂ヒ テキ、 ソノ 大將軍 

力 三位 中 將重衡 也、 アサ マ シ ト モ 事モヲ 0 力 也。 

〔百 練 抄〕 五 月 I  ,f 廿 七 日、 於，， 新 院； 與 福 園 城 兩寺濫 行 事、 何 檨 可 行 哉 之 由 有-, 議定； 

〇 六月廿 ：！！、 園 城 寺 末寺 庄園 等沒 收、 圓 惠 法 親王 可， 停 =止 天 王 寺 別 當 職： € 門徒 僧 
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綱 可 却 見 任-之 由 被， 宣卞 之； 〇 七 月 三 日、 法 勝 寺 御 八 講、 チ被， 召， 興 福 園城兩 寺^ 

綱 ：〇 八月 十六 日、 典 福 寺 僧綱 等 解 官、 幷 私領等 可，， 沒 收， 之 由 被， 宣 下； 0 十八 日、 阖城 

寺 僧徒 被， 免， 勒 勘； 〇 十二月 十 曰、 差 S 官軍 於圚城 寺； 是 彼等 衆徒 同, 意 于近 江國謀 

叛 輩， 之 由、 依 其 聞， 也、 而 天台 大衆 待，， 請 山 科邊， 合戰、 彼 衆徒 又 同 i 惡 徒， 之 故 也、 0. 

十 一 月、 淡 路守淸 房 追， 1 討 圚 城 寺； 堂 塔房舍 拂& 燒 拂、 金 堂 一 宇 相 殘、 〇 廿 五 曰爲 

討 南 都： 藏 人頭 重衡 朝臣 發向、 是彼 僧徒 等 偏 背，， 朝 威， 巧，， 謀 叛， 之 由 有，， 其 聞， 之 故 也、 〇 

廿 八日、 藏 人頭 重衡 追, 討 南 都； 是 彼 衆徒 等 背，， 朝 威； 謀 之 由 依， 有， 其 聞， 合 戰、 斬， 首 者 

二百 餘人、 去 廿五曰 赴，， 南 都； 今 日、 東 大寺興 福 寺、 堂 舍 僧房 不， 殘，， 一 宇； 悉 以 燒 拂、 佛 法 

之 滅亡、 偏在：， 此 時； 云 云、 

心 籠，， 園 城 寺； 仍 爲 X ヌ 見-事 體， 前 越 中 

餘騎來 向、 相戰之 間、 淡路 守 (I)  口 追 

城 寺 凶徒 等 敗 落、 〇 十二 曰、 官 兵 燒，， 

放，， 火 於 金堂-盛 俊 令お 云 々、 

一二  .T  £ 1  一二  P  i，  I  t/  s  I 1 ' f  li  I  J  i  i 

ら .1  ：； は tffil な ろ 點 の み fj-  . ける 


冚 槐記. 一 十二月 十日 § 辩 山 惡 . 僧 園 城 寺惡^ 同 

守 盛 俊 郎等 廿騎許 遣. 寺 之 間、 於，， 山 科， 凶徒 四十 

來加 戰乏、 凶徒 敗走、 斬首 四 人 云々、 〇 十 一 日 、園 

拂阖城 寺 房舍； 金堂 幷堂舍 房兩三 宇 殘、 云 々、雖 ； 


山 下 (本) 

兵 衞尉義 


官兵等 三 

井寺 舍 

1^ 燒く 


平 重衡等 

南都 征伐 


十二月 九 曰 I  g 傳聞、 延曆寺 衆徒 之 中、 凶 惡之堂 衆 三 四 人 許、 得，， 山 下兵衞 尉義經 

魏媒 1 霞 J  S  i, 鉢、 甲 語お-園 城 寺： 爲. 城、. K 波 羅 可 X, 夜 打； 叉 所. 進 n 向 近 江 國-之 官 軍 等、 

塞，， 其 後 ；自，， 東 西， 可，， 攻 落， 之 由、 成，， 結 構， 云 々、因， 玆 經雅朝 臣、 淸 房！ I  ^  y 淡 路等、 追 可 k 蓬 

云 云、 叉 奥 福 衆 徒 逐， 日 蜂 起、 稱，， 宫 大 衆 > 云 云、 有 四 郞 房， 者： 堪，， 武 勇， 之 徒 黨、 及，， 四 百 餘 

人； 是 爲=禪 門 之 方 人， 云 々、而 惡 僭等數 fR 人出 來、 拂，， 件 四 郞 房， 了、 關 東 之 賊徒 攻^ 江 

州， 之 時、 自，， 南 京， 叉 可&义 洛 中， 之 由、 成 支 度-云 々、〇 十 日、 今 旦 爲， 追^ 山惡僧 s£ 

行 向 之 間、 於，， 山 科 東邊； 衆徒 降 合、 已 以合戰 、〇 十二 日、 傳 聞、 昨 曰 官兵等 寄，， 三 井 寺； m 

f ,，i I 及-夜 漏-合 戰、 堂 衆 勢少引 返、 向& 州 方-了、 官 兵 等 燒 1 拂 三 井寺 近邊、 幷寺中 

房 舍 少 々；不 k,, 堂 舍-云 々、官 兵 方 七十 餘人 蒙 ，疵 云 々、〇 廿 五日、 今日 藏人 頭重 衡朝 

臣、 爲矢 將 軍； 爲 &ft 南 都 惡 徒， 下 向、 來廿八 曰 可，， 攻 擊； 今 一 兩 曰 可， 經 i 宇 治， 云 々、〇 

廿 八 曰、 傳 聞、 去 夜重衡 朝臣 寄，， 南 都： 其 勢 依，， 莫 大； 忽 不 レ能-ー< 口 戰， 云々、 粕 川原 之邊 在家 

併 燒 拂、 或 又 欲 J^,, 光 明 山， 云 々、〇 廿 九日、 巳 刻人告 云、 重 衡 朝臣 征 南 都； 只 今 歸 洛 

11^  0 乂 人 云、 奥 福 寺、 東 大寺已 下、 堂 宇 房 舍、 拂. 地 燒 失、 於，， 御 社， 者 免 了 云 々、叉 惡 徒  一二 

十 除 人 梟" 首 之； 其 殘 逃 ft 春 曰 山， 云 々、至，， 于 凶徒 之被& 者、 還 爲，， 御 寺耍 事； 七 大寺已 
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1 方に 於て 淸盛は 人望 を 恢復し ようとい ふ 爲の計 策が、 法皇に 對し 奉りて は 稍 

ぷ御 優遇の 道を講 じ、 或 時 は 法皇と 新 院^  § と 御 同居 御 面 謁の事 さ へ あるに 至り， 

遂に は 讃岐美 濃 兩國を 以て 法皇の 御料 听 となし 奉り、 もとの 如く 萬 機 を 知 召され 
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下 悉 變，， 灰 儘， 之 條、 爲， 世 爲， 民 佛法 王法 滅盡了 歟、 凡 非，， 言 語 之 所^、 非，， 筆 端 之 可" 記、 余 

聞. 此 事； 心神 如. 屠、 云 々、 

甲斐 信 濃 源氏 綱要 


源義光 


武 田氏駔 

義淸 

—義 業.： 


—昌義 

—11 定 義業 一男、 住-近 江 國山本 K. 


式部 丞左 兵衞 sr 近 江 守、 候-八 條院 _ 


山 本 

—義經 

柏木 

_| 義兼 


法名、 本名 光 s、 伊賀 若 侠 等 守、 兵衞 尉、 依-平氏 之訴 H 女 元 二、 

十二、 卅 配-流 佐 渡國： 治 承 三き-勅 免- 歸、 同 四 年 十二 朔：， 平 知 盛 率 r 

数千 騎， 攻- 一山 本 柏木 之亭； 義經及 子弟 等 挑戰、 遂討 負、 館 舍爲ぃ 敵 放 一 

火、 義經下 = 向 鎌 倉- 

左衞門 尉、 若 狭、 

九條院 判官 代 


錦綠、 壽永 二、 十二、 二十 一 右衞門 少尉、 蒙-使 宣 旨っ^ g 

j 義弘 元、 正、 廿 一 同-意義 仲？ 闢東士 入洛 後、 f 粟津原-逐電 


箕滞 

i 義明 


號ニ箕 浦； 治 承 四爲- 一平 

氏 _ 培-死 於 濃 州ハ 


道御淸 

ん'. '優 盛 

講遇法 

T の 皇 


ん こと を 請 ふに 至った。 され ども 最早 時機 を 失した ので 誰も 誠意 を 以て 之を迎 

へる もの はない。 殊に 高 倉 上皇に おかせられて はさし も 宏大 莊嚴 なりし 南都 兩 

大 寺が 燒 失した る こと を 聞 召さ れ、 御 驚歎の 餘， り 御惱が 重らせら れ、 養 和 元年 正月 

御 年 二十 一 歲 にて 崩 じ 給うた。 

〔玉 海〕 十二月 九 曰 I  f 傳 聞、 自，， 去 夜， 法 皇 與-新 院， 同 居、 有，， 御 面 謁， 云 々、〇 十八 曰、 傳聞、 

法 皇 可， 知 i 天 下 〔之 1 政， 之 由、 禪 門 再三 被， 申、 初 雖. 有，， 辭 遁之 御詞； 遂以御 承諾、 叉讃岐 

美濃兩 國、 可， 爲，， 法 皇之御 分 國， 云 々。 

ニー、 源賴 朝の 擧兵  ■ 

源賴 朝は義 朝の 第三 子で あるが、 平 治 敗戰の 後、 父 と共に 東國へ 遁れる 途中で、 風 

雪 に 遇 ひ、 父 子 相 別れる に 至った。 かくて 近 江、 美 濃邊の 民家に 隱 れ、 辛 苦 を 嘗めた 

趣 は 平 治 物語 や 平家物語 等に 詳記され て 居る が、 吾 妻 鏡に は 左の 如き 記事が ある。 

S 妻 鏡〕 二月 九 曰 j;J  I 有，， 大 夫屬 定康； 關東之 功士 也、 彼 近 江國領 所、 平家 在世 之 時 

者、 稱，， 源 家 方 人； 被，， 收 公， 滅 亡、 今 叉 守護 定 綱 (M 佐) 爲，， 兵 粮 米， 摩定 之； 依乏 企 _,參 上； 募 ま 

有 勞，. 之 間、 停 ，1 止 旁 狼 籍； 如 J 兀 可，， 領 掌， 之 趣、 今 曰 被，， 仰 下， 云 々、去 平 治 元年 十二 月、 八 口 戰 
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讃岐美 濃 

兩國， ^法 

皇に 奉る 


I 


す 天 大康大 
井 吉賴夫 
I こ 堂朝屬 
隱の； ^ 定 
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敗北 之 後、 左 典 糜 (M) 令 &,, 東 國美濃 國， 給、 于.. 時 寒 嵐 破 JT 白 雪 埋. 路、 不&, 1 退 行 步； 而 此 

定 康、 忽 然 而 令 Jvi; 其 所， 之 間、 爲， 遁，， 平 氏 之 追 捕； 先 奉 fe^,, 于 氏 寺 3, 天井 之 內ー以 --院 

主 阿 願 房 以下 住僧 等； 警 固 之 後、 請； 1 申 私 宅； 至，， 于 翌 年 春； 竭，， 忠 節， 云々、 

是 等が 實說 であらう、」 かくて 翌年 春 美 濃國靑 墓驛の 長者 大 炊の 家に 至った 所 

が、 長 者の 女延 壽ぉ飾 ^難 S  i は 犬に 喜び 之を歡 待した。 この頃 父義朝 は旣に 

尾 張 ts: 海の 長田忠 致の. ために 殺された ので ある。 賴朝は 其 後 柬國へ 下って 計 を 

立てようと 思 ひ、 關ケ原 邊に 至る と、 折惡 しく 尾 張 守平賴 盛の 家臣 彌兵衞 宗淸が 尾 張 

(喊 M r に" 講確 盛) より 來 るに 遇 ひ、 捕 へられて 京都に 送られた。 時に 年 は 十四 歲で 

あった。 ところが 淸 盛の 繼母 池ノ尼 は 賴朝を 不憫な b とし て、 そ の 助命 を淸 盛に 乞 

ひ、 漸くに して 許されて 伊豆の 蛭 島 (，山 ^ 滅 f 麵 S  W  $  ^ げン 赠 ：^) に 流 さ れ、 伊 束 

祐親ゃ 北 條時政 をして 之 を 監督せ しめた 事 は 世間 周知の 事柄で ある。，， I きま 

は刖項 II 

ゆ づろ。 

賴 朝が 伊豆に 配流され て 居る こと 約 二十 年、 そ の 間の 事蹟 は詳 でない が、 思 ふ に 

修養 を 積んで 居た 事と 思 はれる。 かくて 治 承 四 年 四月 廿 七日に 以仁 王の 令旨が 


紐 朝 捕へ 


賴朝 死，^ 

許され ズ 

配流 せら 


鎮朝舉 兵 

の 名義 

文 覺と賴 

朝との 闢 

係 


0 

內 


着 


世 

あ 

を 

よ 

一 一- 


ので、 賴朝は 謹んで 

で 無爲で 過した 賴 

實に 意想外の 事で 

ては賴 朝の 擧兵は 

うにと くので ある- 

犬に 相違して 居る 

係であった かとい 

した 事實 もあった 

を 出して 擧兵 をす 

で、 窃 に 前 右兵衞 督 

もな い 事で ある。 

六 郞大夫 m 賴 I ， 

見える。 また 文覺 

を さ ぐ り、 よ い 加減に 事 
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し た 

歲 ま 

と よ 

間 に 

る や 

と ま 

勸誘 


之 を拜受 した。 こ 

朝が 是 から 大事 を 


申出 

跡形 

，千 第 


を 


つ た- 

覺上 

之 は 

う で 

に、 さ 

う で 

め、 ま 

ム IB  ( 

實 錄 

い ふ 

造 


( き a 


力 

0 

人 の 

平家 

あ る- 

う  で 

あ る- 

た  福 

つ い 

の 書 

者が 

仰 せ 

し て 


勸 誘に 

物語 や 

... さ れ 

もな く 

V 併し 

原 へ 參 

て 之 を 

によつ 

あって 

を 受 け 

擧 兵 を， 


の 時 賴朝は 三十 四 歳であった。 三 

企 で、 六 年間の 戰爭で 平家 を 討滅し 

よ 6、 後白河 法皇の 院宣 を 奉じた の 

源平 盛衰 記な どに よった 說 で、 眞 の 

ば文覺 上人と 賴 朝と は 伊豆 配 流 中、 

して 幾分 かの 關係は あ り、 又 多 少 擧 

ながら 文覺 がその 懷 中から 義朝 I 

じて 後白河 法皇の 院宣 を 頂戴し よ 

請 ひ う け、 以 て賴 朝に 傳 へたと いふ 

て賴 朝と 文覺 との 關係を 調べ て 見 

中間に 立ち 兩 人の 間 を 取 做した 事 

たとい ふ 事 はない けれど も、 上 下 の 

勸 誘した 事 も 事實か と 思 はれる。 

二 六 一 


介 朝 文 千 
すと 覺葉 

かと jfil 

仲賴鎮 
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〔吾妻 鏡〕 正月 三 曰 I 此胤賴 者、 平家 執，， 天 下 權， 之 時、 雖 fe,, 京 都； 更 不&其 榮 貴； 依，， 遠 

藤 左 近 將監持 遠 擧； 仕，， 上 西 門 院 (I)； 彼 御 給 叙，， 從 五 位 下； 叉 就-持 遠 好- 以_- 神 護 寺文學 

上 人， 爲，， 師 檀； 文 學 在，， 伊 豆 國， 時 令 同 心； 有 T 示 n 申 于 一 一 品-之 旨； 遂 擧 ，-義 兵-給 之 比、 勸：， 常 胤； 

最 前 令，， 參 向； 兄 弟 六 人 之 中、 殊 抽，， 大 功， 者 也、 

〔愚 管抄〕 卷五 コ ノ 賴朝コ ノ宫、 れ仁 ノ 宣旨ト 云物ヲ モ-ズ 來リケ ^ ヲ見 -ズ、 サ レ バ 

ョ、 コ ノ世ノ 事 ハサ 思ヒシ モノ ヲト- プ心ヲ コリ ケ リ、 又 光能 卿院 S 河ノ御 

氣 色ヲミ テ文覺 トテ餘 リニ 高 雄 ノ事ス 、メス ゴ シヲ 伊豆 二流 サレタ 〃上人 

ァリキ 、ソ レ シ- グ云ャ リタ〃 旨 モ有ケ 〃ト カャ、 但是 ハ 僻事 也、 文 覺、 上 覺、 千 覺 ト 

テ具シ テア 〃ヒジ リ流レ タリ ケ \ 中、 四 年同ジ 伊豆 國 -1 テ 朝夕 -ー賴 朝 一一 ナ レ 

タリ ケ V 其 文 覺サカ シキ 事共 ヲ仰 モナ ケ レ ド モ、 上下/御 內 ヲサグ リツ 、 ィ 

ヒタ ジケ, 也、 サ -グ治 承 四 年 ヨリ 事 ヲ起シ -プ打 出ケ〃 -ー つ 捤原平 三景 時、 土 肥 

次郞實 平、 舅 ノ 伊豆 ノ北條 四郞時 政、 是 等 を 具シテ 束國ヲ クチ 從へ ン トシ ケ〃 

程-一、 平家 世ヲ 知テ久 シクナ リケレ パ、 東國ニ モ郞等 多 カジ ケ〃 中- 1 、 畠山庄 司、 

小山 田 別 當ト云 者 兄弟 -1 - ズ有ケ リ、 是 等" ソノ時 京-一 ァ リケレ V ソ レ等ガ 子 


文覺 上下 

の內情 yj- 

さぐ：；.' 一一 一一 n 

f?- 構 ふ 


親 朝父義 

朝の 首 fj- 

請 ひう く 


共/ 庄司次 郞ナド 云 者共ノ 寄テ戰 ヒテ箱 根/山 一一 逐コ メ テケリ、 賴朝 鎧ヌ 

グ程 一一 ナリ -1 ケレ V 實平フ 产キ 者-一- ズ大將 軍/鎧 ヌガ セ給フ ハ ャクァ 〃事 

ゾ カシト -ズ、 松 葉ヲキ リク 鎧 ノ下ニ シカセ ーグ、 力 ブト ヲ取テ 上 11 置 ナン ドシ テ、 

イミ ジキ 事ドモ フ^マ ヒ ケグト カャ、 

併し 文覺 が源義 朝の 髑髏 を携へ て賴 朝の 所へ 行った とい ふの は、 時 期 こそ 違 へ 

全く 跡形がない 事で はない。 卽ち賴 朝が 文治 元年 八月に 亡父 義朝等 追福の 爲め 

南 御 堂 (勝 長 壽 院) を 建立した 際、 自 ら後. m 河 法皇に 奏聞して 故 左 馬頭 義 朝、 鎌 田ニ郞 

兵 衞尉正 淸 (.^) が 首 を 請 ひ 求められ たの で、 法 皇は 刑官に 仰せ 東 獄門の 邊で 之を尋 

出し、 江 判官 代 公朝 を 勅使と して 下され、 文 學 (g) 上 人の 弟子 僧 等が 頸に かけて 至つ 

たとい ふ 事 は實說 である。 

〔吾妻 鏡〕 八月 卅曰 ^  I  二 品 御 素 意、 偏 以>  爲 i 之 處 盡，， 水 菽 之 酬； 而 平 治 有 拿、 餞 

閣夭亡 給 之 後、 以，， 每 曰 轉讀法 花 經； 被 fek 後 追 福； 而 令. 極，， 榮 貴， 給 之 今、 被 X 止，， 一 伽 藍 

作 事； 可 J^,, 先 考 御廟 於 其 地， 之 由， 存 念 御 之 間、 潜 被 Jsl^ 此 由： 法 皇 亦 &感 勳 功， 之餘、 

去 十二 日、 仰，， 刑 官； 於，， 東 獄 門 邊； 被き も 故 左馬廳 I； 相& 正淸 f  m, 首： 江 判 官 公 
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朝 爲，， 勅 使， 被 ¥ 之 • 今 曰 公朝 下 着、 仍 一 一 品 爲， 令， 奉. 迎， 乏、 參 rra 固瀨河 邊> 給、 御 遺 骨 者、 文 

學 上人 門弟 僧 等 奉， 懸&、 一 一  品 自 奉，， 請 取， 之 還 向、 于 時 改，， 以 前 御 裝 束； I  着，， 素 服， 給 

云 云、 

次に 叉文覺 上人が 高 雄 神 護 寺 興隆の 事 を 上奏 し、 法 皇の御 怒に 觸れて 伊豆へ 配 

流の 事 も 平家 物 語、 源 平 盛衰 記 等に 見 え、 そ の 記事 は 稍 i 誇張 附會の 嫌 は あるが， 之 

も 跡形の ない 事で はなく し て、 實 說は 左の 如き ものである リ 

〔文覺 上人 神 護寺緣 起〕 夫 神 護 寺 者、 八幡 大 菩薩 之 御 願、 弘法 大師 之舊跡 也、 (I) 愛文 

覺 悲，， 聖 跡 之 毀 廢； 歎，， 佛 法 之 凌 遲； 且 爲皐. 報，， 大 師之恩 德； 且 爲， 利，， 益 一 切 衆生； 故 忽 所 

, 發，， 典 隆之大 願， 也、 仍 仁 安三 年 g 秋 比、 始 參，， 詣 當 寺； 普 令， 巡，， 檢 處 々，畢 、後 結，， 一宇 之 草 

, § 令，， 居 住， 云 々、而 間 假 造，， 立 三 間 四面 之 草 堂； 奉. 安，， 置 本 佛藥師 之 三 尊 等； 叉 造，， 納 

凉 殿； 奉 ま，， 置 大師 之 御 影； 又 造，， 護 摩 堂； 奉， 安，， 置 不 動 尊； 又 構，， 兩 三 宇之菴 室； 僧 徒 少々 

居住 云 々， 如& 典 隆之大 願 ベア 祈，， 請 三 寶， 之 間 、經， 六 箇 年， 畢、 愛 文覺倩 案，， 事 情； 佛 法 者 

依，， 王 法， 弘、 王 法 者 依，， 佛 法， 保、 自，， 往 古， 至，， 于 今； 離，， 王 法 之 力； 外 無 佛 法 流布 之 義； 就. 中 

當 寺者是 自， 本 以 爲，， 鈸 護 國家之 道 場； 故 昔 所， 有 之 堂 舍佛像 者、 是 先帝 之 御 願 也、 古 


文 覺搦捕 


所， 領 之 封 11^ 庄園 者、 是 國主之 寄進 也、 然 則 今更 以，， 私 力， 不， 能，， 典 隆； 須 以，， 事 由， 令 J^,, 達 一 

吾 君， 也、 仍 承 安三 年 ^ 夏 比、 參， 上 法 住 寺 御 所； 爲，， 當 寺 興隆 之 依 估； 可 fe, 寄，， 進 庄 圜， 之」 

由 、令， -奏 達-之 處、 更 以 無，， 御 裁 許； 而 猶 强 依，， 請 申； 早 可 k,, 出 御 所 中， 之 由 、被，， 仰 下， 事 度 々 一 

也、 雖 k^, 自へチ 蒙，， 御 裁 許， 之 外、 縱 使 雖， 盡，， 一 生； 不 返 出， 之 由、 猶 所， 令，， 申 上， 也、 其 故 者 今一 

所 =訴 申， 奥，， 隆 佛法， 之大 願、 是 非，， 自 身 之 希 望； 叉 非， 爲，， 名 聞 利 養； 近 者 助，， 支 王 法； 慰，， 萬 民」 

之 愁 歎： 遠 者 利，， 益 一 切 衆 生； 令， 度，， 生 死 之 苦 海， 之 故 也、 是 則 菩提 之 大願 也、 雖，， 盡 未 來ー 

際； 不， 可，， 退 失， 也、 如& 令，， 申 上； 不，， 返 出， 之 處、 以，， 北 面 之 衆 幷カ者 法師 等； 種々 令，， 嫁 礫， 之； 

後、 搦 捕 預，， 賜 撿 非違 使 信 房， 畢、 (I) 而間 於，， 信 房 之 許； 經，， 七 箇日， 之 後、 被. 預= 渡 右 京 權 大ー 

夫 • 源 朝臣 賴 政， 畢、 仍 遂 配，， 流 伊 豆 國； 彼 使者 賴政 朝臣 之 郎等 源 省 也、 始 自， 被 .預= 信 房， 一 

之 日， 以後、 令， 下，， 向 彼國， 之 間、 三十 箇曰斷 食 也、 至，， 三十 一 日， 之 間、 內心 依， 祈，， 請佛 天， 之 I 

大 願： 卽，， 食 物， 助， -身 命； 而 間 或 時 加，， 打 縳； 或 時 繫，， 扭 械； 如， 此 種々 苦 惱、 Ki^fe; 人 之 値，， 獄ー 

卒 ハ雖， 死 典，， 隆 佛 法， 之 願、 片 時 無，， 返 轉； 彌 奉. 祈，， 聖 朝 安 穩； 一 念 無，， 怨 心； 是 叉 爲，， 無 上 菩提 ご 

存，， 難 行 苦 行， 之 故 也、 (M 纏， 1 1_) 遂 下，， 着 彼 國， 畢、 下 着 之 後 尋，， 入 深 山 之 中き 掃 荆棘； 一 

搆， - 一 宇 之 草 ー奄； 所， 令，， 居 住， 也、 卽 發 jii 云、 不 k^,, 院 勘-之 外 二期 之 間 、不， 可， 出，， 山 內， 云々、 一 
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居住 之 間 一 向 所， 令.， 勤， -修 太 上皇 御寶 壽 長 遠 之 祈 禱， 也、 是 又 爲， 典 

衆 生， 之 故 也、 配流 之 後 至，， 于 第 六 年； 漸 被 J^,, 流 罪： 遂 還 = 住 本 寺； 云 々 

文覺が 配流 後 居住した の は 奈古屋 寺と いひ (§ 方) 韮 山の 附近で 

は 近いので ある。 さう して 其 配流 は 承 安三 年と いへ ば、 賴朝 の 

. 、當 時 賴朝は 二十 八歲 になって 居た ので ある。 か 

、其 間に 賴 朝との 關 係が 生じた とい ふ譯 である。 

れ ば 「不 fe. 免，， 院 勘， 之 外 二期 之 間、 不％. 出，， 山 內， 1 と 誓 つ 

出た 害がない と て、 賴 朝との 關係を 否認す る說も 

、また 後に 彼が 賴朝ゃ 政 子から 甚 深なる 歸 依を受 

傳法 料と して 寄進され た 所な ど を 以て 考へ て 見 

釋 せねば ならぬ 喾も なく、 かた/、 或點 までの 關 


二 六 六 

, 隆 當 寺： 利，， 益 一 切 

賴 朝の 居た 蛭嶋 

配流 後 十四 年 を 

年間 伊豆に 居た 

神 護 寺の 緣 起に 

覺は 少しも 山內 

ina 言 文と.， J- 


くて 文 覺も六 

され ど 前記の 

たと あれ ば、 文 

あ る が、 吾妻 鏡 

け、 且 つ 丹波國 宇都 鄕を神 護 寺 

れ は、 彼 の 文 はさ 

係 は 認め 得る も 


の 


う 固く るし く 

のと 信じられ 


右樣な 譯で賴 朝が 擧 兵の 遠因から い へ ば、 文覺が 

の 他舊臣 中に も賴 朝が 無爲 にして 一生 を 終る 事 


勸 誘の 事 も あ 

は 欲しないで- 


つたら う し、 ま た 

時機 を 見て 動く 


や う 

の 直 

は擧 

四 月 

居 る 

山 の 

旣 に 

^ ま 

1 

盛 I 行 

ん で 

傳 へ 

す る 

し て 


に 勸誘も 

接の 原因 

兵に つい 

日 治 承 

ブ 曰 三年 

の に、 賴朝 

戰は 同月 

討死 遊ば 

どうかと 

體、 以仁 王 

家) が 右 の 

その 令旨 

るた めに 


し、 叉豫期 もした 者も少 

とい ふ ベ き は 以仁 王が 

て 適當な 名義 を 得られ 

で あ り、 さ うして 王 は 五 

が 愈ぶ 兵 を 擧げて 山 木 

廿 三日で あるの を 見れ 

した 王の 令旨 を 奉じた 

い ふ に、 そ れ について は 

の 令旨 は 何日 賴 朝の 所 

令旨 を携へ て賴 朝の 北 


から やあった 事で あらう。 さ， 9 ながら 擧兵 

給 はった 令旨に 相違ない ので ある。 それ迄 

なかった ので ある。 併し 王の 令旨の 日附は 

月廿 六日に 旣に 宇治の 合戰で 討死 遊ばして 

判官 平 兼 隆を討 取った のが 八月 十七 日、 石橋 

ば、 そ の 間 どうして 居た ので あらう か。 また 

ので は 効力が 薄い やうに 考へ られる が、 そ の 

參考 となす ベ きものが 種々 あるので ある" 

へ 達した かとい ふ に、 そ は 四月 廿 七日で 源義 

條の綰 へ 至った ので ある。 そこで 賴朝は 謹 


を拜受 した。 それから 


盛に 更に 甲斐 g ほ 信 濃 I 时の 源氏 等へ も 

出發 したので ある。 その後 東國緣 故の 諸將士 から 賴 朝に 警戒 忠告 

所が 絕ぇ やあった。 (五月 十日に は 下 河 邊行平 崎 ほ 娜；； ； S た 先 づ使を 遣 は 

源賴 政が 用意の 事を吿 げ、 六 月 十九 日に は 在京 都なる 散 位 三善康 信から 使者 
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庶淸を 遣 はし 以仁 王の 御 事に よ. 9 令旨 

警 戒 す べき 旨 を 告げた。 六月 廿七： n に 

辭 して 賴 朝が 北條の 館に 参向す る 等の 

へ、 六月 廿 四日に は 安達 藤 九 郞盛長 を 遣 

を 召集 め、 ま た 七月 五日に は 伊豆の 走 湯 

の 讀誦ー 千 部の 功 を 終って から、 心中の 

に 迫った から 轉讀分 八 百 部の 所で、 中 丹 

を 尋ねた。 かやうな 譯 で、 賴 朝 も 着々 平 

が、 當 時 は 思 ひの 外 家人 等の 來會 者が 少 

次に 以仁 王が 討死 遊ばした 事に つ い 

る。 そこで 當時王 は 宇治で は 討死せ す 

と か、 或 は 甲斐に 居る とか い ふ 檨な說 が 

つた もの かと 思 はれる。 また 賴朝は 年 

治 承の 年 號を用 ひ、 養 和 壽永等 (g 報 „| 皇) 


二 六 八 

を 受けた 源氏 等 は 追討 せらる べきに つき 

は 三浦義 澄？^  I, 千 葉 賴 I 職 等 は 京都 を 

事が あった。) そこで 賴朝 も大に 警戒 を 加 

はし 平家 追討の 名義 を 以て 累代の 家人 等 

山 住 侶 文 陽 房 覺淵を 召して 「日頃 は 法華經 

祈願 を顯 はさう と 思って 居た が、 事 が 火急 

を佛陀 に 啓 白しょう とする 一 旨 を 語 り、 可 否 

家 討伐の 用意 をして 居た 事 は 疑 を容れ ぬ 

かった ものと 見える。 

て は、 賴 朝 も ほと （- 困却した ものと 見え 

して 東國へ ぉ遁れ にな り、 或 は 伊豆に 居る 

流布され たの は、 實 は賴 朝な どの 宣傳 によ 

號な ども 治 承 五 年 六 年な どと 何時までも 

一 を 用 ひない の は、 安 德 天皇 を 以て 平家の 私 


說向奧 河び 高 
ふの^ 賴倉 
と 方 經政宫 
のへて 験 及 


の 天皇で あると 見做した 爲 であるか も 知れぬ。 壽永三 年、 後 鳥 羽 天皇 踐 肺の 後、 M 

めて 壽 永の 年 號を用 ひて 居る ので ある。 

宝 海〕 九月 廿三曰 I  傳 聞、 高 倉 宮及賴 政 入 道 等、 去 朝 比 經，， 駿 河； 猶 向，， 奧 方， 之 由、 有，， 

彼 人々 吿 札； 云 々、件 狀 披，， 露 世 間； 奇 異 之叉奇 怪、 無. 物， 取 、彼 宫 子 稱：， 三 宮； 有，， 幼 少 之 

人， 云 々、若 以= 件 宮， 稱，， 父 宫， 歟、 將 叉 天狗 之所爲 歟、 雖，， 虛 誕ー 一 旦 如 之 披露、 未曾有 事 

也、 是 則 禪 門 失，， 人 望， 之 間 、於き 爲 欲 Jl^,, 凶 瑞； 天 下之士 女、 閭 巷 成 _,奇 怪之風 聞， 者 也、 

〇 十月 八日 入& 傳 聞、 高 倉 宮 必 定 現 存、 去 七 月 下" 着 伊 豆 國， 云 々、當 時 御^ 甲 斐 S 

仲 綱 已下相 具 伺候 云々、 但 不 fefeh  、凡 權 勢 之 人、 依，， 遷 都 事； 失，， 人 望， 之 間、 如， 此 之 浮 

說 流 言 、不^,, 勝 計， 乎、 誠 不便 事歟、 〇 十九 日、 或 人 曰 、高 倉 宮 被- 誅 伐， 之 由 猶 有&、 其 故 

者 管 冠者 と 云 男、 年 來 參， 一 彼 宮； 住 吉邊に 居 住、 宮 渡，， 御 三 井 寺， 之 後、 白 地 參 入、 依， 非 -， 武 

勇 之 者； 卽 欲，， 退 出， 之 間、 忽 逃 去、 不 慮 之 外、 奉，， 相 具； 向：， 南 都， 之 間、 於， 路 被 了、 件 男 年齢 

卅 餘 歳、 容 貌 非， 醜、 頗 以 優 美、 彈，， 和 琴： 吹， ，撗 笛， 云 々 、稱， 被，， 誅 戮， 之 由， 宮 若 此 人 歟 云 々、件 

男 參-, 彼 宮-之 由、 世 人 遍 チ知 i 、被， 殺 害-之 由、 又 以曰來 不，， 風 吹： 此 間 知& 子 細-之 輩 謳 

歌 云 云、 但 宫 若 現 存、 爭 數月之 間、 其 實 不，， 風 聞， 哉、 猶 不 k:, 信 受， 也、 〇 十一 月 二十 二日、 
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傳 聞、 自 _1 東， 稱，， 一 院御三 親王 畔， -I 宣；？ 誅. -伐 淸盛 法師； 東 海、 東 山、 北陸 等武 士 、可- 與 

力-之 由 、付，， 彼 國々； 又 給，， 三 井寺 衆 徒-云 々、其 狀、 前 伊 豆 守 仲 綱 奉 云 々、是 等 疑 詐僞事 

歟、 〇 廿 三 曰、 又 聞、 三 宮 御， -坐 遠 江 橋 下 宿； 賴 朝 等 在 = 美 濃 尾 張 之 境； 先 以" 美 濃 近 江 等 

國人之 勢； 可 fc,- 入 大津及 山 科 邊； 以 J  二 井 寺-可 = 先 陣 おお 可 宿 法 勝 寺大內 等-云 々、 

(き) 後 聞、 宮 賴朝等 在，， 駿 河 國-云 々、宫 は 不審 物 也、 〇 十二月 十九 曰、 ニー 條 宮 在-坂 東-之 

由 極謬說 云々、 〇 養 和 元年 三月 六 日、 傳 聞、 東國勢 甚以强 大、 容 易 不讨- 敗 散-云 々 (0) 

稱， 宫 之 人、 決 定 在，， 伊 互 國： 眞 偽 之 間、 雖 所 k 如 云 々.G 九月 七 曰 、肩 東 國- 所^- 

太 神 宫-之 告 文、 尹 明 持來、 披見 之 處、 文 章 甚 逆、 誠 足 V 嘲 者 歟、 但 被- 最 勝 親王 宣-倆 と 書 

载、 此 事尤不 審、 爭 進 = 神 明-之 告 文 に、 载，， 虛 誕- 哉、 又 其 狀 云 、錐-平 家； 於 fe- 王 化-之 輩 著、， 

施，， 神 恩； 雖，， 源 氏； 於， 蔑，， 朝 威-之 族^、 可 Jik( 罪-之 由 、所-書 戴-也、 此 事、 頗 ？夷 狄浮囚 之 0- 

爲-歟 、尤 有 fe(M)o 十月 二十 七 日、 或 人 云、 賴 朝 必定 已 企 i 洛； 去 廿ー曰 可 ^--尾 張 保 

野 宿 一之 由 云 々、然 而、 兩三曰 延引 歟、 いかさま にも 入洛 は 決 定、 於-竹 園-者 奉 "留- 置 相 

模 國； 以，， 上 總國 住人 廣常 - 1  $ 奉-守 護-云 々、行 家已 み-尾 張 國 內-云 々、 

一方 平淸 盛に 於て は 東 國の諸 源が 以仁 王の 令旨 を 奉じて 擧 兵の 事 ある を 聞く 


藤 城 討義賴 に記淸 
原 氏せ 仲 朝 命の 盛 
秀 し：^ 及 じ 諸に 
街 む ？ 5 一  びて 氏 左 


や、 直 ちに 之が 對策を 講じた ので ある。 一 體、 淸 盛 は賴朝 及び 其 兄弟 達が 配流 せら 

れ てから このかた、 1 度 も 彼等の 態度に ついて 疑念 を 起さなかった の は、 如 何にも 

其 大度 量 を 示す ものと い へ ばい へ ぬ 事 もない が、 1 方に は 其 一 族が 繁昌 盈满を 極 

め、 且 つ 政務 も 多忙で あ つ て、 餘 事 を 顧る 暇 もなか つた ゆ ゑと も 見られる で あらう。 

今や 彼等が 擧 兵の 事 を 聞く や、 猶 豫 なく 所 罰の 法 を 立てた ので ある が、 わ けても 賴 

朝と 木曾義 仲と は、 其 巨魁で あるの で、 單 に 追討 使 を 差 向けた のみなら す、 な ほ東國 

及び 北 國の諸 豪た ちに も 依頼して、 腹背から 彼等 を追擊 せしめん こと を計畫 した 

ので ある 先 づ其事 實の徵 すべ きもの を 擧げれ ば、 北 陸 道に 於て は 城 氏に 依 賴し、 

甲 信 地方に 於て は武田 氏に 依賴 し、 兩 毛 地方に 於て は 新田 氏に 依賴 し、 奧 羽 地方で 

は 藤 原秀衡 に依賴 したので ある。 いま 夫 等の 證據と 思 はる 、もの を 擧げて 見ん 

に、 城 氏 及び 藤 原秀衡 について は 吾妻 鏡に，， 月 「藤 原秀衡 可. 令 .追訏 武 衞- (麵) 

也、 平資 永 可 ，追^ 木 曾 次郞義 仲， 之 由、 宣 下、 是 平氏 之 依，， 申 行-也」 と あり、 又 玉 海に も 5^ " ■ 

g 「六日、 未 刻、 頭 辨 來、 傳， 院 仰， 云. 關 東 賊徒 猶 禾， 及， 追 討； 餘勢强 大之故 也、 以，， 京都 官 兵； 輙 難，， 

ぐ 一 .p. 力 ^  • 

攻 落， 歟、 仍 以，， 陸 奧 住人 秀 平； 可 任-彼 國 史 判 一之 由 ■ 前 大 將 所，， 申 行-也、 件 國素 太略虜 掠， 然 
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者， 拜任 何事 之 有 哉、 如 何、 又 越後 國人平 助 成、 依， i 宣 旨， 向，， 信 濃 國： 依，， 勢 少章 敗者 云 々 〇 十 

五 日、 去 夜、 有，， 除 目； 隆 職 注，， 進 之； 陸 奥 守 藤原秀 平、 越 前 守 平 親 房、 越 後 守 助 職、 此事 先日 有，， 

武 W 信義 一 議 定， 事 也、 天 下 之 恥、 何事 如， 之 哉. 可. 悲 々 々」 と あ り、 甲 斐の武 田 氏に つ いて は 吾妻 鏡に 

三善康 信の 注進と して 左の.^ き 記事が ある。 

〔吾 妻 8 三月 七日 I 癸未、 大夫屬 入道 ii-  § 送. 狀 申 云、 去 月 七 日、 於，， 院 殿 上-有，， 議定つ 

仰，， 武 田 太郞信 義： 可 k 卞，， 武 衞 M 追討 廳御下 文， 之 由、 被き、 又 諸國源 氏、 平 均 可 k,, 追 

伐， 之 條 無，， 其 實； 所& _,武 衞 計， 也、 風 聞 之 趣 如お 者， 依， 之、 於，， 武 田； 非 JI, 御 隔 心： 被き，， 子， 細 

於 信 義-之 處、 自， 駿 河 國， 今 曰 參 着、 於& 全 不 暴，， 追 討 使 事； 縱 雖， 被-仰 下； 不 ^=\進> 、本 自 

不. 存，， 異 心， 之 條、 以，， 去 年度々 功： 定 思 食 知歟之 由、 陳謝 及，， 再 三， 之 上、 至，， 于 子 々 孫々； 對，， 

御 子 孫 木. 可， 引. 弓 之 趣， 寳， 起 請 文， 令，， 献 覽， 之 間、 有，， 御 對 面； 此 間 猶 依， 有，， 御 用 心； 召，， 義澄、 

行 平、 定 綱、 盛 綱、 景 時： 令 fe,, 于 御座 左 右， 云 々、武 田 自 取，， 腰 刀， 與，， 行 平； 入御 之 後 返 出、 返" 

^之 云々 、藤原秀衡武囚^;5義等に關すろ，記事の日附は養和元年のもの.；：^れど も、 治 


其 計 畫なリ L 亊 は、 玉 海 治 承 四 年 十 一 月 五日の K 事な ど に ズ 


も 推察 さノ 

れ よ う。 、 


併し 武田 信義 一 族が 賴 朝に 對 して 好意 を 表し 遂に 之に 屬し たこと は 前記の 文 


ま ほ 光つ 時 加 
る京淸 き賴々 
I こ は 秋 朝 美 
留な山 I： 長 


のみなら す、 前 後の 史實 から も 疑 を 容れぬ が、 彼 等 一 族の 中には 是迄 平家の 恩顧 を 

受けて 居た こと も 否み 難い 事實 である。 

〔吾妻 鏡〕 十月 十九 曰 i 顿加々 美次郞 長淸參 着、 去 八月 上句 出. 京、 於，， 路 次-幾 病 之 間、 

1 兩 月 休，， 息 美 濃國神 地邊； 去月 相 扶、 先 下 * 甲斐 國， 之處、 一 族 皆 參之由 承， 之、 則 揚 

fc  、兄 秋 山太郞 者、 猶 在京 之 由 申， 之、 此 間、 兄 弟 共 屬，， 知 盛 卿； 在， 京 都； 而 八月 以 後、 頻 有- 

關東 下向 之 者： 仍 寄，， 事 於 老母 病 痫： 雖， 申，， 身 暇， 不 、爱 高 撟 判官 盛 綱. 爲，， 鷹 裝 束； 招 請 

之 次、 P 話 世上 維 事； 得，， 其 便； 愁， チ被. 許，， 下 向-事 M 綱 聞乏、 向，， 持 佛堂之 方-合 孚、 殆 慚 愧 

云、 當 家 之 運 因，， 斯 時， 者 歟、 於，， 源 氏 人 々， 者. 家 禮 猶 可 怖 畏； 矧 亦 如お，， 留 下 國， 事、 頗 似 

家 人： 則 稱％,送= 短 札： 献，， 狀 於 彼 知 盛 卿， 云、 加 々美 下向 事、 早 可， 被. 仰-, 左 右， 歟 云々、 

卿 飜，， 盛 綱 狀 裏， 有， 返、 其 詞 云、 加 々美 甲 州 下向 事、 被，， 聞 食， 候 訖、 但 兵 革 連續之 _ 降 遠 向、 

尤 背，， 御. 本 懷； 忿 可，， 歸 洛， 之 由. 可 T 令，， 相 觸， 給， 之 趣 所 ，候 也 云々、 

甲斐 源氏 系圖 

武 ョ 

源義 光：： 義 淸 j 淸 光 —— 信 淸 

逸見 

—光 長 
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二 七 四 


小 笠 原 

I 遠 光， 


秋 山 

光 朝 

カタ 美 

長 淸 


次に 又 新田 義重は 源氏の 長者であった にも か \ はら や、 平 氏 の 

之に 心が 動いた 事と 思 はれる。 左の 山槐 記の 文 を 見れば 思ひ當 

らう。 されば 彼が 寺 尾の 城に 立籠った の も由來 すると ころが あ 

られる 0 

〔山 槐記. 一 九月 七日、 g- 絲義重 入道 随 Jf 以き 狀， 申-, 大 相 國， @ 云 、義朝 

太 郞 領，， 甲 斐 國： 義 重 在， 前 右 大將， @. 今 相，， 乖 彼 宗 家； 坂 東國家 人- 

下； 仍 所，， 下向， 也 者、  . 

義 重が 下野 足 利庄の 事に つき 平 重 盛以來 種々 恩顧 を 受けて 居 

にも 散見して 居る。 されば 此際義 重が か k る 任命 を 受けた の も 

まれる 。源平 交载の 狀況は 別項-」 

}  ^  ^ 陳べ るから 此 LL は 略す る 0 

〔吾妻 鏡〕 從五 位下 藤 原 俊 綱 《お g 利 者武藏 守秀鄕 朝臣 後胤 、鎮守府 將軍兼 阿波 守 

兼 光 六 代 孫、 散 位 家 綱 男 也、 領 k 數 千 町； 爲，， 郡 內 棟 梁， 也、 而 去 仁 安 年 中、 依，， 或 女性 之 


勸誘を 受け、 多少 

る 事が あ るで あ 

つた 樣に推 想せ 

子 領，， 伊 豆 國； 武 田 

可，， 追 討， 之 由， 被，， 仰 

た 史實が 吾妻 鏡 

免れ 難い 事と 思 


凶 害； 得 =替 下野 足利庄 領主 職； 仍 平家 小松內 府、 賜，， 此 所 於 新田 冠者 義 重-之 間、 俊 綱 

令，， 上 洛-愁 申 之 時、 被. 返 畢、 (f 脑 に S) 

.  四、 木曾義 仲の 擧兵 

次に 木曾義 仲が 擧 兵の 動機 を尋 ぬれ ば、 之 も 平氏に 對 する 復醫の 念 慮から 出た 

こと は 疑 を 容れぬ が、 そ の 直接の 原因 は 矢 張， 9 以仁 王の 令旨に ある 事 は 勿論で あ 

る。 一 體， 義 仲 は 源 爲義の 孫 で、 義 賢の 子で ある。 父 義賢は その 姪義 平に 殺された 

が、 時 に 義仲は 僅に ニ歲 であ つた。 義平は 畠 山 重 能に 命じて 之 を 殺させよ うとし 

た が、 重 能 は 不憫に 感 じ、 窃 に 齋藤實 盛に 託した。 すると 實盛は 義仲を 信 濃に 送り、 

その 母の 夫なる 中原 兼 遠に 託した。 兼 遠 は 木 曾で 養育した の で、 世 に 木 曾 次郞と 

稱 する。 かくて 治 承 四 年に 以仁 王の 令旨 を 奉 じ、 兵 を擧 げて賴 朝に 應 じ、 國 中の 諸 

ナガ モチ 

城を從 へ、 叉 東の 方 上野 を も 定めた。 翌養和 元年 六月に は 越後の 城 長 茂と 戰 つて 

之 を 破り、 その 國 郡に 入った。 九月 平 通 盛、 同 經正 等が 來り 攻めた が、 之 を 越 前に 破 

り、 夫 より 越 前、 越 中、 加 賀の 豪族 も 來，^ 屬 し、 そ の 勢が 北陸に 振った。 

〔吾妻 镜 1 九月 三 曰 If  越後 守資 永 iij 任 >-勅 命： 駔 ft 當國 軍士 等- 擬. 攻 木 曾 冠者 義 
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(長 茂) 城 

郭 v?- 構 ふ 


艇 朝と 義 

仲との 不 

和 
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仲， 之 處、 今 朝 頓 滅、 是 蒙，， 天 譴， 歟、 

從 五位 下行 越後 守 平 朝臣 資永、 

城 九 郞資國 男、 母將軍 三郞淸 原武衡 女、 養 和 元年 八月 十三 H 任 叙- 

〇 四日 丁 丑、 木 曾 冠者 爲，， 平 家 追 討； 廻，_ 北 陸 道； 而 先陣 根 井太郞 至，， 越 前國水 

盛 朝臣 從 軍； 巳 始，， 合 戰-云 云、 0 九月 十五 曰  一 ,1 爲. 追^ 木 曾 冠者 義仲 主， 所. 

陸 道-平 氏 軍兵 等、 悉 以 歸-京 都； 已 屬_- 寒 氣： 在 國 難治 之 由、 雖" 成 _ -披 露； 眞 實 之 體- 

之 武 略-之 故 云々、 〇 廿 八日 丙 申、 越後 國拔 四郞永 用、 於- >越 後國小 河庄赤 谷； 

剰 奉 Jli, 妙 見 大 菩 薩； 奉， 咒 源 家， 由、 有，， 其 聞； C 十月 九 曰 丙 子、 越後 住人 城 四 

相嶽 兄 資元？ 國 跡； 欲. 奉. 射，， 源 家； 1 は.？  is  I  f 龍が g  * 仍 今日 曾 冠者 

率 北陸 道 軍士 等； 於，， 信 濃 國筑摩 河 邊； 遂， -合 戰； 及. 晚 永 用 散 走 云々、 

是 より 先 き、 甲 斐の武 田 信義の 子に 信 光と いふ 者が あった が、 そ の 女を義 

子義 高に 妻 はせ ようとした。 然るに 義 仲に 義光を 侮って 之を聽 かな かつ 

信 光は銜 むと ころが あつ て、 義 仲が 自立の 計 ある こと を賴 朝に 讒 した。 (思 

j: 本の 平家物語 によれば、 義 仲の 嫡子 義高 は 0 永 二 年に 於て 僅に 十一 歲で 


津； 與，， 通 

_發 あ 北 

怖 =義 仲 

一？？ "古 孑 一 

良， ガ月 

義仲、 引" 

仲の 嫡 

たので、 

ふに 長 

あ る a  . 


信 光の 女 の緣談 は、 こ の 年 か、 若く は その 前年と 思 はれる ので. 年齢から 考へ れ ば、 少 

少 不審に 思 はれる。) こ，/ に 又 源 行 家 織 5 のは賴 朝に 向って 領國を 給 はらん こと 

を 請うた 所が、 賴朝は 之を聽 かないで いふ や う、 我 は 自力に よって 關 東六ケ 國を從 

へ、 木 曾 義仲も 亦た 信 濃、 上 野の 兵 を 以て 北陸 道 五 國を從 へた。 されば 御身 も 自力 

を 以て 諸 國を從 へて は 如何と。 蓋し 行 家が 屢.^ 敗戰 して 功が 無かった か ら， 之 を 

激勵 する 意に 出で たもので あらう。 然るに 行 家 は 賴朝を 以て 賴 むべ から やとな 

し、 去 つて 木曾義 仲に 屬 したので ある。 折も折と て、 この 際、 信 光の 讒 言 があった の 

で、 賴朝は 大いに 怒って 壽永ニ 年 三 月、 兵 を率ゐ て 信 濃に 進み 義仲を 討たん とした。 

すると 義仲は 今 井 兼 平、 樋 口 兼 光 等 を 召して 和 戰の事 を 評議した。 將士等 は戰は 

ん事を 請うた が、 義仲 のい ふや う、 保 元以來 我が 宗族 は 動もすれば 互に 殺戮して 世 

の 笑を貽 した。 今 平家 を 滅ぼさく る に賴 朝と 爭 ふの は 得策で ない。 我 は 暫く 彼 

の 鋒 先 を 避けよう とすると て、 返 いて 越後に 至った。 賴朝は 之 を 聞きて 兵 を武藏 

に 還 し、 人 をして 義仲を 責めし めて い ふや う、 方 今、 平 氏 は 朝廷 を 蔑 如して 居 る、 就 い 

て は 我と 足下と は 力 を 王室に 盡 すべき 時で ある。 然るに かの 不都合なる 行 家 を 
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保護す る は 何故で ある か、 若 し 二心がないなら ば、 行 家 を 出 せ. も し 夫 も 叶 はすば 淸 

水 冠 者 (義 仲の 嫡子 義 高) を 遣 はせ、 我 は 子と して 之 を 養 はんと、 玆に 於て 義： g: は義高 

を 質と して 出 し、 賴 朝 は その 長女 を 以て 之に 妻 はせ たので ある。 

按 する に當 時の 詳細 を徵 すべき もの は 平家 物 語、 源 平 盛衰 記の 外に はな い。 

この 時義 仲の 取った る 態度 は穩 健に して 宜しき を 得た ものと 思 はれる。 かく 

ィ ヒナ ヅケ 

て その 嫡子 義高を 質と して 賴 朝に 送 り、 賴 朝 は その 長 女 (大 姬 君) を 以て 之に 許嫁 

したので あって (觸 關 g 鮮^  i.  f  、：9 この 事 は 實錄の 書に も 見えて 居る。 さ 

れど その後 再び 賴 朝と 義 仲との 平和が 破れた ので、 賴朝は 人に 命じて 義高を 殺 

さしめ た。 

r ミ W  ajill4'j^ 勿 吾 J 治 承 四 年 八 月、 山 木 判官 

S  0> 本 ず ^ ま 」 平 兼隆誅 滅の條 

さる 程に、 佐々 木の 兄弟 未の 時計に 北條へ はせ つ /、、兵 衞 佐 (賴 朝) あはせ の 小袖 

に 藍摺の 小ば かまば かり 着 て、 ゑ ぼし 押入 て、 姬 君の 二つば か 上に §s 姬) にや 

ま し C けん を 側に す へ 奉り て、 云 々、 


義仲 その 

子義 高，^ _ 

貧と す 


義 高誅ぜ 

らる 


木 曾 殊に 引 繕 ひて 對面 す、 木 曾 申け る 

殿 (I) は 鎌 倉 殿の 御爲に も- 義 仲が ため 

され 候 間、 す げなく あた 奉らん 事、 其 

こそ 候 へ、 それ を 出す か 出さぬ との 仰 

いかで か 出し 參らせ 侯 はんと も、 出 し 

にて 候へ ば、 何 事 も 仰に 從 ひて 參らせ 

くに 思 召され 候べ し、 義 仲 一方へ むか 

得て 申され 候べ しと て、 歲 十一 歳に 成 

〔吾妻 鏡〕 四月 サ 一 曰 fjf  I 自， 去 夜； 殿 中 聊 

勅 勘； 被 之 間、 爲，， 其 子； 其 意趣 尤 依， 難 k 

近壯士 等； 女房 等 伺，， 聞 此 變； 密 吿 * 姬 公 

, 假，， 女 房 之 姿； 姬 君 御 方 女房 圍， 之 出、 而 海 

右； 片 時 無，， 立 去； 仍 今 相，， 替 之； 入，， 彼 帳 臺； 臥， 

居 所； 不， 改，， 日 來 形 勢； 獨 打，， 雙 六； 志 水 好，， 雙 

第二 平氏の 與 亡と 其 事業 


は、 御 使お のく 心得て 申 給へ、 十 郞藏人 

に も、 伯 父に てお はする 人の 打賴 みて 越 

憚 少なから す 侯 ほどに、 只 有 か 無 か にて 

せ は、 存 の 外にお ぼえ 候、 お やかたな ど を 

參ら せじと も 申 候 へ き、 淸 水の 冠者 は 子 

侯 ベ く 候、 義 仲が 參 りて 宿直 宮 仕の ごと 

ひ 候 ど も. 御 代官に てこ そ 候へ と、 能 々 心 

淸水 冠者 (義 高) を 呼出して， 云云， ， 

物 忿， 是 志 水 冠 者、 雖， 爲，， 武 衞 御 聲； 亡 父 已 蒙，， 

可 ，被 之 由、 內 々思 食 立、 被お， 含 此 趣於昵 

御 方； 仍志水 冠者 廻， 計 略； 今 曉 遁 去 給、 此間、 

野 小 太 郞幸氏 者、 與，， 志 水， 同 年 也、 日 夜 在，， 座 

宿 衣 之 下； 出， 髻 云 々、曰 闌 後、 出，， 于 志 水 之 常 

六 之 勝 負； 朝 暮 ^乏、 幸 氏， 必 爲，， 其 合 手； 然間、 

.  二 七 九 


燈 山城 陷 

る 


碟並 山の 

培 


義 

が、 そ 

討 せ 

て 之 

之 を 

し て 

つ た 
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至， _于 殿中 男 女： 只 成，， 于 x「 令， 坐 給 思， 之 處、 及. 晚 鋒 

又 分，， 遣 堀 藤 次 親 家已下 軍兵 於 方々 道 路； 被. 仰， 

〇 廿 六日 堀 藤 次 親家郞 從藤內 光澄歸 參. 於 X 

雖. 爲 -密 儀； 姬 公 已 令，， 漏 聞， 之 給、 愁 歎 之 餘， 令. 斷，， 漿 

心 中； 御 哀傷 殊 太、 然 間、 殿 中 男女 多以 含，， 歎 色： 云 

仲 はかくて 賴 朝との 和解が 出來 たので 是か 

の 年 3 1) の 四月に 廷議 があって 右近 衞中將 

しめた。 そこで 義仲は その 部 將仁科 守弘、 林 

を 防がせた。 平 泉 寺の 長 更齊明 は 初め 源氏 

誘 ひ、 城 は 遂に 陷 つた。 そこで 平 軍 は 勝に 乘 

んで 般若 野に 屯した。 義仲は 今 井 兼 平 をし 

越 中に 入 り、 六 動 寺に 至 り. か くて 五月 十一 日 

ので ある。 

並 山の 戰に 於て 平 軍が 大敗 をな し、 そ の 死傷 


二八 〇 

露顯、 武衞太 忿 怒 給-則 被， 召，， 禁 幸 氏： 

可，， 討 止， 之 由； 姬 公 周章々 々 節， 魂 給. 

間 河 原； 誅，， 志 水 冠 者， 之 由 、申. 之 此 事 

水， 給、？ 謂，， 理 運； 御 臺 所 又 依. 察：， 彼 御 


云、 

らは益 i 諸方の 

平 維 盛 等 を主將 

光明 を 越 前に 遣 

に屬 した が、 後 ち 

じ て. 諸 城を陷 れ- 

て 之 を 伐；；！ しめ. 

礪並 山に 於て 大 


經略 に 從 事した 

として 義仲を 追 

はし、 嫁 山城に 據 

平 軍に 內應 して 

越 中前 司： 牛 盛 俊 

自ら も 越後 を發 

いに 平 軍 を 打破 


者の 莫大であった 事 は 平家物語 


北陸 道の 

官軍 敗績 


官軍 四 萬 

餘騎 過半 

は 死傷す 


などに あるの みなら や、 實 錄の 書に も 見えて 居る。 卽ち 

〔玉 海〕 五月 十六 曰 1^  I 去 十一 曰 官軍 前 鋒 乘 入，， 越 中 國： 木 

. 行 家、 及 他 源氏 等迎 戰、 官 軍 敗績、 過半 死 了 云 々、〇 六月 四日. 

績. 今 曉 飛脚 到 來、 官 兵 之 妻子 等、 悲 泣 無 fel 云々、 此事去 一 日 

六 波 羅之氣 色事 損 云々、 〇 五 日、 (I) 前 飛 驊守有 安 來、 語-官 軍 

之 勢、， 甲 胄 1 之 武士， 僅 四五騎 許、 其 外 過半 死 傷， 其 殘 皆 悉 弃， 

鋒； 甲 兵 等. 併 以 被，， 伐 取， 了 云 々、盛 俊、 景 家、 忠 經等、 V  職， 

引 クタ シ天逃 去、 希有 雖，， 存 命； 不 僕 從 一 人， 云 々、凡 事體 非， 

□  □ 敵軍 攙 不， 及，， 五 千騎， 云々、 彼 三人 郎等、 大將軍 等、 相^ 權 

この 記事で 見れば、 平家 方の 損害 は實に 甚だしく、 四 萬餘騎 

る 武士 は 僅に、 四五騎 で. その外 過半 は 死傷 し. 生 き殘っ た 者 は 

林に 交 はり、 越 中前 司 盛 俊 以下の 勇士 も僕從 一 人 を も 連れす、 

去った と ある。 少々 仰山な 書き方の やうで は ある が、 當 時 か 

ものと 見える。 而 して 源氏の 軍 碧 は 凝に 五 千騎に 及ばす と 

第二 平氏の 興亡と 其 事業 


曾 冠者 義仲、 十 郞藏人 

傳 聞、 北 陸 官 軍、 悉 以 敗 

云 々、早速 風聞 雖. 有嶷" 

敗亡 之 子細； 四 萬餘騎 

物 具， 交，， 山 林； 大 略 爭，， 其 

, 蘇 第 各 小 帷前結 ァ本鳥 

直 也 事： 誠 蒙， 天 之攻， 歟、 

盛， 之 間、 有，， 此 敗 「云 々、 

の 軍勢 中 甲冑 を帶す 

槪ね物 具 を棄て 、山 

編1 を 引きく だして 逃 

、る 傳說が 行 はれた 

書いて ある。 五千騎 

二八 1 


の 源 

る 0 

ま 

に 揭 

國 を 

方 か 

羅 に 

大字 

ラ 

折に 

る の 

盛衰 
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家 


第二 卷 

方 は 四萬餘 騎で斯 


軍に 對し て、 平 

の狀況 について は 自分が 


た 此の 

げ る。 

づ倶利 

分界し 

ら 進む 

至る の 

で、 是か 

か k る 

である 

記 に 「源 


な 

ら 

、今 

氏 


け る」 と あるの 


近 


羅附 

力 /\ 

す れ 

あ る。 

道が 二 

日の 鐵 

竹 橋 は 


の 地勢 

要害で 

、先づ 津 

呢カ 

つに 分 

道 線路 

倶利伽 

の 1 手 は 樋 口 

は 之で ある。 


V6、 


の 大略 を ^一目 

あ る。 礪波 

幡驛と 云 ふ 

ら 東方 約 一 

れ、 南 なる は 

はこの 九折 

羅合戰 の 際 

兼 光大 將に 


二八 二 

( の 事と 思 はれ 


な 敗 を 取る と は. よ 

に 記した ものが あるか ら、 そ の 要領 を 左 


の 


ば、 加 賀と越 中の 境 

は その 主要なる も 

が ある。 同驛 から 

タケ ノハシ 

にして 竹 橋に 至る- 

道で、 倶利 伽羅に か 

に 添 ひ 九折 隧道 をく 

氏の 1 將が 搦手の 方へ 

笠 野、 富 田 を 打 廻、 竹 橋の 


で 

〕 之 


連山 

あ る 

ま 旦ハ 

• 北な 

つ て 

向 つ 

溺 HT 


があって 兩 

a 金澤 市の 

して 倶利伽 

利 伽羅 村の 

ヅヅ 

るず 道 は 九 

イス ルギ 

石 動 驛に至 

た 所で、 源平 

に こそ 向 ひ 


竹 橋から 俱利 伽羅へ か、 るに は 道路が 中々 險蛆 である。 この 峠 を 登って 頂上 


l;s:3-2 ま 


國 。*- ゅ識さ B  f  一二 I 


^  ft 

* ほ S!i:J5l 义嫺 ifJb な》 ゥ いお Bf^  I 


に 近い 所に 手 向 神社が ある。 もと 此處に 

の 名は是 から 起った ので ある。 今 も 不動 

寺が あつたと 云 ふ。 それから 頂上に 登 b 

は 越 中の 平原 を 見お ろ し、 大 層 風景の よい 

も 眼下に 見 え. 萬 葉 集で 名高い 射 水 川な ど 

北海に 出 る. 舊 國府 のあった 地點 など も (六 

かく 廣 いので ある。 

頂上から 少し 越 中の 方へ 下る と 猿 馬場 

猿 馬場 は 日 枝 神社の 猿に 因んで 名付けた 

陣取った 所な ので ある。 而 して その 大敗 

に 在る。 馳込谷 は 袋の 底の やうに なつ • て 

ぢ 登らね ば 退路が な い、 夜 中で は ある し、 殊 

たの も 無理 はない と 思 はれる C 猿 馬場に 

義 仲の 寢覺の 山 か 月 かなし 

第二 平氏の 興亡と 其 事業 


は倶利 伽羅 不動明王が あって， 倶利 伽羅 

池な ど 云 ふ ものが ある。 もとは 大きな 

つめる と國見 丘と 云 ふの が ある。 此處 

所で ある。 義 仲の 陣取った 般若 野な ど 

も、 溶 々として 流れ、 二 上 山の 麓 を 通つ て 

動 寺 附近) こ の あたりで あつ て、 眼界 は な 

に 至る。 此處に 日 枝 神社の 小社が ある。 

ものと & はれる。 この 猿 馬場 は 平 軍の 

して 逃 込んだ 馳込 谷と 云 ふの がス グ下 

居て、 一 旦逃 込んでも 又 向 ふの 山麓へ 攀 

に 急峻な 谷底で あるか ら、 平 軍が 狼狽し 

色蕉の 碑が あって、 

二八 三 


戰 爭の經 

過 


I い 

是 か 

國 八幡 

「夏山 の 

{ 呂と 申 

のは是 

動驛か 

倶利伽 

る 0 俱 

る。 平 

した も 

て 居る 

是か 

形， t 舞 
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ふ. R の あるの は殊 


ら又急 

宮と云 

綠 りの 

す そ -と 

である _ 

ら 埴生 

羅驛ま 

禾仂, 

軍 はこ 

のと 見， 


な 坂路を 

■ 祭 神 は 應 

の 間より 

ね、 手 書 き 

以上 通つ 

八隨宫 ま 

約 三 里 半 

戰 の 際、 源 

兩路の 偵 

る 0 なま 


ので ある。 

ら戰 爭の經 過を陳 

じて 諸 城を陷 れ、 越 


下 

朱 

* へ 

中 


卷 

或 力 

つ て 

天皇. 

の 玉 

大夫 

來 た 

十七 

あ る ( 

の 軍 

を 怠 

の 外 

よ ラー 

ぎ 一 一口 


深 い 

行く 

神 功 

覺 明 

と こ 

町、 猿 

》 中 

-^、 之 


と 

の 

志 


平 軍 

盛 俊 等 


墙生 

后 等 

見 え 

し て 

は 之 

場 ま 

坂に 

兩 路 

す 

雄 道 

は 前 

よ 進 


ん 


八幡 

あ る 

，か た 

勝 祈 

中黑 

一 里 

し て 

ら も 

防禦 

い ふ 

も 陳 

で般 


の 傍に 至る。 之 

リ 俱利 伽羅 合戰 

そぎ 作り の 社 あ 

禱の 願文 を 捧げ 

坂と 云 ふので あ 

十 七 町、 國 境 ま で 

南 黑 坂、 北 黑 坂 な 

進んで 平 軍 を 包 

が 無かった のが 

のが ある。 之 は 

ベた 通 り、 嫁 山 城 

若 野に 至った の 


二八 四 

よ 今 よ 

り、 あ れ 

しめた 

る。 里 

一 里 二 

ど 云 ふ 

園した 

大敗の 

能 登！^ 

を陷れ 

である" 


縣社護 

義 仲が 

は If の 

と 云 ふ 

程 は 石 

十七 町 

のが あ 

ので あ 

因 を な 

に 添 う 

てから 

V これ 


に對 する 木曾義 仲の 作 戰計畫 は 長 門 本 平家物語に 詳記され て ある。 その 文に 曰 

く 

. 十 一 日、 平家 十 萬餘騎 の 勢 を 二手に 分 て、 三 萬餘騎 をば 志 雄の 手に 向けて さし 

遣 し、 七 萬餘 騎をぞ 大手へ 向け て、 越 中前 司 盛 俊が 一 萬 五 千 餘騎を 引 分 て、 加 賀 國 

を 打 過て、 終夜 砥波山 を 越て、 中黑 坂の 猿が 馬場に ひか へ たり、 木 曾 (I) 是を 聞て. 五 

萬よ きを 相 具し て、 越中國 へ 馳せ越 て、 池 原の 般若 野に こそ 控へ たれ、 (I) 宮崎 (I) 申 

ける は、 此砥波 山に は 三 の 道 候な り、 北黑 坂、 中黑 坂、 南黑 坂と て 三 候 • 平家の 先陣 は 

中黑 坂の 猿が 馬場に 向へ て 候 也、 後 陣は大 野、 今 湊、 1^ 家、 津 幡、 竹 橋なん どに 宿して， 

候 也、 中 の 山 はすいて ぞ 候ら ん、 よ も 續き候 ま じ、 南 黑 坂のから めて は楣六 郞親忠 

千騎の 勢に てさし 廻し て、 鷲 が 島う ち 渡りて 彌生 山へ 上る ベ し、 中 黑 坂の 大將軍 

は 根 井小彌 太、 千騎の 勢に て倶利 伽羅 を 廻， -て、 彌勒 山へ 打合せよ， 北黑 坂の 大將 

は、 巴と いふ 美女 千騎の 勢に て 安樂 寺 を 越て 彌勒 山へ 押 寄 て、 三 手が 一手に 成て 

鬨を 作るなら ば、 搦 手の 鬨は よも 聞え じ、 平 家 後陣の 續 きて 襲と 思 ひ て、 後 へ 見 返 

ら ば、 白 旗の いくら も 有らん をみ て、 源 氏の 搦手 廻りたり と 心得 て、 あ わて ながら、 

第二 平氏の 興亡と 其 事業，  二八 五 
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鬨を合 候 はんやら ん、 其 時 鬨の聲 聞え 候 はんすら ん、 其 時 搦手 は 廻りに けりと 心 

大勢に 押 寄に 押 寄すなら ば、 前 に はいかで よるべ き、 後 に は 搦手 あ， 5 

く て、 南 の大 谷へ 向けて 落 候 はんすら ん、 矢 一 射す とも 安く 討ん する 


得て- 是 よ- 

逃べき 方な 

ぞと 申け る 

平家物語 に 

攻擊し た と 書 

る を 待つ て、 兩 

、 ^或 二  UL 

た 平家物語に 

木 曾 は 黑 

六 段 隔て k 

平家の 方よ 

あ ひしら ひ 

音に 平家 の 


は 種 

い て 

翼 か 

を あ 


坂の 

お の 

り も 

て、 源 

陣 へ 


々の 異本 も あるの で、 本 によって は 或は 七 手、 或 は 五 手に 別れて 

あるの も あ る が、 鬼 も かく 義仲は 宫崎太 郞の策 を 用 ひ、 曰 の暮る 

ら平軍 を包圉 して. 攻擊 する 策 を 立 て、 自 身 は中黑 坂に 向つ て 善 

ひしら つて 日沒を 待って 居た ので ある。 而 して 其の 次. 第 も 亦 

てあつて 次の 如くで ある。 

北の 麓に 松 長、 柳 原 を 後に し て、 南 向に 陣 をと る、 兩 陣の間 僅に 五 

たて をつ き 向へ た り、 木 曾 は 勢 を まち 得ても 合 戰を急 が や、 

進 ま す、 鬨 の 聲三ケ 度合て 後 は、 靜 り 返， 9 てぞ みえけ る、 し ばらく 

氏の 陣の 方よ，..' 精兵 十五 騎を楣 の 表 へ 進ませ て、 十 五の 鏑を同 

ぞ射 入け る、 平家 少しも さわが す、 十 五騎を 出し合せ て、 十 五の 鏑 


を 射返す 

手の ま は 

しけ る こ 

親 忠、 八 島 

の 上より 

二 萬 餘騎、 

夥 し、 平 家 

に、 閧を作 

れ ば、 搦 手 

れ ば え す 

れ ぬ、 案内 

りの 巖石 

り、 前 に 落 

る、 父 落 せ 


、中ノ  > 

る を 

そ は 

E 良 

さ し 

同時 

は 北 

り P 

へ 向 

ゝ ま 

は 知 

を 閽 

る も 

ば 子 


くす る こと 辰の刻 

待 て、 日 を暮 さんと 

かなけ れ、 去 程に 日 

-落合 五郎 を 先と し 

迴 し て、 鬨 を どっと 

に 鬨を作 る、 前 後 四 

は 山巖石 也、 夜 軍 よ 

たり けれ ば、 東 西 を 

ひぬべし ともお ぼ 

す、 後 へ も 引返され 

ら す、 力 及ばぬ 道な 

の 夜に 我先にと 落 

の 後に 落す 者に ふ 

も 落 す、 子 おとせば 


より 巳の 

する 謀 は 

も くれが 

て、 一 萬餘 

萬 餘騎が 

も あら じ 

失 ひて あ 

えさり け 

す、 鳥 に あ 

れ ば、 心 な 

ちけ る 間 

まれ 死ぬ 

父 もつ V- 


時 迄六ケ 度に 


知 

クし 


を 

-夜 

後 


らゃし て 

こ 成 こナ 

の 勢に て 

け れ ば、 黑 

め く 聲、 谷 

明けて ぞ 

て さわぐ- 

も の を、 い 

ねば 天へ 

す 南 谷へ 

につらぬ 

に 落す 者 

い 王 落せば 


及べに 平家 は 源氏の 搦 

にあ ひしら ひて 日を暮 

ば、 今 井 四郞兼 平、 楣 六郞ー 

家の 陣 のうし ろ、 西 の 山 一 

口、 柳 原に 控 へたる 大手 一 

ひ かし 峯に ひびきて 一 

らんと ゆだんし ける 處！ 

は 山 深く して 嶮か. 9 つ： 

5/ せんす る、 前 は 大手な 一 

のぼら す、 日 はすで に暮ー 

けて ぞ 落しけ る、 さ ば か ； 

れ 岩に 打れ て も 死にけ 一 

今 落す 者に ふみ ころ さ 一 

等 も 落 重なる • 馬 に は 人、 一 
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人 に は 馬、 上 が 上に 落 重 な り て、 く りから が 谷 1 をば 平家の 大勢に て馳埋 てけ. 0  0 

か や う な 譯 で、 平 軍 は 全敗す るに 至った ので ある。 ー體、 この 時 源平 兩 軍の 兵數 

は どの位あった もの かとい ふに、 平家物語に は 平家の 方 は 十萬餘 騎， 源 氏の 方 は 五 

萬 餘騎と ある が、 之 は餘り 多き に 過ぎて 信じ 難い。 玉 海に 平 軍 四 萬、 源 軍 五 千除騎 

と あるの が 實數に 近い かと 思 はれる。 嘗て 金澤 市に ある 步兵第 六 旅 圑の圑 長 首 

藤少將 の此戰 爭に關 する 講評 を 見た が、 それに よれ ば、 平 家 は 大軍を 擁しながら 返 

嬰 主義 を 取 り、 早 く 源氏の 軍 を衝か す、 ま た 南北 雨黑 坂の 偵察 を 怠つ たの は 敗因で 

あ り、 源 氏 は 又倶利 伽羅の 合戰に は 大勝 利 を 得て 居な が ら、 追 擊が 甚だ 緩慢で あつ 

たの は 遺慽 であると 言 つて ゐる。 之 は 適評で あらう。 

とも 角 もこの 俱利 伽羅 峠 は 兵略 上 重要な 地點 であるか ら、 承 久の亂 の 際に も、 官 

軍 は 此處で 東軍 を 喰 止めようと したので ある。 壽 永の 際、 平 軍 は 此處で 敗れて ia{ 

に 安 宅、 篠 原 等の 戰に又 敗北 し、 源 氏の 軍 は 之 を追蹤 して 京都に 迫 り、 平 氏 は 遂に 西 

海に 落つ るの 止むな きに 至る ので あるか ら、 こ の 一 戰は 平家に 取って は 容易なら 

ざる 打 擊を與 へ られ たものと い ふべ きで ある。 


(五) 平氏の 覆滅 

一、 平氏の 不人氣 及び 其 西 走 

東 國の賴 朝 や 木曾義 仲が 兵を擧 げた ばかりで な く、 西 國 にも 平氏に 叛 くもの、 

あつたの は 意外の 事柄と いふべき である。 卽ち治 承 五 年 S れ 二月に は 肥後國 

の 住人 菊池隆 直. 豊 後國の 住人 緖方惟 能 等が 先づ 平氏に 反旗 を ひるが へ し、 同 年 閏 

二月に は、 ま た 伊豫 國の 住人 河 野 通 信、 越 智通淸 等が 平氏に 叛 き、 同 じく 九月 六日に 

は 紀州熊 野の 別 當湛增 等 も年來 平氏に 附 いて 居た にも 關ら す、 ま た 源氏に 通す る 

に 至った。 前大相 國淸盛 は、 是ょ り 先き、 賴 朝が 石橋 山の 敗 後、 一 旦房總 の 地へ 遁れ 

た が、 再 び 兵 を 擧 げ、 之 に屬 する 者が 多い の を 聞 き、 平 維 盛忠度 等を將 として 征討せ- 

しめた が、 富 士 川の 戰に 於て 平 軍が 敗走した. の で、 大 いに 怒って 更に 平宗盛 等を將 

とし、 之 を 追討せ しめる 手箬 であった が、 こ の 年 sfAMr- 柳 二月の 頃から 病に か、 

つお ので、 暫く 出發を 延べられた。 然るに 淸 盛の 疾 は.^ 第に 重り、 殊に 發 熱が 甚だ. - 

し く、 燒 くが 如くで あ り、 藥 石 も 祈禱も その 効な く、 遂 に閏 二月 四日に 六十 四歲を r 

期と して 薨す るに 至った。 傳 へる 所に よれ ば、 彼 は 死に 臨み 遺 言 する や う、 「我 は 保 
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元 平治以 來、 度 々朝敵 を 平 げ、 勸 賞 も 身に あま ，9、 官 位 も 太 政 大臣に のぼ ^、子 孫 兄弟 

榮華を 開 き、 殊 に當 今の 外戚 ともなって 居る 事で あるか ら、 思 ひ 殘す事 は 更にない 

が、 唯 一 つ 恨と する は、 賴 朝の 頭 を 見やして 死ぬ る 事で ある。 我が 歿したり とて 堂 

塔 を 造る に 及 ば す、 ま た 供養 を營 むに も 及ばぬ か ら、 唯 賴 朝が 首を切つ て 我が 墓 上 

に 掛け よ、 そ れ のみが 孝養の 報恩で あ る」 と 言 つて 歿した とい ふ 事で ある。 

〔吾妻 鏡〕 閏 二月 四日 g  f 戌尅、 入道 平 相 國薨、 g 舰剛總 自 ：- 去 月廿 五日-病 惱云 々、遺 

言 云、 三 个曰 以後 可 葬 之 儀； 於，， 遺 骨， 者 納，， 播 磨 國山田 法 花 堂； 每，， 七 日， 可， 修， 如お 佛 

事； 每 曰 不， 可， 修， 之、 亦 於，， 京 都， チ可， 成，， 追 善； 子 孫 偏 可， 營-束 國歸往 之 計-者、 

〔玉 海〕 閏 二月 五日、 天 晴、 禪 門 薨 逝 二 定也 云 々、(|) 昨 日 朝、 禪 門 以き 實 法眼 ( 1-i  、絲 f 

は 1 賊 奏，， 法 皇， 云、 L 愚〕 僧 早 世 之 後、 萬 事 仰， 付 宗 盛， 了、 每 事 仰 合、 可 ，被，， 計 行-也 云 々 者、 勅 答 

不 ，詳 、愛 禪 門 有，， 含. 愁 之 色； 召，， 行 隆-仰 云、 天 下 事、 偏 前 幕下 之 i 取 也、 不. 可 異 論-云 々、非- 

. 啻東國 之 寇； 又 有，， 中 夏 之 亂， 歟、 云 々、 

准三宮 入道 前 太 政 大臣 淸盛 I  I 者、 生，， 累 葉 武士 之 家； 勇名 被 、平 治 亂逆以 後、 天 

下 之 權、 偏 在，， 彼 私 門； 長女 者始 備，， 妻 后； 續 而 爲，， 國 母； 次 女 兩 人 • 共 爲-執 政 之 家 室 (長 嫡 


就， 中、 去 々年 以降 强大之 威 勢、 滿-於 海 內； 苛 酷 之 刑 罰、 普，， 於 天 下； 遂 衆庶 之怨 氣答， 天、 

四方 之 匈奴 成， 變、 何 況、 魔 ま 天台 法相 之佛， 哉、 只 非， 堙 "滅 佛像堂 舍； 顯 密 正 敎、 悉 成，， 灰 

燼； 師跡 相承 之 ロ決抄 出、 諸 宗 之 深 義、 祕 密 之 奥 旨、 併 遭 =囘 祿； 如お 之 逆 罪、 無， 非-彼 之 

〔唇 吻〕； 倩 案，， 修 〔因〕 感 果 之 理； 爲-, 敵 軍- 亡= 其 身； 被 首 於 戈 鋒； 可 骸 於 戰 場； 免，， 弓 矢刀劎 

之 難； 病 席 終^、 誠 宿運 之 貴、 非 X 意 之 所^ 歟、 但 神 罰 冥 罰 之 條、 新 以 可^、 日 月 不& 

, 地 、爱而 有 ％^ 者 歟、 此 後 之 天下 安 否、 只 奉 &,, 伊 勢 太 神宮、 春 曰大明 种， 耳、 

〔長 門 本 平家物語〕 廿八 H に は 太 政 入道 重病と 成 給 て-六 波 羅邊騷 ぎ あ へ り、 樣 々 

の 祈禱共 始められけ ると 聞え しか ば、 さ みつ る 事 をと ぞ 貴賤 さ.^ やきつ 、や 

き け る、 病 付 給へ る 日より し て、 白 き 水 を だに 咽 へ 入 給 は や、 身 の內 あっき こと 

火の 燃える がごと く、 臥 給へ る 二三 間內へ いるもの は、 あ つ さたへ がた け れば、 

近く 寄る もの 希 なり、 (Jj 閏 二月 二日、 二位 殿 あっさ はた へ がた けれど も、 屛 風 を 

隔 て、 枕 近く 居 寄て 泣々 宣 ひける は、 御 病氣 日日に 重く 成て 賴 すくなく みえ 給 

ふ。 御 祈に 於て は 心の 及ぶ ほど は盡 しつれ ど も、 そ のかろ み もな し、 今 は 1 筋 
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に 後生の こと を 祈 給へ、 又 思 召 置ぐ 

くるしげ 成聲に て、 息 の 下に 宣 ひけ 

握り、 世 を 保つ 事廿三 年、 何 ご とか は 

て、 自 らを 傾けん とせし もの は、 時 日 

て、 營 花旣に 子孫に 及べ り、 一 人と し 

ら ぶる 人な し、 され ども 死と 云 ふ こ 

そ始て 驚か め、 但 し 最期に 安から す 

つる ことのみ こそ ロ惜け れ、 死 出 の 

に は、 追 福 作 善の いとなみ 努々 有べ 

に 懸 よ、 そ れをぞ 草の 陰 にても 嬉し 

ば、 深く 此旨を 存じて、 賴朝 追討の 志 

と 遺 言 し 給け る、 (I) 七 曰と 申に あつ 

ぎの、 し る、 京 中は廑 灰に けたてら 

も靜 かなら す 二 天の 君い か 成 こと 


二 九 二 

事 あら ば、 い ひ 置 給へ と 申され けれ ば、 入 道 

る は、 我 平 治 元年より このかた、 天下 を 掌に 

心に かな は ざ り し、 四 海；^ 足の 下に 靡かし 

を 廻ら さす 忽に滅 し き、 帝 祖太政 大臣に 至 

て 背く 者な かりし かば、 1 天 四海に 肩 をな 

と は 人 每に有 を や、 我 一 人が ことならば こ 

と 思 ひ 置 こ と あ り、 流 人賴 朝が 頭 を 見 ざり 

山 を 安く 越べ しと も覺 え す、 入 道 死して 後 

か ら す、 相 かまへ て賴 朝が 頭 を 切 て、 我 は か 

と は 思 はんす る、 我 を 思 はんする 子供 侍ら 

を 先と し て、 佛 經 供養の 沙汰に 及べ から や 

さ 死に 死た まひけ り、 馬 車 はせ 違 ひ 上下 騷 

れて、 暮れの やみに ぞ 有け る、 禁 中 仙 洞まで 

のお はし まさん も、 是 ほど に は あら じと ぞ 


淸 盛の 死 

と 其 影響 
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重要 政 
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首 魁 

力 ヰ 
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策と 


みなら や、 今 年 六十 四に ぞなり 

きに あら ざれ ど も、 宿 ^ た ち ま 

る 行 もな けれど も、 佛 力 神 力 も 

な し、 數 萬騎の 軍兵 有し か 共、 ご 

多 けれど も、 め いどのつ かひ を 

しもの も、 許 多 有し かど も、 誰 か 

一 人 こそ 越 給 ふらめ と哀 なり 


大打 

言 3 
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家の 
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考 へ 


海 
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給へ る、 凡 十 迄 ある 人 

ちに 盡き て、 天 の責 のが 

、事に より 時に 從ふ 事な 

くそつ のせめ をば 防ぐ 

ば L 〔湖つ るに 及ば す、 命 に 

は 一 人と してつき 從ふ. 

,9 置し 罪業 計り や 


つた 事 は 

で も 推 想 

ことで あ 

將の 位置 

も 皇 室 と 


い ふ 迄 も 

されよ. 5 

るの で、 r 

に 立 たれ 

の 御 間柄 

て、 淸盛 薨去 の 後 


、つ 

。 之 

ル収 _ ) 

た の 

を 圓 

一 一 日 
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、朝 家 公家に も 種々 

に 反 し • て 諸 國の源 

勇 氣 づ けられた に 

で あ る： が、 彼 は そ れ 

滿 な- らし む ことが、 

、卽ち 六日に は 左の 

二 九 111.. 
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如き 事 を 奏上され た。 

宝 海〕 閏 二月 六 日、 前大 將宗盛 卿 奏. 院 云、 故 入道 所行 事、 雖％, 不. 叶，， 愚 意-之 事 等 〔不 .能， 

諫 爭； 只 守，， 彼 命； 所 =罷 過； 也、 於 x「 者、 萬 事 偏 以-院 宣 之 趣； 可 =存 行-候、 先 關東 兵粮 已 盡. 無 

, 力，， 征伐； 如，， 故 入道 之沙 汰>  者、 西 海 北陸 道 等 運上 物、 併勲 定、 可， 宛-, 彼 粮 米-云々、 此條又 

何 樣 可 fe 哉、 若 有， 可，， W 行 1 之 儀， 者、 可 仰 下- 歟、 叉 猶 可. 被-追 討-者、 可"？ 其 旨； 召-公 卿 

等 於 院；. ^議之 後、 奉-一 一 決 之 趣： 可 進 P 也 云 々 者、 

この 奏上の 次第によ つて 見れ ば、 是迄故 入道 (I) の 行ひ來 つたこと は、 强ち 愚意に 

適うた わけで はあり ませぬ が、 諫爭も いたさす に 過し ました。 これから 後 は 萬 事 

院宣の 御 趣意 を 遵奉いた さう と 存じ ま す、 就 て は束國 追討の 事 も 前の 通り 御 決行 

^ばされ まする か、 そ れ とも 御 宥恕に 成られ まする か、 そ の邊 につ いて は 公卿 を院 

に 召されて 議の上 御 決定 を 願 ひます る。 また 追討と 決しまして も、 兵 粮が旣 に 

盡 きて 居， 0 ますから、 故 入道の 沙汰の 如く 西 海 北陸 兩 道の 運上 物 を 以て 之に 當て 

て 宜しう 御座います るか 如何との 次第で ある。 右に つき 群議の 結果 はどう かと 

、< ふ こ、 今更ら 追討 を宥恕 する は 不面目の 至 り、 さ とて 兵粮 米 を どうす る 力と..' 


養 和 元年 

の大 飢饉 


嬰兒 道 

路に棄 つ 


ふ に、 之 も堪へ るに 隨 つて 

不徹底 的な ものであった 

な こ とて、 併も 源平 交戰の 

道路に 餓死す る 者が 數萬 

夫 等の 死人の 額に 阿の 字 

南. 九條ょ り 北の 邊の もの 

とで ある。 まして 京都の 

ベたならば、 どれ 程の 數に 

0 る 0 

〔百 練抄〕 壽永 元年 正月 

院藏 人， 之 輩、 多以 餓死、 其 

乏沽 却、 殆 如 入 家； 仰， 使 

〔方丈 記〕 養 和の 頃 かとよ 

淺 ましき 事 侍 き、 或 は 春 
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沙汰 するとい ふより 外に 方法 は 無い 

. また 當時 (養 和 元年) の^ 饉 

逋 も杜， 絕 した の で、 京都 布 民 


である- 

め に 交 

達 し、 仁 

書いて 

みに て 

ならえ 

し." 7 力 


和 寺の 大藏 卿隆曉 とい ふ 

廻った ところ が、 四 五ケ 月 

も、 そ の 數は四 萬 二 千 三百 

他の 地方に も 及 び、 ま た 更 

わからぬ とい ふ 事が、 鴨 長 


八日、 近 曰嬰兒 弃，， 道 路； 死 骸 滿，， 街 衞； 夜 

以 下 不. 知 、飢 僅 超，， 前 代； 〇 十月 二 

廳， 制 i 之； 然 而 猶 不. 拘乏、 

久しく 成て たしかに も覺ぇ や、 二 

夏 旱魃 或は 秋 冬 大風 大水な ど、 よ 


とい ふ 位の もので、 

とい ふ もの は 非常 

の： 闼 JL ね，. く、 


師 が、 菩 提 

間 に、 京 の 

に 及んだ 

數月 にわ 

の 方丈  言 


のために 

一 逢よ， 0 

とい ふこ 

たって 調 

に 見えて 


强盜、 所々 放 火、 稱，， 諸 

• 京 中 人 屋、 自，， 去 夏； 壞 

が 間. 世 中飢渴 して、 

ら ぬ 事共 打績 きて、 

二 九 五. 
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五穀 悉くみ のら や、 空 しく 春 耕 し、 夏 植 る、 營 みのみ 有 て、 秋 刈 冬 收 る、 そ め き は. な 

し、 是 に 於て 國々 の 民、 或 は 地 を 捨て 、魏を 出、 或 は 家 を 忘て 山に 住、 樣 々の 御 祈 

始 ま ，9 て、 な ベ てなら ぬ 法 ども 行 は る れ 共、 更 に 其 驗 し な し、 京 の 慣 ひ、 何 業に つ 

け て も、 み な もとは 田 舍をこ そ、 賴 める に、 絕て のぼる ものなければ、 さの みや は 

みさほ も 作り 敢 む、 念 じ つ k 樣々 の寶 物、 片 端より 捨 るが 如く すれ ど も、 更 に 

目み たつる 人 もな し、 た まく かふる もの は、 金 を 輕  i  、粟 を 重く す、 乞 食道の 

邊に多 く、 愁 悲 し ぶ 聲、 耳 み て り、 前 の 年 斯の如 く、 辛 くして 暮ぬ、 明る 年 は、 立 直 る 

べき かと 思 ふ 程 に、 剩 さ へ， 疫癘 打 そ ひ て、 ま さる 樣に跡 かたな し、 世 の 人 皆. 飢 死 

け れ ば、 日 をへ つ.^ 究り行 さ ま、 少 水の 魚の たと へ に 叶へ り、 果 に は 笠 う ち き， 足 

ひきつ、 み、 身 よろしき 姿した る 者 ども あ hs  く か と 見れ ば、 則 倒れ伏し ぬ、 築 ひ 

ぢ のつ ら、 路 の 頭 に、 飢 死ぬ る 類 ひ は、 數 もしら す、 取 捨る わざ もな けれ ば、 臭 き 香、 

世界に みち /.^ て、 變 り 行 形ち 有さ ま、 目 も あてられぬ 事 多 か り、 況 や 川原な ど 

に は、 馬 車の 行 違 ふ 道 だ にもな し、 怪 しき 賤山 かづ もカ盡 き. 薪 さへ 乏しくなり 

行 ば、 賴 む 方 な き 人 は、 自 ら家を 毀ち て、 市 に 出て 是を賣 に、 一 人が 持 て、 出 たる 價 


吸の 幼 
ふ 乳 兒 
死 
人 


ひ、 な を 一 曰が 命 を 支 ふるに だに 及ばす と ぞ、 怪 しき 事 は、 斯 は 薪の 中に つ き、 白 

金 こがねの 箔な ど、 所 々に 付 て、 み ゆる 木の われ、 あ ひま じれ り、 是 を尋 ぬれ ば、 す 

ベ き 方 無き もの の、 古 寺に 至り て、 佛 を 盜 み、 堂 の 物の 具 を、 破 り 取 て、 割 碎 けるな 

り、 獨 惡の 世に し も、 生 れ 合 て、 か ゝ る 心う きわ ざ をな む、 見 侍 り し、 又 いと 哀れ な 

る 事 侍りき. さ， 9 難き 男女な ど、 持 たる 者 は、 其 思 ひ增， 9 て、 し ほそき は、 必 す 先 だ 

ちて 死 ぬ、 其 故 は、 我 身 をば 次に なし て、 男 にも あ れ、 女 にも あ れ、 い たはし く 思 ふ 

方 に、 た ま-/ \- 乞 ひたる 物 を、 先 讓る によりて 也、 去 ば 親子 ある 者 は、 定 まれる 慣 

サキ  イト ケ  ， 

ひ に て、 親 ぞ 先立て 死にけ る、 父 母が 命盡 て、 ふ せ る を しらすし て、 幼 なき 子の そ 

の、 乳 房に 吸つ きつ \ 伏せるな ども 有け り、 仁 和 寺 に、 慈 尊院 の大藏 卿隆曉 法師 

とい ふ 人、 か くしつ、 數 しら す、 死 ぬ る 事 を 哀しみ て、 聖 を あまた 語ら ひつ 、そ 

の 首の 見 ゆ る每 に、 額に 阿字 を 書て、 緣を 結ばし む る、 業 をな むせられけ る、 其 人 

敦を しらむ と て、 四 五雨 月が 程、 數 へたり けれ ば、 京 の 中 一 條 より 南、 九 條 よ り 北、 

京 極より 西、 朱 雀より 東、 道 の邊 にある 頭、 都 て 四 萬 二 千 三百 餘 り、 な む 有け る、 況 

や 其 前後に 死ぬ る もの 多 く、 川 原 白 川、 西 の 京、 も ろくの 邊地 など を 加へ てい 
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は IV 際限 も 有べ からす、 いかに 況 ゃ諸國 七道 を や、 

か ゝ る 飢饉が 平 軍の 戰鬪カ を にぶらせた 事 は事實 であらう。 され ど 鬼 も 角 も 

そ の 後、 平 重 衡、 維 盛 等が 主將 として 遣 は さ れ、 墨 股 河の 戰に 於て 一 且 源氏の 軍 (主將 

は 源 行 家、 義 圓 等) を 打破った ので ある。 

賴 朝は淸 盛の 薨去 後、 竊 に 法皇に 奏上す る 所があった。 その 大意に いふ やう、 「臣 

は敢て 陛下に 背き 奉る にあら や、 平 氏 を 除かう と 思 ふ ので ありま す、 聖 意 若し 平氏 

に眷々 たる ものが あらせられるなら ば、 源 平 兩氏相 並んで 奉仕す る こと 往日の 如 

く ありたい 事で 御座いま する」 と。 右に つき 法皇 は宗 盛に 示し 給 ふ 所が あつたが、 

宗 盛が 申 上げる や う は、 「先人 淸 盛の. 遺 言 も 御座， 9 まする か ら、 ど うしても 賴朝を 討 

たなければ なり ませ ぬ」 と。 そこで 此の 事 も その ま. となつ て 了った ので ある。 

〔玉 海〕 八月 一 曰ュを 5  g 又 聞、 去 比、 賴 朝密々 奏， 院 云、 余 無，， 謀 叛 之 心； 偏 爲&, 君 之 御 敵， 也. 

而若猶 不. 可レ被 k,, 亡 平 氏， 者、 如 古 昔； 源 氏、 平氏 相 並 可，， 召 仕， 也、 關 柬 爲， 源 氏 之 進 止， 海 

西 爲，， 平 氏 之 任 意， 共 於，， 國 宰， 者、 自， 上 可 補、 只 爲&ク 東 西 之 亂； 被 fel 付 兩氏， K  S 可， 有， 

御 試， 〔也； T 且兩 氏 〔孰 〕 守，， 王 化； 誰 恐，， 君 命， 哉、 尤 可， 御覽 兩人之 翔， 也 云 々、以 ，此 狀； 內 々被， 仰， 


ら 都 別 源 

ん につ 拿 

と 攻て路 

す 入 M  4> 


前 幕 K 々々申 云、 此 儀 尤 可 kr 伹 故 禪門閑 眼 之 刻、 遣 言 云、 我 子 孫、 雖，， 一 人， 生殘 者、 可 

, 曝，， 骸於 賴朝之 前-者 • 雖， 爲，， 勅命； 難.， 〔請〕 申， 者 也 云々、 此事 最祕事 也. 人 以 不， 知 云々、 . ， 

一 方 木 曾義仲 は礪並 山の 戰 (f  I y の 後、 加 賀に入 り、 六 月に は 源 行 家の 軍と 合し 

て 安 宅、 篠 原 等の 戰に叉 平 軍 を 破 り、 更 に 之 を追擊 したの で、 平 軍 は 全く 敗走した。 

かくて 義 仲、 行 家 は 兵 を 分けて 並び 進 み、 義 仲 は 北陸 道よ、 り し、 行 家 は 東 山道よ りし、 

七月 義仲は 近 江に 入って 延曆寺 を 諭 し、 行 家 は 大和に 入った。 攝津 源氏 源 行 綱 は 

一時 平家 黨で あつたが、 (lis ほ ！！  に) また 叛 きて 攝津河 內に據 り、 河 尻の 律 

を 塞 ぎ、 足 利義淸 (核 赚助蔽 好 g . ま) も義 仲に 屬し、 丹 波に 人 ，0、 何れも 相 並で 京都に 攻 

入らん とする 形勢と なった。 

〔南都 本 平家物語〕 去 程-一義 仲ハ 度々 ノ合戰 -1 打 勝テ、 東 山 北陸 ノ  ニノ 道ヲ 二手 

-1 分- プ攻 上べ 東 山道 ノ 先 it つ 越 前 ノ國府 二 著、 七 月 二  S 旣 -1 近 江國へ 攻入テ 

人 ヲ通サ スト 聞 エケ レ トモ、 京へ ハ輙ク 打 入ス、 同 二十 1 日 木 曾 大夫ト 云 古山 

法師 ヲ先ト シ ク、 源 氏 天台 山-一 競 上 リ、 谷 々 二 充満 ス、 平家 モ資盛 贞能ヲ 大將軍 

ト シ テ、 宇 治ヲ廻 -プ、 近 江國へ 下向 セラ V 今 曰 二子 治- 1 留 V 其 勢 僅 ii 二 千 餘騎. 
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明^ 廿 二日 知 盛重衡 ヲ始ト シ テ、 三 千 餘 騎、 勢 多 ヨリ 近 江國へ 下向 ス、 今夜 パ山 

科 一一 宿 セラ ベ 源 氏 行 家 伊賀 國ヲ 廻テ 都へ 入、 義 仲 勢 多 ヲ經テ 都へ 入、 足 利 判官 

代 義淸丹 波路 ヨリ 都へ 入、 攝津 源氏 行 綱、 攝津 國ヲ押 領シ河 尻ヲ打 塞ナ、 ズト聞 

(光) 

ェ ケ レ 、ン 、平家 ノ人々 何レ モ騒 合へ リ、 加賀國 住人 林 六 郞宗明 以下 ノ 源氏 ノ武 

士、 山 田 矢 橋 所々 ノ渡ソ 二 船ヲ設 テ、 湖 ノ 東浦ョ リ西 浦へ 押 渡シ、 五 百 餘騎ノ 勢 

. 一一 -ズ、 去 夜 ヨリ 天台 山 二 打 上 テ、 總 持院ヲ 城槨ト ス、 三塔ノ 大衆 皆 同意 ス、 朿坂本 

二. 源氏 ノ 武士 充満 セリ、 平家 ノ 軍兵 途ヲ失 -グ、 知 盛重衡 以下 ノ人々 、皆 山 科 ヨリ 

京へ 歸入給 フ、 云 々、 

宝 海〕 七月 廿ー 曰 f-l 午刻 追討 使發 向、 三位 中將資 盛爲， 大將 軍； 肥 後 守 定能相 具 • 

向，， 多 原 方； 經，， 予 家 東 小路； g 小 家僕 等. 密 々 見 物、 其 勢 千 八十 騎 云々、 f 計 t 之 曰來、 世 之 

所 、七 八 千 騎. 及， 寓 骑， 云 々、而 見 在 之 勢、 僅 千騎、 有名 無實之 風 聞、 以， 之 可 歟、 今夜、 

法 皇 臨 ％ 法 住 寺 殿； 事 火急 之 時 、可， 有，， 行 幸， 之 故、 云 々、o 廿 二日、 卯 刻 人 〔吿〕 、江 州 武 士 

(北 國) 

等、 巳 入 ft 六波羅 邊； 物 騒 無 & 云 々、叉 聞. 入 京 非，， 實 說； 而 地 武士 等 登，， 台 嶽， 無" 會 0 堂 

前， 云 々、日 來 登山 之 僧綱 等 併 下 dor 但 座 主 一 人、 不， 下 云 々、無 動 寺 法 印、 同 以下， 京、 


叉 聞、 十 郞 行 家 入，， 大 和 國； 住，， 宇 多 郡； 吉 野 大衆 等 與カ云 々、仍 資 盛 .桌 能 等、 不 &,, 江 州： 

相 ft 行 家 之 入 洛 1 云 々、負 能 去 夜、 宿，， 宇 治； 今 朝 欲， 向，， 多 原 地， 之 間、 有，， 此 事； 仍 止，， 彼 前途； 

相つ 待 此 入 洛， 云，々、 叉 聞、 多 田 藏人大 夫 行 綱、 曰 來 屬，， 平 家； 近 曰 有 T 同瓷 源 氏， 之 風 聞； 而 

自，， 今 朝， 忽 謀 反、 横； I 行 攝津 河內兩 國； 張お 種々 惡 行； 河 尻 船 等 併點取 云々、 兩國之 衆 

民 皆 悉 與カ 云々、 叉 聞、 丹 波 追討 使忠 度、 其 勢 非，， 敵 對， 之 間、 歸，， 大 江 山， 了 云 々、凡 一 々 

〔之〕 事、 非 = 直 事， 歟、 0 廿 三 日、 六 波羅之 邊、 歎 息 之 外 無，， 他 事； 云 々、今 旦、 法 皇 渡つ 御 法 住 寺 

、御所， 云 々、依，， 世間 物 念， 也、  . 

〔吉 記〕 六月 廿九曰 一 1 1 世 ロ嗷々 不， 驚、 洛 中 上下 東 走 西 馳、 負， 馬 積， 車、 運，， 雜 物； 靜 嚴 已 

講、 只 今 下 洛示送 云、 日 來 入，， 江 州； 源氏 末々 者 也、 木 曾 冠者 已入 了、 但叙山 衆徒 相議、 

S I 謂： ：5 献 鍾 源平 兩氏 可き 和 平-之 由、 僧 綱 已 講， 欲き， 聞 此 事； 若 無 k 許， 

者 一 山 可， 同，， 源 氏， 云 々、〇 七月 十 曰、 叙 山 衆 徒、 源 平 兩 氏、 先 曰 可，， 和 與， 之 由、 成，， 議 定； 而 

源氏 等 依， 燒，， 失 曰吉社 領； 改，， 先 議， 一 向 爲，， 御 方； 且 相，， 防 通 路； 且 可 =征 伐， 之 由、 又 議 定了、 

而 忽 變= 其 議， 云 々、近 曰說々 嗷 々、記 無. 益、 叉 源氏 等 着，， 勢 多， 云 々、o 十二 日 、露 聞、 平 家 

公卿 十 人 連署 gul 以，， 日 吉 ま， 爲，， 氏 社； ぶ，， 延 M 寺き 氏 寺-奉- 歸 仰-之 由 書、 起 請 狀被. 

第二  ， 平氏の 與匸と 其 事業，  .  一一 一 〇： 一. 


起ん ほ延氏 

請こ^ 暦 社 
すと と 寺に- 

tf  7J- 、 
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送，， 衆 徒 中， 云 々、若 是 密事 歟、 聞，， 此 狀， 悲 淚 難， 抑、 但 弃，， 平 野 社， 用，， 氏 社； 神 慮 有， 忽 事， 歟、 〇： 

十 六 日、 源 氏 稱， 十郞藏 人 行 家-者 已 入，， 伊 賀國 - S 1|5  5 與-家 繼 法師-難 S  •  M 合 戰、， 

又 號，， 三 河 冠 者， 源 氏、 越 X 大 和 國， 云 々、薩 摩 守 忠 度 朝 臣、 發，， 向 丹 波 國； 引，， 率 百 騎 許； 云 

々、〇 廿 一 日、 今 曰 新 三位 中 將資盛 卿 舍弟備 中守師 盛、 幷筑前 守定俊 等、 爲，， 家 子， 相 

(千) 

從、 資 盛 卿雜色 懸-宣 旨 於 頭， 相 伴、 肥 後 守 貞 能、 午 刻許發 向、 都盧 三十 餘騎、 法皇 密々； 

有-御 見 物； 經= 宇 治 路， 赴，， 江 州； 资 盛 着，， 水 干 小 袴； 帶，， 弓 箭， 云 々、o 廿ニ 日， 源 氏等已 着：， 東- 

坂 本； 相，， 率 方 大衆々 等； 已 登，， 叙 山， 由 自，， 曉 更， 風 聞、 住 山 僧綱 等 各 逃 下、 云 々、g) 前內 -股 一 

依， 被 = 申 行； 北 面 輩 等 相，， 具 甲 冑； 着，， 小 袴； 祗 候、 源氏 等 山上 東 坂、 幷 東 塔 惣持院 構，， 城郭， 

居住 云々、 午刻 許 平中納 言 I 三位 中將 g 等 向，， 勢 多； 共 着. 甲 冑； 兩 人 勢 及，， 二 千 騎， 云 一 

々、又 入 按 察大納 言 I 下 向、 今 夜 各 宿，， 山 科 邊； 云 々、〇 廿 三 日、 早 旦 山 座 主 明 雲 下 一 

洛、 卽 參 院、 風 聞 云、 衆 徒 等 申 云、 凶 徒等已 居，， 住 山 上， 了、 及，， 合 戰， 者 無，， 異 儀； 天 台 佛 法令，， 一 

破 減， 歟、 可 k,, 和 平， 之 由、 可， 被，， 仰 下， 之 旨、 以，， 座 主， 令，， 院 奏， 云々、 〇 廿 四日、 十 郞藏人 行 家 一 

超，， 伊 ®; 已 着，， 大 和國宫 河原， 之 由、 別 當 僧 正 被 fe. 、殿 下 大 寺領聊 有，， 狼 籍 事； 此 旨 以，， 一 

中 綱， 遣 觸 之 處、 下 手 人 切， 手 答，， 不， 可，， 狼 籍 之 由， 云 々、资 盛 卿 相，， 具 負 能； 可，， 歸 參， 之 由、 爲，， _ 


源氏 等 叙 

山の 山上 

に 城郭 .5- 

構 ふ 


十 郞行家 

大和に 入 


が 西^ 及 平  叛 多す 面 等 太 知 多 

る 海 奉び 氏  逆 田 I： 河 田に 田 

11 じ 神 夭  行 狼尻賴 よの 

のて 器皇  網 籍方 助り 下 


泰經卿 奉 行； 被，， 仰 下-云 々、奉，， 追 討-者 未. 聞 あ 例； 而 間 猶 不，， 歸 洛； 本 是 宿，， 宇 治 一 坂邊； 自， 

件 所； PA 幡 南； 向，， 河 尻 方； 是 稱き 田 下知， 太 田 太郞賴 助、 或 押，， 取 鎭西粮 米； 或 打，， 破 乘 

船 等； 或 燒，， 拂 河 尻 人家， 云 々 、爲， 鎭，， 此 事， 先 行 向 云 々、於，， 資 盛 卿， 者 給，， 宣 旨， 人 也、 芦 院 可 

, 被，， 召 遣； 至，， 于 自 餘 輩， 者、 私 遣 了、 直 可，， 召 返， 之 由、 前 內 府 被 fe- 云 々、變 々 沙 汰、 上 下 迷，， 是 

非； 多 田 藏人大 夫 行 綱. 依， 有，， 叛 逆 聞； 爲，， 定 長 奉； 被， 遣，， 御 敎 書； 其 請 文 狀 云、 近 曰 離說出 

來 歟、 但 可， 被， 遣，， 軍 兵， 之 由、 依，， 風 聞； 近 邊雜人 等走騷 歟、 早 可， 加，， 制 止， 者、 雖 i,, 此 請 文； 其 

體 如お、 云 々、 

こ 、 に 於て 宗盛は 天 皇、 法 皇等を 奉じて 西 海へ 赴く の 策 を 決した ので あるが、 こ 

は 如何にも 急遽なる 決定で あ つ て、 宗 族 間の 會議を 聞いた とい ふ 程で もない 樣で 

ある。 實錄の 書に は 其の 委曲 を徵 すべき ものが 無い が、 長 門 本 平家物語 によれば、 

美 濃 源氏 佐 渡 右衛門 尉 重 實!；  § の 注進に よ -^、京 都の 形勢が 危急に 逼 つた 事 を 知 

り、 俄 に 策 を 決したら しいので ある。 豫ても か 、る 事態に 至るべき か は 懸念して 

居た ので ある が、 そ れが愈 ぷ事實 となって 了った ので ある。 吉記 によれ ば、 法 皇 は 

嘗て 御 書 を 前內府 (I) に 賜 ひ、 火 急に 及んだなら ば、 如 何に 處理 する 所存 か を御尋 
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は、 兼 ねぐ 平 

て 比^^山東塔 
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〔玉 海〕 七月 廿 五日 

今 次 第-者、 頗 可 

出 幽閉 之 所； 密 々 


に 對 
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源 軍 

取 返 

氏 の 

ff 融 

し、 こ 

建禮 

ね 之に 

に 止 ま 

せ 給 ふ 


さ 

PI 
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If  口. N" 

居 る 

せ ら 

返 出 

、宗盛 
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その 節に 直に 參上 し、 法 皇、 主 上 を 奉 

る。 思 ふに 宗 盛の 考 にて は、 主 上、 法 

京都に 入る と も、 如 何ともし 難き に 

うとの 意 向であった と 見 え る。 然 

爲を惡 ませられた 御 事と て、 先 ん じ 

へ 御幸 あり、 以て 平家の 謀の 裏 を か 

上 は猶豫 なら じと 考 へ、 二十 五日 急 

院 等を擁 し、 三 種の 神器 を 奉じて 西國に 赴か 

扈從 した が、 獨り賴 盛 は 賴朝 に對 し、 舊誼 が あ 

b  、攝. 政 藤 原 基 通 も 途中 ま で は從 つた が.、 七 條 大 宮 の 

を 聞 き、 之 も 車 を 還して しま はれた。 

fj  I 寅 刻、 人 吿 云、 法 皇御 逐電 云々、 此事日 來萬人 所 幾， 也， 而於， 

,無，， 支 度， 〔歟 T 子細 追 可，， 尋 聞： 卯 刻、 重 聞 二 定之 由； @ 定 能 卿來、 尋， _ 

隱 置 了、 及，， 巳 刻； 武 士 等 奉^,, 主 上； 向，， 淀 地 方， 了 者、 在 ja, 鎮 西-云 々、前 


て 海 西 

を 奉じ- 

り、 彼是 

に 法 皇 

窃 に 御 

せられ 

に 六^ 


に 赴く 

_ 三種の 

れ して 

に 於 か 

u:^ を 御 

た の で 

羅の 邸宅に 

れ たので あ 

つたの 


ヒ 曰 を 

を 具 

う ち 

れ て 

あ つ 

等 は 

火 を 

る 0 

で、 彼 が 勸 

法皇 


邊 で 


の 今 昨 ふ 地 奉上武 
逃ば は 方 リ^  士 
走邊官 へて 具 等 
者 土 軍 向 淀し 主 


ぜ 事急內 法く 海し 主燒六 
給？^ の f 好皇 西 奉 上 亡 波 
ふ pnl 際に 去 に リ 羅 
はの 火 夜 赴て 具 邊 


內 大臣 已下 一人 不 ，殘、 六 波羅、 西八條 等舍屋 チ 殘，， 一 所； 併 化 „ 灰 燼， 了、 一  時 之 間、 煙 炎 

(遣 力) 寺ィ 

滿 k 天、 昨 者 稱， 食 軍； 縱 追 源氏 等； 今 者 違，， 省 等； 若 指，， 邊 土， 逃 去， 盛 衰 之 理、 滿 fe 滿， 耳、 悲 

哉、 生死 有 漏 之 果報、 誰 人免此 難； 恐 而 可， 恐、 慎 而 可， 愼 者 也、 攝政自 然 遁，， 其 狭； 逃，， 去 雲 

林院 S  M 方， 了 云々、 或 人 吿 云、 法 皇御 登山 了、 人 々 未 .參 、暫 之 有，， 祕 藏， 云 々、平 氏 等 

皆 落 了 之 後、 定 能 卿 登 山 了、 付-件 卿， 申，， 參 入 如何 之 由， 了、 

〔吉 記〕 七月 廿 五日、 天 晴、 未 明、 法 皇 出，， 御 法 住 寺 殿； 不， 知，， M 方， 逐 電、 令，， 密 幸， 給 之 由 有，， 風 

聞 之 說； 或 信 或 不， 信、 周 章 之 由 、及，， 辰 刻， 聞，， 定 說； 而 間 南方 有， 火、 寄 尋 之 處、 六 波 羅邊前 

內 相府已 下人々 家々 云々、 奇驚之 間、 院御之 由、 彼 人々 奉， 具 = 主 上， 御乘車 南 ，賴 赴，， 海 

西； 事 之 殊 勝、 可， 謂，， 未 曾 有： 大 原 辻、 幷 河 合 邊、 守護 武士 左 馬頭 行盛已 下 引 返 了、 洛 中 

騷動之 外 無，， 他 事； 後 聞、 法 皇 去 夜、 被 i 退，， 御 書 於 前， e 府 許， 云、 若 及，， 火 急， 者、 何 樣 可 fe= 存 

知， 御 乎、 臨 定 令，， 周 章， 歟、 可 fefe.,, 其 子 細； 其 御 返事 云、 無， 左 右， 參 入、 可. 候-御 所， 者、 奉. 具，， 

法 皇、 主 上； 無，， 左 右， 可， 逃，， 返 海 西-之 由、 內 々 有，， 支 度， 之 旨、 世 以 推， 之、 叉 銘，， 叙 慮， 歟、 叉 北 面 

之 者 之 中、 P 候 彼 邊， 之 輩 等， 令， 伺：， 形 勢， 云 々、行 幸 成 之 間、 偸以出 御、 令 i,, 新 熊 野、 新 日 

吉 等-給、 儲，， 御 輿， 經， 鞍 馬 路， 先 令， 渡，， 横 川， 給、 右 馬頭 資時 朝臣、 大夫尉 知 康等之 外、 他人 
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法皇 御逐 


武家時代の 研究 第二 卷  三 0 六 

不， 候，， 於 山 上； 權 僧正 俊堯、 法 印 尊 澄等殊 以早參 云々、 次第 御巡拜 了、 着， 御 東 塔園融 

房 >  云 々、入 道 關白殿 相，， 具 尊 澄 法 印， 令，， 早 參， 給、 顯 家 朝臣 一人 在， 御 供 一 云 々、後 聞、 今 日 

登山 公卿 三 條中納 言、 藤 宰相 中 將、 前 大贰右 大辨等 云々、 行幸 事 雖 , 聞& 說； 風 聞 

云、 院 密幸之 由、 及 fc 時， 前 內 府 聞乏、 差-, 左 中將淸 經； 行 幸 早 ヌ成之 由 被. 申、 殿 r 令穑， 

(是脫 力) 

侍 直 廬， 給、 公 卿 已下諸 司 不， 可 fe  、可，， 何 樣， 乎 之 由 齊仰、 返 答 不^ 非； 可. 爲：， 御 車， 之 由、 重 

被 fev 之， 殿 下忽 昇給、 主上 御乘 車、 御 乳母 二人. 幷按察 局 御 乳母 一 人 § 劍璽等 御 同 

車 次 第、 筆 墨 醇及 歟、 平 大 納 言 § 忽 自，， 里 亭， 參，， 上 內侍 所， § 一-御 鏡 幷玄上 鈴 鹿 御笛宮 

1 1 子 時簡等 令. 取. 之、 一 身 奉，， 行 之； 職 事 等 雖 fe-, 近 邊； 皆 ぶ 逃 去、 殿下 同 令，， 扈 從， 給、 卽 

遷= 御 六 波羅泉 亭； 建 禮 門院、 八條殿 等、 駕，， 別 車， 連 h、 一 族 人々 周章 馳 出、 非， 武 人， 人， 平 

納 言 幷息中 將時實 朝臣 之 外 不. 聞、 殿 下 同 令，， 扈 從， 給、 而 自& 中， 囘， 轅 逐 電、 物 念 之 間、 

武士 等 不， 知，， 此 旨； 內 藏頭信 基 朝臣 在，， 御 共； 雖， 奉』 田 無，， 御 承 引， 云 々、誠 是氏明 神 冥 助 

歟、 先 令， 落，， 着 信範 入道 智足 院， 給、.^ 令. 向，， 西 林 寺， 給、 而 信 基頻留 申、 依. 不，， 閒 食 入； 一 身 

遂 赴-西 海； 殿 下 遂 令，， 登 山， 給、 以，， 惠 光 房， 爲，， 御 所； 

愚 管抄の 文で 見れ ば、 宗 盛 は 叔父 賴 盛に は 强 ひて 山 科の 警 固に 向 はせ ながら、 1 
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し て 

於て 
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の 事で あるが、 平家 一 門の 首腦 者と し 

はしい 事で ある。 賴 盛は豫 ねて より 

くる 次第で あつたの で、 鳥 羽まで 後 を 

る。 また 肥 後 守 平 能 は 多 田 行 綱 が 

を 聞 き、 そ れに 向った が、 實 說 では 無 か 

遇した の で、 驚 いて その 次第 を 尋ねた 

が、 源 氏 は 旣に叙 山に 登つ て 谷々 坊々 

か 渡らせられた。 主上 は 未だ 幼き 御 

に、 ま の あたり 心 憂き目 を 見す る のが 

所へ も 今一度 參拜 し、 そ の 上に て 身の 

切に 京都に 留ま .^、合 戰の 上で 勝敗 を- 

ら  れな  いので、  一  人で 都に 引返し、 法 住 

ない ので、 小 松 內府重 盛の 墳墓に 詣で、 

る。 (但し 貞能は その 後、 宇 都 宮朝綱 を 

三 〇 七 


山 科の 螯 

固と し-/ 

賴盛 >M 退 

V- す 


武家時代の 研究 第 

尋 ね て、 身 の 保護 を 賴んだ 

つ た 事が 壽永ニ 年 十月 二 

であって 平氏と 運命 を 共 

正が 仁 和寺宫 をお 尋ね し- 

に  記した  から  此には  略す 

〔愚 管抄. 一 力、 リケ〃 程 

一家/者 ドモ集 マリ 

賴盛 、ノ 治 承 三年 冬ノ 

ス- ズ候ヌ ル由故 入道 

奉， ト 云 ケ レ ド、 內 大臣 

ヒー ズケ ソ、 力 樣 -1 シ -グ 

ケレ パ、 サ ラ 一一 京 中 二 

ノ 夜半-一 法皇 ヒ ソカ 

へノ ボラ セヲ ハシマ 


二 卷 

の で あ る が、 玉 

日の 條に 見え 

にしなかった 

譲 摩 守 忠 度 が 

る 0 

七月 廿 四日 

(固 メ) 

-グ、 山 利 力 タメ 

比 アン ザ マナ 

殿 一一 申- プキ、 遷 

宗 盛 不； 用 シ ク 

ケファ ス義仲 

テ大 合戰ァ ラ 

一一 法 住 寺殿ヲ 

シ テ、 近 江ノ源 


1ー一〇 八 

海に よって 見れば 彼が 出家して 西 國に留 

て 居る の で、 彼 の 出家 は 西 走 後間 もない 事 

の は 異樣に 感じられる。) なほ 淸 盛の 姪經 

和歌の 師俊成 卿 を 尋ねた などい ふ譚 に、 前 

/ 夜、 事 火 急 二 ナ ソ テ 、六 波羅へ 行幸 ナシ テ、 

一一 大 納 言 賴盛ヲ ャリケ レバ 再三 辭シ ケリ、 

ル事ド モ聞ュ シカ V ナガ ク 弓箭 ノ ミチ ハ 

都ノ比 奏聞 シ候キ 、今 ハ如此 事- 1 " 不. 可 -一 供 

セメフ セラ レケ レバ、 ナ マジ ヒ -1 山 科へ 向 

柬國 ノ武田 ナド云 Ig モ入 ナン ズ \  -1 テ有 

ンズル -1 - プヲ /  、キア ヒケル 程 -1 、 廿 四日 

出サ セ給ヒ -ズ、 鞍 馬ノ方 ヨリ マ ハリ テ撗川 

氏 ヨリ 此由 仰ッカ ハ シケリ 、タダ 北面 下 藤 


落ズ 無頼 宗 
つ 西 蒈盛盛 
國吿に 等 

I- 1- は U 


-ー ト モャ ス 鼓/ 兵 衞ト云 男 御輿 カキ ナン 广シテ ゾ俊ケ べ曉 二 コ /事 アヤメ 

出 シ-グ 六 波羅サ ギ -プ、 辰 巳午兩 三時 * ハ カリ 二 ャク モナ ク內 ヲ具シ マイ ラセ 

-ズ、 內 大臣 宗盛 一 族サ ナガ ラ鳥 羽ノ 方 へ 落 テ、 船 二乗 テ四 國ノ 方へ 向ヒケ リ、 六 

波 羅ノ家 一一 火力 ケ テ燒ケ レ パ、 京 中二 物 ドリ ト名 付タ〃 者 イデ キ テ、 火 グ 中 へ 

ァラソ ヒ入テ 物 トリ ケリ、 ソノ 中二 賴盛ゝ 力 山 科 二 アル 一一 モ告ザ リケリ 、カク ト 

聞 テ先子 ノ兵衞 佐 爲盛ヲ 使 二 シテ鳥 羽 二 追 付 ーズ、 イカ ン ト云ケ レ パ 、返事 ヲダ 

二 モ ェ セズ、 心 モク セ クミ エケ \ バ 、、ノ セ歸リ テソノ 由 云 ケ レ パ、 ャ ガ テ 追 樣 -! 

落ケ レ V 心 ノ內ハ トマ ラント 思ヒケ リ、 叉 コ ノ中  一！ 三位 中 將資盛 、ノ 其 比院ノ 

ヲ^ ュ シテサ カリ 一 一 候ケ レバ、 御氣色 クカダ パ ント思 ケリ、 コノ  二人 鳥 羽 ヨリ 

打力 へ リテ法 住 寺 殿 11 入居 ケ レ V 叉 京 中 地ヲカ へ シテ 有ケ〃 ガ、 山 へ 二人 ナ 

ガラ 事由 ヲ申 タリ ケ レ V 賴盛 一一 ハ サ聞 食ッ、 日比ョ リサ 思 食 キ、 忍 -ズ八 條院邊 

一！ 候へ ト御 返事 承 リー ーケ ジ、 元 ョ リ八 條院ノ ヲデノ 宰相 ト云 寬雅 法印ガ 妻、 ン 

シク トメ ナレ バ、 女院/ 御 クシ 0 ミ 一一 テ候ケ レ パ、 サテト マ リ 二 ケ リ、 資 盛 、ノ 申 

入〃 者 モナ クテ御 返事 ヲダ 二 聞 カザ リケレ V 叉 落- ズ相 具シ テケリ、 
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一， 玉 海〕 七月 廿五曰 Jf  I 申 刻、 落 武者 等 又 歸」 敢 不，， 信 用， 之 處、 事 已 一 定 也 ..sn- 能 稱，， 一 

矢 ，射 之 由， 云 々、或 又 奉 X,, 主 上 及劎靈 賢所 等、 欲 &,, 鎮 西； 而 不. 可 k,, 臣 下： 仍 爲 ハ 

可 之 公 卿-也 云々 怖畏 雖 限、 忽 不. 及，， 計 略； 仰 k 任. 地、 奉 Xri 三 寶， 之 處、 歸 京 之 武士 

等、 以，， 此 最勝 金剛 院； 可 ，構，， 城 郭， 之 由， 下 人 來 告、 仍 遣. 人 令 Jl^ 之處、 已少々 來趣 云々 、非 

. 可，， 同居； 非. 可，， 追 却； 仍 周章 相 # 女房 少々； 5  f  向 --日 野 邊-之 處、 源 氏 己 在-本 幡 山 

云 々、 (紅) 〇 廿六 日、 拂 曉 欲. 向，， 日 野， 之 間、 依 i 切，， 塞 其 路； 不 ，能，， 首 途； 此 間、 昨 日歸京 武士 

〔等： 「無， 成而又 逃 去 了、 歸 京 之 本 意， 未 其 S 武勇 之 旭 弱、 所 行 之 尾 籠、 奇 異 之 至、 取， 喩 

き 物、 

W 七月 廿 五日、 臨 > 新 三位 中 將資盛 卿 絲 J 及 肥 後 守. 

八 百 餘騎軍 兵， 自， 山 崎 邊， 引 歸 入，， 住 蓮 華 王 院； 相，， 逢 源 氏， 可，， 合 戰， 云 々、或 說 可 卿 相 

等 各 可 之 由 風 聞、 洛 中 重以騷 動、 皆 悉 逃 去、 或 說小松 內府子 E、〕 等、 可，， 歸 降， 之 由 云 

々、 鮮 由、 又 可 ま- 拂京 中乏由 風聞、 然而 無，， 指 所爲； 各 迎，， 取 妻子 等； 翌日 天 曙 

(良能 力) 

之 後、 猶 以 下 向、 其 勢 過半 落 了、 眞 龍 先 勢 之 謂 歟、 然 而歸入 之 條， 感氣 人相 交 云々、 

〔吾妻 鏡〕 七月 七日 (J^g) 前 肥 (I) 後 守貞能 者. 平家 一族、 故 入道 大相 國專ー 腹心 


京の 武 

士爲 すな 

くして 逃 

去る 


平 資盛貞 

能 等 京都 

に歸ろ 


す 國綱貞 >^ 賴 
I こ 等 能擧朝 
盡の はる 義 
力 歸朝際 兵 


者 也、 而西 海合戰 不 以 前 逐 電、 不. 知，， 行 方-之 處、 去 比 忽 然 而 來-于 宇都 宮左衞 門 尉 

朝 綱 之 許； 平氏 運命 縮 之 刻 、知-於 其 時； 遂- 出 家； 遺-彼 與 同 難- 訖， 於 xr 者、 隱，， 居 山 林； 可， 杲 

往生 素 懷， 也、 但 雖，， 山 林； 不ま， 關 東 免 許， 者、 難. 求 之、 早 可 此 身-之 由 懇 望 云 々、朝 綱 

則 啓，， 事 由， 之 處、 平 氏 近親 家人 也、 爲，， 降 人， 之 條、 還 非 其 疑-之 由 ，有= 御 氣 色； 隨 而 無-許 

否 之 仰； 而朝 綱强申 請 云、 屬，， 平 家-在 京 之 時、 聞 &i 義 兵-給 事：； 欲 =參 向-之 刻、 前 內 府 不 

乏， 愛 負 能 申 * 朝 綱 幷有重 等 1 之 間、 各 f 參ぅ御 方； 攻， -怨 敵- 畢、 是 啻 匪. 思，， 私 芳 志-於 i 

又 有， 功 者 哉、 後 曰 若 彼 入道 有 ス止，， 反 逆， 事， 者 • 永 可 xlv 斷，， 朝 綱 子 孫-給， 云 々、仍 今 曰 有， -宥 

御沙汰； 所. 被  > 尸預朝 綱-也、 

二、 後鳥羽 天皇の 踐舴 

法皇 は 1 旦延曆 寺に 幸せられ たが、 義仲行 家が 京都に 入った ので、 法皇 も 亦た 還 

幸し 給 ひ、 蓮 花王 院の 御所に 兩人を 召して 平家 追討の 事 を 仰せられた。 さて 朝廷 

に て は、 安 德 天皇 は 平家に 奉せられ て 西 海に 行幸 あ り、 京 都に 主 が ないか ら、 如 何 な 

る 變亂が 起らん も 謀られぬ の で、 先 づ 平時 忠に 仰せ 宗 盛に 諭して 天皇 及び 神器 を 

還し 奉る ベ き 旨 を 命せられ た が、 宗 盛 は 命 を 奉じなかった。 そこで 更に 新 主 を 立 
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つ べきで あらう か、 そ れ とも 主上 


である が、 右大臣 

所がな く、 政務が 

に、 我 は 主 を 立て 

重 を 得 給 は ざれ 

給 ひ、 劎 璽 を 得ら 

度 は 之に 準據し 

高 倉 天皇の 第 四 


九 條兼實 の 意見 

悉く 廢る であら 

奉らす して 之 を 

ば、 嘗 て踐祐 せら 

れ るに 及んで 卽 

て 早く 天皇 を定 

の 皇 子 尊 成 親王 


に 太政官 廳で卽 位せられ 給 ひ、 之 

がな くして 皇位に 卽 かせられた 

へ 近年 南北朝；？， 1 があって か ら、 文 部 省 

V 御よ リ始 まる 事と 定められた 0 

〔玉 海〕 A 月 六日 ^此 日參 院、 

煩， 也、 先 可 Ji 待，， 主 上 還 御， 哉、 將 

寮 共、 申， 可 fe^y 待，， 主 上， 之 由； 而 


三 一 二 

の 還 御 を 待ち 奉るべき かにつ いて 議 せられた の 

として は、 「天下一 日 も 主がなくて は 民心の 藥 がる 

う。 また 平家 は 天子 を 挾んで 諸 國に令 を 下す の 

征伐す る は義に 於て 妨が ある。 又 我が 朝の 習、 劍 

れざ りし に、 繼 體 天皇 は 先 づ踐舴 して 天皇と 稱し 

位の 鱧 を擧げ 給 うた。 之が 先例で あるか ら、 こ の 

め 給 ふ 事が 必要で ありませ . フ」 と あった。 かくて 

が閑院 で踐祐 あり、 翌年 卽ち 元曆 元年 七月 廿 八日 

が卽ち 後鳥羽 天皇で あらせられる。 神器の 授受 

ことと て 後世 史家な どの 批評 を 免れな か つ た。 

の 國定敎 科 書で は 後鳥羽 灭皇の 皇位に 安德 天皇の 崩 • 


以，， 定 能 卿， 申 入、 以，， 頭 辨 兼 光， 被， 仰 下， 云， 立 王 事， 所， 思 食 

又 且 雖 Jt, 劎 重； 可^ i,, 新 主， 哉 之 由、 被. 行， 御 卜， 之 處、 官 

猶此事 依. 所，， 思 食： 重 被 一，， 官 寮； 各 數人 S  ！,!  j 〔申 狀、 彼 


是 不 ^1.但 吉凶 半分 也、 此 上 事、 何 樣 可 沙 汰， 哉、 可，， 計 申， 者、 申 云、 先 次 第 沙 汰、 頗 以 依 

違 歟、 先 有，， 議 定： 人 意 不，， 一 決； 偏 可， 訪，， 占 卜， 之 由、 議 奏 之 時 、可， 有，， 御 卜， 也. 而 遮 以 被お，， 御 

卜： 今 叉 被 fe,, 彼 趣， 之 條、 太 以 無，， 其 謂； 卜 者 不，， 再 三， 云 々、而 及，， 度 々， 之 條、 叉 以 不， 可 ，然、 而 

於， 今 者、 偏 可 者、 重 隨，， 良 將吉神 等 之 趣； 可， 有，， 斟 酌， 歟、 但 愚案 之 所， 及、 立 王 于. 今 

懈 怠、 愚 心 所，， 傾 思， 也、 其 故、 先 京華 狼籍 于 x「 不 i  、是 人 主 不一 一 御 座， 令， 然 也、 f 次 須 .被，， 急 

征 討， 之 處、 平 氏 等 奉， 具-主 上、 及 三 祌； 巳 赴，， 海 西； チ立， 主 有，， 征 伐， 於， 議 有， 妨、 ；„ ^次 我 朝 之 

習 • 不， 得- 劎 璽， 踐 肺、 曾 無. 例、 而 繼體 天皇 爲，， 臣 下， 被. 迎 之 時、 如，， 國 史 文； 書，， 之 踐 祐； 甲 申、 天 

皇 移 =樟 葉 宫； 辛 卯、 得 „璽 符 鏡 劎， 卽 位 云 々、往 古 雖， 無，， 讓 位 卽位之 分 別； 如，， 今 文， 者. 卽 位 

以 前、 已 稱，， 天 皇； 又 謂，， 踐 狭卽 被. 移，， 皇 居； 其 後 得，， 劎 璽， 卽 位 云 々、然 則、 难 據 尤 可レ合 之 由 

所， 存 也、 一 jj 凡 天子 之 位、 一 曰 不， 可， 曠、 政 務 悉 亂 云 々、子， 今 遲々 之條、 萬 事 違亂之 源 也、 

早 速 可. 有， き 汰； 不.？ 有，， 異 議， 者、 云 々、o 十 一 日、 見，， 去 夜 聞 書； 義 仲 通、 §  §  n£ 馬 行 家 

舰 《ば 1 1 、備 0 十二 日、 傳 聞、 行 家 稱. 非，， 厚 賞- 忿 怨、 且 是 與，， 義 仲 賞- 懸 隔之故 也. 閉. 門 辭 

退 云々、 一 昨 曰 夜、 所， 遣，， 時 忠 卿 許， 之 御 敎 書、 返 札 到 來、 其 狀 云、 京 中 落 居 之 後， 可， 有， 還 

幸 劎靈已 下寶物 等， 事、 可， 被， 仰，， 前 內 府-歟 云々、 事體頗 似 嘲 弄 之 氣； 叉 M 能 請 文 云 
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能樣 可，， 計 沙汰， 云 々、 

かくて 後鳥羽 天皇が 立ち 給うた が、 御 幼 少 で あ ら 

攬し袷 ひ、 平家 一 族 百 八十 人の 官職 を 削り、 又 諸將の 

義仲を 第二と し、 行 家 を 第三と せられた。 かくて 義 

後 守と し、 行 家を從 五位 下備後 守と せられた が、 一 一 人 

義仲を 伊豫 守、 行 家 を備前 守と せられた。 法皇 は 又 

義 仲に 百 四十 窗所、 行 家に 九十 箇所 を 賜 ひ、：^ に院の 

是ょ 先 き、 後 鳥 羽 天皇 を 立て 給 ふに 際 し、 義 仲 は 

皇位に 卽け 奉らん こと を 奏上した ので、 一 難事が 起 

皇子 第三 ズ呂、 第 四" 宫 の 中 を 御 立て 遊ばさる 思 召で、 こ 

三ノ 宫が吉 と 出た。 所が 法皇 は 第三 乂呂を 召せられ た 

に、 第 四" 呂 はに こく として 抱かせられた 上 に、 寵 姬 

御幸 あ り、 松 の 枝 を 持って行かれる 云々 の 事が あつ 

に そ の 思 召と な 、四 乂呂を 立てん とせられた 听へ、 た 


三 一 四 

せ られ たの で、 法 皇が萬 機を總 

功 を 論 じ、 賴 朝 を 以て 第一 とし、 

仲を從 五位 下 左 馬頭に 任じ 越 

は 之 を 喜ばなかった の で、 更 に 

平氏の 舊領 五百餘 所を沒 收し、 

昇殿 を 許された。 ， 

三條宮 (以仁 王) の 御子 北 ii 宮を 

つた。 初め 法皇 は 高 倉 天皇の 

れを 卜に 問 はせ 給うた 所が 第 

際、 法 皇 を 見て むつ がらせた る 

丹 波の 局の 夢想に も、 第 四ノ宮 が 

て、 之 を 奏上した の で、 法 皇も遂 

まく 義 仲の 意見が 奏上され 


た。 その 意見の 大意 は 「我 々が 義兵 を擧げ 申した る は 畢竟す るに. 故 以仁 王の 令旨 

に甚ぃたのでぁ，ft^ますか ら、 そ の 御子た る 北陸 宮を 天位に 卽け 率り た い」 と 云 、ふ の 

であった。 けれども この 宫は 一旦 僧と なった 事 も あ り、 殊 に髙倉 天皇の 皇子が あ 

る の に、 本 宗を 立て やして 庶孫を 立てる とい ふ 事ば、 祌 人の 安ん せざる 所で あるか 

ら、 法皇 は俊堯 僧正 (1 赠" 喊) を 以て 其 旨 を 諭され 給うた が、 義仲は 容易に 聽容れ 

ぬ。 そ こで 前 關白基 房、 攝 政 甚 通、 左 大臣 經 宗 等が 召に 應 じて 參上 し、 評 議 を された。 

三人の 意見で は 北陸 宮は 一 切 然るべ からすとの 事であった。 併しながら 卜に 問 

うて 決しようと 云 ふ 事に な り、 第 一 は 四 宫、 第 二 は 三 宮、 第 三 は 北陸 宮と いふ 順序で 

卜筮 をされ た 所が、 第 一 が最 吉、 第 二 は 半 吉、 第 三 は 始 終 不 快 と の 事 で、愈 ^^ 四 宮 と い 

ふ 事に 御治定 せられた ので ある。 すると 義仲 はこの 事 を 聞いて 申す やう、 「齡 を 以 

て すれば 北陸 宫が 第一 であ り 、卜 を 以てすれば 三宫が 立つべき であった の に、 か く 

御治定 になった の は 三條宮 (§ 仁) の 御爲に 痛恨の 至りで あ る」 と て 甚だ 不満の 檨 

子であった。 

宝 海〕 八月 十四 曰 (一^  I) 入， 夜、 大 藏 卿泰經 爲，， 御 使， 來、 余 隔 Ji 謁乏、 泰 經 云、 踐 肺 事、 高 
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倉宫 二人、 一一 儲 M IS 謹 § i 之 間. 思 食 煩 之處、 以外 大事 出來 了、 義 仲、 今 日 中 云、 故 

三 條 宫 御 息 宮 在 = 北 陸； 義 兵 之 動 功 在，， 彼 宮 御 力； 仍 於 i 王 事， 者、 不. 可. 有，， 異 議， 之 由 所 

お 也 云 々、仍 重 以，， 佼 堯 僧 正， s-^-^-_ 被. 仰，， 子 細， 云、 我 朝 之 習、 5-:, 繼 0 守 文， 爲. 先、 高 

倉 院宫兩 人 御 坐、 乍 &,, 其 王 胤； 强 被 ま， 孫 王， 之 條、 神 慮 難^、 此 條 猶 不. 可 歟 云 々、義 

仲 重 申 云、 於，， 如：. 此 之 大 事， 者、 源 氏 等 雖. 不. 及，， 執 申； 粗 案= 事 之 理； 法 皇 御 隱居之 刻、 髙 倉 

院 恐，， 權 臣； 如 k!,, 成 敗； 三 條 宮 依，， 至 孝， 亡，， 其 § 不. 思 ％- 忘 其 孝， 哉、 猶 此 事 難^,, 其 欝： 但 

此上事 在 = 勅 定， 云 々 者、 0 十 八 曰、 靜 賢 法師 以 X 像 云、 立 王 事、 義 仲 猶欝申 云々、 此事 

先 始 以，， 高 倉院兩 宮， 被， 卜 之 處. 官 寮 共 以： _ 兄 宫， 爲 之 由 占つ 申 之； 其 後、 女 房 丹 波 I  M 

ffS  ^-f 夢 想 云、 弟 宮 i  g 贿雜 有，， 行 幸； 持-松 枝-行 之 由 見 i 、奏 n 法 皇； 仍 乖-, 卜 ま； 可. 奉 

宮， 之 樣 思 食 云々、 然問、 義仲推 >  北 隆 宮； 仍 入道 關白 I 墓攝政 I 基 左大臣 I 經 

余、 四 人 應^、 三 人 參 入、 余 依. 病 不 參、 彼 三 人 各 被 fe- 云、 北 陸宮 一切 不％ぉー、 但 武士 之 

所. 申 チ可. 不. 恐、 仍 被 A 打，， 御 ト； 可. 被， 從，， 彼 趣； 松 殿 一向 不. 及. 占、 可 お，， 御 子細 於義 仲-云 

(後鳥羽) な 》-  S  〔後高倉) 

々、余 只 奉，， 勅 定， 之 由 申 了、 仍 折 中 被， 行，， 御 占， 之 處、 今 度、 第 一 四 宮、 g 一  I、 想 第二 三 宫、 第 

三 北 陸 せ：、 官 寮 共 申，， 第 一 最 吉 之 由； 第 一 一 半 吉、 第 三 始終 不 快、 以，， 占 形-遣-, 義 仲-之 處、 申 
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云、 先 以，， 北 陸 宮； 可 ，被， 立，， 第 一 , 之 處、 被. 立，， 第 三， 無 ，謂、 凡 今 度 大切、 彼 北陸 宮御カ 也、 爭 默 

止 哉、 猶申^ 郞徒 等； 可 fe.,, 左右， 之 由 申 云々、 


け ら 

う た 

占 め 


按 する LL  、前 揭丹 波の 局 Li 關し 

日本史 g 膽條 ほに 之 か 辯 じて 

六條 殿と 號 す、 又 曰 く、 帝 淨土寺 

すと、 これ LL よれば 丹 波と 丹 後 

後 は 丹 後と 書 す、 壽 永 の 亂， 帝 と 

す、 玉 海に は 之 か 丹 波と な し. 帝 

後 と な す、 則 ち 榮 子 (高 階) 初 め 丹 

ほ 異說も 擧げて あろ が、 多 分 丹 

三、 木曾義 仲の 

白 河 法皇 は義 仲、 行 家の 兩人 

れ、 又院 の廳官 中原 康 定 を 使 

リ 義仲は 斯くて 京都の 主人 

得た ので ある が、 實 は 彼の地 
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て 或は 之 1^ 丹 後の 局と な 

いふ や う 「玉 海に 曰 く、 丹 波 

の 扁額 1^ 丹 波に 賜 ふ と、 又 

と は 同人-」 似た リ、 本 書 壽 

して 立つべき 者.^ 卜 す、 寵 

王 編 年 記， 東 鑑， 平 家 物 語、 源 

， 

波と 稱 L. のち 丹 後と 改め 

後、 丹 波 は 同 一 人.^ さした 

暴行 及び 滅亡 

に 命じて 宗盛 以下の 黨 

として 賴 朝の 許に 遣 は 

公と な り、 至 尊 を 擁して 

位た る 極めて 不安な も 


す ものが ある。 右 Li つき 大 

は 初め 娼と なりて 宮 Li 入り、 

曰 く • 丹 後が^  土 寺の 家 Li 幸 

永 以前 は 丹 波と 書 し • 文 治 以 

姬 奏すろ に 夢中の 語ん 以て 

平 盛衰 記 等れ 諸 書に は 皆 丹 

しも 知ろ ベ から すしと め リ、 な 

ものと 思 はれ る。 

類 を 追討すべき 由 を 仰 付 

し、 之 にも 入朝 を 促され 給 

四海に 號令 すべ き 地位 を 

のであった ので ある。 
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1 體 京都の 地た る、 大兵 を容れ 置く 

容易に 京都へ 出な いのは 卽ち さう 云 

備し 置く 事に 於ても なかく 困難な 

迄 は 順調であった が、 そ の 大兵 を 給養 

ない。 かくて 程なく 糧食 物資の 不足 

他 都 人士 一  般の 反感 を 受けねば なら 

れな. い。 況ん ゃ義仲 は田舍 育ち で、 都 

つたと いふ 事 で、 甚 だしき 不 人望 を 來 

ら、 義 仲 は 天皇 踐祐の 御 事に 就いて、 其 

ゐ たやうな 次第であった か ら、 法 皇 は 

をして 早く 城外に 出で、 平家 を 討た し 

が、 義仲は 叉、 法皇が 中原 康定を 鎌 倉に 

をう す (- 聞いて 居た か ら、 う つか .5 

洛 したならば 途中で 之 を迎へ 擊 たう 


べき 所では. ない。 賴 朝が 御 

ふ點を 心得て 居た からで あ 

所で ある。 果せる かな 義仲 

せんとす るに 當 つて は適當 

を 感 じ、 之 を徵發 せんと すれ 

や、 と 言 つ て 夫 等の 兵士 を 食 

の禮儀 作法に 習 は や 、隨 分 無 

した。 而も 前に も 述べた 通 

の 議が容 れられ なかった の 

彼が 永く 京都に 滯 在す るの 

めようと さ れ、 御 催促 を 遊ば 

遣 は し、 賴 朝の 上京 を 促され 

西 征の途 に は 就かない。 加 

と し て、 内 々其 用意 をして 居 


三 一 八 

勸 誘が あ つ 

らう。 兵粮 

は 京都へ 這 

の 道が 見出 

ば、 院 宮、 寺 院、 

よせ や こよ 

作法な 擧動 

り、，^ 多い 事 

で、 不 滿を感 

を 厭 は せら 

された ので 

たと 云ふ檨 

之、 賴 朝が 若 

つたので あ 


て も 

を 準 

入 る 

さ れ 

そ の 

0 ら 

も あ 

fir  ry 

^ 力 

じ て 

れ、 彼 

あ る 

な 事 

し 上 

る" 


そこで 賴 朝もう つかり 

したなら ば、 藤 原 秀 衡、 佐 

. 其上數 萬の 兵士が 京都 

そこで 上京す る 事 は 便 

都に 至らし め ませう と 

念 を 生 じ、 防 戰の 準備に 

された。 賴朝は 康定の 

一、 日本 國は神 國で御 

を 顧みす して 横領した 

たので あ， 9 ませう。 是 

朝な どが 微力の 及ぶ 所 

られ なくて はなり ます 

二、 王侯 卿相の 御領 を 

に 於て 勘忍の 出 來ぬ所 
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上洛 はしない。 答へ て 申す やう、 臣 若し 大兵 を 率ゐて 入京 

竹義隆 等が 必す 虛に乘 じて 臣の後 を 突く であり ませう。 

に 入ったなら ば、 都 の 中 は 恐らく 騒擾す る であり ませう。 

宜 であり ませぬ。 就いては 弟義經 をして 貢賦 を 管して 京 

云 ふやうな 意味 を洩 した。 義仲は 之 を 聞いて 益.^ 疑倶の 

か、 つた か ら、 法 皇は賴 朝と 義 仲と を 和解せ しめよう とな 

歸京 を機會 として 三 事 を 上奏いた した。 其 大意 を 言 へ ば、 

座ります る。 然るに 此頃 謀臣 達 (平氏) が 神社 ゃ佛 寺の 領地 

か ら、 そ の咎に 依つ て 遂に 都 を 落ちねば ならぬ やうに なつ 

は 神 佛が罰 を 加へ たと 云 ふ ベ きもので あ ます。 全く 賴 

では 御座、 りません。 然 らば 先づ 神社 佛 寺に 恩賞 を 行 はせ 

ば 平家の 一門た ちが 數菌所 横領いた しました。 是は領 家 

であります。 就いては 早く 勅して その 憂 を 去る やうに 致 

三 I 九 
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。 例へば 賴朝 にした 所で、 若し 彼の 人々 (摘お.^) 

たなら ば、 人 々 の 歎き は 平家 同樣 であらう か ら、 そ の 邊は卸 遠 Jg なく 卸沙 

べき 事で 御座ります る。 

の郞從 にして 歸順 する やうな 者が あれ ば、 假 令 罪科が あっても 身命 は 助 

たう 御座ります る。 就いては 罪の 輕 重に 隨 つて 御沙汰 を 蒙む る やうに 


て、 こ の 三 ケ條を 見て も、 賴朝 の 精神の ある 所が 

ので、 廷臣 達 は 大いに 安堵し、 且つ 賴 朝の 人と 爲 


推 察 せ ら 

り を 想 見 

十月 四 曰 I 及， 晚大夫 史隆職 來、 密 々持 条賴朝 所 合 戰 

代  >  注 fel 之 


れ、 甚 だ穩健 

する に 至 つ 

注 文、 幷 折 紙 


2  0 

等； 院 


廳 官 所，， 持 參， 云 々、件 折 紙 不， 違，， 先 曰 所， 聞、 然 而 爲，， 後 

, 被. 行，， 勸賞於 神社 佛 寺-事、 

本國 者紳國 也、 而頃年 之 間、 謀. 臣之 輩、 社 之 ^ チ扉， 佛 


寺 之領； 押領之 間， 

遂 依，， 其 咎； 七月 廿五 曰忽 出，， 洛 城； 散 t 處 所； 守， 1 護 王 法， 之 佛 神、 所， 加，， 冥 顯 之 罰， 給， 也、 全 

非， & 朝 微力 之 所， 及、 然 者 可 feA 打，， 殊 赏 於 神社 佛 寺， 候， 近 年 佛聖燈 油 之 用途 巳闕、 如 


, 無，， 先 跡； 寺 領 如 J 兀 可 fri 所-之 由、 早 可- 〔被〕 = 宣 下-候、 

一 諸 院宫博 陸 以下 領、 如 J 兀 可 返 本 所-事、 

右 王侯 卿相 御領、 平家 一 門 押 ft 數 所； 然 間、 領 家 忘，， 其 沙 汰； 不^,, 堪 忍； 早 降- 聖 曰 之 明 

詔； 可， 拂=愁 雲 之 餘 氣； 攘， 灾 招 fa 之 計、 何 事 如レ之 哉、 賴 朝 尙 領= 彼 領 等-者、 人 之 歎 相" 同 平 

家， 候 歟、 宜 T 任 道 理-有 沙 汰著、 

1 雖， -針諜 者； 可 斬罪-事、 

右 平 家 〔郞，」 從 落 參 之 輩、 縱 雖， 有，， 科 怠； 可 kfe= 身 命； 所 以者 何、 賴朝 蒙 ：- 勅 勘- 雖. 坐. 事、 更 全- 

露 命； 今 討-朝 敵； 後 代 無. 此 事-哉、 忽 不％0, 打，， 斬 罪； 但 隨 _-罪 之 輕 重； 可 ％ - 御 沙 汰 -歟、 

以 前 三ケ條 事、 一 心 所存 如 fe 、早 お 此 趣-可 K 令. 計， -奏 達-給； 仍 注-犬 槪 >上 啓 如 #、 

合 戰 記 不 ，遑，， 具 注；. 

かくて 賴朝は 宣旨を 東 海、 北 陸、 東 山の 三 道に 下して 以上の 件々 を 御沙汰になる 

やうに 願った。 法皇 は 之 を 御 取上げに なつ て、 閏 十月 十三 日に 宣旨を 東 海、 東 山 一 一 

道 に 下し、 諸國の 年貢. は 勿論、 神社、 佛閣並 に 王侯 卿相 以下の 家 領莊圚 は 元の. 如く 領 

家の 命に 從ふ ベ き 由 を 命 せら れ、 若 し 命 を 用 ひざる 者が あら ば、 賴 朝 をして 處 分せ 
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代官と 一 

つて 此 i 

に 奏し- 

事 は 叶. _ 
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ら 


し て 

た 自 

を 取 

て 範 

^  。一 

申す 

ま す 

る 0 


とい ふの は、 行 家と 不和に なった ことで あ 


る。 義仲 は. 密に行 家と 謀.^、； a 皇を 奉じて 北國に 赴かう と考 へた。 然る 所、 行 家 は 

之に 從は な か つ た. の. み な ら や、 却 つて 其 事 を 法皇に 密奏 いたした。 そこで 法皇 は 

驚 ず せ 給 ひ、 法： 印 靜-賢 を 遣 はして 義仲 を； fi された。 義仲は 全く 其誣妄 である 事 を 

陳，： 情し、 且 つ 曰く. 臣 は 陛下に 對レ奉 つて 二つの 御怨が 御座.^ まする。 夫 は 先に 賴 

朝 を 召： させ 給 ふ 時、 臣 は 之 を 御 止め 申しお けれど も、 臣 の 言 を 容れ給 は や、 又 先に 東 

海、 車 山， 諸. 道 に 宣旨を 下されました が、 若 しこ の宣 旨に 違う. た 者は賴 朝の 處 分に 任 

す と 仰せ られ た。： 是は 實に臣 の遺慽 とする 所で 御座り まする。 臣は關 東に 赴い 

で 怨 を. 賴. 朝 に 報いよう として 居 り、 乘 輿 を 奉じて 戰 場に 臨む が 如き は 固より 跡形 

もない 事で； 御座ち まする と。 

" さて 靜 賢が 立 歸 つて 後、 義 仲が 思 ふ や う、 ど うして 彼の 祕密が 法皇に 洩れた もの- 

で， あ ら う。 こ れは. -グッ キリ 行 家が 浪 したに . 相違 な い。 行 家 以外 にこの 事 を 知つ 

た： 者 はな： い， であ： るか らと大 に 怒つ お。 行 家 の. 方 で も斯 檨な 嫌疑 を受 くる 事と 

なった か ら、 是 亦義 仲に 對し 安心して は 居られない、 そこで 十一 月 八日に 平家 追討 

を 名と して 播磨國 へ 下向した。 實は義 仲 を 避けた の， である。 
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斯檨に 一 方範 賴、 義 經 が 大兵 を 率 ゐて來 らんと し、 又 內には 行 家が 二心 を 抱く や 

う な 譯 で、 義 仲の 地位た る や 甚だ 窮し たりと 云 ふべき である。 兹に又 法皇の 寵臣 

に檢 非違 使 平 知 康と云 ふ 者が あ ひた が、 此者は 嘗て 法皇の 仰せ を 蒙つ て義 仲の 邸 

に 至 り、 武 士の 狼藉 を 止める やうに と 申 渡 し、 反 つて 義 仲に 愚弄 せられた 事が あつ 

て、 そ れを 憤って 居た か ら、 法 皇に勸 め 奉る に義仲 追討の 事 を 以てした。 法皇 は玆 

に 於て 知康 をして 密 に延曆 寺、 與 福 寺の 僧 兵 や、 そ の 他所 謂. 辻 冠 者、 乞 食 法師な どの 

やうな 者 共 を 語らって 備へ しめられた。 又 仁 和 寺の 守覺法 親王 ゃ延曆 寺の 座主 

明 雲 等 も 武士 を 率 ゐて法 住 寺 殿へ 參狼 する に 至った。 

此に 於て 京 中が 騷動 し、 院 より 義仲を 討た せらる、 と か、 義 仲が 院の 御所 を 襲 ひ 

奉る とか、 種々 の風說 が： S! つた。 そこで 院 から は 主 典 代 景宗を 以て 御 使と して 義 

仲に 仰せら る、 やう、 「汝 は 謀叛 を 企て、 居る と 告げ 申す 者が ある。 事 若し 無實な 

らば 速に 勅命に 任せ 西國に 赴いて 平氏 を 討つ がよ い、 若し 乂賴 朝の 使の 入洛 を 防 

ぎたいと なら ば、 勅 命に 依らす 自身に 赴く に 於て は禁 やる 限りで はない。 洛中に 

在り 乍ら 動もすれば 聖聽を 驚し 奉る は、 甚 だ 不 當 で あ る」 と 責めた。 併し 是は義 仲 


義 仲の 暴 

行 


實 も 

敵對 

臣 に 


つ て は 頗る 難儀な 御 命令と 

意見 を陳 ベて 居る。 其 大意 


せ 


て 


率 

、王 

力 5; 

勢 は 愈 

か く 

な 

百餘 

歿し 


ナ 


らる k 如く で、 太 だ 見苦し 

が あ れば其 輕重を 察し、 法 

の 儀を罷 めら れた ならば- 

の  代官が  入洛の  事  も少數 

て 居れ ば、 停 止の 旨 を 彼の 

無き が 如くで 甚だ 見苦し 

られ なかった。 叉 其 中に 

ぶ 緊張し て來 た。 

て 義仲も 遂に 意 を 決 し. 此 

れば ならぬ と考 へ、 十九 日 

人 を 殺害 し、 剩 さへ 火 を 放 

給 ひ、 明 雲 座主 も 亦た 殺さ 
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云 ふべき である。 此 事に 就いては 右大臣 九條兼 

に 云 ふ、 「院 中の 御用 心が 頗る 法に 過 ぎ、 恰 も 


い。 是 では 王者の 

に 依って 刑罰 を 加 

義仲 も理に 伏し 和 

ならば 義仲も 承諾 

代官に 仰せら る ベ 

い」 と 書いて ある。 

主 上 (後 鳥 羽 天 皇) も 


上 ま滅： 

に 至り 一 

つて 宫ー 

1 2  0 一 


取る か 

を率ゐ 

燒き奉 

て 天皇 


行で はない。 王者た 

へ らる. ベ きで ある 0 

親して 征伐に 赴く で 

の 事で あらう。 巨 多 

きで ある。 今の 沙汰 

兼實は 斯樣な 意見 を 

法 住 寺 殿へ 行幸 あら 

反逆 をす るか、 二つに 

て 法 住 寺 殿 を 園 み、 官 

つた。 圓慧法 親王 は 

は 御 母 儀め 七條 邸に 

三 二 五 


義 仲に 

る 者 は 人 

先 づ 當 時 

ら 、つ 〇 

士卒 を 

如くん 

上げた 

ら れ、 形 


一つ を 選 

軍と 戰ひ 

亂 軍の 中 

遷幸し 給 
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ひ、 法皇 も 攝政甚 通の 邸に 移らせ 給 ひ、 公卿の 幽閉され た 者 も 多かった。 義仲は 思 

ふが ま、 に 暴撗を 振舞 ひ、 且つ 藤 原 基 通の 攝政 を罷 め、 義弟 藤 原 師家 S  ，  g 讀相 S 

は S 翁 i ひ、 ^ 悄 ？ 紅な S 、讀 家) を內 大臣 攝政 とし、 文武 四十 餘 人の 官爵を 停めた リ. 

親 朝の 代 〔玉 海〕 十一月 四 曰 ft 傳 聞、 賴 朝 上洛 決定 了、 代官 入 京 也， 今 朝 云 々、今 曰 着，， 布 和關， 

官 入京  (半 ィ) 

云 々、先 奏- 事 由； 隨，， 御 定， 可，， 參 洛； 義 仲 行 家 等 於，， 相 防-者、 任 b 可，， 合 戰； 不， 然 者 過 平事不 

義仲 征伐  有， 之 由 仰 合 云 々、o 七 日、 傳 聞、 義 仲 因， 可 fe_, 征 伐， 之 由； 殊 用心 欝 念 之 餘、 如， 此 承 及 

き風 聞  之 由、 令 fe.. 院 云 々、仍 被 x  = 院 中 警護 之武 士ー申 H  了 云 々、行 家 已 下、 皆 悉 勤，， 仕 其 宿 直； 而 

義 仲 一 人、 漏，， 其 入 敷-之 間、 殊 成. 奇 之 上、 又 有-, 中 言 之 者-欺、 行 家 明 夕 必定 下向 云 々、賴 

朝 代官 今 曰 着，， 江 州， 云 々、其 勢 僅 五六 百騎云 々、忽 不 き，， 合 戰 之 儀； 只 爲. 供，， 物 於 院， 之 

使 云々、 次官 親 能; J 季幷賴 朝 弟 g 等 上洛 云 々、〇 十五 日、 叉 云、 賴朝 代官 九郞、 可，， 入 

洛， 哉 否、 頗 有，， 豫 議； 大 § 所 i 物 幷 〔使 者 等 、可)， 歸國， 〔之 樣： 「有，， 其沙 汰； 然 間 又 儀 出 來、 以，， 澄 

憲； 重 被. 仰， -遣 義 仲 許， 之 處、 其 勢 不， 幾 者、 可 入 京， 之 由、 愁 承伏 云々 、〇 十七 曰、 雨 下、 

平 旦人吿 云、 院 中 武士 群 集、 京 中 騒動 云 云" 不， 知，， 何 事； 頃 之、 又 人 云、 義仲 可， 襲，， 院 御所， 

之 由、 風，， 聞 院 中； 又 自， 院 可 fe. 討，， 義 仲， 之 由 傳，， 聞 彼 家； 兩 方 以，， 僞 詐， 有，， 告 言 之 者， 歟、 依 如 


命べ^ 速義 
ビき 追に 仲 
ら事討 平に- 
ろ；^  す  家  は 


あ 浮 說； 彼 是 鼓 騒、 敢 不， 可 JK 云 々、若 乖= 勅 命-之 者、 隨= 罪 之 輕 重； 被. 行，， 罰 科， 者 例 也、 叉 縱 

雖， 有， 不 fe, 主 化， 者 ：虜& 一 . 州， 引 h 外 土； 粗 有，， 先 蹤； 未. P, 洛 中 尺 之 間 有，， 如.. 此 之 亂； 此 

事 計 也、 義 仲 無， 可 危 =國 家， 之 理： 只 君 搆， 城 集. 兵、 被 ％=, 衆 之 心， 之 條、 專 至 愚 之 政 也， 是 

出， 自，， 小 人 之 計， 歟、 杲 以 有，， 此 亂； 王 事 之 輕、 不. 足 41,, 是 非； 可& 々 々、及，， 午 後， 聊 落 居 云 々、 

(I 一  以，， 主 i ハ 代 景 宗-爲 御 使； 被. 遣 ，_義 仲； 其 狀 云、 謀 叛 之 條、 雖 告 言 之 人； 稱，， 其 實， 者： 不 

及，， 遁 歟、 若 事 爲，， 無 實， 者 ■ 速 任-勅 命； 赴 _,西 國， 可 fe,, 平 氏： 縱 叉 乖，， 院 宣； 雖％. 防-, 賴 朝 之 使つ 

不 fe.,, 宜 旨 二  早 可. 向 也 、，在- 洛 中； 動 奉 .驚= 聖 聽； 令. 騒，， 諸 人； 太 不 當 也、 猶 不. 向，， 西方； 逗，， 

留中 夏， 者、 風 聞 之 說， 可 fejai 也、 能 思 量 可-, 進 退， 云 々、〇 十八 日、 卽相 共 (兼 實) 參 院、 于 

お 辰 刻 也、 以，， 泰 經 卿， 被，， 仰 下， 云、 世 上 物 騒、 逐" 曰 倍 增、 然 間 浮 言 多 出來、 御所 警 固 過 b、 

義仲又 似， 無，， 伏， 命 之 意； 事 已 及，， 大 事； 仍 昨 曰 以，， 主 典 代 景 宗， 爲， 御 使， 被. 仰 云、 爲，， 征 伐， 可 

お，， 西 國， 之 由， 度 々 被，， 仰 下； 而 于. 今 不，， 下 向； 又 可お， -賴 朝 代 官， 之 由 令 fe- 云 云、 然 者 早 可，， 

行 向； 而 兩方共 不，， 首 途； 已 欲. 敵， 君、 其 意 趣 如 何、 若 無 _,謀 叛 之 儀， 者、 早 可， 赴，， 西 海， 者、 義 仲 

報. 奏 云、 先 可 ナ立 K 口 君-之 由、 一 切 不=存 知； 因. 兹 度 々 書 a 起 請-了、 今 被 __尋 下-之 條、 生 涯 

之 慶 也、 於 ヤ^ 西 國； 賴 朝 代官 引，， 率 數萬之 勢； 可， T< 京 者、 一 矢 可 鼾 之 由 素 所 fe- 也、 彼 
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不. 可 fex 者、 早 可 卞= 向 西 國， 云 々、此 上賴朝 代官 事、 何 樣 可 仰 乎、 兼 又 依 __此 騒動； 可 

, 有， 行 ％ 於 院， 歟、 將 忽 不. 可， 然 歟、 此 等條々 可， 令。 計 申， 者， 申 云、 先 院中 御用 心 之 條頗過 

&、 是 何 故 哉、 偏 被， 敵嶽 義 仲， 也、 太 以 見 苦、 非.， 王 者 之 行； 若 有，， 犯 過， 者、 只 任-其 輕 重； 可 fe 

, 加，， 刑 罰： 又 如， 被-仰 下-者 、申 狀已穩 便 歟、 然 者 先 被. 遣 _> 可， 然 之 御 使； 且 被 fcft 浮 言 之 次 

第； 且 被 所行 之不 當； 若 指 吿 言 之 輩-者、 任お 可， 被， 行， -刑 罰； 先 罷 __當 時 敵對之 儀； 

尤 宜 歟、 義 仲 若 伏. 理 有，， 和 顔， 者、 何 不， 赴 _,征 伐， 哉、 縱 雖％%,, 罪 科： 出 境 之 後 有，， 其 沙汰-者、 

不讨， 有，， 當 時 之 怖 畏， 歟、 洛 中 咫尺 之 間、 被. 敵 ，1對 君， 之 條、 當 時 後 代、 朝 之耻 辱、 國之 瑕 這、 

何 事 過， 之 哉、 若 又 猶 不 勅 令， 者、 彼 時 任お 可 科 斷， 歟， 如，， 今 之 沙 汰， 者、 王 化 如 jr 

甚以見 苦 歟、 於，， 賴 朝 代官 條， 者、 勢 少 者 可 X 之 由、 義 仲 申 旨、 先 曰 有 k 聞； 更 不. 可，， 變 申，. 

歟、 又 率，， 巨 多之士 卒， 者、 可，， 停 止， 之 由、 可， 被， 仰，， 彼 代 官， 歟、 行 幸 之 條、 忽 不，， 然 歟 者、 泰 經 

參，， 御 前， 了、 其 後人々 多以參 集、 左大臣 已 下、 大 略 無，， 殘 人， 歟、 以，， 定 長 卿； 被. 仰 _,璺 可 fe 之 

由； 及，， 未 刻； 定 能 卿密々 來吿 云、 只 今 以- 御 車； 密 々行幸 成 了、 院 不-知 食-云 々、頃. 之 ，定 長 

來 問 云、 不 Ji 之 外 有，， 行 幸： 以，， 此 亭， 可 „皇 居， 歟、 云 々、仁 和 寺 宮、 八 條 宮、 鳥 羽 法 印 等、 皆自 - 

日 來， 被. 候阮 中-云 々、〇 十 九 曰， 早 旦 人 告 云、 義 仲 已 欲〉 P 法 皇 宮_ 云 々、余 不_- 信 受-之 間、 


仰に 義賴 
タし转 勢 

X  ^  m 
つ 義遣賴 


る I 二 法 倏明天 
害親宫 雲台 
ぜ王圓 '座 
ら共惠 八 主 


£ 無 音、 (I) 午刻 云、 然 而義仲 之 軍 兵、 已 分-三 手； 必 定寄之 風 聞、 猶 不- 信 用-之 處、 事 已 實 

也、 佘 亭 依 大 路 之 頭； 向-犬 將之居 所-了、 不 幾 程； 黑 煙 見. 天、 是 燒 ft 河原 之 在 家-云 

々、又 作， 時 兩 度、 チ時 未 刻 也、 及-申 刻- 官 軍 悉 敗 績 、奉お-法 皇- 了、 義 仲 士卒 等歡 喜 無龀、 

卽 奉， 渡，， 法 皇於 五條 東 洞 院攝政 亭- 了、 武 士之 外、 公卿 侍臣 之 中^死 傷 之 者、 十餘人 

云 々、夢 歟 非 参 欺、 魂 魄 退 散、 萬 事 不簦、 凡 漢家 本朝、 天下 之亂 逆、 雖％= 其數； 未レ有 T 如-今 

度， 之 亂， 云 云、 0 廿 二日、 傳 聞、 座 主 明 雲 合戰之 曰、 於-其 場-被-切 煞- 了、 又 八 條圓惠 法 親 

王 、於-, 華 山 寺 邊- 被，， 伐 取-了、 又 權中納 言 賴 實 鄕 、着-直 垂折 烏帽子 等-逃 去 之 間、 武 士 等 

不. 知 卿 相-之 由 〔引 張 夭 欲パ斧 處、 自 雖 其 名 (衣 裳 之 體 非-尊 常 之 人 僑 稱-貴 種-也、 獨 

可. 打 之 由、 各 沙汰 之 間、 下男 之 中 、有-見 知 之 者 實 說 之 由； 仍 忽 免， 死、 武 士 等 相 共、 
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向 

ひ. 

雨 

矢 

-腰 

十 


，一 

更 

繼、 

，言 

.泰 

人 


子 山に 

と合戰 

同 平等 


あ リ、 泰 

淺瀬 1^ 

リ て、 綠 

に 命ぜ 

安 東 忠 

綱、 重 0. 

リズ 水 

取 リズ 

時 之 か 

水 Li 沒 


し に 

む、 時 

籠 る 

乃 ち 


，足 利 

に 官 

，夜 半 

橋 上 

越 え 

由 

り、. CE 

渡 リ 

治 川 

の 後 

同 く 

幸 は 

切 リ 

力 ら 

ぎ li!  ノ 


伏 


渡 る 

遂 Li- 


浦 

て- 

義 

< 

底 

や 


箇所に 


河 

-卯 

め 


に 知 

雨 脚 

Li 始 


らぜす 

の 如く， 


んに 官軍 


平 等 


^ 伴 

窺 ひ 

1  あ 

が E 

町 か 

feu  -  I 

幸 1^5 


浮 


め U 


矢 


水 


面 Li  並べし に. 


、い 

蘇 

急 


して 宇治 

東軍 多く 

軍 廿四人 

に 至 リズ 


と考 へ、 芝 田 

木 島に 馳せ 

水練 1^ 爲し 

f 七 芝 田 兼 

馳ぜ行 く， 佐 

兼義馬 に 

す、 兼 義、 貞 

に 敦方將 

で， 水 練 の 

す、 相 從 へ 


にして 未 だ j 
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戰 はざる Li  、十 LM 一三 は 死 す、 信 網は獨 

士 多く 水に 沒 する fs- 見て、 渡らん と 欲 

遣し. 勢 副 へ ん こと.^ 請 ふ. 泰時 乃ち 

1^ 茗 けす 馬に 騎ら す、 裸 Li て帷 1^ 頭 Li 

< 曰 く. 吾 衆將 に 敗北 せんと す、 今 LL 於 

リ、 軍 陣 LL 入 リズ 命.^ 拾つべし と、 時 氏 

渡 る、 泰 時 言 語 1^ 發 V- す、 只 前後 1^ 注視 

に 官軍 は 東士の 水に 沒す る，^ 見て、 勝 

堪 へ す、 自 ら馬, 進め ズ河. ^越えん と 

轡，^ 執る に 拘留す る、、 と  < 匕れ は す * 貞 幸 

沒死 せざる はな し、 早 く 御 甲，^  to^ き 給 

その 間に 贞幸乘 馬 1^ 隱 す、 泰 時 は 意な 

中島に て 時刻 1^ 經 たるに ょリ 岸に 著 

. ^取リ て切棄 つ、 兼 義は乘 馬 矢に 中リ 

岸 Li 達 す、 時 氏 旗，^ 舉げ て 矢 石.^ 發 し- 

八 人 班 1^ 蒙 る、 泰 時 は 筏に 乘リて 何.^ 


Ill 三 八 

リ 進で 中島の 古柳の 蔭に ありし が、 後 進の 勇 

すれ ども 思慮,^ 失 ひ、 子 息 重 網，^ 泰 時の 陣 LL 

勇士.^ 加 へ、 且つ 餉か重 編 Li 賜 ふ、 重 辆 は 甲胄 

纏 ひ、 父 の處 Li 還 る、 S に泰 畦に 子 時 氏 .5- 招き 

て は、 大 將軍も 死すべき 時 な リ、 汝 速 _レ 河 fj- 渡 

乃ち 佐 久滿太 郞、 南 條 以下 六騎， ^具して 進み 

^ る Li  、三 浦 泰村主 從五騎 以下 数 輩 又 渡 る， 爱 

Li 乘 すろ 色 あ リ、 此 LL 於て 泰時は 之，^ 見る LL 

せし か に、 貞 幸 之，.^ 危みズ 止めん と 欲 し * 騎 の 

乃ち 誌て 云 ふ、 甲 青 1^ 着け 乂 渡る もの は， 大 略 

ふべ し-と、 泰時 乃ち 田！^ に 下 立ち ズ， 甲 产 e 解く、 

らすも 止まれ リ、 信 辆は 先登の 名 ありと 雖も、 

さし は 時 氏と 同時な リ、 柵 及び 網 は信辆 大刀 

て斃 ろと 雖 も、 水 練 の^者た るに よ リ、 無 事 LL 

-東 士官 軍 挑み 戰ひ 勝負，^， ふ、 東士已 に 九十 

渡 る、 泰 時 著 岸の 後、 武 藏、 相 模の 誠に，；！ - 戰ふ、 


云 

合 

せ 


七 日、 六 波 

辆、 兼 義 相 


羅 に 於て 勇士 

論す る に.，， S リ 


^ め 


入 

へ 

す、 

の 

f 


る V 時 

言 ふ、 佐 

S で 

決し 難 

ど も、 佐 

罄 え た 

貞 幸が 

存知ら 

-因 \ ^兼 

と 欲す- 

る  JP  、此 

己 vv 

ーミ" Tsir  I 

ばかつ 


き 


河 


田 

登 に 

以 て 

進 む 

々 木 

な ら 

々、泰 

招 て 

ど 賞 

に 於 


先 

越 


乘 馬 


が 馬 

ぶ、 但 

時 は 

曰 く 

に 於 

< ば 

讀 


等 勡 功 

て 之.^ 

立つ と 

P る： 

ん や、 云 

貞 幸に 

リ て • 芝 

兩 人が 

し是 は 

此の 狀 

諍 論 然 

て は 所 

ば 服 承す 

んで 痛快 

隱 し、 河 ，<J^ 


の 事、 其 

對 決せ 

と は、 偏 


見 


ぬる 所 

は 佐々 

め 


淺 

む、 

矢 


に兼義 


、只 

く な 

T と、 云 

み な ら 

めな か 


明 わ リ、 而 る 

云 ふ、 敵 陣 に 

リ、 岸 LL 著く 

引導 Li 依る 

く、 岸 よリ落 

の 弓手の 方 

，鞭た けば か 

の 事な リ、 貞 

ほ 傍の 人 LL 

等の ロ狀の 

さ 歟 と、 兼 義 


入 

也. 


す， 春 日貞 幸が 泰 

つた 所な ど は、 忠 
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河 1^ 渡る 先登 0事* 

る 時の 事、 馬 1< ^河 LL 

頃 は 見え 來ら すと 0 

逯迹の 案內. ^知ら 

時 は 芝 田 先立つ と 

あ リ、 貞 幸 同 妻 手の 

先 ん す、 中 山 重繼又 

水底に 入 リ \ ^後の 

ふ に、 報 する 所又符 

^ 以 て.， 關 東に 註 進 

く、 徒 涉の賞 Li は預 

時の てし 報いん が 

義の 精神 か 自ら 發 
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0 し、 當 

璺 浦、 羽 

〔吾 妻 

田 兩 

レ河、 勸 

そ の 

賜 はら 

嘉 ま 

其 替 


時 の 

爾 堅 

鏡〕 

庄、 並 

賞 捕 

後 嘉 

れ た 

元 年 

沙 汰； 

軍 家 

m 任 


前 近 

右人 承久 


第二 卷 

質 fj- 追想せ しめろ 

庄並 に 栗 本 北 郡 

月 


年 九 

郡 等 

被&ー 

七 月 

吾 妻 

日、 近 

下 文； 

頭 職 

信 繩 

宇 治 

二 年 


廿 二 

頭 職 

下 文 

口. 上 

に 見 

入 道 

張 國 


月 七 


力 

頭 


あ 


の 

等の 地 

戌、 唷、 佐 

承久 三年 合戰 


而 し 


木 

合 


也 


< 之 

れ た 

賜： 近 

1  {ぅ 


三 四 〇 

が 賞 與 として は 近 ，y 國 

江國 佐々 木豐浦 羽爾堅 

治 川 合戰之 時、 最 前 依レ渡 


地 は 神瓧等 U 寄進せられ たろ リ、 別 に 替地 

居 る0 

辆) 所レ賜 

被レ載 U 其 

庄 住人 


之承久 宇治 先登 赏， 被， 付，, 祌 社 等， 之 問、 今 Hr 冇， 

詞； 


之 勸 賞 、登 浦庄之 替、 可， 

曰 


移 1 彼 職， 之 狀、 ノ仰 如，. 件、 以 ：ト、 

案 主 左 近 將曹菅 原 

知 家事 內舍人 原 


令 左 街 門 少將藤 原 


之 

名 で 

己 Mt 

れ た 

馬 の 

き 過 

か 0 

作 者 

柄 と 

で あ 

護 と 

に 住 


別 當 

武 蔵 

反して 

るが)、 實 

1 向 に 

1^ 賴朝 

帶 1^ ゆ 

て、 先 陣 

等は嘗 

案出し 

て 見れ 


本 史 高 

リ (盛 衰 

ノ初 め 賴 


四 

網 

$ 


そ 


傳 


守 ま 

朝 臣 

の 宇 

書 に 

ら な 

厩 Li 

だ と 

の つ 

の 高 綱 

の 力と 

こ LL 面 


0 臣 


は 備 

杉 山 


な ほ 

前、 安 

に 逃 


の 事ば、 (平 

蹟の徵 す 

且 


-因 


や、 高 絹 に 


家 

-梶 

-當 

己 

一一 1-a 

寅 


物， 語 

き i 


ど Li  M 

がない 

次 第 

迄 は 

^ し 

士 道 

れ に 

見 V 


し 「功 

雲、 七 

く、 我 


直 

-感 


< 

と 

の 事 1"^ 

服出來 


備前安 


せざる 


藝 等 

あり). 

^ 獲 


谷 ： ズ 官 

に 闘す る 

1^ 賜 はら 

び-. - せぬ 

に、 之 拔 

であらう 

て、 物 語 の 

假托の 話 

が 多い の 


七 國の守 

左 衞門尉 

たる は實 
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に汝の 力な リ、 我 し 天下に 號令 

討つ LL 及 び、 又 曰 く、 事 平 かば 必す 

と、 之 . ^怨み 雍髮 して 高野山 に 入 

勳 功  > 雖ら 陸 道 I 猶 依， 不 -1 本 意  >  出 家、 

事,^ 怨んで 出家した と いふ 筋合 

同と 略 i- 匹敵した もので あらう。 

i か、 備 前 安藝 等の 七國 賜 はる 

は 思 はれない。 然る LL 前記の 如 

日本 全國の 半分 1^ 賜 はら すん ば 

甚だしき もの で、 II- る 正氣の 沙汰 

事 は 信じ 難 いと 思 ふ ので ある。 

朝の 生存 中 LL は 不平が ましき 舉 

日の 倏 LL は、 

佐々 木左衞 門尉參 入、 則 召 n 北 面 

精 誠， 之 由、 所， I 聞 食 及， 也、 汝 匪い，, 軍 

相 催お 去月 十八 曰、 御 柱 十五 本 


々 * 

野， 

思 

め 

庇つ 有 n 御 

忠； 已 赴 _ 

沙 _1 汰 付 


す る 

前 言 

る」 云 

住- 1 高 

ll 見 

そ 

i か 

く 過 

約 束 

と は 

吾 妻 

& 力 


得 

踐 ま 

-と あ 

了」 と 

る 0 

J 力 

の 恩 

m へ 

は れ 

Li 就 

つ た 

對 面； 

1 善 因； 

河 尻 


す 


め る- 

思 ふ 

人 だ 

如 き 

賞 に 


な 


其 半 

、是 に 

ま た 

。 何 

に 佐 

け 拔 

は、 旣 

預 リ 

ど 主 

の で 

見 れ 

思 は 

寺 佛 

妙 之 

外 十 


分 

木 

る ( 

-高 

柱 

被. 

本， 


巳 


早 


三 四 二 

，汝 Li 與 へ ん と- 


m お 


の 

北 

例に 屬 

ら、 な ほ 


吾 

の 


彼 は 

勳 功と 

陸. 道 全 

. 有 リ 

つ 滿 

れ 


の 

て 

リ 得 

滿 足 

ば、 そ は 

タしく 

後年の 

治 五 年 


_義 仲.^ 

-賞 薄 し 

リ 「爲- 其 

あった 

_ 兄 弟 一 

賜ば る 

さ 事と 

すして- 

剛愁の 

斯 る 記 

事 で *敏 

六月 四 

出、 殊 致- 

人 頻 被-一 

代 官： 云 


富 時 高销は 左衞門 尉と あって 未だ 出家した と は 見えね、 且つ 賴 朝の ロづカ ら 「*-  ^ 

軍 忠，^ 竭 したの みなら す-巳 -」 善 因 (佛 事- レ盡 力す る こと) に 赴いた の は 神妙で あ るし と 

て赏 IS されて 居る ので あ る。 

なほ 同書 建 久五年 六月の 二十 八日の 條に は. 

造 東大寺 間 事、 將軍家 旁 令- >助 成-給. 材 木 事 、仰-左 衞門尉 高 き 於-周 防 國ハ殊 有-採 用つ ェ 々、 

と あつ て. 時 もな ほ 出家して は 居ら ので ある。 然るに 同書 建 仁 三年 十月の 倏に 

は 「四郎 左衞鬥 尉高繙 入 道」 と 書い V- あ ろ、 こ の 頃-しもって は 彼 は 旣-レ 入道して 高野山 

Li 居た ので ある。 然 ら に 高稱は 建久五 年から 建 仁 一一 一年-し 至る 十 年間-し 出 家 した も 

のと 見える が-或は 鎮家將 軍の 時代-しなって からの 事 かと 思 はれる。 (高 緝の兄 盛 銅 

など も賴 朝の 時と は 打って か はリ、 鎮家將 軍の 時には 冷遇され たの.^ 歎息し. _ パ史實 

が ぁリ、 甥 信 箱な ど， -考 ふる 所が あつたと 見えて 賴 家の 時に 於て 出家して 居 る〕 さ う 

で 無い としても 恩賞 至は賴 朝に 對 する 不平から 彼-か 出家した とい ふ說は 信じ 難 

い。 彼 は 前記 Q 通リ、 夙-」 東大寺の 重 源 上人に 接近して 居た の で、 追 々とその 感化.^ 

受けた と 見る の は 無理から ぬ 推測で あらう。 さて 吾等 は 高辆が 勇敢に して 種々 の 

功鎮， か 立てた 事 は.？ お 然之ス e 認める ので あるが、 從來の 如く 誇張 さ れ、 粉 飾 さ れ、 稍 ； 小 
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說 化せられた 高辆 について 

是 等の 粉飾 1^ 洗 ひ 去って， 兄 

に 善 因 Li 心 寄せ た" 所 謂 祌 

吾等の 考 であ る。 


西 走 後 

鳥 內裏以 

下の 條 

であった 

出來 なか 

堅く はな 

下って 新 

た が、 宗盛 

も 角、 太 宰 

ま. tj,i, 任 


無 條 件で 之.^ 信す る 事 

弟 一 列と 同 功 一 體 なる 無 

妙で あつ.；： 高 銅の 眞事镇 


三 四 四 

が出來 ない ので あろ。 かくて 

垢の、 而 して 後日 Li あ つ て は 1^ 

^世 LL 發 表したい と  一 H ふ のが、 


四、 平氏の 末 

の 平氏の 狀况 につい 

此には 大略に 止める 

やう だが、 凡てが 豫想 

つたの が 第一 の 失策 

かった ので ある。 後 

運命 を 展開す る を 得 

と 尊 氏と は 人物に 於 

權少贰 原 田 種 直 や 菊 

じたので ある が、 刑 部 


路 と其滅 

て は 別に 

が、 宗 盛 等 

に 反した 

であった 

の 例で は 

たので あ 

て 旣に相 

池、 曰杵等 

卿 三位 藤 


亡 

記して 

は 西 海 

0 そ れ 

。 次に 

ある 力 

る が、 之 

違して 

の 徒 は 

原賴輔 


あるか 

に 落ち 

とい ふ 

は 平家 

足 利 尊 

も 別段 

居る の 


第三、 源平 兩 氏の 交戦のう ち 

ら (三) の 二， 平氏の 西 走 及び 屋 


て 新 運命 を 開かう との 考 へ 

も 法皇 をお 連れ 申す ことの 

の 地 磐 は 未だ 九州で は 案外 

氏 は 京都で 敗戰の 後、 九 州 に 

地 磐と いふ 程の 者 は 無 かつ 

である。 此 際に あっても 鬼 

行宫を 營んで 天皇 を 迎へ奉 り、 之 が 

の 命と して 緖 方三郞 権能 等が 攻め 


るて 壇屋 
平 浦 島 
氏に 及 
敗 於び 


四國に 

阿波の 

へ 親 朝 と. 

I 仲 の 不 


J, 、で 菊池大 夫^ 

シゲ 


來 り、 衆 寡 敵す る 事が 出來 なかった の 

之 


また 攝 

に 破ら 

.. r 谷 

準備 期 

し中國 

なる 彥 

賴 朝の 

I す 

長 門の 


遷 つた 

民 部 田 口 ま.？ „^ が 兵 を 集めて 

1) が 起った ので、 一 時 平家 は 

律の 福 原 や 一 谷に も 立籠つ 

れて 再び 屋 島に 退却した。 

の戰 後、 約 半年の 間 は 休戰狀 

であった ので あらう。 同年 

筋に 向った が、 當 時 平家 は 四 

島 (？- は 鶴に) とに 據っ て 居た 

缺 乏が甚 しく、 進返兩 難に 陷 

不興 を 受け、 一 時 平家 追討の 

て 翌年 (き ほ) 二月 ー擧に 


の 


寿 

壇 浦に 至 、り、 三 月廿 四日 また こ 


力 


で、 そ れ から 宮崎 

が 阿波より 材木 

護し 奉った。 と 

を 利 し、 瀨 戶 內海 

ので ある が、 壽永 

であった 。之 は 

I) 八月 範賴は 平 

の屋島 (IsfJ  ^ 

で、 範 賴は周 防 長 

、犬に 窮 困した の 

を猶豫 された が、 

て屋 島を陷 いれ、 

、 でも 之 を擊破 


にう フり、 

を 取 寄せ 

力く， ■ ^る 

を 立ち 切 

三年 三 月 

源氏に 取 

家 追討 使 

德 天 皇 んノ 

LL 居た } 

門の 邊ま 

である。 

- のち 許さ 

-そ れ より 

し、 遂に 平 


平氏の 興亡と 其 事業 i 


山 蛾 城に 移， 9、 遂に 

て 内 一 暴 をし つら へ、 

うちに 源氏に 內註 

つ て兒島 灣に據 り 

源氏 兩將 (義|) の爲 

つて は 次の 戰鬪の 

として i 倉 を出發 

と馬關 海峡の 附近 

で 進軍した が 糧食 

義經 は. 事に よって 

れて西 征の途 につ 

平 軍の. 跡 を 追うて 

家 一門の 覆滅 を 見 

三 四 五 


率赏 氏の 淸 
者 な に 歿^ 
な る は 後 重 

L 統適平 盛 


武家時代の 研究 第二 卷  三 四 六 

るに 至った ので ある。 


さ 

た 人 

輪廓 

的 で 

華の 

あ ら 

て 朝 

流 れ 

柄丄 


て 熟 

物 次 

も 殆 

あ つ 

重 盛 

甘夢 

廷 の 

て、 文 

い ふ 


は 意氣沮 

懿親を 全 

く、 宗 盛 の 


ミ 平家 滅亡の 跡 

殆ど 見受けられ 

ど 見えす いて 居 

たのに 對し て、 重 

亡く 淸盛 無き 後 

二十 年で、 か-/ る 

殊に 平家 はもと 

外戚と な り、 或 は 

弱の 弊に 陷 つた 

べきで ある。 さ 

喪の 有樣 で、 實 に 

うし、 一 門が 生死 

叔父 賴盛 など は 


を考 ふる に、 彼 の 一 門のう ち 

ない。 重 盛の 謹 厚篤 實 はさ 

る樣 な觀が ある。 併しな が 

盛 は 稍 » 保 守 的" 穩 健 的で あ 

の 平家 は、 全く 之が 統率者 を 

最期 を 遂げる に 至った の も 

武人 出で ありな が ら、 萬 事 藤 

攝關 家と 婚姻 を 通じ、 また 公 

ので あるか ら、 結 末の 振 はな 

れば 勇氣の 一 段になる と、 平 

腑甲斐なき 狀 態であった の 

を倶 にした とい はれる が、 こ 

縱令舊 恩の 爲とは いひな が 


淸盛 以外に は 識見の すぐれ 

る ことなが ら、 そ の 政治 上の 

ら淸 盛の 進取 的、 舊 慣例 打 壊 

つたの は 多と すべ きで あら 

缺 いたので ある。 されば 榮 

• 免れ 難き 運命と いふべき で 

原 氏に 學 び、 或 は 其 女 を 進め 

卿 交. 0 を な し、 諸 事 公家 式に 

かった こと は 無理なら ぬ 事 

家 は 一 般に 萎靡し、 一 谷以來 

である。 又 その 一族 は 能く 

れも 例外が 無い わけで もな 

ら、 西 走の 際賴 朝の 招き に應 


賴盛關 東 

に 赴く 


詣高 >^ 維 
つ' 野 通 盛 
山れ 屋 
I 二て 島 


じ、 却 て 一 族 を 離れて 關 東に 赴 き、 賴朝 の 優遇 を 受けた るが 如 き、 ま た 維 盛な ども 重 

盛の 嫡子で、 平家の 華冑で ありな が ら、 西 走 の 後、 妻 子の 事が 氣遣 はれる とて 屋島か 

らコ ッソリ 遁れた が、 道 路の 守備が 緩 重で あるの で、 京 都へ は 赴かれな いので 高 野 

山 へ 詣 で、 得 度し て^とな り、 後 ち 那智の 海に 身を投じて 歿した とい ふやうな 次第 

である。 由 來小松 一 家 は 父 重 盛 以來淸 盛 やその 他の 一 門と は 意氣の 投合せ ざる 

ものが あつたの で、 維 盛の 進退に も 隱れた 事實が 伏在す るか も 知れぬ が、 そ の 諸 弟 

が 1 門と 共に 運命 を 同じう した 事から 考へ て 見れ ば， 維 盛 の 態 度 は遺慽 なき を 得 

r* り e  5。 、 維 盛 最期の 事跡 は 平家物語 や 盛衰 記の 外に W  丄ゃ 1 が.：^  9, 那智 の， i に .^ 

ぬのて ある U 投： J ズ 死んだ こと は、 後 に舉げ 4^ 建禮 門院 右 京大 夫の 敬 集に も 見える 力 

第 4g  また 宗盛 父子が 生虜 となつ て 鎌 食に 送られた 際の 仕打ちな ど は. どう 見 

て も 見苦しい とい ふべ きで あらう。 

〔長 門 本 平家物語〕 第 十七 權丄 nt ル 三位 中 將維盛 は、 與 三 兵衞重 景、 石 重 丸と、 武里 と 云 

舍 人、 此 三 人 を 召しぐ し て、 忍 びつ 、屋 島の たち を 出 で、 阿 波國 雪の 浦より 沖 を 

こ ぎ 渡 り、 和 歌 の 浦、 吹 あ げ の 濱、 玉 津 島 明 神. 曰 前 .國 懸の 御前 を 過ぎ て、 紀 伊ぢの 

由 良の 湊 とい ふ 所に 着き 給へ -り、 是 より 山 傅 ひ 都へ 赴きて、 こ ひしき 人々 を も 
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維 盛の 最 


維 盛屋枭 

通れ 出 

でし 事情 
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今一 度 見ん とぞ覺 しける が- 

なし、 本 三位 中將の 生ながら 

さん も かなしく て、 千 たび 心 

f 給 ひ て、 人 を ぞ 尋 ねられ 

口 時賴と て 小 松 殿に 候け る 

年に なりに け り、 髙 野の 御山 

上人の 御 房と 申て、 い と をし 

た，..' けれ ば、 聖、 見 參 したりけ 

にしこう し て、 大內の 出仕の 

き に は、 直 垂に折 ゑ ぼ し、 鬢 を 

めて 是を見 給 ふ、 いまだ 三十 

つし か 老僧 姿に な， 9 た り、 云 

たる 樣な り、 中 將も淚 にむ せ 

申け る は、 君 はやし まに 渡ら 


ま を やつし 

へられた る 

す.^ み 給け 

る、 三 條齋藤 

@( 時賴) 高 野 

てきれ ん坊 

，り もてなし 

、幼少より 小 

は、 繪 かき 花 

で 衣紋 を か 

だに も 成ら 

、聖、 中 將を見 

て もの もの 

給 ふと こそ 


三 四 八 

給へ ど も、 よ の 人々 はまが ふべ くも 

にも 心う きに、 我 さ へ うき 名 をな が 


れ ど も、 心 にから かひ 

左 衞門大 夫 もちより 

へ 上て 奥の院に 行 ひ 

とぞ 申け る， 一 門の 者 

け り、 か れを 尋ねて 三 

松 殿に 候け る が、 十三 

結びた る 狩 衣に 立 ゑ 

きしき そく を や、 出 家 

ざ る に、 殊 の 外に やせ 

奉， て 夢の 心地して 

たま は す、 良 久しく あ 

承つ る に、 い かにして 


て、 泣 々高 野 へ 

が 子に、 齋藤瀧 

すまし て、 五 六 

ども は  一 n 问野 の 

位中將 おはし 

の 年より 本 所 

ぼ し、 私 の あり 

の 後 はけ ふ 初 

おとろ へ て、 い 

あきれ まど ひ 

b て 瀧 口 入道 

是 まで 傳ひ渡 


月 


らせ 給に や、 更 に 現と も 

いかにもな るべ か トメし 

す、 故 鄕 にと， 义め 

ぢき なく 思 ひ、 年 

打と け 給 はねば- 

にて 髮を おろし 

おはせ しだに も、 

期す る 所な し、 來 

$ーーョ 申さば やと 田-し 

上人 を 請 じ 奉， 0 

まひけ る は、 我 こ 

れ、 己 等 はいかな 

ん さま を DD? はてな 

く み、 か つう は 維 盛 


に そ は 

の 中 あ 

ぼして 

>  、/中 ノ  L 


かりに 

我 身 は 

現に 祈 

しける 

にの た 

お ほ け 

にも 成 

も は ご 


、人 

. き 

フ、 

力 


覺 え すと て 泣けれ 

に 西國へ 

どもの 事 

か ば、 大臣 

もとく ま 

にも 入な 


f  二 

と 

せ 

檨 

生 


ば、 三 位 中將の 

落下り て あ 


み 


の 

よ り 

た ま 

ん と 

く 遁 

を す 

は、 都 

を も、 


外 は 

ぞ せ 

れ が 

と て 

へ 歸 

ぶ 


より 外 

殿 も 池， 

ら す、 あ 

んと田 5 

申、 命 を 

、、二；  ^ 

、も. f 力 

(I) 明け 

られけ 

た き 身 

も、 な じ 

,5 上， 0\ 

ら AJ5, ベー 


に、 >じ に 

- 大納言 

く がれ 

ふ 也、 父 

權 現に 

る 事 

ぬれば 

る、 三 位 

な れ、 此 

か は な 

て、 各 J 

しな ど 


た 

. 東 

身 


ま 

ゝ 

檨 

し、 

將、 

の 


け る は、 都 に て- 

も、 き 

f  J と 


あ 

-ま 


ざ 


で 


給 ひき 

の 跡 

三 
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覺 

助 け 

ひ け 

三 九 


も  > じ 

な く 

な ん 

ま と 

ま だ 

-ぃ は 

を 尋 

上人 


も 身 

て、 世 

と お 

ひ來 

世 ざ 

ん や 

て、 權 

と 申 


衞石童 丸 

る- S こそ 

ベ き、 い か 

よ、 妻子 を 

れ ば、 重 景 


身 智參野 
の詣三 
投海 し 山 
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も 石 童 丸 も か 

時 頼 入 fs! にぞ 

れも 八より つ 

る、 志 ふ 


かさき 

流轉三 

に も、 あ 

ふ 事 あ 

丸十 八 

都 へ 向 

とき 力 

どもの 

しかし 

にも あ 


力く，.^ 

だち て 

界 中、 恩 

はれ 北 

らじと 

にぞな 

ふ ベ か 

ば、 田- 3 に 

こざ か 

ら せじ 


た 

び 

ら 

こ 

し 

と 


りの ま.^ 


ん\ に 向 ひ て、 さ 

られけ る、 石 どう 

奉て、 中將の 跡 ふ 

をし がり 給 ひけ 

る を 見 給 ふに つ 

不 能 斷， 弃 恩 入 無 

方に か はらぬ す 

ぼす ぞ 罪深き、 三 

け る、 中 將た けさ 

す、 今 一 度 何事 も 

へ すして さ i< を 

く 歎かん 事 もい 

思 ふ ぞ * 云 々た 

に 申 ベ し、 (I) さて 


め ん\» となき 

丸 是を見 て、 同 

ところよ b 生 

れ ば、 重 景 に も 

け て も、 御 M せ 

爲、 眞 實 報恩 者 

が た を、 い ま 一 

位 中 將も與 三 

とに のた まひ 

いひ やらば や 

も か へす がた 

と を し. 終 に は 

是ょ， 5 屋島 へ 

三 山 の 參詣事 


て") (重きみ 


じ く 

立 ち 

劣ら 

き あ 

と 三 

度 見 

兵衞 

け る 

と 思 

を も 

力 ぐ 

歸 て I 

故な 


結 際 

-こと 

思 ひ 

給 は 

と な 

て、 と 

同年 

- 我と 

ど も、 

つ さ 

あ る 

位 中 


つ 

な n 

ま 

へ 

も 


三 五 0 

ら 懂 を 切りて 

ザり てけ り， - J 

一 年に ぞ 成け 

たりけ り、 是 等 


そり 給 ひ 

くもなら 

廿七 也、 石 

くもなり 

世に なき 

不 便 也、 幼 

けれども、 


力 

Jut 

-WIT 

じ 


盛、.， -中將 (き) など 


け る 

ば、 思 

ど う 

なば， 

も の 

き 者 

い つ 


られに けれ ば、 濱 の 


維 盛剃髮 

す 


南 宮と申 王子の 御前より、 一 葉の 船に 棹 さして 萬 里の 沖へ ぞ 浮ばれけ る、 は る 

かに 漕ぎ出 で、 山 な， 9 の 島と いふ 島 あ り、 か しこ へ 漕ぎよ せ て、 大 なる 松 をけ づ 

り て、 中 將の 名せ きを 書付ら る、 (I) 中將 入 道、 然 る ベ き 善 智識 か な と嬉 くお ぼし 

て、 忽 に 妄念 を飜 して 西に 向 ひて 手 を 合 せ、 高 聲 に念佛 三百 遍 計り 唱 へ すまし 

て、 海 に 入 給 ひに け り、 兵 衞 入道 も 石 童 丸 も 同く 御名 を唱へ つ \ つ づきて 海に 

ぞ入 にけ る、 云 々、 

さはい へ、 以上 を 除く 外 は、 一 門が 相 共に 幼少なる 安德 天皇に 供し 奉り、 老少 男女 を 

問 はす 二 同 西 海の 藻 滑と 消えた ところ は、 古 今に 類 ひ 稀なる 哀史であって、 恰も 南 

宋の 終に 厓 山の 戰が 破れて、 陸秀 夫が 天子 を 負 ひて 海中に 入り 、後宮 諸嬪が 之に 從 

つて 共に 海底に 沈んだ にも 似 て、 そ れ 以上の 哀感が あるので ある。 かくて 淸 盛の 

暴戻な りし も 打 忘れ て、 後 世から は 平家の 末路に 世間の 同情が 集まる ので ある。 

由來 文藻に 富んだ 平家 一 門、 また 朝紳ゃ 宮掖の 間に 交際の 繁 かった 平家の 公達 

等が 都 を 落ちてから 一 年と 四 ヶ月に わたる 旅 泊の 生 活、 或 は 海に 或は 陸に. さすら 

ひの 日月 を 送った ので あるか ら、 そ の 間に 悲哀 を 以て 充 たされた 幾多の 風流 韻事 
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其のた 集 右 
最 全る に 京 謾 
期 盛 平 見 大門 
と 氏え 夫院 
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を 留めた ので ある。 薩 摩守忠 度の さ，. -波 やの 歌、 中 宫亮經 正の 琵琶の 話な どは旣 

に陳 ベた から ほ 一一の パ Jis  事 新ら しくい ふまで もない、 こ、 に は建禮 門院 右 京大 

夫 集 (右 京大 夫 は 世 尊 寺 伊行の 女 で、 高 倉 天皇の 中宮 平德 子に 仕へ た 女官で あるが、 

その 歌蕖は 普通の ものと は 違 ひ、 詠 歌より は 端し 書きの 文が 長く し て、 よ く當 時の 

狀 態 を 寫 し； 或 は 平家 公達の 悠揚た る 有 樣、 ま た 西 走 以後の 悽慘 たる 狀況 など を 窺 

はれる ので ある) に 見えた 平家 一 門に 關 する 消息の」 端 を 記さう とする。 同書に 

日 ぐ、^.ぉな じ 人^, I 粥の 四月 wli みあれ の 頃、 藤 つぼに まゐ り て 物語せ しお， 9 權の 

すけ 維 盛 § 維の 通りし をよ びと V- めて、 この 程に、 何處 にて ま れ、 心 とけて 遊ばん と 

思 ふ を、 必 す 申さん など いひ 契り て、 少 將 はとく た  > -れ にし が、 少 したち のきて みや 

らる、 ほどに た、 れた， o- し、 ふた あ ゐの色 こき 直 衣 指 貫、 わ か  えでの き ぬ、 そ の 比 

の ひとへ 常の ことなれ ど、 色 ことにみ え て、 け いごの 姿、 ま ことに 綺 もの 語に いひた 

てた る やうに、 美しく みえし を 云々 一、 又 曰 く、 一-春の こ ろ ほ宫犍 I の 西 八條に 出させ 

給へ りし ほ ど、 大 かたに まいる 人 はさる ことにて、 御 はらから 御 甥た ちな どみ な番 

にお.. 9 て、 一 I 三人 はたえす さ ふら はれし に-、 花 のさ かりに 月な か  >- りし 夜、 あ たら 夜 


た.^ にゃあ かさんと て、 權の すけ 歸総 翻らうる いし (I) 笛吹、 ゲ、 ねま、 さ (§) 琵琶 ひき、 み 

すの 內 にも 箏 かき あはせ など 面白く あそびし ほど に、 內 よりた かふ さの ゆ 隆 R;^ 

つ かひに て 文 もちて まいりた りし を、 や がて よび て、 さ まく のこと もつ くして、 

後に はむか し 今の 物語な どし て、 明 方 ま で ながめし に、 花 はちり ちら す、 司 じ 匂. <  こ 

みわたさ れ、 月 も ひとつに かすみ あ ひつ \ や う/、 しらむ 山ぎ は、 い つと いひな が 

ら、 いふかた なくお もしろ かりし 云 々」 ま ことに これ 春宵 價千 金、 平 家の-公達 等の ；， 乂  a 

揚迫ら す、 絲竹管 鉉に携 はり、 公卿 交 はりす る 樣が思 ひ やられる。 叉 曰 く、 「壽永 元 曆 

のころ の 世の さはぎ は、 夢 と も、 ま ぼろし と も、 哀 と も、 な に と も、 す ベ て /\  、 ふべき 

き はに もなかり しかば、 よろ づ いかな りしと だに、 おも ひわ かれす、 なかく 思 ひも 

いで じとの みぞ-いま、 でもお ぼ ゆる、 見し 人く の 都 わかる とき、 し 秋 ざまの こ 

と、 と 力く いひて も、 思 ひても、 こ 、ろ も、 こ と ば も、 を よばれ す、 ま ことのき は  、わ れも、 

ゾも、 かねて いっとし る 人な かりし かば、 た いはん かたな き、 夢 とのみ ぞ、 ち か くも、 

と をく も、 み きく 人み なまよ はれし 云 々/叉 曰ぐ、 「そ の こ ろ、 あ さましく、 おそろし ぐ、 き 

こえ しこと もに、 ちかぐ みし 人 く、 むなしくなりた るかす お ほくて (戰 死!！) あら 
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ぬ 姿に てわたさる、 (は f:J" 權は) なにかと 心う く、 い はんかた なき ことども きこ 

えて、 たれ など 人の いひし も、 た めしなくて 云々、」 叉 曰く、 一し げ ひらの 三位 中將 の、 

うき 身に なりて、 都に しばし とき >t しころ、 こと に 昔ち か V りしん /\ のなか 

に も、 あ さ ゆ ふなれて おかしき こと をい ひ、 叉 はかなき こと も、 人 のた め は びんぎ 

に、 心 しら ひ 有な どし て、 あ りが たか， 0 し を、 い かなりけ るむ くひ ぞ と、 心 う し、 み た る 

人の 御 かほ は、 か は ら で、 め も あてられぬ などい ふ が、 心 うく かなし さ、 い はんかた な 

し 云々」、 又 曰く、 「ま たこれ よりの 三位 中將、 く ま 野に て、 身 を なげし と て、 人 のい ひ あは 

れ がりし、 いづれ もい まの 世 をみ きくに も、 げ にす ぐれたり しな ど、 思 ひ 出ら る 乂ぁ 

たり なれ ど、 き はこと にあり がた かり し、 か たちよう い、 誠 にむ かしい まみるな か に、 

ためし もなかり しぞか し， さ れば おり /) に は、 めで ぬ 人 や はあり し、 ほ う； 0 う 寺 ど 

の、 御賀 に、 靑 海 波 まひての 折な ど は、 ひ かる 源氏の ためし も、 おも ひ 出ら る、 など 

こ そ、 人 いひし が、 花 の 匂 ひ も、 げ にけ をされ ぬ ベくな ど 聞え しぞか し、 そ のおり 

おりの おもかげ はさる ことに て、 み なれし あは れ、 い づれ もとい ひなが ら、 な を こと 

に お ぼ ゆ 云々」、 以上の 如き 記事 を讀み もて 行け ば、 恰 も 春宵 夢な かばに し て、 忽 ち 金 
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馬 允 以，， 熊 手-奉 乏、 按 察 局同存 命、 伹 先 帝 ® 終 不， -ク浮 御； 若 宮 (I: 


三 五六 
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して 仰がれた る に、 そ 

らう 0 

他 へ 御潛幸 あ， 5 し樣 

る に Di^ ら ざる もので 

に、 「及，， 午 剋， 平氏 終 敗 傾、 
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^^:建禮門院ハ£雜48人水御 
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る。 殊 
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に 建 
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の 說も無 
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品禪尼 @ 持，， 

之 處、 渡 邊 黨 

ョ) 者 御 存命、 


云 々」 と あ り、 又 守 覺 法 親 王 § 天 鳥， .1 の 法 御 皇叔の 父 直に 子當 で、 i 女) の 書かれた 左記と いふ 書に...、 

此四五 年 間、 君 臣 和を乖 ひ、 上下 亂を起 す、 玆 に 因て 國に亡 國の怨 者 あ り、 世 に 治世 

の 安 思 なし、 (I) 抑.^ 先 帝 (I) 御 事 は 緖懷を 攄んと 欲する も、 更に 筆 語に 絕す、 夫れ 

ヒ n ナギサ タケ ゥ ガヤ フ キ ァへズ 

天神 七 代 は 國常立 尊 を 以て 元と 爲 す、 地 祌 五代 は 彥波瀲 武鶬鷀 草 葺不合 尊を以 

て 昆と爲 す、 玆 を 乾坤 十二 代と 名づ く、 爾 りしより 來、 御 裳 濯 河の 御 流、 人 皇 旣 に 

八十 一 世に 當 る、 そ の 際 位 を相爭 ひ、 國 を 奪 はんと 欲する の 日、 萬 乘を 捨て、 九重 

の 居 を 出 づるこ と、 古 今度々 に 及ぶ と雖 も、 未 だ寵顏 忽ち 鯨波に 溺る 、を 聞か や、 

さる 頃長樂 寺の 聖 人、 彼 の 御 菩 提 (安 德 天 皇) の 御 爲 に、 佛 事を錯 るの 儀 あ り、 結 緣 の 

ために 潜に 件の 道場に 詣 る、 御 前 に. 奇 依の 箱 一 合 あ り、 聖 人に 尋ね 問 ふ 處、 先 帝 の 

御衣た るの 由 答 ふ、 聞く 御着 帶 より 御 在位に 至 る、 御 祈 勤行の 事、 朝 暮懈る ことな 

く、 寤 寢 忘れざる の 間、 當 初の 御 加持 等 累年の 懇 志な り、 外 土 遷幸の 後、 叉 偏に 御歸 

洛の事 を 祈り 奉る と雖 も、 皇 蓮 早く 盡き佛 力 及ばざる の 謂な り、 此 時、 殊 に 思識せ 

られ侍 る、 今 御衣 を 見 奉 . ^、彌 i 夢の 中に 啼 き、 倍 恨 上の 恨 を 添 ふ、 云 々、 o と 漢文) 

と ある。 御 叔父なる 寺覺法 親王 が、 安 德 天皇の 御衣 を 見 て、 斯 くまで 歎息せられ 給 

_ 紫 二 平氏の 興亡と 其 事業   ■ 一一 一五 七 


武家時代の 研究 第二 卷  三 五八 

ふの を 見て は、 最 早安德 天皇の 崩御に ついて 疑念 を さしはさ むに 及ばぬ であらう 

と 思 はれる。 然るに 玉 海 文治 元年 四月 四 曰の 條に 「院宣 云、 追 討大 將軍義 經、 去 夜 進- 

飛 脚， t; 副 申 云、 去 三月 廿 gt 日 午 刻 、於-長 門 國 壇-合 戰、 1 1 合 肩 午 正-至- 晡 時； 云 >, 伐 取 之 

者； 云，， 生 取 之 輩； 不， 知，， 其 數； 此 中前 內大 臣、 右 衞門 督淸宗 1|  I 平大納 言 時 忠、 全 眞 等 爲，， 

生虜ー 云云、 又 寶物等 御座 之 由、 同 所 -， 申 上 一也、 但舊主 I 御 事 不，， 分明 こと あ るな どで、 世間に 

も猶ほ 天皇の 御行 方 を 訝 か る 者が 無い ではない が、 右 は 咄嗟の 際の 御 報告で あつ 

た の で、 天 皇の御 最期 を 明記す るに 至らな か つた もので あらう が、 後 になって 前條 

の 如く 判明され たこと を 推察 せられる。 現今 長 門國の 下關に 赤間宮 とい ふ もの 

が ある。 もと 阿彌陀 寺と 稱 へて、 之 は 建 久ニ年 朝廷の 仰せに よ， 9、 安德 天皇の 御靈 

を祠 つて 一堂 を 建てられた ものである。 近年 改修して 赤 間宮と 改められた。 境 

內 はさまで 廣く はない が、 馬 關海峽 を 眼下に 見お ろ し、 思 出お ほき 所で ある。 

〔左記〕 此 S 五 年 之 間、 君 臣 乖， 和、 上 下 起， 亂、 因」 幼 國 有，， 亡 國之怨 音； 世 無，， 治 世 之 安 思： 或 

東關之 雲 外、 烏 合 之 群 悉 集，， 秋 霜； 或 西 海 之 波 上、 魚鱗 之陣皆 爭，， 曉 月； お 血 洗 、以. 尸 

埋 Jr爲_- 鬼 哭塚之 魂； 伴 鵜 沒^ 之 類、 チ 知，， 幾 千 萬， 者 歟、 平 氏 者、 昔 爲，， 戚 里 之 臣； 榮 華 被， 


通つ 源ち 平 
すて 氏て 氏 
ま は 溢 は 
た 塞れ 滿 


于 首； 源 家 者、 今 爲，， 固 城 之將； 植柳 得，， 于 尾； 彼 抱， 滿 而 必 溢 k 理、 此 探 i 而 亦 通&、 盛 衰 昇 

• 沈 之 習、 有 爲 無常 之 哀、 自 想 心 記、 莫. 不-, 灑 斷 fe  、抑 先帝 御 事、 欲 緒 懷； 更 絕 =筆 語； 夫 

天神 七 代 者、 以，， 國 常 立 尊， 爲 J 兀、 地 神 五代 者、 以，， 彥 波潋武 鶬鷀草 葺不合 尊， 爲 、名，， 此 

乾坤 十二 代； 自， 爾 以 來、 御 裳 濯 河 御 流、 人 皇 旣 當，， 八 十 一 世； 厥 際 相" 爭 位； 欲 Jtb 之 日、 

捨，， 萬 乘- 出-九 重 之 居； 古 今 雖， 及-度 々； 未鮰寵 顔 忽 溺= 鯨 渡； 去 比、 長 樂寺聖 人、 奉，， 爲 彼 御 

菩 提； 有 佛 事-之 儀； 爲 =結 緣 1 潜 詣- 件 道 場； 佛 前 有- 奇 依 箱 一 合； 尋，， 問 聖 人， 之 處、 爲_, 先 帝 

御 衣， 之 由 答、 聞 自= 御 着 帶； 至，， 御 在位； 御 祈 勤行 之 事、 雖. 奉 之、 皇 運 早 盡、 佛 力 不， 及 之 

謂、 此 時 殊 被-思 識- 侍、 今 奉 御 衣； 彌 啼 --夢 中 之 夢； 倍 添-恨 上 之 恨： 就レ中 仙 洞 御 祈 事、 遺- 

寢 食， 而 向乏、 摧，， 心 肝- 而 勞， 之、 半 存= 至 孝 之 則； 半 重-護 持 之 宜-故 也、 依 頭 戴 重-於 年 之 

雪； 眉 低 冷，， 於 齡之 霜； 去年、 追討 上將範 賴義經 歸參之 後、 世 間 靜 謐 云 々、御 祈 等 結 ま 

之； 暫 屬，， 閑 栖 休 息； 凡 今 度 滅 t 平 家 一 族-之 中、 舊 好 不， 淺 之 輩、 少 々 侍、 經 正但馬 守 者、 

故 御 所 (覺 性) 御 時 祗侯之 童 也、 手 操-四 鉉； 心 學-六 義； 然 間 被 預 靑 山 於 紅 顔； 理 髮 之 

後、 多 歲之裎 、彼 御 琵琶 不 fe^  、唯 相，， 同 居 易之 南 華 篇； 雖 kr 壽 永 之 秋、 俄 辭，， 禁 中 之 雲 

上； 欲； 外 境 之 月 前； 于 fe 經 正 持 n 參 靑 山-返 上 畢、 亦 經 盛忠度 等、 爲- 和 歌會 衆； 每月 企 
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參 之好士 也、 彼等 舊作懷 紙、 皆 以 仰，， 仁 性 律 師， 爲，， 經 料 紙， 者 也、 倩 思，， 予 之 身 上； 怨 禀，， 刹. 

利 之 種； 雖， 酌，， 艤 菌之貴 流； 拙 生，， 澆 滴 之 末； 悲 &,, 汚 道 之 烈； 塵 殘 涯 難.^,, 終 焉 何 時； 若，， 宿 一 

夢、 春 猶， 迎， 春、 後 來 世事、 何視何 聽矣、 爱聊 依 所 k  、密 

、匪，， 直 之 勇 士- 也、 張 良 三 路、 陳 平 六 奇、 携，， 其 藝； 得 其 道， 者 

福-時 哀； 端 々書付 畢、 云 々、  、 


Jinf 之 露 命； 秋 又 送&、 戲 之 蝶 

招，， 義 經； 記 xn 戰 軍 旨； 彼 源 廷 尉、 

歟、 已 上 染筆 條 々、雖 き，， 本 意； 被. 


第三 源平 兩 氏の 交 I 


(一) 源 賴朝擧 兵の 意義 

源賴 朝が 擧 兵の 次第に ついては 前に も陳 

所 は 高 倉 宫 (以 仁 王) の 令旨 を 奉じて 義兵 を 起 

の爲 に復警 をしょう とする にあった と いふ 

ば 父の 爲に會 稽の恥 を 雪が うとい ふに あつ 

まで は、 其 以前 源平 兩 氏が 相 並んで 朝廷に 仕 

満足す る樣 にも 見えた ので ある。 その 事 は 


ベ た 通. -((41 一 その 名義と する- 

したのに ある が、 そ の 本心 をい へば 父 

べきで あ る。 當 時 の 言 葉 を 以てすれ 

たので ある。 されば 或 時期 I 涛^ 合 

へ 奉った 頃の 狀 態に 復 すれ ば、 そ れ で 

治 承 五 年 (S! 和) 八月 彼が 後白河 法皇に 


後に は 朝 

敵の 追討 


奉った 上奏文に よっても 窺 はれる。 

事と て 當初は 賴朝を 以て 謀叛 人と し 

父淸 盛の 遺 言 に對 して 和平な ど は 思 

然るに 木曾義 仲の 暴狀 があって、 賴朝 

誅 滅 し、 更 に 命せられ て 平氏 を 一 谷に 

宣 によって 平氏 を 征討 するとい ふ 形 

平氏 は 天皇 を 戴いて 居る 事と て、 そ の 

の實 情より いへ ば、 上 記の 如き 觀 をな 

かしこみ て、 平氏 追討に 鞅掌した とい 

(二) 第一 期の 交戰 

源平 兩 氏の 交 戰を、 便 宜 上、 三 期に 分 

に 義兵 を 起した が、 なほ 謀叛 人と して 

に 彼 は 次第に 勢力 を 占め 得て 東國を 

期 は 主として 木曾義 仲の 活動 期で あ 
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され 平家 は 一 天 萬乘の 

て 之 を 追討 し、 西 走 後に 於 

ひも よらぬ とて 之 を肯じ 

が 法皇の 密旨 によって 將 

追討して から は、 形勢が 全 

になった ので ある。 尤も 

際の 評論 は 頗る 六ケ 敷い 

し 得る ので ある。 かくて 

ふ 事になる の である。 


君主 を 戴いて 居る 

て も、 な ほ 宗盛等 は 

なかった ので ある。 

士を遣 はして 彼 を 

然 一 變 し、 源 氏が 院 

名分 論から い へば、 

ものである がぶ n 田 時 

賴朝 は院の 仰せ を 


けて 記述しょう とする。 第一 期は賴 朝は旣 

取扱 はれて 居た 時期で ある。 され ども 此間 

鎭定 し、 幕府 を 開く に 至った ので ある。 第二 

るが、 彼が 蹉跌の 事 ある や、 賴 朝 は 代って 勢力 
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を 占 め、 更 に 院宣に よって 平 

一 時 持久 戰に 移った が、 終に 

至った ので ある。 

1、 山木攻 

源 三位 賴 政が 敗 死の 後、 平 

賴朝は 先んじて 事 を 擧げょ 

佐々 木 源 三秀義 から 其子定 

いふ は 近 江 源氏であって、 平 

が、 義 朝欧 死の 後、 平 家 に 忌 ま 

當る奧 州 藤 原秀衡 Ifg 叔 

過ぎる と、 同 國」 谷の 庄司重 

た の で、 遂 に 此に足 をと め 

その 間に 其子定 綱、 盛 綱 等 は 

生んだ。 然るに 會.^ 或 日、 相 


卷  111 六 二 


氏 を 一 

屋島及 

氏 は 引 

う と 申」 

綱を以 

治の 亂 

れて代 

をた よ 

國は俠 

る 事と 

賴 朝に 

模國の 


に 討 破った ので 

壇 浦に 於て 平氏 


1- いて 其餘 黨 を 

，內々 元の 家人 等 

注進す る 所が あ 

は源賴 朝に 屬し、 

の 所領 佐々 木庄 

て、 は る 》^^、 彼 地 

ある もの で、 秀 義 

り、 旣 に 二十 年の 

へた。 秀義は 又 


住 人、 大 庭 景 親 が 重 


る a 

1  一一 一口 


第三 期 は 源平 兩 軍が 

り、 そ の 覆滅 を 見る に 


討 i 

召集 

V7 

骨 の 

も沒 

下 ら 

勇敢 

月 を 

國 の 

を 漉 


るの 議 

めんと 

1 體、 こ 

忠を盡 

收 され 

なる を 

經 過し 

女を娶 


力 

愛 

f 

0 


谷の 邸に 


あった 

て 居た 

源三秀 

たので 

の で、 叔 

途中、 相 

し、 之 を 

ので あ 

て 一 男 

尋ねて 


ので、 

義と 

あ る 

父 に 

模 を 

留 め 

る 0 

M を 

、彼の 


以 

の 


持 

な 


仁王の 御 事が あって 以來の 京 

出入す るの を 警告した の で、 重 

で、 秀 義 は 驚 い た が、 直 ちに その 

ある。 八 賴朝は 特に 

平 兼隆を 攻めて 蓮 試め し をし 

徒で ある が、 事 によって 其 父 信 

所を經 るに 隨 ひ、 淸 盛の 威光 を 

結果、 十七 日^ 5 卵 を 以て 兼隆 

みとな し、 なほ 彼等に 土 肥次郞 

至 b 佐々 木 定綱は 1 寸鄕里 ま 

參の ため 出直して 來 たいとい 

を 許した。 然るに 十六 日も暮 

し 始めた。 考 へて 見れば 佐々 

つて 居る。 さう して 重 國は平 
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都の 事情 を 語り- 

國は その 厚意 を 

子定. 綱を以 て、 事 

其 好意 を 感謝し 

ようとい ふ 事に 

兼の 訴へ により 

笠に 着て、 權威を 

を 討 取らう とい 

實 平等 を 伴ひ來 

で 暇 を 願 ひ 出た 

ふ の で、 十 六 日 中 

れ、 夜 になっても 

木 は 近 江 源氏で 

家 の 黨 で あ る。 


且つ 佐々 木の 子息 等が 賴朝 

ら せる 所 が あ 

に 內 

手 


謝し、 

の 次 

V7 

な つ 

、伊 豆 

恣 に 

ふ 事 

る ベ 


力 


： ま是 

定綱 

あ る 

然 る 


を賴朝 

こで 先 

リ こ の 

配 流 さ 

たので 

定 め、 岡 

旨 を 仰 

は 之 を 

非歸參 

來 ない 

が、 當 時 は 

を 源 三 禿 


し 


き 


づ 

あ 

の 


と 

者 


ら 

で、 

、i 

力 


め 

飞 

で 

そ I 

_同_ 

2  。 

力 

旨 


及 ん 

に、 山 

ふ ま 

あ つ 

こ で 

義忠 

甲 由 E 

を 約 

は大 

の緣 


の 所 

つ た 

だ の 

木 判 

平家 

たが、 

軍議 

等 を 

三 日 

等 を 

し て 

層 心 

者 と 


重 E 

その子 定綱を 
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遣 はし て、 內事を 知らせた ので、 1 旦の 恩に 感 じ、 其 深切に ほ だされて 內密を 漏した。 

所が 必ゃ 十六 日中に は來 ると 約し ふが ら、 來 ない 所 を もつ て 見れ ば、 彼 は變 心した 

もので あらう。 さう すれば 此 事が 平家に 漏れよう。 とんだ 事 をした もの だ と、 千 

々に 心を碎 いたので ある。 後に は大 豪傑と 仰がれる 程の 賴朝 も、 此時は 大分 弱つ 

たやう である。 これで は 十七 日の 戰爭 は出來 ない。 十八 日と いふ 日 は 幼少の 頃 

から 正 觀音を 信仰 し、 此 日 1 日 は 物 忌 をし て、 人 と 喧嘩 を もしない 事に して 居る か 

ら、 如 何に しても 此日を 以て 戰を する 事 は出來 ない。 十九 日と なると、 モク 事が 漏 

れ るに 相違ない。 飛んでも ない こと をした ものであると 非常に 歎いた。 所で 十 

七日 は 恰も 三 島 神社のお 祭りの 日. である。 そこで 朝早く 安達 藤 九 郞盛長 を 奉幣 

使と して 參拜 せしめた。 盛 長 は 程なく 歸 つて 來た。 山 木 追討の 事 は 十七 日の 未 

明 に や. る 積. 0 であった が出來 ぬ。 賴朝 は此間 種々 心配 をして 居る と、 十七 日 の 未 

の 刻 (ffl) に 佐々 木 定綱は 次郞經 高、 三郞盛 綱、 四郞高 綱の 三 弟 を 連れて 參 つた。 賴 

朝 はこの 有檨を 見て 頻りに 感淚を 催した が、 仰 せられて いふ や う、 汝 等が 遲參 によ 

つて 今曉 の合戰 は出來 なくて 遺慽千 萬で あると。 定綱は 洪水の 爲め 途中 を迂囘 


して 參 つたので 遲參 して 相濟 みません と 謝した。 それから 再び 戰爭の 相談 を さ 

れ た が、 ど う も 十八 日 はいかな いとい ふの で、 今 夜の 內に 討つ て 了 はう と い ふ 事に 

なった。 賴 朝の いはる、 に は、 今 度の 戰爭 は予に 取って は 之に 依って 生涯の 運命 

を 卜する ので あるか ら、 先 づ戰爭 が 始まったなら ば、 火 を かけて 煙 を 揚げられ よ、 自 

分 は 其 煙 を 見て 居る からとの 事であった、 さて 其 折、 北 條時 政が いふ に、 今 日 は 三 

島の 祭禮の 日で あるから、 大 路 I S  、 お I  §  W ケ" ほ，？ チ路) の 方 に 廻る と參 

詣 人に 遇って いけない。 それより は 蛭ケ島 通り を 行った 方が よから うと。 する 

と賴 朝が いふ に、 そ れ はいけ ない。 斯うい ふ 一大事 をな すに は 小路に よって はな 

らぬ。 大路に よる 方が よいとの 事で、 進路 は 決定した。 夜の 八 時 頃から 相談 を始 

めた ので、 モク 十一 時 過ぎに もな つた。 それから 愈よ 出發 をした。 佐々 木 盛 綱 並 

に 加藤景 廉は賴 朝の 所に 宿直 をな し、 北 條 時 政、 佐 々木 定綱等 は進發 した。 蔬 木 (原 

木) を 北行して 肥 田の 原に 至った。 時に 時 政が いふに， 山 木 判官 兼隆の 部下に 堤權 

守 信 遠と いふ 者が ある。 これが 中々 豪の者で、 山 木の 北方に 居る。 之 は 是非 兼隆 

と 同時に 討 取らねば ならぬ とい ふの で、 定 綱、 高 綱 等が 褂 つて 信 遠 を 討 取った。 山 

第三 源平 雨 氏の 交戰  三 六 五 


武家時代の 研究 第二 卷  三 六 六 

木 判官の 方 は此時 部下 は 如何にも 手薄であった らしい。 其 わけ は 三 島の 祭禮で 

家來 たち は 多く 之に 赴 き、 そ れ から 黃瀨川 など へ 廻って 遊んで 居た 者 もあった や 

うだ。 ー體、 山 木 は 中 々要害の 地で、 韮 山を控 へて 袋の 底の 樣な 所で ある。 賴朝は 

用意周到 であるか ら、 山 木 攻めに つい て、 以 前に 其 地理 を 探らせた ので ある。 それ 

は賴 朝の 祐筆に 藤 原 邦 道と いふ ものが ある が、 も と 洛陽放 遊の 客と い つて、 放逸 者 

であった が、 此 者が 一 日 山 木 判官 を 尋ねて 酒宴 遊興の 間に. ス ッ カリ 山 木の 地形 を 

書き取った。 斯て 其地圖 によって 攻め口 を 定めて 攻擊 したので ある が、 中 々陷落 

しない。 賴朝は 家來の 者に 命 じ、 木 に 登って 樣子を 見させた が、 煙 が揚ら ぬの で、 宿 

直として 殘 して 置いた 佐々 木 盛 綱. 加 藤 景 廉. 堀 親 家 を 召し て、 山 木に 赴き 戰爭に 加 

はらせた。 三人 は 馬に も 乘らゃ 蛭ケ島 通りの 堤 を 走って 行 き、 遂 に 兼 隆の首 を 斬 

り、 火 を擧 げた か ら、 賴朝は 非常 に 喜んだ。 これが 抑ぷ賴 朝が 成功の 端緒で ある。 

へ以 上 吾ノ 

k 妻 鏡 ) 

二、 石橋 山の 戰 

山 木 攻めが 上首尾に 蓮んだ ので、 賴朝は 更に 同月 二十日 相模國 石橋 山に 兵 を 進 


める 事に なった。 この 時 も 北 條時政 父 子、 安 達 盛 長 

朝に 從 うた けれど も、 そ の 勢 は 僅に 三百に 過ぎな か 

浦の 徒 は、 或 は 遠路の ため 


の 三 

17 

を 旗 

時分 

き に 

し、 遂 

を 率 

V て 


力くて 

ョ n ガミ 

の撗上 

賴朝は 

であつ 

至って 

こ ろ で 

に兩陣 

ゐ 朝 

賴朝は 

足 柄 郡 石橋 

で あ 


十 

-旗 の 

あ ろ 

味方 

た か 

彼の 

の 間 

の 陣 

寡兵 

村に 


三 

撗 

大 


曰 

木 

、平 

庭 


寅 刻 (I 喊 

观 けて) こ 

Q こと、. t 

ようとし 

家の 後 聞 

使に 對し 

三 郞景親 

つの 谷 を 


、或は 海路 風波 のた. め 

j 愈 石橋 山に 陣を 

つ け、 中 四郞 惟重が そ 

て 諸方 を勸 誘した の 

を 憚った わけ か、 ど う 

て、 無 禮な事 を いふ や 

等 は、 三千 餘騎の 徒 

隔っ るの みであった 


の 後の 山に あ つ て、 これ も 賴朝を 

で あ 

あ つ 


る 上 に、 そ の 位置 も 甚だ 危險で 

て、 小 田 原から は 西南 三十 町ば 


る。 是は箱 根 山の 尾が 延びて 海に 迫った 所で 
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土肥實 平、 佐 々木 兄弟 

つた。 三浦義 澄、 和 田 

に 未だ 到着す るに 至 

張った。 この 時 以仁 

の 旗 を 持って 隨 行し 

で あ る が、 何分 未だ 平 

も 快く 附く 者が 少ぃ _ 

うな 者 もあった。 

を 率ゐて 石橋 山の 邊 

。 又 伊東 次 郞祐親 も 

はう とする 形勢で あ 

あった。 一 體、 石橋 山 

か り、 熱 海 街道の 右側 

_ 山 勢が 忽 ち 高 まって 


など は賴 

義盛 以下 

ら なかつ 

王 の 令 旨 

た 0 こ の 

家が 全盛 

. 甚だし 

に來， -陣 

三百 餘騎 

つた。 か 

は 相模國 

にある の 

一 體の山 
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を な し、 さ ま で 高峻 ではない が、 海 岸から 忽ち 崛 起して 居る か ら、 一  路は 甚だ 狭 く 、周 

喉の 地に 當 り、 叉 洵に耍 害の 所と いふべき である。 さて 斯る 位置 を 保つ て、 賴 朝 及 

-び大 庭 等 は 夕刻まで 相對陣 して 居た が、 そ の 內に三 浦 一 族な ど は賴朝 の 應援 とし 

て 段々 進み 來っ て、 丸 子 川 (今 の 酒 勾 川) の 邊に到 り. 大 庭景 親等の 同類の 家屋に 火 を 

かけさせ、 その 煙が 半天に 冲 した。 景 親等 は遙 にこれ を 望み 見て、 三 浦の 輩の 仕業 

である こと を 知 り， 明 日に 至ったならば 彼の 三 浦の 輩が 賴 朝に 加勢す るで あらう 

と考 へたから. 黄昏に 臨んだ けれども、 數 千の 强兵を 率ゐて 一 時に 賴 朝の 陣中へ 突 

いて 來た。 この 時 一天 墨 を 流した る 如く 眞晴 で、 暴風 暴 雨が 交々 至った。 賴 朝の 

兵 は 寡少で 固より 敵す る 事 は出來 ない が. 皆 舊好を 重ん する から 決死の 覺 悟で 之 

に 當 . ^、眞 田與市 義忠の 如き は 勇 戰の後 ち、 遂 に 戰死を 遂げた。 景 親の 陣中に 飯 田 

五 郞家義 と 云 ふ 者が あつ て、 豫 て 志を賴 朝に 通じて 居た か ら. ど うか 賴 朝に 加勢 を 

したいと 思った が、 容易に 其 事 も 叶はなかった が、 遂に 義兵 六騎を 以て 景 親と 戰ひ、 

スギ ャマ 

その 陪 をお て賴朝 を褐 山の 中に 遁れ しめた。 明 くれば 二十 四 日、 賴 朝 は 招 山の 中 

の 堀 口と 云 ふ 邊に蹿 して. 居た。 大庭等 は 益 i 追うて 來 たか ら、 の 逢に 週れ た。 


'ヒぉ r' 


こ の 時， 佐ケ木 高 綱、 天 野 遠景 等を始 として 

に 登る ことが 出來な かった？ - ら、 自分 等 は 

簾 等 を 遣 はして 賴 朝の 安否 を 尋ねさせた- 

進んで 往 つて 見る と、 賴 朝はシ ョ ンボタ と 

肥實 平が 一人 居った のみで ある。 賴朝も 

尋ねて 來 たから 大いに 喜 び、 景 員 等 も賴朝 

したいと 乞うた。 所が 土， 肥實 乎が 言 ふに 

き こ とで ある が、 ど ぅぞ 一 先づ散 じて 下さ 

つ て .も* ど うか 謀 を 運ら して 隱 まひ ませう 

れらの 人 々は 御供 をした いと 言 ひ、 賴 朝 も 

實平. は 重ねて 言 ふ や う、 今 の 別離 は 悲しい 

上下の 者が 生命 を 全うして 謀 を 蓮ら した 

ある. まいと。 そこ. で 一 同淚， ながらに 分散 

つ」 たと 云 ふ。 

第 =1. 源平 兩 氏の. Kii^ 


北條 父子 等 も奮戰 して、 筋力が 疲れて、 峰 

を こに 止り、 部下の 勇士 加藤景 員. 光 員、 景 

リ 是 等の 人々 は數 町の 險阻 を攀 登って 

して 伏 木の 上に 立って 居 り 、そ の 傍に 土 

心細く 思って 居たら しい 所 へ、 こ の 輩が 

の 無事であった の を 喜 び、 是 か. ら 御供 を 

は、 各 々方が 無事に 參上 しだの は 喜 ぶ X 

い。 賴朝 公一 人なら ば、 十 日が 1 月に， 亙 

が、 大 勢になる と 發覺し 易い とヾ 併し こ 

亦 それ を 許した さうな 氣味 もぁづ たが，、 

に は 相違ない が、 後 の 大功の 爲 であ る。. 

な ら ば、 會 稽の恥 を 雪ぐ 事の 出 來ぬ譯 も 

淚の爲 に 道路 も 見え 分か ぬ 程で. あ 
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土 肥實平 

計 策，^ 廻 

らす 


1 


見 


ま 


〔吾 妻 鏡〕 

敢 以不： 

之 上， 給 

人 數 1 給 

而此輩 

全. 命、 P 

其 後、 飯 田 

體賴朝 は 

し # 提 を 

に 其珠數 

覺 えて 居 

へ、 幸に も 

叉賴 朝の 

別れ 去つ 


廿四曰 卵 爱景 員、 光 景、 景 廉、 祐 茂、 親 家、 實 政 等、 申， 可 


-可 kr 早 可. 奉き- 武 衞， (|¥ 被. 命 間、 各 走 攀, 登 數町險 阻： 

ま 平 候 = 其 傍； 武 衞 令， 待& 此 輩之參 着， 給， 實 平 云、 各 無 

者、 御 _,隱 居于此 山； 定 難 歟、 於，， 御 一 身， 者、 縱 涉，， 旬 月， 實 

皆 .3% 可， 候，， 御 共， 之 由； 又 有，， 御 許容 之 氣； 實 平 重 申 云， 今 

一計 於 外， 者、 盍 會 稽 之 恥， 哉 云 々、依， 之 皆 分 散. 悲 淚 遮， 

五 郞家義 が 又.^ 賴 朝の 跡 を 尋ね 來， 9、 賴 朝の 珠數 

早く 兩親ゃ 兄弟な どに 死別れ 叉 は 生別れ になつ 

flE- ふ 念が 非常に 厚 く、 常 に 珠數を つまぐって 居た 

を 道の 邊に 落した ので ある。 その 珠數 たる や 狩 

る もので あるか ら、 他 人に 拾 はれて 笑 はれ はしな 

家 義が之 を 拾って 持來 たので ある。 そこで 賴朝 

御供 をしたい と 言 つ た が、 土 肥實 平が 前の 如く 止 

た。 大庭景 親 は 尙も賴 朝の 跡 を 追 ひ、 峰 や 谷 を 採 
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fe,, 御 共， 之 由； 北條 殿、 

處、 武衞者 令 臥 木 

參 上、 雖， 可 之、 令， 率， 

加，， 計略； 可，， 隱 云々、 

離 者， 後 大 幸 也， 公 私 

、行 步失 k 云 々、 

拾って 持参した 0 

か ら、 夙 に 神 佛を信 

である が、 今 朝の 合 

などで よく 人 i が 

かと 心配して 居た 

大層 喜んだ。 家義 

た か ら、 是 も 泣く 泣 

求めた が、 玆に梶 原 


平 三景 時と 云 ふ 者が あって、 確に 賴 朝の 在所 を 知ゥて 居ながら、 情 あ る考を 起し， こ 

の 山に は 人の 足跡が ないから 多分 向 ふの 山で あらう と て、 景 親の 手 を 引いて 他の 

山へ 案內 した。 そこで 賴 朝は發 見され る こと を 免れた。 (ほ 礞师 Sf  p§  、：； m ほ S 

は £ リ る へ堪 れ^の ， ^、梶 原. が うるに は 1 珠の m が はって 居ろ から 人ち ： り m  P ま 月よ 

居まい とい つて 救った と ある か、 本 書 (吾 妻 鏡) の 記事の 方-か « 說 であらう， 1 この 際賴 朝 は 

とても 助かる まいと 覺 悟した ものと 見えて、 髻の 中から 正觀 音の 像 を 取 出 し、 或 岩 

窟の中に 安置した。 土肥實 平が 之 を 見て 何故 左檨な こと をな さる かと 尋ねた 所 

が、 賴 朝 が 言 ふ や う、 や がて 景 親等に 首 を 取られる であらう が、 髻 の 中に 此觀 音の 像 

の あるの を 見たなら ば、 源 氏の 大將 軍た る 者の 仕業に 似合 はぬ 事 だと 笑 ふで あら 

う か ら、 斯 くす るので あると 答へ た。 

〔吾 妻 鏡〕 景 親 追 _,武 衞 之 跡； 搜豪 嶺 溪； 于 時 有，， 捤 原 平 三景 時 者： 糙 雖 御 在 所： 存，， 有 情 

之 慮； 此 山 稱， 無，， 人 跡； 曳，， 景 親 之 手， 登，， 傍 峰； 此 間、 武 衞 取，， 御 髻 中正 觀 音 像； 被， 奉， 安，， 于 或 

巖 窟； 實 平 奉. 問，， 其 御 意； 仰 云、 傳，， 首 於 景 親 等， 之 日、 見， 此 本 尊； 非，， 源 氏 大將軍 所 爲， 由、 人 

定 可お， 誹 云々、 件 尊像 者、 武 衞三歲 之 昔、 乳 母 令， 參 ，籠 淸 水 寺； 祈，， 嬰 兒之將 來， 懇篤、 歷， _ 

ニ七箇 曰； 蒙，， 灵 夢 之 吿； 忽 然 而 得 J 一寸 銀 正觀音 像； 所 歸 敬， 也、 云 々、 
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さて 賴 朝に 數 日間 箱 根 山に 隱れ 

の 案 內で土 肥の 方に 出 で、 眞 鶴 倚 か 


が 敗北した とい ふので、 一 旦引 揚げ 

明 は 八十 餘歲で 踏 止まって 討死し 

せた ので 、一同 も 亦 房 州に 渡った の 

,  三、 房總 及び 武相 

源賴 朝が 房 州へ 到着した の は 八 

義澄等 も 思 ひく に 彼 地に 渡航し 

めて 數曰來 の 鬱念を 散す る を 得 わ 

島と ある。 今 は 龍 島に なって 罟て 

家の ある 所 で、 海 島で はな い) 镇 朝 は 

たがら 之 をた よった ので ある。 (■ 

55  ん) なほ 上 總權介 平 廣常は 彼 地 

家の 徒なる 長 狹六郞 常 阵が賴 朝 を 


て， Q た が、 ど う も發覺 される 虞が あるの で、 實 平 

ら 船に 乘 つて 房 州に 赴いた。 三 浦 一族 も賴朝 

て 衣笠 城に 還った が、 畠 山重忠 等に 攻めら れ、 義 

その子 義澄 以下 を勵 まして 賴 朝の 跡 を 尋ね さ I 

で あ る 0 

の略定 

月廿 九日であった が、 是 より 先き 北條時 政、 三 浦 

て 居た ので、 彼等 は賴朝 を出迎 へ、 一 同 は 此に始 

。 (按 する に賴 朝の 着いた の は 安房 國平 北郡獵 

、勝 山 村 (今 は 加 地 山) に 合併され、 海 濱に少 許の 漁 

幼少の 頃から 當 地の 安西 三郞景 益 を 知つ て 居 

朝と 安西との 簡係 はどうして 成立った か 明で ち 

が、 保 元 平 治兩戰 とも 安西が i 翻 t に 1^  ；3  糊に： S 

の 豪族で あるか ら、 其 邸へ 臨まん とした が、 會 J 平 

謀らん とした 企が 發覺 し、 且 つ 安西 景 益からの 
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忠 

を 
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開 は 

志 の 


も あ 

は し 

諾し 

を こ 

朝 恩 

力 ナ 


て 
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め、 
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內で 
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望 ま 
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になつ 


の で 

上 を 
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の 丸 

で あ 

地 を 

た の 


，途中 

命 じ 

を 寄 

御厨 

り-. 傳 

以て 

で あ 

ま れ- 


ら駕を 

ので あ 

躊躇の 

し、 又 丸 

地 は、 曩 

て義朝 

勢大神 

0 斯る 

十餘年 


朝 は 房 總の地 はさせる 

れな いの で、 書狀を 小山 

率 ゐて參 向すべき を 命 

ふ もの は 精兵 三百 餘騎 であった 


引返し、 和 

る。 常^ 

模樣 であ 

御厨 (伊 勢 

祖 源賴義 

に 至った 

宫へ獻 上 

目 出たい 

の 往事 を 

要害の 地 

朝政、 下 河 

すると 共 

0 千 葉 常 


田義盛 

は賴朝 

つ た。 

大神宮 

が 東夷 

力、 義朝 

ン NJ 斤 

Hi ナ& 

由緒の 

追懷し 

でもな 

邊行 平、 

に、 自 身 

% は そ 一 


を廣 

が擧 

賴 $ 

を征 

は 又 

が、 程 

地 で 

て、 そ 

く  、水 

_豐 島 

も 下 

の 子 


に、 安達 

の 事 を 

な ま 州 

所) を 巡 

た 功と 

治 元年 

く賴朝 

るから、 

ろに 數 

く此處 

元、 葛 西 

へと 向 

正、 師常、 


盛 長 

犬い 

崎 明 

見 す 

し て 

力 藏 

-賴 ず 

行 の 

に 居 

淸重 

つ て 

_ 胤 成、 


を 


る 


人 


哀 


千 葉 介 常 胤 

喜 び、 直 に 之 

へ 參 詣 

等の 事 

はられ 

の 昇進 

に 補せ 

■ 五 臭 
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た 最 
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臺) に あ 

たとの 

居た か 

槪錄， J 


等 を 連れて 

參會 した 地 

郡 鴻 臺 (國 府 

府に 參會し 

務を 執って 

き は r 總葉 

橋と いふ.， 0O その 

說 となす ベ きで あ 

介 廣常は 約 

出る か、 彼が 

を懷 いて 居 

であった の 


點は 下總國 府 


之 を 出迎へ た。 

-ー 

つたので 

誤 記 か と 

ら、 千 葉 の 

に鄕 俗の 

ゆ ゑ は 常 

ら う) か ( 

の 兵 を 率 

次第によ 

あ る が、 賴 

人君た る 

で 勳功を 


ニ萬騎 

出 やう 

たので 

で、 そ の 


替 へて 服 事 し、 所 々 

彼の 起居 動作が 粗野で、 鱧 儀 


之 も 

妻 T 

あ る 

思 は 

事 を 

說と 

^が 

て 賴 

ゐ て 

つ て 

朝 は 

の 度 

も 建 

を缺 


從軍 三百 餘騎で 

あ る が、 之 は 少 々 

か ら、 どうも 參 

れる。 また 考 

國府 とい ひな 

して 

こ 、 で 賴朝を 

朝 は 進んで 隅 

參會 した。 こ 

は 之 を 討 取 

却て 彼が 遲參 

量に 感服 し、 廣 

てた ので ある 

くと ころが あ 


あった。 (按 する 

疑 はしい。 下總 

の 意 義 に 合 は な 

る に， 當時千 葉 介 

たで も あらう か 

啊西) の 西に 橋が 

ち迎へ たから だ 

川の 邊に 及んだ 

時廣 常は賴 朝が 

を 平家に 獻 じょ 

怒， 0/ 扈從を 許し 

は是れ から ス ッ 

が、 當 初の 心得が よ 

つたのと で、 鬼 角 に 


會 

の 

、首 

を 

常 


=1 七 四 

に、 常 胤が 

國府は 

い。 或 

は 千 葉 

。 傍證 

あ る が、 

とい ふ 

頃 に • 彼 

如何な 

う 力な 

さう も 

カリ 其 心 

くな かつ 

賴朝 の 嫌 


賴 朝に 一 

の 葛 飾 

上總國 

居て 國 

なすべ 

t マチ 

を 君 待 

之 も 一一 

上總權 

態度 i.i 

と 二  4 

ぃ氣 M 

を 入れ 

疑 を m 


れる 事が 出來 すして、 後ち 鎌 倉の 殿中で 殺害 さ れ たので ある。 ところが 或 者が い 

ふに、 廣常は 生前に 上總の 一 宮 神社 (S) へ 願文 を揭 げた。 それ を 見たならば 彼が 

心中 を 察 しられようと あ つたの で、 賴 朝 も 念の た め それ を 取 寄せて 調べられた とこ 

ろ が、 却 て賴 朝の 武運 長久 を 祈って あつたの で、 殺 害した 事 を 後悔 さ れ、 彼 が 子弟の 

罪を赦 したので あるが、 その 後、 上 總 介の 子孫 は 鬼 角に 繁榮 しなかった。 之に 反し 

て 千 葉 介 常 胤 は 其 志が 神妙 で、 度 々の 戰爭に 勳功も 多かった の で、 賴朝も 「凡 於，， 常 si 

大 功， 者、 生 涯 更 不. 可 fefc 謝 こ I 妻と いは れ、 ま た 「賴朝 卿 依 恃乏 如， 父 母； 每， 施，， 恩 賞お， 常 m- 

爲 一一 最初 こ 醜大 とも-あつ て、 常 胤 1 族の 繁昌 はもと よ り、 子 孫まで も 大いに 榮 えたの 

である。 

〔吾妻 鏡〕 九月 十九 曰 i § 上總 權介廣 常 、催，， 具 當國周 東、 周 西、 伊 南、 伊 北、 廳 南、 廳 北 輩 

等； 率 =1 一 萬 騎； 參 H 隅 田 河邊； 武 衞 ®) 頗 瞋，， 彼 遅 參； 敢 以 無，， 許 容 之 氣； 廣 常潜以 爲、 當 時 

者、 率 土 皆 無. 非，， 平 相 國禪閤 之 管領； 爱武衞 爲，， 流 人； 輒 被. 擧，， 義 兵， 之 間、 其 形 勢 無，， 高 喚 

相， 者、 直 討& 之； 可 fe, 平 家， 者、 仍 內 雖， 摔 J 一  圖之存 念； 外 備，， 歸 伏 之 儀， 參、 然 者 得，， 此 數 萬 

合 力； 可， 被，， 感 悅， 歟 之 由、 思 儲 之 處、 有 挺.咎=遲 暴-之 氣 色； 殆 叶-人 主 之 體_ 也、 依， 之、 忽 變__ 害 
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心： 奉-, 和 順； 云々、 . -.  . ；: 

〔吾妻 鏡〕 正月 十七 曰  一一 一 I 藤 判官 代 邦 通、 一 品 房、 並 神主 兼 重 等、 相，， 具 廣常之 甲： 自，， 上： 

總 國 一 宫； 歸 n 參 鎌 倉； 卽 召，， 御 前； 覽，， 彼 甲； き I 結，， 付 一封 狀於 高 紐； 武 衞、 自 令&乏 給、 其； 

趣、 所. 奉. 祈，， 武 衞御 運， 之 願 書 也、 チ存& 曲， 之 條、 已以 露顯之 間、 被， 加，， 誅 罰， 事、 雖^, , 御 後 

悔： 於 ス「 無 k  、須， 被 fe,, 沒 後 之 追 福； 兼 又 廣常之 弟、 天羽庄 司直 M 、相 馬 九 郞常淸 等 者、. 

依- 緣 坐， 爲，， 囚 人， 也 、優，， 忘 者 之 忠； 可， 被-厚 免-之 由、 被 _ -定 仰； 云 々、 

書 云" 

國ー 宫寶前 

所願 事  , 一 

年中、 可 進 神 田 二十 町-事、 

年 中、 可 &,, 如， 式 造 營， 事、 

1 三箇年 中、 可 4t, 萬 度 流 鏑 馬 _ 事、 

右 志 者、 爲，， 前 兵衞佐 殿下、 心中 祈願 成 就、 東 國 泰 平， 也、 如. 此 願 望 、令- 一  々 圓 滿> 者、 彌 1^ 


敬白 

上總 

立 申 

1 三箇 

1 三箇 


奉， 崇： 一 神威 光一 者 也、 仍立. 願 如， 右、 :  - . 

治 承 六 年 七月 日  上 總權介 朝臣 廣常 

, 話が 少し 侧 道に 這 入った が、 賴 朝 は 同月 二十日に 土屋宗 遠 を 使と して 甲 斐に發 向 

さ せ、 「賴 朝に 於て は 房 總三國 及び 上野、 下 野、 武 藏 等の 精兵 を 相 具して 駿 河に 至り、 平 

氏の 進軍 を 待つ ことで あるか ら、 武 田 信義 等 も 一 族 を 相率ゐ て黃瀨 川に 來向 すべ 

し」 と 命じられた。 斯て賴 朝 は 十月 二日に 常 胤、 廣 常 等が 用意の 舟 檝に乘 つて 太 井 

(翻、 I 叩禁 G 隅 田の 兩河を 渡って 武藏に 着いた が、 從軍は 三 萬 餘騎に 及 び、 豊 島 淸元、 

葛西淸 重、 足 立 遠 元. が 最前に 出迎 へ、 畠 山 重 忠、 河 越 重 賴、 江 戶重長 等も歸 順し、 醍醐 禪 

師全成 (S かひ) など も、 面 會に來 つた。 それから 十月 六日に は 相 摸に 至り 

先 づ鶴岡 A 幡宫 (§ 歸 5 械？？ ) を遙拜 し、 之 を 小林鄕 北山の 地に 移し 祠る 事と なし、 

つ 5  g  《I  、§ 職) まお 大倉鄕 を 卜し、 大庭 景義を 奉行と して 賴 朝の 第 宅 を經營 せしめ 

た。 同月 十八 日に は大軍 を率ゐ て黄瀨 川に 着いた。 北 條時政 は 甲斐、 信 濃の 源氏 

ニ萬餘 を率ゐ て來會 し、 二十日に は 富士川の 東岸に 進軍した。 

四、 富士川の 戰 
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る- 

し 


橋 

少 


匕 


で 

力 

力 

そ 


山 の 

房 州 

も 追 

に 流 

將平 

^ は 

平家 

富 士 

と い 

力 な 

た 通 

あ る 

時 政 

こ で 


戰 に 賴朝 

に 遁 れ、 北 

々と ナ) に 

した 事 を 

維 盛、 薩摩 

平廣 常の 

の 軍は數 

川の 西岸 

ふ に、 自分 

る 平家 黨 

り、 甲 斐 の 

の で、 平 軍 

の勸 誘な 

橘 遠 茂 は 


三 七 八 

が K 軍した こと を 聞い て、 淸 盛 も 1 たび は 喜んだ が- 

條、 佐 々 木、 三 浦 等 も 亦 集 り、 房、 總、 野 の 諸 豪 も 之に 屬し、 

加 は 、兵 勢が 大いに 盛んで あると 云 ふ 事 を 聞 き、 淸 

大いに 悔ひ、 後白河 法皇に 請うて 賴朝 追討の 院宣 を 

守 平 忠 度、 三 河 守 平 知 度 等 を 追討 使と して 賴朝 を征 

議に從 ひ、 足 柄 を 越 え、 十 月 二十日 富士川の 東岸に 陣 

萬 騎と號 し、 同月 十 三日に は 駭河國 手越驛 につ き. こ 

に陣 した。 一 體、 平家が 斯 くまで 深く 東國に 進軍し 

が 推察す ると ころに よれ ば、 駭 河の 目 代 橘 遠 茂 は 長 

であつ て、 屢 i 東國の 情報 を淸 盛に 致した ので あり、 

武田 信義、 上野の 新田 義 重な ども 竊に款 を 平家に 通 

は 夫 等を賴 みとして 來た 事と 思 はれる。 され ど 甲 

どに よって 旣に其 態度 を 定め て、 何 れも賴 朝に 屬す 

打ち捨て 置き 難しと 考へ、 部 兵 を 率ゐて 甲斐に 進發 


したので ある が、 途 中で 武田 信義、 一 條忠賴 等の 軍に 遇って 散々 なる 敗軍 

上、 遠 茂 も 結句 捕虜に なつ たやうな 次第で あるか ら、 平 軍に 取って は 非常 


ひを來 した 譯 である。 そこで 平 軍 は】 方なら す 困却して 居た 折 柄、 武 田 

追々 進んで、 平 軍の 後に 出ようと した ところ が、 會 夜半 に、 富 士 沼に 居た 

いて 飛 立ち、 その 羽音が 大 軍の 押 寄せる に似て 居た から、 平 軍 は 驚き 騒い 

平家の 參 謀であった 上 總介忠 淸が議 を 進めて いふ や う、 東 國の 士卒 は悉 

屬 して 居る、 我等が 餘り 敵地 に 進入す る こと は 得策で ない。 速に 歸洛し 

す 方が よから うと。 維 盛も此 議に從 ひ、 曉 天に 及ばざる 內に、 俄に 軍 を 還 

つた。 かくて 維 盛 等は瀨 多に 著 し、 使 を 福 原に 遣 は し、 戰 はやして 歸陣し 

報告に 及ぶ と、 淸 盛 は 大いに 怒 り、 そ の 使命 を 辱 かしめ た 事 を 責めた。 

〔吾妻 鏡〕 十月 廿曰 1 1 已 亥、 武 衞 (I) 令. 到，， 駿 河 國 賀 島， 給、 又 左 少將維 盛、 薩 

參 河 守 知 度 等、 陣，， 于 富 士河西 岸； 而 及，， 半 更： 武田 太郞信 義、 廻，， 兵 略； 潜 襲， 伴 

處、 所 •li, 于 富 士 沼， 之 水鳥 等 群 立、 其 羽 音 偏 成，， 軍 勢 之 粧； 依， 之、 平 氏 等 驚 騒 • 

總介 忠淸等 相談 云、 東 國 士 率、 悉 屬，， 前 武 衞； 吾 等 愁 出，， 洛 陽； 於，， 中 途， 已 難 、速 令. -歸 
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洛； 可， 構，， 謀 於 外， 云 々、羽 林已下 任， 其 詞； 不. 待，， 天 曙； 俄 以歸洛 畢、 

宝 海〕 十一月 五日、 (中 略) 又 傳 聞. 追 討 使 等、 今 曰 及，， 晚 景， 入 JOT 知 度 先入、 僅廿餘 騎、 維 盛 

追 入、 又 不. 遇-十 騎， 云 々、先 去月 十 六 日、 着，， 駭 河 國高橋 宿： 先， 是 彼國目 代、 及 有 勢武男 

之 輩、 三 千 餘 騎、 寄-甲 斐武田 城， 之 間、 皆 悉 被，， 伐 取， 了、 目 代 以下 八十 餘人 切& 懸， 路頭， 

云 々、同 十七 曰 朝、 自，， 武 田 方， 以，， 使 者； 送，， 維 盛 館； 其 狀 云、 年 來 雖， 有，， 見 參 之 志； 于^ 

未 其 思； 幸 爲 i 旨 使； 有-, 御 下 向； 雖， 須，， 參 上； 程 遠?^ 0_ 路 峻、 輙 雖 ji 、又 渡 御 可 煩、 

仍 於，， 浮 島； I g f - 之 相互 行 向、 欲」 P 見 參， 云 々、忠 淸見. 之大 怒、 使者 二人 切. 頸 了、 

同 十八 日、 富 士川邊 構，， 假 屋； 明 曉 十九 日、 可，， 寄 攻， 之 支度 也、 而之 間、 計 官 軍 勢， 之 處、 彼 

是相並 四千 餘 駿、 忽 以 降 落 、向-敵 軍 城 I 已 了、 無 あ 手 拘 留； 所 之 勢、 僅 不. 及， 一 一 一 千騎； 

武田方 四 萬餘云 々、依， 不％, 及，， 敵 對； 竊 以 引 返、 是 則 忠淸之 謀略 也、 於，， 維 盛， 者、 敢無 

引 返， 之 心， 云 々、而 忠 淸 立，， 次 第 之 理； 再 三 敎 訓、 士 卒 之 輩、 多 以 同乏、 仍 不 fefe 止； 自 &,, 

京 洛， 以 來、 軍 兵之氣 力、 併 以 衰 損、 適 所， 殘 之 輩、 過 半 逐 電， 凡 事 之 次第 非， 直 也 事； 云 々、 

今 日 着，， 勢 多； 先 以，， 使 者， I  g 示， 午 細 於 禪 門； 禪 門大怒 云、 承，， 追 討 使， 之 日、 奉，， 命 於 君， 了、 

縱 雖 fefe 於 敵 軍； 豈 爲， 恥 哉 、未， 聞， 承& 討 使， 之 勇 士、 徒 赴 _,歸 路， 事 (若 入 京 洛； 誰 人 可スロ 


& 哉、 不覺 之 恥 貽. 家、 尾 籠 之 名 留 fc 歟、 早 自， 路 可へ 暗， 趾 

. .,洛、寄11宿撿 非違 使 忠綱之 宅-云 々、於 = 知 度-者、 先 以 入 fe- 

, 傳 說 n 記乏、 定 有-遺 漏， 歟、 但 是 供峯 軍陣， 之輩說 也、 子 細 

1 方 賴朝は 又 平家 を 追うて 上洛しょう とした が、 千 

等が 諫めて いふ や う、 常 陸の 佐竹義 政、 秀義 等は數 百の 

ある。 其 他尙ほ 源氏に 屬 さない 者が 多い か ら、 油斷を 

征服して 然る 後に 關 西に 及ぶべき を陳 ベた。 賴朝も 

安田 義定を 留めて 遠 江國を 守護せ しめ、 武田 信義 を以 

五、 東國の 平定 

石橋 山の 戰の 前後に あって は、 柬 國の 將士は 一般に 

後賴 朝が 武、 相、 駿 等の 地 を從へ るに 及び、 競うて 其 旗下 

る にも 關らす 常 陸の 佐 竹 氏 は 款を賴 朝に 通じな い の 

之が 征伐 を 決行す る 事と なった。 ー體、 佐 竹 氏 は 新羅 

め 義光は 常 陸 介と なり、 其子義 業が 土 豪平淸 幹の 女 を 
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也、 更不， 可乂 dc- 云 々、然 而竊入 

，在，， 禪門 之八條 家， 云 々、大略お 

難レ 多、 難レ 及-短 毫ー者 也、 . 

葉 常 胤、 三浦義 澄、 上 總介廣 常 

士卒 を 擁して 威勢が 盛んで 

して はならぬ。 先づ 東方 を 

之 に 從ひ宿 を 黄瀨. 川に 移し、 

て 駿河國 を 守護せ しめた。. 

嚮 背に 迷う おので ある が、 其 

に屬 する 者が 多かった。 然 

で、 富 士 川の 戰 後、 賴 朝 は 愈 i 

三郞義 光の 後裔で ある が、 初 

娶っ. て 昌義を 生 ん だ。 昌義 
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は 佐 竹鄕に 居て 始めて 佐 竹 氏を稱 した _ 

を 振った ので ある。 佐竹秀 義が賴 朝に 

か、 そ れ とも 威勢に まかせ 傲然 自立の 考 

海』 の 文 で 見れば 「越後 城 太郞助 永、 於，， 甲 斐 

請 一 云 々、又 上野 常 陸 等 之 邊、 乖=賴 朝， 之 輩 出 

平氏に 內應 して 居た 事が 推察され る。 

つて 居た ので あ り、 ま た 上野と ある は 新 

後の 事情から 見れ ば、 最 初 は 平家に 內應 

は 卽ち佐 竹 氏の 事 で、 之 も 平家に 內應の 

當時 京都に あって 平家に 附 いて 居た と 

かくて 賴朝は 同年 十一 月 四日 兵 を率ゐ 

介廣 常は秀 義の緣 者で あるので、 先づ彼 

めた。 義政 は先づ 降った が、 秀義は 其 父 

に 降らない で、 金 砂 城に 據 つて 抵抗した 


三 八 二 

リ 昌義の 孫が 秀義 で此 頃から 大いに 威勢 

附 かなかった の は、 平 家に 屬 して 居た もの 

であった もの か、 そ の邊は 不明で あるが、 『玉 

信濃兩 國， 者、 チ 交，， 他 人； 一 身 可，， 攻 落， 之 由、 令，， 申 

來 云々」 赌 S 隨， S 針 一一 と あるから、 佐 竹 氏が 

城 助 永 は 平家の 命 を 受けて 木 曾 義仲を 謀 

田義重 で、 之 も 源氏の 長老で ありながら 前 

して 居た ので あり、?^; i  g へ ip の 常 陸と める 

疑が 充分に ある。 況んゃ 秀義の 父 義隆は 

いふに 於て は 辯 解の 餘地 は殆ん どない。 

て 常 陸の 國府に 至り 軍議 をな した が、 上 總 

を 遣 はして、 秀義 及び 其子義 政に 降 をす、 

義隆が 平氏に 屬 して 京都に 居た の で、 容 易 

0 城 は 高山の 頂に あって 頗る 要害で 降し 


源 義貍賴 

朝 LL 面會 

す 


難いの で、 ま た 廣常 の 計 一 

閑 道を敎 へ、 城が 遂に 陷ー 

が 領地 常 陸 國奧七 郡 並； 

て、 鎌 倉に 凱旋した。 一 

また 上野なる 新田 義ー 

應し て 同 國寺尾 城に 立 

盛 長 を 遣 はして 諭さし 

ので、 賴朝も 漸く 心が 解 

つて 賴 朝に 屬 した。 一 

また 是 より 先 き、 源 義ー 

早速に 尋ねて 面會を 

〔吾妻 鏡〕 十月 廿ー 

遠、 義 實 等、 依， 之 不， 能 


を 用 ひ、 秀義の 叔父 義弘を 利 を 以て 誘 

. ^、秀 義は遁 れて奧 州 花園 城に 走っ^。 

に 太 田、 糟 田、 酒 出 等の 地 を沒收 して 勳 

6 上 西 入道と 號 し、 源 義ま り f  JE つ J 

1 國 (義 家の 次子) の 長子^、 #K の 長老て 

籠り 形勢 を觀 望す るが 如き 狀 態が あ 

めた。 そこで 義重は 自ら 鎌 倉に 來っ 

けて 罪 を 免した。 義 重の 子 里 見義成 


の で、 彼 は 城 後の 

つて 賴朝 は秀義 

將士に 分ち 與へ 


た 


京 


な が ら、 平 

の で、 賴朝 

意な きを 

都に 居た 


家に 内 

は 安達 

誓 つ た 

が. 又來， 


し 


曰 


經は奧 州 藤 原 秀衡の 許に 居た が、 賴 朝が 擧 兵の 事 を 聞 くや、 

た。 是は 浮島ケ 原の 陣中での 事で ある。 

§ 稀 今 日、 弱 冠 一人、 御旅館 之 砌、 稱. 可. 奉. 謁，， 鎌 倉 殿， 之 由； 

執 啓； 移. 尅 之 處、 武 衞 (i) 自 令. 聞  > -此 事-給、 思 = 年 齡 之 程； 奥 州 

早 可 御 對 面 _ 者 、仍 實 平 請，， 彼 人； 杲 而義經 主 也、 卽 S 御 前： 互 談 _,往 事； 催=懷 舊 之 R 
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；實 平、 宗 

九 郞歟、 


ま 

應 じ 

や し 

. 〔吾 
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就中、 白河院 御宇 永 保 三年 九 月、 曾 祖陸奧 守 源 朝臣 義 家. 於， 臭 州； 與，， 將 軍三郞 武 衞、 

同 四 郞家衡 等， 遂- 合 戰； 于 時 左 兵 衞尉義 光 候，， 京 都： 傳， 聞 此 事： 辭， 朝 廷警衞 之 當官； 解，， 

置 弦 袋 於 殿 上； 潜 下^ 奥 州； 加，， 于 兄 軍 陣， 之 後、 忽 被 tfe 訖. 今 來臨尤 協，， 彼 佳 例， 之 由、 

被-, 感 仰-云 々、此 主 者、 去 平 治 二 年 正 月、 於，， 襁 褓 之 內； 逢 k 喪， 之 後、 依，， 繼 父 一 條大藏 卿 

^ 成、 之 扶 持； 爲- 出 家-登 山、 鞍馬 至-成 人 之 時； 頻 催：， 會 稽 之 思； 手 自 加，， 首 服； 恃，， 秀 衡之 iii 

勢； 下 n 向 于 奧 州； 歷-, 多 年-也、 而 今 傳， 聞 武 衞 被き，， 宿 望， 之 由； 欲， 進 發， 處. 秀 衡强而 抑留 之 

間， 密 々 P 出 彼 館， 首 途、 秀 衡 失き 惜 之 術； 追 而 奉. 付，， 繼 信 忠信 兄弟 之 勇 士， 云 々、 ， ， 

た 近 江 源氏なる 山 本義 經、 その 弟 柏木 義兼等 は 兵 を 其 地に 起して 遙に賴 朝に 

た が、 平 知 盛が 數 千の 兵 を 率 ゐて來 り 攻めた か ら、 防 戰 した。 され ど 衆寡 敵せ 

て 通れて 鎌 倉に 走り、 賴 朝に 屬 した。 

妻镜〕 十二月 一 曰 §1 己 卯 • 左 兵衞督 平 知 盛 卿 率，， 數千官 兵； 下 rra 近 江國： 與，， 源氏 

山 本 前 兵衞尉 義經、 同 弟 柏木 冠者 義兼 等， 合 戰、 義 經 已 下、 弃， 身 忘. 命 雖，， 挑 戰： 知 盛 卿 

以，， 多 勢 之 計； 放， 火 燒，， 廻 彼等 館 幷郞從 宅， 之 間， 義 經義兼 失& 逃 亡、 是 去 八 月 、於，， 東國； 
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任 = 素 意， 參 上、 被， 追 ft 
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賴朝は 鎌 倉に 幕府 を 開き、 是ょ. 0 終始 彼 地 に 居て 天下 を 制馭す るの 策 を 建てた。 
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九月 七日 木 曾義仲 兵，^ 攀ぐ、 

十月 六日 煎 野 前^ 當湛^ 叛 く， 

十月 二十 d  富士川の 戰、  t 

十一月 七日 重ねて 東國の 追討 使 1^ 命ビら る、 

十 f 月サ 11 t« 手.^ J 蔵人 某 (il  に舰ー S  g) 福 原の 人家に 放火して m , 國. に， 赴く、 


十 

養 和 元 

正 


正 

八 


0 


八 cn 


四 日 

十 日 

四 日 

十 五 

十 日 

四 H 

四 日 


京 

園 


江 


還 

五日 南都 追 


近 

平. 


北 


大 

戰、 

寸 

き。 


の 


近 


等叛 く、 

江の 賊と通 す ろ LL  rj リ官 兵,.^ 遣 はす * 


崩 御， 


平 

淸 

令 


五 畿內に 至ろ まで 謀反の 聞え めろ,^ 

五 畿內幷 に 伊 賀、 伊 勢、 近 江. 丹 波 等，^ -總 


氏と 戰ふ、 

す、 

め發 向、 


等 謀反 Li つき 追 す、 

る * 


第三 源平 兩 氏の 交戰 


一一 一八 七 


當 ら 

西 走 

九州 

に 進 

つ た 


武家 ^代の 研究 第二 卷 

壽 永 元 年 


111 八 八 


朝 

力 

め 


正 

毒 永 二 

七 


は 居 

こ 0 

V7 

る の 

ら四 

た の 


で あ 


一 日 

一 日 

五 日 


鎌 倉 

曾義 

. む 


1K 下 餌 ゆ、 

竊 並山俱 利加羅 t- の戰、 

源氏の 兵 京都 に 邁 る、 

平氏 西 走、 


に 定 

義仲は 

なきに 

還 屋 

る a さ 


め、 自 ら 出征す る こと は 

擧 兵以來 その 勢が 旺盛 

至った。 その 後、 源 氏 同 

島に 內裏を 置い た が、 そ 

れど 一 谷の 戰に 敗衂し 


せす し て、 專 ら將士 を 

で、 程 なく 京都に 逼っ 

志相戰 ふに 及んで (ほ 

の 勢 も稍ぷ 恢復して- 

てから は、 兵 勢が 頓に 


遣 よ し 

た の で、 

鎮 朝と ノ 

曾 義 仲 

_ 兵を攝 

奮 は ダ 


て 事に 

平家 は 

平氏 は 

播の地 

る に 至 一 


一、 墨 俣 川の 戰 

富士川で 敗戰の 後、 淸 盛 は 同年 十一 月 七日 更に 東 海、 東 山、 北 陸 三 道に 對し 東國追 


攻の盛 平 

む 源 等 知 
氏 美 盛 

濃 通 


討の 宣旨を 申 下した ので 

近 江に は 山 本義 經 等の 亂 

で、 力 を 東國に 奪ら にす る 

の 兵 を 率 ゐて西 上せし め 

に據 つたので ある。 而し 

は 大いに 恐れ、 平 知 盛、 同 通 

キヤウ ノキ I 

朝 は 之 を 聞い て、 卿 公義 圓 

た。 淸盛は 更に 宗盛 をし 

うち に、 淸盛は 病ん で薨じ 

二月 十五 曰 重 衡、 維 盛 等 は 

墨 俣 川の 西岸に 陣 した。 

し 逆襲して 大いに 行 家 を 

追に 集ま h- 來 るべき こと 

二、 平氏の 

第三 源平 兩 氏の 交戰 ■ 


あ る が、 格 別 

が あ り、 ま た 

事 を 得な か 

，養 和 元年 正 

て 諸 國の兵 

盛 等 をし 


もと 乙 若 

鱸の 同 母 

て 大擧し 

2 へ閏 二月 ノ 


四 日 

大兵 を 率 

行 家 は 夜 

破 り、 義圓 

を 聞 き、 sl^ 

西 走 及び 


ゐ 


を 


屋 


の 効果 も 

園 城 寺 や 

つたに 際 

月に は旣 

の 之に 應 

大兵 を 率 

い ひ、 義ン ど 

で あ ろ j を 

賴 る ,  一 

これ が爲 

て 束國に 

乘 じて 之 

^ り、 滕 ち 

兵 を引揚 

島內裏 


見られな 

東 大、 興 福 

し、 頓 朝 は 

に 美 濃、 尾 

する 者が 

ゐて 追討 

して 兵 千 

たせよう 

め 平家の 

發 向し、 三 

を 襲 は う 

に乘 じて 

げたので 


かった ( 

兩寺等 

叔父 行 

張 を從、 

多い と 

せ し め 

餘を率 

とした 

活動 は 

月 こま 

とした 

追擊し 

あ る e  ) 


"且つ 前 

の 追擊も 

家 を將と 

へ、 美 氣國 

いふ 事 を 

て 之 を 破 

ゐて 赴き 

が、 未 だ 出 

ー且 にぶ 

進んで 尾 

が、 重衡. は 

た が、 東國 


記の 通， ft^ 

あつたの 

して 數千 

板 倉の 城 

聞き、 淸盛 

つ た。 賴 

援 けしめ 

發 せざる 

つ た が、 闥 

張 に 至， 9、 

其 狀を察 

の 兵が 追 


三 八 九 


源 行 家 等 

の 軍 敗る 


編 


氏 於 西 
のけ 走 
狀ろ後 
m 平 I  二 


武家時代の 研究 第二 卷  一 II 九 〇 

平家 西 走の 事情 は 前に (f;^  ざ) 陳 ベた から、 此に はお 略す る が、 宗 盛 等の 考で 

は、 木 曾義 仲の 新鋭の 勢力 は 到底 防ぎ 得べ くもない から、 一 先づ西 海に 落ちて 述命 

を 開かう とい ふに あった。 殊に 天皇 法皇 を も 奉じて 赴いたなら ば、 源 氏が 都に 押. 

入った とて も、 ど うする 事 も 叶 ふ もので はない。 その内に は 勢力 を挽囘 して 京都 

へ 還 幸す るに も 至る であらう と考 へたら しい。 され ども 法皇 P 白 をお 連れ 申す 

ことが 出來 なかった の は、 大 失策で あつ て、 都 では 院宣に よって 新 帝の 踐？^ を 見る 

に 至った ので あ b  、恐 れ ながら 平家 は 天 皇 (安 德) 及 び 三種の神器 を盜み 奉った かの 

觀を なす 者 さへ あるに 至った。 さて 平家 一門 は 壽永ニ 年 七月 廿五 日、 安 德 天皇 及 

び建禮 門院 等 を 奉じて 西 海に 向 は れ、 途 中 攝津の 福 原に 立 寄 ，0/ そ れ から 波路 遙か 

に 太宰府に 着かれた ので ある。 すると 太 宰權少 贰原田 種 直 や 菊 池、 臼 枰、 II； 次、 松 浦 

等の 輩が 行宮 を營ん で護衞 をいた した。 (，，離 贿^ J ば § ほ^ た) され ども 平 

家の 鎮 西に 於け る 勢力 は 案外に 强大な もので は 無かった。 稍ぷ 後の 例で あるが、 

彼の 足 利 尊 氏が 京都の 戰に打 負けて 兵 庫に 落ちた 時、 赤 松 則 村 は 尊 氏に 一 先づ九 

州に 下って 鋭 氣を養 ふべき 事を勸 めた ので ある が、 こ の 時 尊 氏が 九州へ下る や、 多 


少の 抵抗 者 はない こと は 無 か つたが、 それ を 取 抑へ て數 ヶ月 も 彼 地に 落附 き、 充分 

に 銳氣を 養って 捲 土 重 來の勢 を 示した ので あるが、 この度の 平家の 場合に は 決し 

て 然る こと を 得なかった ので ある。 先づ 一旦 は 原 田、 菊 池 等が 天皇 を 奉迎した の 

であるが、 此處に 刑 部 卿 三位 藤 原賴輔 (纏 JS 飾 ま、 さ とい ふ ものが ある。 此者は 同 

年 二月に 九州の 豪族 菊 池 等が 反旗 を擧 げ、 追 討 使 も 下らう とする の を 見 て、 任 國 (1 

國) 鎮撫 の爲に 下向した ので ある が (§) 原 田、 菊 池 等 は 其 後平 氏に 復歸 したに も 闘ら 

や、 賴輔は その子 賴經 (讀飼 難れ し) に 命じ 院宣と 稱 して 平家 一 門の 九州 入り を拒絕 

した。 當時 果して 院宣が 下った もの か、 そ の邊は 不明で ある が、 鬼 に 角 も、 緒 方 三 郞 

惟榮 i  ii 等 を 語ら ひ、 攻め 來 たったの で、 曰杵、 戶次、 松 浦 等 は 風 を 望ん で 之に 從ひ、 

原 田 種 直、 菊 池隆直 等の み 天皇の 護衞 として 防戰 した が、 衆 寡 敵し 難いの で、 平 家 は 

再び 天皇 を 奉じて 宫 崎に 遷 り、 そ れ よ.^ 山鹿秀 遠が 山 鹿 城に 入った が、 こ  >- も 敵軍 

襲來の 恐れが あつたの で、 立 去らねば ならなかった。 丁度 その 頃の 事で あつ たが、 

船の 中に て 十三夜の 明月に あ ひ、 都 こ ひし さの 餘 り、 何 れ もが 歌 を 詠 じ 合った とい 

ふ 事で ある。 ：  ； 
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とされる 事に なった ので ある。 

吾妻 鏡. に は 壽永ニ 年の 分が 缺 けて 居る ので、 平家 西 走 中の 狀態は 之を徵 する 

ことが 出來 ぬ。 よって こ、 に は 平家物語、 源平 盛衰 記に よ， 9 信じられ さう に 

思 はれる 大意 を 記した ので ある。 なほ 簡單 ながら 玉 海の 記事 を參 照のお め. 

左に か、 げる。 

宝 海〕 九月 五 曰 ft  I 或 人 云、 平 氏 黨 類、 餘 勢 全 不， 滅、 四 國、 並 淡 路、 安 藝、 周 防、 長 門、 並 鎮 

西 諸國ニ 同與カ 了、 舊 主 崩御 之 由 風 聞、！！ 說也云 々、當 時 S 周 防 國； 但 國中、 無.， 可， 用，， 

. 皇 居 1 之 家： 仍 乘 泛，， 海 上， 云 々、負 能 已下鎭 西 武士 菊 池 原 田 等、 皆 以 同 心、 鎭 西 己 立，， 

内 裏； 隨，， 出 來； 可 乂，， 國 中-云 々、明年 八月 可，， 京 上， 之 由 結構 云 々、是 等 皆 非-浮 說- 也、 〇 十 

(光 ィ) 

月 十四日、 尹 明 云、 平 氏 去 八月 廿六曰 入，， 鎮 西， 了、 放 火 以外 云々、 肥後國 住人 菊 池、 豐 

後國 住人 臼柠、 御 方 等 未，， 歸 服； 云 々、o 閏十月 二日、 申 刻、 頭 辨兼光 來、 余 謁乏、 語 云、 平 

氏 ：|S 雖 ，入，， 鎭 西； 國 人 必 依へ 不，， 〔始〕 用， 逃 出、 向，， 長 門 國， 之 間、 又 不， 入，， 國 中； 仍 懸，， 四 國， 了、 貞 能 

出 家 留， 西 國， 了 云 々、此 由 自，， 周 防 伊豫 兩 國； 進，， 飛 脚， 令 fe- 云 々、〇 十三 曰 甲 戌、 天 晴、 及 

, 晚大夫 史隆職 來、 談= 世 間 事； 平 氏 在，， 讃 岐. 國， 云々、 或 說、 女 房 船 奉， 具-主 上幷劍 璽； 在-伊 


豫國； 云々、 但此條 未 ま， 實說， 云々、 

三、 一谷の 戰 

： 一方 木 曾 義仲は 平 軍 を 討 破って 京都へ 進入した 當 時に 於て は、 法皇の 御 信任 も 

厚 く、 そ の 威勢 も隆々 たる ものが あった が、 程 なく 蹉跌 を來し て、 賴 朝の 雨將範 賴、 義 

經 のために 討 取られた 事 は 前に 陳べ た 通りで ある。 これ は壽永 三年 正月 廿日の， 

事であった。 さて 法皇に 於 かせられて は、 翌 廿 一日の 夜、 院 の 御所に 於て 御 評議 を 

御開きに なられた 事と 拜 せられる が、 當 時 平氏に 對 する 所 置 を 如何にす ベ きかが 

直接の 問題で あつたので ある。 平家 は義 仲の 逸 巡と し、 又 源氏 同士 暗闘な どの あ 

つたの を 制し て、 追 々勢力 を 囘復 し、 屋島內 裏 から 更に 進んで 其對 岸なる 山陽 道の 

兒島灣 附近まで 軍勢 を 差 出 し、 以 て 瀨月內 海 を絕ち 切った ばかりで な く、 ま さ に 福 

原に も 軍 を 進 め、 程 なく 入洛 を もせ ん とする 風聞が 頻りに 至った の で、 宫 中 を 初め 

一般の 士民も 憂慮に 堪 へなかった ことで あらう。 併し 平家 は 三種の神器 を 擁し 

て 居る 事で あるか ら、 之 を 無事に 迎へ 取らん がた めに は、 種 々の 諜議を 要した ので 

あ る が、 結 局 や、 權道 なが ら、 計 略 を 用 ひらる、 事と な -.y  、平 氏に 對し て 「近 日、 和 平 の. 
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取 計 ひが あるから 、安徳 天皇： g に 三種の神器 を 奉じて 都へ 還られたい。 來る 八日 

までに は 此方から 使 を 遣 はして 和睦の 取 計ら ひが 出來 ようと 思 ふから、 それ迄 は 

決して 戰爭 をして はならぬ。 この 趣 は 源氏の 將士 達に も 言 含めて あるか ら、 そ の 

積 で 待って 居 れ」 と 云 ふやう に 申 送り、 一 方 源氏の 將士に 向って は 急に 平家 を攻 

めよ と 命じられた やうで ある。!^  ^  §。 

かくて 源氏の 兩將範 賴. 義 經は 準備 を 整 へ、 その 廿 六日に 京都 を出發 し、 範 賴は大 

手の 大將 として 西國 街道 を 進 み、 義 經は 搦手の 大將 として 丹 波路に か 、 つたので 

あ る が、 實 は此時 平家の 所在 は 風聞の みで 實 際に は 分らなかった ので ある。 實^ 

の 書に よって 見れ ば、 平 家の 出發も 源氏と 同樣 で、 正月 廿 六日に 屋島を 船出した の 

で、 其 福 原 乃至 は 一谷に 着いた の は廿八 九日 頃 かと 思 はれる。 玉 海の 文に よ れば、 

二月 四日の 條に、 平氏 は 主上 を 具し 奉って 福 原に 着いた と ある。 卽ち 平家の 消息 

力 京. 筍で 判然とし たの は 四日 頃の 事と 思 はれる。 されば 二月 二 曰に なっても 義 

經 等の 軍が 不 k,- 前 途； 猶 逗& 大 江山 邊， と あるの は、 是 等の 事情の ためと 思 はれる。 

右の 如くに して 平家 は 福 原に 着いた ので あるが、 安德 天皇 銃に 建蹬 門院 等 は 御上 


國；^   せ 田麵 


'/A 


陸 遊ばされない で、 そ の 他の 非戰鬪 員と 共に 和 田 卿 附近の 船舶 中に お出でになり、 

戰鬪 員の みが 上陸して 生 田 森と か、 1 谷と か 或は 叉 山の手なる 三 草 方面に 據っ. て 

防禦 を 講じた やうで ある。 

要. する に 平家 は 上陸 以來 日が 淺 いので、 充分の 防禦 工事 も出來 

らうと 思 はれる の に、 前 記の 通り 二 種の 策略に 乘 せら れ、 其 油斷を 

思 はれる。 戰爭は 丹 波路に 向った 搦手の 軍に よって 開始 さ れ、 義 

に 三 草 山の 戰で 平家 を 打破 り、 本 戰は 二月 七日と 定められ たので 

んで軍 を 二つに 分ち、 一 方の 軍 は 田 代 信 綱、 土 肥實 平等に 授けて .一 

向 はせ、 義經は 他の 一 隊を 率ゐて 所謂 鵜 越の 險 阻に 差褂 b  、奇中 の 

背面 を 不意打ち したので ある。 この 時に 於て は 範賴の 軍 は 生 田 

綱、 實 平等の 軍 は 一 谷の 館 を突擊 し、 三 面相 應 じて 攻め か A つたの 

を 蒙： つて 敗戰 し、 通 盛、 忠 度、 經 正、 敦 盛、 知 盛、 經 俊、 業 盛、 盛 俊 等は戰 死し- 

^  ^ 殘餘の 者 は 或は 馬に 鞭ち、 或は 徒步で 海岸に 出 ャ、 船 に 棹して 

たので ある 0  . 
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〔玉 海〕 正月 廿 一日 I- 1 及. 晚 有. 召、 S あお 風 病 無" 術、 事 非 =矯 錢仍 申-其 子細-了、 

〇 廿 二日、 風病聊 有， 減、 仍 愁 參 院、 以，， 定 長， 被，， 尋 問， 事 五 箇 條、 

1 無-左 右-可 ，被骱-, 平 氏-之 處、 三 神 御 = 坐 彼 手； 此條如 何，、 可，， 計 奏， 者、 兼 又 相^ 公家 之 使 

者 於 追討 使； 下 遣 如何 云 云、 申 云、 若 可， 有，， 神 鏡 剣璽 安全 謀， 者、 忽 追 討 不， 可， 然、 遣，， 別 

御 使， 可， 被，， 語 誘， 歟、 又 賴朝之 許、 同 遣，， 御 使， 可 ，被， 仰^ 此 子 細， 欺、 被， 副，， 御 使 於 追 討 使， 

之 條、 其 無レ所 歟、 (以 下四倏 略す) 

廿 三 日、 又範季 朝臣 來、 語 云、 平 氏 猶 可 k= 追 討-之 由 被，， 仰 下 > 了 云 々、神鏡 劍靈 事、 猶 不 

歟、 此 條 神慮 有讥 2t 之 如何々々、 〇 廿 六 日、 自，， 去 夜， 閭 巷 謳 ％ 平氏 入洛 之 由； 不， 

信 受， 之 處、 果 以 虛 言 云 々、或 云、 猶 被. 止，， 平 氏 追 討， 之 議、 以，， 靜 賢 法 印， 爲，， 御 使； 可， 被， f 含 

子 細， 云 々、此 儀 愚 心 所，， 庶 幾， 也、 是 全 非， 引& 平 氏； 依， 思，， 神 鏡 劍重之 安 全， 也、 〇 廿 九日、 

又 聞、 西 國 事、 被， 遣-追 討 使， 事 一 定也、 今 曰 己 下向 ほき^ 云々、 其上猶 靜 賢 可， 遂，， 使節， 

彼 力 

. 之 由 有つ 仰、 靜 賢辭返 云 々、其 故 被. 遣， 御 使， 者、 令， 休， 後 畏懼 之 心； 爲，， 三 神 安穏 入 洛， 也、 而 

遣，， 勇 者， 征 討 之 上、 何 及，， 尋 常 之 御 使， 哉、 道 理 不， 叶、 又 難， 遂，， 使 節， 之 故 也 云 々、所 fe- 尤 有 

, 理歟、 凡 近 曰 之 儀 如， 反， 掌、 不 便 云々、 〇 11. 月 二 日、 或 人， 云、 向，， 西 國， 追 討 使 等、 暫 不 &,, 前 


II 


禽猶 逗& 大 江山 邊， 云 々、平氏 其 勢 非 fe 弱； 鎮 西少々 付 了 云々、 下向 之武 士、 殊不 J^,, 

合 戰-云 々、土 肥 ニ郞實 平、 次 官 親 能 等、 i 萌れ ，翻 J_,!5  l;t- 或 御 使 被-誘 仰-之、 其 儀 

甘心 云々、 而 近臣 小人 等、 酵ま ™  、腿 l-f  *f  - 少  一 n 同 音、 勸, 申 追討 之 儀； 是 則 法 皇 

之 御素懷 也、 仍 流 棹 無，， 左 右， 事 歟、 此 上 左大臣 (§  I) 叉 被， 執 ％ 追討 之 儀， 云 々、凡 此 條 

甚 理 雖， 可， 然、 不， 被 ，重__ 神 鏡 劍 璽， 之 條、 神 慮 如 何、 天 意 又 不， 主 者 歟、 〇 三 日、 今 曰 行 家 入 

洛、 其 勢 僅 七 〔八〕 十 騎 云 々、依，， 院 召， 也、 賴 朝 又 免，， 勘 氣， 云 々、〇 四 曰源納 言 示 送 云、 平 氏 

奉， 具，， 主 上； 着，， 福 原， 畢、 九 國 未&、 四 國紀伊 等 勢數萬 云々、 來十 三 曰 一 定 可，， 入 洛， 云々、 

官軍 等分， 手 之 間、 一 方 僅不， 過，， 一 二 千騎， 云々、 天下 大軍、 大略 分明 云々、 〇 六日、 或 人 

云、 平 氏 引；； 退 一 谷； 赴，， 伊 南 野， 云 々、但 其 勢 ニ萬騎 云々、 官軍 僅 二三 千騎云 々、仍 可 k„ 

加勢， 之 由 申 上 云 々、(中略) 又 聞. 平 氏 引退 事謬說 云 々、其 勢 不. 知，， 幾 千 萬， 云 云、 0 八日， 

t 天 晴、 未 明、 人 走 來 云、 自，， 式 部權少 輔範季 朝臣 許， 申 云、 此 夜 半 許、 自，， 梶 原 平 三 景 時 

許； 進，， 飛 脚， 申 云、 平 氏 皆 悉伐取 了 云 々、其 後 午刻 許. 定 能 卿 來、 語，， 合 戰 子細； 一 番 自，， 九 

郞 許- 吿 申、 難 【辩 l;f  S  ？、 次 加 羽 冠者 (i  i 者) 申き 內； £、s  ？ . 自_>辰 刻-至-巳 刻" 

猶 不 二 時； 無 fe 被 -責 落， 了、 多 田 行 綱 自， 山 方， 寄、 最 前 被」 俗，， 山 手， 云 々、大略 籠 域 之 
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者 不， 殘，， 一 人； 但素乘 船 之 人々 四 五十 艘許 在，， 島 邊， 云 々、而 依， チ 可，， il 得； 放. 火 燒 死 了， 

疑內府 等歟云 々、所，， 伐 取， 之 輩 交 名 未-注 進； 仍 不& 云々、 劍璽內 侍 所 安否、 同以 未^: 

云 々、 

なほ 此戰爭 の 委細に つ いて は 自分 は 嘗て 研究した ものが あるか ら、 そ の 要領 を.. 

左に 揭げ て參 照に 供す る。 

5： 後白河 法皇と 一谷の 戰 後白河 法皇が 種々 術策に 長 じ 給へ る こと は 前に も 

陳 ベた 通りで あるが、 一 谷の 戰に 際して も、 法 皇の 機敏なる 御 考慮の 閃めき が拜 察. 

される やに 思 はれる。 そ は卽ち 一方に は 平和の 使 をお 遣 はしに なると 同時 に、 そ 

れと相 並んで 追討 使を發 遣せられ た點 である。 そこ で 1 谷の 戰爭 が濟ん でから、 

本 三位 中將 平重衡 (g 鰣 f 贿 に 仰せて 使者 を 四 國に遣 はし、 平宗 盛に 命じて. 

舊主 (^© 及び 三種 神器 を 歸洛し 奉るべき 旨 を傳へ られる や、 却て 平氏から は 詰問 

的の 返書 を 送られた ので ある。 此書 によって 見れ ば、 當 時 法皇の 取らせられた 御. 

態度が 拜 察される ばかりで な く. 西 走 以來の 平氏の 狀態を も 見る ことが 出來 るの 

であるから、 長文ながら 左に 揭载 する。 


〔吾妻 鏡〕 二月 廿日 I  § 去 十五 日、 本 三 位中將 (§) 圃，， 前 左 衞門尉 於 四 國 勅 定 

旨 於 前 内 府， (I) 是舊主 並 三種 寶物 可， 奉，， 歸 洛， 之 趣 也， 件返狀 今日 到來 畢、 京 都 備，， 

叙覽， 云々、 其狀 云、 

. . 到來、 委承 候畢、 藏人右 佐 書 狀同是 給 候畢、 主上 國母可 

去年 七 月、 行 n 幸 西 海， 之 時、 自，， 途 中， 可，， 還 御， 之 由、 院宣 到 

之 上， 依 _,洛 中 不 穩； 不 k. 不 曰 立 歸； 愁 被， 遂，， 前 途， 候 畢、 其 後 

例 之 神衷佛 爽皆 以 擁 怠、 其 恐 不み、 其 後、 頗 洛 中 令 h= 靜 

月 出ラ御 鎭 西； 漸 還 御 之 間、 閏 十月 一 曰、 稱 Jp= 院 宣： 源 義 

艘之軍 兵； 奉 JK>- 萬 乘 之 還 御； 然 而 爲-食 兵； 皆 令， 誅 n 伐 凶 賊 

屋 島； 于 今御經 廻、 去 n; 廿六曰 叉 解 纜、 遷，， 幸 攝 州； 奏，， 聞 賽 

去 四 曰 相，， 當 亡父 入道 相國之 遠 忌； 爲， 修，， 佛 麦； チ能 = 下 船- 

日 修理 權 太夫 (• 信) 送 J 曰狀， 云、 依. 可 ％= 和 平 之 儀： 來 八日 

答， 不，， 歸 參， 之 以 前， 不 ％%= 狼 籍， 之 由， 被^,, 關 束 武士 等， 维、 

軍 等-者、 相-守 此仰； 官軍 等本自 無-合 戰 志， さ 上、 不. 及き 知つ 


去 十五 曰 御札、 今 曰 £  一  ^ 

還 御， 之 由， 又 以承候 畢. 

來、 備中國 下 津井御 解纜： 

云，， 日 次 之世務 世理； 云 ，，恒 一 

謐， 之 由、 依 ％= 風 聞； 去 ^  f 

仲 於，， 備中國 水 島； 相 * 千 一 

等， 畢、 其 後 着 ft 于讃 岐國」 

由； 隨，， 院 宣， 行 * 近 境； 且- 

經，， 廻 輪 田 海 邊， 之 間， 去 山ハ 

一 

出京、 爲，， 御 使， 可，， 下向； 奉，， 勅 一 

叉 以，， 此 旨； 早 可， 令， 仰 ％ 官 一 
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相： T 待 院使 下向， 之處、 同 七日. 關東 武士 等 襲，， 來 于叙船 之 汀； 依：， 院. 宣 有 fe  、官 軍 等 

不. 能，， 進 出； 各 雖，， 引 退； 彼 武士 等 乘き襲 懸、 忽 以 < 口 戰、 多 令 fe^ 上 下 官 軍， 畢、 此 條 何 

檨候裒 哉、 子細 尤不 審、 若 相^ 院 宣； 可， 有，， 左 右， 之 由、 不 仰-彼 武 士 等- 歟、 將 又 雖 

ky 院 宣； 武 士 不，， 承 引， 歟、 若 爲 fefe 軍 之 心； 忽 以 被. 廻 =奇 謀， 歟、 倩 思 k 第； 迷 惑 恐 

歎、 未 fe= 蒙 霧， 候 也、 爲，， 自 今 以 後； 爲，， 向 後 將 來； 尤 可， 承^ 子 細 1 侯 也、 唯 可 T 令. ま 賢 察-御 

如， 此 之 間、 還 御 亦以延 引 パ毋 &,, 還 路； 武 士 等 奉 Jl^ 乏、 此 條 無. 術 叟 候 也、 非龜& 還 御 

之 儀； 差" 遣 武士 於 西 海， 依 fejr 于 今 遲 引、 全 非，， 公 家 之 懈 怠-候 也、 和 平 事、 爲= 朝 家-至 

耍. 爲，， 平 和， 大 功、 此 條 須， 被，， 達 奏， 之 處、 遮 被，， 仰 下， 之 條、 兩 方 公平、 天下 之 攘災侯 也， 然 

而、 于 今 未， 斷、 未 象， 分 明之院 宣； 仍 相， 待 糙 御 定， 候 也， 凡 夙； 1 夜 于 仙 洞 >  之 後、 云- -官 徐，； 

云，， 世 路， 我 后 之 御 恩、 以-- 何 ま 可， 奉 >|報 謝-乎、 雖- 涓 塵- 不. 存= 疎 略： 況 不 忠 之 疑 哉 >況 反 逆 

之 儀 哉. 行 ：！ 幸 西 國， 賓、 全 非， 驚，， 賊 徒 之 入 洛； 只 依， 恐，， 法皇 御 登 山， 也 • 朝 家 哀 ，爲 -, 誰 

君 御 進 止， 哉、 主 上 女院御 裒、 又 非，， 法皇 御 抉 持， 者、 可， 奉， 仰，， 誰 君， 哉、 雖， -裒 鉢 奇 異； 依 

恐，， 御 登 山 一 叟； 周 章 楚 忽、 遷>  西 國， 矣、 其 後 叉 稱，， 院 宣； 源 氏 等 下 rra 西 海； 度 々 企 n 

合 戰； 此 條 已 依，， 賊 徒 之 襲 來； 爲， 存，， 上 下 之 身命 二 旦 相 禦候計 也、 全 非-公 家 之發心 


：敢 無-, 其 隱， 也. 云，， 家； 云，， 源 氏； 無-, 相 H 之 意趣 ¥ 洽信輥 卿 反逆 之 時、 依，， 院 宣， 追 討 

之 間、 義朝 朝臣 依， 爲，， 其 緣 坐； 有， t 然 哀； 是 非，， 私 宿 意； 不， 及，， 沙 汰， 衷也. 於，， 宣 旨 院 

, 宣-者 非，， 此 限； 不 之 外、 凡 無，， 相 互 之 宿 意； 然 者賴朝 與，， 平 氏， 合 戰之條 、一 切 不，， 思 寄， 

裒 也 ベム 家 仙 洞、 和 親 之 儀 候 者、 平氏 源 氏、 叉 彌 可 何 意 趣， 哉、 只 可， 令， ま-賢 察-給 H 也、 

此 五六 年以 來、 洛 中 城 外、 各 不，， 安 穩； 五 畿 七 道、 皆 以 滅 亡、 偏 營，， 弓 箭 甲 冑 衷； 彌 拋，， 農 

S 力 

作 乃 貢 之 勤； 因 k  、都 鄙 損亡、 上下 E 饉、 一 天 四海. 眼前 煙 滅、 無 双之愁 悶、 無 ニ之悲 

歎 候 也、 和平 儀 可 fe 者、 天 下 安 穩、 國 土 靜 謐、 諸 人 快 樂、 上 下 歡 娛、 就レ中 合戰之 間、 兩 

. ： _ 方 相互 P 命 之 考不， 知，， 幾 千 萬； 被. 疵 之 輩 難 ，記，， 楚 筆； 罪 業 之 至、 無. 物，， 于 取， ％、尤 可 k 

、、つ.， . ， ，0, 打，， 善 政； 被 i,, 攘 災； 此 條、 定 相, 叶 神慮 佛 意， 歟、 還 御 賓、 每 度 差 a 武士； 被， 禦，， 行 路， 之 間、 

ず 被つ 遂，， 前 途； 已 及，， 兩 年， 候 畢、 於 ，今 者、 早 停， 合 戰 之 儀； 可き，， 攘 災 之 誠， 候 也 云，， 和 平； 云， 

J し 還 御 (兩 條 早 蒙-一分 明 之 院 真 可 一 一存 知 一 候 也、 以-， 此 等 之 趣； 可， 然 之 樣、 可 T 令-一 披 露 一 給 ：： 仍 

, 以執啓 如 &:、 

,—— 二月 廿 三日， 

..;」 自分 は 始めて 此文を 讀んだ 際に は、 こ は 敗餘の 平氏が よい 加減に 文 を 廻 はし 體 
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面 をつ くろ はんとし たもので あらう と、 輕 く 看過した ので ある が、 其 後 玉 海の 文と 

對 照す るに 及 び、 此 文が 決して 浮 文で はなく て、 法 皇が奇 謀 を めぐらさせ 給 ひ、 以 て 

平氏の 心 を 緩めて 置き、 一 方に は範 賴、 義 經等をして5^1^に平氏を追討せしめられた 

とい ふ 事 を 知った ので ある。 玉 海 壽永三 年 (元 曆 元年 二 月廿 九日の 條に ー西國 事、 被 

追討 使， 事 一 定 也、 今 曰已 下向 §  g 曰」、 「其 上 猶靜賢 可， 遂，， 使 節， 之 由 有お」、 「被. 遣， 御 使， 者. 

令， 休，， 彼 畏懼 之 心； 爲，， 三 神 安穏 入 洛， 也、 而 遣，， 勇 者； 征 討 之 上、 何 及，， 尋 常 之 御 使， 哉、 道 理不， 叶」 

と あり、 二月 二 曰の 條には 「或 人 云. 向，， 西 國， 追 討 使 等、 暫 不， 遂，， 前 途； 猶 逗& 大 江山 邊こ、 「下 

向 之 武士、 殊 不. 好，， 合 戰；」 「土 肥 二 郞 實 平、 次 官 親 能 等、 或 御 使 被，， 誘 仰， 之 儀、 甚 甘 心、 云 々、而 近 

臣 小人 等、 一 口 同 音、 勸， 1 申 追討 之 儀； 是 則 法 皇 之 御素懷 也、 仍 流 棹 無， 左 右， 事 歟， 1 あ る。 

而 して 前記 吾妻 鏡の 文 に 「去 六 日、 修 理權太 夫 、送， 一書 狀， 云お， 可， 有，， 和 平 之 儀； 來八 R 出京、 

爲，， 御 使， 可，， 下 向； 奉，， 勅 答， 之 以 前、 チ可， 有，， 狼 籍， 之 由、 被， 仰，， 關 束 武士 等， 畢、 又 以，， 此 旨； 早 可. 令. 仰, 

含 官 軍 等， 者」 と あるの を參 照したなら ば、 多 言 を耍 せす して 其 間の 眞相を 窺 ひ 知る 

事が 出來 るで あらう。 

S 安德 天皇の 御在所 前記の 吾妻 鏡の 文に よって 見れば、 一 谷の 戰に 際し、 安德 


天皇の 御在所 は 一 谷で もな く、 叉 福 原で もな く、 和 田の 海邊獻 船の 中に おはした 事 

を 知る ので ある。 卽ち 吾妻 鏡の 文に 「去 四 日、 相， 當 亡父 入道 相國 I 之 遠 忌； 爲， 修， ー佛 事； 

不ュ b 恥， 下 船； 經，， 廻 輪 田 海 邊， 之 間 (I) 同 七日， 關東 武士 等 襲 泰于叙 船 之 汀，」 と ある d 甚だ 異 

聞の やうで は ある が、 糙 かな 事 實と思 はれる。 普通の 人情で は、 淸 盛の 佛事 を修す 

る爲に こ そ、 下 船 も 必要で あらう と 推せられ るの に、 却 て 船中で 佛 事を修 した と は、 

當 時の 事情 を 推察し て、 哀 感を 禁じ 得ない。 思 ふに 平家 は 西 走の 當 時、 京 都の 第 宅 

や 福 原の 內裏 及、 び 第 宅 を も 燒拂っ て 了った の で、 法 會を營 むに も 適當な 所がない 

の で、 船 中 を 以て 却て 便利と した ものと 思 はれる。 また 平家が 讃岐 の屋島 を 出た 

のが 正月 廿 六日で あつ て、 さう して 二月 四日 に は 前記の 通. y 船中で 淸 盛の 法會を 

營 み、 そ の 七日に 一 谷の 合 戰が行 はれた のであって 見れ ば、 安 德 天皇 を 始め 奉 り、 1 一 

位 局 以下の 非 戰鬪員 も、 終 始 海上の 船中に ましく た 事 は 推察すべき である" 戰 

鬪員等 は 勿論 上陸して 防備 を 講じて 居た 事 は 疑 ひない が、 法 皇 からの 和平の 御 使 

リラ ダノ ミ 

もあった ので-稍 ぷ空 憑の 有樣 であ 、軍 氣は餘 り 奮 はな か つ たやに 想像 さ れる。 

玉 海 二月 八： 《 の條に 「但素 乘船之 人々 四 五十 艘許 在，， 島 邊， 云 々、而 依. 不. 可，， 廻 得； 放^ 燒 
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死 了、 疑 內府等 歟」 と あるに よって も、 非 戰鬪 員が 當 初から 

れ るので ある。 但し 放 k 燒死 了と あるの は 誤聞で ある 

g 戰爭 の槪況 及び 地理 上の 疑問 これから 戰爭 一般 

平氏 は 西 走の 後、 追 々に 勢力 を挽囘 して 證岐の 星 島から 

で 叉 攝播の 間に 還へ り、 安 德 天皇 を も 同地に 迎へ奉 り、 進 

圜 したので あった。 ところが 賴朝 は義仲 を討滅 して か 

を 追討せ しめた。 當時 平氏 は 東 は 生 田 森 を 城 戶 口と な 

て防饌 して 居た の を、 範 賴は 大手の 大將 として 五 萬 六 千 

から 一谷に か、 り、 義 經は 搦手の 大將 として 二 萬 餘騎を 

ので ある。 平家 は 搦手の 求る こと を 聞 き、 平資 盛、 有 盛、 師 

を率ゐ て、 三 草 山 (攝 津、 播 磨 (丹 波 の 境) に 向 は せ、 以て 搦手 を 

たので、 義經は 田 代 信 綱、 土肥實 平等に 命 じ、 七 千 餘騎を 率 

せ、 自身 は 三千 餘騎. を 率ゐて 音に 聞 ゆる 鹎 越の 峻路に 差 

面 を攻擊 した か ら、 平 家 は 狼狽して 敗走した とい ふの が、 
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も 無い やうに 田 3 は 

じて 來 るので ある- 

土地に 當 てく 之 を 

れば、 一 谷 は 三 里 許 を隔っ る 

て 鵪越は 練 馬から 目白 臺を 

う。 こ は 地勢の 難易な ど を 

に 過ぎぬ。 義經 がー 谷 城 を 

事と な り、 恰 も 三 田、 高輪邊 を 

へ 出た. と同樣 になる。 勿論 

い へ ば、 よ いやうな もの  、そ 

誰か 高 輪 城に して 城 後の 

書. 皆鵪 越と 一谷 城と 接近せ 

に 或 人が 解して いふに、 平家 

は (卽 ち 本 部隊の 據 有した の 
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うと" 若し 福 原に 居た とすれば、 義經 の鵪越 

した 譯 で、 平 家の 狼狽した のは當 然の舉 であ 

していつ たので あらう と。 こ はー應 尤もに 

家 物語に 見えた 實 際の 記事に 符合せ ぬ 事と 

ゆ 平氏の 根據地 然 らば 平氏の 主たる 根 

いふに、 之 は 矢張り 一 谷 城であった 樣に思 は 

四日の 條には 次の 如く 記されて ある。 

平家 日來 相，， 從 西 海山 陰兩道 軍士 數萬 騎； 構， 

同書 七日の 條には 次の 如く ある。 

源 九郞先 引，， 分 殘 勇士 七十 騎； 着，， 于 一 谷 後 山 

武者 所季重 等、 卯 剋 偷 P, 于 一 谷 之 前 路： 肩 海 

謁 IT 飛 騾三郞 左 衞門尉 景 綱、 越 中次 郞兵衞 

尉 お 淸 等、 引，， 廿 三 騎： 開，， 木 戶 口； 相，， 戰 之： 熊 谷 小 

者、 並 足 利、 秩 父、 三 浦、 鎌 倉 之 輩 等 競 來、 源 平 軍 


四 〇 八 

から 突擊 したの は、 恰も 其 背部 を襲擊 

る" 故に 城 後 と 云 ふ の は 福 原 城に 對 

聞 え る が、 斯 くの 如く すれ ば、 吾 妻 ^平 

なって 來 るので ある。 

據 地、 卽 ち 本 部隊の 居た の は何處 かと. 

れる〕 卽-ち 『吾妻 鏡』 元曆 元年 二  H: 

城郭 於攝 津 與，， 播 磨， 之 境 一 谷 ，群 集、 

if 愛 武藏國 住人 熊 谷 次郞直 實、 平 山 

道； 競，， 襲 于 館 際； 爲，， 源 氏 先 陣_ 之 由 高 聲 名 

尉 盛 次， 上 總五郞 兵 衞尉忠 光、 惡 七兵衞 

次 郞直家 被. 疵、 季 重 郞從夭 亡、 其 後、 蒲 冠 

士  混 亂， 白 旗 赤旗 交き、 鬪 戰 爲， 體、 饗山 


事關谷 谷え 諸 
すの 及た 書 
ろ戰 びる I 二 
霍己 I： — 聞 


動， 地、 t£ 雖， -彼 樊噜張 良； 輙 難-, 敗 績-之 勢 也、 加 之 城 廓、 石 巖 高 聳、 而 駒 蹄 難 一、 澗 谷 深 幽、 而 

人跡 已 絕、 九 郞 主 相，， 具 三 浦 十 郞義連 已下勇 士 ；自_- 鵪 越- 1 1 J 誠 i 越 之 被- 攻戰- 間. 失- 

商 量， 敗 走、 或 策， 馬 出 = 一 谷 之 館； 或 棹 1 船 赴-四 國 之 地- 矣、 

吾妻 鏡に は、 こ の 外に 三 草 山の 戰 のこと も 見え るが、 (卽ち 新 三 位 中 將資盛 卿. 小 松 

少將有 盛已下 七千餘 騎. 着，， 于 當 國三草 山 之 西； 源 氏 叉 陣， -于 同 山 之 東； 隔 J 二 里 行 程； 源 ¥ 

在，， 東 西； 爱 九郞主 如，， 信 綱 實 平； 加-評 定； 不. 待 =曉 天； 及-, 夜 半， 襲-三 品 羽 林； 依 平家 周章 分 散畢) 

其 他 は專ら 1 谷の 戰を 主として 記して あ り、 福 原の ことに 就て は 一 言 も 記して な 

い。， 次に 『長 門 本 平家物語』 を 見る に、 

さぬ きの 國八島 を こぎい で、 攝 津 國と播 磨との さか ひなる 難 波が たて 谷と い ふ 

所に ぞ 籠りけ る、 去 正月よ， 9 これ はくつ き やうの 城な りと て、 城 廓 を 構へ て、 先陣 

は 生 田 森、 湊 川、 福 原の 都に 陣を取 る、 後 陣 は 室、 高 砂、 明 石の 浦 迄つ -." き、 海 上に は數 

千 艘の船 をう か ベ、 浦々 島々 にみ ちくたり、 P 谷 はロ狹 く奧廣 し、 南 は 海、 北 は 山 

岸 高く して 屛風を 立てた るが 如 し、 馬 も 人 も 少しも 通 ふ ベ き やうな か h- け b  、誠 

に ゆ、 しき 城 也、 

集 三 源平 兩 氏の 交 戰  四 〇 九 
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と ある。 記事が 稍 i 誇張に 過ぎた 上に、 正月よ b 城廓 を 構へ てと ある は 如何 はし 

く 思 はれる が， 大 體に 於て は 宜しき やうで ある。 叉 次に 一代 耍 記、 百 練 抄、 歷 代 皇 記 

等に 見えた 所 を摘錄 すれば 次の 如くで ある。 

『一代 要 記！ 元曆 元年 二月 十日 條云、 

正月 比 平家 悉 赴，， 西 國 福 原 南， 群 居、 以，， 一 谷， 爲，， 城 廓； 其 勢 六 萬 騎、 云 云、 ， 

『百 練抄. I 元曆 元年 正月 八日 條云、 

西國 武士 平氏、 又 超 來，， 福 原 邊； 云 々、  ■ 

『歷 代皇記 j 云、 

元曆 元年 正 一 t 月 比、 平家 悉 西國 軍勢； 福 原 以南 群， 居 播磨室 並 一 谷邊； 以， 二 谷， 爲，， 

其 城： 重 々堀 池 等 以外 其 勢 六 萬騎、 云 々、 

是 等の 記事に よって 見れ ば、 平 家 は 福 原、 湊 川の 附近に も 多少 居た やう だ が、 其 主 

たる 根 據地は 1 谷であった 事 は 疑 を容れ ぬ。 『兵 庫 名所 記』 に 一谷 附近の 記事が 

ある。 參考 のた め 次に か.^ げる" 

1、 一 の 谷濱須 磨よ. H ハ丁、 西  . 


此 谷の 長さ 四 丁 餘、 橫 贰 拾 間、 畏 さ 十二 間た に 

谷に 至る 間 二  丁 四十 間 計、 

天皇 御 遷幸 陣所 

年、 平家 一 の 谷 籠城、 此 所に 皇居な し 奉 

がんせき 落 は 二の 谷との せり 合、 又 一 

所を須 磨の 上野と 云、 

谷 長さ 三 丁 餘、 よ こ. <  間、 髙 さ 九 間、 谷 口 


口よ，^ 波打き わ 迄 凡 1 丁餘、 二の 


. 安， 瘟 

壽永三 

手の 跡 

あ り、 此 

. 二の 

谷 の 間 

、 三 の 

三ノ 谷と 

誌 類に 

又 一 谷 

の 臺 地， 


サ カオ トシ ガン セキォ トシ 

丁 四十 間 餘、 此 間 に、 坂 落、 巖 石 落嶮蛆 


谷、 長 さ 二  丁 餘、 横 十 九 間、 高 九 間、 谷 口 よ 

の間贰 丁、 

いふと ころ 强ち 信用し 難い の である 

といっても 單に 今い ふ 一 谷の みで は 

後方の 臺地 一 體は 平家の 防欒 陣地であった と 見 

の 中に、 安德 天皇 御 遷幸 陣 所と ある は 如何、 天皇 は 

第三 源平 兩 氏の 交截 


る. 內裏 や 

の 谷、 二 の 


より 浪 

あ り、 

り浪打 

が、 口碑 

な く、 1 1 

做す ベ 

先き に 


し き 

谷の 


陣屋 


廿 

、諸 


打まで 四十 間 

きわまで 五十 


存す 

谷、 三 

で あ 

ベ た 


谷 


を 

、 口 

四 


三 間 四方、 土 

勢 陣屋の 迹 

餘ニ ズ合、 ニノ 

間餘、 ir 谷 と 

察 しられよ 

固 よ り、 須 磨 

但し 此 き a 事 

田の 海 濱、 船 
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舶中 にお はした とい ふの が、 實 說 である。 尤も 天皇 御 遷幸の 目的 で、 豫 め 何等か 構 

造した 建 造 物で も あつ て、 そ れを さした とすれば 差 支ない。 

「玉 海.！ に は 左の 如き 記事が あ つ て、 天皇が 福 原に 御 遷幸の やうに 見 え る。 

二月 四 曰  一一 一 I 源 納 言 示 送 云、 平 氏 奉 王 上： 着-福 原- 畢、 九 國 未お、 四 國紀伊 國等數 萬、 

云 云、 來 十三 曰 一 定 可，， 入 洛； 云 云、 官 軍 等分. 手 之 間、 一 方 僅 不， 過，，  一二 千 騎： 云 云、 天 下 大 

事、 大 略 分 明、 云 云、 0 六 日、 或 人 云、 平 氏 引& 一  谷； 赴，， 伊 南 野； 云 云、 但 其 勢 二 萬 騎、 云 云、 官 

軍 僅 二 三千 騎， 云 云、 仍 可 k, 加 勢， 之 由 申 上、 云 云、 又 聞、 平氏 引退 事 謬說、 云 云、 其 勢不. a, 

幾千 萬； 云云、  . 

之 は 風聞 を 記した まで 、強ち 信じ 難い。 吾妻 鏡 に 「遷 一， 幸攝州 こな ど あるのと 同じ 

意味で 書いた もので あらう。 なほ 一谷の 戰爭 後、 義 經 からの 報吿 にも 「一 番 肩 九 郞 

許- 吿 申」 と して 其 註に 「搦手 也、 先 落，， 丹 波 城； 次 落，， 一 谷，」 と 記して あれ ば， 龍 I, お ー|  ^ 

；! 義經の 向った の は 1 谷であって、 平家 主力の ある 所 を 推察され よう。 また 

此に兵 數の事 を 記し、 平家 二 萬騎、 官軍 二三 千騎と ある。 平家物語に は 源氏の 兵 は 

七 萬 餘騎と あるに 對し 二三 千 騎は少 きに 失する 檨 だが、 之が 實說 であらう。 平家 


鹎 越に 關 

すろ 諸 書 

^ さ 事 


の 二 萬 騎は又 多き に 失した や 

千騎 に) と ある。 戰 死者 を 

ぎな か つた 檨に思 はれる。 

安德 天皇の 御在所 幷に 平家 

鵪 越に 就 て 研究し、 &せ て 一 谷 

つ いて は 地誌 類 及び 口碑の 傳 

卽ち 『兵 庫 名所 記』 の 夢 野 村 

鵪越 兵 庫より 北西、 夢 野よ 

一 の 谷 鐵柺が 峰の 半 腹、 北よ 

す、 道 せばまつ て大 鳥の はね 

云、 

と ある。 これ は 鶴 越の 本道で 

鵪越 鐵拐嶺 の 北に あ 、本 

往還な り、 九郞 判官 三 草 山よ 

第三 源平 兩 氏の 交戰 


うに 思 はれる〕 一谷 の敗戰 後、 屋島 につ いたのが 三 

1 千 人と 見て If 賴 練；^-^|^ 者 全 體が四 五 千 人に 過 


主力の 所在地 は 以上の 如くで あつ 

との 關 係に 及ぶ の を 適當の 順序と 

へ る 所 を 見る と、 本 道と 支 道と が あ 

の條 に、 

'南 二  丁、 坂 口な り、 播 磨の 國 三 木、 室 

り 南に ひらき 出る 所な 、人 たやす 

をのす ことかた し、 此 ゆへ に ひよ 鳥 

ある。 次に 『攝津 名所 圖會』 に は 

道 は 兵 庫より 丹 生 山 田 鄕藍那 村 を 

り 筋 違に 越て 1 谷鐡拐 峰に 赴け り _ 


こ 

考 

こ 


す れ 

る 0 

樣 で 

至 る 

す - J 

の 名 


ば、 次 に 

鵪越 に 

あ る。 

所 なり、 

と を 得 

あ . ^、云 


經 て、 播州 

_ 此道嶮 組 

四 一 三 


三 木の 

にして 


武家時代の 研究 第二 卷 

樵 夫 も 通 ひか だし、 

とあって、 これ は 支 道の 方 をい つ 

須磨 寺の 風景 誠に 須磨寺 は 

坂 陽 城 を 去 事 十 里 餘、 後 は 北 ま 

海、 紀 の 路、 淡 路 島、 和 泉の 浦より 

と ある。 こ、 に鵪 越の 山つ き 

う。 義經 がー 谷 城へ 攻め入った 

の 例で は ある が、 建武 三年 (延元 々 

庫へ 遁げ 下った が、 そ の 時 「三 草 山 

の 島に 御着 云云」 I 松と ある。 こ 

草、 三 木 へ か k  れ から 明 石へ 

こ の 時 も 義經は 田 代 信 綱 、土 肥 實 

藍那に 出で 、一谷の 後方へ 向った 

谷 館との 名が 見える が、 之 は 同 一 


たもの と 見 え る 

一 谷古戰 場の ほ 

ぢ かき 鵪 越の 山 

難 波 入 江の まん 

と ある は 一 谷に 

の は 此支路 へ か 

年) 足 利 尊 氏が 京 

通 に、 播磨 のい な 

れ によれば、 大迂 

出 て、 兵 庫へ 廻つ 

平等 をして 此道 

ものと 思 はれる 

の もの を 指した 


a 其 他 『名所 記.』 

と り、 福 原の 都 跡よ 

つ づ き、 蛾 々として 

) として 槍 海 眼 

至る 支 道へ かけて 

k つた ものと 思 は 

都の 戰で 官軍に 打 

み (印南) 野 に 出 て、 同 

囘 では ある が、 丹 波 

て 行く は、 當 時の 巡 

を 進ま せ、 自 身 は 三 

0 吾妻 鏡に よれば- 

ものら し く、 熊 谷 直 


四 一 四 

のうちに も. 

り は 一里 半餘、 

峰 高 し、 前 は 南 

前 に 遮 b 、云云、 

の 山々 であら 

れる。 や、 後 

破られる や、 兵 

二月 三日 兵 庫 

の篠 村から 三 

路と思 はれる。 

木から 分れて 

一 谷 城郭と 一 

實が 一 谷の 西 


城戶 にか V り、 海 邊 から 直ちに 襲 

ひ 平氏が 商量 を 失して 敗走した 

、て 襲擊 したの も 一 谷の 城郭で あ 

梶原景 時 の に 生 虜られ たの 

見 れ ば、 ニー  草、 生 田に も 戰爭は あつ 

本 部隊の あった 所と 思 はれる。 

. ^山の手の 防禦 陣地 • 三 草 山 

：?) である が、 三 草 敗戰の 後、 平家 は 

實錄の 書に は 所見がない。 され 

の 陣地が 長 坂 越の. 最高 處 にあつ 

方に あつたと ある。 三 草の 敗 後、 

ゆ 義經の 三 草より 1 谷 城に 至 

について は 實錄の 書に 所見が な 

事に 飛んで 居る。 卽ち玉 海に は 


づ 

る- 

力 

V7 

つ 

義 


の 

一 1 

ハ石 

^ 次 

一 の 

邊 


リ 玉 


let 


1 谷 館 

の 館で 

平家 方- 

で  ある- 

決勝 的 

月 五日 

物語 や 

0 能 登 

防戦し 

義經 

及び 吾 

を 記し 


と あり、 義經が 城 後の 鵜 越から 襲 

ある。 而 して 範賴が 生 田 を 破つ 

生 田防饌 の大將 たりし 平 重衡が 

リ 是 等の 記事 を 綜合して 考 へて 

であった の は 一 谷 で、 こ れが 平家 

へ 平家物語に は 四日と あろ が、 吾 妻 

ュ移 I 鏡の 五 曰說の 方が 正しい やうで 

として 何處を 選んだ かとい ふに、 

口碑な どに よれば、 越 前前 司 盛 俊 

守 敎經の 陣地 は 盛 俊が 陣地の 前 

ようとした ものと 見、 える。 

三 草から 一谷 城に 向った 經路 

鏡に は 三 草から 直に 一 谷の 記 


力 

妻 鏡に 

て 「搦手 


也、 先 落 = 丹 波 城； 次 落 = 一 谷 こと 


第三 源平 兩 氏の 交 戰  , 四 一 五 
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あ る。 又 「多 田 行 綱 自， 一山 方， 寄、 最 前 被. 落， 一山 手： 云 云、 大 略 籠 >ー城 中-之 者、 不 J^-- 一  人 こと あ る。 

吾妻 鏡に は 「加 之 城廓 ハ i 石巖 高聳. 而駒蹄 難， 通、 澗谷 深幽、 而 人跡 已絕、 九郞主 I 相-具 三 

浦 十 郞義連 已下勇 士； 自， -鵪 越- 1 1 J i M § 之 被 k 戰- 間、 失-商 量-敗 走、 或 策 "馬 出- 一 谷 之 

館； 或 棹 .船 赴-四 國 之 地ー矣 云 云」 と ある。 此 記事 は簡 短で は あ る が、 之 を精讀 したなら 

ば 二 谷 城の 地點、 義經の 攻め口、 及び 平氏が 敗 戰後ニ 谷 館から 脫 走した 有樣を 知る 

に 足る であらう。 殊に 鵪 越の 註に 此山猪 鹿 鬼 狐 外、 不 一 險阻 也と あって 二 谷に 至 

る 山 徑の險 阻なる に 券 髴 たる ものが ある。 

さて 義經は 三 木まで は 田 代 信 綱 等と 同道した が、 是 から 別れ て、 信 綱 等に 播州 東 

條 谷よ b 明 石 川に 添うて 下って 明 石に 出 で、 そ れ から 一 谷に 向った ものと 想像 さ 

れ、 義經 は倔强 なる 者 七十 騎 (tri?) を 率ゐて 藍那へ 出で 鵜 越に か、.. 、(^城 S 抓 3 

れ 一^? は 高尾邊 から 右へ 折れて 鵜 越の 支 道に か、 つた ものと 見える。 

S 野 から 妙法 寺 を 經て多 井畑に 至り、 それから 鹽屋へ 出る 舊 道が ある。 義 經の經 

過した 道路 は 或 部分 は是 によ り、 或 部分 は 離れ る、 熊 谷 直實は 途中まで 義經と 同 行 

し た が、 多 井畑から 先き は 全く 此 道路に よった ものと 推測され る。) 


^敗 後の 平氏 範賴義 經は豫 てより 二月 七日 卯 刻 (tl) を 以て 一 谷 合戰の 期と 

ii- めた の で、 熊 谷 直 實等は 1 谷の 西 城戶に 廻って 先 づ戰を 挑んだ。 義經は 寅の刻 

(11) から 城 後の 山上で 戰 況を觀 察して 居た が、 生 田の 森で は 程なく 戰爭が 始ま 

-9、 生 田が 先づ 破れて 平 軍が 返却した の で、 時 刻 を 見計ら ひ、 奇 中の 奇に 出で、 城 後の 

險路 から 突出して 一 谷 城 を攻擊 した か ら、 城 中が 混亂 して 敗走す るに 至った ので 

ある。 玉 海に は 自一 一辰 刻-至-一巳 刻； 猶 不. 及- 一  時； 無 被 J 貝 落 一 了 と ある は、 範 賴が生 田を陷 

入れて 更に 一谷に 向って からの 事で あらう。 卯 刻から としても 二 時に 過ぎぬ。 

平家 方は當 初から 乘 船して 居た もの も あ り、 叉 敗 後 に狼狠 して 乘 船した 者 も あ， 9、 

共に 四國を 指して 船出した の に、 踏 止って 奮戰 せる も の、 捕 虜 となる 者な ど、 千 差 萬 

別であった。 『吾妻 鏡』 二月 十五 日の 條に 曰く、 

十五 曰 甲 戌、 蒲 冠者 範 賴、 源 九 郞義經 等 飛 脚、 自，， 攝 津 國； 參- 着 鎌 倉； 献，， 合 戰 記 錄； 其 趣 去 

, 七日 於，， 一谷， 合戰、 平家 多 以嶺， 命、 

前 K 府 (I) 已 下 浮，， 海 上， 赴，， 四 國 方； 本 三 位 中 將 @生= 虜 之； 又 通 盛 卿， 忠 度 朝 M  m 俊 S3 " 

I, 龍 ^_ 經 正、 師 盛、 敎 經站 5  默，， 械 が， 敦 盛、 知 章、 業 盛、 盛 俊 §  £  J 巧ぬ 此外 梟首 者 一千 

紫 I 一一  源平 兩 氏の 交 截 、  wu 七. 


捕虜 及び 

討死 
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餘 人、 凡 武 藏、 相 模、 下野 等 軍 士、 各 所. 竭，， 大 功， 也、 追 可，， 注， 記 言 上； 

是 によって 合戰 終局の 大體を 知る ことが 出來 よう。 而 して 生 田に 向った 平家 

の 主 將平重 衡、 同 知 盛 等の 最期 はどう かとい ふ に， 重 衡は明 石の 浦まで 落延び たが、 

範賴の 部下 捤原景 時の 爲に生 虜られ 、知 盛 も 其 子 知 章 等と 共に 谱 (須磨 附近で あら 

う) を さして 下った が、 途中で 武藏の 兒玉黨 の ものに 追 はれ、 知 章 は 討 たれた. が (Is  W 

記に 如 章の 墓 は 明 泉 寺に ぁリと a えろ が、 土 地 が 合 は ね や う で^^  、c  m  KU  .v^  I  ？ き - ト- 

ある、 尤も 戰死 後ビ の寺へ移し葬むったとす；5ば^11;|支はかぃ)父の，*^盛は馬を走らせ 

て 乗船した。 無官 大夫敦 盛 も、 知 盛に 績 いて 進んだ が須磨 附近で 討 たれた。 敦盛 

の 兄經正 も大藏 谷まで 落ちた が、 安 田 義定の 部下に 討 たれた。 又 山の手に 向った 

大將平 通 盛、 敎 經、 及 び 越 中前 司 盛 俊 等 はどうした かとい ふに、 通 盛は湊 川の 耳 を 下 

つ た が、 義 經の 部下なら で 範賴の 手の ものに 討 たれた。 能 登守敎 經は須 磨へ さし 

て 下 b  、淡 路の 岩屋へ 落ちた と ある。 叉 越 中前 司 盛 俊 は 一 人 踏み止まって 戰 ひ、 義 

經の 部下に 討 たれた。 §献 は 5 ラ-た 一 谷 防禦の 大將 たりし 平 忠度は 刈 藻 川、 須 磨- 

板 宿 を 打 過ぎて 渚に 附 いて 落ちた が 範賴の 部下に 討 たれた。 ほ Jf- 其 他 

業 盛 は 渚の はたの 井に 落ちて 討た ると あれ ば、 是 も須磨 附近の 事で あらう。 師盛 


も戰 場.^ 

庫の 浦 ま 

物語に 依. 

れ ま い。 

の 平氏 は 

隊 がー 谷 

者が 一千 

玉 海 に こ 

よる  { 

超えな か 

白 河 法_条 

したので 

1 一 m. に " 


通れ 

で 落 

り 吾 

併 し 

城 に 

餘 人 

過ぎ 

つ た 

の. 御 

あ .ら 

1 谷 


小舟に 乘 つた 

び た が、 是 も 

妻 鏡， 兵 庫 名所 

傳說の ある 所 

須磨 方面 を 志 

あった 傍證と 

. 吾 妻 鏡 LL 據 る、 

に は 千 二百 人 

やと すれ V6、 一 

事と 察しら れ 

計略 も 加った 

の 戰 § 中義經 


力 f 力 fv^ 

範赖の 部 

記 等 を 參 

は する 

して 下つ 

なる であ 

，平 家 物 語 

と ある 

谷 の 戰 一に 

る。 か /、 

の で、 源氏 


れて 安田 義定に 討 たれた。 若 狹守經 俊 は 兵 

下に 討 たれた と ある。 以上 は 主として 平家 

照して 記述した ので あるが、 多少の 誤 謬 は 免 

に 足りよう。 このうち  一二 を 除く 外 は、 敗 後 

て、 乘 船した やうで ある。 これ も 平家の 本部 

ら う C 而 して 一 谷の 戰に 於て 梟首せられ た 

屋 島へ 着いた 後の 平氏の 屬 兵が 大略 三千 騎 

參 加した 平家の 兵數は 五六 千 乃至 は 一 萬 を 

の 如く 平家 は 素より 大兵で 無 かつ だ 上に、 後 

の猛將 等の 突 擊に遇 ひ 大損 害 を 蒙って 敗 返 


^の 經路 について は 多少 異說 もない 事 は 無い が、 吾 等 は 

本 稿 を 草し 終って 後、 陸 軍步兵 少佐 小 西康熙 氏の I.  P 

则き を 讀んで 殆ど 吾等と 同 一 意見で ある 事 を 知り 
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谷 戰史の 硏究， (1 糖 


れを 喜んだ の であ る。 
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同 氏 の 說 に は 「義 經は兵 を 率ゐる こと 周到、 

た るに よ り 「夢 野 に は 敎經の 堅固に 守備 す 

りて 嚴な り」 と の 報に 接し、 これと 戰 ふの 不 

多くの 旗を植 て、 松 明を點 じ、 擬 兵 を 設 け て 

に 向 ひました。 時 正に 午前 五 時、 西 進す る 

は 迫 まつ て來 まし た。 止むな く 白 川の 谷 

ぎ、 妙 法 寺の 西方に 出 で、 多 井畑に 至 り、 七 十 

東、 山道に 向 はしめ ました。 義 經は此 精兵 

に 登つ て 戰場を 見渡し まし たしと あ り、 是 よ 

出で、 これ を 敗走せ しめた 次第 を 詳記して 

て 同 少佐の 意見 を徵 したる に、 義 經の 通過 

し 得べ く、 鐡拐ケ 峰 は 同 少佐 自身 も 或 時、 手 提 

こと ありと いふ。 但し 山巔を 西南に 進み 

い ふ、 そ こ の 稜線 を 通過す る を至當 とする 


處々 に 斥候 を 出 

る あ り、 明 泉 寺に 

利 を 察 し、 夢 野 の 

敵に 知らし め、 窃 

に 從ひ夜 は 漸 次 

を 下 り、 山 頂 道 な 

騎 を 選拔 し、 そ の 

七十 騎を 具し、 小 

り 遂に 同所 を 降 

ある。 吾等 は そ 

した 經路は 今日 

鞠 一箇 を 片手に 

行けば 小 徑がぁ 

との 事で ある- 


き 


四 二  0  一 

且 つ 間諜 を 放ち 一 

盛 俊の 陣取る あ； 

一 里 蛙 岩の 處 に 一 

西方 山中 を  一ノ谷 一 

けて 開戰の 時刻 一 

處を 辛うじて 過- 

の  兵  は  多  井畑の 

を迎り 鐵拐ケ 峰， 

て 敵 兵の 意表 に ， 

後 數囘書 狀を以 

に て も i 過 

つ  >- 降った 一 

月、 馬の 脊と i 


つ 

記して 以て 參 照と 


軍隊 

し 


-蟻ビ 


範 賴西征 

の途 Li つ 


と 

覆 


る 


を 


な す ひ 

(四) 第三 期の 交戰 

1 谷の 戰 後、 約 半年の 間 は 休戰狀 

ふべき であらう。 

に 長 じた 源氏 は、 四 

と て 難事業 であつ 

ら 物資 兵力 等の 徵 

略が 功 を 奏して、 平 

つたので ある。 

一、 源範賴 の中國 

賴は 一 旦鎌 倉へ 還 

は 京都の 警衞 とし 

河 法皇からの 御 信 

ことで ある。 その 


であった とい 

見えた が、 陸 戰 

ねばならぬ 事 

ら西海 地方 か 

の 非凡なる 戰 

滅を 見る に 至 

一谷の 戰 後、 範 

が、 その 際義 經 

さ れ、 殊 に 後 白 

誤る に 至った. 


態 であった。 源氏に 

水 戰に長 じた 平家に 

方 海 を 周ら しお 四國 

たに 相違ない。 この 

發 補充 を 計り、 一 時 有 

氏 は屋島 及び 壇 浦に 

路 及び 九州 征伐 

つた。 それから 約 1 

て 彼 地に 留 つて 居た ( 

任が 一層 厚かった の 

年 (llisll) の 六月 二 


取って は 之 

取って は 四 

攻 め は、 ど う 

間 を 利して 

利に 見えた 

於て 敗戰と 


年間 は戰爭 

) 而 して 彼 

が、 却 て 身の 

十. 曰、 範賴は 


戰爭 の 準備 

返却 は 有利 

て も 船 を 用 

氏 は 中國筋 

-こ 、 に 源義 

り、 遂 に その 
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もない ので あ 

は 諸方から 信 

仇と な り、 將 來 

戰功を 以て 參 

四！ J 一 


武家時代の w 究 


0 

よ 

て 


使 

>レ 


守に 

0 に 

の で 

御 思 

聞 い 

の 理 

て 推 

見 合 

出た 

は 北 

日 一 一 

を 猶 

つ た 

を く 


任せら れ、 八 月 

義經  ： 

あ つ 

召 に 


由 

の 


よ 

で 

條義 

は 京都 

豫 さ 

が、 さ 


を も 

ナ. や 

よ り 

朝 は 

如 何 

た の 

な つ 

あ ら 

時、 足 


れ た 

れ ば 

策戰 


第 二 

八日 平 

追討の 

に 一 つ 

S. '少尉 

に 不快 

ふ に、 範 

る が、 義 

おとこ 

の 賴朝 

兼、 武田 

程なく 

京都に 

と て、 彼 は そ 

の こ と、 兵站 


平家 

こ > - 

左衞 

非常 

と い 

で あ 

て 居 


着 き 

の で 


卷 

家 追 

た め 

の 事 

_  i 壬 

を 感 

|ェ ま 

ろ、 此 

有義、 

同所 

滯在 

の 間 

の こ 


西^ 


-ジ 


と 

起 

Jit 

旦 


賀 

葉 

こ < 

然 

義 


して 鎌 倉 を 出立 

出發 せしめよう 

つたと いふ は、 八 

違 使 の 宣 旨 を 蒙 

義經の 追討 使た 

信 等の 任官 (f 

自ら 宫 途を所 望 

の 任官 を 見た の 

つたから である- 

胤 等 一 千 餘騎を 

して 中 國路に 向 

こ の 際、 賴朝は 常 

して 閑居した の 

兵 寡 集の こ と、 敵 


四 ニニ 

した。 七月 三日 に は賴朝 

と 思 ひ、 旨 を 法皇に 上奏し 

月 六日 を 以て 義經が 法 皇 

つたと いふ 事で ある。 之 

を猶豫 した ので ある。 

^ 蔵) は賴 朝の 心中から 

たが、 何等か 仔細が あつ 

之 は 定めし 義經の 所望 

(ほ醇 151  ?5) さて 範 

へ て 鎌 倉 を出發 し、 九 月 

た。 され ど 義經は 追討 

鎌 倉に 居て 出動 はしな 

はない。 種々 の 方面に 

懷柔 のこと な ど、 色 々 觀 


0 


倉 言 池 
に 賴 hj 
來 盛大 
る鎌納 


るべき ものが あった ので あ 

命令 を 下して 居る。 例へば 

源 家に 志 ある 輩 を 糾合 し、 同 

日に は 橘 次 公業 を 讃岐國 に 

西 海の 合戰に 赴く ベ きを 命 

義勇兵と して 西 海に 赴き、 平 

を 感じ、 彼が 知行 內の 諸諫稅 

この 外に もあった ことで あ 

征に從 ふ 事 を 許した ので あ 

京都に 留っ て， 居た が、 賴朝か 

ある。 かくて 彼が 鎌 倉へ 赴 

還 附 し、 な ほその 家 臣宗 淸 を 

共 に、 平家 黨の 懐柔策に 出た 

〔吾妻 鏡〕 四月 六. 召；§^ 池 


る e か 

三月 一 

心 合 力 

遣 は す 

じ た 0 

家 を 追 

を 免除 

ら う 0 

る a ま 

らは舊 

くや、 之 

も臂り 

事 を 推 

ま ブ ぎ 


て四國 やら 

1.、 壽 永 三 年ン t 

ぐ兀 曆 元年」 や 

平家 を 追 

一 い て、 彼國 

八月 十八 

たき 旨 を 

ほ 西征に 

旦 平家に 

前大納 ^さ 口 

謝の ため 

遇し、 一 二十 

かう とし 

れ る。 

室 家之領 


曰，、 壽 

し て 

に 就 

ま た 

寸 ) 

一一 一一 a  I 

し、 な 

叉 一 

た 池 

恩 報 

を 優 

に 招 

定 さ 

言 幷 


九州 やら の處 置に 附 いても 種々 

の 書で 土 佐の 大名 國 信 3 闕) 等に、 

討すべき 事 を 命 じ、 ま た 九月 十九 

の 御家人 輩が 同人の 下知に 從ひ 

日に は 武藏國 の 住人 甘 糟廣忠 が 

申 請 したの で、 賴 朝 は大に その 志 

從ふ事 を 許した。 か.^ る 例は尙 

屬した 者で も、 歸 順し おならば 西 

賴盛は 其 1 門と 共に 西 走せ すに 

頻りに 之を關 東へ 招請した ので 

四 箇所の 舊領は 元の 如く に、 之 を 

たので ある。 是等 も舊恩 報謝と 


等 者、 载，， 平 氏 沒官領 注 文； 肩 


公家 _被 


0 源平 兩 氏の 交戰  四 二三 


武家時代の 研究 第二 卷  四 ご 四 

, 下 云 々、 爲 &,, 故 池 禪尼恩 德； 申 「宥 彼亞相 • 勅 勘， 給 之 上、 以，， 件 家領 三十 四箇 所： 如」 兀 

可. 爲， -彼 家 管 頗， 之 旨、 昨 曰 有，， 其 沙 汰： 令. 之 給、 云 云 所 頭の 目錄は 略す) 

按 する に 池 前大納 言 の 所領 は 平家 沒官領 たろ，^ 以て 朝廷より 鎮朝 LL 賜に つたので 

あ ろ が、 親 朝 は 前大納 言 (賴 盛) に し舊恩 報謝の ため 之 产ど辭 返して 元の 如く 親 盛に 管 

領ぜ しむべく 手績 された のと 見える。 

六月 一 曰； I  f 武 衞 (讓) 招-請 池前亞 相-給、 是 近 曰 可. 有，， 歸 洛， 之 間、 爲，， 餞 別-也. 右 典厩幷 

前 少將時 家 等 在，， 御 前； 先 三 獻、 其 後 數 巡、 又 相 互 被 .談，， 世 上雜事 等； (I) 次 有，， 御 引 出物つ 

先金 作劍 一 腰、 時 家 朝臣 傳， 之， 次 砂 金 一 裹、 安 藝 介 役， 之、 其 後 召，， 客 之 扈 從 者； 叉 欲， 賜，， 

引出物； 武衞先 召，， 彌 平 左 衞門尉 宗淸； g  I  I 尉平 家 一族 也、 是 亞相 下着 最 初ま尋 

申-之 處、 依， -病 起- 遲 留 之 由、 被，， 答 申， 之 間、 定 今 者 令，， 下 向， 歟 之 由. 令， 思 案， 給 之 故 歟、 而未， 

參 着-之 旨、 亞 相 被 fe. 乏、 太 違，， 亭 主 御 本 意， 云 々、此 宗 淸 者、 池 禪 尼 侍 也、 平 治 有， 事 之 刻、 

奉. 懸，， 志 於 武 衞； 仍 爲， 報 _1 謝 其 事； 相 具 可，， 下 向 給， 之 由、 被，， 仰 送， 之 間、 亞相 城外 之 日、 示 „此 

趣 於 宗 淸-處 、宗 淸 云、 ダ向 ，-戰 場-給 者、 進 可 先 陣-焉 、倩 案 =關 柬之招 引： 爲ぉ. 酬， -當 初 奉 

公， 敷、 平 家 零落 之 今 參向之 條、 尤 稱，， 恥 存 之 由； 直 參，， 屋 島前內 府， 云 々、 


また 平家 西 走 後に 於て は、 其 餘 黨 が 畿內附 近、 伊 賀、 伊 勢 あた，^ に殘 つて 居て、 折々 

亂 をな し、 伊 賀の 守護 大內 惟義 は 彼等が 爲に惱 まされた ので ある。  , 

〔吾妻 鏡〕 七月 五日、 大內 冠者 惟義 飛脚 參着、 申 云、 去 七 曰 於，， 伊 貧 國， 爲，， 平 家 一 族 等， 被 

ft 之 間、 所 之 家 人、 多 以 被，， 誅 戮， 云 云、 因 JT 諸 人 馳 參、 鎌 倉 中 騒動、 〇 八月 二日、 大內 

冠者 飛脚 重參 着、 申 云、 去 十九 曰 酉 尅、 與，， 平 家 餘 黨 等， 合 戰、 逆徒 敗北、 討 亡者 九十 餘 

人、 其 内 張 本 四 人、 富 田 進士家 助、 前 兵 衞尉家 能、 家淸 入道、 平 田 太 郞家繼 入 道 等 也、 

前 出 羽 守 信 兼 子息 等、 幷 忠 淸 法師 等 者、 逃 t 于 山 中， 畢、 又 佐々 木 源 三秀能 相 五 

郞 義 淸； 合 戰 之 處、 秀 能 爲，， 平 家， 被 = 打 取， 畢、 惟 義 已 雪，， 會 稽 恥； 可 &,, 抽 賞-欺 云 云、 〇 三日、 

大內 冠者 使、 賜，， 委 細 御 書： 其 趣、 攻，， 擊 逆 黨， 事、 尤 神 妙、 但 可， 被，， 抽 賞， 之 由 被，， 進 申； 頗 有，， 物 

儀， 歟、 其 故 者、 補，， 一 國 守 護， 之 者、 爲 鐃，， 狼 P 也、 而 先 日、 爲，， 賊 徒， 被 害 家 人 等 ，訖 、是 無，， 用 

意 _ 之 所 ，致 也、 豈 非-越 度， 哉、 然 者、 賞 罰 者 宜 &,_予 之 意， 者、 又 被 k= 御 使 於 京 都： 今 度 伊賀 

國兵革 事、 偏 在，， 出 羽 守 信 兼 子息 等 結 構， 歟、 而 彼 輩 通- 國 之 中 「チ知 --行 方-云 々、定 隱 k 

京 中， 歟、 早 ff 搜 之； チ ik 踵 可， 令，， 誅 戮， 之 趣 、被ね _-遣 源 九郞主 許-云 云、 安 達 新三郞 爲-飛 

脚-首 途 云云、 
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あ 

の 


し 
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按す るに 伊賀の 亂 

に忠淸 法師と ある 

原 忠淸の 事で ある- 

見て 事を擧 げんと 

へられて 殺された- 

べきで あ る。 

範賴は 追々 に 進み 安 

る。 之も賴 朝の 注意 

あ る が、 當 時 平氏 は 二 

1 方に は 知 盛が 馬關海 

である。 かくて 屋島に 

以て 範賴 軍の 後路 を斷切 

乏して、 餘 程の 窮 狀に陷 つ 

事情 を 鎌 倉へ 訴へ る と、 賴 


第 二 

は 平 

は 彼 

〕 彼 


卷 

家 粗|^ 能 徒 


四 二 六 


平 

す 


右 の う ち 

在った 藤 


を 集めて 企てた 所で ある。 

參謀 とし 

走に 加 は 

のち 遁れて 志 摩 麻 生 浦に 匿れ た が、 捕 


維 盛の 軍 中 

して 近畿に 居 り、 時 棧 を 


富士川の 戰に 

其 後平 家の 西 

のと 見える。 

此 際に 於け る賴 朝の 注意の 周到で あ， る こと を 察す 


藝國に 到った と き、 こ 

に 出た ものと 見える 

所に 別れ、 一 方 は宗盛 

海峡の 附近の 彥島 Gi; 

に 居た 平氏 等 は備前 

つたので、 範賴は 進 

た檨 子で あつお。 

朝 は 懇篤 周密なる 


^ で 動 功の 將 

リ それ か 

等が 安德 


の兒島 

返兩難 

そこで 

返 書 を 


邊 


の 

せ 

め 


士 に 

防、 長 

を 奉 

へ の 

出 ば 

伏 第 

の 

之 に 


恩 賞 を 行 

門 ま で 進 

じて 屋島 

航路 を扼 

つ て、 山 陽 

つ 糧食 や 

レ頓 を以 

答 ベ た。 


うたので 

軍した の 

に り、 他 

して 居た 

道 を 抓し、 

船舶 も缺 

て 夫 等の 

の書狀 

は 次に か 


KB 範遣頓 
す 賴に朝 
^し 書 
懇 乂；^ 


J げ その 大意 をい へ ば、 「書 面に よれば 兵粮 や 馬、 船 など をよ こして 吳れ との 事で あ 

るが、 平家 は 始終 形勢 (I、f5 は， g M f  g 《？ S 舰 S  g  を 窺って 居る 事で あるから、 途 

中で 奪 はれる 檨の 事が あって は 末代までの 恥辱で あるか ら、 今 直ち， に は 送らぬ が、 

その 中に 遣すべき によ ，9、 充 分 辛抱して 待って 居る や う、 ま た 部下の 將士ゃ 行く先 

きざき で 味方に 附 かう とする 人々 の 人氣を そこな はぬ やうに 注意 し、 殊 に屋 島に 

お はす 安德 天皇 並 に 三種の神器 は 無事に 迎 へ 取り 奉る ベ き や う、 吳 々も 注意 し、 義 

仲が 滅亡した の も、 畢 竟す るに 畏れ多くも、 法 住 寺 殿の 襲擊を 企て、 また 山の 宮 (K 

鳥 羽の 四宮 f  J 广ほ^ 王) 等 を 討ち 奉った ので、 冥加が 盡 きた 爲 

で あ り、 平 家 も 皇室に 對 して 無禮が 重なった の で、 今 まさに 滅亡 せんとして 居る の 

である。 されば よくく この 道理 を わき まへ て、 萬 全の 策を盡 される やうとの 事 

であった。 

〔吾 妻 鏡〕 正月 六 曰 g 庚 寅、， 追 ft 平 家； 在， 西 海， 之 東 士. 等、 無艇 粮 絡、 而 失，， 合 戰 術， 之 

由 、有，， 其 聞-之 間、 曰 來 有，， 沙 汰； 用，， 意 船， 可/き 兵 粮 米， 之 旨、 所 fe. 仰 ft 東 國， 也、 以，， 其 趣； 欲 fe 

遣 西 海-之 處、 參 河 守範賴 K に， 日 去年 十. 一. 月 十四日 飛脚、 今日 參 着、 兵 粮 
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je 並 安 
I  - 德 

二 夭 
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闕乏 間、 軍士 等 不，， 一 揆； 各 戀，， 本 國； 過 半 者 欲，， 逃 歸-云 々、其 外鎭 西條々 被， 申乏、 又 被. 所，， 

望 乘 馬， 云 云、 就，， 此 申 狀： 聊 雖^, , 御 不 審； 猶 被. 下，， 遣 雜色定 遠、 信 方、 宗 光 等： 但 定 遠、 信 方 

者 在」 、自， ， 京 都， 可，， 相 具， 之 旨、 被. 仰备 于 宗 光； 宗 光 帶，， 委 細 御 書； 是 於， 鎭 西， 可， 有，， 沙 汰， 條 

々 也、 其 狀 云、 

十一 月 十四 曰 御 文、 正 月 六 曰 到 來、 今 曰 從 脚力 を 立と し 候つ る ほと に、 此 脚 

力 到 來、 仰 遣た るむ ね 委承候 畢、 筑 紫 の 事、 な どか 從は ざらん とこ そ、 思 事に て 

(國) 

候へ、 物騒し からすし て、 能 々閑に 沙汰し 給へ し、 か まへ てく 國の 者と もに 

にくまれ すして おはす ベ し、 馬 事、 實 にさるべき 事に て は あれ ど も、 平 家 は^ 

に 京 城 伺 ふ 事に て あれ ば、 若 をのつ から 道に て 被， 一 押 取， な どした らん 事 は、 聞 

耳 も 見苦しき 事に てあらん すれば、 つか はさぬな ，0/ 又 內藤六 か 周 防の せ い 

を 以、 志 を さまたげ 候な る、 以 外 事 也、 當 時 は、 國 の 者の 心 を 破らぬ 檨 なる 事 こ 

そ、 吉 事に てあらん す れ、 又 八 島に 御座す 大ゃ け、 幷 に 二位 殿、 女 房た ちな ど、 少 

も あやまち あしざまなる 事な く て、 向 へ 取 申させ 給べ し、 か くと だに も 披露 

せられば、 二位 殿な ど は、 大 やけ をぐ しまいら せ て、 向 ざまに おはす る 事 も あ 


らむ、 大方 は 帝 王の 御 事、 今 に 始ぬ事 

奉 せ て、 冥 加つ きて 失に き、 平 家 叉 三 

な h>  、さ れば 能々 した.^ め て、 歒 を も 

て 憶病に おはす る 人 なれ ば、 自 害 な 

て 上べ し、 さ て 世の 末に も 云 傳てぁ 

おぼつかなき 事な り、 いか にも く 

勢 共 に も、 此 由 をよ く  仰 含ら れ 

ならす して 有べき よ し、 能 々 被 "仰 ベ 

う に、. ふ る ま はせ 給べ し、 坂 東の 勢 を 

ば 責 さ せ て、 無 念 やうに 閑に 沙汰 候 

に 付 て、 敵 あな づらせ 給 ふ 事、 返 々 有 

能々 した、 め て、 事 を 切せ 給べ し、 猶 

せ させ 給へ きなり、 二月 十 の 比に 

三 郞、 筑紫 へ は 下さが りたる によて 

第三 源平 兩 氏め 交戰 


なれ ど も、 木 曾 は 山の 宫、 鳥 羽の 四 宮を討 

條高倉 宫討奉 て、 加 樣に うせんと する 事 

ら さ す し て、 閑 に 可. 被， 一沙 汰， な り、 內 府は極 

ど はよ もせられ じ、 生 取に 取 て、 京 へぐ し 

らば、 いま 少 吉 事 也、 返 々此大 やけの 御 事 

し て、 事 なきやう にさた せ させ 給べ し、 大 

侯 ベ し、 穴 賢 々 々、さ て は 侍 共に 構々 心々 

し、 構 々 て、 筑 紫の 者 どもに にくまれぬ や 

(ばね) 

ば大將 とし て、 筑 紫の 者 共 を も て、 八 島 を 

ベ し、 敵 はよ はくな りたり と. 人 の 申さん 

ベから や、 構 々敵 を もらさ ぬ 支-度 をして 

々 返 々、大 やけの 御 事、 事 な き や う に 沙 汰 

は 二 定船を は 上す るな り、 さ て は 佐々 木 

• 下して 備 前の 兒島 をば 責 落た る 也、 構 て 
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くいが  一 J. 

によ， など 

間、 な くな り 

にて 上ら ざ 

し、 少 も騷事 

千 葉 介 こ 

正月 六 

國の 者な ど、 

せ さ 給 ふべ 

もせめ よと 

紫 の 事、 よ く 

し、 又 侍 共 の、 

方々 よ り、 わ 


第二 卷 

物騒し か 

て、 さ ゝ や 

る な ど、 京 

し か ば、 爭 

は や、 委 は 

に罩 にも 


らすし 

き 事な 

より 方 

か は、 さ 

此雜色 

高名し 


おの づ から 

し、 豊 後の 船 

云 也、 東 國 の 

よくした \ 

さ樣に 6 々 


に 軍 

て、 人 

う た 

有 


て 

に 仰 含 候 

て け -.y 、大 


落 まう で 

だに も あ 

船 よ、 一 一 月 

めて、 物 さ 

にて あん 


れが事 を ば、 訴 あ ひお 


し お 

に 見 

へ 申 


ぺ 

ぬ、 


-安 

の 

-返 


き 


ほ す 

う と 

せ ど 

と 思 

せ ら 


ベ し、 侍 共 

まれ 給べ 


も さ 

也、 坂 


5 ど 

東 に 


ら V6、 も 

なり、 四 

ら す、 事 な き 

以 外 也、 實 に 


て な 

國 を 

立 て 


四 一一 一 〇 

事、 是 に 

ら や、 又 

大勢の 

其 後 別， 


れ候 へし A 


も、 人 の と 


力 


し て、 

上す 

樣に 

其條 

S ん 


々あら 

.、ふ ，0、 暂 

-7"- 

汰 せら 

ぞ ある 

、全よ る 


よ .0 彼 

路々 の 

軍粮料 

事 もな 


糸惜く 

ば、 自, 是 

々も筑 

れ 候べ 

ら む、 又 

ベ から 


ぞ 吉事な ^^、又 人 云す と も、 所 


叉 小山 

われ を 

せ 給 

人 遣 

お る 


の 者 共、 い づれを も 

思 はて、 當時所 知 所 

げ、 止 させ 給 ふべ く 

の 者に て 四 

_定 遠 は、 京 に 

たるな り、 萬 


へ 、筑 紫 

也、 Jllln 方、 

文に 申， 


あ 


CP  ノ 

す、 實 に 能 だに も ふるま はれ ば、 そ れ 

はせんす る ぞ、 以 外の 事に て あるべ 

くし 給べ し、 穴 賢 々 々、從 .是 行た る 事 

候 と も、 さ 檨の論 をすべき 檨な し、 件 

々 て、 國 の 者 をす かし て、 吉 樣に はか 

せ 給 ベ く 候、 此 使 は 、維 色 宗 光、 定 遠、 信 

i 示 光ぞ國 より 上す る、 委事 は、 宗 光 が 

す - ベ し、 穴 賢々々、  • 、 

正月 六日 

參河守 殿御 返事 

御 下 文 一 枚 進 じ 候 _國 の 者 共に 見せさせ 給べ し、 わ うはく 法師の 

ベから す 候、 穴 賢 々 々-甲 斐の 殿原の 中に は、 い ざ わ 殿、 か くみ 殿、 こ 


事 

くし 申させ 給べ く 候. か み 太郞殿 は. 次 郞 殿の 兄に て 御座 候へ ど 
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せんな 

殊に 糸 

領 を し 

候， 當 時 

國 をば 

る を 

々 計 


く お 

惜 し 

ら ^ 

は 構 

責 さ 

下码 

沙汰 


-用 させ 給 

に 糸 惜し 

も、 平 家 に 
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付、 又 木 曾に 付 て、 心 ふせんに つかいた， 9 し 人に て 侯へ ば、 所 知な ど 奉べき に 

は 及ばぬ 人に て 候 也-た 、次郞 殿 をい と をし くし て、 其 を はぐ、 み 侯べき な 


親の 第 

二の 鲁狀 


又 御 下 文 一 通、 被 .遣，， 于 九國 御家人 中； 其狀 云、 

下 鎮 西九國 住人 等、 

可 T 早 爲，， 鎌 倉 殿御 家 人； 且 安， 堵 本 所； 且 隨，， 參 河 守 下 知； 同 心 合 力、 追， 討 朝 敏 平家， 

事  ， 

右 仰：， 彼 國 々 之 輩； 可， 追 il 討 朝 敵， 之 由、 院 宣 先 畢、 仍 鎌 倉 殿御 代官 兩人 上洛 之 處、 參 

河 守 向，， 九 國； 以，， 九 郞 判 官， 所， 被， 遣-一四 國- 也、 爱 平 家、 縱 雖. 在，， 四 國； 雖 fe,, 九 國； 各 且 守，， 院 

宣 旨； 且 隨，， 參 河 守 下 知； 令，， 同 心 合 力； 可， 追，， 討 件 賊 徒， 也、 者 九國官 兵、 宜，， 承 知； 不 日 全， 

動 功之 賞 I 矣、 以 下、 

元 曆ニ年 正月 日 

前 右兵衞 佐 源 朝臣 

その後、 範賴は 第二の 書狀を 以て 豐後國 の in 柠ニ郞 権 隆、 同 弟緖 方傕榮 等が 豫て 


より 源氏に 心 を 寄せて 居る か ら、 是 等の者ょ^^兵船を徵發して豊後 へ 渡 り、 博 多 を 

攻め ようとす る 旨 を 報告した が、 中 々實 行に 至らない の を 見 て、 賴 朝 は 激勵の 書 を 

送 り、 平 氏 は 故鄕を 離れて 旅 泊に 在りな が ら、 な ほ 勇氣を 張って 居る ではない.？ i  、況 

んゃ 追討 使た る 者 は、 勇 敢の思 を抽ん じなくて はなら ぬ、 叉 强 ひて 

及 ば ぬ、 先 づ四 國へ涉 つて 平家 を 攻めても よろしい。 また 周防國 

近く、 一  方 京都に も 通 じ、 重 耍の 地で あるか ら、 九 州へ 渡った 後に も 

めて 置く がよ いと 言 ひやった。 とかくして 居る うちに、 周 防國の 

隆 (t は ^ 畔瞧？ it ほ I ぎ る) が 兵粮 米を獻 じ、 緖方 兄弟から 

船を獻 じたので、 範賴は 正月 二十 六日 1  ま脾) 遂に 豊 後へ 渡った 

の 時の 狀況は 吾妻 鏡に 見 え、 そ の 如何に 缺乏と 困難と に 遭遇した 

〔吾 妻 鏡〕 正月 廿 六日 (錢 ； 5) 惟 惟 榮 等 、含- 參 州 之 命 ま， 八 十 1 一 

住人 宇佐 那木上 七遠隆 獻，， 兵 粮 米； 依乏 參州解 纜、 渡，， 豊 後 國， 云 云 (中 略) 此 中、 常 胤 I 

者、 チ爲 ま， 衰 老； 凌-風 波， 進 渡 焉、 景 廉 j 者、 忘-病 身-相 從 矣、 行 平 者、 粮 盡 而 雖， 失&、 投，， 甲 

胄， 買& 小 船； 泉 前 棹、 人 依 云、 不， 着，， 甲 冑； 令 ，參_, 犬 將軍御 船； 全レ身 可， 向 _,戰 場.. 歟 云 々、行 平 
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九州と 戰ふ に は 

は 一 方 太宰府に 

然 るべき 者を留 

住人 宇佐 那木遠 

も 八十 二 艘の兵 

のであった。 こ 

か が 推察 される。 

艘 兵 船； 亦 周防國 


武家時代の^ 究 第二 卷 

云 、於，， 身 命， 者 • 本 自 不 J^fe, 之、 然 者 

かくて 二月 1 日豐 後に 着いた 所 

に 迎へ戰 つたが 下 河邊行 平、^|| 谷 重 

敦 種を誅 した。 (豐 後の 葦屋 浦と は 

あらう とい ふ 說がぁ る) 範 賴は 九州 

その 略に い ふ、 豐 後 は 平家 在所の 近 

民 庶が昝 逃亡して 兵糧 を 得る 道 も 

一 菌： 祐 經) 以 下數 輩の 侍 も歸國 しょ 

野 別 當湛增 が 判 官 (義 經) の 引 汲に よ 

入る とい ふ 風聞が ある が、 判 官は四 

て 居る の に、 左 樣な 者が 抽 でられる 

に 勇士の ないやう で、 甚 だ 耻 づ ベ き 

れ ていふ や う、 湛 增 渡海の 事 は 虚報 

を 
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雖木， 着，， 甲 H 乘-, 于 自身 進 返 之 船； 先 登 欲 &k 云 々、 

が、 太 宰少贰 原 田 種 直 等が 隨兵を 率ゐて 葦屋 浦 

國 等が 奮戰 して 之 を 破り、 剩 へ 行 平 は； 1111- 氣三郞 

所在 不明で あるが、 或は 豐前 宇佐 郡の 或 地點で 

へ 到着 後 も、 な ほ 第三の 書 狀を賴 朝に 贈つ たが、 

くで ある ゆ ゑ. 特 に此 地に 渡海した ので あるが、 

なく、 和 田太郞 兄弟 (1.1)、 大多 和ニ郞 @、 ェ藤 

うと 主張した が、 と も 角 も 抑留して ある。 叉 熊 

つ て、 追 討 使 を 承 り、 去 る 頃 讃岐へ 渡 り、 叉 九國に 

國の 追討 を 承 り、 自 分 (範 義) は 九州の 追討 を 承つ 

やうで は、 我 々が 面目 を 失する ばかりで な く、；^ 

ことで ある 云云と。 之に 對し賴 朝 は 叉 報 せら 

である。 關柬 より 遣 はした 將士 等に は、 皆 降 愍 


加 へ よ、 千 葉 常 胤 の 如 き、 老 骨 を 顧みす 旅 泊に 堪忍して 居る の は、 殊 に祌 妙で ある 
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しめた。 その 時日 は 不明で あるが 

くて 義經は 急遽 西征の 途 に つ 
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頃 かと 思 はれ 
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內裏を 構へ て 

た 半島で ある 

て 其 形狀は 遠 

いふ。 かくの 

徵 たさう であ 

の 間なる 海峽 

である。 され 

び 大和の 高 安 

士、 奧 村 景武が 


る- 
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に據 つたので 

居た ので ある。 

が、 源平 相戰 うた 

方から 眺める と 

如き 形 をした 島 

る。 屋島 は周圍 

の 咽喉に 當 り、 こ 
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に 城 を 築いた と 
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恰 も 
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屋島者 當，， 高 城お i  W 之 東 北； 在， 碧 海 之 中； 蓋 山嶽 之 神秀. 而南國 之壯觀 也、 玲瓏 之 美、 


瑰奇之 勝、 非 ％ 穎 所，， 能 载， 也、 其 狀 也 

槍 海； 長坂修 途、 躋 _,莓 苔 之 滑 石； 攀，， 壁 

宛 如， 入，， 仙 都； (き 東 仰 則五劎 峯峻阢 

虬、 西 則 高城崢 嶸、 雌 雄 之 島、 出，， 於 其 

屋 島の 形勢 は大體 之に よって 窺 

た 皇居の 遺趾 は， 五 劍 山に 向って 島 

保つ 爲と思 はれる。 Kf^Mg 珊 

浦と いふ が、 之 は 後世の 俗說 で、 源 平 

濱に鹽 田が 設けられ、 濱が 非常に 淺 

る。 ヌ古高 松と 屋 島との 間に、 一段 

地との 151! 劃 を 示して 居る。 この 河 

返け たから 此 名が あるとの 事で あ 

さて 義經は 同年 (一 1 1)  二月 十六 日 

至った ので ある が、 同 日 酉 刻 (許 f ) 俄 


■ 遠 望， 之 則 彷彿 如 あ 屋； 故 名 焉、 聳，， 峯 於 白 雲； 倒 _,景. 於 

立之翠 屛； 到，， 絕 頂； 有，， 精 舍； 而 瑤臺瓊 殿， 玲，， 瓏 於 上方； 

■ 其 狀 宛 如， 莫 邪 新 發，， 於 礪， 也、 南 則 平野 千里、 地勢 坱 

傍， 也、 北 則 搶海萬 里、 洪 濤 瀾 汗、 云 云、 

はれる であらう。 さう して 安德 天皇のお はし 

の 中腹にあった ので ある。 之 は 船との 連絡 を 

？ 5 ま 五 剣山と 屋島 との 間の 入江 を 壇 

の相戰 つた 壇 浦で はない ので ある。 近時 この 

くな つた が、 昔 は 相 應に深 か つた ものと 思 はれ 

の 凹地が あ り、 且 つ 海流が あって、 此 時の 島と 陸 

を 相 引 河と いふ。 源平 兩 軍が 相 戰ひ、 互に 軍 を 

る 0 

平家 追討の ため 攝津の 渡部津 (f 舰ま？  5  口) に 

に 出船しょう とした。 この 時 大藏卿 高 階泰經 
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が 院の御 使と して 來て g たゲ， (？^  S  ^  ：!^ 見 ろ た め と， い ふ 名義で あるが， 法皇 は 貧 

f 1 -  Ei: ナカ I は 義經が 征途に ついて は、 京 中の 臂衞が 手薄と なる の 

針 "  I ぜ S  ビ 義經を 見て 諫めて いふ やう、 「泰 經 は 兵法 は 知ら な いが、 大將 たる 

者 は 一 陣 (§ &を 競 ふに 及ぶまい、 先 づ次將 を 遣 はして はどう か」 と。 すると 義經 が 

答べ て 申す やう、 「殊 に 存念が あ，， 0 ますので、 1 陣で 生命 を棄 てようと 思 ひま す」 と。 

察する とこ ろ、 義 經が 先陣 を 好む 事は鵪 越の 場合で も 推察され る が、 殊 に 存念が あ 

る 云云と いった 所 を 以てすれ ば、 彼 の 追討 使 猶豫の 事な ど を 憤慨して 居た ので、 こ 

の 際、 身 命 を 賭して 戰は うとされ た 事と 思 はれる。 され ども 暴風が 甚だし-?' つた 

. ため、 一 時 延期した が、 十八 日の 丑 刻 (f^ I) に は 最早 猶豫 ならす とて、 舟 船 は 多く 彼 

損 し、 且 つ 士卒の 船 は 一 艘 として 解纜せ ぬのに、 義經は 風波の 難 を も 顧みないで、 先 

づ五船 を 以て 解纜し、 平生 三日路の 所 を 僅か 四時 間で 同日 卯 刻 (^|) 阿波 國勝浦 

(>1|) に 着した。 從ふ 所の 兵士 は 百 五十 餘騎に 過ぎなかった。 夫から 上陸し、 先づ 

當國の 住人 近 藤 親 家 を 嚮導と なして 屋 島に 發向 し、 そ の 途 中、 桂 浦に 於て 櫻 庭 介 

遠 を 破った。 勝 浦から 屋 島に 至る 道程 は 大凡 十五 六 里、 こ れを 義經は 例の 騎馬で 

終夜 疾走し、 阿波と 讃岐 との 境界なる 中 山 を 越え て、 翌 十九 日の 辰 刻 つ J 随) には屋 
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加 はった。 廿 
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金 子 家忠、 
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日 前に 濟ん だのであった。 

〔吾妻 鏡〕 二月 十六 曰 (fj f ) 庚 午、 關 東軍 兵、 爲， 追 「討 平 氏-赴，， 讃 岐國； 廷尉義 經 爲，， 先陣； 

今日 酉 刻 解， 纜. 大 藏 卿泰經 朝臣 稱. 可， 見，， 彼 行 粧 _、自，， 昨 日-到，， 廷 尉 旅館、 而卿諫 云. 泰 經 

雖 .不，^,, 兵 法； 推 量 之 所 J 早、 爲，， 大 將 軍， 者、 未 __, 必 競，， 一 陣， 歟、 先 ？被. 遣，， 次 將， 哉 者、 廷 尉 云、 殊 

有， -存 念； 於，， 一 陣， 欲， 弃 X 叩 云 々、則 以 進 發、 尤 可， 謂，， 精 兵， 歟、 平 家 者 結，， 陣 於 兩 所； 前 內 府 以，， 

讃 岐國屋 島， 爲，， 城 郭； 新 中 納 言 知 盛 相 X、 九國官 兵； 固，， 門 司 關； 以，， 彥 島， 定. 營. 相，， 待 追 討 

使-云 々、o 十八 日、 壬 申、 廷 尉 昨 曰 自，， 渡 部， 欲，， 渡 船， 之 處、 暴 風 俄 起、 舟 船 多 破損、 士卒 船 

等 一艘 而 チ 解驗， 爰 廷 尉 云、 朝 敵 追討 使 暫時 逗 留、 可 其 恐； チ可， 顧& 波 之 難， 云 々、 

仍丑刻 先 出，， 舟 五 艘； 卯 刻 着，， 阿 波國勝 浦； g 服 M 三 則 率，， 百 五十 餘 騎， 上. 陸、 召，， 當 國 住 

人 近 藤 七 親 家， 爲，， 仕 承； 發，， 向 屋 島； 於，， 路 次 桂 浦； 攻，， 櫻 庭 介 良 遠， §  § 成 良 遠 辭 k 逐 電* 

〇 十九 曰. 癸 酉、 (中略) 叉 廷尉 g 昨 曰 終夜 越， 阿波 國 與，， 讃 岐， 之 境 中 山； 今 曰 辰 刻、 到，， 于 

屋島內 裏 之 向 浦， 燒^ 牟 禮. 高 松 民 屋； 依， 之 先 帝 令. 出，， 內 裏， 御、 前 內府又 相^ 一  族 等， 

浮，， 海上： 廷尉 ISISJg; 紅 相， 1 具 田 代 冠者 信 綱、 金子 十 郞家忠 、同 余 一 近 則、 伊勢三 

郞能盛 等； 馳 向 、平 家 又 棹 fe. 互 發，， 矢 石； 此間佐 藤 三郞兵 衞尉繼 信、 同四郞 兵 衞 忠. 
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藤 兵 衞尉實 基、 同 養子 新兵 衞尉 基淸 等、 燒，， 失 內裏幷 內府休 幕 以下 舍宅； 黑煙 

-白 日 蔽， 光、 于 時 越 中二 郞兵衞 尉 盛繼、 上 總五郞 兵 衞尉忠 光 I  ^ 等. 下， 芦船 而 

門 前； 合 戰之 間、 廷尉 家人 繼信 被，， 射 取， 畢、 廷 尉大悲 歎、 屈，，  一 口 衲 衣， 葬，， 千 株 松 本； 

1 ,SG IBP 號- 一大 夫 黑っ兀 院御廐 御馬 也、 行 幸 供 易 牛 貧、 曰 無^ ヒと十 .fly*^;  f き 炎 
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三、 源 義經の 出征 (二) 

壇 浦の 戰 

戰の 後、 約 一 ヶ月 は 戰爭が 無 か 

やされ たので ある。 屋 島から 

。 それ を舟楫 糧食の 用意から 

て 三月 廿 一日に、 義經は 愈.^ 平 

め に 延引し た。 こ の 晓、 周防國 

艘の 船を義 經に獻 じたので あ 

支配者であった ので ある。 さ 
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つたが、 これ は 源 軍に 取って は 準備 や 進軍 

壇 浦まで は 海上で も 八 九十 里 は ある こと 

し て、 進 める ので あるか ら、 容 易で はなから 

軍攻擊 のために 壇 浦へ 發 向しょう とする 

の 在 廳船所 五郎 政 利が、 當國の 舟 船 奉行と 

る。 船 所 五 郞は長 府の侧 にある 櫛 崎 船 (，ー， 

れば 此邊の 地理 や 水路に は 精通した もの 
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で ある。 これが 味 方 

殿の 御家人に 取 立て 

時 に も、 矢 張り 此處で 

兵船 を 率 ゐて壇 浦へ 

郡 柳 井 津の邊 か、 義 澄 は 

よ リ周防 Li 留 つて 居た 

た 者で あるか ら、 此 邊 

の 海上 で、 源 平の 大合 

こ の 時. 平 軍 は屋島 

見 え る が、 源 氏が 進軍 

一 に は 平家 は 水戰に 

て. 後方 を斷ち 切られ 

ことと 思 はれる。 か 

至 れ ば、 平 軍 も 彥島を 

三町餘 となった。 こ 


第二 卷 

ついた の 

U 稍 i 後 

櫛 崎 船に 乘 

向 ふ と、 三 浦 
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ま で 

よしと 

る の 

盛等 

、之 も 
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喜 び、 書 を 政 

延 元 元 年、 足 

ある。 廿ニ 

迎 のた 

三 浦 に 

愈 i  二 
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四 四 二 

利に 與へ て 直 

利 尊 氏が 九州 

日に 義經 は數 

め 周 防 國大島 

向 ひ、 「汝 は 門 司 

十四日 は 赤 間 


鎌 倉 

下 る 

へ 今 の 

,大 島 

を 見 

壇 浦 


合 體し て、 彥島 に據 つた， 


Gar 

た の と、 九州 i 

邊 


と と 

のと 見え て、 同 じく 軍 を 進めた。 

が 居 


曰 


は 旣に範 賴の軍 

擧に 出る よ り、 外 に 道はなかった 

、長 府冲 の滿珠 島，^ 臭津と い ひ、 干 - 、 

(珠島 1^ 平 律と い ふと の說 がわる J- 

隔は 三十 餘 町から 段々 接近して 

の晚 にかけ ての 狀況 である。 時 


に兩 軍の 船數 はどう かとい ふ に、 源 軍が 八 百 四十 艘、 平 家が 五 百餘艘 (£  j であつ 

たと おる。 これ は稍ぷ 仰山に 過ぎた 數 かと 思 はれる。 試みに 源氏の 船數 につい 

て 調べて 見る に、 初 め 義經が 渡 部 律から 四國へ 渡った 

その後 梶 原が 率 ゐて參 加した 船が 百 四十 餘艘と ある 

參 加した 船が 三十 艘 平家物語に は 一 千 餘骑と あ る) と 

利が 獻 じた 船が 數十艘 、これ を假 りに 五十 艘 としても 

以上 は 吾妻 鏡に 明記して ある 分で ある。 その他に も 

ために 伊豆 國鯉名 典 及び 妻郞津 にあった と あるが、 こ 

つたら しい。 其 他 は 平家物語 に、 I 熊 野 湛 增 が 率 ゐ て 

，、歸 ま 1 郭？， g^T) 阿波の 民 部が 率 ゐて參 加した のが 三百 艘 (I 龜 I 、瓶^??， 

1けせ1^2颜，ぉ？^け^-は、减5最) などと 見える が、 是 等は參 加した か覺 束ない も 

ので ある。 平 軍の 五 百 餘艘も 平家物語 や 吾妻 鏡に 見える が 如何。 何れも 大體を 

い つたに 過ぎまい と 思 ふ。 

次に この 關門 海峡の 潮流の 事で あるが、 これが 又 一 種 特別なる もので、 日々 或 時 

第三 源平 兩 氏の 交戰  PI 四 一 一一 


時には 五艘の みであった。 ■ 

. 四 國の河 野 通信が 率ゐて 

ある。 それから 船 所 五郞政 

合計 二百 二十 五艘に 過 ざぬ。 

兵船 三十 ニ艘は 平氏 を 討つ 

れは戰 爭には 間に合 はな か 

力 L ナ Icy 力 


； 3 瘦ペ實 錄 の 書 

，蹈, で 見る と 
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刻に 於て は 非常に 急流と なる ので ある。 軍鑑 でも 油斷 すると 押 流される とい ふ 

g  ^  5  ^  * よ、^  .tw? つら、 へ 赤 間の 宫所藏 の 『壇 浦 源平 合戰の 橡』 -」 見えた 樣 な， 一 a」 ま 里 よ 

f て ぁ ，w は 4„e 時 y  舟 ,も の で、 小 さな 船 で、 構 造む 普通の 船と か はら S  j て は 無理な 

難所であった のて ある。 黑板滕 美 博士 が、 嘗 てこの 潮流に つき 海軍 水路 部の 調査 

によって 記した 者が ある。 大いに 參照 となすべき 者が あるか ら、 次 に揭げ る。 

元來 潮流の 變 化する の は、 月 がその 地の 眞 南に 來る 時刻 言 ひ換 ふれ ば、 月 がその 

地の 子午線 を經 過す る 時刻に よつ て 左右 せらる、 もの で、 月 の經 過した 時 から、 

凡そ 三時 間ば か， 9 後に 高潮と な り、 低 潮と なる のが、 一般的の 現象で ある。 され 

ど瀨 In- 內 海に 於け る 潮時と 潮流と はこの 一 般的 現象 を呈 する 外洋と は、 全然 趣 

を 異にする ばかりで な く、 場 所に よって 異同が ある。 殊に 關門 海峡の あた， 9 は 

頗る 趣味 多き 變化 を呈 し、 い は^その 附近の 人々 が 知って 居る のみで ある。 

中に も 注意すべき は、 髙 潮の 時刻と 潮流の 方向が 變化 が、 全 く 一致せ ぬ こと で、 潮 

流 は 高潮 又は 低潮の 時刻 を 過ぐ る こと 約 三時 二十 分の 後に 始ま り、 三時 間ば か 

り繼續 する。 そして また、 この 早辆瀨 e- に 於て は、 由 良、 鳴 ITC 早 吸の 各瀨 月と は 反 

對に、 漲 潮が 却って 內 海から 外洋 卽ち 日本海に 向って 流れ、 落潮が 外洋から 內海 


に 向って 流れて 來る。 

次ぎに 潮流の 速度 は、 高 潮の 場 

高潮の 時刻と 潮流 方向の 變化 

時刻で な く、 そ れ より 約 三時 二 

そして それより 凡そ 三時 間 を 

今 早辆瀨 u; の 中 央、 卽 ち 壇の 浦 

だん/ \- 内 海に 入る に從 つて 

この 壇の 浦海戰 のあった 陰曆 

然の 現象 に も 相違が あるで あ 

から 見れば 不完全の 點を免 か 

の 日卽ち 俗に 大潮と い. ふ 日が 

高 潮、 低 潮 等 を 調べ る と、 

高 潮 

落 潮 (內 海へ 東 流) 


合に は 零で あるの が 通例で 

が 一 致せぬ ため、 その 速度の 

十分 を經 過した る 潮流の 方 

經 過した 時 を 中心とし て、 最 

の 前面 最も 狹き ところ で、 最 

速度 を 渡 じて 來 る， 

三月 二十 四 日、 無論 今 日から 

らう。 叉當 時の 唇 は 宣 明 曆 

れ ぬ が、 幸 にも この 月 十五 日 

明って 居る。 それから 推し 

午前 五 時 十分 頃 

午前 八 時 三十 分 頃より 


あ る が、 こ の海峽 では、 

零で あるの は、 高 潮 の 

向變 化の 時で ある。 

も 激烈 を告 ぐる。 現 

速度が 八 浬で あるが、 

七 百年 前の 者、 多少 天 

といつ て、 現 今の 曆法 

に 月蝕が あつ て、 滿 月 

て 二十四日の 潮流 や 
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(此時 潮流 最も 緩な り、 速度 零) 

低潮  午前 十一 時 十分 頃 

(此時 潮流 最の 急な り、 速 度 八 浬) 

漲 潮 (外洋へ 西 流) 午後 三時 頃よ. y 

(此時 潮流 最も 緩な り、 速度 零) 

高潮  午後 五 時 十分 頃， 

最急 潮流  午後 五 時 四十 五分 頃 

落 潮 (內 海へ 束 流) 午後 八 時 三十 分 頃より 

(此時 潮流 最も 緩な り、 速 度 零) 

低潮  午後 十一 時 十分 頃 

(此 時 潮流 最も 急な り、 速 度 八 浬) 

である。 さ う す る と、 午 前 五 時 十分 頃 高潮の 後 約 三時 二十 頃なる 午前 八 時半 頃 

に は、 今 まで 漲 潮であった 潮流が 方向 を か へ て 落潮と 爲 り、 內 海に 向って 流れ 始 

むる。 その 方向 を かふる 時、 潮 流の 速度 は 零で ある が、 だ ん 速度 を 加へ て、 低 


潮 午前 十一 時 十分 頃 最も 激烈 を呈 し、 ま 

變 じ、 外 洋に 向って 西に 流れん とすると 

と同檨 午後 五 時 四十 分 頃 最も 激烈に 達 

さて 當日卽 ち 二十四日の 戰況は 如何と 

居 り、 源 軍 を 去る こと 三 町餘の 所に あ り、 而 

浦 黨等を 以て 主將と し、 潮 時 を 見て 源 軍に 

全く 敗 傾した と ある。 (^ 妻) 吾 妻 鏡に は戰 

語に よれば 卯 刻 (J 喊) に 始まった と ある- 

門 本 平家物語で 見る と 「門 司關 壇の 浦 は、 た 

にお ひて 出來 たりけ り、 源 氏の 船 は 汐に向 

押 へ て、 敵 の 行ち がふ 所 を 熊手 を かけて 打 

家 は 當初は 落 潮 (內 海へ 東 流) に乘 じて 源氏 

にして 粉碎 しょうと したら しい が、 そ の 中 

の最 急流に 際會 したの で、 船 は 留めん とし 
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た.^ 第に 緩 流と なつ て、 午 後 三時 落潮に 

き 潮流の 速度 また 零と なる。 そして 前 

する。 1 經 傳ン 

する \ の大 意 

い ふ に、 平 家 は 前日から 旣 に 田， IS に來て 

して 當日は 三 手に 分れ 山 峨秀遠 並に 松 

挑戰 したが、 午 剥 (正午) に 至って 平 軍が 

爭の始 つた 時刻 は 書いて ない が、 平家 物 

W 略ぶ 時刻 も 合 ふやう である。 また 長 

(早)  - 

ぎりて 落つ る汐 はやな り、 平 家の 船は汐 

て 押 落さ れ、 沖 の 汐は早 けれ ば、 梶 原 船 を 

かけて 乘移 り 一 云 々と ある。 察する 所" 平 

に挑戰 し、 水 戰に 練達せ ざる 源 軍 を 一 擧 

に 時刻が 移って 低潮 (午前 十一 時 十分 頃) 

て も 押 流され て、 留 める 事が 出來 す、 た め 
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に 却て 不利益 

門 本 平家物語 

き は、 玉 海の 文 

た。 正午よ， 9 

然るに 同じ 義 

北」 と 明記して 

につい て 熟考 

とを發 見した 

の は 事 實と思 

相 當の時 剥か 

され ども 始め 

十一 時 十分) の 

つて 鎌 倉へ の 


なる 境遇に 陷 り、 正 午に 至って 全く 敗 傾した 

の 文 も、 そ の傍證 となる ベ きもので あらう。 

であつ て、 右 によれ ば 「三 月廿 四日の 午刻に 長 

晡 時に 至 ，り、 伐 取りと 云 ひ、 生 取りと い ひ、 數 を 

が院 御所へ 御 報告に 及んだ ものと い へ ば、 最 

經が鎌 倉 幕府への 報告 は、 詳 細な ものである 

ある。 然 らば 兩 方への 報告に 矛盾が ある や 

したと ころ が、 之 は 矛盾ではなくて、 そこ に 適 

ので ある。 思 ふに 當 日の 戰況か らいへ ば、 平 

はれる か ら、 1 1 十四 曰 の 朝から 空しく 時間 を 

ら 潮流 を 利用して 船 を 漕ぎ出して 源 軍に か 

は矢戰 で、 愈 i 接戰 とな b 、舷 々相 摩する が 如 

頃からで、 正午に 至つ て は 平 軍が 全く 敗 傾し 

報告に は 其 決勝 戰の 時刻 を 知らせた ので あ 


も 

知 

も 

や >  > 

力 
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と 推せられ 

に此に 不審 

圑 浦で 合戰 
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見 え る が、 自 

解釋の 道が 

寧 ろ 挑戰的 
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たこと であ 
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のと 思 はれ 


る 0 長 
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が あつ 
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、吾妻 鏡 二十四日 

一の 記事に 及- 1 午刻, 


平氏 終 敗 傾と. - さ 

あるの も 同斷、 さ 

ことで あらう か 

流、 午ノ 


明へ 外洋へ 西 

i  I 後 三 時 頃 

品の 處置を 

都への 御 報 

晡 時までと 

と 見えた も 

また 此戰 

先帝 も 入水 

悼に 堪へざ 

え る が、 實 は 

れて 居る ば 

で あ る。) 

〔吾 妻 鏡〕 


れ ど も 先帝 を始 め 奉り 非 

ら、 夫 等の 處置 は是 からつ 

を 利用して 追々 と 進出し、 

た が、 そ れが 案外に 時間 を 

三種の 御寶 物、 そ の 他 捕虜 

たもの だら うと 思 はれる ( 

- 自ら 除去せられ るので あ 

況は 次に 揭 げた 吾妻 鏡の 

ひ、 三種 御寶物 中の 寶劎も 

第で ある。 (能 登 守 敎經が 

ひであった と 見え て、 壇 浦 

で な く、 醍 


戰鬪員 等 は遙か 

けねば ならぬ。 

三種 の 御 寶物を 

要 し、 晡 時 ま で に 

ゃ齒獲 品の 事 を 

_ か く解釋 すれ 

る 0 

文に 詳細で ある 

失し、 貴嬪名 族の 

一 谷の 戰に 討死 

で 彼が 奮戰 した 


に 引下って 

かくて 源氏 

始めと して • 

も 及んだ 事 

主と したの 

ば、 兩 方の 報 


彼 の 


ら、 此 に 

く 死去 

たこと 

とが 平 

名 が 記， 


後方に 居 お 

は是 より 漲 

_ 生 虜ゃ齒 獲 

であら う 。京 

で、 正午から 

吿 書に 矛盾 

省略す るが、 

たこと は、 哀 

吾妻 鏡に 見 

物 語 に 記 さ 

れて あるの 


醐寺雜 事 記に も 自害 者の 中 

三月 廿ニ 日、 乙已、 廷尉 I 促，， 數 十 艘 兵 船； 差，， 壇 浦， 解 ，纜 云 々、肩 昨 日， 聚，， 乘 船， 迴 
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, 計 云 云、 三 浦 介義澄 聞， -此 事； 參 i 手 當國大 島 津； 廷 尉 曰、 汝 已 見-門 司 關-者 也、 今 可 

案 內 者； 然 者 可，， 先 登-者、 義 澄 受. 命、 進 到 手 壇浦奧 津邊； t ま g  I- 于時 平家 聞. 之、 棹 船 

出， -彥 島； 過，， 赤 間 關， 在-田 之 浦-云 々、〇 廿 四 曰、 丁 未、 於 h 門 國赤間 關壇浦 海上； 源平 相 

逢、 各 隔 J  二 町； 艚，， 向 舟 船； 平 家 五 百餘艘 分-三 手お-山 峨兵藤 次 秀遠幷 松浦黨 等- 爲 矢 

^  ^K&A  ^^^^^  i& や ま 「平 、氏 、終 、敗 、傾、 1 1 品禪尼 持- 寶 劍： 按 察 局 奉. 抱-先帝； 崎 

m 共 以 沒，， 海 底； 建禮 門院 I § 入， 水 御 之 處、 渡 部 黨 源 五 馬 允、 以" 熊 手-奉 &乏、 按 察 大 

納 言 局 同 存命、 但 先帝 終 不，， 令 J: 御； 若 宮 $ 上 者 御 存命 云々、 前中納 言 g  M ー號ニ 入水、 

前 參議經 盛 出- -戰 場； 至 =陸 地-出 家、 立 還 又 沈-波 底； 新 三位 中將 K 盛 前 中 將有盛 朝臣 

等 同 沒， 水、 前 E 府宗 盛右衞 門督淸 宗等 者、 爲-- 伊 勢 三郞能 盛-被 = 生 虜ー其 後 軍士 等亂 -- 

入 御 船； 或 者 欲 開-賢 所； 于時兩 眼 忽 暗、 而 神心悄 然、 平 大 納 言 時 忠 加" 制 止-之 間、 彼 

等 退去 訖、 是 尊 神 別體、 朝家 惣持 也、 神武 天皇 第 十代 崇神 天皇 御 宇、 恐-神 威 同 殿 (被 

,奉^ 改-云 々、朱 雀院 御宇 長曆年 中、 內裏 燒亡之 時、 圓 規 已 雖 ，©  、平 治 逆 亂之時 者、 令 

. 移，， 師仲 卿 之 袖， 給、 W  m  S  If 5  卿 湊季之 今、 猶 顯-神 變^ レ仰 ？恃 焉、 0 四月 十 

1 日、 (中 5 此 間 西 海 飛脚 參 、申-平 氏 討滅之 由； 廷 尉 進-一 卷 記- £  a  If ば 是 去月 廿四 


日、 於，， 長 門國赤 間關海 上； 浮-八 百 四十 餘艘兵 船； 平 氏 又 艚，， 向 五百餘 艘 入口 戰、 午 刻 逆 

〇 0  0 

黨 敗北、 

一 先帝 沒 海 底 御、 

一入 海人々 

二位 尼 上 門 脇 中 納言敎 盛 新 中 納言知 盛 平 宰相 經盛 11 

新 三位 中 將資盛 小 松 少將有 盛 左 馬頭 行 盛 

I 若宮 幷建禮 門院、 無爲奉 fe" 之、 , 

一生 虜 人々， 

前 内大臣 • 平 大納言 時忠 右衞門 督淸宗 前 內藏頭 信 甚被疲 

右 中 將時實 同上 兵 部 少輔尹 明 內府 子息 六 歳 童 形 I g 

此外 美 濃 前 司則淸 民 部 大夫成 良 源大夫 判官 季桌 攝津 判官 盛 澄 

, 飛 驊左衞 門 尉經景 後藤 內左衞 門 尉信康 右馬允 家 村 

女房 

帥 典侍 截 大納言 典侍 赚麵 帥 局 一一。 S 妹 按察局 J^^: 鶴 鋒-ゆ- 

第， 三 源平 兩 氏の 交戰  四^*- 一 
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僧都 全眞 律師 忠快 法眼 能圓 法眼 行 明销請 

爲 分 交 名 且 如， 此、 此 外 男女 生 取 事、 追 可，， 注 申； 叉 內侍所 神璽 雖， 御 坐； 寶 劎 紛 失、 愚 

盧 之 所 J 早 奉 &,, 求 之； 

宝 海〕 四月 四 曰 箱 早 旦人吿 云、 於，， 長 門 國， 誅& 平 氏 等， 了 云 々、未 刻 爲.， 大 藏 卿泰經 

奉 行； 義 經 伐：， 平 家， 了 由 言 上、 其 間 有讨， 被，， 仰 合， 事， 可， ま 入， 之 由、 被. 仰卞 之； (中略) 光 雅 仰 

云、 院 宣 云、 追 討 大將軍 義經、 去 夜 進，， 飛 脚- 龍-; 副 申 云、 去 三 廿 、四： U  ?h 蒙、 ks^  ^ 蒙ぎ 

合 戰、 t-f  t?- 合 自-午 正-至- 哺 時； 云-伐 死 之 者： 云-生 取 之 輩； 不， 知 = 其 數； 此 中、 前 内 大 臣、 右 

衞門督 淸宗、 f 俯 平大納 言 時 忠、 全 眞 僧都 等 爲，， 生 虜， 云々、 又 寶物等 御座 之 由、 同所， 

申 上， 也、 但 舊主御 事 不， _ 分 明， 云 々、 

〔醍醐 寺雜事 記〕 上 之 下 

1 去 三月 廿四曰 於，， 長 門 國， 平 家 與，， 源 氏， 合 戰、 平 家 被 了、 

源氏 大將 軍九郞 判官 義經 

生 取 


內 大臣 宗盛 右衞門 督淸宗 大納言 時忠 讃岐中 將時實 

内藏頭  二位 僧都 全眞 法滕寺 執行 能圓 阿波 民 部 大夫成 良 

藤 內左衞 門信康 

女院  若宮  - 

降 人  . 

源大夫 判官 季定 攝津 判官 盛 澄 

自 害 

中 納 言 敎盛 中納 言 知 盛 能 登 守敎經 

参 

殺人 

左 馬頭 行 盛 小 松 少將有 盛 備中吉 備津宮 神主 權藤 內定綱 

同舍弟  菊 池次郞  刎頸 者 八 百 五十人 

不知 行方 人 

先帝 八條院 修理 大夫經 盛 巧 侍 所 御座 進 止 日 寶劎不 見 

女院 二宮 

第一 一一 源平 雨 氏の 交戦  四 五一 一 1 
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第 四 源賴 朝の 奧羽征 K 


奧羽 征伐の 名義 

名 義 は、 當 時 彼 地 を 管領して 居た 

あ る も、 實 は 之 は 言 ひ 前に 過ぎす 

其 命令に 服せ しめよう とい ふ 

は 平家の 取 做しに よって 官位に 

て 居た ので ある。 但し 彼が 實際 

京都 風の 文化に 浸染して、 稍 i 文 

る 距離が ある 爲と であらう。 さ 

あった 事 は 公然の 祕密 とい ふ ベ く、 叉 常 陸の 佐 竹 氏 をす ら、 追 討せ すに は 

賴 朝 が、 遠 隔の 地に 居る からと て、 秀衡 一 門 を 不問に付 する 害 はない ので 

廷に 於ても 秀衡の 族が 義經 を隱 匿して 居る こと を 聞 食 さ れ、 頻 りに 彼 を 

出す ベ き 旨 を 仰せられ たので ある が、 秀 衡 は 言 を 左右に 托して 命 を 奉じ 


賴 朝が 奧羽 征伐の 

庇護した 爲と いふに 

討 平し、 日本 國中隈 な 

より 見れ ば、 藤 原秀衡 

賴朝 追討の 命 を 受け 

どうかと いふに、 追-^ 

と は 地理 上少 から. さ 


藤 原秀衡 が、 謀叛 人 

して、 そ の 11眞 は 早 

にあった ので ある- 

^  二 陸 奧， 守 LL 叙 y 

A,^^ し,れ た るが 如き 

の 行動に 出で なか 

弱に 流れた のと、 鎌 

れど 平家と 秀衡と 


の 義經を 

く 全 國を 

リ叉 一方 

ら) 又屢 i 

つ た の は、 

倉と 奥 羽 

が關 係の 

置かない 

ある。 朝 

捕へ て 差 

な い ので、 


遂に 賴 朝の 乞に 任せて 追討の 宣旨を 下されん としたの である。 ところ が、 そ の 中 

に 秀衡が 病死 し、 子 の 泰衡が 立つ に 及び、 義經を 討って 出した ので、 朝廷に 於 かせら 

れ て は、 此 上 は 最早 追討の 要がない と 仰せられた。 され ども 賴 朝の 方で は、 泰 銜 等 

が 早く 討って 出さなかった 廉を咎 め、 且 つ 旣に兵 を 集めた 後で あるから との 故 を 

以 て、 終 に 追討 を 決行した ので ある。 

二、 藤 原秀衡 と義經 との 關係 (義經 の 末路) 

こ、 に 少しく 義經の 事蹟 を 述べねば ならぬ が、 抑 義經は 生れ 落ちてから 死ぬ 

る 間際まで も、 種 々數奇 の 運命 を 荷って 居た ので ある。 彼 は 義朝を 父と し 常 磐 を 

母と して 生れた が、 出 生の 年の 暮には 平 治の 亂が おこ り、 翌 年 正月に は 父の 義朝は 

尾 張國で 果敢ない 最期 を 遂げた ので ある。 彼(！5£4^|)は母に携へられて兄たち 

二人 (s^ci  !；； 餘難 5 と共に 一 旦 大和 へ 遁れ たが、 平 淸盛は 常 磐の 母 を 捕へ て嚴 しく 

吟味した の で、 孝 心に 厚い 常 磐 は 此事を 聞 き、 愛 子に か へ て 母に 難儀 を かけて は 相 

濟ま ぬと て、 三 子 を 連れて 六 波 羅に自 曾して 出た。 然るに 淸盛は 常 磐の 美 を 愛し 

て 三 子 を 助けた。 常 磐は淸 盛の 寵衰 へて か ら、 ま た 一 條長 成に 再嫁した の で、 彼 は 
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義經藤 原 

秀 銜に賴 
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又 こ、 に 養 はれた。 か 

れ た。 當時、 常 磐の 考 へ 

い ふより 外に 何も 餘念 

うな どと は 夢 想 だに も 

圖を讀 んで感 やる 所が 

ぬと 思 立 ち、 晝 は 學問を 

だとい ふ 事で ある。 

彼が 十六 歳の 時に、 奧 

も の が、 鞍 馬 寺へ 參詣に 

行かん こと を 乞うた。 

れて 下った。 察する と 

ない。 た i.- 吉 次が 屢. A 

隔の 地で 身 を 寄せる に 


第二 卷 

くて 七歲の 折に 鞍馬 寺へ 上 

は、 曾 我 兄弟の 母と 同樣 で、 彼 

は な く、 彼 が 後に 源氏 一 方の 

しなかった であらう。 然る 

あ り、 そ れ より 平家 を滅 して 

して 居て も、 夜 は 鞍馬の 山奥 

州と 京都と を 跨に かけて 往 

來 た が、 之 と 親しくな -.^ 、そ の 

吉次は 多少 躊躇した が、 彼の 

ころ、 義經と 秀衡と は 從來何 

秀衡の 邸に 出入して、 そ の 得 

は 適 當と考 へ たに 過ぎぬ で 

變 動が 起 


許に 居る こと 約 六 七 年、 そ の內に 世の中 


四 五六 

せて 東 光 坊阿闍 梨の 弟子と さ 

を 將來^ として 仕立てようと 

大將 として 平氏の 追討に 當ら 

に 彼 は 十一 歳の 折に 自家の 系 

父義 朝の 亡靈を 慰めねば なら 

に 入って 人知れ す武藝 を學ん 

き來 する 金 商 賣の吉 次と いふ 

身 を 奥州 藤 原 秀衡の 許 へ 連れ 

依賴が 切であった ので、 遂に 連 

の關 係が あった 事と は 思 はれ 

意 先き であった の と、 且 つ は 遠 

あらう。 かくて 義經は 秀衡の 

つ て、 今 ま で 全盛であった 平家 


の 運命 

た-と い 

賴朝 の 

と 約 六 

天下 平 

べき も 

目 を 驚 

と こ 

の 間に 

か ら、 此 

い ひ、 或 

喧嘩 兩 

凡庸の 

義經は 


も 

力 

嗜 


次 

ML 

著 


は義 

成敗 

者 で 

勇敢 


第 

あ- 

人 

，> 

力 

で、 

な 


さ、 

、是 

、終 

大 

て、 

で 


て 

事 魔 

さ し 

の 專 

兩 者 

つ た 

名將 


き、 以 仁 王 

彼 は 多年 

ら 次兄 

首尾よ 

を 立て 


力 


功 

ム a 

女 

で 


7し 

術 兵略の 


る 一 

力 

あ 


と も 

た の 

其 詳 

項 に 

賴朝 


^、！ 5^ 

つ た 


宿望 を 

賴 等と 

平家 を 

ので あ 

奥義に 


果 すべ き 時節が 到 

共 に賴 朝の 命を受 


<P 旨が 東國に 降- 9、 兄 の 賴朝も 

來し 

け て 

の 恥 

於け 

る 事 


し- 


る 

達 


ふべき 

あ る ひ 

？謂 或， 


猜 忌 心 

Biii 力 あつ 

櫟は あれ 


バ乂 のた め會稽 

且つ その 間に 

，策戰 の 巧妙な.. 


迄 

上 に、 京 都に 位 一 


か、 此に賴 朝と 義經 

原因に つ いて は餘 

原 景時ゃ 大江廣 元 

出た とい ひ、 種 々 の 

に 思 はれる。 併し 

に は 至らなかった 

置 を 占めて て、 し 


兵 を 擧げて 

た と 喜 び、 勇 み 立 

平家の 追討に 當 

を 雪いだ のみな 

る 彼の 勇敢 さは 

は、 古 今獨步 で、 實 


之に 應じ 


とが 不 

談に亙 

などの 

說もぁ 

それに 

かと 思 

かも 後 
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る 

白 河 

四 五 i> 


な 

-耍 

法 


皇 


ち て 

る こ 

らす 

驚く 

に 衆 

，兩人 

あ る 

た と 

る に 

經が 

實 は 
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力 


實 

賴 

奮 

義 

入 


で あ 

丙 を 

る 0 

め、 の 

朝 を 

で あ 

さ て 

王 の 

乞 、つ 

し て 

經は 

れ ら 


厚 か 

る 0 

制 し』 

例 へ 

ち 平 

つ た 

こ ゝ 

令 旨 

2  0 

怒- - 

一 旦 

れ な 


つたと 

後白河 

丙を以 

ば 南都 

家が 又 

賴朝 の 

ので あ 

に 源 行 

を 奉じ 

され ど 

を 破り- 

、走って 

平家の 

いので、 


い ふ 

法皇 

て 甲 

北嶺 

暴 横 

勢 を 

る 0 

家と 

て 賴 

も賴 

-勳 功 

木 曾 

捕虜 

大江 


と 


^日 

立 


が、 彼 に 取 

政策と い 

せし むる 

兵な どが 

る や、 木 曾 

や 又義經 


も 


つ 


の 

力 

て 


が あ 

至 つ 

一 向 

き を 

レ V7 

關東 


仲に 

率 ゐ 

元 を 介して 詫 言 ( 


て 不和 益 

も の は、 常 

云 ふ や う 

暴で あ 

仲 を 引 

引きて 


る 


た が、 彼 

者で あ 

ず 力 

てした- 

義仲敗 

下った： 


ズ 


であつ 

に 甲 を 

で、 ぐ る 

と、 平家 

て 當 ら 

を 制せ 

賴朝 の 

が、 嘗 て 

いの を 

すると 

の 後、 京 

，賴 朝の 

ろ 腰 越ン 

< 一 


た の 

以 て 

な ど 

せ、 義 

し め 

叔父 

所領 

見 て 

彼 は 

都邊 

怒が 

を 申 


ま 

中 


を 

巡 環 


亡 

給 ふ 

に 當 

を 與 

所領 

賴朝 

甚だ 

入れ 
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ふべ か 

しま 

し て 

て 之 

威勢 

い ふ 


-且 つ 

ん こ 

ば 奥 

以て 

した 

く て 

t>  、二 

力 そ 


ら 

ナ 

亍 

\ィ 

冷 


る 事 

を 以 

の で 

制 せ 

ふ や 

御 次 


れ 


に以 

賴朝 

自 -ら 

酷な り 

然る に 

會 中に 

でも 許 


展 

狀 


されなかった の で、 餘 りの 事と 思 ひ、 不 平ながら に 

〔吾妻 鏡 1 五月 二十四日 ^  I 源廷尉 義經如 k 平， 

不 fe 之 處、 日 來 依 不 義 之 聞； 忽 蒙，， 御 氣 色； 不 fe: 

欝之餘 付 因 幡 前司廣 元； 奉，， 一 通 歎 (欵 力) 狀； 廣 元 

之 由 云 云、 彼 書 云、 

左衞門 少尉 源義經 乍. 恐 申 上 候、 意 趣 者、 被， 撰， 一 

顯， -累 代 弓箭 之 藝； 雪，， 會 稽 恥 辱； 可， 被，， 抽 賞， 之 處、 

功； 義 經 無， 犯 而 蒙き、 有， 功 雖， 無 fc  、蒙，， 御 勘 氣， 之 

言 逆 Jit 、先 言 也、 因 &、 チ被. 亂，， 讒 者 實 否； 不 ，被，入， 

當，， 于 此 時； 永 不 き，， 恩 顔； 骨 肉 同胞 之儀旣 似， 

因- 歟、 悲 哉、 此 條、 故 亡 父 尊靈 不，， 再 誕 給， 者、 誰 人 

, 新 申 狀、 雖 &_,述 懷； 義 經 受„ 身 體髮膚 於 父 母； 不， 

,實 之 子； 被. 抱-母 之 懷 中； 赴， -大 和 國 宇多 郡 龍 門 

雖， 存， 無，， 甲 斐， 之 命 許； 京 都 之經廻 難治 之 間、 令： 


京都へ 歸 つたので ある。 

朝 敵， 訖、 剩 相 i〈 前 內 府， 參 上、 其 賞 兼 

入-鎌 倉 中； 於，， 腰 越 驛， 徒 涉， 日 之 間、 愁 

雖. 披 i 之； 敢 無，， 分 明 仰； 追 可％ -, 左右， 

御 代官 其 一 ； 爲，， 勅 宣 之 御 使； 傾，， 朝敵， 

思 外 依，， 虎 口 讒 言； 被 fel 莫 大 之 勳 

間、 空 沈& 淚； 倩 案，， 事 意： 良 藥 苦 B  、忠 

鎌 倉 中， 之 間、 不 feja 素 意； 徒 送，， 數日； 

空、 宿 運 之 極 處歟、 將叉 感，， 先 世 之 業 

申& 愚 意 之 悲 歎； 何 輩 垂，， 哀 憐， 哉、 事 

經= 幾 時節； 故 頭 殿御 他界 之 間、 成，， 無 

牧， 之 以來、 一 曰 片時 チ 住，， 安 堵 之 思； 

-流コ 行 諸 國； 隱，， 身 於 在.々 所 々；爲 fe,, 邊 
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土 遠 國； 被 fete  土民 百姓 等； 然而幸 慶忽純 熟 而、 爲.， 平 家 一族 追 討； 令 i 洛， 之 手 合、 

誅- 戮 木曾義 仲-之 後、 爲 傾 平 氏； 或 時峨々 巖石 策，， 駿 馬； 不， 顧，， 爲& 亡 ^  、或 時漫々 

f 大海 凌 i 波 之 難； 不， 痛 身 於 海 底； 懸 * 尸 於 鯨鯢之 腮； 加 之、 爲，， 甲 冑 於 枕； 爲，， 弓 箭 於 

業； 本 意 併 奉 fc,- 亡 魂 憤； 欲. 遂，， 年 來 宿 望， 之 外、 無，， 他 事； 剩 義 經 補，， 任 五 位 尉， 之 條、 當 家 

之 一面 目 希代 之 一 重 職、 何 事 如， 之 哉、 雖， 然 今 愁深歎 切、 自， 非，， 佛 神 御 助， 之 外 者、 爭 達，， 

愁 訴； 因， 玆、 以，， 諸 神 諸 社 牛 王 寶印之 S; 全 チ 揷，， 野 心-之 旨、 奉 驚 曰 本國中 大小 神 

祗 冥 道； 雖 JD1= 進 數通起 請 文； 猶 以 無，， 御 富 免； 其 我 國神國 也、 神 不， 可 ，稟，， 非 禮； 所， 憑 非，， 

于 他； 偏 仰，， 貴 殿 廣大之 御 慈 悲； 伺， 便 宜， 令， 達，， 高 聞； 被 麵，，祕 計； 被， 優，， 無. 誤 之 旨； 預，， 芳免， 

者、 及，， 積 善 之 餘慶於 家 門； 永 傳，， 榮 花 於 子 孫： 仍 開，， 年 來之愁 眉； 得，， 一 期 之 安寧； 不 J 曰，， 

盡 愚 詞； 併 令，， 翁 略， 候 畢、 欲 ，被， 垂，， 賢 察； 義 經恐惶 謹 言、 

元 曆ニ年 五月日  左衞門 少尉 源義經 

進上 因幡 前 司 殿  ， 

その後 賴朝は 義經と 行 家と が 京都で 相來往 して 居る 事 を 聞き、 兩 人の 行動 を 疑 

ひ、 先 づ行家 を誅戮 しょうと しおので ある。 (これ も 志 田義廣 1^ のの 事な どから 


察の し等梶 
ぜ狀 て：^ 原 
し 5^ 義遣景 
む 偵 經は季 


考 へて 見れ 

情 を 偵察せ 

さ せ て、 義 經 

め 義經を 

ら 再 び 尋 

の 由 

J ろ 

如 き 

や 行 

を 遣 

て、 平癒 

する 3^ 

六十 餘 


脚 病 

た と 

況ん 

他家 

の み 

加 へ 


ね 

力 

ま 


ば、 賴朝 

しめよ 

の 擧 

問 し 

た と 

灸を 


人で 

した 

の 後 

味 の 


かく 疑 

との 考 

窺 はせ 

に、 彼 は 

が、 彼 は 

所に 施 

や う- 

を Siw す 

て は、 な 

六 孫 王 

は、 降伏 

を 廻ら 

の を 見 


の も 

ら か 

力 

氣 の 

足 に 

し て 

勞 は 

に 當 

更 ら 

餘苗 

せ る 

で あ 


無理なら ぬ 


九 月 


曰 


し て 


騎を 率ゐて 上洛 し、 以 て 


く して 景季 

由で 面會し 

腰 を 懸けな 

あ つ た。 そ 

全く 偽で は 

つて は、 1 應 

充分 詮議 さ 

と し て、 弓 馬 

事 は 難いで 

らう To 答 へ 

その 叛心 あ 

義經を 討た 


樣に思 はれ る) そ れ 

g に 梶原景 季、 義 勝 

等が 鎌 倉 へ歸 つて 

なかった。 よって 

がら 面會さ れ、 憔 捽 

れ より 試みに 行 家 

ない。 義經が 思 ふ 

其 罪 を 乱される で 

れて 然るべき であ 

の 道に 達した 者で 

あ ら う。 されば 自 

た、 云云、」 と。 鎌 倉で 

る を 察 し、 十 月 九日 

せようと したので 
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にして も、 先 づ 事 

房 成 尋等を 上洛 

の 報告に 曰く、 「初 

一 兩日を 經てか 

の體 であった。 

追討の 旨 を 達し 

ところ は、 縱 令 强 

はない か、 そ れ を 

らう。 且つ 彼 は 

あるか ら、 家 人 等 

分 も 早く 治療 を 

は 義經が 行 家 を 
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じて、 義經は 其 十 一日 及び 十三 日に (-S ぽ 雌 房) 潜 かに 院 御所へ 參り、 賴朝 追討の 官 

符を 申請うた ので ある。 その 理由と する 所 は、 つ 賴朝は 罪な き 叔父 を誅 せんとす る 

に よ り、 行 家 は 遂に 謀叛 を 企て ま した。 義 終 は 一旦 これ を 止め ま したが 聽容れ ま 

せん、 又 義經に 於ても 平氏 を 追討して 動 功が 莫大で あるのに、 恩賞に 預ら ない ばか 

りで な く、 却 て， y 身も誅 せられようと します る。 そこで 遂に 行 家の 謀叛に 同意し 

ました。 此上 は賴朝 追討の 官符を 賜 はりたい」 とい ふに あった。 され ど院ょ は 

義經 を慰宥 し、 且つ 行 家の 欝憤 を宥 むべき 旨 を 仰せられた。 然るに 會、 >  十 七日の 

夜に 鎌 倉から 遣 はした 土 佐 房 等が 義經を 夜襲し、 市街が 騒がしかった ので、 行 家 も 

應 援に來 り、 土 佐 房 は 敗走した。 此に 於て 義經は 更に 院の 御前に 推參 し、 上奏す る 

所があった。 かくて 若し 請 ふところ を 勅許せられ ぬなら ば、 義經は 主上、 法皇 以下 

を夾 みて 鎭 西に 下向し 兼ね まじき 形勢であった ので、 廷臣 等 は大に 恐れ、 遂に 賴朝 

追討の 宣旨を 下された ので ある。 この場合に 於ても 義經は 平素の 機敏な 態度 を 

失はなかった ので ある が、 旣 に 兄 賴朝を 追討す るとまで 決心したなら ば、 是 から 電 

光石 火の 如く 鎌 倉に 進軍す るか、 少 くも 墨 侯 川 附近まで は 進み出 づ べき 害と 思 は 


土 佐 Has 昌 

俊 義經な 

襲 ふ 


賴朝 追討 

の 宣旨下 


れ る 

の 兵 

遇 ひ、 

宝 


の に、 事 實 はさう ではなくて、 稍 i 逸 巡の 體 であった。 賴 朝の 方で は 其 身 を 

るとの 宣 旨が 降った こ. と を 聞く や、 大 に 怒 り、 先 づ 千 葉 常 胤、 小 山 朝政 等に 二 千 

を 率ゐて 上京せ しめ、 自ら も 亦た 兵 を 率ゐて 出動した が、 途中で 義經行 家が 西 

落ちた こと を 聞 き、 少 しく 形勢 を觀 望して 居る うち に、 彼 等が 大物 濱で 暴風に 

大破 船して 主從が 分散した 事 を 聞き、 一 旦鎌 倉へ 還った。 

海〕 十月 十三 日  一 ^  g 早 旦、 季 長 朝臣 來申 云、 義 經行家 同 心 反，， 鎌 倉； 日 來 有，， 內 議； 昨 

今已露 顯、 云 云、 雖， 爲，， 巷 說； 非，， 浮 言； 義 經 之 邊、 郞 從之說 云 云、 相 次說々 甚多、 賴朝 失 -義 

經 之 勳 功； 還 有， -遏 絕 之 氣； 義 經 中 心 結レ怨 之 間、 叉 鎌 倉 之 邊、 郞 從 親族 等 、爲- 賴 朝-失-生 

涯； 結，， 宿 意， 之 輩、 漸 以數 積、 彼等 內々 令 レ通=義 經 行 家 等-之 形 勢、 義 經 竊 奏= 事 趣^ 有-許 

&ぎ 1^  ^-^  ^ ず， 云 云、 或 云、 秀 衡叉與 力 云 云、 於，， 仔 細-者、 雖-, 實 說 不 定； 於-蜂 起-者 已 露 

顯 也、 〇 十 七 日、 天 晴、 早 旦大藏 卿泰經 爲，， 院 御 使； 來，， 門 外-云、 依 不乂， -門 內； 以- 季 長- 傳 

申、 去 十一 日、 義經 奏聞 云、 行 家 已 反，， 賴 朝， 了、 雖， 加 „ 制 止； 敢 不，， 承 引； 仍 義經 同意 了、 其 故 

者、 奉，， 身 命 於 君； 成，， 大 功， 及，， 再 三； 皆 是賴朝 代官 也、 殊 可，， 賞 翫， 之 由 令き 之 處、 適 所， 浴 

之 伊豫 國、 皆 補，， 地 頭； 不 ，能=國 務； 叉 沒官 所々 廿餘ケ 所、 先 s 賴朝分 賜、 則 今度 勳 功之 
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後、 皆 悉 取 返、 宛^ 郞 從 等， 了、 於 x「 者、 生涯 全以 不 執 思； 何 況 遣，， 郞 等；， 誅，， 義 經， 之 由、 

糙 得，， 其 吿； 雖， 欲， 遁 不％. 叶、 仍 向-墨 俣 邊， 射，， 一 箭， 可 4^,, 死 生， 之 由 所， 存 也 云々、 仰 云、 殊 驚 

思 召、 猶 可 fei 行 家， 者、 其 後 無 音、 去 夜 重 申 云、 猶 同，， 意 行 家， 了、 仔 細 先度 言 上、 於， 今 者、 

可&^ 賴 朝， 之 由， 欲， 賜=宣 旨； 若 無，， 勅 許， 者 給： 一身 暇-可， 向，， 鎭 西， 云 々、見， 其 氣 色； 主 上 法 皇 

已 下、 臣 下 上 官、 皆 悉 相 率 可，， 下 向， 之 趣 也、 已是 殊勝 大事 也、 此上 事何樣 可， 有，， 沙汰， 乎、 

能 思 慮 可，， 計 奏， 者 云 々、〇 廿 一 日、 天 晴、 傳 聞、 法 皇 臨，， 幸 鎭 西， 之 儀、 都 無，， 許 容， 云 々、仍 義 

經行家 等 忽 變，， 件 議， 云 々、〇 廿ニ 日、 傳 聞、 宣 下 之 後 狩，， 武 士； 多 以 不，， 承 引， 云 々、〇 廿 三 

日、 人 云、 近 江 武士 等 不& ハ，， 義 經 等； P 奧 方， 云 々、〇 廿八 曰、 閭巷云 云 逐曰倍 增、 猶奉， 具， 

法 皇； 可 &,, 西 海， 之 由 • 普 以 令 Jife 其 故 I 也、 凡 洛中 諸 人、 於，， 女 人 之 類， 者、 一 人 不，， 殘 留， 云 

々、〇 十一 月 三 日 (義 經行家 等 西 海に 落ちた る 事 を 叙した る 次に) 始推 申； 下 可， 討，， 

I  JJ  ^  -  ,  «.o  ^  0  0  0  '  0  0  0  0  o、o_o  0  '0  0  0 〇 0  0  0  0  0  0 〇 0  0  0  0 

賴朝， 之宣 旨， 事 不 fek 自，， 叙 慮， 之 由、 普 以 風聞 之 間、 近 國 武士 不. 從，， 將 帥 之 下 知； 還 以，， 義 

0-  ^-  0  -  0  0  0  0  0  0  一  9-  0,0-0  0  o  0  0  oo  o 〇o  o 〇〇 o  o〇 o  o  o  o 〇 

經 等， 處，， 謀 反 之 者； 加 之 乖，， 人 望； 其 勢 遂曰減 少、 敢 無，， 與 力 之 者； 仍 於，， 京 都， 難 k,, 關 東 之 

〇 〇 〇 〇 〇 0 

• 武士； 是以 下向 云 云、 

〔吾妻 鏡〕 十月 十八 曰お I 義經 言 上 事、 可， 有，， 勅 許， 否、 昨 曰 於 仙 洞； 有 =議 定； 而 當 時義經 


落 等 行 

つ 西 家 

'- 海 義 


外、 無，， 警 衞 之 士； チ 蒙，， 勅 許-者、 若 及，， 濫 行-之 時 、仰，， 何 者， 可 防 獲， 哉、 爲. 遁，， 今 之 難； 先 被 i 

下； 追 被， 仰.， 子 細於關 東； 二 品 定 無-其 憤- 歟、 之 由 治 定、 仍 被， 下，， 宣 3 曰： 上 卿 左大臣 經 宗云 

々、 

文治 元年 十月 十八 日 宣旨 

從 二位 源 賴朝卿 偏 耀，， 武 威； 已 忘，， 朝 憲； 宜，. ？， 前備 前 守 源 朝臣 行 家、 左衞門 少尉 同 

朝臣 義經 等； 追 彼 卿； 

藏 人頭 左 大辨兼 皇后 宫亮藤 原 光雅 奉 

0 十 一 月 三日、 前 備前守 行 家、 櫻 威 甲、 伊豫 守義經 5g 垂 等 赴き 海； 先進，， 使者 

於 仙 洞； 申 云、 爲， m, 鎌 倉 譴 責； 零 * 鎭 西； 宸 期 雖， 可，， 參 拜； 行 粧異體 之 間、 已 以首途 云々， 

前 中 將時實 、侍從 良 成、 f  5、.J ^嫌 伊豆 右 衞門尉 有 綱、 堀彌 太郞景 光、 佐 藤四郞 

兵 衞尉忠 信、 伊 勢 三郞能 盛、 片 岡 八郞弘 經、 辨 慶 法師 巳 下、 彼 此之勢 二百 騎歟 云々、 

〇 六 日、 行 家. 義 經、 於，， 大 物 浦； 乘船之 刻、 疾風 俄 起 而、 逆 浪 覆 fe 之 間、 慮 外 止，， 渡 海 之 儀； 

伴 額 分 散、 相 n 從 豫州， 之 輩纔四 人、 所謂 伊豆 右衛門 尉、 堀 彌太郞 、武藏 房 辨慶幷 妾 女 

字 靜  一 A 也、 今 夜 一 宿 于天. 王 寺 邊； 自，， 此 所， 逐 電 云 々、今 曰、 可， 尋 n 進 件 兩 人， 之 旨、 被 
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院 宣 於，， 諸 國； 0 十  一 H 、義 經等 反逆 事、 任-申 請， 被 =宣 下， 畢、 但 追 可 fefe,, 關 柬， 之 由、 在 b 

盧， 之 處、 二 品 之 鬱憤 興 盛 之 間、 日 來 沙汰 之 趣、 已相 違 畢、 愛 義經行 家 巧，， 反 逆； 赴 _,西 海， 

之 間、 於， -大 物 濱， 漂 沒 之 由、 雖 風 聞； 亡 命 之 條、 非 Ji, 所 fe 、早 仰-有 勢 之 輩； 搜 山 林； 可 

,召& 其 身-之 由、 被. 下，， 院 宣於畿 內近國 々司 等， 云 々、 

其 狀 云、 

被 _,院 宣， 倆、 源 義 經、 同 行 家、 巧，， 反 逆； 赴 ，_西 海， 之 間、 去 六 日、 於，， 大 物 濱； 忽 逢 k 風-云 云、 漂 

沒 之 由、 雖. 有，， 風 聞： 亡 命 條 非 垚！=狐 疑； 早 仰， 有：， 武 勇， 之 輩； 尋& 山林 iH! 澤 之 間； 不 日 可 

. 令. 召；. 進 其 身； 常國 之 中、 至 手 國 領， 者、 任 ，狀 ヶ遵 行； 於，， 庄 菌， 者、 移，， 本 所， 致 _,沙 汰； 事 是 嚴 

密， 也、 曾 勿，， 懈 緩， 者、 院 宣 如お、 悉. 之 謹 狀、 

十一月 十一 日  太 宰權帥 

其 國守殿 

按す るに、 義經は 自ら 願 出て 賴朝. 追 討の 宣旨を 申 受けな が ら、 直 に 追討に 着手し 

なかった の は 如何なる 譯 であらう か、 そ の 理由が 解し かねる ので ある。 勿論 之に 

就いては 義經を 辯 護す る 側の 說 もあって. 元 來賴朝 を 追討す るの は 義經の 本意で 


行家義 si, 

1551 捕のお 

宣 


はなぐ て、 或 は 行 家 の. 勸誘 に 出た とか 或は 部下の 者の す、 めに よった とかい ふの 

である が、 何 れ にしても 義經 自身に 參院 して 之 を 願 出で たからに は、 そ れ だけの 覺 

悟がなくて に 叶 はぬ こ 思ふレ 實際は 法皇の 左右に 居った 人々 の 中に は、 義 經の此 

擧に贅 意 を 表した 者 も 多少あった 樣に窺 はれる ので ある。 (|"  ？  まほ ほき ほ S  £ 

る) 然るに 義經が 之 を 決行し なかった ところ を 見る と、 何 等 か そ の 間に 手 違 ひ を 生 

じた 事で は あるまい か。 或は 前記 玉 海な どの 說の 如く、 世上の 人氣が 存外 義經の 

方へ 向かはなかった からと いふの が、 主 因で は 無かった であるまい か。 或は 又 京 

都 を 兵燹に かける 事 を 恐れた からと いふ 樣 にも 思 はれる U それならば 寧ろ 追討 

の 宣旨を 申 受ける 前に 充分 熟慮 勘考す ベ きで はなから うか。 或は 尙ほ 迅速に 兵 

を 進めて 鎌 倉の 突擊に 出たなら ば、 事 の 成敗 は 鬼に 角と し て. 京 都 を 兵燹に かける 

事 は 免れ 得べき では あるまい か。 

次に JI 海に 落つ るに ついて 法皇 を 御 連れ 申す との 說 も、 平 家 や 木 曾義仲 の 遺 策 

であって、 護經の 部下な どが 之を勸 めた とい ふ 事 も 有，， リ 得べ さ ことで あらう。 

義經は 全然 之 を 返け たで あ ら う V 夫 等の 邊は 不明で あるが、 公家 一 般に 於て は 之 
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が爲 めに 少 かす 恐怖心 を 起した 

經を 九州の 地頭に、 行 家 を 四國の 

率 ゐて西 海へ 下らう とした が、 運 

義 經、 行 家は是 よ. り 止むな く 身 を 

院宣が 降る に 至った ので あ る。 

として は 全く 死處を 失った かの 

ある〕 言 ふ 迄 も 無く、 義經は 忠勇 

あらう 箬は ない が、 死 所 を 得る と 

文治 二 年 五月 十三 日に 和 泉國で 

佐 藤兵衞 尉 (§)、 妾靜 など は 追々 に 

三 年 三月の 頃まで は 全く 不明 で 

朝は大 にいら だって 益 J 諸方 を 

條 良 綏 (？ 、おの 名 差 合って 憚が 


樣に窺 

地頭に 一 


潜 む 

へ 追 討 

^令 の 

無比 

い ふ 

捕 へ 

捕 へ 

あ つ 

嚴重 

あ る. 
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は れる。 かくて 義經は 其 事な きを 

補 せられん 事 を 奏請し、 部下の 兵士 

物 浦で 暴風に 遭 ひ、 こ の計畫 もまた 

に 至り、 追って 反 對に義 經、 行 家 追討 

f) これから 後の 義經の 行動 を 見る 

つ て、 如 何に も氣の 毒の 情に 堪へ な 

名將 であるか ら、 死 を 恐る  などい 

は 容易なら ぬ ものである。 その 後、 

れて所 刑 さ れ、 ま た 義經の 同行者 堀 

れ たが、 義經の 行方 は 中々 分らない _ 

0 へ 1 兀年 十一月に 西 海へ 落ち ノ  二、 こ 

V てから 三年 間に わたろ ) こ、， 》 

搜索 せしめた。 是 より 先き 義經の 

の 事で 義 行と 改めた が、 さて こ、 に 


ふ 


於 

三 


ひ、 義 

み を 

la し 

宣 旨 

士 人 

の で 

事 の 

家 は 

太郞 

文治 

て 賴 

は 九 

き ^ 

きに 房 


信の 曰 く、 義 經の まだ 出て 來な いのは 其 名の 爲 であらう。 義行 ュね 其訓能 行で 能 


隱る、 の義 であると ひ そこで 義行 

は 矢張り 不明であって、 或は 天 王 寺 

山に 隱れて 居る と か 、稀 々の 風評が 

索の 宣 旨が 下され た。 ^^度の 賴朝 

に 彼に 同意す る 者が あるから であ 

意 者が 居る 由 を 聞 き、 其 者 を 捕へ て 

も 天に 驚 き、 叙 山の 座主に 命じて 同 

經の 出て 來る やうに 祈禱 せしめら 

ベ をしょう などい ふに 至った。 斯 

ことが 出來 なくなつ たものと 見え 

に兒 童の 姿を假 りて 伊 勢、 美 濃 等の 

つたの で あ る。 此時 義經は 如何な 

に は 書いて な い。 

した 話が 書いて ある が、 事 實 如何な もので 


を 改め 一 

に ale る 一 

あった, 

は 力く； 

ら う と ^ 
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意 者 を i 

^  V7 
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た 事は實 際で あらう。 然 らば 義 經が秀 

たかと いふ に、 百 練抄 には國 司が 言 上 し 

法師 昌 尊が 義經の 軍に 襲 はれ、 鎌 倉に 逃 

は 「義 經が 陸奧に 居る の は秀衡 入道の 企 

とに 角 かやうな 譯で義 經の陸 奥に 居る 

是 まで 義經の 行方が 不明な ため 非常 

居る ことが 判明した の で、 先 づ 安心した 

て は 廷臣と 策應 する 虞が あって 最も 氣 

黨が 大分 居る ので 矢張り 心配 は 免れな 

も 袋の 中へ 逃げ こんだ やうな もので あ 

を 追討した かとい ふに、 其處に 事情が あ 

へた。 その ゆ ゑ は 如何と いふ に、 賴朝は 

宫の 域内に 建設し か け、 且 つ 又 同 四 年 は 

ベく 殺生 を禁斷 し、 征 伐な ど 1^ せぬ 考で 
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衡の 許へ 行った 事が どうして 鎌 倉 へ 分つ 

たと あ. o、 玉 海に は賴 朝が 出 羽に 遣 はした 

げ歸っ て賴 朝に 吿 げたと あ ，.^、叉 吾妻 鏡に 

で、 諸 人の 申 狀が符 八 口す る」 と 書いて ある。 

事が 略.^ 分った ので ある。 

に 心配して 居た 賴朝 は、 愈 ぷ義經 が 奥州に 

ことで あらう。 その 譯は 義經が 近畿に 居 

遣 はし く、 西 海に 落ちた としても 平家の 與 

かった であらう が、 奧 州へ 行って 居れば 恰 

る。 さて それにして も、 賴 朝 は 直ちに 義經 

つ て、 賴朝は 一 兩 年の 間 其 追討 を 差し ひか 

文治 四 年に 亡母の 爲に 五重塔 を 鶴 岡 八幡 

其 身の 重 厄に 當っ て 居る とい ふ譯 で、 成 る 

あった。 (或は 考へ樣 仁 よれば、 賴 朝が 臭 州 


征伐 を內心 恐れて 居た とも 察 しられる。 その ゆ ゑは奧 羽の 富 强に加 ふるに 義經 

の 如き 名將が 居て は、 容 易に 征し 得べ くもない と考 へ、 そこで 先づ 朝廷の 權 威を藉 

りて 義經 を搦 捕らう とした 者 かも 知れぬ) かくて 自身 は 討伐に 當ら ない で、 朝 廷 へ 

奏請し 秀 衡、 泰 衡等 をして 義 經を搦 捕らせようと したので ある。 所が 秀衡は 曖昧 

な 態度で 義經は 我方へ は來て 居ない と か、 或 は 其內に 討って 差 出さうな どと か、 よ 

い 加減な 事の み 言 つて 居て 玲が 明かない。 實 はこれ が 秀衡の 豪 膽な所 で、 折角、 自 

分 を 指して 遁れ て來た 義經の 事で あるの で、 ど うなり と して かくまって やりたい 

と 云 ふの が、 彼 の 精神と 見える。 ところで 秀衡は 文治 三年 十月 廿 九日に 死去した 

が、 病 が 革 まるに 及ん で、 そ の 子 泰衡に 遺 言 し、 義 經を 以て 大將 軍と な し、 國 務を 執る 

べき 由 を 命じた。 玉 海に は 此事を 記 して、 或 人 云、 去 年 九十 月 之 比、 義顯 在， 奥 州； 秀 衡 

隱 而 置. 之、 卽 十月 廿 九日、 秀衡 死去 之 刻、 爲：， 兄 弟 和融； I 碰 謹お 1 3^ I、 以- 他 腹 摘 男； 令 .娶：- 

當 時 之 妻-云 云、 各 不 ％%= 異 心-之 由、 令 J!_- 祭 文-了、 叉 義顯同 ケ竇， 祭 文： 以 ，-義 顯 -爲- 主 君； 兩 人 

可，， 給 仕， 之 由、 有，， 遺 言； 仍 三人 一 味 廻 、可. 襲 _-賴 朝 一之 籌 策， 云 云」 と ある。 當 腹の 妻と は 民 部 

少輔藤 原 基 成 C! 滤 f  5™  ニ寸) の 女で あらう。 之 を 他 腹の 嫡男に 妻 はすと 
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は 異樣に 思 はれる 

よって は 之 を大將 

やうに 思 はれる が 

じた 秀衡 として は 

の 人物ではなくて 

1 日 に、 朝廷 から は 

六日に は 31 じく 義 

泰衡等 をして 義經 

この 時、 かく 頻繁 

事情の ある 事 で、 卽 

のと 見え て、 再 び 叙 

賴 朝に 知れた から 

稀々 綜合 推量して 

ら 左に 摘錄 する。 


が、 之 も 臨機の 計 ひと 見える。 又 ど こ 

軍と なして 賴朝を 襲撃す る こと 迄 を 

、そこが 淸 衡以來 三代の 榮華を 貪 h  、白 

斯く あるの も 無理なら ぬ 事で あらう- 

、追々 と 心が 折れて 來た 事と 思 はれる- 

又 泰衡に 仰せて 義經 を搦進 やべき 旨 

U€ 追 捕の 院廳の 下 文 かあつた。 

を 追 捕せ しむる 旨の 宣 旨が 下った。 

に 義經追 捕の 命令が 下った の は 如何 

ち 義經は 秀衡が 死んだ の ち、 多 少泰衡 

山 あた， りへ 舞 ひ 11^ らうと して 計畫 y 

である。 夫 等の 事情に ついては 黑板 


四 七 二 

迄 も 義經を 庇護し、 場 

遺 言 したの は、 少し 無 

川關 以北の 帝王 を以 

. 然るに 泰衡 は秀衡 

リ ところへ、 四 年の 二 

宣 旨が あり 

尋で又 十月 廿五 H にも 


合 に 

0 の 

て 任 

i ど 

月 廿 

同廿 


五 度 

命 令 

る 譯 

態度 

と こ 


かとい ふ 

に 不安 を 懷 

ろが あ り、 そ 


博士が 吾妻 鏡 等に 

書い にものが ある。 喊 $ m 頗る 要領 を 得た やうに 思 は 


、之 

し 

よ 

れ 


- 一 ま 

た も 

が 又 

つて、 

る か 


文治 四 年の 七 八月 ご ろ、 ま た 叙. 3 の 僧が 義經に 同意 するとい ふ 風聞が 鎌會に 達 

したら しい。 この 月 十七 日 一條 能 保から 鎌 倉に 送った 消息 に 「叙 山 飯 室 谷 竹林 

坊の住 侶 來光坊 永實の 許に 同宿して 居る 千 光坊七 郞と號 する 僧が 頻， 0 に 浪人 

者 や 惡黨を 集 め、 夜 討 な ど を す る 噂が あるの で、 能 保 は 山の 法師 圓 良に 命を傳 へ 

た と こ ろ、 圓 良から 必す千 光坊を 召し 進む るよ し 請 文 を 差 出し た」 と いふ 一條が 

ある。 この 千 光 坊七郞 が 果して 義經を 奥州 ま で 送つ た 俊 章 その 人で あ る か は 

疑問で ある が、 旣 に 1 た ひ 叙 山 を 亡命した る もの が、 ま た歸 山す ると き、 變 名 を 用 

ゐぬ とも 限ら ぬ、 し かも この 千 光坊が 義經の 消息 を懷 中に して 居た とい ふこと 

から 推し て、 よ し 俊 章 彼れ 自身に あらやと する も、 少 くと も 彼 及び 義經と 最も 關 

係 深き ものであった こと は爭 はれぬ。 十月 十七 日 賴朝は 在京の 御家人に 仰せ 

て， 俊 章の 動靜を さぐ り、 彼 を 搦め進 む ベ き 命 令 を 下した が、 何 等 成績 を擧 ぐる こ 

とが 出來 ぬの で、 十 二月 十六 日直 接に 叙 山の 衆徒に 向って 早く 俊 章 を 召し 進む 

る やうに 嚴 命を傳 へた。 この 書狀は 特に 文筆に 長 じた 三 善 入道 善 信に 認めし 

めた もので、 「一 兩の奸 謀に 依つ て、 爭 でか 諸德の 造 意 を 構 へん や、 今 より 以 後、 梟 惡 
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に 迫って 居る。 こ 

つ た、 文治 五 年 正 月 

ると いふ 消息 を懷 

ものが な かった 程 

謀が 暴露す る こと 

して 居た 刑 部卿賴 

折、 旣 に 一 たび 伊豆 

都 に 留ま り、 義經 の 

して 事に 當 つた。 

こ k に 三た び隱謀 
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にあって 
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さる.... -こ 
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最も 活動した 鎌 倉 
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一 條能保 を は じめ、 
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■ 實に賴 朝の 幸運で 

の 主なる 部分 を 働 

と 、な， 0 乍 ら、 後 白 

る や、 ま た 木工 頭範 
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つた。 後白河 法皇 
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て m に 眞偽を 決せん が爲め に、 賴 朝に 證 

からこれ を 叙覽に 入る  と 同時 に、 四 月 

尉 政綱 を 捕へ て 訊問せ しめたと こ ろ、 そ 

朝經 政綱 等の 解官 となった。 かくて 賴 

三た び 全く 失敗に 終った と 同時 に、 賴 朝 

旨 を 請 ひ、 ま た 屢  > 、使 を 奥州に 遣 し、 泰 衡 

て 居 た、 尤 も 第二 囘の官 使 守 康が奧 州へ 

渡した 結果、 兩人は 表面 義經を 尋ね 求め 

が、 勿論 賴朝は これ を 信用せ ぬ、 三 月 二十 

て 上洛せ し め、 追 討の 宣旨を 請うた とこ 

あ り、 賴 朝が 出陣す る 時日 を 聞き 定めて 

四月 二十 一 曰、 賴 朝 は、 六 月 塔 供養の 後. 宿 

追討の 宣旨を 賜 はりた いと 申請した。 

上記の 如、 義經に 於ても 泰衡の 賴み難 
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據を差 出す やう 勅命が 下った 樣で、 賴朝 

五日 北條 時定. に 命じ 先づ その 家人 兵衞 

の 結果 はい ふまで もな く、 朝方 を はじめ、 

朝に 對し 義經 と關聯 した 朝臣の 隱謀は 

はます/ \ 朝廷に 迫つ て 奥州 追討の 宣 

の 動 靜を伺 ひ、 そ の 追討の 時機 を ねらつ 

下って 宣旨ゃ 院廳下 文 を 基 成泰衡 等に 

て、 朝 廷に 召し 進め やうと 請 ふに 及んだ 

二日 また 法 橋昌寬 とい ふ もの を 使と し 

ろ、 朝 廷 では 漸く 翌月 九日に 至って 評定 

後-こ れを 下さん との 事で あつたの で、 閏 

意 を 遂げる 積り であるから、 一 日 も 早く 

(S  S:) 

きを 考へ、 再び 近畿 地方へ 舞 ひ！^ らうと 


義 經の最 


義經 自殺 

す 


し て、 計 策す る 所があった のて ある が、 そ 

衡は 朝廷からの 仰せが 頻繁と なった の 

て 不意に 義經 を襲擊 したので あ る。 こ 

この 時 義經が こ 、を脫 しょうと すれば 

庇護 者た る 者から 攻められた 事で ある 

は 卿の 君と あろが 多分 河 越 重 頼の 女の ノ  f 

方で あら う、 妻 に 年 二十 二 歳、 女 子 は 四歲) を 

十 一 歳。 

〔吾妻 鏡〕 文治 五 年閏四 月^日 己 未、 今 

依 J 1 品 仰， 也 -與 州 在，， 民 部 少輔某 成 朝 

州 家人 等 P: 相 防； 悉 以 敗 績、 豫 州 入：： 持 

〔玉 海〕 文治 五 年 五月 廿 九日 戊 子、 今 日 

天下 之悅 何事 如乏 哉、 實 佛神之 助 也、 


L 源 平 盛衰 記〕 年來の 妻の 局、 河 越太郞 

なる に 依て 角 亡に け り、 陸 奧國權 館秀衡 入道が 許 に、 尋 附 た 

^四 源賴 朝の 奧羽 征伐 


れが賴 朝に 看破され てし ま 

で、 終 に 朝 命 を かしこ み、 討 手 

れは 文治 五年閏 四月 卅 日の 

脫し 得ぬ 事 もなかった であ 

の で、 觀 念した ものと 見え て、 

殺 し、 次 いで 自分 も 自殺した- 

日 於：， 陸 奧； 泰 衡 襲，， 源 豫 州， (1)、 

臣 衣河 館： 泰 衡 從， 兵 數 百 騎； 馳 

佛堂； 先 害き サ 一一 子- g  S 、次自 

能 保 朝臣 告 送 云、 九 郞 爲，， 泰 衡： 

抑 又 賴朝卿 之 運 也、 非， 言 語 之 

が 娘 計 を. 相 具 して 下りけ り、 

ナ 


ひ、 一方 また 泰 

の 兵 を 差 向け 

事であった。 

ら う が、 自分 の. 

，先づ 妻子 (1 

。 時に 年 は 三 

是 且 任，， 勅 定； 且 

至，， 其 所， 合 戰、 與 

殺 云 云、 

被 4t 滅， 了、 云云、 
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居 侍って 過る 程に .秀衡 老死し ぬ、 其 男 安衡を 憑て 有 

て義 經を誅 す、 其 時 妻女 申け る は 二 人の子 なれば 思 

を 見ん も 心う し、 我 を 先立て 死 出の 山 を 共に 越 給 へ 

陀 佛と唱 て、 女房 を 左の 脇に 挾む か とすれ ば、 首 を 搔 

我腹搔 切て 打 臥に けり、 

〔平家物語 八 坂 本 如 白 本〕 文治 四 年 十二月 十二 日 f お 

にして 失に け ，9、 嫡 子 西木戶 太郞泰 衡、 奧 小 次 郞賴綱 

文治 五 年 五月 九日 I お 1^  五 百狳騎 にて 判 

せ、 散々 に攻 破，^、 判官 をば 終に 討 奉て け り、 云 云、 

の 諸 書、 卽 ち 實錄は 固より 演義 體の 書に 至る まで 古 

で 自殺した 筋に 書いて. あ b  、足利時代に 出來た 義經. 

. さて 叉 其 後、 泰 衡の弟 泉 三 郞忠衡 が 義經に 心 を 

れが 六月 廿 九日の 事で ある。 然るに 世間に は義 

ふ說も ある が、 實 錄で いへ ば さう ではない ので あ 
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荷，， 其 首； 觀 者 皆 拭，， 雙 淚： 濕， 兩 衫； 

之が 實說 であらう。 所が 是に 付て 說を 

て 行った の は 贋首の 證據 で、 而 も 六月の 

とて 變 化せす に 居る もので は 無い。 是 

陳べ た 通- 9 首 持參の 後、 れ たの は 泰衡の 

である。 叉 曰く、 義經 程の 英雄が 泰衡な 

ではない。 之 は 泰衡が 八百長. 的に 戰爭 

贋首 を 出して 體面 をつ くろった ので あ 

る 證據が ある 譯 ではない。 併し 義經た 

ば、 出 來ぬ こと もなかった であらう が、 自 

いて 出た からと て、 前 途に 何等の 見込 も 

等は義 經は當 時の 諸 記錄の 示す 如 く、 此 

殺 を 遂げた とい ふ を 事 實と認 め、 之 を 以 

不遇 及び 末路 を悲 み、 之 に 向って 同情の 
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なす 者が あつ て、 義 經の首 を ゆるく 持つ 

盛暑の 頃に 酒ゃァ グコ ホ ルに 浸した から 

は 胡 魔 化す 爲の 手段で あらう と。 所が 今 

方の 都合で は 無 く、 賴 朝の 方で 遲ら せた の 

どから 攻められた からと て 討死す る もの. 

を な し、 義 經 をして 竊 に遁れ しめ、 鎌 倉 へ は 

らうと。 これ 等 は 想像の 說で 何等 正確な 

る もの が、 泰 衡の襲 擊を脫 出しよう とすれ 

分の 庇護 者で ある 者から 襲擊さ れ、 園 を 突 

なくて どうす る 事で あらう か 。、そこで 吾 

處 で 庇護 者から 攻め ら れ るに 及 び、 潔 く 自 

て 武士道に 協った ものと な し、 且 つ 英雄の 

熱淚を そ.. - ぐので ある。 


〔附記〕 義經の 最期 は 前記の 如くであって、 その 衣河 館で 自殺 を 遂げた こと は 疑 

を容れ ない ので ある が、 そ れ にも 關ら や、 今 に 至ってな ほ 義經の 蝦夷 入 り、 乃 至 

は滿洲 行きの 說を となへ る 者の 絕 えな いのは、 一 には盖 世の 英雄の 不遇な 死 

を惜 むの と、 ま た 世に は 金 史列將 傳 (偽 書) や 國學忘 貝 ®  3  S  2  §  .^) などと いふ 

書 が あ つ て、 そ れに惑 はされ る爲 とで も あらう。 今參考 のた め 以上の 二 書の 

耍を か、 げ て、 之 に 批評 を 加へ て 置かう。 

金史 列將傳 曰、 15^ 範車國 大將軍 源 光 錄義鎮 者、 日 東 陸 華仙權 冠者 義行子 也、 始 

入 „ 新 0 部； 爲- 千 In- 邦 判事； 身長 六尺 七 寸、 性 溫和而 勇 猛、 才 思 甲，， 諸 部； 外 夷 多 隨、 拜 

入=學 館； 辨=禮 義； 後 P 咸 京 錄 事； 章 宗 詔 轉，， 光 錄 大 夫； 累 任，， 大 將 軍； 久 守，， 範 車 城； 押，， 北方； 

往昔 權 冠者 小 洋藩 君、 章 宗 顧 厚 賞 定，， 總 軍曹 事 官； 令， 入，， 北 鑛； 不. 曰 破 蘇 敵， 得，， 印 府： 飜 

來 屬，， 幕 下； 築-, 範 車-護 焉、 頃 侵，， 北 天； 渡，， 寵 海； 得， I 一  島； 山河 麗奇 而悉 金玉 也、 民 知 ki, 靈草； 

. 少 養 = 五 穀； 屠， 生 肉， 甚 嫌、 故 無，， 邪 煩； 老仙 伊香保 行，， 辰 本 命 法； 儀 相 無，， 異 怪； 德 勝，， 故 人； 義 

行 歸趣尊 敬、 得，， 長 壽； 後 遊，， 中 華； 隱 顯 更 不， 定、  

この 書が 僞書 である こと は、 夙 に 新 井 白 石が 辯 じられ お通り で、 吾 等の 贅辯を 

源 凝 朝の 處羽 征伐 ： .  四 八 一 
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要しない か ら、 白 石 の 言 (書 簡) を 左に 揭げて 見よう。 

義行傳 初より 疑 はしき 事に 存候 へ 共、 金 逸 史に出 侯と 承 候へ ば、 金 小史と 申 も 

有 之 上 は、 逸 史と申 も 有 之 候 ものと、 心 ゆかしく 方々 尋候 へ 共、 い ま だ 見へ 來ら 

す 候に、 御 薩 にて 初て 見る 事 を 得、 年 來の疑 を 決し 候 事、 大 幸此 事に 侯、 最 初より 

疑 はしき 事に 存 侯と 申 子細 は、 義 行 義顯の 如き は當時 或は 避諱 或は 厭 勝の 術 

(候脫 力) 

によりて、 朝家 鎌 倉より 推し 稱 せられ 所に 候、 義 經 いかで か 其稱を 奉じて 自ら 

改名の 事 ある ベ く 候 はん や、 自 らは い づ こ 迄 も義經 とこ そ稱 せられ 候 はんに、 

踏 海の 日に 自 稱し て義 行と 申され 候 は、 心 得ぬ 事と 存じた るに 候、 然 るに 此度 

傳の 全文 を 觀る事 を 得 候 に、 先 初 に、 金 史別 本と 有 之 候に て、 具 に 業 を 卒候迄 も 

な く、 其 妄作を 存じ やり 侯 き、 地 名官號 はさて お き、 文 字の 拙き、 1 句と して 見る 

に 足るべく も 候 所な く覺 候、 世 に はか、 る 妄人も 候 て、 詳世 欺， 人 侯 事い かなる 

事に 候 欺、 叔世の 俗、 鬼 角と 可. 申樣 もな く存候 事に 候、 (S  §  K 龍 •  f) 

次に 國學忘 貝 は 森 助右衞 門と いふ 人の 著で あるが、 これが 叉 取と め もない 事 

を 記して ある。 卽ち圖 書 集成の 中に 11 國書輯 勘」 とい ふ 書が あって、 それに 


は淸 帝の & 序が あつ て、 そ の 文 に 「臉 姓 源、 義 經 之- 裔、 其 先 出，.， 淸和； 故 號，， 國淸 こと あ る . 

由を陳 ベて ある が、 之 も 桂林 漫錄下 卷 (5 1 中) に 次の 如く 辯 じて ある。 . 

國學忘 貝 云、 圖 書 集成 全部 一 萬 卷、 淸 の 世に 至て 編纂せ る 所な ，9、 寶 曆庚辰 歲、 淸 

人 汪繩武 なる 者 箭し來 りし を、 明 和 甲 申 歲、 官 庫に 納められ しと 也、 書 中 圖書輯 

勘なる 書 三十 卷 有、 淸 帝の 自序 あ り、 其 文に 朕 姓 源、 義 經之 裔、 其 先 出，， 淸 和； 故 號，， 國 • 

淸 一と 有 由 也と 記せる を 見て より、 一 度 其 書 を 見ん 事 を 欲すれ ども 鄕 環の 祕 書： 

に 等し けれ ば、 空 く渴 望す るの みなりし が、 去年 家兄の 餘 光に 依て 始て彼 書 を 

見る 事 を 得た り、 先 初 卷を披 き 見 る に、 卷首 に 雍成帝 製 序 あ り、 此 文に 義經の 事. 

を 記 さ れ す、 次 ■ に蔣廷 錫が 表 文 あ り、 此 上表に 彼 文 は 有る め， りと 通讀 すれ ども 

其 事な し、 次 に 凡例 あ り、 此 中に も 見えざる 故、 總 目を閱 すれば 圖書輯 勘なる 書 

の 名 もな し、 大 に 望 を 失 ひたれ ど も、 此 書 を 見る 事 を 得 だる こそ 生涯 の. 洪 福 な. 

れ、 彼 說は妄 貝の みに も あら す、 普 く 世に 言 ひ傳 ふる 所な り、 同 好の 士義經 の 事， 

に 於て は、 永 く 繋 念 を絕っ 可 し、 此 書雍正 三年に 撰 成 る、 銅 にて 製した る 活版な 

りと ぞ、 句 整 分曉、 至りて 鮮明なる 本な， o。 
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桂 川 中 良は甫 周の 弟 で、 蘭 學 に 通 じ、 營 利に 淡 く、 著 作 を 以て 業と な し、 述 作 も 多 

いので ある。 義經 満洲 行きの 如き も、 當 初 は 好奇心から 之 を 研究した 樣 だが、 

一 たび 國學忘 貝の 說の 妄誕 なる を 知 る や、 「同 好 の 士、 義 經の 事に 於て は、 永 く 繋 

念 を 絕 つ ベ し」 と い つ て、 自 分に 見切 をつ けたの みなら す、 同 好の 士 にまで 注意 

を與 へたと ころ は、 深 切と いふべき である。 國學忘 貝の 著者 は官 庫に 納めた 

圖書 集成に 淸 帝の 義 經に關 する 序文が あると. いったので、 桂 川 中 良 は 態々 兄 

甫周 のって を 求め て、 そ の官 庫に 納められた 書に つ いて 調べ た が、 右 樣の 序文 

がな か つたと いふので あつで 見れ ば、 最 早 辯 解の 餘地 はな い ことで あらう。 

なほ 金 田 一 京 助 氏の 「義經 入 夷傳說 考」 (1 5^ ぬ I ？ S 卷) とい ふ ものが ある、 こ は 

義經が 蝦夷 入りの 傳說 がどうして 起つ たかを 調べた もの で、 そ の 所說は 吾等 

も 同 意 す る と こ ろ、 且 つ 有益と 思 ふから 左に 揚げて 見よう。 

林羅 山が 本朝 神社 考を 書いた 際に は 未だ 義經 入夷說 はなかった と 見えて、 一 

言 も此 事に 及んで 居ない が、 其 子の 春齋が 本朝 通鑑を 書く に 及び、 「或 曰、 衣 河 之 

^義輕 "予 死、 逃 到-蝦 夷 島； 其 遺 種 存，， 于 今,」 と 記 された。 通 儘. は 寬文十 年 $ 序 が あ 


るから 其 頃に 出來 上った も^で 

夷に 騷 動が 起って 中央 政界の 注 

どが 彼 地の 事情な ど を土產 話と 

であらう。 さう して 其 中に 義 經 

う。 義經入 夷說の 起った 原因 は 

する 邦人の 解 釋、 卽 ち 蝦夷 地に ぺ 

ある。 ベンケ ナイ (W  §, 川) ぺ ン 

慶に當 て はめる ので ある。 第二 

あるが、 それ を 義經ゃ 辨慶の 事に 

古傳說 の 「御曹子 島 わ た -^」 の 內容 

れ たから、 我が 漂流 人な ど は 夫 を 

つた ものと 考 へ たので あらう。 

鬼ヶ島へ 征伐に 行った 話の やう 

秀衡の 所から 一 寸 蝦夷へ 出掛け 

第 四 源賴 朝の， 奥 羽征伏 


あらう。 了 度 寬文八 年から 

目を惹 いた" そこで 蝦夷 地 

して 段々 物語 をし、 それが 諸 

ゃ辨 慶に關 する ものな どが 

，左の 三箇條 からで あら う。 

ンケィ 、。へ ンケ、 ベ ンケ などい 

ケスマ (S ？ 思 岩) などの 類で 

は 蝦夷 本來の 神話の 中に 種 

邀へ考 へ て誤斷 する の. であ 

が 本邦 人に よって 早くから 

聞いて 初めから 蝦夷 人の 間 

此 「御 曹子岛 わた り」 と いふの 

な も ので、 義經 がま だ 牛 若 丸 

て 行 き、 兵 法 や 法 術 を 學んで 


九 年へ かけて 蝦 

に 漂流した 者な 

方に 擴 まった の 

あつたの であら 

第一 は 地名に 對 

ふ 地名が 無數に 

ある U それ を辨 

々のヒ 1 tl 1. が 

る。 第三. は 我が 

蝦夷 地へ 輸入 ふ 

にか V る 說がぁ 

は 丁度 祧太郞 が 

と 云った 時分 に 

歸 つたと いふ 話 

四 八 五 


武家時代の 研究 第二 卷， 

なので ある。 是は義 經が晚 年に 平 泉から 落ちて 蝦夷 地に 入 

は 全く 別 系統の ものである。 云 々 (S お 

三、， 賴 朝の 出征 及び 地理 上の 考察 

前に も陳 ベた 通り 賴 潮が 奧羽 征伐の 名義 は 藤 原秀衡 及び 泰衡 

つて 出さなかった とい ふに ある が、 之 は實 はロ實 であつ て、 そ の 實 

を 統一 せねば 巳まぬ とい ふ考 へから 出發 して 居る ので あらう。 

かせられても 秀 衡泰衡 等が 永く 義經を 隱容し 居た る を 見 て、 斯 て 

下さねば なるまい と 思 召された 樣 である が、 そ の 中に 後れば せ 乍 

が 義經を 討って 其 首 を 鎌 食 へ 差 出した ので、 最早 此上は 征伐す る 

平家の 爭亂が 漸く 鎮定した ばかりの 所 へ、 又々 臭 羽 征伐の 事が あ 

の 期 は 何時になる 事で あらう か 分らな いと 深く 前途 を 御 憂慮 あ 

れる。 され ども 鎌 倉 幕府から 考 へて 見れ ば、 義 經 無き 後の 奧 羽な 

も の で は 無 く、 出 兵 さ へ すれば 程なく 降服すべき もので、 公卿 一 流 

杞憂に 過ぎない と 感じお ちしい。 


四 八 六 

つたと 云 ふ 話と 


が 早く 義經を 討 

は 日本 國中 全體 

而 して 朝廷に 於 

は 追討の 宣 旨 を 

ら 兎も角も 泰衡 

に は 及ぶ ま い。 

つ て は、 天 下靜謐 

つた 事 と 推察 さ 

ど は 懸念す ベ き 

め考 への 如き は 


〔吾妻 鏡〕 四月 廿ニ 曰 域 I 甲 午 、奥州 追討 事、 法皇 雖 JMH 天 王 寺 P 藏人大 輔定經 奉 

. 行； 去 九 日、 於，， 禁 裏-有，， 其 沙 汰； 仍 帥中納 言 得-仰 詞； 所 k 螽 n 下 御 敎 書-也、 . 

. 奥州 追討 事、 爲，， 朝 大 事-之 間、 且 被お-合 人々： 且其間 御 祈 事なん ど 沙汰 間、 于ス 「 遽 

々、無，， 左 右，可，被^^、1官 符-之 由、 欲-仰 遣-之 處、 遮 言 上 尤. 神 妙、 泰 衡 申 狀、 前 後 相 違、 返 々 

奇 惟、 官 使 出立 之 間、 無，， 左 右- 不 fe 卞、 且 又 發向ニ 定何比 乎、 成衡 宣 旨； 可 待.， 重 申 

狀； 云 々 

.. S 妻 鏡〕 六月 廿 四日 壬 子お g 及. 晚、 右 武衞 消息 (鋪麵 ) 奥州. 追討 W  、御 沙汰 之 趣、 內 々 

被 &■ 之、 其 趣、 連 々 被 .經_- 沙 汰； 此 哀、 關 東 鶴 陶、 雖麵_ -默 止； 義 顯 已被 訖、 今 年 造 太 神 

, 宫 上棟、 大佛寺 造 營. 彼 是 計 會、 追 討 ■ 之 儀、 可^,, 猶 預- 者、 其 旨 已 欲 fefe, 殿 下 御 敎 書- 

云 々- 

かくて 段々 出兵の 準備 をした のに、 追討の 勅許が 容易に 下らない の で、 賴 朝も大 

に 困却 し、 大 庭景 能に 相談した ところ が、 景 能の いふ やう、 「軍 中には 將 軍の 令 を 聞き 

て 天子の 詔 を 聞かす とい ふ ことがあ る、 已 に 奏聞 を， 經られ た 上 は 强ち其 御 返事 を 

待た る、 にも 及ぶ ま じ」 と あつたの で、 遂に 此 議に從 はれた。 そこで 七月 十七 日に 

第 四 源賴 朝の 奧羽 征伐  ，  四 八 七  _ 
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軍 を 三 手に 分ち 

常 陸 下 總兩國 


の 


參 

ズ 

進 

ら 

も 


會 せ 

んだ 

の 際 

主將 

樣 に 

戰爭 

さ く 

比 企 

下野 

た 0 

で、 賴 


し め、 第 


西 

る- 


に 

田 


の 研究 1 卷 

て出發 し、 第 一 軍に 千 葉 常 胤、 八 田 知 家の 

士 等を從 へし め、 岩 城， 岩 崎 等の 海道 筋 

は 比 企 能 員 等を將 とし、 上野の 住人 等 

川) に 出で て參會 せし め、 大 手 は 賴朝自 

その 總勢は 二十 八 萬 11 千 騎と註 せら 

して 渣は し、 自 身 は 鎌會 に 

を 動かした の を 見れ ば、 奧 

では あるまい。 もう 天下 

の 地で あり、 耳 新ら しい 地 

出征され たので あらう。 

發 し、 賴 朝に 十九 曰に 進發 

着 き、 宇 都 宮 

え、 關明神 に 奉幣され たが、 

朝 は 捤原景 季 ザ を 招 き、 能 因 法師の 古風 を追懷 


ので あ 

にも 範 

とな. o-- 

考 へ ら 

であり 

ら う と 

能 員 は 

國古多 

廿 九日に は 白 河 關を越 

景 時 


、し 

、且 

， 

七 

橋 


經等 を將と 

も 斯る大 軍 

が、 實 は さ う 

奧羽 は新附 

樣 な 考 へ で 

十八 日に 進 


現今の 宇都 

も 同. 市；^ 小 


宮 市 の 事、 今ノ 

田 町ぁリ i 


二人 を將と 

を 通 り、 阿 武 

ふ し、 越 

大將 と 
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し、 其 


を 催 

身 に 

れ た _ 

止 つ 

羽の 

名な 

さ れ 

利 祉 

時し 

せ す 


て 居た 

戰爭を 

If 定 

ども あ 

た。 賴 

に 奉幣 

やと あ 


後 

賴 

し 

る 


よ 


大 

て 

た- 


1 族 並に 

を 渡って 

り 出 羽 念 

中路 より 

は 平家 追 

- 今度 は自 

視し たか 

• 之が 最後 

ら、 歌枕で 

二十 五 U 

戰滕を 祈 

であった 

リ 景季は 


馬を控 へて、 「秋風に 草木の 

は、 時に 取っての 典 味 を 添 

臺の 附近に 名 取、 廣 瀨 とい 

日の 戰 さに 名 取 川」 と 詠 出 

たと ある。 それから 叉津 

ちの くの 勢 は 味方に 津久 

は 橋の 緣語 である 上 に、 梟 

奧州は ナカく 名所が 多 

の 濱風壺 の 石ぶ み」 な ど い 

を 事と し、 以 て 旅情 を 慰め 

. さ-て. 一 方 泰衡は 如何と 

たで あらう が、 淸衡 以來の 

では あ り、 念 珠の關 と 白 河 

位の 考へ であった らしい ( 
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露を拂 はせ て 一 

へ た。 なほ 斯 

ふ兩 河が ある 

される と、 梶 原 

久毛橋 と い ふ 

毛 橋、 渡 して か 

首の 意味が あ 

く、 西 行 法師の 

ふの が ある。 

たもの 、樣で 

い ふ に、 賴 朝が 

豪 族で あ り、 し 

の關と を鎮ざ 

一 斯て 先づ出 


、君が 趟 ゆれば 關守も 無 し」 と 郎 詠され たの 

うい ふ 歌道の 話 は 所々 に 見えて 居る。 仙 

が、 賴 朝が 此 河に さし か 、 る や、 「我 ひとり 今 

は 又 早 速 「君 もろ 共に かち 渡りせ ん」 と つ け 

橋に 差し か、 る や、 梶原平 二 景高 (I I) は 「み 

けん 泰衡が 首」 と 詠 じた。 渡して 架ける と 

ろ の で、 賴 朝 は 祝 言 の 由 を 大層 喜ばれた。 

歌 に も 「み ちの くは奧 床しく ぞ思 はる \ 外 

も 至る ところ 新 風景に 接 し、 詠 歌な ど 

て來 ると いふ 事 を 聞き、 I たび は 驚い 

奧羽 地方の 帝王 を 以て 任じた 程の 者 

へ すれ ば、 何 者も镇 . 入る こと は 出來ぬ 

方 へ も 田 河太郞 行文、 秋 田 三 郞致文 を 

四， 八 九 


賴朝 

あ る 

攻 め 

か も 

し さ 

羽の 


分 寺の あ つたと こス、 鞭 裙は南 目 村 Li 

ある 指 岡 CSV. クジ ふチ 力〕 の 事で あら う _ 
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主將 として 若干の 兵 を 添へ て 出し、 一 方 また 

である。 彼が 本 據の地 (平 泉) から 伊達の 大木 

して 異母 兄國衡 を主將 として 遣 は し、 自 身 は 

！ 陣取つ 

八月 七日に 賴 朝の 軍 は 陸奧國 伊達 郡 阿津 

賴 朝が 進 發の事 を 聞く や 阿津 賀志 山に 城壁 

との 中間に 俄かに 口 五 丈の 堀 を 構へ、 阿武隈 

に 之 を 護ら せ、 從 軍 二 萬 餘騎に 及 び、 凡 そ山內 

である。， さて 此 阿津 賀志山 (厚 接 山) の 所在に 

eptff へ 主として 伊達 郡 五十 澤村 大ン こよ rl 

一 U 田 SS 平氏の 調べた る もの、 ( vd  ^  U  r. 


四 九 〇 


伊達の 大木 戶 方面へ も 兵 を 出した の 

戶ま では 約 四十 里の 行程で ある。 而 


國分 原鞭楣 

乙 0 

賀志 山の 邊國見 

を 築 き、 要 害 を 固 

川の 流を堰 入れ 

三 里の 間 は健士 

ついては 諸說が 

津賀志 山 は 今の 

で、 麓 に 國 道 が 當 

て 居る とい ふ 事 


國分原 は 今の 宫城 野で 此 


地 は 古へ 國分莊 と いひ 國 


澤に 着い 

め し め、 國 

て 桐と し、 

が 充滿し 

あれ ども、 

國見 山の 

つて 居り、 

である。 


た。 泰衡は 

見 宿と 彼 山 

異母 兄國衡 

たとい ふ 事 

福 島 縣廳の 

事 で、 直 立 六 

泰衡 等が 當 

厚 樫 山に つ 


七十 丈.^. つ て、 南 面して 居 、極 めて 要害の 地 

時 掘った 二重 堀の 跡が 今 も歷々 として 存じ 

いて は 以上の 說が 尤もらしく 思 はれる。 

f, 郡 村 誌〕 t は， き歸郡 國見 山？ $1 ほ^ 北部 ノ西邊 -1 シク、 陸 前 街道 ノ 西-一 在 


十五 町、 If 樹木 生 セス、 只 茅 筏 纖草ヲ 生ス、 西南 ハ石母 田 村-一 

ハ本 村-一 屬 ス、 文治 中、 藤 原 泰衡、 重隍ヲ 鑿チ、 關褰 ヲ固ク シ、 庶兄 

勢ヲ禦 カシム ダ處. ナリ、 敗隍、 猶 存ス、 

衡の 先陣 を攻擊 しょうと 思 ひ、 其 夜 畠 山重忠 をして 彼の 堀 を 

翌朝： 八 日) 歒 の 前衞を 破つ た が、 賊 徒 は 退きて 敗北の 由 を國衡 

三 浦 義 村、 葛 西 淸重等 は 先登 せんとして 終夜 峰嶺を 越えて. K; 

戶 口に 逼 つた。 一 方 小 山 朝 光 以 下 七 騎 の 者 は、又 山 案 內 者 を 連 れ、土 湯 の 嵩 (i^ I 鄉 

化ゎ)3^獻(隱|酣355?翻2舰^-;^5,、？)等を越ぇ、大木戶の上、國衡が後陣の山に 

攀 登って 攻蓽を 加へ たので、 搦手が 攻め 來 つたと て 賊徒 は 犬に 驚き、 遂に 敗 走した。 

國衡も 周章狼狽して 奥の 方 へ 遁れた が、 賴 朝の 軍 は 之 を 追うた。 その 曰 (十 曰) の暮 

方、 和田義 盛が 芝 田 郡 大高宮 (f  J ？  J  細 ほ) の邊に 至る や、 國衡は 出 羽 道を經 て、 大 

關山 (I 崎 •  5  I  S  S 、録 "ま 雌怖據 ゆき S  5!  ？ 讀) を 越えようと 思 ひ、 丁度 この 宫の前 

に 差し か、 つて 義 盛と 相 遇 ひ、 互 に 弓 を 以て 戰 つた が、 遂 に 詠せられ た。 十一 日輯 

朝 はつぎ ハ：^ i 宿 麟 |j 聽に 逗留し、 十二 日に は 多 賀國府 g 雕鄉に 着いた。 海道の 主將千 
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高 四十 五 間、 周 園 

屬シ、 東北 5  M 南 

國 衡ヲシ テ、 鎌 倉 

さて 賴朝は 明曉國 

埋めさせた。 かくて 

に 告げた。 九日の 夜- 
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葉 常 胤. 八 田 知 家 等 も 阿武隈川 を 渡つ 

平 次 等が 出 羽へ 打 入て 泰衡の 郞徒田 

の 事 を 聞く や、 一 戰 にも 及ばす 返 去し 

中 山， 上、 物 見 岡 (き f  I  j|  I 細) に 居る と 

郡に 居る ものと な し、 賴 朝は黑 河を經 

たが、 賊の 士卒が 四 五十人 居った ばか 

城 (5  I  £) を 攻めた が、 こ 、でも 泰衡は 

X ょり寫 ^  £^ へ 秀銜の 頃から 玉 造 郡 割 

ォょ 衰ぼ君 I 私に お 岡 郡，^ 置 いたらし 

泉 は 泰衡が 本館の ある 所 ゆ ゑ、 輕擧を 

の 抵抗 も 無く 松 山道に 差し か、 り、 そ 

た が、 泰 衡 は此處 にも 止まら す、 邸 宅 に 

さて 少々 此に當 時の 地 理、 主 と し 

は大 機文彥 博士の 考へ が復軒 雑纂 

が あるか ら、 自 分 も それ を參考 とし 


it 九 二 

て參會 した。 十三 曰に は 比 企 藤 四郞、 宇佐美 

河 行文 等を誅 した。 さて 泰衡は 國衡が 敗北 

たが、 其 後 或は 玉 造 郡に 居る とい ひ、 或は 國府 

い ひ、 諸 說紛々 たる 有檨 であった が、 多 分 玉 造 

て 彼 郡に 到 り、 物 見 岡 へ は 小山 朝政 を 遣 はし 

りで ある。 廿日に は賴朝 自身 同 郡 多 加 波々 

旣に遁 れて郞 徒の みが 居って 降參 した。 こ 

^て) に 出で、 岩 井 郡 平 泉に 赴かん とした。 平 

戒め、 二 萬の 軍 を 調へ て進發 せしめた が、 格別 

れ より 津久毛 橋 を 通 り、 廿 二日に 平 泉に 着し 

火 を 放って 奥の 方へ 遁れて 了った。 

て. 道路に 就いて 陳 ベて 見よう。 右に 就いて 

の 中に 見えて 居 b  、頗 る參 照と なすべき もの 

て陳 ベて 見よう。 同氏 もい はれた 通 ^、之 は 


「陸 奧 話 記」 に 見えた 源 賴義の 前 九 年 役に 於け る 北征の 進路と 今囘 の源賴 朝の 進 

路 とを對 照して 見る と 大に發 明す る 所が あるので あるか ら、 先 づ 左に 雨 書の 記 

事の 梗槪を 擧げて 見よう。 

i  -  タム 口 ガヲカ 

〔陸奧 話 記〕 七月 廿 六日 (雄 I) 國府 を發し 八月 九日に 栗 原郡營 岡に 到る 云々、 十六 

日 松 山道 以南 磐 井 郡 中 山 大風 澤に 赴き、 翌日 同 郡 荻 馬場に 至る、 小 松 桐 を 去る 

こと 五町 有餘な b  、件 の 桐に 是 れ 宗 任の 叔父 僧 良 照の 桐な り 云 々、件 の 柳 は 南 

に 深淵の 碧 潭を帶 び、 西北に 壁 立の 靑巖を 負 ふ 云々、 又 磐 井 郡 仲 村の 地、 陣 を 去 

る こと 四十 餘 里な り、 兵 士 三千 餘人を 遣 は し、 亦 た 稻禾等 を 一 刈りて 軍糧に 給せ 

しむ 云々、 貞任等 九月 五日 を 以て 精兵 八 千 餘人を 率ゐ、 地 を 動かして 襲 ひ來る 

云 々、贞 任 等 遂に 以て 敗北 し、 官 軍 勝に 乘じ 北ぐ る を 追 ふ、 賊 衆 磐 井川に 到 り、 或 

は 高 岸に 墜ち 或は 深淵に 溺る云 々、負 任 遂に 高 梨 宿 並に 石 坂 橺を棄 て、 逃げて 

衣川 關に入 り、 壑 に 投じ 谷に 墜 ち、 三 十餘 町の 程斃. y 人馬 宛ら 亂痲の 如し 云々、 

同 六日 將軍高 梨 宿 に 到 .5、 卽 日 衣川 關を 攻めん と す、 件 の關は 素より 隘路 嶮蛆、 

崤凾の 固に 過 ぐ、 然 り而 して 三人の 押领使 之を攻 む、 武 貞 (i) は 關 道より 攻 め、 賴 
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貞 I 橘) は 上津 衣川の 道より 攻め、 武 則 (I) は 翻 下道より 攻む、 武則人 をして 彼岸の 

曲 木に よつ て 兵士 を 越え 渡らし め、 偸 か に 藤 原 業 近が 桐に 到 り、 火 を 放ちて 燒 

か し む、 X 任 等 業 近が 柵の 燒亡 する を 見て 大に駭 き、 遁 奔 して 鳥 海 桐 を 保つ 云 

々、 

S 妻 鏡〕 八月 七 曰 奴 g 泰衡は 栗 原、 三 迫、 黑 岩 口、 一  野 ざに 若 九郞大 夫、 余 平 六已下 

の 郞從を 以て 大將 軍と な し、 數 千の 勇士 を 差 置く 云々、 十二 日 二 品 (、|) 多 賀國府 

に 着き 給 ふ、 十四 曰 泰衡玉 造 郡に 在る 由 風 聞、 亦 た國 府中 山 上、 物 見 岡に 陣を取 

る 由 其 吿げぁ ，9、释 兩 端に 亘 .^、賢 盧 未だ 決せす と雖 も、 玉 造 に 在る 儀、 猶 ほ 然 る 

べきの 間、 多 賀國府 より 黑河を 經、 彼 郡に 赴かし め 給 ふ 云々、 廿日 二 品 玉 造 郡に 

赴かし め 給 ひ、 則 ち 泰衡が 多 加 波々 城 を 園み 給 ふと こ ろ、 泰 衡 兼ねて 城 を 去つ 

て 逃亡す 云々、 此上は 葛 岡 郡に 出で 平 泉に 赴かし め 給 ふ、 廿 1 日 泰衡を 追 ひ 岩 

井 郡 平 泉に 向 はしめ 給 ふ、 泰 衡が郞 徒、 栗 原、 三 迫 等の 要害に 於て 防ぎ 奉りし も 

利 を 失 ふ 、愛に 二 品 松 山道 を經て 津久毛 橋に 到- >  給 ふ、 二十 二日 泰衡が 平 泉に 

着 御す。 


一之 分 万 五十八;^  #き 


菌田 5; 人 作 圖 


の見延  手路 古路 奥 

研え 喜  に はへ 州 

究た式  寄 山の の 

驛に  るの 道 道 


雨 方の 記事 をつ き 合せて 見る に 道順 は 大方 1 致して 居る。 一 體奧州 街道 は 

今日 鐵道 線路が あ り、 叉 舊國 道が あるので ある が、 古 へ の 道路 は是 等より は餘程 

.rq の 手に よって 居た やうに 思 はる。 その ゆ ゑ は 古へ に 於て は 大河 を撗 切る こ 

t が 困難で あつたか ら、 山 により 河の 淺瀨を 横切って 通過して 居た ので ある。 • 

延喜式 兵 部 省の J 國の驛 次 を 見る に (f  ^  „?  _:^) 宮 城、 栖 屋、 黑 川、 色 麻、 玉 造、 栗 原、 

磐 井、 磐 基、 白 鳥、 膽 澤の 順序で ある。 右の 驛次を 今の 地名に 當て 嵌めて 見る と、 不 

明なる もの も ある が、 大 體は之 を 明らかにする ことが 出來 る。 先づ 宮城 驛は宫 

城 野の 國分 寺の あった 邊と思 はれる。 次 は 栖屋驛 である が、 之 は 所在 不明と い 

ッカャ  3  ■  ■ 

ふが 二 說には 柄 屋と讀 ま せ、 今 の 岩 切 村の 邊だ らうと いふので ある 

黑川驛 は 今の 黑川 郡の 下草 村の 字に 黑と いふ ものが あって、 此邊 であらう。 

色 i 驛は加 美 郡の 東南 境なる 四 竈 村で あらう。 玉 造驛は 今の 玉 造 郡 岩 出 山の 

北の 葛 岡 村に 多 加 波々 城址が ある。 此邊 であらう。 吾妻 鏡に も 多 加 波々 城の 

事が 見えて 居る。 栗 原 驛は栗 原 郡 柳 目 村 を 經て宮 野 村に 出る 道が ある が、 そ の 

宫 野の 北、 黑 瀨に 長者 屋敷と いふの が あ る、 之 が驛 長の 居所で 栗 原 驛の址 であら 
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う と 言 はれる。 以上の 如く  { 呂城驛 から 栗 原驛に 至る までの 驛路が 西に迂 囘し 

て 居る の は、 上 世、 今 の 志 田、 登 米、 栗 原 諸 郡の 平野に は鳴瀨 川、 江 合 川、 迫 川、 北 上 川 等 

が漫 流して 居 て、 泥 濘の 地が 極めて 多かった 故と 思 はれる。 

それから 栗原驛 から 北に 向って 進み 磐 井 郡に 入る と、 今の 上黑澤 村が 磐井驛 

であらう。 磐 墓驛は 和名 抄に磐 本に な る、 同 じ もので あらう。 岩 井 郡  一 ノ關に 岸 

本の 地が あ る、 之 であらう。 白鳥 驛に 今の 膽澤 郡の 白鳥 村 で あ り、 膽 澤驛は 同 郡 

水澤町の西北なる^！葉^村でぁらぅ。 

さて 又 葛 岡 村 多 加 波々 城址の 邊 から 東北に 向 ひ、 栗 原 驛に出 で、 更 に 北 向して 

(5:  ^"5;^ 織お 磐 井 郡に 入る 古驛路 があって、 此道を 當時松 山と いった.。 (^i き 

•i f) 又 葛 岡 村から 直 北に 向って (き 细、 き 赌 l.g  J 水、) 磐 井 郡に 人る 道が あ る、 之 を 

タ ムロガ テカ 

黑岩 口と いった。 營 岡の 址は此 道よ b 柬四五 町、 八 幡 村なる 三面 斷 崖の 山 項に 

ある。 賴 義は營 岡よ.^ 松 山道に 入て 進 み、 賴 朝 も別將 をして 黑岩ロ を 破ら せ、 自 

身 は 松 山道 を 進んだ と ある。 又 吾妻 鏡に 栗 原、 三 迫、 黑 岩 ロニ 野と 次第して ある 

が、 三 迫 は 栗 原 郡の 北境 二十 八 村の 稱で、 其 地の 岩が 崎の 內に今 も黑岩 館と い ふ 


衣 

川 


松 

山 

道 


古 城址が 存 して 居る。 叉 一野と は 今 の 磐 井 郡の 南 境. な る. 市 野々 村の 事で あら 


松 山道 

ある 力 

を 移 植 

西な 

の 中 山- 

上  黑 澤』 

驛舍の 

荻 馬場 

南岸に 

荻 村に 

力-も， 

端 下 衣 


と は 栗原驛 

ら 期く 稱し 

されて あつ 

る 平 形 村、 岩 

■ 大風澤 は 其 

ァゥ ヲギ 

卞 黑 澤、 赤 荻、 

義 で、 上 黑 澤 

を 去る こと 

あった 事と 

駒 泣. 坂、 燈越 

れぬ。 又 衣 

川 村に 其. 遺 


過ぎ 

も の 

力 ら 

せへ 岩 

i あ 

未詳 

目 .1 

力 其 

町餘 

ひ や 

の 地 

力 5 


て 其 北 小 堤 村 

であらう。 二 

此名 があった 

i ，に) の 境 へ 

である" 荻 馬 

關等 十二 村 を 

地で あらう と 

と い ひ、 且 つ 深 

られ る。 石 坂 

名が あ り、 且 つ 

川柳 は諸說 が 


に 松 山と い 

說に此 道 は 

ので あらう 

三 迫 川に 架 

場に 封內風 

ぎ, と^す 

いはれ る。 

淵 を び、 絕 

桐 も 所在 不 

傳に、 古 北 曰、 田 

あ る が、 安 an 


つ て 今の 國 道より は 西に 
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ふ 地が あ る、 此 地 を歷る 道で 

多く 山の手に か ^ り、 且 つ 松 

と) 津久毛 橋 は 小 堤 村の 北 稍 

せる 土橋で あらう。 磐 井 郡 

土 記に 西 磐 井 郡の 南 境なる 

と あれ ば、 荻 馬場 は 荻の 里の 

小 松 桐 は 所在 不明で あるが、 

壁 を 負 ふと あれば 磐 井川の 

明で ある が、 封內風 土 記の 赤 

村 麿經歷 の路と あれ ば、 此 邊 

氏の 據 つた 者 は、 膽 澤 郡の 南 

當る、 (衣 關とは 衣川 關に 至. 9 
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途中の 關 門で 衣川 關 (J 節 衣) と は 別と 見える) (tgsgfj 衣) なほ 泰衡が 源 義經を 置 

いてあった 高 館 二 に 衣川 館) を 以て 安倍 氏の 衣川 關と 混同して はならぬ。 

本來 中尊 寺 及び 平 痰 一 帶の地 は仙臺 から 盛 岡に 至る 中間に 於て は 土地が 高燥 

で 極めて 要衝 を 占めて 居て、 安倍 氏 や 藤 原 氏が 此 地に 根據を 置いた の も 當然の 事 

と 思 はれる。 されば 泰衡 たる 者 はこ-.^ で 最後の 決戰 をな すべ きであった が、 厚 接 

山で 敗戰 後の 彼 は、 最早 如 何とも 仕 難き 形勢に 立 至った ものと 思 はれる。 かくて 

泰衡は 家門 を 過 ぐれ ども 一 日 も 逗留す る ことが 出來 す、 家 屋に火 を 放って 奥の 方 

へと 遁れ た。 廿 五日に 千 葉撒賴 等が 衣河 館 (ぬ^^ 雄 卿 歸は 5 雌⑨は J S) に 至 

つた 所が、 前 民 部 少輔基 成 (i 麵賴ほ gs、g 縣. g，r ひ 父子が 歸參 した。 九月 二日に 

賴朝は 岩 手 郡 厨 河邊に 赴き (八^^磁 き 山 縣 £、) 泰衡を 尋ねた が、 彼 はこ 

、にも 居らす 、夷狄 島 を 差して 糠 部 部 g5 醉 TO は し) に 赴いた とい ふ 事で ある。 

それから 彼 は 又 肥 内 郡 „jj ま贄 柳に 赴いた ので あるが、 此で 遂に 家臣 河 田 次 郞の爲 

に 殺されて しまった。 時に 年 は 卅五歲 であった。 

〔吾妻 鏡〕 九月 三 曰 庚申、^  I 泰衡 被， 園，， 數 千 兵； 爲 ，遁_- 一  旦 命 害： 隱 如 k 、返 如. 鴉、 差， -夷 狄 


中尊 寺 及 

び 平 泉 は 

耍 の お 


島： 赴-糠 部 郡； 此 間 相 數代郞 從河田 次 郞； 到，， 于 肥 內郡贄 桐， 之 處、 河 田 忽 變，， 年 來 之 

舊 好； 令 1 郞 從 等， 相， 園 泰 衡為 首、 爲 ，獻，， 此 頸 於 二 品； 揚 fe 參 向 云 々、 

陸 奧押領 使 藤 原 朝臣 泰衡、 年卅五 

鎮守府 將軍 兼陸奧 守禿衡 次男、 

母 前 民 部 少輔基 成 女、  、 

文治 三年 十 月、 繼-, 於 父 遺 跡； 爲，， 出 羽 陸 奧押領 使； 管 _,領 六 郡； 

六日 癸 亥、 河 田次郞 持，， 主 人 泰衡之 頸， 參，， 陣 岡 X/, 景時， 奉, 之、 以，， 義 盛、 重 忠； 被. 加，， 實驗， 上、 

召，， 囚 人 赤 田 次 郞； 被 Jn^ 之 處、 泰 衡 頸 之 條、 申 ki, 異 儀-之 由： 仍 被 &,, 此 頸 於 義 盛； 亦 以- 景 

時； 被お ュ含 河 田， 云、 汝 之 所爲、 一 旦 雖 fa, 有， 功、 獲 =泰 衡， 之 條、 自 J 兀 在，， 掌 中， 上 者 、非， 可： -假，， 他 

武 略； 忽 忘- 譜 第 恩： 梟，， 主 人 首： 科 巳 招，， 八 虐， 之 間、 依 h,, 抽 賞； 爲 X ヌ P 後 輩； 所、 =身 暇-也 者、 

則 預= 朝 光： 被 ^打，， 斬 罪， 云 々、其 後、 被 &,, 泰 衡首； 康平五 年 九月、 入道 將軍 家賴義 獲，， 貞 任 

頸-之 時、 爲，， 横 山野 大失經 兼 之 奉； 以，， 門 客 X 兼； 請& 件 首： 令，， ， 郞從 惟 仲， 懸乏、 

t:5 追 件 例； 仰，， 經 兼 曾孫 小權守 時廣； 時廣 以_, 子 息 時 兼 ；貞， 景 時 手； 令 ta& 泰 衡 之 首； 

召， 一 出 郞從惟 仲 後胤 七太廣 綱； 令 J1 之、 I  一 f --f  * 
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贄 桐の 所在に つ いて は 奥 羽觀^  ii 者 志に は 二 戶 郡ニ戶 であらう と あ り、 奧 州 

五十 四郡考 にも 殆ど 同 檨の說 が ある が、 三 代 實錄の 元 慶ニ年 七月 十日の 條に I 

g  ■  f  ，賊  > 又 秋 田 城下 賊地 者丄津 野、 火 內、 榲 淵、 野 代 云 々」 と ある。 この 上 津野は 

卽ち 今の 鹿 角、 揾 淵と い ふ も 今 現に 北 秋 田 郡 阿仁に その 地が あれ ば、 火 內は卽 も 

肥 內 で、 往 廿>  、北 秋 田 郡の 過半 を 指して 比內 鄕、 又 は比內 郡と いったと い ふ 事で あ 

る。 されば、 一一 p 說ょり は 此方が 正しい 事と 思 はれ る。 (ほ、^  5t 隨额 5^51:;s 

ほ：^) 贄桐は 今 は 贄衬宇 二 井田に 其お 跡が あると いふ。 『增 見遊覽 記』 お 針; j は、 ほ 

^ に 一 小 田の 中路 はるく と 行ば、 二 井田の やかた も、 や 、近く 見やられ たり、 (I) と 

ころ 人 は、 太 郞 國 衡 (s 喊 i) のこ、 に て、 う たれたり ける とお も ふに や、 吾 れ も A も、 

西 木！ n- 壟と いひ て、 田 の 神と あかめ まつる。 (I)  二 井田 は贄 田の ゆへ に や、 贄 の 柳 

の 址 や、 此 あたり をい ふら ん」 と ある。 大體は 之 で 察する 事が 出來 る。 (予輩 は 先 

年此 地に 遊んで 調査した 事が ある。 その 要は 歷史 地理 第二 卷に 見えて 居る。) 

四： n に 賴朝は 志 波 郡に 着いた が、 比 爪 入道 俊 衡は大 に 驚 き、 當郡 比 爪 館 (！ S  ^  s、l 

龍 咖，?  S  、る を燒 いて 奥の 方へ 赴い 卜」。 因て 三 浦 義澄等 をして 追討 させた。 


賴 朝は陣 

等 は 出 羽 

盛で あ つ 

ー不 忠 を 

である 

奧 羽の 

議の感 

っ上國 

衡 のと 

よりの 

至って 

事で あ 

あ る。 


其 

廷 


で 


と- 


pn?  ^  士 へ陣 岡 は 紫 波 郡 宫 f 村 に、蜂\ こ 車 し ^-  0 寺 こ 化 ^ の 

岡 蜂 ま 〈ケ 社 は 同 郡 升澤村 LL あろ jf 阔 しづ Filrs^ss ひ 

の 諸 城 を 靡け て參會 したので、 軍士 は 廿八萬 四千 騎に達 

郞は 主人 泰衡の 首 を 持って 陣 岡に 參 

した。 賴 朝が 鎌 倉 を出發 して か 


た。 六日に 河 田 次 

責めて 遂に 之を誅 


ふ ベ 

第 四 


富と 藤 原 氏の 强大 

がないで は 無い が 

の 文化に 隱瞟 した 

き、 徒 に 尊大 を 被 ふ 

御 仰せが あっても 

は 父 の 遺 言 にさへ 

る。 されば 其强大 

賴 朝が 精練の 兵力 

きで ある〕 され ど 

源 賴轹の 處^^ 伎 


と を 以てして 格別の 戰爭 もな 

、實 は淸 衡、 基 衡 以 來、 獷 俗 を 改めて 

る 結果 は、 不知 不識 文弱の 弊に 陷 

も旣に 進取の 氣 象は缺 乏して 居 

、彼 は 更に 軍兵 を 動かす 事 も 無 か 

背いて 義經を 討つ て 出した 程で 

に 見えた の は 外形の み で、 內 部 は 

を以 つて 之に 臨め ば、 そ 


ら 此 

、其 く 

國 內 

つ た 

て、 平 

つ た 

あ れ 


の 敗滅 を 見 る 

も 攻勢と 守勢との 關係も ある ことで 


追討 

し、 士 

上し 

に 至 

の 平 

も の 

家よ 

の で 

V6 ペ冊 

朽損 

は 當 

-守 る 

五 0 


氣 

口 
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あ 

も 


比. 企 能 員 

極めて 旺 

が、 賴 朝 は 

て 五十 餘 


のは不 

企 圖し、 

らう ◦ 

依賴、 朝 

。 泰衡 

迄 も 無 

居た の 

成 行 き 

は 遂に 


の 利 親 

間 八 朝 
答郎 と 
と 由 


S す 

賴朝 

て 見 

振 ひ 

り し 

首 と 

る な 

は 所 

力 ^ 

し て 

乙 如 
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るの 道理 を 示して 居る ともい ふべき である。 泰衡が 部下の 勇士 由 利 八郞と 

と の 問答 は、 又 この 戰爭 の內 情の 一 面 を 物語って 居る 處 であるから 左に 揭げ 


よ ぅ0 

朝 は 由 利八郞 を生擒 して 

居， 9 しを以 て、 刑 を 加 ふる 

と 見えて、 河 田 次郞ー 人の 

なりな が ら、 百 日 も 支へ ら 

り」 と" 時に 由 利 申して 云 

々の 要害に 分遣 さ れ、 老 軍 

き 不肖の 族 は 又た 生虜せ 

，難^ は 海道 十五 箇國を 

零 落 し、 數 萬騎の 主たり な 

何、 泰 衡が 管領す る 所 は、 僅 

せ し は、 不 覺と いふべ から 


から 問うて いふ やう、 「己 が 主人 泰衡は 威勢 を 兩國に 

こと 難儀なる ベ しと 思 ひしに、 尋常の 郞徒も あら ざ 

爲に誅 せらる。 凡そ 兩國を 管領して 十七 萬 騎の貫 

れ す、 廿 箇 日の 中に 一 族 皆 滅亡せ し は、 言 ふに 足ら ざ 

ふ。 「尋常の 郞徒. は少々 なきに あら ざり し も、 壯 士 等 

は行步 自由なら ざる を以 て、 心 なら や も 自殺せ ，9、 予 

られ しゅ ゑ、 最 期に 相伴 ふ 能 は ざり き。 抑 i 故 左 馬 

管領せ しに、 平 治 逆亂の 時、 1 日 を 支 ふること 能 はや 

が ら、 長 田庄 司の 爲に 輙く誅 せらる。 古へ と 今と 甲 

かに 兩 州の 勇士の みなる に、 猶 ほ數 十日の 間 賢慮 を 

す」 と。 世に は 成敗 利鈍と いふ こと も あり、 いは ゆる 


9 


ハ ズ ミ と 

べきで あ 


ふ 物 も あつ て、 人 力の 如何と もし 難い 場合 も あるので ある。 併せ 考ふ 


る- 


四、 平定 後の 處分 

朝廷への 上 

賴 朝の 奧羽 征伐 は 前に も陳べ 

の で、 賴 朝も少 からす 朝廷の 御氣 

を 上奏 し、 去 七月 十九 日に 鎌 倉 を 

衡の首 を 獲た る 次第 を 申 上げ た- 

に  到着  し、 去 七月 十九 日付 

追討して よいとの 御 事で 

仰せられた が、 再度の 申 出 

ば、 此 宣 旨 は 去 七月 廿 四日 

廿 六日 帥中納 言 から 藤 原 能 保に 

を出發 しおので あるとの 事で あ 

第 四 源輯 朝の 臭 羽 征伐 


へ鎮 朝 が 

i ゼる 

ある。 

の趣然 

に 奉行 


奏 及び 民 

た 通 り、 も 

色 を 憂慮 

出發 せし 

リ 然るに 

臭 州へ 出ノ 

R に 赏 る J 

又 院宣 を 

る ベ し」 と 

送られた ( 

る 0 そ の 


政 上の 注意 

と 勅許 を 待 

しき 力 平く 

以 來、 處 々 に 

翌 九日 京都 

の 口宣 を 持 

も 副 下さ れ「 

の 御 事で あ 

宮 內大輔 " 

藤 原家實 力 

. 依て 右の 

宣 旨に いふ * 


たす して 決行した 事で あ る 

や 九月 八日 を 以て 事の 始末 

て 賊を破 り、 九 月 三日 遂に 泰 

藤 原 能 保から の 使者 が 陣 ヶ岡 

參 された。 その 趣 は 泰衡を 

奥州 追討の 事 は 一 旦 制止 を 

つた。 件の 使者の 言 によれ 

ら 帥中納 言 纏 顧に 送られ、 同 

使者と して 同廿 八日に 京都 

) 

五 〇111 
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文治 五 年 七月 十九 H 宣 旨 . 

隆奧國 住人 泰衡 等、 梟 心 禀. 性、 雄 S 邊 境； 或 容 賊 徒； 而 猥 同-, 野 心； 或 對 S 詔 使； 而如. 忘，， 

朝 威； 結 構 之 至、 旣 涉- 逆 節， 者 歟、 加 之 掠 ft 奥州 出 羽之兩 國： 不， ま 公 田 之 乃 貢； 恒 例之佛 

祌哀、 納せ封 家 之諸濟 物、 其 勤 空 忘、 其 用 欲. 缺、 奸 謀 非， 一 、厳 科 雖， 遁、 冀 仰，， 正 二位 源 朝臣； 

征&其 身； 永斷， 後濫； 

藏人宮 內大輔 藤 原 家實奉 

朝廷に 於 かせ ら れ て も、 賴 朝が 旣に 出征せ し を 聞 召 さ れ、 止 むな く 勅許 せらた も 

のと 推察 せら る。 か 、 る 次第 なれば 賴 朝は旣 に 勅許 は あ つ た け れ ど も、 猶 ほ 胸中 

安ん せざる ものが あつたと 見 え て、 其 十八 日 捕虜 等の 事 を 言 上す ると 同時 に、 私 の 

言 上と して 帥中納 言 § に 宛 て 「今 年 許 暫と御 制止 候 を、 催 一， 軍 士 ー不. 可， ー默 止， 之 間 、無， 左右 一 

打 入 候 て、 如. 此 令. 追， 1 討 泰 衡， 候 訖. 宣 旨の 候へ ば、 不. 及， 左 右， 候 へ 共. 御 氣 色 恐 思 給 侯. 又 公 

, 卿.^ 議も 候け ると 承 候、 內 々御氣 色 可， 一 仰 給， 候、 當 時 恐 入 侯 也 」と 申出て 居る。 その後 

十月 二十 四 HI 鐯 倉へ 歸 着の 後 も、 大 江 廣元を 以て 經房 及び 能 保に 宛て 奧州 平定に 

付 彼の 黨額を 具して 鎌 倉へ 歸 つた 由 を 消息せ しめた。 併し 朝廷に 於 かせられて 


す 等 里の 俊豊 

かの 券^ 後 
辨田契 諸 介 
定畠郷 都 寅 


つ 軍 蓮の 上 
粮送乃 野 
に- し 貢 下 
當 て;^ 野 


は 賴 朝の 專 斷を咎 むる 事 もな く、 

次 は 民政 上の 事で ある が、 そ れ 

庶 の 出費 を， 盧 り、 豫 め 上野 下野 兩 

れば軍 中に 飢餓の 憂 もな く、 綽 々 

士卒 等が 民 物 を 掠奪し、 或は 寺院 

處分 された。 例せば 九月 九日に 

賴 朝の 家 ■ 人が 當寺 金堂の 壁板 十 

を 尋ね、 衆徒の 面前で 犯人の 左右 

の 奪掠 を 戒めた とい ふ 事で ある- 

衡 以下 三代の 間に 造營 した 寺院 

べしと て 其 旨 を 一 紙に 認めて 圓 

奥州 羽 州の 兩國 の^ 帳 田 文已下 

其 巨細 は 知り 難かった。 因て 古 

弟 橘 藤 五 實昌が 故實を 知って 居 


nur 

ま 


力 


て 忽ち 治平の 功 を 奏し た 事 を 威 賞せられ た。 . 

又屮々 行き 屈いた もの で、 賴朝 は 出征の ため 民 

の 乃 貢 を 運送して 以て 軍 粮に當 てし めた。 さ 

して 餘裕 を存 したと いふ 事で ある" 又 部下の 

荒す やうな 事が あれ ば、 判 り 次第 容赦な く 之 を. 

朝が 蜂 社， に 逗 留 中、 近 邊に 在る 高 水 寺の 僧侶が、 

枚 を 放ち 取つ ？：^ と訴ふ る や、 賴 朝 は 直に 其 犯人 

手を切 り、 釘 を 以て 板 面に 打附 けさ せ、 以 て 一 般 

又 示して いふ や う、 泰 衡は 追討した けれど も、 淸 

堂 舍は之 を 大切に し、 寺 領等も 元の通り 寄附す 

寺の 南 大門に 張 出された。 同月 十四 日、 賴 朝 は 

文書 を 求められた が、 平 泉 館 炎上の 時燒 失して 

に 尋ねられる と、 奧 州の 住人 豊前 介實俊 並に 其 

由 を 聞 き、 召 出して 問う お 所 が、 兩 人は兩 國の綺 
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奪.^ 戒飭 
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圖を 暗記 し、 忽 ち 注進した。 諸 郡の 

アマ ルメ、 fth 

記し、 た ^ 餘 目 (I) に 於て 三 ケ所を 記 

稱 した。 尋で 同月 廿日 奥州 羽 州 等 

行 ひ、 廿 二 日 葛 西淸重 をして 陸奧國 

の 事 を 掌つ て、 諸 人の 濫行を 停止し _ 

ひ 土民 を 煩 はさん こと を 恐れ、 一 紙 

例； 可. 致，， 其 沙 汰ー者 也と 命せられ たの 

所で ある。 又 留守 職 等が 出 羽の 儉 

i  、、) 由、 地頭 等の 訴 へ が あ る や、 賴朝 

地； 度 々新制に も 除訖、 偏 守，， 古風； 更無 _ 

者、 如-年 來 一にて 不. 可 ％ -一 相 違， 云 々と 仰 

穗不 熟なる が 上 に、 賴 朝 多勢 を 引率 

平 泉の 邊は 秘計 を 週ら して 窮民 を 

北 郡の 方よ 農 料 を 遣 はし、 和 賀、 部 


• 罪科 を 

の 張 文 

は、 世 上 

地 を 行 

は 驚 い 

, 新 儀； 然 

せられ 

して 數 

救 はる 

, 稗) 貰 雨 
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を 辨 定 し、 山 野 河 海 も 悉ぐ之 を 

あつたの で、 賴 朝も殊 の 外に 歎 

あった 後、 勇 士 等の 勳 功の 赏を 

せ し め、 尋 で 平 泉 郡內撿 非違 所 

めた。 また 地頭 等が 新 儀 を 行 

府に置 き 、於，， 國 中 事， 任，， 秀 衡之先 

治體に 通じた こと を稱讃 する 

地頭 等の 間 田 を 倒す (籍赚 

を 下 し、 於，， 出 羽 陸 奥， 者、 依. 爲，， 夷 之 

等 何 被，， 停 廢， 哉、 有，， 公 田 之 外 間 田， 

葛西淸 重に 命 じ 「奧 州 は 今年 稼 

るに よ り、 民 戶 安堵し 難 し、 殊 に 

ベ し、 又 岩 井、 伊 澤、 柄 著 差 以下 三 箇郡は 山 

郡 は 秋 田 郡より 種子 等 を 遣 はさ る べし、 


券 契、 鄕 里の. 田 畠 

し 漏した のみで 

の 事吉書 始め が 

の 家人 等 を 管領 

轧斷 せし 

を 多賀國 

に賴 朝の 

ひ、 所 々 の 

て 更に 令 

者 件 間 田 

た。 尋 で 

日 逗 留 せ 


又 目下 深雪の 際た るに よ り、 民 の 煩 あるべき に 付、 明 春 三月 中に 施行す ベ し」 と & せ 

られる 等の 事が あつ. た。  . 

S 功臣の 分封  • - 

陸 臭 出 羽兩國 は從來 夷狄の 地と して、 俘囚長 をして 之 を 統轄せ しめた。 听謂安 

倍貞 任、 淸原武 則、 藤 原 淸衡の 1 族 等は卽 ちそれ である。 然るに 賴朝は 一 たびお 地 

力 討 平して 力 ら、 諸 功臣 を 分封 し、 且 っ適當 なる 吏員 を 置いて 之 を 治めし めた。 

前記の 通り 葛 西 淸重は 奧羽總 奉行と して 當國の 家人 を殺撫 せしめ、 又 兼ねて 平 泉 

の撿 非違 所の 事 を 管して 土民 を 鎮撫 させた。 (淸 重は勳 功に よって 詹 澤、 磐 井、 dd 鹿 

の 諸君 を 賜 はらる。) また 建久 元年 三月に は陸奧 留守 職 を 置き、 伊澤 家景を 以て t 

に .51 じ、 國 內の 人民の 愁訴 を聽か せ、 淸 重と 相！ 1^ んで 鎭撫の 事に 當ら せた。 ま N 功 

臣 分封の 重なる 者を擧 ぐれば 次の 如くで ある。 

千 葉 常 恩  陸 臭國 伊澤 郡 を 賜 ふ、  , 

常 凰 三男 

武石恩 盛  奧 州 亘理郡 を 賜 ふ、 

： 第 四 源賴 朝の 臭 羽 征伐  E コヒ 
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同 四 男 

大須賀 si 信 —— 陸 奧國岩 城 郡 を 賜 ふ、 

同 五男 

國分 通  奧 州 宮城 郡 國分鄕 を 賜 ふ、 

同 六 男 

束 胤 賴  陸 奥 國黑川 郡 を 賜 ふ、 (以 上、 奥 羽 秘 鑑) 

結 城 朝 光  白 川、 岩瀨、 名 取の 三 郡 を 賜 ふ、 (白 河 古事 考〕 

伊達 時 長  伊 達 郡 を 賜 ふ、 (伊逹 族 譜) 

伊達 家譜に は朝宗 

南部 光 行，， —— 九 戶、 閉 伊、 鹿 角、 津 輕、 糠 部の 五 郡 を 賜 ふ、 (寬 政重修 諸家き 

信夫秀 行  安 達 郡 を 賜 ふ、 (四 本 松 Ig- き 

河 野 通信  奧州三 迫 を 賜 ふ、 C 豫章 記) 

橘 公 業  出 羽 國秋田 郡內揚 田、 豐 春、 小 鹿 島、 伊 森、 桃 河、 吉 田、 瀧 河、 砥 分、 大 島 を 

賜 ふ、 (橘 姓 ^ 江 氏由來 記」 


阿曾沼 廣 綱  陸 奧國閉 伊 郡 を 賜 

ェ藤祐 經  安 積 郡 一 圓、 安 達の 內 

首藤經 俊  陸 奥、 越後 ニ國 の內數 

大友能 直  陸 奧國の 內ニ郡 を 賜 


功臣の 餘國に 於て 封土 を 授けられた 

れた者 は大體 以上の 諸氏で ある が、 斯 く 

夷狄の 地 も 次第に 王 地の 姿に な， - 行い 

にな づ むこと を 恐 れ、 諸 事 多く は 秀衡の 

ので ある。 かくて 從來は 白 河關以 束に 

王化に 歸す るに 至り、 日本の 領土が 擴大 

功績の 一つで ある。 

^ 賊徒の 再發， 

文治 五 年 十二月、 故泰衡 の郞徒 大河 次 

號し、 或 は 左 馬頭 義 仲.. の 嫡男 朝日 冠者で 

. 第 四 源賴 朝の 奥 羽^ 伐 . 


ふ、 (呵 曾 沼 家 乘) 

玉 井、 茨 瀨、 簑 輪、 名 4n5 を-賜 ふ、 (奥州 襟 記) 

郡 を 賜 ふ、 (山內 家 譜) 

ふ、 (歷代 鎭西耍 略) 

る 者 は 暫く 措 き、 陸 奧出羽 兩國內 に 分封 さ 

の 如 く、 部 下の 將士を 各地に 置かれた ので、 

た 事で あらう。 され ども 餘 りに 劃一 主義 

舊 制に 準 據 せしめ て、 幾 分の 餘裕 を. 存 した 

一 王國の 存在した 觀 があった のが、 次第に 

した かの 思 ひがせられ る。 是 等が 賴 朝の 


郞 兼任 等が 反逆 を 企て、 或は 伊豫 守 義經と 

あると 稱 し、 兵 を 率 ゐて鎌 倉べ 發向 せんと 

五 〇 九 


服 兼 

す 任 
誅 
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するとの 風聞が あった。 よって 賴朝 

の 家人に 遣 はして 之 を 伐た せた。 又 

州へ 發向 させた が、 兼任 等の 勢が 一 時 

六 年 正月 八 日、 千 業 常 服 を 海道の 將と 

の 家人 等に 令して 共に 進發 せしめた _ 

賊を栗 原 二 迫 等に 破った。 兼任 は 退 

I 舰ほま g&) に據 つたが、 又 敗れて 三 

くて 此後は 叛亂の 事 は 更に 無 か つた 

L 附記 1 一、 鬼界 の 征服 

賴 朝の 考へ とい ふ もの は 日本 全國 

鬼 界ケ島 征服の 議 があった。 これ は 平 

か を 疑った からで ある。 鬼 界ケ島 と は 

居る とか 或は 七 島に 分れて 居る とか 

はれる。 かくて 文治 三年 九月 廿 二日 


月 


書 を 

藤 行 

比 企 

足 利 

て 外 

十 日 


小 諸 光兼、 佐々 木 盛 綱已下 越後、 信 濃 等 

光、 由 利 中 八 維 平、 宮 六 像仗國 平等 を 奥 

中々 功 を 奏し 得なかった。 そこで 翌 

能 員 を 山道の 將と し、 且 つ 上 野、 信 濃 等 

義兼も 亦た 追討 使と して 加 はり、 遂に 

ノ ハマ ヌカ ノブ  タウ マ 并ノカ ケハシ 

濱と糠 部との 間なる 多 宇 末井梯 (§g 

に 樵 夫 等に 殺されて 亂が平 一いだ。 か 


を 討 平 

家の 餘 

源平 盛 

い へ ば- 


す  るに  あった  の  で、 文 治 三年の 頃から 

黨 殊に 義 經の黨 類が 此 地に 遁れ 居る 

衰記 にも 見えて 居 ，9、 或 は 五島に 分れ 

- 要するに 南 島 諸島 を 指した ものと 思 


に、 宇 都 宮信房 を 遣 はして 鎮西 奉行 天 野 遠景 


ん征攝 の 鬼 
す 討 關征界 
3i« 等 討 ケ 
雞は 島 


と共に 鬼 界ケ島 を 征討 させようと した が、 此 島 は 古來船 帆の 通じてない 所で あると 

遠 景等も 躊躇の 色が あ り、 又 その 事が 朝廷に 聞え たと ころ が、 攝 政 家 (I  g) か らは賴 

朝に 諷諫 されて いふ やう、 「三韓 を 降服した の は 上古の 事で、 末代 に 至って は 人力の 

及ぶ 所でない。 殊に 彼の 島 は 日本の 果て で、 地 理も 知り 難い か ら、 將 士を遣 はして 

追討しても 煩 ひがあって 益 は あるまい」 との 事であった。 之 を 見ても 當 時の 廷臣 

等が 如何に 迂濶 で、 地 理 にも 不案內 であり、 三韓と 鬼 界ケ 島と を 混同す るが 如き 形勢 

が あ り、 殊 に 萬 事 「事 なかれ 主義」 であった 事が 推察され る。 賴朝も 一時 猶豫 の體で 

あった が、 其 後、 宇 都宮信 房から 鬼 界ケ 島の 航路 や 地理な ど を 詳しく 注進した の で、 更 

に 征討の 事 を 命じ、 文治 四 年 五月 十七 日、 遠景 已 下の 人々 が 彼の地に 渡って 合戰を 

遂 げ、 總 ベ て 降服せ しめたと 云 ふ 事で ある。 

〔吾妻 鏡〕 十二月 十 曰 癸未、 I 今 曰 藤 原 遠景 爲，， 鎭 西九國 奉行 人； 又 給，， 所 々地頭 職 

等， 云 々o 九月 廿 二日 庚申 jifl 所 衆 信 房 St 都 爲 "御 使-. 下-向 鎭 西 V 疋 天 野 藤^ 遠 

景 相 共 可 討 貴 海 島-之 旨、 依乂 a,, 嚴 命， 也、 件 島 者、 古 來 無， 飛，， 船 帆-者： 而 平家 在世 時、 薩 

,  (貞 力) 

摩國 住人、 阿多 平 權 守 忠 景、 依 勅 勘； 逐 --電 于 彼 島-之 間、 爲 討 之； 遣- 筑 後 守 家 眞； 家 
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鬼界ケ 島 

*K 平す 


^暂房 字 
報の 貴 都 
す 地賀宫 
理 井信 
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眞 粧， 軍 船 • 雖っ众 =數 度. 終 不. 凌 k 波： 空 以 令-, 歸 洛-云 云、 今 度 同 ：- 意 豫 州-之 輩、 隱 居 歟 之 由、 

依 御 疑 貽； 有，， 此 儀； 又 去年 河 邊平太 通 綱 到， 件 島， 之 由 聞 食 之 間， 殊 所， 思 召 企 給-也 

云 々、遠 景 元 來 在， 鎭 西， 云 云、 〇 二月 廿ー 曰 丁亥 •  g  ,1 天 野藤內 遠景 去月 狀、 昨 日自， 

鎭 两， 參 着、 去 年 窮 冬 令，， 郞 從 等， 渡， 貴 賀 井 島， 窺-形 勢， 訖、 令，， 追 捕， 之 條、 定 不％ 瀹，， 子 細； 但 

雖， 相，， 催 鎮西 御家人 等： 不，， 一 伊 之 間、 頗 以 無 勢 、重 可. 被. 下-御 敎 書-云 々、所 衆 信 房， ほ 身 

可，， 渡 海， 之 旨、 殊 結 構、 然 而 遠 景 加，， 制 止-之 間 、遣-, 親 類 等- 尤 爲- 精 兵-之 由 载乏、 此 事 兼 日、 

風つ 聞 于 京 都； 仍 自， 執 柄 家； 有 fe,, 諷 諫 申， 之 旨： 降 1 伏 三 韓， 者、 上 古 事 也、 至，， 末 代-者 非， -人 力 

所， 可 JI 早、 彼 島 境 者、 日 域 太 難， 柳， 其 故 實； 爲，， 軍 十：， 定 有， 煩 無 k 益 歟 、宜， 令， 停 止， 給 A) 由 云 々、 

就， 之 暫 可：. 令 _,猶 豫， 之 ！ Jn 被， 仰 n 遣 遠 景， 云 々、〇 三月 五 曰 辛 丑、 所 衆 信 房、 去 月 之 比 、肩 鎮 

西， 進，， 書 狀： 貴 賀 井 岛 渡 事、 條 々 言 上、 去 年 依 件 形 勢； 海 路 次第 令 Jift 之； 献 覽、 是 

S 儀， 之 由、 諸 人 依 Ji, 諷 詞； 頗 雖-, 思 食 止； 御- >覽 彼 繪 圖-之 後、 强 不. 可， 疲 _-人 力- 歟 之 由、 更 

思 食 立 云 々、此 事 信 房 殊 竭，， 大 功， 之 間、 今 日 所 fe^^fe 也 0 五月 十七 曰 壬 子、 遠 景 已 

下 御 使 等 渡，， 貴 賀 井 島， 遂-, 合 戰； 彼 所 已歸降 之 由、 所 _,言 上， 也、 而 宇 都 宮所衆 信 房、 殊施， 

勵 功-云 々、 


由の 鮮鎮 
來傳征 朝 
說伐が 
のの 朝 


避 家 渡光對 か 

くの つ 商 馬 

亂て麗 守 
平 に 親 


二、 朝鮮 征伐の 傳說 

次に 賴 朝が 朝鮮まで も 征伐した とい ふ 傳說が あるので ある が、 そ の眞僞 並に 傳 

說 の由來 について 一 言 したいと 思 ふ。 

この 傳說の 起り は 吾妻 鏡 建 保 元年 五月 三日 和 田 合 戰の條 に 「鎮西 住人 小物 又 太 

郞 資 政、 攻义 義 盛の 陣； 爲， 一義 秀ー 被， 一 射 取； 是 故. 右 大將家 御 時、 被 fc,, 高 匿， 之 大將軍 也」 と ある" 

また 古今 著 聞 集 j  :^、ft 勇 に 「去 程に 右大將 高麗 國を責 し 時の 追討 使に、 あま 野の 式 

部 大夫遠 景 むかひけ り、 大 將家 のきり 物に て、 次 官藤內 とい はれし 藤 內は是 也、 西 國 

九國を 知行の 間、 そ のい き ほひい かめ し、 高 麗國 打し なへ て 上洛の 時 云 々」 と あ る。 

この 二つが 傳說の 根本と 思 はれる。 小物 又 太郞資 政が 高麗 征服の 事 は 他に 所見 

がない から 不明で あるが、 天 野 遠景の 事 は 前記の 鬼 界ケ島 征伐の 事蹟 を 誤り 傳へ た 

ので は 無い かと 思 はれる。 殊に 當時 地理に 不案內 な 人々 の 間に は、 三 韓 と 鬼 界ケ島 

との 區 別が 立た す、 同 じ 方向に ある 樣に考 へ たらしく 思 はれる の で、 彼 是れ相 混 同 

し たかとも 想像され る。 こ k に又賴 朝に は 外戚に 當る對 馬 守 親 光 は 其 任 所 (I) 

に 居た が、 平家の 亂の 際に、 一 時 止むな く 高麗 國に 渡海 し、 彼 地に 住居し 高麗 國主か 

紫 四 源賴 朝の 奧羽 征伐  五 一 三. 
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ら三箇 國を賜 はられた ので ある。 かくて 平家 滅亡の 後、 賴 朝 は 人 を 遣 はして 彼 地 

から 親 光を迎 へて 歸朝 せし め、 對 馬 守に 還 任させた とい ふ 事實が ある。 之 は 征， 伐 

の爲 ではな く、 親 族 を迎へ 取る 爲 であった ので ある が、 彼 是れ相 混同した のか も 知 

れぬ。 右の 外に 賴朝 外征の 史實は 一向に 見當ら ない ので ある。 親 光に 關 する 事 

蹟は 吾妻 鏡に 見えて 居り 左の 如くで ある。 

〔吾 妻 鏡 1 三月 十三 曰 f 丙 申、 對馬 守 親 光 者、 武衞御 外戚 也、 在 住 之 間、 爲； 牛 氏 P 襲 

之 由 、依. 有，， 其 聞； 可， -迎 取-之 旨、 今 日 被. 仰，， 送 參河守 1  ?!  S 難 ？  ；； 之 許； 剩 作-過 醫- 

所. 被. 遣 也、 

下 西 海山 陽 道諸國 御家人 

可 早 無，， 事 煩， 勘& 對馬前 司 上 道， 事、 

右 彼 對馬前 司、 自，， 住 國， 所， 被，， 上 道， 也、 諸 國路次 之 間、 無，， 事 煩； 無，， 狼 籍； ヌ 令，， 勘 過 _ 之狀、 

所お 如 、以 下 

元 曆ニ年 三月 十三 日 

前 右兵衞 佐 源 朝臣 


五月 廿三曰 丁 巳、 參 河 守範賴 受」 一 品 之 命； 爲，， 對 馬 守 親 光 迎； 可き，， 船 於對馬 島， 之處、 

親 光、 爲 k,, 平 氏 攻； 三 月 四 日、 渡，， 高 麗 國-云 々、仍 猶 可 ¥1 高 麗， 之 由、 下，， 知 彼 島在廳 等， 之 

間、 今 曰 旣 遣乏、 當 島守 護人、 河內 五郞義 長、 同 送 -一 狀 於 親 光； 是 平氏 悉 滅亡 訖、 不 k,, 不 

審； 早 可， 令-, 歸 朝， 之 趣、 载， 之 云々、 0 六月 十四 曰 乙 丑、 參河守 範賴並 河内 五. 郞 義 長 等、 

受，， 一 一 品 命， 渡，， 使 者 於 高 麗 國， 之 間、 對 馬 守 親 光、 歸，， 著 彼 島， 云 々、是 去 々 年、 自， 當 島； 欲，， 上 

洛， 之 折 節、 平 家 零" 落 干 鎭 西， 之 間、 路 次 依，， 不 通； チ能. 解 ，纜、 猶 以在國 之 處、 爲き 納 言 知 

盛 卿、 並 少貳種 直 等 奉 行； 可 X ヌ參， 屋 島， 之 由、 及， 其 催； 九 州、 一 一 島、 中 國等皆 雖， 從，， 干 平 家 

之 方； 親 光 猶 運 = 志 於 源 家-之 間、 不，， 行 向； 仍 三箇度 被， 遣，， 追 討 使； 所 謂 高 二 郞大夫 輕 直 

S 兩度、 拒 押 使 宗房雜 i 一  箇度 也、 此輩頻 下 國、 或 知， お 國 務； 或 及，， 合 戰；， 存. 命 之 

間、 凌，， 風 波， 去 三月 四 曰 令 &,, 高 麗 國， 之 時、 相，， 伴 姙 婦； 仍 搆，， 假 屋於 曠野 之 邊， 產 生、 于， 時 

猛虎 窺 來、 親 光 郞 從、 射，， 取 之， 訖、 高 麗 國 主、 感，， 此 事； 賜，， 三 箇 國 於 親 光； 已 爲 _,彼 國 臣， 之處、 

有，， 此 迎， 歸 朝、 件 國主殊 惜，， 其 餘 波； 與，， 重 寶 等； 納，， 三 艘 貢 艦； 副& さ 云 々、〇 十月 廿 三 日 

壬 申 I  f 前 對馬守 親 光、 爲_, 公 家， 爲，， 武 門， 抽，， 大 功， 訖、 而 不， 意 兮 被， 改，， 任 國； 可，， 還 任， 之 由、 

頻愁申 之 間、 二 品 所. 被. 申：， 之 云 々、 
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玉 海 摘要 

玉 海 ま 弓輪關 e 藤 原兼實 の日錄 にし て、 も のと 名 は 玉 葉と いひし カニ條 

良 基の 時 玉 海と 改む、 流布本 皆 玉 海に なり、 大 日本史 亦た 玉 海の 名に よれ 

b 、本書 は 第一 高等 學校所 藏の玉 海 を 底本と し、 九 條家本 玉 葉に よりて 修 

正せる も 暫く もとの 名に 從 へり。 (編者 記) 
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玉 海卷之 一 

長 寬ニ年 

閏 十月 十七 曰、 此 曰 經宗卿 並 一 1 下 官 (兼 實) 大 臣 -1 任ズぺ キノ 宣旨ヲ 下サグ (余 任，， 內 大 

臣，) 

仁 安元 年 十月 

十日、 立太子 ノ事ァ リ、 憲 仁 

仁 安元 年 十二月 

二十 二 日、 東 宮ノ御 袴着 アジ、 . 

仁 安二 年 正月 

廿 八日、 此 日朝 觐 行幸 ァリ、 〇 凡ソ 近日 ゾ朝務 罪科 ノ輕 重-一 從ハ ズ、 大略 解任 、未曾有 

ノ事 也、 

仁 安二 年 二月  ， 

十一 日、 淸盛太 政 大臣- 1 任 ジ、 兵 仗ヲ賜 ヒ、 輦車 ノ宣旨 ヲ蒙ム リ、 1 位 -1 叙ス 、〇 重 盛大 

納 言 -1 、成 親中納 言 -I  、時 忠 參議 -I 任ズ、 


仁 安二 年 三月 

同 四月. 

十 八 日、 興 福 寺 衆徒 申ス 、前 別 當 惠 信 遠流セ ラ \ ぺ キ 事、 是 レ 去 三月 十日 

也、 十九 曰 IS 衆徒 吟味 ノ事、 

仁 安二 年 五月 

一 日、 去 廿七 日夜 新大納 言 師長 室ヲ 離別 シ 、俄-一 宅ヲ出 ヅ、 今 一一 在〃 所ヲ 

或 人 云、 宅 ヲ出〃 ハ 一定 大相國 ノ女鸯 一一 取, べシ 云々、 件女ハ 大宫ノ 

聲ヲ 執, べシ 云々、 

十 五 日、 今 日 前山 階 寺 ノ別當 惠信遠 流 セラ 产 ぺ シ 云 々、 

仁 安二 年 六月  - 

廿 二日、 來月ニ 曰 故攝政 殿 (基 實) 御 法 事、 女 院御方 加 布施 ノ 事、 Q. 若 山庄 年貢 ヲ免 ゼラ 

〃ぺキ 事、 卅 丁 也、  V 

仁 安二 年 七月  ~ 

十三 日 、中宮 聊カ御 不豫ノ 事 ァタ、 〇 去 十一 日 軒廊- 一- ズ 顛倒 云々、 凡 近日 天下 天變怖 


夜 打 一一 依 テ 


知 ラ ズ、 云々 

養子 ト爲ス 


異勝 テ計フ 可ラズ 云 々、主 上 (六 條 天 皇) 御 藥、 殊 11 重 シ、 

仁 安二 年 聞 七月 

十 四 曰、 寢 一一 就 ク、 後 或 人 云、 俄 一一 上皇 御 不 例、 殊 -1 以- ズ重ジ 御ス、 

仁 安二 年 八月 

同 九月 

廿 一 曰、 御 熊 野 詣 御 進發、 

廿 七日、 內襄燒 亡 也 (五條 內裏寶 物 等 皆燒ケ ズ、 神妙 也、 

仁 安二 年 十月 

同 十一月 

1 日、 產 ノ間 夜々 ノ 事前/ 內 府 (淸 盛) 許 -1 相尋ヌ 、返 奏 -1 云、 御 湯 事、 鳴 鉉、 五 位 五 人、 六 位 

五 人 宜シカ \ ベ キ 歟、 

六日、 亥 時 許 ヨリ 產氣ノ 色 ァリ、 卯 刻 許平產 (男子)、 

廿 九日、 今夜 御堂 御 八 講始メ 也、 仍 テ 持病 ヲ相 勞リ參 仕ス、 公卿 一 人 モ參仕 セズ、 見 苦 

シ、 


仁 安二 年 十二月 

九日、 今日 東宮 ノ 御書始 也、 兼實 御書ノ 外題 ヲ書 ク、 

玉 海 卷之ニ 

仁 安 三 年 一月 

同 二月 

九日、 去 二日 ヨリ 前大相 國 (I) 寸 白 ヲ惱ム 、一 昨頗レ ノ以テ 減氣、 昨日 ヨリ 又增氣 云々、 事 

外六ケ シ、 天下 ノ 大事 歟、 上皇 來 六日 御 下向 ァ , ベ シ 云 々、 

十一 日、 前 大相國 申 時 許-一 出家 ス、 所 惱重キ 故歟、 . 

十 五 曰、 今 曰 上 皇ー： 一 一條) 御 下向、 モト 明 曰 ズ箬ナ リシ -ー、 病 危急-一 ヨリ 俄カュ 下向、 

十六 曰、 或 人 llT 來 十九 曰 讓位ノ 事 アルべ シ 云々、 

十七 日、 讓位俄 力 二 思 立チ、 且 ッ 思召ス 事 (if) ァ リ、 是 レ前 大相國 夭亡ノ 後つ 天下 亂 

, べキ ニ依テ 也、 

十 九 日、 讓位 事 ァ リノ 高 倉 天皇 立タ セラ〃) 

廿 六日、 來月 十一 日 大內- 一 遷幸 ァ 〃ベ シ 云 々、 

rr  .  ,  Is  ョ 


九 
條 
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廿 九 日、 太 上 天皇 尊號ノ 詔、  . 

仁 安三 年 三月 

一 日、 傳 聞 ク、 攝 政ト信 章ト乘 リ逄フ 間、 信 章 空車 ノ由 ヲ稱シ -グ下 ラズ、 車 ヲ破ラ レ了 

ヌ、 遂 -I 下リ 逐電 シ了ヌ 云 々、 

十 1 1 日、 來 十四日 院號ァ グべシ 、所勞 二 

云 々、未 曾 有ノ事 也、 末 代 朝政 皆此ノ 

后宮 ノ院號 " 凡ソ 言 語-一 及， -サル 

十三 日、 大相國 入道 所 勞減ゼ ズ、 

十四日、 尊號ノ 詔書 ヲ持 參ス 、(九 條 院) 

仁 安三 年 四月 缺 

同 五月 缺 

同 六月 缺 

同 七月 缺 

仁 安三 年 八月 


ョ リテ參 リ難シ 、皇太后 宮ヲ以 テ院號 ト爲ス 

如シ、 國母 幷ュ太 上皇 二 非ズ、 埶柄 等ノ女 異體、 

事 也、 幸 t  ノ人々 ト 謂フぺ シ、 


同 九月 缺 

同 十月 缺 

仁 安三 年 十一月 

同 十二月 

廿 五 日 、大神宮 炎 上 

玉 海 卷之三 

嘉 應 元年 正月 

同 二月 缺 

同 三月 缺 

嘉應 元年 四月 

十 日、 安 倍泰親 陰陽 

嘉應 元年 五月 缺 

同 六月 

十七 日、 今 日 上皇 御 


ノ事ァ 


理ヲ語 \，o 後 三 條帝ノ 時 有行ト 師平ト 相論ノ 事、 


出 家 也、 〇 下官去 正月 ヨリ 所勞 -1 ヨリ 籠居 ス、 尙 不快 ナ 


天下/大事 タ〃 二 ョ リ相 扶ケク 出仕 ス、 

嘉應 元年 七月 缺 

同 八月 缺 

同 九月 缺  ； 

同 十月 缺.  へ 

嘉應 元年 十一 月 

同 十二月  ， 

廿 三 曰、 或 人 云、 延 曆 寺/衆徒 京 極 寺-一 集 會、 成 親卿ヲ 遠流ス ぺ キ由ヲ 訴フ、 〇 人說テ 

曰ク、 衆徒 已 二 大內- 一 參 V 叉 上皇 御所 公卿 等 多ク以 -ズ參 集ス、 又箭 ヲ帶ス 〃輩院 

中 -ー 满 ッ、 〇 衆徒 宮中 -1 亂入 ス、 甚以テ 狼 籍、 東 西 門 等-一 於テ ハ悉ク 之ヲ閉 ヅ、 〇 又 

大衆 等 左衞門 ノ陣外 一一 ァ ソ、 其數 幾多 ナ グヲ知 ラズ、 各々 聲 ヲ放チ 鼓. ヲ叩 キ、 高聲 

狼籍 勝- プ計フ 可 ラズ、 〇 事 /起因 ハ尾張 目 代 ト比良 野 祌人ト 相 論 ノ事ァ リ、 相 遞 

一一 訴申ス 間、 子 細ヲ 召問ハ ズ、 神人 三人 ヲ 禁獄 ス、 仍テ 衆徒 等奏狀 ヲ以テ 座主 -1 任 

ス 云 々、 


成 親備中 

11 流サ〃 


時 忠信 範 


成 親检非 

違 使別當 


賴盛福 原 

1 一向 フ 


等 配 流、 時 忠 尸 出 雲、 信 範ハ備 後 

訪 フ、 


廿 四 日、 或 人 云、 昨 日 早ク內 裏- 1 參 V 衆徒 ヲ追 歸ス ぺ キ由重 盛- 1 仰 セラ レ、 〇 衆徒 此 

事 ヲ聞キ -ズ返 散、 〇 或 人 云、 尾 張 目代禁 獄、 尾 張 停 任、 鈉 言 配流、 コ レ 衆徒 訴訟 ノ 意趣 

也、 

廿五 日、 今曉 大衆 等 參內、 社 輿 ヲ迎へ 奉 v〇 成 親 卿つ 備中國 -I 流シ、 目 代 ハ西獄 -1 禁 

ズ、 

廿 八日、 

廿 九日、 

玉海卷 

嘉應 

六 日、 小 

ス、 

七 日、 山 

十三 日、 

向 フ 


、此 夜半 計-一時 忠 卿信範 

、使. ヲ以 -ァ 時 忠信 範等ヲ 

之 四 

年 正月 

除 目 ァリ、 成 親 卿 ハ 右兵 


衞督 一 1 任ジ、 檢 非違 使 別 當ト爲 ベ 世 以テ 耳目 ヲ驚カ 


ノ 大衆 發向ス ぺ シ云々 - 

，或 人 云、 賴盛卿 今夜 福 原 

ベ シ 云々、 〇 山 僧 發向ノ 


二 向 フ、 是 レ 入道 相 國ノ命 II 依- グ 也、 重 盛 卿モ亦 明日 

風 聞、 

九 
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十 七 日、 入 道 相 國今曉 入京 云 々、〇 又 成 親 別當ヲ 停止 セラ 〃ぺ キ 由頻リ 一 1 辭 シ申ス 

云 々、 

廿ー 曰、 或 人 云、 天 下 物 忿、 六 原/ 邊 武士 羣集、 幾多 ナルヲ 知 ラズ、  , 

廿 三 日、 或 A 云、 昨 日院ー 1 於 テ山僧 愁申ス 、二 箇條ノ 事ヲ定 メラ ベ 其 趣" 成親ヲ 配流 

シ、 時 忠信 範等ヲ 召 還 サ ぺ シ 云 々、 

廿 六 日、 法 眼 尊忠參 ラ べ日來 山上 -ー ァ リ、 今 日 下 向、 佘 衆徒 訴ノ 事ヲ 問フ、 成親ヲ 配流 

シ、 時 忠等ヲ 召還 サ \  、 意 趣、 彌 以テ熾 盛 云 々、 

廿八 日、 左大將 (師長) ノ 失禮 -1 ヨリ 女房 飮 食通 セズ、 煩 ハ \、 

卅日、 去廿 七日 僭 綱等院 -! 參 リニ ケ條ノ 事尙 訴フ. 云々、 

嘉應ニ 年 二月 

一 一 日、 成 親 配流 ノ由 巳-! 山上 ュ 仰 セラべ 又 時 忠信 範等召 還 サ, ペン、 四日 成 親 云 々、 

八日、 一昨日 宣下 セラ レテ 云、 時 忠信 範等ヲ 召 還 シ、 成 親 " 中納 言 右兵衞 督等ヲ 解 却 

ス ベ シ 云 々、 

九日、 大衆 蜂起 云々、 〇 入道 內府 所惱、 〇 時 忠信 範昨曰 入洛、 


邦 
m 


十二 日、 入道 内府 (I  §  H) 昨 曰 戌 時 入滅、 生年 八十 六歲、 齡ハ惜 ム可ラ ズト雖 モ、 朝 家 彌 

古人 ナ シ、 悲 ムべキ 事 也、 

十五 日、 衆徒 和平 云々、 

ヽ 

嘉應ニ 年 三月 

十 四 日.、 今 日 上 皇 (六 條) 熊 野 ヨリ 還 ベ 

玉 海 卷之五 

嘉應ニ 年 四月 

一 日、 瘧病發 セズ、 佛法 加持 ノ 効顯、 

十 六 曰、 攝 政 (基 房 一賀 茂へ 參 ラベ コ レ院 宣 也、 

十 八 曰、 參 內、 邦 綱 -ー 逢 フ、 示 シ -プ 云、 來 廿三曰 故 殿 g 實) 若 君 首 服ノ事 アルべ シ、 

十 九 日、 法 皇 (後 白 河〕 南 京 -1 下向 ス、 

廿 三日、 故攝 政殿ノ 若君 近衞 第- 1 於 -グ 元服 ァ リ、 奉 行人、 ン邦 綱、 光 能、 光 長 等， ナ リ、 〇 今 

日/事 一向 院ノ 御沙汰、 

嘉應 ニ年閏 四月 . 

附  錄  一 1 
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同 五月 

廿 七 日、 與 福 寺權別 當 法 印 覺珍櫂 僧正 -1 任ズ、 六 僧正 希代 事 也、 

廿七 „«、 奧 夷狄 秀平 鎮守府 將軍  >ー 任ズ、 亂 世ノ甚 也、 

嘉應ニ 年 六月 

同 七月 

〇 三日、 攝政法 勝 寺 へ參  〃ノ間 、途中-一 於 テ越前 守資盛 1 1 女 車-一 乘リ相 逢フ、 而〃 

-1 攝政ノ 舍人居 飼 等 彼車ヲ 打破ん 事 恥辱-一 及ブ、 攝政 歸家ノ 後、 右 少辨兼 光ヲ以 

テ使ト 爲シ、 舍人居 飼 等ヲ相 具シ、 重 盛 ノ許ー 一 遣ハ シ、 法 -1 任セク 勘 當 セラ 产べ シ 

云 々、亞 相 返上 云 々、 

四 日、 山 僧 ト廣隆 寺 ノ僧ト 合 戰-ー 及 ブト ノ風說 ァリ、 

六日、 新院 逐日 增氣、 萬 死 一 生 シ御フ 云々、 

十 六 日、 或 人、 云 昨日 攝政法 成 寺 一一 參 ラント 欲ス、 而  〃一！  ニ條 京極邊 -ー 武士 群集 シテ殿 

下 ノ御出 ヲ伺フ 、コ レ前駔 等 ヲ搦ム ベ キノ 支度 云々、 仍テ殿 ヨリ 人 ヲ遣ハ シ見ラ 

\  、所、 已ー 1 其 實ァリ 、仍テ 御 出ヲ止 メラべ 末代 ノ濫 吹 倉 語 一一 及 バ ズ 云 々、是 則 チ 


基& 途中 

- ー逢フ 


零 

K 等 1 

メ ン 、 

ダ モ - 


-搦 

. ァ 


後白河 法 

皇福原 山 

庄ー 一幸 ス 


攝政基 Has 

ノ  .1SE 點凌 

辱セ ラ 


乘逢ノ 意趣 云々、 

嘉應ニ 年 八月  ~ 

同 九月 

廿日 、今日 法皇 入道 大相 國ノ福 原山庄 - 一向 ノ シ ム、 コ レ 宋人來 着、 叙 覽ノ爲 也、 我朝延 

喜以來 未曾有 ノ事 也、 天魔 ノ所 爲歟、 

嘉應ニ 年 十 3 

廿 一 曰、 或 人 云、 攝 政 參 \  ノ 際 途中-一 於テ 事ァリ 云々、 余 驚キ人 ヲ遣ハ シテ見 セシメ 

タル -1、 大炊 御門 堀 河 ノ邊- 一武 勇者 數多居 リ、 前 驅等 悉ク馬 ヨリ 引落 ス云 々、依 テ 

攝 政參ラ レ ズ、 今日/議定 延引 ス云々 、退出 ノ際攝 政 ヲ訪ヒ シ - 一面 會 セラ レ ズ、 〇 

凡ソ 今日 ノ事 左右-一能" ズ、 道 路 目ヲ以 テス , 一 1 如 力 ズ、 只 恨ム 五濁ノ 世- 1 生产 

ヲ、 悲哉 々 々、 

廿 二日、 今 明 物 公 心、 昨日 ノ事 巷說 種々、 但 前駆 五 人 ノ中四 人 ハ本鳥 ヲ切ラ 〃云 々、 

廿 五日、 御 元服 ノ 愈議、 

廿 九日、 或 人 云、 奈 良 大衆 蜂起、 

附錄  二 1 一 


武家時代^  w 究第 ニ卷  一四 

卅日、 少將 光能 院御 使ト シク 入道 相國ノ 許 (® 一一  向フ、 世人 何事 タ〃 ヲ知 ラズ、 

十一月  - 

三 日、 光能 福 原 ヨリ 歸參 云々、  . . 

サ 日、 今 夜 女 院御方 御佛名 也、 

廿 六日、 此日兼 實三條 萬 里 小路 ノ 第一 一渡 居ス、 件 家 ハ隆輔 朝臣 ノ家 也、 

廿 七日、 兼實 脚氣ノ 上 咳 病 、〇 赤 氣ノ事 人々 申シテ 云、 德 政ヲ施 ナパ 其 灾ヲ攘 マ だべ 

シ 云 々、 

玉 海 卷之六 

嘉應 三年 正月 

三日、 天皇 御 元服、 

十 六 日、 攝 政/御 許 ヨリ 大饗ノ 日必ラ ズ來ル 可シ、 琵琶 ヲ彈 クぺ シトノ 由示シ 送 ラ 

ベ 脚 氣 逐日 增シ 敢-プ 行步ス ベ 力 ラ ズ、 仍 テ 其 旨具シ 申ス、 

嘉應三 年 二月 

1 一 日、 伯 耆 守宗賴 ハ 入道 大納 言 光賴 最愛 ノ 少子 也、 而 シテ成 賴ニ申 付立テ 嫡孫 ト爲 


シ、 日記 文書 ヲ併セ ク成賴 ll 囑ス、 是レ彼 男 一 1 傳 

玉 海 卷之七 

嘉應 三年 四月 

同 五月 

同 六月 

廿 一 日、 上 皇 熊 野 ヨリ 下向、 

承 安元 年 七月. 

十日、 醍醐^ 都宗命 入滅、 

承 安元 年 八月 

十 日、 今 曰 攝 政 一： 墓 房) 前 大相國 ノ嫡女 ヲ娶ベ 

十五 日、 齋院崩 ジ 給 フ、 

廿 二日、 此日攝 政 室 家 嫁 娶ノ後 初 メーズ. 行 力 ベ ® f 

承 安元 年 九月 

十 一 一 曰、 齋 院 ト定、 


上皇，， i 原 

別庄 へ 行 

啓ノ議 


上皇 福 原 

渡御 


武家時代の W 究 第二 

廿 一 日、 今 日 ョ リ潮 Fig ヲ始ム 

承 安元 年 十月 

六 日、 定能 朝臣 來リ m テ 云、 來 

云 々、兩 三 曰 御經廻 アルべ 

八 日、 故 攝政殿 (基 實) ノ 母 儀 二 

廿 一 日、 今 日院 百日 ノ 御念 佛 

廿 一 一 日、 今 日 上皇 鳥 羽 殿 二 渡 

廿三 日、 今曉 上皇 入道 大相國 


卷 


1 六 


廿ー 日 上皇 入道 相 國ノ福 原 別庄- 一幸 ス べシ、 殊-ー 結構 

シ 云 々、 

品、 西 林 寺-一 於- グ 1 切經ヲ 供養 セラべ  」 

結願 也、  」 

御ス、 明曉乘 船ノ爲 也、  ■  一 

福原ノ 別業-一 渡御 ス、  -  i 


德 子入內 


承 安元 年 十一 月 

四日、 近日 上皇 重 盛 卿ガ六 波羅第 _| 幸ス ベ シ， 

承 安元 年 十二月  ， 

二日、 女御 入 內ノ雜 事ヲ定 メラべ 

十日、 建泰 門院 御佛名 也、 

十四 B、 此日 院姬君 入內、 0 今日 扈從ノ 公卿、 0 女御 (；^  M  ？ 帼 5! さ 永久/例 云々、 伹彼 


ハ 誕生 ノ昔ョ リ、 撫 育 ノ禮ァ リ、 隨 テ又 主上 ノ御孫 也、 仍 テ 儀 -1 於 テ 妨 グ ナ シ、 今 度 

已 -1 姊妹ク A べキ 歟、 尤 モ 以 ク 忌 ァリ如 何、 

玉 海 卷之八 

承 安二 年 正月 

二 月 十日、 此曰 皇后 冊命ノ 事ァ リ、 g,,f 一 ^ 子〇 中宮 司 時忠、 重衡維 盛以， 下 多 シ、 

承 安二 年 三月 

二日、 上總國 役夫 工事 云々、 

十 九 曰、 福 原 千 Is 供 養、 〇 公顯ヲ 正-一任 ズ ベ シ、  • 

廿 日、 上 皇 福 原 ヨリ 歸 ベ 

廿ニ 曰、 公 舜法印 僧正 ヲ加 へ ラ , ベ キ 由、 公 顯ハ 公舜ノ 弟子 也、 何 事ヲ以 テ公顯 公 舜 

ヲ超ュ ペケ ンャ • 

玉 海 卷之九 

承 安二 年 四月 

承 安二 年 五月 


十 四 日、 今 夜 建 春 門院 入內、 

廿 日、 今 日 洪水 殊 -1 甚シ、 六 波羅/ 邊 人家 少々 流 ,， 

承 安二 年 六月 

七日、 此曰 伊勢 _ー  公卿 ノ 勅使 ヲ發遣 セラ ぺ 勅使 力 內 大臣、 上 卿 ハ 余、 辨 (多 人ュ H  - 一  之 

ヲ 略ス) 外記ハ 中原 廣 元、 廣 季ノ子 也、 一 藤 外 記 也、 0 六 位 外 記廣元 § 事 小 庭 一一 參 進、 

十二 日、 次 二 右大辨 俊經持 一一 參富 肇宣命 草； 次 一 1 淸書ノ 料紙 筆ヲ召 ス、 兼 光之 ヲ持 參ス、 

蒔 繪ノ硯 筆 二 面、 墨 一 挺、 水 入 (土) 小刀、 擅帋 五枚續 一 面、 三枚 續 一 面、 各 禮帝ァ ジ、 已上 

柳 宮ノ盖 -1 置キ、 朝餉 方 -1 持 參ス、 主上 自ラ淸 書 シ給フ 、掘 川院ノ 御 時、 寬治七 年 始 

メープ 自ラ/ 御 淸書ァ リ、 鳥 羽院ノ 御 時 永久 二 年  一 I 初メテ 此事ァ リ、 是 皆 自ラ 萬 機 

ヲ行フ ノ後也 云々、 

廿 一 日、 參 院ノ 途中 公卿/車 二 相 逢 フ、 八 葉 車 也 誰人ナ 〃ヲ 知ラズ 云ケ、 是レ院 故 殿 

ノ御 墓所 _1 參 A 也、 

廿 四日、 兼實病 氣、 去 五月 ノ比 ヨリ 不食相 侵ス、 n レ每 夏ノ事 ナリ、 仍テ 驚 カザ ダ間此 

六 七日 增ス 云々、.  k 


行湛湛 .ig 
宗快野 
ノ 其 別 
濫子赏 


玉 海 卷之十 ， • 

承 安二 年 七月 

九日、 伊豆 國 異形 ノ 者出來 々、國 司 擁? 醜 核お 子細 ヲ註 進ス、 去 比 當國ノ 出 島 へ 

鬼 形ノ者 五六 人 許 出 來リ、 珍重 ノ船 一 艘蹄 f  5§  ^お 續チ 一一 乘リ件 島-一 來着ス 云々、 

鬼 類 等 弓箭 ヲ乞 フ、 島 人惜 ミ テ與 へ ズ、 怒 リタ 島人 ト戰ヒ ，遂 二 南海 ヲ指 シ テ 遁 \, 

疑ク ハ是レ 蠻夷ノ 類歟、 

廿 一 日、 法皇 新造 ノ 三條 御所 親 へ 御 移徙、 0 成 親卿從 二位、 丹 波 重任、 越後 重任 

云.々、 

承 安二 年 八月. 

十 三 曰、 熊 野 別當湛 快ノ子 法眼 潘宗ノ 從 者、 山 僧 ト去七 曰濫行 ノ事ァ リ、 山 僧 之ヲ怨 

ミ、 湛 宗ヲ伐 タント 欲 シ、 誤 -ズ 他人 ノ家ヲ 破 V  , 

承 安二 年 九月.. 

十 五 日、 上 總前 司基輔 ヲ以テ 神事 ノ間ノ 事 ヲ問遣 ハス、 

十七 日、 大 宋國ョ リ 法皇 並 -ー 平相國 入道 等へ ノ 供物 云 々、其 注 文 二 云、 日 本國 王-一賜 

ほ  缘  一九 


伊豆 源 © 

政 知行 國 


鬼 形- 

來^ 


, 者 


大 宋國ョ 

f  ノ 供物 


會輪^ 藕 

田 食 原 
千 法 
僧 花 


武家時代の 研究 笫ニ卷  二 〇 

フ 物 色、 太 政 大臣 二送ル 物色 云 々、賜 フノ字 頗ル奇 依 云々、 

廿 二日、 太唐ョ リ 供物 ァリ、 一 通 書 云、 日 本國王 -1 賜フ、 一 通 書 云、 日 本 國太政 大臣 ，1 送 

云 々、此 狀尤奇 條、 昔 朱雀院 ノ御 時、 大唐、 物ヲ 公家 並-一 左右 大臣 ：!^  g  .5  ^ 公 一一 贈 レノ 

公家/御 分 ハ西府 ヨリ 返 サ^ 左右 大臣 分 ハ之ヲ 留ム、 後一 條院ノ 御 時、 異 國ノ供 

物、 其 碟狀 主上 御名 ヲ書ク 、仍テ 沙汰 一一 及パ ズ返サ レ 了ヌ、 承曆ノ 比、 又 此事ァ リ、 其 

牒狀  一！ モ 日本 國 -1 廻 賜フ云 々、之 二 因リ 諸道-一問 ハ レ遂 -ー兩 三年 ヲ經 テ留 メラ 

ベ 時人 之 ヲ謗ル 、今度 ノ 供物 彼國王 -ー非 ズ、 明 州刺史 ノ 供物 也. 而 \  -I 其 狀奇怖 也、 

尤モ返 遣 ハサ〃 可シ 云々、 

承 安二 年 十月 

十 一 日、 福 原 -ー 於 -ズ法 花經會 ァリ、 

十 三 日、 法皇 今 日輪 田 千 僧-一向 ヒ給フ 云々、 

十 九 日、 今 日 上皇 福 原 ヨリ 還 御ス、 

廿 三 曰、 行 幸 無 人、 仍 テ 上皇 六 借 ジ給フ 云 々、 

廿 七 日、 法 皇熊野 精進 屋 -ー 入リ 給フ、 


日本！ I 王 

一一 賠フ 


事義新 田 上 
重 田 御 野 
跳 厨國 
ノ司 園 


承 安二 年 十 一 月 

二十日、 此次雜 麦 ヲ談ジ 語 リ テ 云、 陽 成院 、ノ 暴 惡無雙 、二月 祈年祭 以前 一一 自ラ 刀ヲ拔 

テ人ヲ 殺 害 シ 給 云 々、此 ノ如キ 事-一 ヨリ テ昭宣 公 天子 7 位 ヲ奪ヒ 奉 リ小松 天皇 

-I 授クダ 也、 時 -1 諸 卿 異議 ヲ出ス 事 一 揆ナ ラズ、 融 大臣 深ク此 心ァ リ、 仗 議大 -i 濫 

吹、 爱 二 參議諸 葛 手ヲ劎 -ー懸 ケ、 御 服 ヲ見テ 曰ク、 今 H  ノ事偏  一！ 太 政 大臣 ノ 語-一 隨 

フ ぺ シ、 若シ 異議 ヲ出ス ノ人ハ 忽 チ誅ス ベ シ 云 々、時 二 諸 卿 異議 ヲ止メ 、相 率 ヰ テ 

小 松 親王 ノ 第- 1 參ジ之 ヲ迎へ 奉〃 云々、 昭 宣公ノ 外孫 親王 タリ、 彼ヲ 以-プ 吹噓シ 

奉 可キ 由、 人 以テ之 ヲ疑フ 、而シ テ老欄 ノ舊王 ヲ以テ 天子 ノ位 ヲ踐マ シム、 賢ノ 

至 也 • 此裒 委細 ノ記 先年 見〃 所 也、 

廿 一 一 日、 侍 等 云 フ、 北門 ノ內 -1- 物 ノ骨ァ タ、 其 長 六七寸 許、 上下 節ナ シ、 其 上皮 肉ナ シ、 又 

頗 ル白シ 云 々、 

玉 海 卷之十 一  . 

承 安二 年 十二月  . 

1 日、 祭 主 卿 言，， 上 上野 國園田 御厨 司訴申 新田 莊司 義重妨 事； 仰 任， 度度 綸 旨， 糙 令， 遂，， 對 

附  錄  ニー 


陽 成院暴 

惡無雙 


武家時代の 研究 第二 卷 i 


二 11" 


決； 


三 日、 六 位 外 記 中原 廣元 參來 云々， 

六日、 上野 國園田 御厨/ 事 

此文兼 光 憚 出 來之時 所，， 渡 與， 之 文 也、 非，， 急 事， 之 上、 辨 未お 之 間、 チ今 遲 留、 仰& 度々 綸 

. 旨； 令. 遂，， 對 決；  . 

八 日、 余 參內ノ 間、 別 當成 親卿ョ リ檢 非違 使 朝忠ヲ 以テ示 シ -ズ 云、 近 03 京洛 狼 鐯、 仍 -グ 

夜行 ヲ行フ ベ キ由仰 セ下サ ベ 九 條殿ノ 御預ノ 中、 夜 行ヲ書 セシム レノ 間、 住 人 等 暗 

-ー 削除 セ シ ム、 事 尤モ穩 便 ナラズ 、何 樣候フ ベ キ、 答 へ -ズ 云、 此 衷 一 切 聞及パ ズ、 左右 

ナク 削除 セ シ ム ル 條尤奇 依、 早 ク尋ネ 沙汰 ス ベ シ 云 々、〇 前大納 言 實定卿 、ノ 日記 

多ク 相持ッ 云々、 其 中 一 切 披露 セザ r 記" 花園 左大臣 ノ記 八十 餘 卷、 四 條月部 記 

百 餘卷、 殊秘 藏ス、 凡 此外漢 家 本朝/ 本書、 抄物 其數 萬餘卷 -1 及 ブ 云 々、 

廿 二日、 抑 今 曰復辟 アルべ キ也、 而ル -ー 俄-一 延引、 來廿七 曰 云 々(中 略) 今 度讓位 ノ始メ 

ヨリ 偏 一一 寬治ノ 嘉例 ヲ逐ハ 〃、而 ル -I 此 事-一至 リテ ハ宽 治ヲ弃 ラレ 天 永 ヲ用ヒ 

ラ \  、"如 何， 就 中天 永ノ 例-一 於テ ハ大治 久安ヲ 逐用ラ べ卽不 吉、 仍 テ御 元服 ノ 


殺人 重 
害祌盛 
ス人ノ 


時、 此 沙汰 出 來、 隨 テ 又 八歲踐 IT 十 一歳 御 元服、 次第 巳-一 寬治ノ 例-一 相 叶、 忽 チ 吉 例 

ヲ 弃置ノ 條太タ 由ナキ 事 也、 此 ノ如 キノ 事 時 忠ガ如 キノ 所行 也、 君子 細 ヲ 知 食サ 

ズ、 人 又 實ヲ申 サシメ ズ、 衰 世 也 云々、 

廿 四 日、 南 都 Z 衆徒 蜂 起、 此 事ノ起 r 伊賀 國/ 住人 泰日ノ 神人 ト鬪 靜ノ事 ァリ、 而〃 

ノ間 神人 殺害 セラ , 云々、 仍テ件 輩 罪科-一行 、ノ 〃ベ キ由訴 申ス、 裁 報ナク 日月 ヲ 

送べ 之 二 因リテ 大衆 上洛 ス ベ シ 云々、 件ノ 神人 ヲ 殺害 ス ル輩ハ 重 盛 卿ノ家 人 也、 

頗^ 執 シ申ス -1 依リ 沙汰 ナシ 云々、 大衆/ 訴 道理 ノ叉 道理 也、 

廿 八日、 詔書 又 兼 光之 ヲ作 だ、 今 夜 俄 力 一一 其 儀 變ズ、 尙ホ 寬治ノ 例-一依〃 ベ キノ 由、 議 

出來云 々、是 十二 歳復 辟、 十 三 歳吉書 ヲ覽ラ \ つ 近 來院/ 外更 ラ -1 以-プ 其 例 ナシ、 

件例頗 、： V 以 -プ 不 快、 仍 -プ忽 チ又寬 治 ニ歸 セラ 〃、モト ョ リ 中間 ノ異 議、 甚 ダ 異檨ノ 

事 也、 近 代 朝 務掌ヲ 反スガ 如シ、 朝-一成 リ暮二 敗 〃ト ハ 實ニ此 謂歟、 

廿九 H  、園 田 御厨 ノ事 覆奏ノ 爲メ 返付 レ了ヌ 、〇 兼 光申シ テ 云、 女院 伊賀 國 御庄 庄役 

公事 先日 申サレ 畢ヌ、 員數ヲ 定メテ 申スぺ シ、 云々、 廣定廿 石 ニ過ギ ズ 云 々、其 內 本 

所-一十三 石ヲ濟 ス、 然者今 七 八 石歟， 
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承 安二 年閏 十二月 

二日、 除目雜 事、 〇 宇治 殿 始メテ 攝政內 大臣 タグ 時、 左 右大臣 ノ 上-一列 スべキ 由 宣下 

セラ V 後關白 左大臣 クレノ 時、 太 政 大. 臣 ノ 下-一列 スべキ 由 宣下 セラ ル云 々、是 乃 チ 

攝政 重任 タ, -1 依- ズ也. 

七 日、 叉 仰 二 云、 都 田 御厨 事 云々、 〇 兼 光語リ テ 云、 來 十四日 法 住 寺 殿へ 幸 スぺシ 、十 ヒ 

日 還 御 アルべ シ 云 云、 0 兼 光 叉 云々、 今夜 小 除 目ァリ 云々. 是則チ 近 江守實 範殊寵 

ノ 間、 江 州 -1 相轉 ゼラ严 ベ シ 云 々、 

十二 日、 明 法 博士 範^ 來べ 昨日 ノ 召-一依 ダナ ソ、 尋 問ノ 事ァリ 云々 、〇 神宮 ノ文 書 事、 

〇 都 田 御厨/ 事 、〇 近日 改元 之 由 萬 平 天下 風聞、 

十四日、 今夜 御 方 違 トシ- ズ法住 寺-一行 幸ァ リ、 來 十七 日 還御ス ベ シ 云 々• 

廿 四日、 寬德 以後 新 立 ノ莊圚 加納停 廢-! 至ソ， ズ ハ 先例 アル ノ 所-一 於- グ ハ 裁許 セラ 

〃ベ キ歟、 

玉 海卷之 十二 

承 安三 年 正月 


少納言 源 

信康 


濱名神 戸 


舟木庄 


三 日、 明 後 曰 (五 曰) 上 皇 宇治へ 渡御 シ給フ ぺ シ、 密々 ノ事， 

四 日、 今 曰 攝 政 (基 房) 宇 治へ 向ハ V 是若ク ハ 明日 御幸 ノ間ノ 事ノ經 營歟、 

六 日、 入 道大納 言 (I) 昨 日 薨逝云 々、〇 抑少納 言 源 信康四 位-一 留〃 コ ト 希代 ノ事 也、 古 

來攙カ -I 兩 三人、 皆是レ 才能 相兼ノ 輩、 華族 英雄/人 也、 信 康ノ爲 體ハ此 撰 -1 應 ゼ 

ン 哉、 權 門 -ー 非 ，ス、 英 華 ュ非ズ 、才學 ナク藝 能ナク 一 能 ヲ備へ ズ、 片 善 ヲ 擧 ケズ、 驚ク 

一 I 足リ奇 トス〃 -1 足 ベ 未 曾 有ノ事 也、 

十 1 一 日、 奈 良^ 都 信圓大 僧都 二 任ジ、 僧正 覺讃 法務 二 任ジ、 座主 明 雲 輦車/ 宣旨ヲ 蒙 

ム X 

十三 日、 此 日朝 覲 行幸 也、 

廿五 曰、 遠 江 國濱名 神 10- 司職ノ 事、 

承 安三 年 二月 

一 日 、宮司 公俊 新年 祭/時下 遣ハ サ 〃，へ キ事、 

廿三 曰、 女院 御領 舟木庄 役夫 工事、 〇 女 院御方 殿上人 世間 役ノ 事、 

承 安三 年 三月 
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一 日、 此 曰最勝 金剛 院 執行 泰 實、 謀 * ノ事ニ 

此僧 ハ 父 法 橋泰尋 重代 奉公 ク ル者 ナタ- 

ァ リ、 彈指 スぺキ 事 也、 

1 1 日、 今 朝 關 白 (甚 房) 宇 治-一向 ハル 云 々、 

三日、 今日 女 院御不 豫ノ事 アジ、 

四 日、 女 院 灸治、 

十日、 今日 院  一 I 伺候 ノ 入道 法 師 (西 光ト 名ク、 

寺 領 _ 一堂 ヲ立テ 供養 セシム 云 々、上 皇 渡 

向フ云 々、彈 指 スぺ キノ 世 也、 

十 1 一 日、 十 日 上皇 西 光堂 供養 二 渡御 シ、 終日 

十 三 曰、 今 曰 兼 光 語- グ曰ク 、去年 沙汰 ァ 〃所 

草 シ、 敎 長 入道 淸書ス ベ シ云 々、件 狀 " 只 

一 筆先 例ノ 由ヲ 注進 ス ベ キ 歟. 宋 朝定メ 

厨子 一 脚、 納= 色 革 三十 枚； 同 手箱 一 合、 納，， 沙 


二-六 

ョ リ所 帶ヲ上 ダラ レ、 在所 一 1 追 却 セラ だ、 

仍 -プ少 々ノ 過怠 ハ相宥 ラル、 所、 今 此 事 


左 衞門尉 入道 也、 故 信 西 乳母 子 云々) 淨妙 

御ス、 公卿 殿上人、 院ノ 北面 ノ人 等濟々 行 

事ヲ 奏スダ 能ハズ 云々、 

ノ 異國ノ 供物 ノ 事、 返 牒 ァ リ、 永 範 卿之ヲ 

偏-一進 物ノ 美麗 珍重 ノ由 ヲ褒ム 云々、 尙 

テ思 フ所ァ y 歟、 答 進 物 等、 法 皇 進 物 (蒔 0 

金 百 兩，) 入道 相 國遣物 (劎 一 腰、 手箱 一 合、 在，， 


物 具 等，) 件 物 等/ 體 偏- 1 新 儀 歟、 武 勇 ノ具境 外-一 出 V コ ト審 ラ然 \ 可 ラザル 事 也 • 

廿 一日、 今日 淸輔 朝臣 來リ和 哥ノ事 等 ヲ談ズ 云々、 

廿 一 一 日、 去 十四日 ヨリ 廿日 一一 至 リ、 入 道 相 國福原 -1 於 テ 護摩 ヲ修セ ラ ベ 件 ノ間宋 朝 

. ヨリ 使者 ヲ 送 V 入 道 (I) 合 眼 セズ、 人ヲ以 テ逢ハ シム \ 間、 唐人 大 -I 怒 リ歸リ 了ヌ、 

凡ソ 異朝 ト我國 ト頻リ 一一 以テ， 親 眤、 更 ラ 一一 廿心セ ザ, 事 也、 

承 安三 年 四月 

九日 、今日 晚頭按 察 使 公通 俄 二 薨ズ、 

十二 日、 午刻 許-一 火 ァリ、 院ノ 御所 七條殿 云々、 院 " 今 熊 IMI 御參 籠、 女 院新院 御在所 

也、 當 院 共 -1 法 住 殿-一渡 リ給フ 、佘彼 御所-! 參 \ 云 々、平 大 納 言 重 盛卿參 入、 中 廊 ヲ 

壞 タシム 云々、  - 

十 八 日、 今 日 五輪 房 法 印 入滅 シ了ヌ 、顯 密ノ楝 梁惜テ モ餘リ ァ リ、 就 中 多 年 相 憑ム. ノ 

人 也、 哀 ム ベ シ 云々、 

廿 九 日、 高 尾 聖人 文 覺、 院 中二 參リ 眼前-一千 石庄ヲ 所望 ス、 許容 ナキ- 一 ヨリ 種々 ノ惡 

言 ヲ吐キ 、殆ド 朝家- 1 放 言 ス 云 々、仍 テ， 北面 ノ輩仰 ヲ承リ 之 ヲ搦捕 へ、 凌 礫 シテ檢 
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非 違 使 一一 給フ 云 々、是 叉 天魔 ノ所爲 也、 

承 安三 年 五月 

廿 二日、 南北 衆徒 大ニ 發ス 云々、 

廿九 曰、 南北 大衆 蜂 起、 凡 ソ止ム ベ キノ 期ナシ 云々、 或 人 云、 長 者 御沙汰 懈怠 ノ 故-一大 

事- 1 及ブ 云々、 但シ 南都 長者 ノ宣ヲ 用 ヒズ、 力 及バザ ル事 歟、 

承 安三 年 六月 

六 日、 關 白 (基 房) 新 妻ヲ迎 ヘラ グベン 云々 ズ道大 相 國 (淸 盛) ノ娘 云々 (世-一白 川 殿ト號 

ス、 故攝政 殿 (甚 實) ノ 室 家 也、 世 間 遍-ー 謳 哥ス、 實否 ヲ 知 ラズ、 

八日、 或 云、 大衆 ノ裒 南北 相 共 一 1 和平 ノ氣色 ァリ、 

十日、 近日 主上 犬ヲ好 ミ 給 フ、 

十 一 曰. 或 人 云、 關 白 ノ邊ノ 事、 來 廿 一 日、 若 ク 、ノ 廿六曰 ノ間云 々、是 偏 -ー 法皇 御 結構 云 

々、萬 事 狂 亂ノ世 也、 

廿 一 日、 今 日山ノ 僧綱 等、 皆悉 ク院- 一 召 サレ、 大^  ノ 發起 ヲ 制止 ス ぺ シ、 若 シ尙ホ 蜂起 

セ V 僧綱 等 皆 所帶ヲ 停止 シ、 洛陽 ヲ逐ハ ルべシ 云々、 


多武峯 


法 勝 寺 御 

八講 


多武峯 一 

宇 ノ外全 

燒 


多 武峰ノ 

燒失  < '山 

階 寺ノ所 

爲 


廿 三日、 南都 V 衆徒 一 昨日 多武峯 坂下ノ 在家. 等 ヲ燒ク 、せ 四. 日 同斷、 廿， 五 日 伺. 斷、 廿， 七： 

B 同斷、 廿 八日、 三十日 同斷 

玉 海卷之 十三 

承 安 三 年 七月. 

1 日、 南 都 僧綱 已下併 セテ公 請 ヲ 止 メ ラ だ、 

三日、 法 勝 寺 御 八 講初曰 也、 御幸 ァリ、 晴ノ 御幸 ノ時 1 人 モ參仕 セズ、 尤モ奇 依/事 歟、 

證 誠公顯 僧正 一 人 也、 三 論法 相ヲ 論ゼズ 、輿 福柬大 ヲ分タ ズ、 惣 -プ 南都 僧綱 已講已 

： 下、 講師 聽衆ヲ 請 ケ ラ レ ズ、 只 延曆寺 園 城 寺 許 云 々、 

四 日、 多 武峯ノ 中、 平 等 院 一 院、 幷 ，1 中 之 堂ト云 マ、 堂 一 宇， ハ カリ 燒ケ 殘リ、 自餘ー 切殘 

ラ ズ.、 聖 靈 院、 十 三重 塔 悉 ク. 以テ 灰燼 云 々、件 塔、 ジ 本願 定惠 和尙 入唐 歸朝ノ 恃、 唐 ョ 

ス船 -I 乘セ- プ渡シ 奉ル所 也、 

七日、 多 武峯ヲ 燒失ス ル ノ條已 -ー 大事 也 • 山 階寺ノ 所爲、 罪 科輕 カラ ズ云 々、 

十 一 一日、 或 人 云、 山門 ノ 衆徒 院宣-一 ヨリ 頗ル 蜂起 ヲ止 ム、 

十^日、 南都- 1. 院宣 ヲ下 ス、  ....  a.- 

0  0  二 九 
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十.：^ 日、 南 都 衆 徒 欝憤、 又 奉行 ノ者等 同ク結 欝、 放 氏 云 々、張 本 ヲ召進 セズパ 所 知悉 ク 

沒官ス ぺ シ 云々、. 

廿 一 日、 南 都 衆徒 ノ事 情、 衆 徒 四 五 千 人- 1 及 ブ、 悉 ク皆 甲胄 ヲ被ム 产者 也、 院 宣 へ / 答 

辯、 

廿 四 日、 午 刻 ヨリ 風痺發 動、 蹵 ク相 支フ〃 間、 已 一 1 以-プ 東西 ヲ失フ 如シ、 〇 伊勢 大神/ 

コト -1 付 廻文、 

承 安三 年 八月 

一 日、 山 ノ 法眼 所 惱ヲ訪 、ン ン爲メ  -1 來 K  、物 ヲ隔テ 、相 逢フ、 

四 日、 南都 一一 仰 遣 ハサ ル、 趣、 衆徒 猶 ホ以テ 請 ケ V 

五 日、 關 白 (基 房) 昨 曰 ョタ惱 マべ 霍亂ノ 如シ、 

八 日、 皇 后 宫 御 不 例、 九 日、 南 都 多 武峯ノ 事、 

十 日、 皇 后宮 曰 來御不 豫、 只 今已 -1 危 急、 

十 1 1 日、 皇 后宮 危急- 1 付 病ヲ勉 メテ參 內、 

十 三 日、 申 刻 許 -1 宫獲麟 シ給フ 由 其聞ァ リ、 其 實少 シク快 方、 今 曉 大便 謝 シ給フ 、又聊 


力 御 食事 ァ リ、 此 事 還 テ恐 产ぺキ 歟、 

十 四 日、 驗 者 法眼 圓 實. 去 夜 逐電 退 出、 數 度 召セド モ參 ラ ズ 、禽 獸ノ 如キ者 也、 彈 指 ス ベ 

シ 云 々、 . 

十 五 日、 今 日 戌 刻 許 皇后 宫 薨 逝、 宮 御年廿 八、 十 二 年ノ后 位、 夢 ノ如キ 歟、 下 官年來 /間 

病舸 身-一纏 フ、 嗟 乎 恐レザ ラン 哉、 愼 マザラン ャ、 凡 生者必滅 ノ理、 眼 前 -1 顯ハ ル也、 

十九 日、 南北 大衆 猶以テ 蜂起、 

廿日、 或 人 云 下 官新御 願 寺 額、 幷 願々 文 等ヲ書 ク可シ 云々、 事 實ナラ パ太ダ 見苦シ 

キ 事 也、 故 殿 (忠 通) 代 々御 願 寺 額 書カシ メ給フ 云々、 面目- 1 足 产べシ ト雖モ 、當時 後 

代 一 一 恥辱 ヲ招 クべキ モノ ナジ、 

廿 一 曰、 改 勘 云 々、六 十 年 ノ間文 道-一 ヨリ- グ 奉公 ス、 未 ダ此 ノ如キ 事-一 逢、 メズ、 縱シ道 

理ノ難 ァリト 雖モニ 旦置 カルペ キ所 歟、 何 ゾ況ン ャ難ヲ 受ケン 云 々パ菅 在 茂ハ家 

臣 タ リ、 丞 相 自ラ文 道 Z 事-一 暗 シ、 在茂ノ 才 ヲ以ク 我ガ才 ト爲ス 、故-一難 ヲ 受クト 

云フ、 j  . 

廿 三 日、 山 階 寺 ノ別當 補替セ ラレ 了ヌ、 覺珍 僧正 云 々、 


伊勢 職 =J 受 

神々 寶 
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廿 五日， 或 人 云、 大衆 ノ 事尙ホ 以ク 蜂起 シ 南北 敢-プ 和平 ス 可ラ ス、 

廿 七日、 或 人 云、 奈 良 大衆 等 所 司 二人 ヲ進メ 申シテ 云、 張 本 ヲ進ム 可ラズ 云々、 

廿 八 日、 山 階 寺 別當ノ 事、 〇 今日 伊勢 璺受宮 神 寶發遣 云々、 來月 遷宮 ノ爲 也、 

承 安三 年 九月 

三 日、 山 僧 峰 起 云 々、 

九日、 來月廿 一 曰 供養 セーフ ダぺキ 建泰門 院 (平 滋 ま 新 御 願額ノ 銘書キ 進ゼシ ムべシ 

云 々(兼 實 -1 命ゼ ラレ シナ リ) 

承 安三 年 十月  . , 

二日、 山 大衆 彌 i 以ク 蜂起、 

廿 一 日、 新 御堂 ノ 供養 也 .〇 今日 南都 衆徒 竊 -1 上 洛、 座 主-一 逢ヒ 勝負 ヲ決ス ぺキ由 風 

說、 

承 安三 年 十一月 

三日、 南都 大衆 已 -1 宇治- 1 集會 云々、 . 

四日、 大衆 ノ事 一一 ヨリ 武者 等內裏 ニ參ル 、〇 南都 大衆 未ダ 宇治- 1 至 ラ ズ、 木津/ 邊 一一 


在リ、 〇 大衆 申 狀 、ジ 座主 ヲ 配流 セラ ダ V シ V 叉 覺舆ヲ 返サル ベ シ父 尙ホ山 僧 七 

大寺ノ 庄ヲ取 ラント 欲ス、 件ノ 張本ハ 禁獄 セラ ス ぺシ、 

七 日、 春 日 祭 大衆 ノ事 一一 ヨリ テ 停止 セラべ 

十 一 曰、 今 夕 法皇 御 進 發、 今 曉 衆徒 分散、 

十 1 1 日、 十 五大 寺 領諸國 末寺 ノ莊菌 併- ズ以テ 沒官シ 、其 寺 用-一 於- グ ハ國司 _1 付ク ベ 

シ 云 々、未 曾. 有 ノ事 也、. 

承 安三 年 十二月  ， 

四日、 今日 關白示 サグ、 事 等 、〇 十五 大寺領 沒官ノ 事、 

廿 七日、 多武峯 修復 云々、 

玉 海卷之 十四 一 

承 安四 年 正月 _  -  ■ 

同  二-月 ■  .  、 

十九 日、 今日 ヨリ 御懺法 ヲ行ハ べ而. ルー 一指 合一 一 ヨリ 御八講 延引 云々、 恒例/事 停止 

甘心 セ ズ、 就 中 故 殿御 忌日 -1 事ヲ行 パ レ 畢ヌ、 默止ス ぺ カラ ザ 〃歟、 


武家時代の 研究 1 卷  ，  三 四 

廿 五日、 女院 御所 炎上、 

承 安四 年 三月 

十六 日、 法皇 並 -1 女院 入道 相國ノ 福原ノ 別業-一 向 ヒ給フ 、來, 十九 日 伊津 岐嶋へ 參 

詣 スべ シ 云々、 件 社 ハ此七 八年以 來靈驗 殊勝、 入道 相國ノ 一 家殊 -1 以テ 信仰 ス、 仍 

テ 參 詣 シ給フ 所 也、 

廿 1 一 日、 學問科 云 々、 

承 安四 年 四月  j 

同. 五月 

五 日、 定 家 曰 記 • 云 々、 

十日、 俊經 兼光兩 人詩ノ 評定、  . 

承 安四 年 六月 

一 P  、官厨 家 水 ニ破ヲ 送べ 

三 日.， 典 藥頭定 成來リ 問 一， 所 惱； 申 云、 專 ラ寸白 ノ所爲 -1 *k ズ、 大都脚 病 ノ致ス 所 也、 但シ 

此 -1 於 _プ " 1 ノ名 アジ、 不銷食 病 云 々、蒜 ヲ 服スク ヨリ 外" 滅 ヲ得ガ タキ #、 


六 日、 京 極東 勘 解 由 小路 南 春 日 北 二 町 燒亡法 成 寺頗〃 近邊カ 〇 淸辅 朝臣 ノ家燒 失、 

和歌 文書 、ノ ー紙モ 燒失セ ズ 云 々、 

十五 日、 二位 中 將ノ車 副ヲ皇 后宮 權大夫 朝方 搦 取べ 此 事-一 ヨリ 關白 再三 朝方 卿 ♦ 一 

仰 セラ〃、 モ、 由緖ァ タト 稱シテ 敢-グ 承引 セズ云 々、十 九日 中將ノ 車副ト 長方ノ 

牛童ト 云々、 

廿 七日、 勸學院 給料 云々、. 

承 安四 年 七月 

三日、 法 勝 寺 御 八 講始メ 也、 御幸 アジ、 邦 綱 卿 以下 上達部 僅 力 - 一四 五 人 云 々、人 數 不足、 

頗 〃六 借 セラ レ給フ 云々、 

九日、 去 夜 臨時 除 目 ァリ、 右 大將重 盛 卿， 參 議成範 卿 云々、 大將/ 事 重 盛 兼雅兩 人ノ間 

疑 ヲ持ス ダァリ 云々、 而禪門 ノ心重 盛- 1 ァ リ、 仍 テ任ズ ダ所也 云々、 將 軍ハ顯 要 也、 

古 來其人 ヲ撰ヒ 補 ヒ來〃 所 也、 今 重 盛 卿當時 -1 於- プ "尤モ 當仁ト 謂 フ ベ シ、 嗟 乎 

悲哉、 

廿 四日、 隆 職宿禰 保元ノ 相撲 圖ヲ 持チ 來产、 

附.  錄  さ 五 
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武家時代の 研究 第二 卷  一二 六 

承 安四 年 八月 

二日、 天晴、 此 曰仙院 (I §) へ 行幸、 七番/ 相撲 ヲ御 覽、 盖 是レ寬 治 壽保ノ 吉例 也、 八 日、 相 

撲等云 々、  .  . 

十九 日、 信範 入道 相 國ノ許 (1) 一一  向フ、 

承 安四 年 九月， 

玉 海卷之 十五  、 

承 安四 年 十月 

十 日、 今 日 法皇 ズ 若 宫 (I I) 仁 和 寺 ノ宫- 一渡 ラル、  . 

承 安四 年 十一月 

四 3、 脚氣更 -1 發ス 〃氣 アジ、 

十五 日、 傳聞ク 、一 昨日 春 日 祭 近 衞使維 盛 病 ト稱シ テ丈六 堂 ノ邊ョ リ歸 洛ス、 是則チ 

平 將軍ノ 郞徒等 堂 衆ト騷 動ノ賓 ァリ、 其 事-一 ヨリ 大衆 ヲ恐レ ク歸洛 ス，〃 所ナヌ 

云々、 

承 安四 年 十二月 


1 ぼ、 丹 波 國少目 從七位 上 藤 井 宿 禰有包 式部 史生 

；: 但馬 國少目 同 中原 朝臣 武澤兵 部史生 

--. 周 防國目 同- 播磨宿禰吉定^^^ 部 史 生 

： ノ女院 准后當 年給 同 ク之ヲ ヘス、 

ジ此間 諸人 補任 ノ 次第 ヲ 揭グ、 

玉 海卷之 十六  . い .ノ 

承 安五 年 一月 

1 日 、抑 主上 御 笛ヲ吹 カシム 〃事 近古 ノ例 ハ寬治 三年 正月 十一 日 堀川 院 (f 十) 始メ 

ノ， -ァ 御 笛 ノ 事 ァ リ、 •  ■ 

A 日、 長 光 朝臣 參ソ來 ジ、 叙 位 ノ間ノ 故 * ヲ申サ グム云 々、愚 案 ス \  -1 、此 ノ 如 グ長光 

我朝ノ 古事 ヲ 知べ 當世肩 ヲ雙ブ 〃者 ナシ、 空シク 員外- 1 沈 ミ-グ 登用 ナキ ハ 、君、 臣 

ヌ 知- フザ  〃ノ致 ス所ナ リ、 哀 哉、 

承 安五 年 二月 ： :r 

廿 六日、 昨 曰 東大寺 ノ別 當顯惠 入滅 、近日 ノ 疱瘡 云 々、 
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承 安五 年 三月 

一 日、 今日中 將知盛 入道 相國/ 使ト シテ額 板ヲ持 來ス、 

二日、 主上 聊カ 不豫、 

三 日、 主 上 不 豫、 先 曰 戌 刻 許 鼻血 出、 デシ メ給 フ、 

九日、 入道 相 國室ニ 品 堂 供養 也、 法皇、 建 春 門院 臨 幸、 中 宮、 白 川 殿 各 其 筵-一 臨、、、 給 フ、. 

十三 日、 法皇 熊 野 へ 進發、 

玉 海卷之 十七 

承 安五 年 四月 

十五 日、 阿蘇 社ノ 訴訟 却下 セ ラ 〃云々、 

承 安五 年 五月  ■ , 

十二 日、 丹 波 國小幡 庄園 新 立/事、 

廿 七日、 少將維 盛 CJ! 賴卿) 衆人 ノ中 容顔 第一 也、 

承 安五 年 六月 

十三 日、 姙者忌 ノ事 、〇 一、 妻妾 ノ 事、 問 曰、 假令 人妻 三人 ァ リ (Is 1^) 其. 嫡妻、 本妻 年お ヲ 


中 將如盛 


阿蘇 杜_ 

i 


長 光病チ 

扶 ケテ來 


右 衞門督 

宗盛 

Is- 赏嚴岛 

ノ 額チ誊 

ク 


歷, モ 1 子 ナン、 妾 妻 今 嫁 娶シク 子 ァリ、 而シテ 其 妻 等亡セ V 其 夫何ヲ 忌 ム 哉、 

十 七 日、 法 皇 今 熊 野 二 參 籠、 

十 九 日、 長 光朝 臣來べ 今春 ョ リ病氣 、今日 相扶ケ -ズ來 べ師ヲ 優シ老 ヲ優ス (II ^ セ) 故 

一一 簾 中- 1 指 入 レ雜事 ヲ談ズ 、未 ダ全ク 老耄ノ 氣ナシ 、漢家 本朝 ノ 故事 ヲ咄ス 明鏡 

/ 如 シ、 仰 ク ベ シ 貴 ブぺ シ、 師元已 一 一 沒ス、 我 朝 ノ舊事 ヲ知ル 者、 只 長 光 1 人ノ 一； 云 

云、 

承 安五 年 七月 安元 元年 

十 三 日、 今 日 右 衞門督 宗盛信 基ヲ以 テ賴辅 一一 示シ送 リ-プ 云、 伊 津 岐島ノ 額 申請べ シ、 

恐 ァソト 雖モ本 額 ハ前大 lE 正之ヲ 書べ 今 又 鳥居 ヲ立ッ 、仍テ 額 ヲ 打 ベ シ 云 々、 

廿 八日、 改元 ノ事 アジ、 承 安五 年ヲ 改メテ 安元 元年 ト爲 ス、 

承 安五 年 八月 

廿 三日、 近日 山門 衆徒 蜂起 云々、 事ノ起 グク賀 茂 (I 祖)/ 編 宜ト延 曆寺ト 領地 (^i;^ 

. ..) 相 論 云 々、 - 

廿 九 日、 兵 器ヲ 神祠, ー祭产 事、 

«  #  一一  一 九 


武 家 時 代 の w 究 4J^M1 卷  gs 

承 安五 年 九月  , 

同  閏 九月 

館 七日、 法皇 及 建 春 門院 熊野ョ リ還 向、 佘參 入、 次 二 高 松 殿 -ー 參リ 女房 -ー 謁 ス、 ff-  _1 參內、 

古ノ人  實守卿 ト數刻 文談、 件 人 ハ漢家 本朝 稽古 ノ 人 也、 貴ブ ベジ々々々々、 〇 深更 -I 及ビ、 

女房 安藝 (g^^f) ヲ招 引シ、 攀 ヲ禪ゼ シ ム、 佘時々 和 琵琶、 又 主上 笛 ヲ吹カ ン メ給 

フ、 御意 氣太ダ 神妙 也、 

玉 海卷之 十八 

安元 元年 十月  ， 

0^ 三日、 今日 蓮 花王 院ノ內 惣社 祭 云々、 公卿 殿上人 及 僭 綱 等相幷 十三 人、 別 院宣  一 I ョ タ 

at 長 ヲ騎リ 進 ゼ シ ム 云々、 凡ソ其 風流 過差敢 テ 云 フ ベ 力. ラ ズ、 未 ダ 曾， グ此ノ 如 キ 

事 ァラズ 云 々、國 家 ノ 費、 喩 ヲ取 グー 一物 ナ シ、 法 皇七 條殿ノ 棧敷 ,1 於テ 見物 シ 給フ、 

法 白』 福 原 十一 日、 法皇 禪門相 國ノ福 原 別業-一幸 ス、 密々 事 也、  . ,v  -t  V  ... 

二幸ク 

十五 日、 今 日、 法皇 福 原 ョ リ歸リ 給フ、 

安元 元年 十 一 月 


上野 國高 

山 御厨 兒 

玉庄 


十四日、 上野 國 高山 御厨 訴-, 申 兒 玉庄濫 行事- 

廿 八 日、 任 大臣 ァ リ、 師 長ヲ內 大臣-一 任 ジ、 權 大 納 言 重盛ヲ 以-プ 正-一 轉ズ云 々、 

安元 元年 十二月 

七日 年給 ノ事、 

玉 海卷之 十九 

安元 二 年 正月 

十一 日、 此日女 叙位 也、 

十 一 一 ， 日 、女 叙位 簿 -1 年 號 ノ字ヲ 誤〃 由申來 〃云 々、余 披見 ノ所已 -ニ 兀字ァ ソ、 (安元 1 1 

年 トスべ キヲ 安元 元年 トセ ルナ リ) 未 ダ曾テ 之 ァラザ \ 失 也、 左 右-一能 ハ ズ、 去 夜 

一 切 覺悟セ ズ、 言 フ ュ足ラ ザ〃 事 也. 不 肖 ヲ以テ 高 官 -1 居 V 故 -1 此失 ヲ致ス 云々、 

十三 日、 女院 御風 氣、 

十五 日、 建 春 門院 此兩 三日 御風 氣、 1  - 

廿 八日、 此曰春 除 目 初日 也 、余 執筆 ヲ 奉仕 ス、 〇 年給 ノ 事、 

三 十日、 內給、 年 官數多 ァ リ、  . 
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武 家 時代の 研究 ニ卷  will 

玉 海卷之 二十 

安元 二 年 二月 

廿  一 H 此曰御 賀試樂 也、 0 着座 左大臣、 予、 內 大臣、 源 大納言 定房、 右 大將重 盛. ：： 平宰 

相敎 盛、 

安元 二 年 三月 

四日、 此日 公家 太 上 法皇/五十 寶算ヲ 奉賀 セラべ 東山ノ 御所 南 殿 二 於テ此 事ァリ 

云 々、世 一一 之ヲ 法 住 寺 殿ト云 フ、 法 住 寺 殿 ハ 當時ノ 御在所 ナ \ 上、 滕 地-一 シテ水 石 

ノ便 ァリ、 今日 參入ノ 公卿 關白 以下 皆 盛装、 重 盛 以下 平 家 ノ諸侍 見ュ、 

玉 海卷之 二十 一 

安元 二 年 四月 

1 一 日、 頭 辨 來 リ、 宣 旨 一枚 ヲ下ス 、太 神宮/事 也、 安 濃 郡 雜人等 濫行ノ 間 云々、 

十四日、 民 部 權 少輔宗 親 來リ、 世間 ノ事 等ヲ談 ズ、 其 中 -! 關 白 (基 房ー少 納 言 顯 家 (1  一 $ 卿) 

ヲ愛ス 、其 面貌 優美 ナラ ズ、 鐘 愛ス , 一一 足 ラザル 人 也、 近 曰 他事 ナ シ、 

廿 七 日、 法 皇天 台戒ヲ 受ケン ガ爲メ  -1 叙 山- 1 登〃、 


墓 si 家 

チ寵ス 


安元 二 年 五月 

九日、 海賊 ノ事右 大將ニ 仰 スべシ 云々、 

廿 四日、 最滕講 第二 日 也. 云 々、講師 權大 僧都 澄憲、 問 者 奥 福 寺 隆睿ト 問答 ノ 間、 諠譁ノ 

事ァタ 云々、 

安元 二 年 六月  . 

十三 日、 去 夜半 許-一高 松院 0 一條 帝 ノ后妹 子) 崩御、 

十八 日、 重 家卿ノ 遁世 ヲ問 フ、 〇 今日 建 春 門院 院號年 官年爵 封 ux- 等ノ事 ヲ辭セ ラベ 

今日 高 松 院ノ御 喪送ァ タ， 

安元 二 年 七月 

七 曰、 女 院ノ御 肱 腫、 來 九日 蛭 一一 嗜ス ベン 云々、  . 

八 日、 建 春 門院 絕入 云々、 余 亦 參 入、 院 中頗 ル物忙 云々、 頃ク -ー シ-グ 御所 ヨリ 方 人走リ 

來 リ、 簾 ヲ擡 -プ關 白ヲ招 ク、 卽 チ簾 中-一入 V 暫  >1 シ -ス 言 談 ノ聲ァ リ、 (法皇 渡 御、 關 白 

ヲ召入 ラル、 歟ノ由 存知 ノ 處、 敢 テ 以 -ダ 然 ラ ズ、 時 忠 卿ノ聲 也、 事 太 ダ 穩 カナ ラズ) 

卽關白 簾中ョ リ出 ク、 直 -1 以ク 退出 ス、 件 簾中ョ ジ時忠 卿首ヲ 指出ス 、(其 鬚 正 シ 力 


ラズ、 月 代 太ダ見 苦シ. 面色 殊 -ー 損ス) 左大臣 以下 -1 示 シ テ 云 フ 云 々、時 忠卿 歸リ入 

リ 了ヌ、 此間ノ 次第 警奇ス \  -1 足 V 時 忠素ョ リ狂亂 /人 也、 左 右-一能 ハ ズ 云 々、 

十日、 建 春 門院 御 葬 鱧、  ， 

十 八 日、 早 旦 人 云、 新 院 御事已 -I 一定 云々、 凡ソ兩 月ノ間 三院崩 逝、 古今 未 ダァラ ズ、 希 

代ノ事 ナジ、  . 

安元 二 年 八月 

同  九月 

一 日、 今日 前 大僧正 消息 ヲ送 ランク 云、 類 聚國史 皆借ス ，へ シ、 書寫ス ，へ シ 云 々：、 

三 日、 類聚 國史 十九 帙ヲ 前 大僧正 ノ許 二借シ 送べ 第一 帙ハ 先日. 借シ了 ヌ、 書寫 ノ 爲 

メ借 ラ严、 所 也、  • 

十四日、 光經 傳テ 云、 高 松 院、 六 條院 (f  II 院) 崩御 ノ後、 遺 令シ、 錫 竚等ノ 間ノ事 人々 - 一問 

. " X 云々、 

廿 七日、 院 ョ リ邦綱 卿 ヲ以- プ女院 一 1 申サ レ ヲ 云、 故 法 性寺禪 閤 (忠 通) 定 朝ノ佛 ヲ集メ 

ラ \ 云 々、早 速 渡 シ奉ル ぺシ云 々、余 ガ 許-! アル 佛词ク 以テ進 メラクべ シ、 


玉 海卷之 二十 二 

安元 二 年 十月 

二日、 人 傳フ、 五條 三位 俊 成 日 來咳病 ヲ煩フ 、去月 廿 八日 兩度絕 入、 第 二度 絕入ノ 度、 兩 

. 三刻ヲ 經、 人 皆ナ 一 定ト存 ズ、 然 \  二 蘇 生 云 々、件 人 モト 春 日ヲ憑 ミ 奉 リ、 今 改 メ-グ 

日吉 -1 歸敬ス 、依 テ春日 明神ノ 神話 ァ リ 云々、 其 獲 驟ノ際 出家 ス、 

九 日、 今 夕始メ テ北斗 供 ヲ始ム 、仍テ 精進 也、 

廿 六 日、 六 條 院 遺 詔、 高 松院遺 令等ノ 奏 一 1 ョ リ、 擧 哀素 服等ヲ 停止 セ シ メ、 國司  一！ 仰セ 

- グ固關 セシム 云々、 

安元 二 年 十一 月 

三日、 今曉 法皇 笠 置 寺- 1 參詣シ 給フ、 密々 ノ事 也、 

廿 四日、 有 安来 V 件 男 ヲ以テ 入道 相國ノ 許， 一 示 シ送ル 事ァリ 云 々、入 道ハ 福 原山庄 

一一 在リ、  . ：  .， 

安元 二 年 十二月  ， . . 

五日、 藏 人頭 二人 (1^  1 5) ヲ仰セ 下 サレノ 、衆庶 耳目 ヲ驚カ サザル ハナ シ、 定能」 院 
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ノ 近臣 タグ ヲ以テ 知 盛 二 モ 超越 ス、 知盛ハ 入道 相國最 愛ノ息 子、 當 時 無雙/ 權勢、 

又 位階 上 藤 也 云 々、然 \ ュ 光能 院ゾ 近臣 ヲ以テ 其 外 一一 超越 ス、 位階 下 藤 ト雖モ i 

親 賴實等 各 禁色ヲ 聽サレ 、共 二 黑白ヲ 辨ズ、 此輩 ヲ置キ ナガ ラ兩 人ヲ 抽賞ス グ コ 

ト 希代 ト謂ッ べシ、 但シ 今度 ノ除書 第一 ノ 珍事 ハ左少 將顯家 也、 コ レ 關白ノ 懇望 

云 々、〇 今日 ノ除目 天 未 ダ曙ナ ラザク -1 事 訖ヌ、 此ク ノ如ク 早速  一 I 議 シ畢〃 事、 近 

代 未ダ見 ズ、 希有 ト 謂 ッ 可 シ、 〇 職 事 等悅氣 ァリ 云々、 

卅 日、 前 兵衞尉 源義經 (き 難 f  人) 山 15  ノ訴 -1 ヨリ 佐渡國 -1 流 テル 云 々、 

玉 海卷之 二十 三 

安元 三年 正月 (治 承 元 年) 

正月 十二 日、 淸輔 朝臣 來 リース 和歌 ノ事等 ヲ談べ 

十 三 日、 太 神宮 觸穢 下手人 穿議 /事、 

十四日、 去年 十二月 廿 六日 熊 野-一 參詣ス 、余 書 ク所ノ 金泥/心 經 三 卷、 三 山-一 各】， 卷 

. . (埋 イリ 

ッッ之 ヲ纏奉 べ〇 余最 吉夢ァ リ、 智詮 一一 語 え 

廿 五 日、 重 盛、 宗 盛、 知 盛 以下 叙任 等 ァタ、  ，  • 


人 院ノ近 

E 拔 攉セ 

ラ ^ 


【 


重 盛 等 叙 

位 


內 大 ™ 
大臣： St 

臣重太 
盛 政 


. 安元 三年 二月 

一， 日、 太 神 宫觸稳 下手人 ノ 穿議續 キ行ハ V 

十 日、 今 曰 任 大臣 延引 云々、 左 大將今 曰 入 洛、 猶 饗 ヲ 儲ク ベ キ / 志 ァ リ£ 一一  因- ズ憐 力 

-1 延引、 〇 资惑 逆-一大 微ラ 入べ 平 治 ノ外此 變ナシ 、天下 大事 出來歟 云々、 

十 九 日、 少 々疱瘡 出 デ給フ (高 倉 天 皇) 

安元 三年 三月 

五 日、 任 大臣 ノ事 ァリ、 內 大臣 師長 ヲ以テ 太 政 大臣 ト爲シ 、左 大將 重盛ヲ 以テ內 大臣 

二 任 ズ 云 々、 

六 曰、 任 大臣 ノ宣 命、 內 大臣 正 二位 藤 原 朝臣. 師長 者久 仕-一朝 廷-夭 國乃： .重. 臣 奈利 云 々、叉 

正 二位 行 大納言 平 重 盛 朝臣 者、 勳績相 積 之 上爾、 朕 加 儲宮之 間爾、 大夫乃 勞\ ^有爾 

依 a 云々、  + 

十四 日、 光能 云、 法皇 今晩 福 原 -1 臨幸、 來廿 二日 御 入洛 ァ， ル ぺ シ 云 々、 

廿 一 曰、 人 傳 テ. 云、 山 上 大衆 已-! 京-一 下 ラント 欲ス 云 々、是 レ 去年 ノ訴 也、 加 賀 守 師 高 

配流 セラ \ べキ由 云 々、件 目 代 彼國ノ 白山 領ヲ 燒拂フ 云々、 

附  錄  四 七 


師高 配流 


供 平 建 

子 門 
ノ 院 


武家時代の 研究 第二 卷 

廿 一 日、 法 皇 御 入 洛、 

廿 一 一 日、 福 原 一一 テハ 建泰門 院 (平 滋 子) ノ 

十八 日 ヨリ 三日 ^供養、 千 口 持經ァ 

皇ノ 行フ所 也、 〇 還 御 / 時、 入 道 引出 

〃可ラ ザ \ 由、 光 能 朝 臣 ヲ 以 テ 座 主 

廿 五 日、 惑 巳-一 右 執 法 星 ヲ犯ス 云 々、 

居 ベ 六 正 一 トシ テ 之ヲ備 フル 無 シ- 

變異 ヲ呈ス 云々、 

玉 海卷之 二十 四 

安 元 三 年 四月 

一 日、 太 相 M 淸 盛) 從 一位 一一 叙セ ラ 

國 一一 配流 セラ グ、 

三 日、 兼 實ガ 所領 ノ 事 (橘 氏 是正 ヲ讓グ 

十三 日、 去 夜半 ヨリ 台.^ 衆徒 參 洛、 官 兵 


爲メ  二十 五日 ョ リ 

リ、 供 養 、ノ 入 道： 淸 盛 

物 ヲ進ム 、唐物 等 珍 

二 仰 セラ V 

左右 大臣 其 慎 共 -ー 

_豈 輔弼 ノ臣 タル-一 


四 < 

三日間 千 壇 供養 法ァ リ、 同 

ノ修ム \ 所， 供養 持經ハ 法 

重 云 々、〇 大衆 只今 京 二 下 

重 シ、 余不德 ヲ以テ 重任 一一 

足 ラン ャ、 是 ヲ 以- プ頻リ 一一 


ベ 〇 又 去 晦日 山 僧 ノ訴- 一 ヨリ 加 賀目代 師恒備 後 


件) 

-ー射 散 サレ、 凍 西 - 一 


分散 ス、 件 神輿 射ラ レ -7  4|< 


位 

@ 恒備後 

一一 配流 

ム 口山 衆徒 

參洛 


立 ッ、 古來 衆徒 騷動 ァ リト雖 モ、 未ダ 其 矢 神輿 -1 中〃/ 例 ナシ、 尤モ懼 〃可シ 云々、 

十 四 日、 人 吿 云、 山 僧 叉以テ 下向 ス、 其事ヲ 恐〃、 -1 ヨリ、 忽チ法 住 寺 殿へ 行幸 ス云 ケ、 

凡 禁中/ 周 章、 上 下男 女ノ奔 波、 偏 一一 內裏 炎上 ノ時 ゾ如シ 云々、 0 大衆 處分ノ 事、 〇 

或 人語 テ曰ク 、大衆 書狀 ヲ相國 入道 一一 送 リ -プ 云、 訴 訟ヲ致 サン カ爲 メ猶ホ 公門 ュ 

參 〃可 シ、 早 ク 用心 セラ 〃ベ シ 云 々、  い ； . 

十五 日、 衆徒 ノ事 云々、 〇 經盛卿 及ビ左 少辨兼 光等內 侍所ヲ 守讒セ ン、 ガ爲 メ閑院 一一 

伺候 ス 云々、 〇 又人吿 ゲ テ 云、 加 賀 守 師 高 配 流 シ； 神 輿ヲ射 奉〃 者ハ 禁獄 スべシ 、件 

兩 事 ハ 祭 (賀 茂 ノ 祭) 以 後行ハ \ ベ キ 、內 々 ッ座主 一一 仰 セラ 产 云 々、 

十 六 日、 座 主 二 下サ, 、院宣 ノ 寫、 

十 七 日、 重 ネ テ 御書ヲ 座 主 ノ 許 ュ 遣 、ノ サ \, 

十八 日、 大衆 ノ事 評 議、 十 九 曰 衆徒 ノ事、 

廿 曰、 加 賀守藤 原 朝臣 師高 ハ 見 任ヲ解 却シ、 尾張國 二 配流， ス、 其 他 神輿 チ射タ 〃輩 羅 

ノ事  •  ■ 、 

廿 八 日、 燒 亡 出 來、 人 家 多 ク燒ク 、大極殿 以下 八省院 一切 殘ラ ズ、 官 卷 公卿/第 宅多ク 
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五 0 


累代 ノ文 

書 多 クぉル 


明 雲 


焚ク、 

廿 九日、 火猶 ホ滅セ ズ、 累代 ノ 文書 記錄多 ク燒 ク、 凡 ソ 實定、 隆季、 資長、 忠親、 雅賴、 俊經 ハ 

皆 文 書 -ー 富 ム 家 也、 悉 ク此災 一一 遭ハ シム、 我朝ノ 衰滅 其期已  >1 至 A 歟、 悲 ム可シ 云 

々、叉 尹明ノ 文書 六千餘 卷同ク 燒ク、 

三十日、 大極殿 等 燒亡ノ 近 例、 

安元 三年 五月 

一 日、 强 盜中廳 -1 入リ、 又 放火 ス、 禁中 骚動 上下 周章、 0 閑院パ 弘仁 十二 年-一 贈 大相國 

冬 嗣ノ建 立、 其 後未ダ 火災 ァラ ズ、 三 百 四十 餘歲 -I 及ブ、 

一 一 日、 燒亡 ノ稳ノ 事 云々、 

四 日、 語 テ 云、 時 忠卿ガ 佐 女 牛 東 洞 院ノ第 皇居 ト爲ス 可 シ、 閑 院流矢 - 一中 ル ヲ以テ 也， 

〇 晚 ニ及ビ 菖蒲 ヲ葺 クコ ト恒ノ 如シ、 

五 or 節 供常ノ 如シ、 〇 今日 天台 座主 法務 僭 正 明 雲 宜ク見 任ヲ解 却シ、 職掌 ヲ 停止 ス 

ぺ キ由 宣下 セ ラ ベ 座 主 "去 夕 ヨリ 使 廳ノ使 一一 付シ、 家門" 繩ヲぉ テ之ヲ 結ブ云 

々、是 レ 大衆 張 本 ヲ召サ ルー 一依 テ也、 


薛原賴 業 

國ノ 大器 


明 雲絕入 


六 日、 密 々女院 渡 御、 余 ガ疾 ヲ訪、 ジン ガ爲 也、 

七 日、 七 宮 座主  一 I 補 セラ〃、 由 風 聞. 已 二 一  定 云 々、 

十 一 日、 明 雲 僧正 罪科 宣旨狀 / 寫、 

十 一 一 曰、 賴 業 眞人來 ベ 和漢 ノ才ヲ 吐ク、 慰 ソ敢- 二 屑 ヲ比セ ン、 誠-一 コ レ 國ノ大 器、 道 ノ 

棟梁 也、 

十四日、 山/法眼 示シ 送 リ. -ズ 云、 大 衆 蜂起 熾 盛 云々、 然 リ而シ テ未ダ 下京セ ズ、 是 レ 前 

座主 ノ 事-一 ヨリ テ 蜂起 云々、 

十 五 日、 座 主 此 兩 三 日飮 食通 セズ 云 々、 

十 六 曰、 人 傳 -プ 云、 前 座主 去 夜 絕人、 其 譴密ナ グ間 飮食ス ダ能 力 ズ 云 々、昨 日、 僧 綱 十 一 

人 衆徒 ノ使 トシ- ズ參 院、 明 雲 罪科 ノ事 ヲ訴へ 申ス、 

十 八 日、 兼 實脚氣 發シ術 ヲ爲ス ヲ 知ヲズ 云々、 光能 朝臣 書ヲ送 リク 云、 前 座主 明 雲 罪 

名 ノ事來 廿日 許定ァ \バ シ、 疾ヲ扶 テ參ラ シ ム ベ シ 云 々、 

廿 日、 前 座主！ 5 正 明 雲 罪名 ノ事 仗議ァ リ、 予 疾 ヲ扶ケ -ズ參 入、 

廿 一 日、 法 家 勘 申 前 正 明 雲 罪名 麦、 
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廿 二日、 去 夜前 僧正 明 雲 伊 豆 -一 配 流 セ ラ X 

廿 三 曰、 人 傳 云、 前 座主 下向 ノ 間、 大 衆 勢 多ノ邊 -ー 於 テ、 奪 取リテ 登山 セン メ了ヌ 、凡ソ 

言 語/及 ブ 所-! 非ズ、 偏 二 天魔/所 爲歟、 

廿 五日、 御 八講、 一 僧員數 事、 一 捧 物事 二 願文 ％ 願 裒ニ 僧 名 事 、一定 事、 1. 御佛 事、 一 御經 

J &.、 

廿 九日、 近日 沙汰 ァ リ、 京 中 兵器 ヲ 帶 シ 往還 ス , ノ 輩 ハ搦メ 取 \ 可シ、 又 台嶽ノ 末寺 

ノ 庄園 ハ諸國 司 一一 仰セ 注進 セシ ム、 是 レ停廢 ノ爲メ 力、 又 近 江、 美 濃、 越 前 三 ケ 國 ハ 

各 國內ノ 武士 ヲ注シ 申 スべキ 由、 國 司 二 仰 セラ k、〇 又 僭 綱 等-一命 ジ明雲 ヲ出サ 

■ ンム 〇 台 山ヲ責 ム^ノ 評議 ァ リ、 然 リ 而シテ 入道 ハ內 心悅パ ズ、 

安 元 三 年 六月 

一 日、 人 傳 云、 入 道 相國師 光法 師ヲ召 取ル、 法名 ハ 西 光、 法 皇ノ 第一 近臣 也、 〇 成 親ヲ禁 

錮ス、 〇 院ノ 近臣 等悉 ク以テ 溺取ラ だ ベ シ云 々、 

二日、 西 光 ノ頭ヲ 刎ネ了 ヌ、 成 親 卿 ハ 備前國 -ー 流シ遣 ，ノ ス、 〇 西 光 尋問/ 間、 入道 相國 

ヲ危 タスべ キノ 由、 法 皇及ビ 近臣 等 謀議 セシム ルノ由 承 伏、 〇 成 親路- ー於テ 失- 


>I ^衣重 成  康俊 
類 盛 親  賴 寬 

チ內ニ 


ソみ ぺキ由 云 々、重 盛 平-一 申請 フ 云々、  >  . 

三 日、 京 中 騒 動、 上 下 諸人 皆 以-プ 怖畏ヲ 成ス、 但シ院 中 參入ノ 人ナキ 由、 憚 門 太 ダ以テ 

怒 べ仍 テ 昨 日 人 少 々 入 云 々、院 中 上下 形 氣、 存 ス 〃ガ如 ク亡ス ダガ 如シ、 

四 日、 人傳 云、 去 夜 亥 刻 入道 ノ 許-一 搦召ノ 輩 六 人 云 々、法 滕寺 執行 僧都 俊 寛、 基 仲 法師- 

■ 山城 守 中原 墓 兼、 撿 非違 使 左 衞門尉 惟 宗、 同 信 房、 同 平 佐 行、 同 平 康賴、 已上 法皇 ノ近 

習ノ輩 也、 

五 日、 擧 狀 宣 旨等ノ 案、 橘 氏 請， 以，， 右 大 臣， 被， 令 k= 行 氏 爵 狀 

一 捧物ノ 事、 去 七月 廿九 B 院ー 1 奏ス、 仰  一！ 云、 院 宮二 奉〃 モノ" 金銀 錦繡/ 制ァ〃 . 

ベ 力 ラ ズ、 只 意 一 一 任セテ 調進 セ ラダべ シ、 但 シ各々 ー捧 也、 此 中 准 后 盛 子 朝臣 ト建 

春 門院 ト 、ノ 聊カ 由緖ァ 严人ナ リ、 若 シ其舊 意 ヲ思ハ .>  兩 三 捧ヲ進 メラク 、 モ制 

止 アル 可 ラズ、 〇 內 大臣 重 盛 左 大將ヲ 辭ス、 其 息 少將維 盛 朝臣 使 タリ 云々、 

九日、 新 三位 中將 (甚 通) ノ 室 (入道 相國 女) 產云 々男子 出生、 

十 一 日、 去 六日 前座 主ヲ 召返ス ベ キ 由 宣下 セ ラ ベ 其 次 デ俊寬 僧都 停 任 云 々、〇 或 人 

云、 成 親 力 備， 前 國 -1 ァ リ、 今 _1 存 命、 府密々 衣裳 ノ類ヲ 送, 云々、 
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十八 日、 四 人 解. 官 ヲ仰 セラ べ權 大 納 言 成 親、 左 少將尾 張 守 盛賴、 右 少將丹 波 守成 經、 越 

後 守 親實、 

今日 尹 明 ヲ召シ 伊都 伎 島 ノ額ヲ 右 將軍ノ 許 一一 送べ 來月 十日 入道 相國相 共-一 彼 

社 -ー 參 詣 ス ベ シ 云 々、 

廿 日、 淸 輔 朝臣 逝去 云々、 和哥之 道忽チ 以テ滅 亡、 哀 テ モ餘ァ リ、 就 中予 聊カ此 邊ヲ嗜 

ム 、偏-一 彼 朝臣 ノカ ヲ賴 ム、 今 此事ヲ 開 キ、 落淚數 行、 

藤壺ハ 代々 妻 后ノ居 所、 弘 徽殿" 世々 母后 ノ 御所 也、 

玉 海卷之 二十 五 

安元 三年. 七月 

十八 日、 前ノ 大火 一一 テ 文書 燒失部 數，' 事、 文書 燒失 事、 時範、 定家、 親範 三代 記錄、 大都取 

出 了、 但 三分 ー燒 了、， 其 外、 史 書 之 類、 少 々 出 了、 自 餘 七百餘 合、 併 以 燒 失、 十 代 之 文 書、. 一 

時 滅亡、. 

廿 一 一 曰、 勸 學院 修理 ノ間ノ 事ヲ闢 白-一 申ス、 美 作 守基輔 重任/功- 1 募リ 修造 ス ぺキ 

由 云々、  •  . 


宗  位 府號讚 

盛  贈 宇岐 

官治院 
贈 左々 


廿 七日、 南都 衆徒 蜂 起、 

廿 九 日、 讃 岐院々 號並 -1 宇治 左 府贈官 贈位 等；/ 事 云々、 〇 改元 來月 四日お ハ ル 可シ、 

〇 宇治 左府 罪科 ヲ許 スノ 詔勅 、〇 正 一位 ヲ贈 ラダ、  . 

安元 三年 八月 

四 日、 奈 良 僧都 參 ラレ 數刻 言 談、 0 五ケ 條訴 / 事、 〇 改元 ノ詔 書、 

十六 曰、 人 傳云フ 、範玄 律師 見 任 ヲ解却 シ、 叉 知行 寺 務等ニ 乘院已 下 I) ヲ 停止 ス、 大衆 

ノ訴 一一 依テ 也、 . 

廿 三日、 造 八省院 所別當 云々、  、  • 

廿 五 日、 讃 岐院 ノ爲メ 一一  修法、 

安元 三年 (治 承 元年) 九月  . 

九日、 已 刻佛嚴 上人 來ぺ余 云フ、 每年 七日 念佛 一 生 退 轉ナク 遂グべ キ由 祈 念 ス ベ シ 

云 々、 

十四日、 或 人 云、 右 大將宗 盛 卿 法皇/御供-一 參だ、 而〃 -I 一昨日/夕、 人 首 ヲ門ノ 犬 防 

內ユ 置ク云 々、之 二 因テ 忽チ留 リ了ヌ 云 々、 
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治 承 元年 十月 

五日、 石淸水 行幸 也、 關 白候セ ラ だ 、右 大將宗 盛 供 奉、 公 卿 十六 人 云々、 

七日、 去 比 俊 成 卿 出家 云 々、其 名覺阿 * 

十 日、 今 曰 宗 盛、 內 ノ 女房 若狹ヲ 以テ示 ス事ァ リ、 侍 從相 親ムべ キノ 由 也、 件 人. 女子 ナ 

シ、 少 將隆房 朝臣 (I 麟 ハきノ 女子 ヲ以 テ 之 ヲ養フ 云 々、 

十 六 日、 前 僧正 覺忠 入滅、 

廿 七日-丑 刻 許 大地 震、 保 延 以往 此ノ如 キノ.  ^震 ナシ 云々、 東大寺 ノ 大鐘 振落サ レ 了 

ヌ、 叉 同ク大 佛ノ螺 髮少々 落 了ヌ、 

治 承 元年 十 一月. 

十一 日、 一 昨日 大納詩 實定卿 邦 綱卿ノ 女 (触 ^，餘 母) ヲ娶 ラント 欲ス、 g  .X  - 一人 道 相 

國ノ 制止 -1 依 リ忽チ 停止 ス、 已 二 迎車ヲ 送 リ、 空 シ ク 以 テ 歸 還 ス、 世人 嘲酵極 リナ 

シ 云 々、 

治 承 元年 十二月  . 

七 日、 或 人 云、 去 三 四日/間 强盜 左大臣 家 近隣-一入べ 凡ソ 近日 京 中 毎夜 七 八听、 十餘 


所 災 -1 逢ハ ザ〃 ナシ 云 々、 

十 九 日、 明 雲 座主 房 領本ノ 如ク返 シ 行 フ ベ シ 云 々、 

廿 五 日、 長 光 入道 去比ョ ソ所 勞ァリ 云々、 其 間希異 夢想 ァ 〃由 之 ヲ談ズ 、年 來大 般若 

經ヲ書 寫シ、 已 一一 其 功 ヲ終ン ト欲ス 、殘ス 所ハ只 ニ卷/ ミ、 未 ダ 終 ラ ズ、 然 ラ バ 只 今 

恐 ァ \ ぺ カラ ズ、 時 々病 獲麟ノ 間、 其 後程 ナク平 減 云 々、 

玉 海卷之 二十 六 

治 承 二 年 正月.  . , 

五日、 王 氏爵ノ 事、 

十七 日、 右 大將宗 盛 正 二位 二 叙ス、 

廿 日、 傳 聞ク、 延曆ノ 衆徒 猶以テ 蜂起 ス 、是レ 法皇 來月ー 日 園 城 寺 二 於- ズ 秘密 灌頂ヲ 

公顯 僧正 ヨリ 傳受ス ベ シ、 其 事 ヲ妬テ 彼 日 以前- 1 三 井寺 ヲ燒ク ベ シ 云々、 〇 竊カ 

一 1 案ス \ 一一、 王化 鴻 毛/如 シ 云々、 就中 平 禪門此 事-! ヨリ. 勅 喚 ァリト 雖乇、 敢ク以 

. テ 動 搖セズ 、兹- 一因- ズ山^ 彌.^ 其カヲ 得、 

廿 一 一 日、 右 大將宗 盛 去 廿日 御使ト シ -ズ福 原 11 下 向 シ、 今 日 歸洛ス 云 々、僧 綱 等 叉 今日 
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下 洛ス、 山 僧敢テ 承引 セズ 云々、 

廿 七 日、 院 ノ擧 一一 ヨリ 任官 等 列擧、  . ， 

廿 八日 同斷、 受領 等 多ク列 擧ス、 

廿 九日、 經 盛大 宮權 太夫-一任 ズ 云々、  ， 

治 承 二 年 二月 

五日、 延暦 寺ト園 城寺ト 確執 ノ事 、〇 右 中將通 親 朝臣 來\、 

十六 日、 春 日 社 修造 ノ間 四面 一一 廻廊 ヲ建ッ ベ キ由 大衆 上奏 云々、 

廿 六 日、 俊 成 入道 內々 申シ -プ 云、 和 歌 ノ事殊 一一 御沙汰 ァ ダ由之 ヲ奉グ 、返々 庶幾 シ思 

給フ所 也、 召 アラバ 出家 ノ身 ト雖モ 夜陰-一 參 入、 更 二 揮 アルべ カラ ズ 云 々、 

廿 七 日、 隆 信 來 ソ、 俊 成 入道/返事- 1 云、 此 ノ如ク 此道ノ 面目 ヲ蒙ム リ、 何事 カ斯 -1 過 

ギ ン 哉、 更 一一 申 限- 1 ァ ラズ、 

廿 九日、 此日 法皇 熊 野 精進 屋  >1 入〃、 

治 承 二 年 三月 

一 日、 齋 王 選定 ノ 事、 0 齋王 齋院卜 定年 齒例、 


六 日、 春 日 廻廊 ノ事之 ヲ卜ス , 二 不吉 云々、 

十二 日、 或 人 云、 一 一位 中 將甚通 去比賀 茂- 1 參詣ノ 間、 經 盛 卿-一 逢ヒ、 頗グ 喧嘩 ァ リ、 經 0 

彼 家- 1 參向シ 、不過 ノ狀ヲ 謝シ遣 ハス、 

十八 日、 近日 新制 ヲ下 サダべ シ、 其 間ノ事 計奏ス ベ シ、 保 元 制 符ノ中 取捨 ヲ 加へ 言 上 

ス ベ シ 云 々、佘 奏 シ テ 云、 此 / 如キ 大事 、ノ 全ク 官位/尊卑  一！ 因ラ V 只 有識 元老 ノ 

辈 -1 仰 セ議奏 セシム ベ シ、 小 臣ハ其 器ニ堪 へズ、 

廿 三 日、 源 中 納 言 來べ 明後日 伊都 岐 島へ 參 詣 ス ベ シ、 其 歸路ノ 便、 美 作、 滕 間田ノ 湯-一 

於- ズ風瘅 ヲ治ス ベ シ、 來月 廿日 比 京 二 入〃 ベ シ、 

廿 四 日、 燒 亡 ァ リ、 七 條高 倉ノ西 ヨリ 朱雀ノ 南北 五六 町 一 1 及ビ、 公卿 ノ家 多ク此 難-一 

遭フ、  " .  • 

廿 五 日、 源 納 言 ヲ訪フ 、炎上 -1 遭フ ヲ以 テナ リ、 物 詣 停 止、 

廿 八 日、 今 曰 法皇 熊 野 ヨリ 入洛、 

玉 海卷之 二十 七  , 

治 承 二 年 四月 五月 六月 七月 八月 九 月 (缺) 
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治 承 二 年 十月 

一 日、 邦 綱 云 々、白 川 殿 云 々、三 曰、 邦 綱 云 々、 

四日、 山門 衆徒 合戰云 々、 

八日、 去 夜 公事 ヲ 行 ハ ル 、解 官、 〇 流人 ヲ召 還 サ二、 事、 

十六 日 此日春 日 使 ノ雜事 ヲ定ム 、秉燭 土 御門 大納 言 (I) 中 御門 中納 言 (I) 源中納 言 

(I) 等來べ 〇 定 文書 檨 〇 饗ノ 事、 

廿 五日、 白 河殿ョ リ 水精 地ノ鞍 ヲ送ラ V 

廿 七日、 中宮 御產氣 煩 ，胸 給、 〇 佘 中宮 御所 (I I) -1 參 べ是 ョ ジ先、 左大臣 以下 公卿 廿 

人 許 參候云 々、小 時 二 シ-ズ 宫權亮 維 盛 朝臣 (i 狀 E) 左大臣 一 1 告示 ス \ 事ァ リ、 何 

事ク产 ヲ知ラ ズ卽チ 左大臣 退出 ス、 疑ク ハ是 御產忽 事-一 非产 由、 內 大臣 告示 セ シ 

ム, 歟、 

廿 八 日、 白 河 殿 ョ リ招 跨ヲ送 ラグ、 

三十日、 良 通 春 日 祭 使 トシ ク發 向、 九 條亭ヲ 35 テ 出立 所ト 爲ス、  ... 

治 承 二 年 十 1 月 - 


A 

太 

子 


二日、 此日春 日 祭 也、 行事 辨ハ左 少辨兼 光、 近 衞使ハ 右近 權中將 良 通 等 也、 〇 次 _ 一奈 良 

坂-一 於テ 盜人ヲ ス 事ァリ 云々、 

，〇 祿法 〇 摺袴 ヲ送产 人々。 

七 日、 大 衆/事 ヲ問フ 、申- プ云フ 、少々 歸住ノ 輩ァリ 御產事 他事 ナキ 間、 未 ダ 惡 徒ノ沙 

汰 -1 及パ ズ、 

十 1 一 日、 中 宫御產 氣ァリ 云 々、t? 侶 御 驗者各 揚聲之 ヲ祈リ 奉 \〇 法皇 今朝 ョゾ 此宫 

-1 御幸 〇 中宮 大 夫時忠 出來リ 人々 -1 吿テ 云フ、 御 產成リ 了ヌ、 〇 法皇 仰- 1 云、 已 -1 

王子 降 誕、 早 ク此由 ヲ吿申 スべシ 云 々、人 々氣色 太 ダ以テ 歡娛、 

十四日、 此日 中宮 御 產ノ三 夜 也、 

廿 八 日、 中 將 定能來 云、 去 夜院 ヨリ 急 ノ召ァ リ、 卽 チ 以テ馳 參、 時 忠卿 御前- 1 候ス、 仰 -ー 

云、 立 坊事ニ 歲三歲 共 ニ以ク 其例不 快、 今 年遂 グ行ハ レテハ 如何 云々、 〇 關 .2 曰ク、 

二三 歲 共 -1 不 吉、 四 歲ヲ待 タル、 ハ 頗产延 怠-一 似タ リ、 歲 內頗 ル 卒爾 ト雖 モ、 何ゾ 

遂 ゲ行ハ レザラ ン哉 云々、 入道 相國ー 昨夕 俄 力 -ー 上 洛、 此 事 二 依- ズ 也、 

廿九 日、 傳へ聞 ク、 親 王 宣旨來 月 二 曰. 行、,, 可 シ、 云 々、又 立 太 子、 藏 人 方 奉行 ハ 光雅 -I 
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仰セ ラレ 了 ヌ、 〇 又 人 云 、十二月つ 其 例 不快、 仍テ四 歲ヲ待 タレ ノ ベ キ歟ノ 由 豫儀ァ 

リ 云々、 愚案 ズ レノ  二 四 歲ノ立 坊然レ ノ可ラ ズ、 但 シ 吉事 ハ 近日 ヲ先ト 爲ス、 就中 末代 

ノ 政、 每事 急速 也 云 々、只 歲內行 ハレ ノレ ノ條亂 世/政 二 叶 フぺキ 力 云々、 . 

仳曰、 傳 へ 聞ク、 博 陸及ビ 前ノ 太， 相 國參院 、立太子 ノ內議 ァリ、 

玉 海卷之 二十 八 

治 承 二 年 十二月 

二 日、 若宮 髮ヲ剃 ベ 〇 三日、 中宮 御所 ヲ 以テ 立太子 御所 ト爲ス 云..、  ， 

七日、 明後日 g 侍 始メ、 其後院 御門 ニ於テ 立太子 定云 々、十五 日立 坊、 廿 二日 中宮 入內 

廿 八日 東宮 入 內、 〇 天變 地妖ノ 例、 

八 日、 若 宮 親 王 宣 旨、 〇 御名 字 定メ、 

十 日、 御 名 言 仁ト 定ム、 

十四日、 冊 命 立太子 ノ事ァ リ、 Q 余此兩 三日 脚 氣倍增 シ、 出仕 ュ堪へ ズト雖 モ殊ュ 其 

崔 ァ ンノ 上、 今 度 坊官ノ 蓮 一一 當レノ 由 世人 之 ヲ稱ス 、而 シテ忽 チ以テ 他人 ヲ補 セ ラ レノ 

J シ 云々、 今日 出仕 セ ズ パ 此 意趣 ァ , 二 似、 事 體穩便 一一 非ズ、 還 テ以テ 其憚ァ レノぉ 


-賴良 
叙 政 通 
ス三三 
位 位 


强-グ 出仕 ス 〃所 也、 末 代ノ 法 孤 露/身 事 一一 於タ 面目 ヲ損 ス、 但シ坊 官全ク 懇望 一一 

非ズ、 是ヲ 以-プ 出仕 ス ,/ ミ、 〇 立 坊ノ宣 命、 0 坊官除 目、 坊 官 一一 ハ 宗 盛、 重 衡、 維 盛 等 

ノ 平氏. モ見ュ 、〇 立太子 年齢 表、  ■ 

廿 四日、 良、 通 生年 ナニ歲 二  _v 三位 二 叙 ス、 〇 今夜 賴政 三位 二 叙ス 、第一 ノ 珍事 也、 是 レ 

入道 相 國ノ奏 請、 其 狀 一一 云、 源 氏 平氏 ハ我國 ノ堅メ 也、 而 シ -ズ 平氏 一一 於 ーズ 、ノ 朝 恩 也、 

• 普ク 一 族ノ 威勢 殆ド 四海-一 滿ッ、 是 り 勳 功一 一依 テ 也、 源 氏ノ 勇士 多ク ハ 逆賊-一 與 

シ、 併 セ え 誅 罰 一一 當 べ賴 政 獨リ其 性 正 直、 勇 名 世 ヲ被フ 、未ダ 三 品 昇 ラ ズ、 七 句 二 

餘リ- プ尤モ 哀憐 ス ベ シ 云々、 〇 入道 奏請 ノ狀賢 ナリト 雖乇、 時人 耳目 ヲ驚 カサ、 > 

〃考ナ シ、： 

廿 六日、 兼 實風病 ノ上咳 病， 相 加ハ， 卢 云々、 、 ，.  ： 

晦. 日、 傳聞 ク、 關 白 (蘇) Z 室 東宮 ニ參〃 可シ、 卽チ 入內ノ 御車ノ 後-一 候 ス ベ キ 由、 云 々、而 

.-. • ； シ テ忽 チ以ク 停止 ス、 去廿 八日 ノ 行啓 只 御 乳母 時 忠卿ノ 室 御 車 -1 候 ス 云 々、此 事 

$  « か) 素 ヨリ 太 ダ見苦 シ キ事 也、 世間 ノ 人 彈指ス 、云々、 凡 ソ古來 未ダ聞 カズ、 

執政 ノ室 乳母 ト爲〃 ノ例 ヲ、 而 シース 身 ヲ棄テ 、權 勢-一 諛 プ \ 間、 自 然此事 停 止、 是 
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レ 氏ノ 大 明神ノ 冥 塵 

玉 海卷之 二十 九 

治 承 三年 E 月 

五日、 叙位、 

十二. 日、 侍 資康ヲ 以 -グ 賴 

十七 日、 白 川 准 后 云 々、〇 

十 八 日、 同 除 目、 

十九 日、 左 衞門督 時忠三 

玉 海卷之 三十 

治 承 三年 二月 

二日、 日 士2 社 司 等 解、 申，， 請 

七 日、 祈 年穀奉 幣、 來 廿 四 

へ 奉 だべ シ、 云 〃、 

十日、 後 聞ク、 十 s 亥刻關 
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歟、  ： 


政 卿 ノ疾ヲ 訪フ、 舊年ョ リ 赤痢 ヲ 煩 ヒ獲麟 一一 及ブ 云々、 

諸國 / 椽目 叙任、 

度 別當ニ 任ス、 物 狂 之 至 也、 人 臣ノ 所行- 1 非ズ、 


天 裁， 事、 

日 七日 ノ間 行ハ ルぺ シ、 云 々、廿 二 社ノ外 伊都 岐嶋明 神ヲ加 

白 ノ 妻 (？ 餅) 東 宮  一一 ベ 其 儀 庇車ノ 後-一 衣 ヲ出シ 、車 ニ兩ヲ 


出 ス、 云 々、〇 執政/室 乳母 ト爲ダ i  、古 今 未ダ有 ラ ズ、 時 宜 -1 隨-ァ 始例ヲ 起 サ〃、 

力、 誡 - ー是レ 時務-一順 フ ヲ賢ト 謂 フ ぺ キ 歟、 竊 -1 以テ彈 指スぺ シ、 

十四日、 今日 前山 城 守 信家ヲ 伊豆 國ニ 配流 ス、 

一 廿 八日、 俊 成 入道 來 V 終 夜 和歌 ヲ談 ズ、 曉 更 入道 歸 ，A、 

治 承 三年 三月 

1 日、 法 皇 重 ネ テ 熊 野 平野 行 幸、 云 々、 

廿 日、 今 曰 ヨリ 法皇 八幡宮-一 參 籠、 十 ケ 曰、 

廿 六 日、 安 藝國 伊都 伎 島 社 二 奉幣、 

治 承 三年 四月 

廿 一 日、 賀 茂 祭 也、 諸 卿 新制 二關 ラス 過差ノ  ァリ、 玆二 因テ關 白； 天氣 不快、 コ レ彼 

殿ノ 結構 タ, ニ依テ 也、 

廿 三 日、 法 皇 賀 茂 社 -1 參 籠、 十 ケ 日、 

治 承 三年 五 n- 

三日 流人 ノ事ヲ 行 ハ 〃、太 神宮 ノ訴 -1 觸 \  、者 六 人、 

t.  0  /錄  六 五 


傳 氏チ異 
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十四日、 淸水ト 紙園ト 合戰ヲ 行フ、  一 

廿 五日、 今 曰內大 臣 (重 盛) 出 家!：  fi, 病惱- 一依 テ， 也、  一 

治 承 三年 六月  . 

十八 日、 從 三位 平 朝臣 盛 子 去 夜 薨ズ、 年 廿四、 先ゾ 出家 ス、 故 攝政ノ 適 室、 入道 相國ノ 女、 

三 宮 一一 準ジ 主上 一一 於テハ 養母 ノ稱 ァリ、  . 

治 承 三年 六月 (I^M 賴：： ： バ 、；) 

一 一 日、 今 日 車 副 國負丸 問 注 ノ爲メ 重ネ- グ使廳 一一 出 ヅ、 尋 問 セラ \  、ナ クシ- プ 召籠メ 

ラベ 凡 ソ事ノ 次第 左右 一一 能" ズ、 大 略時忠 / 阿 黨 歟、 

五 日、 人 傳 云、 山 門 堂 衆 ト學徒 今. 明 一一 勝負 ヲ決ス ベ シ、 一 宗ノ 磨 滅、 時 已 一一 至 べ哀 ム ベ 

シ、々 .t -々々 、  一 

十 ； 日、 早 日 一人 傳 云、 白 川 准 后 去 夜 薨去 云々、 〇 天下 ノ 人 謂 一 フク 異姓 ノ身 ヲ以テ 藤氏 一 

一 

ノ家ヲ 傳領ス 、氏 ノ 明 神 之 ヲ 惡 ミ、 遂 -1 此罰ヲ 致 ス、 云 々"〇 淸盛夢 - 一賀 茂 大明 神ョ， 

リー ノ寶山 ヲ預〃 事、 其 山-一 藤 花 茂 ご K 々、 

廿 日、 或 人 云、 白 川 殿 ノ所額 已下ノ 事皆悉 ク內ノ 御沙汰 タ , ぺ シ 云々、 愚 推 相 叶ヒ了 


重 盛 33 家 

盛 子薨ズ 


用 土 夏 
フノ買 

錢 二 

チ 唐 


一 ヌ 悲ムぺ シ、々 々 々、但 シ 春 曰大明 神定メ  -V 御 計ァヲ 力、 

廿 九日、 白 川 殿 贈位 等ノ義 沙汰 ァリ、 

玉 海卷之 三十 一 

治 承 三年 七月 

サ 五 日、 萬 物 沽價/ 法ヲ 定ム、 〇 沽價/ 事 二 付 キ右中 將通親 上奏 ス、 〇 兼 實ノ答 ： •  • 

凡此 貫主 萬 事 舊法ヲ 礼 シ申行 フ、 賢 ト 謂 ッ ベ シ、： ： 但シ過 法 歟、 

廿 六 日、 內 裏 御藥ノ 事頗〃 六 ケ借ク シ御フ 云々、 去 夜 內裏ニ 於 ク兼光 密 語 シ -プ 云、 御 

占ヲ行 ハル、 處、 南 東ノ 神明 出、 デ 示 ス 由、 南 、ン 春 曰、 柬 ハ 吉 田 也、 云 々、疑 ク 、ジ 藤氏 家 

門 饼ナ、 ガラ 公家 ノ 沙汰 ト爲〃 條、 氏 / 神 豈  一！ 其欝 ナカ ラン ヤノ 由、 內 々ァリ 云々、 

口外 スべ カラ ズ、 云 々、今 日檢 非違 使 墓 廣ヲ召 シ測说 沽價ノ 間/事 ヲ 問フ、 

廿 七 日、 甚 廣注シ 申 ス -餞賣 買 ノ 事、 近 代 唐土  ノ 餞， ヲ渡シ 、此朝 一 1 於 テ 恣 二 賣買 ス、 云々、 

私 鑄錢ハ 八虐 -1 處ス、 縱私二 鑄 ラズト 雖モ、 所行 ノ旨私 鑄-一同 ク ハ尤モ 停止 セラ 

ルべ キ事 歟、： ：中沽 ノ法ト ハ 賣人ハ 高直 ヲ指シ 、ヌ、 人 Z 減 直 ヲ好ム 、折中 シテ裁 

斷 ァ ジ、 之 ヲ中沽 ノ法ト 云フ、 

附-  錄.  六 七 ■ 
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セラ レン 

6 川 殿 贈 

位 


沽價ノ 法 
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廿 八日、 沽價ノ 法 〇 廿 五日 釵山 凶惡/ 黨衆 追討 ノ宣 旨、 

廿 九日、 入道 內府 (重 盛) 薨ズ、  . 

治 承 三年 八月 

三日、 延歷守 堂 衆 追討 ノ 事後 レ了ヌ 、奉行 光能 夢想 ノ事ァ リ、 

十六 日、 堂 衆 件 所-一城 ヲ構フ ベ シ、 云 々、 

十七 日、 去 比 禁中 一一 落書ァ リ、 白 川殿內 府等ノ 事 " 西 光法 師ノ 怨靈/ 由、 云 々、片 假名 

ヲ以テ 之ヲ書 ク、 七 八 枚 許績テ 書ク、 

廿 七日、 石淸水 行 幸、 云 々、 

治 承 三年 九月 

十 一 日、 山 ノ 大衆 參洛ス ベ キ由風 聞、 仍 テ 官兵ー ブ遣ハ ス、 〇 先日 官軍 ヲ以テ 堂 衆ヲ追 

討 スぺキ 由 宣下 セーフ ル、 後、 數 月 II 及ビク 沙汰 ナキ 間、 堂 衆 彌.^ カヲ 得、 云 々、 

十二 曰、 堂 衆 追討 云々、 

治 承 三年 十月 

七 日、 官 兵 ヲ遣ハ スト 雖モ堂 衆 等 引退 ノ氣 ナシ、 


九日、 京官ノ 除 目 也、 0 關白 甚房ノ 息 師-家 去夜從 三位 -! 叙 シ、 今夜 中納言 一一 任ズ、 年令 

几 歲、 古 今例ナ シ、 云 々、兼 房、 基 通、 隆 忠、 良 通 皆 超越 セラ べ各更 -1 愁ト 爲ス ベ カラス、 

攝籙ノ 嫡子 先代 相爭フ ノ人 ナキ故 也、 就 中 良 通 -1 於テハ 今度 正三位- 1 叙セ ラ ベ 

面目-一足, ベ シ、 云 々、何 ゾ 況ンャ 良 經侍從 -ー 任ズ、 云 々、 

本朝 世紀 十 一 日、 余 本朝 世紀 ヲ 借進ス ぺキ由 ヲ仰ス 、件 ノ文ハ 信 西 法師 之 ヲ作ク 、寛 平 一 代ノ 

十四日、 大外 記師尙 本朝 世紀 上 帙十卷 III 師ヲ 持チ來 レノ、 

十八 日、 此曰密 々歌合 也、 歌 十 首、 哥 人 廿 A 、俊 成 入道/許-一 遣ハ シ 判セシ ムべシ 云々 

知 盛 ® 盛 十 九 日、 傳 聞ク、 延曆寺 堂衆ノ 追討 使更ラ -I 知 盛 經^, 一  仰 セラべ  . • 

師家  廿五 日、 中 納 言 中將 師家 拜賀ノ 爲メ來 臨 (.1  4  ノ) スぺ シ、 

治 承 三年 十一 月 

三日 山 N 大衆 猶 以テ鬪 靜、 官 兵 等 坂 下 -ー 向フ ト雖 モ、 山上 ヲ攻〃 能 ハ ズ、 

五日、 侍從 良經拜 賀 也、 

淸盛 入洛 十 四 曰、 今 曰 入道 相國 I 入 洛、 宗 盛 卿 二 K 十一 曰 首途シ -ズ嚴 島-一 參 リシ ガ、 路 ヨリ 呼 

附  錄  六 九 


還 シ、 相 北ハ 二 上 洛、 武 士數千 騎、 人 何事 タ ル ヲ知ラ ズ、 凡 京中ノ 騒動 雙ナシ 、今夜 ノ出 

仕 恐 レナ キ 一 一 非ズト 雖モ、 公事 ヲ勤メ ン ガ爲メ  二 出仕 ス、 

十五 日、 世間 物忿、 〇 人傳 へ 云 フ、 天 下 / 大事 出來、 0 大夫史 隆職注 シ. 送 リ -グ 云、 甚通關 

白 尸 任ジ、 內 大臣 氏 長者 -1 拜 セラ ク、 甚房ハ 關白ヲ 止 メ、 師 家ハ 權中納 言 中 將ヲ止 

メラべ 〇 余此狀 ヲ披キ 見〃 所、 天 ヲ仰キ 地 二 伏シ、 猶以テ 信愛 セ ズ、 夢 歟 夢-一 非 ザ 

レ ノ歟、 辨存ス レノ所 ナシ、 此事ノ 由 來"， 法皇 越前國 TO. き 麵麵^ 節" ヲ收 公シ、 & 

セ-ズ 白 川 殿 ノ倉預 lj§ 人 ヲ補 セラ 〃、已 上 ノ兩事 法皇 ノ 過怠 云 々、三位 中將師 

家ハ 二位 中 將基通 ヲ越ェ 、中納 言 一一 任ズ、 師家 年 僅 二 八 歲、 古 今 例 ナシ、 コ レ博 陸/ 

罪 科 也、 凡 此 外法 皇ト博 陸 ト 同意 シ テ國政 ヲ亂サ \ 〃由 入道 相國攀 緣、 云 々、〇 淸 

盛ハ重 衡ヲ使 トシ ク內褢 -1 奏シ、 身ノ暇 ヲ賜ハ リ邊地 II 隱居セ ン トス、 仍テ， 兩宮 

ヲ具 シ奉リ 行啓 ヲ催シ 儲ク, 所 也 〇 甚通ヲ 關白ト ナス ノ詔、 

十 六 日、 今 H 一書 ヲ前ノ 博 陸 一一 奉 ぺ報狀 ，1 云フ、 年來變 改ナク 本意 ヲ申 來リ 候、 尙 此 仰 

ハ 心肝-一 銘ス、 先 世 ノ宿報 左右-一能" ズ 、今一度 見參セ ズ候コ ソロ 惜ク 候へ、 云々、 

〇 抑此關 白ノ時 つ 家 二 瑕谨 ヲ貽シ 、職-一大 疵ヲ 付ク、 亂代 一一 於テ ハ 天子/ 位、 攝 豫 


/ 臣、 太 ダ 以 テ 無 益 ナ リ、 云 々、〇 新 博 陸ノ許 二 使季長 朝臣 ヲ 送べ 不說 ノ恐ヲ 遁レ 

ンガ爲 也、 コ レ 蹈諛ノ 甚也、 〇 今夜 明 雲 15 正幷 -I 天台 座主 等 -ー 還 任 ス、 云 々、〇 明 雲 

還 任 ノ 宣 命、 

十七 曰、 天 晴、 人傳テ 云、 前 博 陸 逐電、 人 其 行方 ヲ知ラ ス、 云 々、但 シ 謬說 力、 

十 入日、 藤 原 基 房 ヲ大宰 權帥ト ナス 宣命 〇 解官ノ 輩册九 人、 

十 九 日、 前 關白松 殿 ヨリ 出 ダラべ 子細 ヲ傳 聞シ 悲淚數 行、 

廿日、 二位 中 將殿滅 權中納 言 並 右大將 一一 任ズ 云々、 佘 此狀ヲ 見、 仰天 ノ外 他事 ナ シ、 生. 

涯ノ 恥辱 此 身- 1 極レ リ、 此 "余 ガ欝ヲ 塞 ガン ガ爲 歟、 タ マサカ 固 辭セパ 忽チ絞 斬 

/ 罪 一 1 當 ス ベ シ、 加 之 聊カ屮 心 所， 存 ァ リ、 仍 テ 只 悅 思 フ 由 自書 シ 返 報 シ 遣 シ 了  tVf 

子細 ヲ知ラ ザ \ 人、 身 ノ耻ヲ 知 一 フズ、 望 ヲ致ス 旨 ヲ存ス \ 歟、 云 々、〇 午刻 許、 人 傳 -グ 

云、 法 皇鳥羽 一一 御幸、 コ レ賴 盛. J 一  1 f ヲ伐 タン ガ爲 也、 〇 今日 禪 門 福 原-一向、 ジ \、 

廿 一 一 日、 傳聞 ク、 賴 盛卿ノ 所領 等併セ ク以テ 沒官、 云 々、叉 業房ヲ 伊豆 國 二配ス \ 間、 路 

頭 -1 於- ズ 逐電 ス、 云々、 〇 叉 頭 中 將通親 モ其狭 -1 懸ラ ン ト シ、 希有 二 免 力 k ト 雖モ、 

猶ホ 怖畏ヲ 懷ク、 〇 又聞ク 太政大 臣 (M 一 去 〃十九 日出 家 云々 〇 一 昨日 ノ除目 一 一隆 
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季帥ー 1 任ス 云々、 大 宰帥パ 親王 任ズ ル 所ノ官 也. 仍 ク 他人 帥 ナク納 言 已上 ノ者宰 

府ヲ 知行 ス ダ時ハ 權帥二 任ゼラ ル、 參 議 已下ナ ラバ 大貳 -1 任ズ、 而ル 二 前 ノ關白 

ハ權 帥-一任 ジ、 隆季 、ノ 正 帥 二 任ズ、 希代 ノ 例 也、 職 事 モ外記 モ氣ッ 力 ズ、 亂世 /甚ダ 

シ キ 也、 云 々、 

廿 三日、 基輔 朝臣 召 二 依- ズ新博 陸 基 通ノ亭 -1 參べ歸 リ來リ 云フ、 故殿隱 レシ メ給 テ 

ョ グ ハ、 一 向 御邊ヲ (兼 實ヲ サス) 相 憑ミ罷 過ル所 也、 云 々、〇 墓 通ノ 問ニ對 シ兼實 答 

フ 〇 抑 モ余之 ヲ案ズ 〃 -1 、 巳-一新 關白ノ 扶ヲ用 ラル 、者 力、 世 間ノ 人口 皆 察シ思 

フ 所 也、 然 而故殿 ノ深恩 ヲ思フ 二 ョ リ、 自 今 以後 ト雖 モ此/ 如ギ コ ト隔心 ヲ存ス 

可 ラ ス 、身/遺恨 -1 於- プ っ全ク 彼人ノ 過去 二 非 ズ、 只 宿運 ヲ願フ ぺシ、 

廿 四日 前 博 陸 昨日 河 尻 ョジ福 原 一一 向ケラ V 云 々、o 前大舍 人頭 兼 盛, I 續頂 

パ 、 手 ヲ切ラ レ 畢ヌ、 

廿 六 日、 傳 聞ク、 前 博 陸 福 原 ヨリ 淡路國 11 向ケラ V  . 

廿 九日、 傳聞ク 、前關 白 福原ョ リ淡 路國- ー送ラ ベ 云 々、又 人 云、 奈 良ノ 大衆 蜂起 幟 盛 云 


治 承 三年 十二月 

一 日、 傳 聞ク、 南京 ノ大 衆殊 -! 以テ 蜂起 ス， 

四 日、 此 貫 首 (通 親) 深 ク 思慮 ナキ人 也、 必 ラ ズ 當 -1 ス ぺ キ 歟、 

十 日、 兵 部 卿 入道 信蓮來 タ、 數 刻 談ズ、 多ク ハ是レ 新 博 陸 未練 ノ 間/事 ヲ歎キ 申スナ 

リ、 日 頃 籠居 \ 人 俄 力-一重 任-一居 べ每 事 惘然術 ナキ由 命ゼラ 〃、云 々、 

十四 曰、 此 日右大 將拜賀 也、 

十 五 日、 關 白 墓 輔ヲ以 テ條々 ノ事 ヲ問ハ VO 着 陣ノ事 〇 上表ノ 事 、〇 臨時 客 事 0 大 

響ノ 事、 

本書 三十 ニ卷 以下 は 曩に見 終りし が 一 卷ょり 三十 一 卷ま では 其 後 引つ ^き 

て讀み 明治 三十 三年 六月 十六 日 讀み畢 る。 本文 は 第一 高等 學校藏 本に 據る。 

南牕子 

玉 海卷之 三十 二 

治 承 四 年 正月 

一 日、 熊 野湛政 ヲ法橋 二 叙ス、 
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二日、 左大辨 宰相 長 方 來リ余 ト相逢 ヒ文談 時刻 ヲ移 ス、 

四 日、 頭 中 將通親 朝臣 ノ 消息 來 ル云 々、 

五日、 顯 綱王ヲ 王氏ノ 長者 ト爲ス 事 C 公卿 參入ノ 事 アジ 姓名 見ュ 〇 叙位 書 樣 

六 日、 

七 日、 

十 口、 主 t 閣 院第ョ リ 五條 東 洞 院邦綱 卿亭ニ  幸ス、 〇 陣中 行 列、 

廿 = 、天 晴、 此 日. 皇太子 魚：^ 著 袴等ァ リ、 三 歲著袴 吉例 之 上、 來月讓 位 ノ事ァ ルべ キ -I 

ヨリ 忿行 アル ベ シ、 云 々、〇 今 曰 公 卿 參 入. 參 入 / 公卿 姓 公 記載 ァ リ、 

廿 一 一 曰 • 福 原 禪 門 今日 下 向 畢、 云 な、 

廿 四 曰、 五 條 堀川 -ー 造 {S アル ぺ シ 云 々、光 例ナキ -ー ヨリ 中止、 

サ 五日、 給料 學生 三人 秀才 ヲ爭 論ス； I  i  ^  一 5^ 

廿六 曰、 所勞及 ビ 內給、 年 擧、 

廿 七 日、 任 官 ノ事ァ リ、 〇 今 夜 除 書 以 前 -1 秀才 一 人、 下 藤 二人 ヲ 宣下 セラ \， 

(秀才 ハ 賴範通 業、 第 一、 季光ハ 名 譽無キ 二 ヨリ 超. h ご 下 藤 二人 大 江匡範 J 藤 


長 正 故 光 經ノ子 內非藏 人 

廿 八日、 左 近 衞權中 將正四 位下 源 朝臣 通 親 以下 任 官 、〇 同日 諸國々 守 任官 ァリ、 

玉 海卷之 三十 三 

治 承 四 年 二月 

四日、 正廳座 事、 0 上 卿 不復座 事、 0 祭 、王 不 參 事、 

九 日、 內 裡 御風 氣猶不 快、 〇 十日 內裡ノ 風氣減 ゼズ、 十二 曰 同斷、 

十一 日、 故攝 政， 殿ニ郞 若君 元服 也、 下官 加冠- 1 點ゼ ラ べ此 事甚ダ 用心 ナシ 云 々、〇 同 

日加 冠 ァリ、 

十五 日、 卽位 ノ條 ふ- 1 付キ 尋問 ァ リ、 〇 忌 避 ノ事ァ リ、 〇 二十 一-日 讓位 云々、 〇 幼 主 一一 

付 母后 同居、 云々、  . 

十七 日、 卽位ノ 事 二 付 太 政官廳 ノ指圖 ヲ持チ 來〃、 

一 一 十 日ズ 道 相 國修メ ラレ 候彼ノ 大輪 田 泊/ 俾延喜 例-一 ヨリ 宣下 セラ〃 ぺシ、 云々、 

二十 一 日、 此日 讓位ァ リ、 御 歲三歲 〇 讓位ノ 儀式 〇 伊勢 近 江 -1 使ヲ遣 ハ シ彼 國ヲ固 

守セ シム、 〇 卽位 費用、  . 
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二十 八日、 院廳 始メ、 〇 尊號勅 

治 承 四 年 三月 

八日、 來 十七 曰嚴島 御幸、 云々 

十二 曰、 卽位ノ 相談、 

十六 曰、 伊勢 太 神 宫司改 任、 云 

十七 日、 園 城 寺 大衆 發起 シ、 相 

ヲ盜 出シ奉 〃ぺ シ 云 々、 

十 八 H 、主 上 病 氣、 乳 ヲ聞食 ナ 

玉 海卷之 三十 四 

治 承 四 年 四 

九日、 此 H 新 帝 五條 東 洞 院第ョ 

廿 二日、 此日 天皇 紫 g 殿, 1 卽位 

廿 七 日、 國 郡 卜 定、 近 江 國、 丹 波 國 

治 承 四月 五月 


卷  七 六 

書、 〇 卽位ノ 式 ヲ紫富 殿-! 於- グ. 行ハ ル ぺ シ 、云 々、 


〇 同 請 文、 • 

べ延暦寺及ビ 南都衆徒法皇及ビ 上皇宮 -ー ^|^ジ、兩主 


.大 内- 1 遷 幸、 0 今 曰 新 院嚴島 ヨリ 入洛、 


ス、 


知 盛所勞 

淸盛 入洛 


後白河 法 

皇京 一一 出 


三 條高倉 

宫 配流 


源以光 


八 條宫圓 

惠法 親王 


九日、 去夜ョ リ左兵 衞督知 所 勞萬死 一 生、 

十 日、 今 曉 入道 相國入 洛、 武 士 洛中-一 滿ッ、 世間 叉 物 忿、 

十二 日、 知 盛 卿 平 減、 昨 日 禪 門 下 向、 

十 四 日、 鳥 羽ノ 法皇 出 一一 御 京； 內 藏頭季 能 朝臣/家 ヲ以テ 御所 ト爲 ス-、 

十 五 日、 昏 一一 臨 ム頃京 中 鼓 騒、 山 ノ 大衆 下 洛ダ由 風聞 ァ リ、 但 シ 其 實ナ シ、 〇 今 夜 三 條 

高倉宫 $ 配 流、 件 宫ハ 八條女 院ノ御 猶子 也、 此 外 縱横ノ 說多シ ト雖モ 信用 シ難 

シ、 

十 六 日、 隆 職宿禰 三條宫 配流 ノ事ヲ 注シ送 ベ 其 狀 如&、 

源以 光本 御名 以仁 忽 賜 > ^姓 改> ^名 了 

宜 遠 流； 早 令. 追-出 畿 外； 

庳聞ク 高 倉 宮 去 夜檢非 違 使 其 家 二 向 ハザル 以 前-一 逃 去 シ、 三 井寺-一向 フ、 云 々、〇 

件 宮ノ子 若 宮 モ 逐電 セ リ、 云 々、〇 モト 隱シ置 力 〃、太 ダ 愚 ナ リ、 愚 意之 ヲ案ズ グ 二 

我 國 ，^ 安否 只 此 時 -ー 在 \ 力、 云 々、 

十七 日、 八 條宫棚 法 使者 ヲ以 -ズ 宗 盛時 忠等 二 示 シ、 高 倉 宫 三 井 寺 平等 院ュォ ハ ス 

附  錄  七 七 
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出京 セラ ルぺキ 由 沙汰 ス 、云 々.〇 高 倉宮登 山、 無 動 寺 二 引 籠 ラル、 ノ由風 聞、 〇 或 

云、 諸 國 -1 散在 ス ル 源氏 ノ末胤 等 多 ク以テ 高 食 宮ノ方 人 ト爲ル 、又 近 江國ノ 武勇 

ノ輩同 ク以テ 之-一 與 ス、 云 々、 

十 九 日、 昨 日 園 城 寺-一 遣 ス所ノ 僭綱ノ 中、 房 覺 僧正 一 人 去夜歸 洛、. 彼 宮出シ 奉〃 可ラ 

ザ ル由 大衆 申 切 ベ 云 々、凶徒 七十 人 許、 〇 山門 與 カス 可 ラザ ル 由頻リ >| 制 シ仰セ 

ラベ 

廿 1 日、 圚 城 寺 ヲ攻ム ぺキ由 武士 等-一 仰 セラべ 明後日 發向ス ベ シ、 前 大將宗 盛已下 

十 一 人、 所 謂 大 將 

賴盛 敎盛 經盛 知 盛 等 卿 維 盛 資盛 

淸經等 朝臣 重衡 朝臣 賴政 入道 等 云々 

廿 二日、 去 夜 半、 賴 政 入道 子息 等ヲ 引率 シ 三 井寺 一一 參籠 ス、 巳 -1 天下/大事 力 云々、 

〇 山ノ 大衆 三百 余人 與カ 云々、 〇 奈良ノ 大衆 蜂起 シ、 已 一一 上洛 セ ント 欲ス、 云々、 

廿 三 日、 世 上物 忿 -ー 付官兵 洛中 ノ 諸人 ヲ 引率 シ福原 -1 下向 ス ベ シ、 〇 卽チ 行幸 御幸 

アルべ シ、 一 人 ヲ殘サ ズ相具 セラ \ ベ シ 云々、 0 南都 大衆 來廿 六日 入京 ス べキ由 


ノ 風聞、 

〇 廿四 日、 室 家 余 ガ爲メ  二 最 吉夢ヲ 見 

ラ ン ガ爲ナ リ、 今 日書ヲ 送リ吿 ゲ タ 

〇 廿 五日、 昨日 座主 登 山、 山 僧 三 井寺 ヲ 

タ、 云 々、 

廿六 日、 三 井寺 -1 坐 ス宮賴 政ト相 共-一 

逐 攻 ム 、〇 賴政 ノ黨顔 併セ誅 セラ 八、 

>| 於 テ ハ糙- 一 其 首 ヲ見ズ ト雖モ 同 

廿 七 日、 兩 寺 凶徒 罪科 ノ趣 ヲ定 メラ〃、 

親 兩人ノ 申狀 ヲ彈 指ス、 

三十日、 邦 綱 卿告ゲ 送- ズ 曰 ク、 來月三 日 

ベ キ由其 聞へ ァ リ、 仰 天ノ 外他ナ シ- 

治 承 四 年 六月 

二日、 入道 相 國ノ福 原 別 業 一 1 行幸 ァ ス 

.附  錄 


ル.、 又 覺乘得 業 一一 祈ヲ仰 付ク、 生涯，' 吉凶 ヌ知 

曰 ク、 先 日 御 祈/事 成就 ス ぺ. シ 云 々、 

攻ム ベ キノ 由 相語ラ ン ガ爲ナ リ、 過 半 承諾 ァ 

去 夜半 許 逃 去、 南 都-一向 フ、 其 告-ー ヨリ 武士 等 

彼 入道、 兼 綱幷- 一郎 徒十餘 人、 首 ヲ切リ 了 ヌ、 宮 

ク伐チ 得 了ヌ、 云々、 

〇 罪科/趣 二 付 諸 卿ノ意 見、 〇 兼實ハ 隆季通 

福 原 -! 行幸 ァ〃 ベ シ、 上 西 門院 同ク 渡御 ァ \ 

-〇 勳功ノ 賞 ヲ行ハ ル、 

，法皇 上皇 同ク 城外 ノ 行宮 -ー 渡御 ス、 往古 其 例 

七 九 


川 
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ァ リト雖 モ、 延 歷 以 後、 都 -プ此 儀 ナシ、 誠-一希 代ノ 滕事ト 謂 フ 可 シ、 云 々、〇 行幸 ノ. 

六 日、 去 四 nl  ノ 夜、 主 上賴盛 ノ家ョ リ禪 門別庄 § 社 5  -I 遷 御ス、 

七 ：：：！、 輿 福 寺 衆徒 和 平、 逃 隱〃、 者ヲ 捕へ 出ス、 淸盛, 遷都/他 沙汰 ナシ、 

十 日、 い M 都 二 逃 向へ〃 輩少々 ヲ搦進 ズ 、其 中 一一 相 少 納 言 宗 綱ァリ (件 男 ハ年來 相ヲ好 

ム ノ 人、 彼 宮 必ラ ズ國ヲ 受クぺ キノ 由、 云 々、此 ノ如キ 亂逆ノ 根 條此相 -ー在 ルカ) 

十 三 日、 遷 都/事大 赂確 定、 o( 兼 實) 福 原 二 赴 ク 、〇 福 原-一到 リ湊 川ノ邊 ニ於テ 乘車ヲ 

改 ム、 

十五 、大夫 史隆職 遷都 ノ間ノ 事ヲ來 ク談ス 、(奈 良 ノ京舊 指 圖ヲ持 來ル) C 尋問 セラ 

, 、 三 箇條、 

一、 左 京 條里不 足 事、  - 

一、 右京 平地 不幾 事、  . 

一 、大 嘗 會 事、  • 

0 和田ノ 都門ヲ 改メテ 小屋 野 ヲ其地 ト爲ス ベ シ、 云々、 0 愚 (兼 實) 案 ズ；^ /一一  遷都 ナ 


キー 一如 力 ズ、 女 房 等 語 リグ 曰 ク、 遷 都 ハ萬人 歎息 セザ ^ナシ 、或ハ 流 淚ノ族 ァリ、 

十 九 日.. 園 城 寺 僧徒 罪科-一行" グ可 キノ 趣定 メラ ベ 〇 僧綱 廿七人 見 任ヲ解 却シ、 所 

領ヲ沒 官ス、 

二十 二 日、 三 井寺 僧徒 ノ 罪科 ヲ 宣下 セラ V  / 

玉 海卷之 三十 五 

治 承 四 年 七月 

1 日、 傳聞ク 、山 /大衆 蜂起 シ、 座主 ヲ拂ハ ント 欲ス、 

十 五 日、 春 日/御正 體ヲ福 原-一 移 サン トス 〃者 ァリ、 

十六 曰、 福 原 ハ 暫ラク 皇居 ト爲ス ベ シ、 云 々、 

十九 日、 天下 騒動 未ゲ落 居セザ 氷 上、 遷 都ノ間 世間 彌ぷ穩 カナ ラズ、 - 

卅 日、 俊 成 入道 瘧病、 0 攝政 ノ病殊 -1 重シ、 瘧病ノ 如 シ、 〇 新院御 不例、 

治 承 四 年 八月 

二日、 新 院御不 例、 六 ケ 敷シ、 〇 攝政モ 所勞鎮 病、 但シ 其體普 通 -! 非 ズ、 更 ラ _1 發ス \ 時 

其 面 赤シ、 
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四 日、 福 原-一、 離宮 ヲ立テ 暫ラク 經廻ァ 〃ベ シ、 八 卷大內 二 及 バズ、 叉 大路 小路 便 -1 隨 

ヒテ之 ヲ披ク 云々、 〇 嵯 蛾ノ隱 君子 帝都 ハ 永代 變易ス ベ カラ、 ザ ル趣ヲ 述ブ、 

五日、 攝政 癯病殊 -I 重 シ、 

八日、 傳聞ク 、隆季 卿 密語 シテ 曰ク、 遷都 ノ事猶 ホ叶フ 可 ラザク 者ヲ 據ナキ 沙汰 カナ、 

云 々、此 語 禪門ノ 耳-一達 ス云 々、〇 攝政ノ 權病猶 ホ愈ェ ス、 

十 一 日、 左 衞門櫂 佐 光長 來 义 f  ^、 因テ福 原 ノ事ヲ 問 フ、 彼 地 帝都 ト爲 ス 力、 又 離宮 

-1 於 テ 大 嘗 會行ハ 〃ぺキ 力、 答 へ テ曰ク 、承〃 如ク ンパ里 內ヲ造 營シ、 遂 ゲ行フ ベ 

シ、 云 々、 

十二 日、 新院ノ 御腦輕 減、 Q 又 此ヲ去 リ古京 -ー 還御ァ 水 ぺキ ノ儀出 來ス、 隆季 時忠等 

相 議シ、 禪 門-一 仰 セ遣ハ サ \  、處、 尤モ 然ル可 シ、 但 シ老 法師 -I 於 -ズ ハ 御 共 -1 參 \ 

可 ラ ズ、 云 々、〇 此語 自ラ風 聞、 忽 チ此議 出 來ス、 凡 ソ萬事 言 語ノ及 ブ 處 -1 非 ズ. 只 目 

ヲ以 テス、 

十四日、 攝政ノ 瘧病平 愈、 

十 九 日、 禪 門 今日 嚴島 -1 參ラ レ、 彼ョ リ宇： E  -1 詣 ヅ ぺシ、 .. - .• - 


廿 五 曰、 新 院 御 不 豫、 同 樣 ナ リ、 〇 遷都 ノ 事- 1 付キ經 房 一 1 問フ、 答へ -ズ曰 ク、 福 原 只今 ノ 

如ク ンパ 離宫ナ リ、 S 後年 八 省 ヲ造〃 可シ云 々、今 年 五節 以前 一一 皇居 ヲ 造 ラ〃 可 

シ、 是 レ禪 門私ノ 造作 也、 彼 ノ人移 徙ノ後 借取ラ 〃可 キノ 儀 云々、 卽 チ件ノ 離宫ノ 

傍 一一 八 省 ノ地ヲ 占 メ、 云 々、件 指圖 ハ源納 言 之 ヲ 造 進シ、 堀川 納 言 又 潤色 ヲ加 フ、 云 

々、㊀ 大嘗 會ノ事 〇 延曆ノ 遷都 ト 今度 ノ 遷都 ト -1 付 キ兼實 意見 ヲ述ブ 〇 方忌ノ 

事大 嘗會ノ 事- 1 付キ 諸卿ノ 議論 ァリ、 

治 承 四 年 九月 

三日、 傳 へ 聞ク、 熊 野權別 當湛增 謀叛 シ、 其 弟 湛覺ノ 城及ビ 所領 ヲ燒 拂フ、 此 去月 中旬 

比/事 云々、 〇 又傳へ 聞ク、 謀叛 人 義朝ノ 子年 來 伊豆 國ノ 配所 -1 在リ、 近日 凶惡ヲ 

事ト シ、 伊豆 駿河兩 國ヲ押 領ス、 又 爲義息 一 兩年來 熊野邊 -ー 住ス 、而〃 去 五月 亂 

逆 ノ刻坂 東 一一 赴キ賴 朝-一 歸ス、 宛 ーフ將 門ノ如 シ、 云 々、 

九日、 關東 叛逆 ノ聞ュ ァリ、 去 五日 大外記 大夫史 等 參院シ 、追討 ス ベ キ由ヲ 評議 ス、 維 

盛、 忠 度、 知 度大將 タリ、 來廿ニ 曰 下向 ス ぺ シ、 但 群賊纔 -1 五百騎 許、 官 兵 ニ千餘 騎、 已 

-ー 合戰 -1 及ビ、 凶賊 等遁レ タ 山中-! 入 〃、云 々、 


向 追 
討 
使 

發 


生 高 
存會 
ノ 宮 

flJl* 御 
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十一 日、 賴朝 追討 ノ 旨宣、 0 上總國 / 住人 介八郞 廣常幷 -1 足 利 太 郞等與 力 シ、 其 外 隣 

國有勢 ノ者多 ク 與 力 ス、 云 々、 

〇 禪門來 十二 日 勢藝 力) 州- 1 參ルべ シ、 新院 モ來廿 1 二日 ノ 間-一同 ク 詣 デ 給フべ 

シ、 0 又 熊 野 湛增モ 猶ホ惡 逆 ヲ事ト ス、 別當 範智與 カス、 云 々、 

十三 日、 柬國ノ 追討 使ノ 中來廿 二日 發向ス ぺ シ、 

十九 曰、 傳聞 ク、 筑 紫- 1 又 叛逆 ノ者ァ ジ、 禪門私 二 追討 使ヲ 遣 ハ ス、 

廿 三日、 右 少將維 盛 朝臣 已下 追討 關東 凶賊 使 等 入洛、 來廿七 八日 ノ 間， 一首 途ァ, ぺ 

シ、 〇 髙倉 宮及ビ 賴政駭 河ヲ經 テ臭ノ 方へ 向フ. H 吿ァ リ、 奇 怪 ノ浮說 也、 〇 是則チ 

禪門 人望 ヲ失フ 間 事-一 於 テ彼レ ガ爲メ  -1 凶 瑞ヲ表 ハサ ント 欲ス、 天下 ノ  士女 同 

ク或 ハ 奇怪 ノ 風聞 ヲ卷ク 者 ナジ、 

廿 八日、 閒ク、 山ノ 大衆 蜂起 ス、 

廿 九日、 今曉 追討 使等發 向ス、 

治 承 四 年 十月 

二日、 上皇 昨日 下 向、 〇 0 開、 去 月晦比 熊 野 湛增ノ 館- 1 テ 其弟湛 覺ト攻 戰、 相 互 ラ 死者 


多 シ、 o 近江國 -1 テモ 度々 合戰、 

五 曰、 傳聞ク 、關柬 事 已 _ 一大事 二 及プ、  . - 

六 日、 今 旦新 院嚴島 ヨリ 還 御、 

八 日、 傳 聞 ク、 高 倉宮 必定 現存 シ、 去 七月 伊豆 國 二 下着 ス 、云 々、〇 凡ソ 權勢ノ 人 遷都/ 

事 ニ依リ 人望 ヲ失フ 間、 此 ノ 如 キ浮說 流 言 勝- プ計 フ可ラ ズ、 

九 日、 後 聞ク、 六日 禪室 嚴島幷 -1 宇佐 宫 二 參 \、 

十 七 日、 傳 聞ク、 追討 使 遠 江- 1 於テ 彼國ノ 住人 ノ爲メ  二 射 落サべ 

十八 日、 兼 光諾ク 曰ク、 去 八月 新院御 祈、 御 神樂ヲ 行、, ンガ爲 メ賀茂 社-! 參ダ/ 次、 神 

主 重 保 相 語 テ 云、 去 比 通夜 シ寶前 一一 眠严カ 眠ラザ 〃カノ 間、 御 寶殿 震動 ス、 于時故 

(忠 通) 

ノ 法 性 寺 殿 束 帶ヲ正 シ、 寶 殿/傍  一！ 坐 シ、 叉 歎息 シ テ曰 ク、 由 シナキ 遷都 之 有 天 如 

,此 久ー寶 殿 令， ー搖 動 1 給 也ト- グ事ノ 外-一思 食 歎 タリ ト見 了- プ覺 メ了ヌ 云々、 

十 九 日、 高 會宮 誅伐 セラ〃、 由 猶ホ疑 ヒア リ、 其 故ハ营 冠者 ト云フ 男、 年 來彼宮 一一 參 

リ、 云 々、然 シ宮 現存 ス ダ事 疑"， シ 云 々、 

廿 日、 傳聞 ク、 延 曆寺ノ 衆徒 盛 -ー 蜂起 シ、 奏牒ヲ 以-ズ 職 事-一 付 ク、 是 レ 遷都 ヲ止 ムぺキ 
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由 也、 

廿 三 日、 新 嘗會幷 一 一賀 茂 臨時 祭 ノ間ノ 事、 

廿 五 曰、 新 嘗 會、 賀 茂 臨時 祭 一一 關ス〃 答、 

廿 八日、 延暦寺 衆徒 遷都 ヲ訴 フ、 云 々、 

廿 九日、 傳聞ク 、坂 東ノ 逆賊 ノ 黨類餘 勢數萬 二 及ブ、 追討 使^ 弱 極 マリナ シ、 云 々、誠 -I 

我ガ 滅盡ス レノノ 期 也、 

治 承 四 年 十一 月 

一 日、 傳 へ 聞ク、 追討 使 維盛已 下追歸 サべ已 二 近 江 ュ赴カ ン トセ パ山^ 鎮グべ キ風 

聞 アル-一 ョ ソ、 伊勢 一 1 向 フ、 〇 逆黨ノ 餘勢幾 萬騎ナ ル ヲ知ラ ズ、 0 湛增 モ 勢 ュ 乘ズ、 

〇 鎮西 謀叛 ノ者モ 征伐 スル能 ハズ、 

四 日、 傳聞ク 、追討 使 伊勢 ュ 向 ハ ズ、 只 忠淸許 伊勢 へ 赴ク、 他人 " 入京、 

五 日、 傳 聞 ク、 前 將軍宗 盛 還 都 アルべ キ由禪 門- 1 示ス、 禪門 承引 セザ y  -1 ヨリ 口論-一 

及 ブ、 C 傳 聞 ク、 追 討 使 等 今日 晩景- 1 及ビ入 京、 知 度 ハ僅カ 二  、 廿狳 骑、 維 盛ハ十 騎-ー 

過 ギズ、 0 甲斐 ノ武 田ト 平氏 ト合 戰ノ 模樣、 〇 追討 使 敗軍 ノ 由ヲ 聞キ淸 盛大 -I 怒 


レ , 

ノ 

. 八 日、 專 聞ク 還都ァ 〃ぺキ 由、 山 僧 等 二 仰 セラ \ ト雖 モ、 忽 チ然 \ 可ラ ズ、 太 略 誘ヒ仰 

セ ラ メ  , 體 也、 始 終叶フ 可- フザ〃 事 力、 

十日、 歸都ノ 事頗〃 沙汰 ァリ、 

十 一 日、 還 都ノ 事 云 々、 

十 一 一 日、 傳 へ 聞ク、 關東ノ 逆黨美 濃國- ー及ブ 由、 

十三 日、 或 人 云 フ、 決定 シ -7 歸都ノ 事 アルべ シ ト 、〇 此日福 原 離宮 新造 ノ 皇居 ュ 於テ 

萬 機 旬 ヲ行ハ ,， 

十 五 日、 兼 實病ヲ 推 シテ福 原 二 推參ス レ V 淸 盛/命 ナリ トク 中止 セラべ 

十 六 日、 福 原 ョ リ、 脚 力 ァ リ、 昨 日 推參ヲ 止メシ っ女院 ノ不豫 及ビ予 ガ (淸 盛) 所 勞 等 一一 

因 ベ 云 々、〇 又 云、 來廿 六日 頃 歸都ァ ル ベ シ， 

十七 日、 傳聞 ク、 美 濃 源氏 等 凶賊 -ー 與カ ス、 〇 熊 野湛增 其 息僧ヲ 進メ シ ム、 仍-プ 宥免ァ 

リ、 又 鎭西ノ 賊 If サセ ル. 故ナク 恩 免、 云 々、 

十九 曰、 傳へ聞 ク、 還 都 ハ來廿 六 日 御 出門、 來 月 二日 入洛 ァ \パ シ、 延曆寺 衆徒 大ュ悅 


1 院 第三 

親王 ノ宣 

トシ テ淸 

盛チ 誅伐 

スぺシ 

竽島藏 人 


F€ 還 都 

チ喜プ 


武家時代の 研究 第二 卷  八 八 

ビ It- 々ノ 御祈ヲ 始ム、 

廿 一 日、 近 江國叉 以テ 逆賊 ニ屬 ス、 〇 福 ヨリ 人 告-ズ 曰 ク、 還 都. "縮 メラ レ、 來廿 三 日 

出 門、 廿 四 曰 寺 江 -1 著、 廿 五 曰 木津殿 -1 著、 廿 六 曰 御 入 洛、 0 モシ 遷都 ス ルナ ラバ 日 

頃 早々 アルべ シ、 官軍 隣國- 一充 満ス \  / 刻、 忽 チ 還都ス \ モ 豈 -ー 物議-一 叶 ンャ、 

廿 一 一 日、 傳 へ 聞 ク、 關束 ョ ソ 一 院 第三 親王 ノ宣ト 稱シ、 淸盛 法師 ヲ 誅伐 ス ベ シ、 東海 柬 

山 北陸 道等ノ 武士 與 カスペ キノ 由、 云 々、〇 人傳 云、 手 島 藏人某 C? ま 纖 (化) 福原ノ 人 

家- 1 放火 シ、 逐電 シテ 東國- 一向 フ、 云 々、〇 東軍 近江ユ 侵入、 〇 追討 使 出立 ナシ、 〇 新 

院 御惱危 急、 0 歸途 停止、 0 三 井寺 延曆寺 ト鬪， 

廿 四 日、 傳 聞ク、 還 都 必 定 了、 昨 日 出 門、 今 日 寺 江-一 著、 明 日木津 殿-一渡 御、 明 後日 早 旦 御 

入 洛 .〇 近 江 騒動-! ヨリ 還 都 猶豫ノ 儀 評議 アリシ モ， 法皇 禪門 モ同ク 上洛 ア^べ 

シ、 一人 モ福原 一一 殘^ 可 ラ ズ、 

廿 五日、 余 ガ爲メ 最吉/ 夢ァ リ、 〇 今夕 行幸 御幸 共 木津殿 -ー 著 御 ス、 〇 還都ヲ 人民 喜 

. ブ、 〇 淸盛ガ 還 都/意 ハ如 何、 〇 先ヅ 關東ノ 謀叛" 遷都 ョ リ起だ ト云フ 、云々、 〇 次 

ュ 還 都/理由 四 箇條ヲ 述ブ、 - 


チ 討、） ノ秀 - 
進 ノ賴命 街 

ム nra 朝ニ涛 
文 追ョ盛 


廿 八 日、 傳 へ 聞 ク、 來 月 二日 追討 使ヲ江 州-一 遣ハ スぺ シト， 

治 承 四 年 十 二 月 

二 日、 追討 使 近江ノ 方 -1 下向、 知 盛大 將軍タ リ、 伊賀 道 " 資 盛大 將軍タ リ、 前筑前 守^ 

能 相 具ス、 伊勢 道 ハ 國司淸 綱 行 向フ、 

三 日、 官 軍 近 江 等ノ 賊軍 ト戰フ 、〇 越後 城 太 郞助永 甲斐 信 濃兩國 パ 他人 ヲ交 へ ズ、 一 

身-一 攻落ス ベ キ由 申請 3 シ ム、 〇 或 人云フ 、去 晦日 左 大辨長 方 法皇 ヲ富メ 奉リ、 松 

殿ヲ召 返サ〃 ベ キ由 再三 申サシ ム、 人々 更ラ 一一 以ク 之-一同 セ ズ、 云 々、 

四日、 去月 晦日、 院 殿上 一一 於- ズ關 東ノ亂 逆ノ事 ヲ議セ ラ ベ 左 大 臣 (藤 原 經 宗) 改 元 ス ぺ 

キ由定 メ申サ V 而ル 二 外 記 相 北 〈一一 改元 猶豫 アルべ キ由 奏聞 ス、 〇 人傳 云、 江 州 ノ 

武士 等 落 了、 ニー 一分 二 力 官軍 -ー 與 力、 其 殘 "城 二 引 籠べ 又 聞ク、 奥州 ノ戎狄 秀衡禪 門 

ノ命ニ 依 リ賴朝 ヲ伐チ 奉〃 ベ キ由請 文 ヲ進ム 、但 シ實否 未タ聞 カズ、 

五 日、 江 州ノ勢 四百 餘騎 今日 矢 合、 0 去 夜 或 者/ 夢 一一 云、 大 唐ョ ジ笠ノ 鰭. -1 樣々 ノ物 

ヲ 彫付タ ^^ノ 旗 數 旒 ヲ 付 タ リ、 云 々、 

九日、 傳聞ク 、延 曆寺ノ 衆徒 ノ中凶 惡ノ堂 衆 三 四百 人 許. 3 下 兵衞尉 義經ヲ 得、 (1^11) 
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語〃 ュ 園 城 寺 ヲ以ク 城ト爲 シ、 六 波 羅ニ夜 打-! 入 〃ベ シ 云 々、〇 去夜ョ リ 法皇 新 

院ト 同居、 御面謁 ァ タ， 

十 一 1 曰、 官 兵 等 三 井寺 ノ 近 邊ヲ燒 拂、 0 城 助 永 巳-一信 濃 ヲ越ル ノ由風 聞、 譲 說、 云 々、雪 

深 クシ ーズ 人馬 ノ 往還 一 1 及ブ可 ラズ、 又秀衡 攻落ス ベ キノ 由 請 文 ヲ進ズ 〃旨 聞ュ、 

然  〃 二 虚說 力、 

十三 曰、 傳聞ク 、前 / 右中辨 親宗賴 朝， - 音信 ノ由風 聞、 此事 ニ依リ 召問ハ ルべ シ、 〇 左 

大將 以下 武士 ヲ進ズ ぺキ由 ヲ催サ V 資長俊 經ハ舊 故ノ儒 卿ナダ 二 此催シ ハ實 

-1 是レ 未曾有 ノ 沙汰 也、 朝 臣ノ輕 忽此ノ 如 キノ 事ヲ以 テ察ス ベ シ、 C 親 宗 , ノ 賴 朝 

二 內事ヲ 通ズル 風閒ァ ダニ ョ リ、 從 者ヲ 召問ハ レ シ 一一 承伏 ス、 

十五 日、 昨日 知 盛 資盛等 敵 城 ヲ攻ム 、甲賀 入道 幷 -1 山 下 兵 衞尉義 經等ガ 徒 黨千餘 

騎卽時 追 落ス、 

十 七 曰、 松 殿 (基 房) 去 夜 歸京ヲ 許サべ 

十 八 日、 傳 聞ク、 法皇 天下 ズ政ヲ 知食ス ぺ キ由禪 門 再三 申 サべ初 メ辭返 スト 雖モ遂 

-1 以テ 承諾 ス、 又 讃岐美 濃兩國 ヲ以テ 法皇 ノ 御 分國ト 爲ス、 


山 下 (山 

本) 00 


親 宗親朝 

ト音 信ノ 

1^  Sk ァリ 


,5 盛 等 山 

下 義^ チ 

攻ム 


， 'レ 叙-法 
ノ 山同皇 
說ニ意 山 
ァ登シ It 


十九 日、 傳開ク 、來廿 五日 中宮/ 院號ノ 事 アルべ シ、 廿 六日 故攝政 殿/ 姬 君 (？ I 聽) 准 

后 ノ 宣 旨 ヲ 蒙 ム ベ 〇 賴朝ノ 勢 十 萬 騎、 〇 三 條宮坂 東 一 1 在〃 由 極 メテ謬 說、 〇 叉 仲 

綱 決定 伐タ レ 了、 云 々、  . 

廿 三 日、 今 日 維 盛 副將軍 トシ- プ近 江國へ 下向、 

廿 四日、 甲賀 入道 山 下 兵 衞尉等 未 ダ伐タ レ ズ、 山 下城 -1 籠〃、 

廿 五日、 今日 藏人 頭重 衡大將 軍 トナリ 、南都 追討 ノ爲メ 下向 ス、 來， 廿 八日 攻戰 ス ぺ シ、 

廿 八 日、 傳聞 ク、 去 夜重衡 南都 二 寄ス、 其 勢 莫大 ナ グ 二 ョ リ忽チ 合戰ス \ コ ト能. r ス、 

廿； 日、 人 吿-プ 云、 重衡 南都 ヲ 征伐 シ 只今 歸洛、 云 々、叉 人 云、 奥 福 寺 東大寺 已下 堂宇 房 

舍地ヲ 拂ク燒 失、 御 社 一一 於-グハ 免 

治 承 五 年 四月 

一 日、 落 書 ァ リ、 法 皇 曰吉 -1 幸 シ、 山 僧ト 同意 シ叙山 -I 登ラ ント 欲ス、 云々、 

玉 海卷之 三十 六 

治 承 五 年 正月 養 和 元 

一 日、 天下 穢氣ノ 疑 ァリ、 仍ク 四方 拜ノ 事ト ナン、 〇 抑ぶ 南京 諸寺燒 失/事、 悲歎 ノ至 
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ソ、 喩 ヲ収 \  - 一物 ナン 、東大寺 ハ我朝 第一 ノ伽 藍、 異 域 無類 ノ精 舍ナ リ、 今 亂逆ノ 世 

二 當 リ、 忽 チ 魔滅ノ 期ヲ顯 ハ ス 力、 

六 日、 奥 福 寺 中 寺 外、 堂舍寶 塔、 神社 寶藏 等燒失 / 注進、 

八 日、 ま 大、 奥 福 兩 寺、 門 徒 僧綱 以下 解官ノ 宣 旨、 

十 一 日、 傳 へ 聞 ク、 熊 野 ノ 邊、 武 勇 ノ者等 五十 艘 許、 伊 勢國 _1 打 入リ、 官兵ヲ 射 取 レノ、 云 々、 

〇 筑紫 謀叛 ノ者惡 逆ヲ事 トス、 〇 延曆寺 衆徒 蜂起 ス、 

新 院御腦 4-  二日、 人 吿 ゲ テ 云 フ、 新 院 CW 御惱 危 念 云 々、〇 傳へ聞 ク、 筑 紫 謀叛 者 高 直 (菊 池) 餘 勢 數 

萬 二 及ブ、  . 

十 三 日、 中 宮 (建 禮 門 院) 法 皇 / せ：： -1 納ルべ キ由或 人 和讒ス 、禪 門 及 ビニ品 承諾 ノ氣色 

ァ リ、 而 , 二 中せ 2 此 US ヲ聞 キ、 枉ゲテ 出家 ノ事ヲ 仰 セラ ル 云 々、 

十 四 日、 人 告 ゲ テ 云 フ、 新院已 二 崩 御 ス、 實否ヲ 知 ラ ズ、 

十 八 口、 傳 へ 聞 ク、 官 兵 等 美 乃國」 入リ 光長 城ヲ 攻ム、 - 

礎 門ノ小 廿 曰、 或 人 云フ、 賴朝 病ァリ 云々、 此 ノ如キ コ ト 謬說 多 端、 傳 へ 聞 ク、 禪門小 女 (世 ュ 御子 

女チ 法皇 

i^;  姬君ト 號ス、 巫女 ノ 腹 云 々) 法皇 ノ宮 -ー納 々、 


廿 五日、 美濃國 逆賊 等、 討 取 ラ 〃(蒲 倉 城- 1 籠 u〇 廿 八 n  、去廿 五日 禪門小 女 法皇 ノ 宮 

入 产、 -只 付女ノ 如 シ、 冷泉 局 ト 號ス、 

治 承 五 年 二月 

一日、 傳へ聞 ク、 謀叛 ノ 賊、 源義俊 (爲 義子. 十郞 藏人ト 號ス) 數多ノ 軍兵 ヲ率 ヰ、 尾 張國へ 

超 來〃、 

三 日、 傳 へ 聞 ク、 賴朝 常陸國 -1 寄 攻シ伐 平 グ、 

A 曰、 前 越 中 守 平 朝臣 盛 俊 ヲ以テ 丹 波 國諸庄 菌ノ御 下司 ト ナス、  ノ 

九. 日、 叉 聞ク、 關束 反賊 等 半 バ -1 及 ンデ尾 張國- 一越 H 來べ 十郞藏 人ヲ以 -ズ大 將軍ト 

•K ス、 

十 一 日、 菊 池 高直 謀叛 -1 付 追  一一 二 口  ノ  宣 旨 ァ リ、 云 々、 

十二 日、 東國 追討 使 大將軍 左 兵 衞督知 盛 歸洛ス 、疾ー 1 ヨリ テナ タ、  . 

十 五 日-傅 へ 聞 ク、 鎭西 謀叛 ノ 輩、 日 ヲ 逐クテ 興 盛、 太宰府 ヲ燒 拂フ、 

七日、 此夜、 賴盛卿 ノ八條 亭 -1 行 幸 (職 鳥)、 是 ョ- 先キ、 故 攝政姬 君、 性 I 密々 入 內-卽 

チ同輿 云.々、 〇 傳 へ 聞： ク 熊野ノ 法師 原 阿波 國ヲ燒 拂ヒ、 在家 雜物ヲ 追 捕ス、 マ タ源 
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俊 尾張國 -1 居住 ス、  ； 

一日、 傳へ 聞ク、 坂 東軍 陣、 太 ダ 以 テ 物騒、 泉 冠者 (；^  J; 知) 十 郞藏人 義俊ヲ 召 具 シ 降 一 

請 ヒ、 官兵ノ 方 ニ來〃 由 風 聞、 云 々、  一 

曰、 傳 へ 聞ク、 關東 徒黨ソ ノ勢數 萬 -ー 及 ブ、 官 兵^ 弱、 ョ リテ俄 -1 前 將軍宗 盛已下 i 

一 族 武士 大略 下向 ス ベ シ、 來月六 七日 ノ比云 々、重 衡鎮西 下向 停止 シ 了ヌ、 一 

日、 禪 門 頭風ヲ 病ム、 

日、 又 聞 ク禪門 頭 風事ノ 外增ァ リ、 叉 中 宮 不 例、 云 々、 

日、 高 倉 院御法 事、 〇 刑 部 卿賴輔 朝臣 來リ 云フ、 豊後國 二 下向 ス ベ シ、 是彼國 住人 

謀叛 ヲ 企- グ目代 ヲ追出 シ了ヌ 、凡 ソ鎭西 謀叛 一一 ョ リ. 追討 使 ヲ遣ハ サ〃 ベ シ云 

. 若 シ 然 ラ バ當國 滅亡 ス ベ シ、 仍- ス國司 下向 シ 住人 ノ梟惡 ヲ鎮ム ベ シ、 追討 使ヲー 

内-一入 レラ〃 ベ 力 ラ ズ、 禪 門 許可 ニッキ 思立ッ 云々、  一 

月 

，筑前 國司貞 能 申 上ゲテ 云 フ、 兵粮 米已 ニ盡キ 了ス、 今 二 於- ァ ，ノ 計略 ナ シ、 仍 -グ 忿 - 

攻〃 爲メ前 幕下 俄-一 下向 セント 欲ス ル 間-一 禪門 ノ病ァ ジ、 後 レ 了ヌ、 


や 、ビ秀 ■ 

fl^ テ衡 

ラ賴ニ 
シ朝命 


三日、 美 乃 二 ァ ル 追討 使 等 一 切粮 料ナク 餓死-一 及ブべ シ、 

四 日、 夜 -1 入 リ傳へ 聞 ク、 禪 門 薨 去、 

五 日、 左 少辨 行隆密 語 シ -プ 云フ、 去 夜 法皇 宫 武士 群集/ 由. 風 聞 アジ、 人ォモ ヘラ ク、 法 

皇前 幕下 ト變異 / 心 ァリ、 誠 一一 是レ 天下 衰亡 ノ至リ 云 々、昨 曰 朝、 禪 門 圓實法 眼 (國 

家ヲ亂 グノ濫 觴、 天 下ノ賊 也) ヲ 以 -プ 法 皇 -1 奏シテ 云フ、 愚僧 早世 ノ 後-萬 事 宗 盛 -ー 

仰 付 ケ了ヌ 、每年 仰 合 セ計ヒ 行"〃 べシ 云々 、〇 兼 實ノ淸 盛 評論、 

六 日、 關 東 討伐- 1 關ス ル事、 

七日. 同上、 

十 五 日、 平 重衡 追討 使 トシ- グ發 向ス、  , 

治 承 五 年 三月 

一 日、 傳 へ 聞ク、 秀平 -I 賴朝ヲ 追討 ス ベ キ由 脚力 ヲ進 ム、 

六 日、 官兵等 尾 張國- 一入 立ノ 後、 兵 粮 缺 乏、 〇 宮 (以 仁 王) ト 稱ス >  人 決定 伊 豆 國  一一 T タ， 

眞 偽知リ 難シ、 

十 r 日、 關東 神領等 賊徒 ノ爲- ー虜額 セラ V 
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十 一 一 曰、 秀 衡 宣 旨 /請 文ヲ 進 ズ * 其 狀  一 I 云 フ、 迴， 一纏 

な、 

十三 曰、 傳 へ 聞ク、 去 十日、 宫兵等 墨俣ノ 戰 一一 於テ 

(本 名義 俊) 疵 ヲ被リ 河- 1 入 V 

十 七 日、 傳 へ 聞ク、 秀平賴 朝 ヲ責ン ガ爲メ 軍兵 二 

廿ー 日、 女院 御所 燒亡 卽チ 御堂 御所-一幸 ス、 凡ソ 

中、 火 一一 遭 ハシム 〃コト 今度 ヲ 加へ - ズ七ケ 度、 

廿 七 日、 知 盛 參議ニ 任ジ、 親 信 卿- 1 ハ周防 ヲ給フ 

ノ 計略ナ シ、 

廿 八日、 坂柬ノ 勇士 等已 -1 參河國 -ー超 来べ 實說 

シ、 其 隙 ヲ得テ 襲來ス ベ シ、 云 々、 

七 日、 今 年 改元 云々 ノ議、 

九 日、 關 東ノ 武者 已 一一 尾張國 一一 來グ、 

十日、 鎮西ノ 住人 種 直 大宰權 少貳- 一任 ゼラ グ、 云 々、 


策 於魚麗 之 陣； 拂，， 賊 徒 於 鳥 塞 之 邊， 云 

賊徒 千 餘人ヲ 梟首 ス、 十 郞藏人 行 家 

萬 餘ヲ率 ヰ、 白 河關 外-! 出 ヅ、 

廿 ：n  ノ 内-一雨 度 此災ァ リ、 女 院御生 

〇 安房 國 ハ 謀叛 ノ者掠 領ス、 其 外 他 

云 々、官 兵 等 併 セテ歸 洛ス、 又 兵粮 ナ 


一 一  曰、 昨 曰 常 ii ヨリ 上洛 ノ者 ァリ、 委細 ヲ語 努平已 -1 沒 スト ハ 無 實 ナ リ、 〇 賴 

朝 秀平ノ 娘 ヲ娶ル ベ キ 約諾 ァリ、 〇 佐竹ノ 一  黨 三千 餘騎常 隆 國ニ引 籠、 一 矢 射レノ 

ぺ シ、 〇， 禪門薨 逝 ノ事第 八日-一 風聞 シ了ヌ 、云 々、〇 賴朝雄 稱シ- プ曰ク 、我 君 -ー 反逆 

ノ 心 ナ シ、 君 ノ御 敵ヲ伐 チ奉ル ヲ 以 タ 主 ト 爲 ス、 云 々 

一 治 承 五 年 五月 

一 曰、 傳聞 ク、 賴朝已 二 上洛 セ ント 欲ス、 

六 日、 吉 野ノ 大衆 等 蜂起 シ、 々ノ子 ト稱ス だノ人 アジ、 

廿 六日、 小 除目ァ リ、 重 衡從三 位 -I 叙 シ、 左中將 ュ 任 ス、 

治 承 五 年 六月 

十 日、 今 夜 八 條亭- ！於テ 除目ァ リ、 少 將維盛 右中將  >1 任ズ、 

十 一 一 日、 奥 福 寺 修造/ 議、 

. 十 五 日、 興 福 寺ヲ造 \ 一一  付 吉日 ヲ撰 ブ、 〇 同 宣 旨、 

廿 六日、 此日 束大寺 行事 官除 目、 

治 承 五 年 七月 
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1 日 造 寺 ノ議ァ リ、 〇 越後 國ノ 勇士 城太郞 助永ノ  助 職 信濃ヲ 追討 ス、 信濃ノ 源氏 

三 手 お li 醜 ii 畔バ if ト 手、 - 一分 レ、 俄 力 -1 時ヲ作 リ-ズ 襲攻メ 、越後/軍犬 K ス、 

十 三 日、 左 少辨行 隆院ノ 使 トシ- ァ來 リ、 炎 旱 飢 饉、 關 東 以下 諸國ノ 謀反 ヲ鎮ム 〃道ヲ 

佘 (兼 意-一 問 フ、 〇 此 曰 改元 ノ事ァ リ、 養 和 ト 云 フ、 

十 五 日 、可， 依- 變 異-被 A 订， 攘 灾， 事、 0 養和ト 改元 ノ事、 〇 同 詔書 〇 同吉 書. 

十 八 日、 傳 聞ク、 通 盛 北陸 道へ 下向 スぺ シ、 他ノ 追討 使ハ 沙汰 ナシ、 

廿 二日、 越後 ノ助職 未 ダ死セ ズ、 勢 マ タ盛、 信 濃/源氏 等 未ダ邦 一一 入 一 フズ、 

廿 四 日 、傅 へ 云 フ、 能 登 加賀等 皆東國 11 與 力 ス、 

治 承 五 年 八月 

1 曰、 傳 へ 聞 ク、 前 幕下 其 勢 逐日 滅 少、 諸 國ノ 武士 等 敢-ズ 參洛セ ズ、 近日 貴賤 ノ領ヲ 4t 

ヒ 勇武 ノ 輩-一賜 フ、 〇 叉 聞 ク、 去 頃 賴朝密 々院ニ 奏シテ 云. 全 ク 謀叛ノ 心ナ シ、 偏 -1 

君ノ御 敵ヲ伐 タン ガ爲ナ リ、 云 々、o 此 狀ヲ以 ク內々 前 幕下 -I 仰セ ラ ベ 幕下 云 フ、 

此儀尤 モ然ダ 可シ、 但シ 故禪門 閉眼ノ 剋、 遺 言 シテ 云フ、 我 子孫 一人 ト雖モ 生殘セ 

バ骸ヲ 賴朝ノ 前- 1 愿スべ シ、 云 々、c 負 能鎮 西- 1 下向 必 定： 人 以テ奇 ト爲， ス、 大赂逃 


セ軍 ク賴足 
ンニ秀 朝 利 
ト與平 二 俊 
スカ官 背 綱 


儲 之 料 者、 

六 日、 京 都 ノ官兵 ヲ以テ 賊徒 ヲ攻落 シ難キ 二 ョ リ、 陸 奧ズ 住人 秀平ヲ 以テ彼 國ノ史 

判 一一 任ゼ ラ ベ 〇 又 越後 國 ノ 住人 平 助 職宣旨 1 「依リ 信濃國 -1 向フ 、恩賞/事 云々、 

十 一 曰、 典 福 寺/事、 •  • 

十 一 一 曰、 傳 聞ク、 足 利 俊 綱賴朝 -1 背 ク、 云 々 〇 叉 秀平 官 軍 -1 與 カス 产」 ノ心ァ リ、 云 々、 . 

十 五 曰、 除 目、 陸奧守 藤原秀 平、 越 前 守 平 親 房、 越 後 守 助 職、 

治 承 五 年 九月  . 

二日、 北陸 道/賊徒 熾 盛、 通 盛 征伐 ス \ コ ト能 " ズ、 

六 日、 傳 聞 ク、 熊 野 湛增坂 柬ニ起 v〇 鎭 西 謀反 殊 ニ甚 シ、 菊 池ト原 田ト元 怨敵 タリ . ト 

雖 乇、 已 二 和平 シ、 同 心 シ-ズ 負 能 ヲ訪、 ノ ン トス、 〇 貞能備 中國 二 逗 留シテ 兵粮 米 ヲ 

望 ム、 

七日、 東國ョ リ太 神宮 一一 奉 だ所ノ 告文 ヲ尹明 持 來、 披 見 /  ： 所、 文 章甚ダ 逆フ、 誠 二 嘲 -ー 

足ル 者歟、  . - 

九 日、 通 盛 越 前 加 賀國人 ノ爲メ 一一  頗 A 敗 ラレ 巳 一一 上洛 ス、 〇 叉 聞ク、 熊 野湛增 使ヲ以 

K  . 錄  力 九 


秀平チ 陸 

奧ノ國 守 

= 任ズ 


鎮西 謀反 

甚 ダシク 

菊 池 卜 原 

田 ー ネ- や 

ス 


A' 通 
盛 
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テ 書札 ヲ院 二進 メテ 云フ、 關柬ー 1 向 フト雖 t 全ク 謀叛 ノ義ニ 非 ズト、 

十 日、 通 盛 加 賀國人 -1 敗 ラ レ 、津 留 賀 城-一 引 籠、 (十一 一 曰條ヲ 見ョ) 

十 一 日、 敎 經行盛 等 副將軍 トシ テ 北陸 道 二 下向 シ、 重衡ハ 東國- ー赴ク べシ、 . 

十三 日、 北陸 道ノ 追討 使 下向 未定、 

十 六 日、 十 四日 鐵冑ヲ 太 神宮-一進 ム ぺ) 四方 ノ賊勢 甚ダ强 大、 官 軍 敵 對スべ カラ ザ〃 

歟、 若 シ 然 ラ X 至尊 ヲ具 シ奉ル 時、 山 以下 宗 タル 臣下 等、 西 行 セシム , 歟、 萬 人 只 彼 

期 ヲ以テ 限 ト爲ス ベ キ 欺、 悲 ム ベン々々々々、 

十七 日、 八 條ニ品 女房 平家 滅亡/由 ヲ 託宣 ス、 . 

十八 日、 太 神宮 修 造 云々、 〇 給料 生季 光宗 業 -1 超越 セラ レ シ ヲ 訴フ、 

十 九 日、 傳 聞ク、 君臣 引率 シテ海 西 二 赴クべ キ 由、 已 -1 一 定 セ ラ V 然 リ而 シ-グ 故ラ他 

聞 ュ及パ ズ、 率 爾-ー 其 儀 アルべ シ、 云 々、 

廿 日、 晚 頭女院 一一 參 リ、 夜 一一 入 リク 歸來ス 、此日 女院ョ リ定能 ヲ以テ 御 處分狀 ヲ遣シ 

御 覽ヲ歷 ラベ 〇 東國 北陸 共 -I 强 大、 官 軍 弱 シ、 

廿 一 日、 傳 聞ク、 胄ヲ 大神宮 -I 獻ズ 产爲メ  ノ 使者 途中-一 -グ 頓死 ス、 


廿 三 日、 今 日 幣帛 ヲ春日 社 一一 獻ズ、 銀 廿五兩 ヲ加フ 、密々 ノ 儀、 人 ヲ シテ知 -ス シ メ ズ、 

廿 四 日、 傳 聞ク、 大和 國前大 將ノ庄 福 源氏/ 爲メ  -1 燒カ レ 了ス、 

廿 五 曰、 參 院、 召 -1 ヨリ テ 御前  一 I 參 リ、 天 下ノ 事-一 付 所存 ヲ問ハ ぺ粗奏 達ス、 

廿 七 日、 行 盛 今日 出 門、 北 陸-! 赴ク、 

廿 八 日、 熊 野 法師 等 鹿 背 山ヲ切 塞、 〇 高野山 聊騷 動ァリ 〇 關東ノ 輩 上洛 近キ -1 アジ、 

已 二 參河尾 張 等- i 及ブ、 仍テ前 幕下 郞從等 伴 勢 美 濃-一 赴ク、 

廿九 日、 傳聞ク 、前 幕下 西 行/事 忽チ然 〃可 ラズ、 關東已 一一 攻來  〃ノ時 其儀ァ ダべ シ、 

云 々、 

三 十 日、 前 幕下 天下 ノ事 今一 ー於テ ハ 武力 ヲ以テ 叶フべ カラ ザダ -I ヨリ 、大神宮/臨 

時 祭 ヲ行ヒ 、且ッ 八 萬 四千 甚ノ塔 ヲ造ダ コ ト如 何、 其 他 善政 ナ シ 云 々 ト 語 ラ ベ 〇 

又 東大寺 大佛ヲ 鑄 造 ノコ ト日次 ヲ定メ ラダ、 

養 和 元年 十月 

二日 、大神宮へ 行幸 如何 云 々、つ 兼實 善政 ノ事ヲ 述ブ、 

三 R  、來 六日 東大寺 ノ御佛 ヲ鑄始 メラ \ ベ シ、 云 々、  一. 
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四 日、 傳 聞 ク、 來 十一 H 知 盛 淸經等 ¥1 國ニ向 フべシ 、重衡 ハ束國 § 海す ニ赴ク 可シ、 

維 盛 ハ昨ョ 近 江 二 下 向、 賴 盛ハ 紀伊國 -I 下向 スべ シ、 

五 日、 明 六 日、 大 佛 ノ螺髮 ヲ鑄ル ベ シ、 C 兼實思 フ所ァ リ-ズ 隱遁セ ント 欲シ其 由ヲ奏 

ス、 勅答 一一 云 フ、 天 下穩 カナー フズ 忽 チ 思立ッ ベ 力 ラ ズ 、云 々、 

十 日、 明 日ノ 官軍 下向 來十 三日 一一 延引 ス 0 大將/ 部署 〇 官 兵 五六 千騎 -1 過 ギズ、 0 

京中ノ 武士 僅 一一 四 五 ：c 人、 云 々、 

十一 日、 傳聞ク 、熊 野 行 命 法眼 上洛 セ ン ト欲ス \  ノ 間、 散 々 -I 伐落サ \  、云 々、 

十三 日、 今日 追討 使 下向 ス ベ シ、 而シ テ十 六日 二 延引 ス、 C 吉野 法師 等 南都-一打 入リ、 

平家 郞徒 等ヲ 誅伐 セン トス、 

十四日、 來月 十六 日 八 萬 四千 甚塔ヲ 供養 セラ \ ベ シ、 云 々、 

十 六 日、 或 人 云、： ra; 能 鎮西ノ 輩 ヲ平ゲ 召 具シテ 上洛 ス ベ シ、 又秀 平-力 許-一 遣ハ ス所ノ 

大宮亮 使者 ヲ 遣 ハ シ、 秀平 官軍 _| 候ス产 由領狀 ヲ 進ム、 

廿 日、 明 日 八 萬 四千 基/塔 ヲ 修祭ス ぺ シ、 

サ 六日、 大將平 愈 ス、 悅プ ベ シ、 


賴朝 上洛 

ノ說 


建 禮鬥院 


高 倉院崩 

夠 


廿 七 日、 或 人 云、 賴 朝ハ 必定 已 一一 上洛 ヲ企 

然而 シテ兩 三日 延引 歟 、〇 行 家 巳-一尾 

ト 欲 ス、 然 〃- 1 無勢- 1 ヨリ 叉 延引 ス、 云 

養 和 元年 十一月 

二日、 女院新 御所-一渡 御、 〇 三 曰 還 御、 

廿 七日、 建禮 門院 ノ院號 定メ、 

養 和 元年 十二月 

1 日、 高 倉院御 病氣、 三 日疾重 

五 日、 崩 後 御 葬 禮ノ評 議、 〇 御 

玉 海卷之 三十 七 

養 和 二 年 正月、 壽永 元年 

(高 倉院御 葬送 ノ後 物忌每 -I 哀歎極 マ リナ キヲ述 ブ) 

養 和 二 年 二月 

九日、 入道 關白訴 へ 申サ べ隶勝 金剛 院 


ッ、 去廿ー 曰 尾 張 保 野宿 一一 付 ク可キ 由、 云 々、 

張國 -I 入べ 〇 北陸 道 ー去廿 四日 襲攻メ ン 

々、 


シ、 今 -I 於 ク ハ 馮 少 シ、 寅 ノ 刻 崩 御、 

葬送 / 式、 


ノ 事 也、 云 々、前 院ノ爲 メ此ノ 如 キノ 沙汰-一 及 
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ブ條 悲歎. 猶餘 ァリ、 

十 一 日、 召 -ー 依- ズ故 女院 處分狀 案ヲ院 二 進覽 ス、 實 -ー 是 レ 沒後ノ 御 恥辱 也、 入 道關白 

ノ訴 へ猶ホ 未曾有/事 也、 云 々、法皇 頗〃 理 -1 伏 ス产ノ 御 氣色ァ リ、 云 々、 

十六 日、 入道 關白 猶ホ 金剛 院ノ 事ヲ以 -7 訴へ 申サ, ベ シ、 此 事故 女院ノ 爲メ 沒後ノ 

御 瑕 瑾歟、  ， 

廿 日、 東 大寺 大佛/ 首 土ヲ以 テ形ヲ 造, 可シ、 云 々、用 度ハ 大略 智識 物 ヲ以テ 辩スぺ 

キ由、 重 源 聖人 申ス、  . 

養 和 二 年 三月 

一 日、 右 大將 ヲ以- グ大納 言 一 1 任 ズ、 云 々、 

九日、 泰經等 還 任、 

十 1 一 日、 頭 辨親宗 院ノ使 トシ- プ前 幕下/ 第 (宗 盛) -1 向フ、 大將人 ヲ以テ 親 宗 -1 示 シ -プ 

云フ、 天下 ノ 亂、 君 ノ 御政不 當等ハ 偏-一 汝 ガ所爲 也、 故 禪閤" 遺恨 ァ ルノ トキ ハ直 

チ -I 之ヲ 報答ス 、宗 盛 -I 於 ク ^ 存，， 尊 常： 萬 事 如， 不， 存、 如」 少知、 仍 於き 損，， 面 目； 頗 所， ー怨， 

也、 云 々、親 宗 迷 惑 シテ 逐電 ス、 云々、. 


十 五 曰、 天 下ノ亂 ヲ直サ ンガ爲 メ、 且 ッ ハ戰 場-一命 ヲ終フ \ 人ノ怨 靈ヲ消 サン ガ 爲 

メ 一 1 懺法 ヲ行フ 、〇 余病 ヲ 身-一 受ケ 旦暮 知 リ難シ ト雖モ 、深ク 思 フ所ァ リ、 强 ク 此 

行ヲ始 ムル所 也、 

廿日、 大原 聖人  >1 請 ヒ テ先ヅ 受戒 シ、 次 -1 三 衣ヲ傳 受 ス、 

壽 永 元年 四月 

壽永 元年 五月 

十一 曰、 傳へ 聞ク、 菊 池ハ負 能/許へ 歸降シ 來ル云 々、西 海 安 穩、 天 下 ノ悅カ 云々、 

廿 一 一 曰、 今 曰藏人 左少辨 光長 來 リ、 院 ノ仰ヲ 傳へテ 云フ、 疾疫- 一 ヨリ テ 改元 ヲ行. ハ ン 

ト欲ス 、云々、 

廿 七日、 此日 改元 也、 左 大將上 卿、 公卿 七 八 人 許 參 入、 壽 永 ヲ用ヒ ラベ 

壽 永 元年 六月 

十  一二 日、 今 日 外 記史生 改元 詔書 ヲ持 來、 今 重 喪-一 ヨリ 加 署ス〃 コト 能ハ ズ、 大 將 之 4, 

加フ、 〇 封 戶ヲ勸 學院、 崇 神 院、 鹿 島、 香 取 11 寄 セ ラ ル、 

廿 八 曰、 攝 政、 云 々、 

■  w  錄  ， ：  ： .  10 五 
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壽 永 元年 七月 

三 日、 法 皇法勝 寺-一幸 シ攝政 供奉 ス 、云 々、法 滕寺 ，1 於- ァ 講演 ノ間、 攝政ヲ 簾 中 ；ー 召 入 

^ 云 々、 

八 日、 攝政 第三 度ノ 表、 

十 三 曰、 前 大將宗 盛 使者 ヲ以テ 示 シ 送 -プ 云、 今 年大嘗 會ノ年 ナリ、 而だ -ー 追討 ス レ コ 

ト憚 アルべ キヤ 否 ャ、 密 々 -1 計 ヒ示ス ベ シ、 云 々、 

廿 一日、 大將 女院 御領 兵粮 米 ノ事季 長 ヲ以テ 示 遣" ス、 〇 東大寺 大佛ノ 沙汰、 . 

廿四 曰、 又 聞 ク、 東 大. 寺 大佛 ハ重源 聖人 ノ 功-一 ヨリ 鑄 加 ノ事已 - 一成 ラ ント ス、 宋朝ノ 

鑄師 重源ノ 請-一 ヨリ- グ又功 ヲ助ク 、(宋 朝 ノ鑄物 師ハ曩 -I 來 リ還ラ ン トシ テ鎭西 

二 ァ リ) 

廿六 曰、 大將 重病 ナソ、 

せ 九日、 前 幕下 年 來召仕 フ所 ノ侍兩 三人 ヲ 引率 シテ柬 國-ー 赴キ、 三條宮 ノ 子宮 ヲ具 

シ 奉 〃、云 々、 

三十日、 大將 今日 平 愈、 云 々、 


壽 永 元年 八月 

一日、 夜 一一 入リテ 余病 惱例ノ 如 シ、 

十 一 日、 傳 聞ク、 讃岐前 司 重季ガ 使定メ  -ズ 越前國 -ー 入 リ了ヌ 、云 々、故 宫ノ子 若宮 一定 

相 具シ奉 ベ 云 々、 

十四日、 此日 前， 齋宮 亮子內 親王 f  I 第 立 后ノ事 ァリ、 . 

十 五 曰、 宫 司 除 目 、〇 宣 命、 〇 參 入 公 卿、 

十九 日、 此日家 司 駄辦辨 職 事 M 鶴 二 男 等ヲ加 補ス、 

廿 三 日、 傳 聞ク、 來月 五日 除書ァ \ ベ シ、 幕下 宗 盛大 納 言 -1 任 ズべシ 、其 後 大臣-一任 ズ 

ベ キノ 故 ナリ、 

廿 五日、 傳聞ク 、北陸 道 ノ迫討 使 又猶豫 出來、 每事只 支度 ノ 沙汰 ナシ、 

壽 永 元年 九 月、  , 

一日、 傳聞ク 、明日 法皇 賀茂 二 參詣 セン トス、 

四 日、 今 日 法 皇 今 熊 野- 1 參 籠ス、 〇 前大納 言 兼右大 將平宗 盛大 納 言 -I 還 任シ、 大臣 -1 

任 ズ ぺ シ、 云 々、  . 
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廿 四 日、 大 嘗 會御澳 供奉 ノ事國 行 二 仰ス、 

泰經院 勘 廿 六 日、 傳 聞 ク、 今 旦泰經 朝臣 眼前 突 鼻 院勘ヲ 蒙 リ、 籠 居 ス 、云 々、 

チ 蒙お 

廿 七日、 大外記 賴業來 ベ 簾 前 -1 召 シ 雜事ヲ 談ズ、 宗盛 大臣 -1 任ズ \ コ ト大 歎息、 彼 人 

滅亡 近- 1 在〃 ヲ存ゼ 令, 力、 云 々、 

廿 八日、 傳聞ク 、泰經 朝臣 逆鱗 -1 觸レ 籠居 ス、 卽チ 召出サ 〃、云 乂 

壽 永 元年 十月.  ， 

1 1 日、 此 日 閑院第 ヨリ 大內- 一行 幸ァ "/大 嘗 會御 祺ノ爲 ナリ、 

宗 盛任內 三 曰、 權 大 納 言 平宗盛 ヲ以ク 内大臣 -I 任ズ、 其 他 叙任 ァ ジ、 0 後 聞 ク、 宣 命 使 r 源 宰相 

中將通 親、 

十三 日、 此曰內 大臣 拜賀並 ,1 皇后 入 內、 皇 后宮 卽返 出、  ノ 

廿 一 日、 此 日大嘗 會御祺 行幸 也、 節 下 ハ 內 大臣 宗 盛、 云 々、〇 御澳ノ 儀式、 

壽永 元年 十一月  . 

五 日、 赛 曰 祭、 

七 日、 參 內 着 陣、 云 々、抑 今日 着 陣大將 失禮、 是佘 過怠 也 云 々、愚 頑ノ餘 身、 殆ド 子孫 ノ彈 


指- 1 及デ餘 ァダ者 也、 

十八 日， 此曰故 女院周 囘ノ御 法事 也、 〇 御 願文、 〇 諷誦 文、 

廿 五 日、 此 日 大 嘗 會 辰 日 也、 

壽永 元年 十二月  . 

1 一 日、！ 日 大內ョ リ閑 院ノ第 -1 幸ス、 

十 日、 叙 任、 

十九 日、 此日 御堂- 1 於テ彌 勒講ヲ 修ム、 年來、 故 女院/ 御 時、 此講ヲ 行" ルト 雖モ、 關東 

北陸 御領 等、 路塞 \ 一一  依 リ、 用途 不通 ノ 間 止 メラ ベ 云 々、 

玉 海卷之 三十 八 

壽永ニ 年 正月 、 

七 日、 中 將良經 今日 叙シ了 ヌ、 兩息 同時 -1 朝恩 II  ^ス、 面目 ト謂ッ 可 シ、 

十六 曰、 此曰 年始 ノ 政 也、 

廿 三 日、 聞 書ヲ 見, -1 時 忠 忠 親大納 言 ,1 任ズ、 八大納 言 歟、 

廿 四日、 東大寺 勸進 聖人 重源來 V 聖人 云、 唐ノ 鑄師ノ 意巧フ 以-グ 成就 ス ベ シ、 來 四月 
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ノ比 鑄, べシ、 ◦ 件 聖人 ハ 渡 唐三箇 度、 

壽永ニ 年 二月 

二日、 釋奠 アジ、 〇 其 儀式、 

廿 一日、 今上 始 メタ 朝覲 行幸 也、 

壽永ニ 年 三月 

十 九 曰、 三 位 入道 俊 成 也 來べ數 刻 和歌 ノ事ヲ 談べ能 ク其提 -1 入 べ當 時 此道ノ 棟梁 

也、 

廿 三日、 傳聞ク 、右 馬頭 長 方 出家 入道 云々、 指セ グ 過失 ナ ク所帶 -1 停 任 ス、 其 身 思. ヒ 置 

ク事ナ シ、 今ノ 遁世 ハ 愚 心 感歎 極 リナ シ、 . 

0 永 二 年 四月 

三 日、 今 度中納 言 三位 中將賴 實任ズ ぺ シ 云々、 凡 此人佘 -1 於 テ ハ 殊, 1 遺恨 ァ， ジ、 敢 テ 

<p 釋ナシ 、然リ 而シテ 家 ヲ憶フ 一一 ヨリ 再三 ノ推 擧ヲ 取べ 許容 ナ キノ 條又 愚兄 ノ 

過 夫 -1 非 ズ、〇 定能又 語- グ曰ク 、余 大臣 ヲ大將 -1 讓ル ベ キノ 由 世間 謳歌 スニ 定ノ 

由 遍ク申 サシム 云々、 


五日、 此日任 大臣 也、 其 名ヲ列 擧ス、 

九 日、 除 目 ヲ行ハ V 

十 日、 三 品 兩人等 未曾有 ノ事 也、 凡ソ 末代 ノ人 官位 \  51< 敢ク其 詮ナキ 事 力、 彈指ス ベ 

シ、 云 々、 

十 三 日 、武者 郞從等 近畠ヲ f 刈 取〃 ノ間狼 籍、 云 々、 

十四日、 武士 ノ狼籍 昨日/如 シ、 凡ソ 近日 天下 此事 -1 ョ リク 上下 騒動、 人馬 雜物模 奪 

(平 宗 盛) 

セ ラ ル、 前 內 大臣- 1 訴フ ト雖モ 成敗 ス ダ 「能 、ノ ズ、 

廿 三 日、 征 討將卒 等或ハ 以前-! 或ハ 以後- 1 次第- 1 發向ス 、今日 皆 了ヌ、 

廿 五日、 又 左大臣 左 中 辨兼光 朝臣 一一 仰セ テ云フ 、源 賴朝同 信義 等東國 北陸 ヲ虜 掠ス、 

前內 大臣 宗 盛-一 仰セ 追討 セシム ぺ シ、 云 々、 

廿 六 日、 今 日 勅使 發 向、 御 願ノ 意趣 ハ 今年 御厄幷 -! 近日 ノ變 異及ビ 追討 ノ事等 也、 

壽 永 二 年 五月 

一 日、 傳 聞 ク、 去 月せ 六日 官軍 越前國 ニ攻入 だ 

十二 日、 傳聞 ク、 去 三 日、 官軍 加賀國 -ー 攻入リ 合 戰ス、 兩方 死傷 多 シ、 


十 五 日、 今 日 佐 保 山陵 二 勅使 ヲ立 テラ レ、 東大寺 大佛燒 損等ノ 事ヲ附 セラ \、 

十 六日、 去 十一 日 官軍 ノ前鋒 勝- 1 乘ジテ 越 中國ー 1 入べ 木 曾 冠 者 義 仲、 十 郞藏人 行 家、 

及 ビ他ノ 源氏 等迎戰 ヒ、 官軍 敗績 シ過 半死 了 ヌ、 云 々、 

十 七 日、 此 H 八幡 奉幣使 ヲ立 クラ レ、 東大寺 大佛 燒損幷 一一 近日 修補 ノ事 ヲ告ゲ ラベ 

廿 九日、 今夕 ョ リ三ケ 夜 內侍所 -1 於テ神 樂ヲ行 ベ 征討 ノ事幷 -1 治 承 四 年攝州 -I 

渡 リ奉レ ル事ヲ 祈 謝ス、 

0 永 二 年 六月  . 

四日 、傅へ 聞 ク 、北 陸 官軍 悉ク 以テ敗 績. 今 曉 飛脚 到 來、 官 兵ノ 妻子 等 悲泣極 マリナ V 

五 日、 前 飛驛守 有安來 リーグ 官軍 敗亡 ノ 子細 ヲ 語べ 四 萬 余 騎ノ勢 甲冑 ヲ帶プ だ/ 武 

士僅カ -! 四 五 騎、 其 外 過半 死 傷、 其 殘 皆悉ク 物具ヲ 棄-ズ 山林 -1 交 VC 盛 俊、 景 家、 忠 

淸等僅 力 -1 免 <o 敵軍 繞 力-一 五千騎 -1 及， ハズ、 

六 曰. 北陸 官軍 空 シ ク 歸洛 ス、 此上 ハ 何樣 ュ 行 ハ \ ベ キ 力、 

九日、 重 追討 事、 0 當 時 可. 被お， 仁 惠, 事、 〇 钟事御 祈 事 Q 佛事御 祈 事 〇 可. 被， 立，， 御 願， 事、 

壽 永 二 年 七月 


一 日、 賊徒 今 B 入洛 ス ぺ キ 由、 兼 日 風 W アジ、 然レ * トモ 其 事 ナシ、 偉 聞ク、 貞能 議シ牟 ジ 

テ云フ 、追討 使ヲ遣 ハス 可ラ ズ、 只 勢 多ノ邊 -1 於 テ 相 待 ッ ベ シ、 云 々、 

二日、 賊徒 入洛 ス ベ キノ 由 風 聞. 其 事 若 シ實ナ ラパ院 御所 二 行幸 ァ \バ シ、 而 シ -ズ 內 

侍 所 御 京外ノ 條 如何、 云 々、〇 傳聞 ク、 賴朝忽 チ出 ヅ可ラ ズ、 只 木 曾 冠者 十 郞等手 ヲ 

四方-一分 チテ寄 スぺキ 由 議定 ス 、云 々、 

三日、 賊徒/事-! 付閭巷 縱横ノ 說、 彼是 知 リ 難シ、  - 

廿 一 日、 追討 使 發向ス 、三位 中將資 盛大 將軍ト 爲リ、 肥 後 守 負 能 相 具 シ ク 向フ、 〇 今 ■ 夜 

法皇 法 住 寺 一一 臨幸 ス、 事 火急 ノ時 行幸 ァ产ぺ キノ 故 也、 

廿 二日、 卯 刻 人 吿グ、 江州ノ 武士 等已 -1 入 リ、 六 波 羅ノ邊 物騒 極 リ無シ 、〇 又 聞ク、 十郞 

行 家 大和 國 -ー 入べ 〇 資盛貞 能 等 江 州 -1 趣 力 ズ、 行家ノ 入洛 ヲ相 待ッ、 C 叉聞ク 多 

田 藏人行 綱日來 平家-一 屬セ シガ、 近日 源氏-一 同意 ス  〃ノ 風聞 ァ リ、 〇 又 聞ク、 丹 波 

追討 使 忠度ノ 勢 敵對ス ベ キ 一一 非 ラザグ -1 ョ ジ、 大 江山へ 歸べ C 今 日 上 皇宮 卿相 

參 集 シ -グ 議 定 ァ リ、 予 疾 -1 因テ 參 ラズ、 Q 今日 同 宮 -1 行幸 ァ \ ベ キ 其儀ァ リ、 延 引 

シテ 明後日 臨幸 スぺ シ、 


渡 寺 法 
御 御皇 
所 法 
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廿 三 日、 六 波 羅ノ邊 歎息/外 ナシ、 今旦 法皇 法 住 寺 御所-一 渡御 ス、 世間 物 騷ナ产 -10 

テ 也、 

廿 四日、 此 一 兩日江 州/武士 台嶽 -1 登べ 今夜 夜打ァ 〃ぺキ 由 風 聞、 仍 テ忽チ 法 住 寺 

ノ 御所-一 行幸 ァリ、 

廿 五 日、 寅 刻人吿 テ 云， 法皇 御 逐電 云 々、此 事 日來萬 人/庶幾 ス グ所 也、 〇 巳 刻 武士 等 

主上 ヲ具シ 奉リ淀 地方- 1 向 ヒ了ヌ 、鎮西 ニ籠ラ ン ガ爲ナ リ、 前 內 大臣 已下 一 人殘 

ラズ、 六波羅 西八條 等ノ舍 一 所ヲ 殘サズ 灰燼 ト ナベ 〇 或 人吿テ 云、 法 皇 御 登山、 

廿六 曰、 昨 曰 歸京ゾ 武士 爲ス 無ク シテ逃 去べ 〇 三種 神 寶 ノ 事、 0 兼實 法皇-一 參 レノ 事、 

廿 七日、 風病發 動-! ヨリ 今朝 御所 二參ラ ズ、 定 能卿來 V 又 定長ノ 使 來リテ 云、 前 內 大 

臣 (宗 盛) 以 下 追討 ノ事內 々仰 セ下サ 〃ト雖 モ、 猶ホ 證文ヲ 給フぺ シ、 而シテ 宣 旨 力 

廳ノ御 下 文 力 如何 云 々、余 云、 人 主 已ニ賊 二 伴 フ、 宣 旨 ノ條已 -1 謀 書 力、 廳 ノ御下 文 

宜シカ 〃ぺ シ、 云 々、〇 主上 劎璽相 共- 1 還 御ァ〃 ベ キ由 云々、 此事 甚^ 弱/ 沙 汰歟、 

〇 余 又 云フ、 今-一 於-グハ 義 仲、 行 家 等 士卒/狼 籍ヲ 停止 シ、 早ク 入京 ス ベ キ 欺、 其 後 

早速 還 御 ァ \ ぺ シ、 然 ラ ズ バ 京都/ 濫吹敢 テ业ム 可 ラ ズ、 〇 今 曰 俄 力 -I 還 御 (法皇) • 
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廿 八日、 今日 義仲行 家 南北 ョ リ入 京、 0 義仲行 家 等ヲ蓮 花王 院ノ 御所-一 召シ、 追討/ 

事ヲ仰 セラ ル、 

卅日、 義仲行 家賞ヲ 行 フ 事、 〇. 京 中 士卒 /狼 鐯ヲ 抑フダ 事、 〇 兵粮 ノ 事、 〇 神社 佛寺及 

ビ 甲乙 所領 ノ 事、 〇 攝政 今日 下 京ス、 數日 山上 -1 ァ ソ、 人以ク 奇トナ ス、 

壽永ニ 年 八月  ， 

1 1 曰、 傳 へ 聞 ク、 攝 政 二 ケ條ノ 由緒 ァリテ 動搖ス ベ カラ ズ、 一 者 去月 廿日 ノ頃 前內府 

(宗 盛， 及 ビ重衡 等 密議 シ-プ 云、 法 皇 ヲ具シ 西- 1 赴ク ベ シ、 若 ク ハ 又 法皇 ノ宫 一一 參住 

ス ベ シ、 云 々、此 ノ如キ 評定 ヲ聞 クヲ以 テ、 女 房： 故 邦 綱 卿/愛 物 白 川 殿 女房 冷 泉) ヲ 

以 テ 法 皇 一一 密 吿 セ リ、 云 々、二者 法皇 攝政ヲ 絶ス、 其 愛 念 一 1 ョ リ抽 賞 セ ラル ベ シ、 云 

々、祕 事 タリ ト雖モ 希 異ノ祕 事、 子 孫 一一 知ラ シ メ ン ガ爲メ 記入 ス 、〇 今日 前 源中納 

言 談だ、 去 六月 一 日 主上 南 殿 ノ南階 ヨリ 落ッ、 

三 日、 傳 聞ク、 去比內 裏板 敷ノ上 -1 牛昇リ 臥ス、 〇 又晝 御座 ノ 上- 1 狐 糞ス 云々、 

六 日、 京 中 取 物 追 捕 兼 曰 倍增シ 天下 已 -ー ！！ 亡、 0 此曰參 院、 立 王 ノ事思 食シ煩 ス 所 也、 

先ヅ 主上 還 御 ヲ待ッ ベ キヤ、 將又劍 璽ナシ ト雖モ 新 主 ヲ立ッ ベ キ ャ卜定 /事 ァ 
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ジ、 〇 兼 實早ク 立 王スべ キノ 必要 ヲ陳 ブ、  - 

九 日、 傳 聞 ク、 去 六日 解官 二百 余人 ァ リ、 云 々、時 忠 卿ハ其 中-一入 ラ ズ、 是 レ還御 ァ 〃ベ 

キヲ 申ス故 ナリ、 

十 日. 親 王 宣下 云々、 0 光仁 天皇 ノ寶龜 ノ例最 吉、 0 皇居 ノ 事、 〇 時 簡 事、 0 若宮 御渡議 

事、 〇 世事 ノ事 御沙汰 違 亂ノ上 源氏 等 惡行止 マ ズ、 天下 忽チ 滅亡 セ ン ト欲ス 、可， 悲 

云 々- 

十 1 日、 聞 書 義仲從 五位 下 左 馬頭 越後 守 

行家從 五位 下 備後守 云 々 

十 1 1 日、 傳 聞 ク、 行 家 厚 賞-一 非ズト 稱シ忿 怨、 云 々、つ 昨 曰 夜、 時 忠 -1 遣ハ ス所ノ 御敎書 

ノ返札 到 來. 其 狀 -I 云. 京 中 落 居ノ後 還幸ァ 〃ベ シ、 劍璽已 下ノ寶 物等ノ 事前/ 內 

府-ー 仰 セラ〃 ぺキ 力、 云 々、事 ノ鉢頗 〃嘲 ノ氣 ァリ、 〇 當時 備前國 小島 二 船百餘 

艘、 0 大略 天下 之 林 三 國史ノ 如キ 力、 西 ハ 平 氏、 東 、ノ 賴朝、 中國 巳-一 劍 璽ナク 政道 偏 

-I 暴虐 ト庇 弱ト 也、 C 院中 諸人 心 ヲ闕 國及ビ 庄園 等-一 懸ク、 君 又此欲 -1 貪 着 シ、 上 

下 境 -I 逢ヒ、 歡 喜他ナ シ、 天下 ノ亡 弊ヲ知 ラズ、 國家ノ 傾危ヲ 顧ミ ズ、 云 々、 


ン 宫-條 義 
トチ宮 仲 
ス立御 故 


十四日、 大藏狮 泰經來 リ曰ク 、踐 祐ノ事 高倉院 / 宮 二人 fN 思 召 煩 フ處、 義仲ハ 故 三 條 

宫御 息宫ヲ 立- プ ン ト欲ス 、云々、 〇 帝王 ノ事 、ジ 愚臣 言 上 恐 レア リ、 偏 二 叙 慮 一 1 任セ 

ラ , ベ シ、 云 々、 

十五 日、 成 勝 寺ノ內 一一 神祠 ヲ立ラ ルぺ シ、 攘 災ノ爲 ナジ. 〇 平家 ノ餘勢 幾百餘 艘、 當 時 

備前 小島 _1 在 リ、 0 鎭 西 -ー 通 ズ グ能ハ ズ、 南海 山陽 兩道 ヲ領ス ベ キ 由、 

十六 日、 受領 除 目 ァ ジ、 

十七 日、 明日 參院ス ベ シ、 神鏡 劎璽等 諸道 勘文ノ 間、 豫 メ議ス ベ シ、 〇 或 人 云、 入 道關白 

(基 房) 院 -1 申 サレテ 云フ、 東宮 ノ傅 ヲ經ル 人攝籙 - 一任 ス 可ラズ 、云 々、奇 々、 

十 八 日. 立 王ノ事 一一 附キ義 仲 猶爆シ 申ス 云 々、〇 髙 倉 院兩宮 ヲ卜ス \ 處、 兄 宮 吉 タ リ、 

其 後 女房 丹 波 51 舰 卵、 5 鮮 A あ、， ノ 夢 想 -ー 弟 宫 (後 鳥 羽) 行 幸 ァリ、 松 枝 ヲ以- グ行ク 云 

云、 因 テ 卜-一 乖リ 四/ 宫ヲ立 テン トス、 〇 再度 ノ 卜筮 第一 四 宮、 第 二三 宮、 第 三 北陸 

宫、 0 卜筮 二度 ス \ コ ト 私事 ァグ 力、 小人 ノ政萬 事 一 決セ ズ、 悲 ム可 キノ 世 也、 〇 又 

聞 ク、 攝 政 (甚 通に 法 皇 (後 白 河) -I 鍾愛 セラ \  、 事、 昨 今 -ー 非 ズ、 云 々、 

十 九 曰、 神 鏡ノ事 -1 付キ 諸卿ノ 意見 ヲ陳 ブ、 0 劎璽ノ 事、 〇 固 關 事、 〇 宣 命 事、 0 時簡ノ 

附錄  二 七 
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事、 0 御 讓位曰 時 定 事、 〇 先 尊號 事、 0 踐祐 夜內侍 事、 0 御卽位 事、 0  二 代 同 輿 事、 〇 

新 帝 渡御 內裹御 装束 事、 0 御名 字 事、 tig  ^  ？ 

廿日、 立 皇ノ事 ァ リ、 高 倉院ノ 四宫御 年四歲 〇 踐 肺 次第、 

廿ー 日、 今夜 ヨリ 重病 ヲ受ケ 萬 死 一 生、 

廿 五日、 除 目ァリ 〇 或 人 云フ、 入道 關 白 (甚 房) ノ 息 (師 家； 八 歲中納 言、 十 二 歲左大 將ヲ加 

フ ベ シ ト、 

廿八 曰、 諸 儀式、 

ff ，水 二 年 九月 

1 日、 今 日 方 違- 1 依. 1 ノ大將 方 -I 行ク、 余 遁世/志 內二 催ス、 

三 日、 政 始、 女官 除 目、 〇 或 人 云フ、 賴朝 去月 廿 七日 國 ヲ出デ -グ已 -1 上洛 ス、 云 々、但 シ 信 

受スべ 力 ラ ズ、 義仲立 合 フぺキ 支度 ヲナ ス、 云 々、〇 上下 多ク片 山田舍 等-一 逃 去 ス、 

〇 此 ノ如キ ノ 災難 法皇 嗜欲ノ 亂政ト 源氏 奢 逸/ 惡行ト 一一 出ヅ、 

四日、 去 頃 義仲ノ 許-一 落 書 ァリ、 卽チ義 仲/所行 不當非 法 等悉ク 以テ注 载ス、 其 次 ，1 

余 登用 セラ レ ズ、 尤 モ 不 1^、 朝 ノ 重器 クル ノ  具-一 お- プ之ヲ 载ス云 々、o 叉 賴朝必 


中原 親 能 

賴朝ト 深 

シ 


|§ ム トコ 

a ハ賴朝 

ノ 上洛 ノ 


宿  位ノ事 


定 上洛ス ぺ シ、 次官 親 能 廣季男 " 

-ズ 云、 廿 日 餘ノ頃 必ラズ 上洛 ス ベ 

ス ベ シ、 云 々、 

五 日、 或 人 云、 平 氏ノ黨 類餘勢 全ク減 

1 同 與カシ 了 ヌ、 〇鎭 西  一！ 內裏 ヲ 

院 御領 己 下併セ テ押 領、 日 々倍增 

朝ノ 上洛 ノ ミ、 

六 日、 傳 聞ク、 入道 關 A  (基 房) 少 將顯家 

ッ攝籙 ノ職ー 1 於-グハ 家嫡 -1 非ズ 

而〃 -ー 下官當 仁ノ由 世間 謳 歌、 太 

カノ 及 ブ 所 -1 非 ズ、 云 々、〇 但シ余 

十 九 日、 卽 位 ノ事云 々、〇 御卽位 十月 

更， 如 何 事、 〇 以，， 民 部 省 南 門， 可， 擬，， 會 

列見定 考 、於，， 何 處， 可 む 哉 事、 

附  錄 


賴朝 ト甚ダ 深シ、 件 男 一 昨日 飛脚 ヲ以ク 示 送ソ 

シ、 云 々、〇 賴朝今 月 三日 國ヲ 出- ァ來月 1 日 入京 

ゼ ズ、 四 國幷- ー淡路 安藝 周 防 長門幷 二 鎭 西諸國 

立ッ 云々、 〇 近日 京 中 物 取、 今 一 重 倍 增ス、 〇 義仲 

ス、 凡 緇素 貴賤 淚ヲ 拭ハザ ルナ シ、 馮 ム所 ハ只賴 

ヲ以テ 使 ト爲シ 、行 家ノ許 一一 示 送 ラ レ テ 云 フ、 先 

ン バ 二 男 二 及 ブト 雖モ、 三男 一 一 及 プノ 例ァ ラ ズ、 

ダ不當 也 云々、 〇 凡ソ 天子 ノ 位、 攝 籙 ノ 運、 全 ク 人 

-I 於 クハ亂 世 ノ執柄 好ム所 -1 非 ズ、 

廿 七日  >1 遂 グ ラ \ ベ シ、 云 々、〇 .1^ 度 行幸 被， 用，， 曉 

昌 門， 歟 事 〇 可 fe き，， 紫 M 殿 高 座 於 官 廳， 哉 否 事、 〇 


九 
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々 

ク 
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日、 傳聞ク 、義仲 一昨 曰院 -ー參 ベ 勅 云、 天 下靜 カナ ラズ、 叉 平氏 放逸 每 事 不 便 也、 云 

.義 仲 申 云、 罷 向 フべク ハ明曰 早天-一向 フべシ 、云々、 卽チ 院手ヅ カラ 御劎ヲ 取ジ 

之ヲ給 フ. 義 仲之ヲ 取リテ 退出 ス、 昨日 俄 力 -ー 下向 ス、 

日、 人 傳 へ 云、 行 家ヲ 追討 使- 1 遣ハ ス ベ キ由院 ヨリ 再三 義仲 一一 仰 セラ V 

日、 傳 聞ク、 賴 朝文覺 聖人 ヲ以 ク義 仲等ヲ 勘發セ シ ム、 是レ 追討 懈怠 幷 I 一京 中ヲ 

ス〃 ノ由 云々、  . 

日、 或 人 云フ、 法皇 天下 ノ政 沙汰 シ亂 シテ網 然 タラ シメ 給フ、 

日、 或 人 云、 賴 朝 上洛 明年 四 五月 云々、 例ノ如 ク浮說 力、 

日、 抑 ~卽 位 紫宸殿 ヲ 用ヰラ \バ キ事 定メテ 天下 ノ嘲 ァラ ン 力、 云 々、 

卷之 三十 九 

二 年 十月  • 

-傳 聞ク、 先日 賴朝ノ 許へ 遣ハ ス所ノ 院ノ廳 官、 此 兩 三日 以前 歸 參、 賴 朝 折紙 -1 载 

三 箇條ヲ 申ス、 

或 人 云、 賴 朝 ノ申ス 三 箇條ぺ 一 Z 平家 押領ス ル所ノ 神社 佛寺領 つ 本 ノ如ク 本 


社 本 寺- 1 付ク可 キノ 宣旨ヲ 下サル べシ、 1 ハ院宮 諸家 領同ク 平氏 多ク虜 掠ス、 是 

叉 本 ノ如ク 本 主 -1 返 給ヒ、 人 ノ愁. ヲ休 メラ〃 ベ シ、 云 々、一 ハ歸降 參來/ 武士 等ハ、 

各 其 罪 ヲ宥メ 、斬罪- 1 行 ハグ 可ラ ズ、 云 々、一 々/申 狀義仲 ト齊シ カラ ザ ルカ、 

四日、 大夫 史隆職 來リ、 賴朝進 ム ル所ノ 合戰 注文 幷 一一 折紙 等 ヲ持來 レノ 、〇 一 可， 被お i 

賞 於 神社 佛 寺-事、 0  二 諸 院宮博 陸 以下 領 如 J 兀 可， 被， 返， 付 本 所， 事 0 一  雖，， 奸 謀 者-可 k 

斬罪， 事、  .  . 

七 日、 最， 勝 金剛 院領 伊賀 國四箇 庄、 皆 悉 停 廢、 國 司 山 下 兵 衞尉義 經院奏 ヲ經テ 停 廢ス、 

八日、 傳聞 クニ 昨日 賴朝 飛脚 ヲ進メ 、義仲 等 賴朝ヲ 伐 ッ由ノ 結構 ヲ鬱シ 申ス、 〇 又 開 

ク、 平氏 等钂西 一一 入 ラント 欲ス〃 間、 猶國人 ヲ恐レ -ズ周 防 國-! 歸 到ス、 

九日、 靜賢 法師 來リ 世間 ノ事ヲ 談べ賴 朝 使者 ヲ進 メ忽チ 上洛 ス ベ カラ ズ、 其 故 、ノ 一 

ュ ハ秀衡 隆義等 上洛 ノ 跡-一入 替 グぺシ 、二-一  ハ數萬 ノ勢ヲ 率ヰク 入洛 セ V 京 中 

堪フべ 力 ラ ズ、 此ニ故 _1 ョ リ 上洛 延引 ス、 云 々、凡 賴朝 ノ；^ タラ ク 威勢 嚴肅、 其性强 

烈、 成敗 分明-理非 斷決 云々、 〇 又 義仲等 平氏 ヲ逐ハ ズ、 朝家 ヲ亂ス 、尤 奇怪、 而 , ュ 恩 

賞ヲ蒙 ム レノ 太 グ謂 レ ナ シ、 云 々、〇 傳聞ク 、義仲 播州 ヲ經迴 ス、 若 シ賴朝 上洛 セ パ北 

R  0  ニニ 
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廿 一 日- 

廿 三 日 • 

野 さ 5 

義仲 
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逃 超 ス ベ シ、 若 シ 賴朝忽 チ 上洛 セズパ 平氏 ヲ伐 ッべキ 由 支度 ス、 〇 今 曰 小 除 

リ、 賴朝 本位-一 復ス 〃由 仰 セ下サ V 

、院 廳官史 生泰. E ハ使ト シク 坂 束 二 赴 ク、 〇 平氏 ハ 決定 西 海- 1 入リ 了ヌ、 

，尹 明 云、 平 氏 " 去 八月 廿八 日鎮西 -ー 入リ了 ヌ、 肥後國 住人 菊 池、 豊 後國ノ 住人 

ノ御方 等 未 ダ歸服 セズ、 

-傳 聞ク、 義仲ノ 隨兵ノ 中少々 備前國 一一 赴ク、 而レノ  -I 彼 國幷ニ 備中國 人 等勢ヲ 

. 皆 悉ク伐 取 ラレ 了ヌ、 

，傳聞 ク.. 去 十八 日賴盛 逐電 シ、 京 中 又 鼓 騒 ス、 云 々、 

，穢事 -1 付 明 法博 士等ノ 返事 來 V 

二 朔旦事 二 御卽位 所、 幷 方角 事、 一 衰曰申 曰 晦等忌 輕 重 事、 0 或 人 云、 義 仲 -1 上 

濃 ヲ賜ヒ 、北陸 ヲ 虜掠ス ベ カラ ザ, 由 仰 セ遣サ V 又 賴朝ノ 許へ モ件 兩國ヲ 

-1 賜 フ可ク 、和平 スべキ 由 仰 セラ ベ 云 々、此 條 愚案- 1 一切 叶フ可 ラ ズ. 凡國家 

ノ 結願 只此事 11 在ジ、 彈指 ス. ベ シ、 云 々、 

-賴朝 先日 院使ニ 付テ申 サシム ル事各 許容 ナシ、 美？ ぉ以來 虜掠セ ント 欲ス、 云 


平氏 四國 

一 1 至^ 


平氏 歸降 

チ乞フ 


々、但 シ此條 實說ヲ 知 ラズ、 

廿六 曰、 卽 位/間 ノ事、 

廿 八日、 傳聞ク 、賴朝 去 十九 日國ヲ 出- ズ东 十一 月朔比 入京 ス ベ シ、 云々、 〇 又義 仲去廿 

六日 I  £ 國ヲ出 テ來月 四 五日 ノ間 入洛 シ、 賴朝ト 雌雄 ヲ決ス ベ シ， 云々、 

壽永 ニ年閏 十月 

二 曰、 右 中 弁 光雅 院 /使 ト シ テ 來レノ 、光雅 仰 一一 云フ、 天下 ノ亂逆 連々 止 ム時ナ シ、 是 レ 

偏 ュ 崇德院 怨靈 /爲ナ リ、 云 々、仍 -プ神 祠ヲ成 勝 寺/中 ュ建ッ 可 シ、 云 々、〇 平氏 、ン 

. 一旦 鎮西 一一 入 リシ 、ガ、 長 門-! 出 テ又四 國-ー 懸 べ貞 能 、ノ 出家 シテ 西國 -ー留 レへ 〇 前 

ノ 內府ノ 許 ョ リ 義仲ノ 許 一一 使ヲ遣 、ノ シ、 今 -1 於- プ " 偏 一一 歸降 スぺキ -1 付 只命ヲ 

乞 ハント 欲 ス、 云 々、以上 ハ 神鏡 劎璽 事/障 ナク迎 取 リ奉リ 難キ事 第一 ノ 大事 ナ 

リ、 云 々、次 第/ 沙 汰、 叉 以 テ 說 -! 乖 ル 力、 云 々、 

六 曰、 傳聞ク 、賴朝 上洛 ヲ成シ 難 キノ 間、 其實然 ル可ラ ズ、 〇 又義仲 今兩三 日/間-一 歸 

洛 ス ベ シ、 

八 日、 卽 位 以前-一節 會 ヲ行ハ \  、 例 • 云 々、 

附  錄  ニー 一一 一 
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十 一 曰、 五節 ノ事 停止. 云 々、 

十 三 日、 大 夫史隆 職來談 ス、 平氏 讃岐國 二 ァリ 云々、 0 泰貞ヲ 使 トシ- プ 賴朝ノ 許-一 遣 

賴朝ま 海 

m 山 北陸 、ノ シ、 義仲ト 和平 セン ム、 賴朝ハ 東海 東 山 北陸 三 道 ノ庄菌 國領ヲ 本 ノ如ク 領知ス 

三 道ノ庄 

HEi 領チ  べキ. a 宣下 セラ レ ン事ヲ 請フ、 然 レドモ 北陸 道、 ン義 仲-一 恐レ アル 一一 ヨリ 其宣旨 

領知 セン 

ト乞フ  ヲ 成サレ ズ、 賴朝之 ヲ聞 カバ 定メ テ欝結 セン 力、 云 々、〇 泰經 曰 ク 賴賴 ハ恐 ダ可シ 

ト雖モ 遠 境 _1 在 リ、 義 仲 、ノ 當 時 京-一 在 リ、 賞 罰 恐レ ァリ、 仍- グ不當 ト雖モ 北陸 ヲ除 

力 レノ 云 々、天子/政 豈以テ 此ノ如 カラン 哉、 少人 近臣 ト爲 レノ、 天下 ノ亂 止ムべ キノ 

恐 レア リ 期ァ ラン 歟、 

十 四 日、 平 氏 ノ兵强 クシ -ズ、 前 陣ノ 官軍 敗ラ べ仍 -ズ播 磨 ヨリ 義仲 更ラ -1 備 中-一 赴ク 

由 云 々、〇 平氏 上洛 今夕 又 ハ明旦 -I ァリ云 々、院 中 並 二 京 中大ニ 狼狽 ス、 

十 五 日、 改 元 云 々 ノ 議、 〇 今日 義仲 入京 ス、 其 勢甚ダ 少シ、 

十 六 H  、義 仲參院 ■ 

賴朝ノ 弟 十 七 曰、 昨 曰 義仲參 院申シ テ 云、 平 氏 一旦 勝-一 乘ズ ト雖モ 恐ダ、 -1 足ラズ 云々、 又賴 

.P 郞 上洛 

スべシ  朝 ノ弟九 郞 .鮮 I 大將 トシ ク數 萬ノ 軍兵 ヲ率ヰ 急-一 上洛 スべ シ、 兩三 曰/中-一事 


ノ 


秀銜義 仲 

ト謀少 


法皇 西 海 

11 臨幸 ノ 

說ァ 9 


義仲 法皇 

チ怨ミ 奉 


實否ヲ 聞 力 ン、 若 シ 實ナラ バ 行 向 

等 多 ク秀衡 -I 向フ 、故-一秀 衡 使ヲ義 

一一 ヨリ 義仲 平氏-一知 ラヴ ズ 迷ッテ 

十八 日、 範季來 タ談シ テ曰ク 、四方 皆 塞 

ク 義仲ハ 法皇 ガ賴 朝-一通 ジ 義仲ヲ 

義仲ヲ シ テ 安心 シ テ 平氏 ヲ討タ シ 

シ メ給ハ ント云 々、余 之ヲ案 ズ \  -1 

違 乖ス〃 也、 此 天下 ハー 日 タタ トモ 

一 1 叛ク事 ハ最モ 思慮 アルべ シ、 愚 意 

神ヲ 祈請 シ、 强チ此 勇士 等ヲ恐 レズ- 

云 々、 

十 九日、 或 人 云、 來 廿 六日 御 遠 行 アル ベ 

タ ^公卿 等 ヲ具シ 奉 リ、 北 陸-一向 フ 

廿日、 義仲 君ヲ怨 ミ奉グ 事ニ箇 條、 其 1 


ヒテ合 戰スぺ シ 云 々、〇 或 人 云 フ、 賴朝 / 郞從 

仲ノ許 ニ遣ハ シ 共- 1 賴朝 ヲ夾擊 セント、 此吿 

歸洛 ス ト、 

ガ ベ 中 國ノ 上下 併セテ 餓死 ス ベ シ 云 々、又 曰 

謀〃 ヲ疑フ 、叉 法皇. ガ 逐電 セ ン事ヲ 疑フ、 故- 1 

メ ン爲メ  -1 、 法皇 叙慮ョ リ起リ テ西國 -ー 赴 力 

不可 ナリ、 若シ西 海- 1 臨 向ァラ ハ 之レ賴 朝- 1 

賴朝ガ 執權ス ベ キノ 運 ァリト 考フ、 故-一 賴朝 

ノ存ス ダ所ハ 、只 道理 ヲ以- プ仰聞 サレ、 彼是 佛 

- 正道 ヲ以テ 天下 ヲ行ハ ^ レ パ衆 灾消ス べシ、 

シ ト、 是 昨日 範季ノ 意見 歟、 將 叉 義仲院 已下宗 

ベ キ由風 聞、 云 々、 

ハ賴 朝ヲ召 上ゲラ \  、事 不可 ナリト 言 フ モ. 

一 二 五 
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御 承引 ナキ 事、 其 二  " 東海 東 山 北陸 等 ノ國々 一- 宣旨 ヲ下サ レ - 

ザ ル者ハ 賴朝ノ 命-一 隨ヒ 追討 ス ベ シト 云フ事 云々、 此狀義 仲 

遺恨 ナリ 云 々、東 國 -I 下向 ス だ ハ賴朝 上洛 セパ 一 矢ヲ 射ント 

又 平氏 黨類 九國 ヲ出シ テ四國 - 一向 ヒ ク 产際 ハ 、甚 ダ^ 弱 タリ 

-ー ヨリ、 平氏 其 衆ヲ得 テ太ダ 强盛ナ リ、 

廿 一 日、 義 仲 所望 ノ兩條 卽チ賴 朝 追討 ノ御 敎書ヲ 申賜フ 事、 幷 二 

許容 ナ シ 云 々、〇 或 云、 平氏 巳つ 1 備前國 -ー來 ベ 美 作 以西 ハ 平氏 

仲 平氏 ト 同意 ス グカ、 〇 基 家 卿 逐電 ス、 賴盛 ノ^ト 爲リ、 義仲意 

廿 一 一 日、 傳聞 ク、 今 日義仲 參院ス ト、 〇 又 聞 ク、 賴朝 ノ使 伊勢 國 -ー 來 

-1 非ズ、 柬海東 山道 等 ノ庄土 不服 ノ輩ァ ルヲ以 テ、 使 者 ヲ 遣 " 

云々、 而ダ -ー國 民 等義仲 ガ郞從 等/暴虐 ヲ惡ミ 、事 ヲ賴 朝ノ使 

塞 ギ -ズ、 義 仲 行 家等ノ 郞從ヲ 射〃 云々、 

廿 三 曰、 早 旦 人 吿 グ、 今 夕 明 旦ノ間 法皇 南都-一幸 ス可シ 云々、 疑ハ 

ぺ シ、 云 々、〇 觀性 法橋來 ジ語リ テ 曰ク、 少將公 衡大宫 權亮能 保 


一 二 六 

-若 シ 其 宣 旨 一一 隨 ハ 

ガ爲メ  -ーハ 生涯/ 

欲ス ルナ リ云 々、〇 

シ  一！、 今度 官軍 妝棲 

宣旨 ノ 趣 -遂 一一 以 テ 

二 靡ク 、〇 疑ク ハ義 

趣ァ 〃ヲ以 テナ リ、 

ル ト雖モ 謀叛/儀 

シテ 下知 ス ルナ リ 

-ー 寄セ、 鈴 鹿 山ヲ切 

吉 野-一 引 籠 リ給フ 

朝賴ノ  / 条ヲ 公衡 

妹 夫也ノ  3! ヲ 者 能 


1.^ お 以テ 頗 〃恐 ヲ爲ス 云々、 〇 義仲院 -1 參リ 先ヅ院 ヲ耽リ 北陸-一 引 籠〃 ベ シ、 

一一 一郎 先，， 〇 次 -1 平氏 ハ 當時 追討 使ナ シ、 尤モ 不便 ナ リ、 三 郞 先生 義廣ヲ 以-ズ 討タシ メント 

義廣  ス、 〇 平氏 ノ 入洛 ヲ恐レ 院中ノ 緇素、 洛下 ノ 貴賤 大 -1 騒グ、 〇 又 聞ク、 義仲ノ 郞從等 

ハ多ク 伊勢 國 -1 遣 ハサ レ、 京 中 無 勢、 

廿 四 曰、 傳 聞ク、 義仲重 ネ-ズ 院-ー 申シテ 曰ク、 義廣ヲ 以テ. 平氏 ヲ 追討 ス ベ シ 云 々、且 ッ 

義廣 一一 備後國 ヲ賜フ べシ、 

廿 五 日. 傳 聞ク、 賴朝相 摸 ノ鎌倉 ヲ立チ 暫ク遠 江國- ー住ス ベ シ、 精兵 五 萬 騎ヲ以 -グ義 

隨 f 越„^-  仲 ヲ討ッ ベ シ云々 、〇 賴朝 參洛セ ン トセ シ -1 奥州 秀衡又 數萬ノ 勢ヲ率 ヰ、 已 -! 白 

川 關ヲ出 ヅ、 仍 テ 逗留 シ-プ 形勢 ヲ伺フ 云 々、 

廿六 日、 傳聞 ク、 義 仲猶ホ 平氏 ヲ討ッ ぺ キ由 院宣 ァ リ、 愁 二 短狀ス 云々、 〇 義 仲マタ 興 

福寺ノ 衆徒-一 令シ、 賴朝ヲ 討 タン、 ガ爲メ 一一  關東二 赴クべ シ 云々、 衆徒 承引 セズ、 

義仰行 家 廿 七日、 入 夜 武者 來リテ 云、 平 氏ヲ討 タン、 ガ爲メ 行 家 來月ー 日 進發ス ベ シ 云々、 〇 義 

ト不^ 

仲 行家ト 不和、  , 

壽永ニ 年 十一 月 

附  錄  1 二 七 
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4 日、 當 座 可 V？ 賀 表 署-之 由 不， 可，， 必 然； 事 0 公卿 參列之 時、 出 h 座， 間 說 々 事、 0 公卿 列 立 

所 事、 0 返 下 之 時 左右 廻 事、 0 南 殿御 装束 事、 〇 此曰義 仲 行 家 等 平氏 ヲ討 タン ガ爲 

メ 首途タ 〃ベ シト 雖モ、 亦 以-グ 延引 ス、 來 八日 進發ス ベ シ 云々、 

1 一 日、 懷 聞ク、 賴朝 去月 五日 鎌會ヲ 出- 7 京 -1 上ラ ン ト ン -ズ 旅館 -1 宿ス ダ事三 夜ナリ 

シ 力、 粮料蒭 等-一依 リ 上洛 ヲ 停止 シ、 本 城-一入 か、 其替 -1 九郞 御曹司 ヲ出デ 立ス、 〇 

或 人 云、 今 日義仲 參院、 

三日、 賴朝ノ 上洛 延引 一一 付 其 弟九郞 冠者 五 千 騎ノ勢 ヲ以テ 上洛 セ シ ム ぺ シ、 

四日、 賴朝ノ 上洛 停止-一 付 代官 入 京、 〇 義仲行 家 等 相防グ -1 於ク r 法-一任 セ テ 合 戰 

ス ベ シ、 〇 又 聞 ク、 平氏 一 定 讃岐國 一一 ァリ、 

五 日、 傳閒ク 、來 八日 行 家 下向 シ賴朝 ノ軍ト 雌雄 ヲ決ス ぺシ、  . ，、 

六 日、 或 人 云、 賴 盛已 -ー來 リク 鎌 倉-一着 ク、 賴 朝- 1 對 面ス、 〇 能保惡 禪師ノ 家-一宿 ス、 賴 

朝/居 ヲ去 ルコトー 町 許 云々、 

七 日、 傳 聞ク、 義仲 征伐 セラ \ ぺ キ由殊 一一 用心 ス、 鬱念ノ 餘此ク ノ如ク 承リ及 ノ由院 

申ス. 仍テ. 警固ノ 武士 ヲ、 院中 二 入レ ラ ル 、〇 賴 朝ノ. 代 今日 江 州 二 着ク、 其 勢 僅 


神鏡 鈕璽 


. 力 -1 五六 百 騎. 合 戰 ノ爲メ 一一  非 ズ、 物 

能 項 s 幷 -1 賴朝ノ 弟 九 郎等 上洛、 

八日、 今日 備前守 源 行 家 平氏 ヲ 追討 セ 

義仲已 一一 打 立 〇 抑よ 神鏡 劍璽ヲ 事 

君臣 此 沙汰 ナシ、 仍-ズ 佘竊カ -1 此趣 

偏- 1 社稷 ヲ思フ 一一 依〃 云 云、 

十日 傳聞 ク、 賴朝ノ 使、 物 ヲ供フ ダ者江 

以テ御 使 ト爲シ 、義 仲ノ許 -1 遣 " ヌ- 

ハ  デル  色  ァリト  雖モ、 愁  -1  領狀ス  、無 

シ ム 云 々、 

十 二 日、 傳聞 ク、 資盛 朝臣 使 ヲ大夫 尉 知 

一 度華洛 -1 歸 リク 再 ビ龍顏 ヲ拜サ 

ヲ具シ 奉 ダカ 云 々〇 又聞ク 平氏 其 

十 三 日、 秀 平-一 賴朝ヲ 追討 スぺ キ由ノ 

附  . 錄 一 


ヲ院- ー供セ ン ガ爲メ  ノ使ナ タ 云 气 〇 次官 親 

ン ガ爲メ  -ー出 發ス、 其 勢 二百 七十 餘 騎、 〇 今 旦 

ナク迎 取リ奉 ル條， 朝家 第  一 ノ 大事 也、 而〃 -ー 

ヲ 以 テ行家 一一 含ム、 〇 全 ク親眤 ノ緣ナ シ、 然 而 

州 二 着ク、 九郞猶 ホ近 江-一 在リ、 〇 澄 憲法 印 ヲ 

-賴 朝ノ使 入京 然グ可 ラゲ ル旨存 ノ由云 々、悅 

勢ナ \  ニ於テ ハ强チ 相 防ク可 ラザク 由申サ 

康ノ許 二 送 リ、 君 -1 別レ 奉リテ 悲歎 限ナ シ、 今 

ン ト欲ス 云々、 人々 疑フ所 ^ 若クパ 神鏡 劎靈 

勢 數萬ニ 及ビ追 对忽 チ叶フ 可 ラズ、 

院宣 アル 旨、 義 仲秀 平-一 示 遣 ハ ス 、 

一 二 九 


宗盛 法皇 

11 上書 ス 
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十 四 日、 去 九月 ノ 頃 前ノ內 大臣 法皇 -1 上書 ス、 其狀 -1 曰ク、 臣全ク 君 一一 背 キ奉ル ノ意 

ナ シ、 尤 モ 圖ラズ 周章 Z 間 舊主ー 1 於 テ ハ塵 外-一具 シ奉レ リ、 然 ジ而シ -グ、 此 上 、ノ 偏 

-1 勅定 二任ス ぺ シ 云 々、仍 テ 試-一 御使ヲ 遣" シ、 誘 フ -1 勅命 ヲ以 テス〃 如何 云々、 

兼實ー 1 協議 セラ x 

十 五 日、 賴 朝/代官 九郞 入洛 ス ベ キヤ 否 ャ頻リ 一一 豫議ァ リ、 大 略 物 ヲ進ジ 並 一一 使 等 

ナ リ、 歸 國スぺ キ樣其 沙汰 ァ リ、 0 其 後 評議 ァ リ、 澄 憲ヲ 以テ重 ネテ義 仲- 1 仰セ遣 

、ジ サ 〃所、 其 勢 幾 モア ラズ、 入京 ヲ許サ 〃可 キ由愁 -ー 承伏 ス、 云云、 

十 六 日、 今 日院南 殿-一 臨幸 スぺ シ、 御用 心ノ 體日來 -1 萬 陪ス、 

十 七 日、 或 人 云、 義 仲院ノ 御所 ヲ襲フ べキ由 風聞 ァ ソ、 〇 未ダ 洛中 咫尺 ノ間此 /如キ 

/亂ヲ 聞 カズ 、〇 主 典 代 景宗ヲ 以-ズ 御 使 ト爲シ 、義仲 一一 遣 ハ サ 〃、其 狀 一一 云、 謀 叛 ノ 

條吿ケ 申 ス者ァ リ、 若 シ 事無實 タラ ハ 速力 二 勅命 一一 任セ、 四國 二赴キ 平氏 ヲ討ッ 

ぺ シ 云々、 〇 義仲ノ 勢 幾 ナラズ ト雖モ 、其 衆 太 タ勇タ リ、 京 中ノ 征伐 古來聞 カズ、 若 

シ 不慮 ノ恐 アラバ 後悔 ス 〃モ 如何 セン、 云々、 

十 八 日、 世 上 物 騒、 逐 曰 陪 增、 然 ル間浮 言 多ク出 來ス云 云、 義 仲 又 命， 1 伏ス ルノ意 ナシ、 


奉命義 

A'  -fll" 

意伏院 


事 己一 一大事- 1 及ブ云 云、 〇 義 仲 云、 西 國ニ 下向 ス , ニ於テ つ 賴朝ノ 代官 數萬ノ 勢 

ヲ 引率 シ 入京 ス ベ シ、 者ハ 一 矢 射ルべ キ由素 ヨリ-申 ス所 也、 彼 レ 入ラズ ン 、ン 早ク 

西 國-ー 下向 スべシ 云 々、〇( 兼 實ノ意 見) 院 中 御用 心 ノ條頗 \ 法-一過 タ リ、 是 何故 ゾ 

ャ、 偏-一義 仲-一 敵對セ ラグ、 也 云 々、王 者ノ行 若 シ犯過 者ァラ ハ 、只 其 輕重ー I 任 セ 

刑罪ヲ 加へ ラルべ シ云 々、義 仲 若 シ理- 一 伏 シ和顏 アース r 何ゾ 征伐 セ ンャ、 縱ヒ罪 

科 アジト 雖モ、 境ヲ出 後 沙汰 ァラ つ 當時ノ 怖畏ァ ル 可ラズ 云々、 〇 賴朝ノ 代官 

勢 少ナレ ハ入ル 可 キノ 由義仲 申ス旨 先日 風聞 ァ リ、 更 ラ -ー 察ス可 ラズ、 又 巨多ノ 

士卒 ヲ率 ヰ" 停止 スべキ 由、 彼 代官-一 仰 セラ ダぺキ 力、 

十 九 日、 義 仲已 -1 法皇 ヲ襲ハ ン ト欲ス 云々 余信ゼ ズ、 〇 然ダ間 義仲ノ 軍兵 已 一一 三 手 

- 一分 V 必定 寄 スルノ 由 風 聞、 猶 ホ 信用 セ ザ〃 所事已 -1 實 也、 〇 申 刻-一 及ビ官 軍 悉 

ク 敗 績、 法 皇ヲ 取 リ奉リ 了 ヌ、 義仲ノ  士卒 等歡喜 無. 限、 卽 チ 法皇 ヲ 五條 東 洞 院ノ攝 

政亭 -1 渡 シ奉リ 了ヌ、 武士  ノ外 公卿 侍臣 矢 - 一中 リ 死傷 ノ 者 十餘人 云.々、 0 攝政、 ジ 

未タ合 戰セザ 〃前-一 宇治 ノ方 -1 逃ル 云々、 〇 主上 "實淸 卿相 具シ奉 ベ 未 ダ 其 御 

所ヲ知 ラズ、 

附  錄  ニー 二 
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廿日、 入道 關白去 夜 ョ リ 五條 亭 二 參 宿ス、 義仲迎 寄ス、 〇 或 人 云、 雅實 搦取ラ ^〇 又資 

時 捕 取- フ K 

廿 一 曰、 義 仲內々 示シ テ 云、 世 間/事 松 殿 -ー申 合セ、 每事 沙汰 セラ \ 可 シ、 0 余密 -1 祈 

請 シ -ズ 云、 今 度義 仲若シ 善政 ヲ行ハ ->  其 仁-一 當べ此 事 極 リナ キノ 不 祥 也、 云 々、 

廿 二日、 權大納 言 師家 內 大臣 -ー 任 ジ攝政 ト爲〃 可キ由 云々、 〇 主上 閑院 一一 御ス、 〇 傳 

聞ク 座主 明 雲 合戰ノ 日 其 場 一一 於- ズ 切殺サ .ル、 叉 八 條圓惠 法 親王 花 山寺 ノ 邊 -1 於 

ク 伐取ラ ベ 〇 未タ聞 カズ、 貴種 高 i|5 此ノ如 キノ 難 一一 遭フ、 佛法 ノ爲メ 希代 ノ瑕谨 

悲 ム可シ 云 云、 0 前 攝政 (基 通) 去 七月 ノ亂/ 時、 專 ラ其職 ヲ去ル 可 キノ 處、 法 皇ノ飴 

氣 -I ヨリ 動搖 ナカ リシ 二  、今度 何/過 二 ヨリ タ所職 ヲ奪ハ 〃 、 ャ、 云 云、 

廿 七 日、 傳 聞 ク、 平 氏 室 泊 >1 付ク、 

廿 八日、 世上 ノ事ヲ 語 グ、 云 ク、 前攝 政家領 等違亂 アル 可 ラサ〃 由、 義仲本 所-一 示 ス、 然 

〃間 攝政皆 悉下文 ヲ成シ 、八十 餘所 ヲ義仲 ニ賜フ 云々、 狂亂/ 世 也、 

廿 九日、 解官ノ 面々 0 御卽位 來月廿 二日 遂行 ハル ぺシ 云々、 •  、 

壽永ニ 年 十二月 


一 日、 傳聞ク 、去 廿ー 日院 -I 候ス ^北面/下 蔵 二人 伊勢 國- 一至 リ亂 逆ノ 次第 ヲ賴朝 

ノ 代官^ 娜餅 i 玲 S 次-一 吿ク、 卽チ 飛脚 ヲ差 シテ賴 朝/許-一 遣ハ ス、 其 返事 ノ來〃 

ヲ待チ 入京 ス ぺ シ、 當時 九郞ノ 勢、 ン僅 力」 1 五 百 騎、 其 外 伊勢 國人 等多ク 相從フ *〇 

又 和 泉 守 信 兼 同 ク以テ 合 カス 云々、 

二日、 傳聞ク 、義仲 使 ヲ差シ 平氏/許 -1 送リ 蕭 f  ？  S5 和親 ヲ乞 フ、 0 又 聞ク、 去廿 九日 

平氏 行 家 ト合戰 シ行家 敗軍 ス、 〇 又 聞ク、 多 田 藏人行 綱城內 -1 引 籠リ義 仲ノ命 -I 

從" ズ、 

三 日 傳聞ク 、義 仲-一 一 所ノ 領 (前 攝政甚 通) 八十 六 ケ所ヲ 賜フ、 〇 又 新攝政 政所 始メ去 

廿 八日 云々、 

四日、 昨 義仲院 -1 奏シ- グ曰ク 、賴 朝/代官 曰來 伊勢 國 -1 在リ、 郞 從等ヲ 遣ハシ 追落ス 

云々、 

五日 傳聞ク 、平氏 猶ホ室 -ー 在リ、 南海 山陽 兩道 大略 平氏 -1 同ス 云々、 〇 叉賴朝 平氏 ト 

同意 ス ベ シ、 平氏 院 -1 奏シ 許可 ァリ、 〇 又 義仲使 ヲ差シ 平氏 ト 同意 セ ン トス、 平氏 

承引 セ ズ、  - 
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七日、 平氏 一 定 入洛 ス ベ シ、 能圓 法眼 告送 だ、 義仲ト 和平 力 云々、 〇 卽位 延引 云 々、〇 宰 

相 中 將告送 リ云ク 、來 十日 義仲 法皇 ヲ具シ 奉 リク 八幡 ノ邊ー 1 向 フぺシ 、自ラ 平氏 

ヲ討タ ンガ 爲メ西 海- 1 赴ク 可シ、 

八日、 使者 ヲ靜 賢/許 ュ遣 ハ シ、 御幸 ノ 次第 ヲ 問フ、 〇 京都 又 安猪ァ 〃可ラ ス、 女房 等 

少々 遠 所 一一 遣 ハ. ス 可シ、 〇 當時ノ 御所 五條 殿 惟 異頻リ -ー 示ス、 仍テ 八條院 -1 遷御 

アラント ス、 義仲 之ヲ受 ケサル 間、 忽 チ A 幡 一一 御幸 ノ儀出 來ス、 〇 或 人 吿ケテ 云、 明 

日 延曆寺 ヲ攻ム ベ シ 云々、 

九 日 義仲申 云、 西國 ブ討 タン ガ爲 メ罷向 フぺキ 也、 法皇 御 在京 不審 ナキ -1 非 ズ、 云々、 

仍テ 法皇 ヲ具シ 奉リテ 下向 セ ント 欲ス、 之 ヲ爲ス 如何、 〇 平氏 ト 和平 ノ儀義 仲 一一， 

仰 セラ〃 ぺシ 云 云、 

十日 又 山門 巳-一 城郭 ヲ搆フ 、仍テ 城 中- 1 籠 ルノ條 甚タ穩 便 ナラズ 云々、 

十三 日、 傳聞ク 、平氏 入洛 ハ來 廿日 云々、 或； 又 明春 云々、 義仲ト 和平 ノ事 未ダ 一 定セ 

ズ 云 々、 

十九 日. 此 日山ノ 大衆 和 平、 神 輿ヲ拫 下シ奉 レノ云 々、 


廿 四日、 賴業 云、 西 海/主 若シ 入御 セ ハ 、當 今 如何-一 セ ン 

玉 海卷之 四十  1 

壽永 三年 正月  - ,ー 

四 日、 傳 聞 ク賴朝 今日 出 門、 決 定シテ 入洛 ス ベ シ 云 々、！ ij 

ス ぺ シ 云 々、  一 

五 日、 語 云、 賴 朝ノ 軍兵 墨 股- 1 在リ、 今月 中-! 入洛 ス ぺ シー 

左大臣 等 ノ靈魂 也 云 々、〇 託 言 /事 ァリ、 其 趣 ハ西海 一 

本國ノ 神明 併セテ 加護 ァリ、 神璽 寶劍 安穏-一 相具セ 

一 

歸都ノ 運ナリ 云々、 〇 叉 云、 義仲久 カル 可ラ ズ、 賴朝叉 一 

力、  一 

六 日、 或 人 云、 坂 東ノ 武士 己一 I 墨 股ヲ越 H 美 濃-一入 リ了： 

九日、 傳聞ク 、義仲 平氏 ト 和平 ノ事 巳-一 一定 ス、 此事 去年： 

ノ 異說ァ リ、 忽 チ以テ 一 定 ス 云 々、  一 

十 日、 人 吿 テ 云、 明 曉義仲 法皇 ヲ具 シ奉リ 北陸 ュ 向フ ベー 

附  錄  1 


若ク ハ 六 條院ノ 體歟云 々、 


言 歟、 或 人 云、 平 氏 來八曰 入洛 

云 々、〇 託宣、 崇 德院幷 -1 宇治 

ノ主 再ビ都 城-一 歸〃 可 シ、 日 

ラ 八 ベ シ 云 々、〇 十ノ 八 九 ハ 

然〃 可 シ、 平氏 若ク ハ運 アル 

ヌ、 義仲大 -1 怖畏 ヲ懷ク 云々、 

秋ノ比 ヨリ 連々 謳歌 シ、 檨々 

シ、 公卿 多ク 相具ス ベ シ、 是 レ 

1 三 五 


義仲征 東 

大 將軍ト 

ナ. i 
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浮說 ユ 非ズ、 

十 一 日、 今 曉 義仲ノ 下向 忽チ 停止 ス、 物 ノ吿ァ ルヲ 以-プ 也. 0 來十 三日 平氏 入京 ス ベ 

シ 云々、 

十二 日、 傳 聞ク， 平氏 此兩 三日 以前 使ヲ義 仲/許  一 I 送リ 云 フ、 再 三 ノ 起請 一一 ヨリ 和平 

ノ義 ヲ存ス ル 處、 猶 ホ 法皇 ヲ具 シ奉リ 北陸 二 向フ ベ キ由 之ヲ聞 ク、 已 二 謀叛 ノ儀 

タタ、 然者 同意/ 義 用意 ス ベ シ 云 々、仍 テ 十一 日/下向 忽チ 停止 ス、 

十三 日、 義 仲柬國 一一 下向 有無 ノ 件 七 八 度 變ズ、 遂 二 下向 セ ズ、 是 レ近 江-一 遣 ハス 所ノ 

郞 從、 飛 脚 ヲ以テ 九郞/ 勢 僅 力-一千 餘騎 一一 シ- ズ敢テ 義仲ニ 敵 對スぺ カラ ズト告 

グ 严ヲ以 テナ ジ 、〇 平氏 今日 入洛 ス ベ キ 處、 又 入 ラズ、 是レ三 ノ由緖 アジ、 

十四日 、大神宮 依異ノ 注進 義仲ノ 許 ニ來 V 

十 五 日、 義 仲征 東大 將軍タ , ベ キ由宣 旨 ヲ下サ \, 

十六 日、 去 夜 ヨリ 京 中 鼓 騒ス、 義仲 ガ遣ハ ス所ノ 近 江 國ノ郞 從等併 セ-プ 以-ズ 歸洛ス 

敵勢 數 萬-一 及 ブ、 〇 今日 義仲 法皇 ヲ具シ 奉 リ-グ 勢 多-一向 フ ベ シ云 々、〇 關 東ノ武 

士少々 勢 多 二 附ク、 - 


義仲 滅亡 


平氏 追討 

チ止 メラ 

^  、議 


十九 日、 昨今 天下 物 騷、 〇 義 廣三郎 先生 大將軍 タリ 云々、 

廿 日、 東 軍 巳-一勢 多- 1 附 ク、 未 タ西 地-一渡 ラズ云 々、〇 義仲ノ 勢 モト 幾 ナラズ 、勢 多 田 

原ノ  二手 -1 分 ッ、 其 上 行 家 ヲ討タ ン 、ガ 爲メ  -I 叉 勢 ヲ分ッ 、獨身 在京 ノ間此 狭 -1 遭 

フ云々 、〇 敵軍 已 一一 襲來. ル 、仍テ 義仲院 ヲ棄- グ奉リ 周章 對戰ス , ノ 間、 相 從 フ所ノ 

軍 僅 力 二 卅冊 騎、 敵 對及 パサル 1| ヨリ、 一矢 ヲ射ズ 落 チ了ヌ 、長 坂ノ 方へ 懸 ラント 

欲シ、 更ラ -1 歸リ- グ勢多 ノ手ー 1 加ハ ラ ン ガ爲メ 東-一 赴ク 間、 阿 波津 野ノ邊 -1 於テ 

伐 取 ラレ 了ヌ 云々、 

廿 二日、 兼實 參院ス 〃處、 平氏 義仲賴 朝等ノ 事 -ー 關 シ、 五箇 條ノ 問ヲ 受ク、 

廿 三 日、 平 家ハ 猶ホ 追討 ス ベ キ由仰 セ下サ べ〇 此日 大地震、 

廿 五 日、 愚 案 スル, 1 ( 兼 實ー去 年 十一 月 十九 日 以後 行ハ \  、處ノ 叙位 除 目 詔勅 以下 用 

ュ可ラ ザ 〃由 宣下 セラ ル 可キナ リ、 逆 賊朝務 ヲ執ル 一一 ョ〃、 

廿 六 日、 此 日 女房 等奈良 ョ ジ歸 洛ス、 〇 平氏 入洛 ノ 由閭 巷謳哥 ス、 〇 或 人 云、 平氏 追討 

ヲ止メ ラル、 ノ 儀、 靜 賢 法 印 ヲ以テ 使ト シテ 子細 ヲ仰 セ合サ レノ、 此 儀 愚心ノ 庶 幾 

ス〃 所 也、 是 レ佘ガ 引 級 一一 非ズ、 平氏 神鏡 劍璽ノ 安全 ヲ思フ 一一 依テ 也、 
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廿 八 日、 早 旦大夫 史隆職 使者 ヲ進ム 云 々、忽 チ 家中 ヲ 追捕セ ラレ 恥辱 一一 及 ブ、 之 ヲ 爲 

ス 如何、 九郞ノ 從類ノ 所爲云 々、〇 仍- グ使ヲ 九郞 一一 遣 、ノ シ 狼籍ヲ 止メシ ム 、〇 次官 

親 能 賴朝ノ 代官 トシ- プ九郞  一 I 付キ 上洛 ス 〃所 也、 

廿 九日、 叉 聞 ク、 西國 ノ事 追討 使ヲ遣 ハサ〃 事 一定 ス、 

壽永 三年 二月 

1 日、 齋院 次官 親 能 云フ、 若シ 天下 ヲ直サ ル可ク つ 右大臣 殿 (兼 意 世 ノ無異 ノ議ヲ 知 

食 スぺシ 云 々、 

1 一 日、 傳 聞ク、 伯 耆國美 德山ー I 院ノ 御子 ト稱ス ル者ァ リ、 生 年 廿 歲、 未 ダ 元服 セ ズ 云云、 

伯耆 國半國 ヲ伐収 〃、又 美 作 國少々 打取べ 昨日 使者 ヲ 京都-一 上セ -ズ院 /見 參ニ 

入 ぺ 〇 或 人 云、 西國 一一 向へ ル 追討 使 等 猶ホ大 江山. ノ邊 一一 逗留 云々、 下向 ノ武 土殊 

-1 合 戰ヲ好 マズ、 土 肥 次郞實 平、 次 官親能 云々、 

三 日、 今 日 行 家 入洛、 其 勢 僅 力 一一 七 八十 騎、 0 賴朝 又勘氣 ヲ 免べ 

四 日、 平氏 主 上ヲ具 シ奉リ テ 福 原 一一 着 ク、 九 國未ダ 付 カズ， 四 國紀伊 等 ノ勢數 萬 云々、 

來十 三日 入洛 ス ぺ シ、 官軍 等 手 ヲ分ッ 間 一 方 1 ニ千騎 _1 過 ギズ、 


六 日、 或 人 云、 平 氏 一 谷 二 引返 シ 伊南 野- 1 赴 ク、 其 勢 二 萬 騎、 官 軍 僅 -ー 二三 千騎、 

八日， 此 夜半 許 二 捤原平 三景 時/. 許ョ リ 飛脚 ヲ進メ 、平氏 悉皆 伐 取 了 云々、 一 谷 ノ戰、 

九 日、 今 日 三位 中 將重衡 入 京、 土 吧次郞 實平ガ 許-一 禁固 ス、 

十日 、院宣-一 云フ、 平氏 ノ首 等渡サ 〃可ラ ザ グ旨?  £ 思 食サ べ然 \  二 義經範 賴等義 

仲 ノ首ヲ 渡サ〃 、 上 "平氏 ノ首 ヲ渡サ レザ〃 條太ダ 其 謂 ナシ云 々、〇 重 衡 云、 書 

札 副 一一 使 者 一前 內府ノ 許-一 遣" シ、 劎璽ヲ 乞取リ 進上 ス べシ云 々、 

十 一 日、 平 氏 ノ首遂 一一 渡ス コ ト 一一 決ス、 〇 傳聞ク 、入道 關白 院ノ御 氣色殊 -1 不快 云云、 

十 三 日、 平 氏ノ首 ヲ渡サ ベ 通 盛 卿 ノ首同 ク渡サ ベ 彈指ス ベ キ世 ナリ、 

十 六 日、 賴 朝 四月 上洛 ス ぺ シ、 〇 官親 能院/ 使ト シ- グ東國 -1 下向 シ、 賴 朝若シ 上洛 

セズパ 東國ニ 臨幸 ァ 〃ぺシ 云 々、 

十九 日、 傳聞ク 、平氏 讃岐八 島 -1 歸住 ス、 其 勢 三千 騎、 

廿 日、 賴朝 云、 勸賞ノ 事ハ 只上ノ 御 計 -ー ァ リ、 過分 ノ 事 一 切願 フ所 一一 非ス、 

廿三 曰、 一 、應， 令，， 散 位 源 朝臣 賴朝 追，， 討 前 內 大臣 平 朝臣 以下 黨 類， 事、 

. 一 、應^ ，，散 位 源 朝臣 賴朝 召，， 進 其 身 源 義仲餘 黨， 事、 
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1 、應， 令ぶ 散 位 源 朝臣 賴朝 ，且 搜き 子 細，， 經 t 上， 且 從， 停 止， 武 輩 押 妨， T 神 社 佛寺幷 院宮諸 

司 及 人 @ 等， 事 

一 、應， 早 仰、 國 司， 停. i 宛，， 催 公田 庄園 兵粮 米， 事 

廿 七 日、 源 納 言 攝 政職ヲ 避ケラ \ズ キ由 ヲ示シ 送べ 〇 傳聞ク 、賴朝 四月 下旬 上洛 ス 

ベ シ、 〇 又 折紙 ヲ以 テ朝務 ヲ計ヒ 申ス、 

廿 九 日、 九 郞 平氏 ヲ 追討 セ ンガ 爲メ來 1 日 兩國- 一向 フ， へ シ、 議ァ グー プ忽チ 延引 ス、 〇 

重 衡ガ宗 盛- 1 遣ハ ス所ノ 使者 歸 參、 三 ケ ノ寶物 幷-ー 主上 女院八 條殿ハ 如， 仰 入 洛 

セ シムぺ シ、 宗盛 ハ參 入ス. ルコ ト能ハ ズ、 讃岐國 ヲ 賜へ 云々、 

卅日 平氏 和親 ノ由ヲ 申ス、 

壽永 三年 三月 

1 日、 重 衡遣ハ ス所ノ 使者 歸 參、 叉 消息 ノ 返事 ァ リ、 申 狀 大略 和親 ノ 趣-一 庶シ 、〇 院ノ 

御所 新造 セラ 产ぺキ 儀 中止、 . 

十六 日、 信 西 入道 通 憲ノ當 今 M  e 御 批評 、皿 原 賴長ノ 佛敎批 評， 

廿 三 日、 賴 朝 奏聞 シ下官 S きヲ、 お テ攝政 藤氏 長者 ト爲ス べキ由 奏ス、  . 


廿八 日、 賴朝正 四 位下  >1 叙 ス、 

壽永 三年 四月 

七 日、 下官 (兼 實) 事 賴 朝 推 一一 擧 存 堅 事 一 云 々奏聞 ノ日 八幡 寶前 一一 於テ 祈念 ノ後廣 元 -1 仰 

セ-プ 之ヲ書 カシム 云 々 、(以 上雅 賴談) 

十 一 曰、 或 人 云、 前內 大臣 宗盛八 島 -ー 於 ク 薨逝云 々、三 月 十七 日 病ヲ受 ケ同廿 四日 入 

沒 云々、 

十六 日、 此日 改元 ノ事 ァリ、 

廿 四日、 賴 朝下官 £  ノ事ヲ 申ス、 

元曆 元年 五月 

元曆 元年 六月 

一 日、 來 十三 日 押 少路亭 -1 行幸 ァ 〃ぺ シ、 而 シ テ劎 璽御サ ズ、 內侍尙 ホ候ス 一? ャ 云々、 

十 六 日、 或 云、 平 氏 / 黨 類、 備 後ノ 官兵ヲ 追散ス 云々、 土 肥 二 郞ノ息 男 早 川太郞 云 々、梶 

原 平 三景 時 備前國 -1 赴ク、 〇 平氏 室 泊 ヲ燒拂 フ、  , 

十七 日、 法皇 蒔 賴師ノ 家-一 臨幸 ス、 
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十九 日 卽位ノ 日 取 ヲ定ム 云云、 〇 余 g 院ノ 御氣色 不快 ノ 由 太 政 入道 (M) 仲甚 一一 語べ 

佘天氣 ヲ誤ラ ス、 不快 ハ 先 世 \ 宿業 力、 

廿 一 日、 傳 聞ク、 賴朝ノ 上洛 ハ 八月 云々、 

廿 三日、 大佛 鑄造ノ 事、 〇 滅金 粉 金 諸人 ノ施 入少 々アル 上、 賴朝 千兩、 秀平 五千兩 加へ 

奉〃 云々、 〇 吉野 S  ノ 奥-一大 木ヲ 得、 

廿 四日、 來 七月 卽位ヲ 行 ハルべ シ、 日 次ヲ定 メラ ベ 〇 大嘗 會悠基 主基ノ 事、 〇 兼實ノ 

說 二 テ ハ 卽位ノ 大例 未ダ早 シ云 々、我 朝 ノ 習、 劎 璽ノ 主ヲ以 テ、 國 王 ト爲ス 、璽ヲ 待 

ク ズシテ 踐祚ノ 例、 書 契 以來未 ダ曾テ 聞 カズ 云 云、 卽 位-一至 リテハ 劎璽ヲ 待ク遂 

行 ス ベ シ 云 々、 

廿 五日、 故ノ高 倉院/ 女房 若 州 嗟 蛾ノ邊 -1 一堂 ヲ 建立 シ 供養 ヲ遂グ 、法皇 其砌 -1 臨 

幸 ス、 〇 卽位定 メアリ 延引、 

廿 八 日、 卽 位ヲ 遂ゲラ レズ パ 逆徒 定メテ 嘲 ヲ爲シ 、彌. A 其 力 ヲ得ン 力 云々、 

玉 海卷之 四十 一 

元曆 元年 七月 


^璽 ナグ 

シ テ 行幸 

ノ例 


二 日、 卽位延 否 ノ 評定、 或 ハ 神器 ヲ重 セズ、 或 ハ 神器 歸> 'ヲ得 ント 云フ、 〇 其 上院 ノ近 

臣泰經 ノ如キ 小人 等 皆 卽位ァ \  キ由ヲ 存ズ、 

五日、 此日當 今大內 一一 遷幸 ス、 來廿 八日 卽位 ァ, ぺキ -1 ヨリ 遷御ス 〃所 也、 劎 璽ナク 

シテ 行幸 ノ例 今度-一 始マ弋 

八 日、 傳 聞ク、 伊賀 伊勢 國人等 謀叛 ス、 伊賀 ハ大內 冠者 g 知行、 

九日、 去月 廿 九日 卽 位定メ ァ リ、 今月 廿 六日 攝 政忌タ リ、 憚 〃ベ キヤ 否ャ、 左大 臣 (藤 原 

經 宗) 憚 ァ ル 可- ソズト 奏ス、 仍テ廿 六日 ト定メ シ ガ、 後 憚 ルべキ 由 ヲ奏ス ル者ァ リ- 

廿 八日 ト改ム 、淋麵 ペチ 0 故俊憲 入道 密語 シテ 云フ、 此君 " 針； S 偏- 1 晋ノ惠 帝 也、 

八 王 ゾ執權 敢-プ 相違 ァ 〃可 ラズ、 

十三 日、 御卽位 成功 ノ輩ヲ 補 セラ ベ 〇 十九 日 右近 府 成功 ノ事 云々、 

廿日 、昨日 伊賀 伊勢 謀叛 ノ輩近 江ュ於 テ官兵 一一 破ラ V 

廿 一 日、 傳聞 ク、 謀叛 ノ 大將軍 平 田 入道 梟首 セラ OK々、 

廿 五日、 隆_ 房ハ 法皇 ガ 第一 ノ 近臣 泰經/ 錄也、 兼 光 r 法皇、 ガ 無双 ノ寵女 丹 後 ノ聲云 

云、 〇 兼 光隆 房ヲ 超- ズ從 三位-一 叙ス、 

附錄  一四 三 
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廿 六 日、 傳 聞ク、 隆房ガ 事 泰經泣 愁-プ 申ス、 仍-グ 三位 -ー 叙シ、 兼 光ノ上 -I 在〃 ベ キ由仰 

下サ V 

廿 八 日、 此 日 卽位ノ 事 ァタ、 

元曆 元年 八 m:  •  . 

一 日、 明 日 (二 日) 里 內-ー 還 幸 アル ベ シ、 

六 日、 去 比 賴朝納 言 ヲ還ス ベ キ由推 擧シ、 泰經 -1 付テ 申ス、 〇 又 云、 明 日 除書ァ \ べシ、 

九郞官 -1 任ズ ぺ シ 云 々、 

十 七 曰、 傳 聞 ク、 賴 朝 鎌倉ヲ 出- ズ 上洛 ノ爲 伊豆 國-一 逗留 ス、 秋ノ 中二 入京 ス ベ シ 云々、 

十八 日、 院ノ 御領 事、 京 地 等" 太 神宮 以下 宗廟 靈 社 等 一一 獻ゼラ 々、此 事 希 異、 華 洛 

ノ地ヲ 割- プ 神社-! 施入ス だ コ ト何ゾ 聖人 ノ例 ナラ ン、 國ノ衰 微、 朝 ノ 陵 夷、 此 ョ リ 

起ラ ン、 此事左 相 府 (藤 經 宗) ノ 意 見、 彼 大臣 當時 朝ノ宿 考圏 ノ 重臣 ナル -1 、 此 事-一依 

テ其 智慮 ノ賤 ヲ顯" ス 云々、 〇 又 云、 義 朝 ノ首今 一一 囚闈 -1 ァリ、 其 罪 ヲ免サ 〃ベ シ 

云 々、〇 或 人 云、 文 覺 聖人 上洛 獄 -ー ァ ル義朝 ノ首ヲ 取 ジ、 鎌 倉- 1 向フ ベ シ 云 々、 

(八 倏院) 

廿 一 日、 自 一一 今 日 一女 院ノ御 祈 天文 博士 安倍 廣元 ヲ以 タ行 フ、 〇 傳聞ク 、賴朝 鎌倉ヲ 出， テ 


木瀨川 I  5  m  ®  - 一  來着云 々、o 範賴ヲ シテ 數多 ノ勢ヲ 相具シ 參洛セ シム、 一 日モ. 

京- 1 止 マラ ズ直チ -I 四國 -I 向ハ シム、 〇 攝 政及ビ 入道 關白ノ 事 、〇 或 說 -1 、文 覺 一一 

命ジ 獄中-一 ァ ダ義朝 ノ首ヲ 取 リ來ラ シ ム 云々、 

廿 三 日、 傳聞 ク、 攝政賴 朝 ノ聱タ \  .パ シ、 是 法皇 ノ仰セ 云々、 

元曆 元年 九月 

七日、 兼 實數日 前 ヨリ 病氣、 

十 八 曰、 大 臣及ビ 兵仗 ヲ辭ス  〃ノ 表ヲ上 V 權右 中辨 光長 之 ヲ行ヒ 、藏 人宫內 權少輔 

親經之 ヲ草ス 云々、 〇 表ノ 草案、 

十 九 曰、 十 中 納 言 云 々、近 代 不 吉 例 也、 

廿 三 日、 今 日 實嚴阿 闍梨ヲ 使 ト爲シ 泰日社 -1 參詣セ シ メ 意趣 ヲ 啓謝ス ベ キ由ヲ 仰 

ス、 其 趣ハ. ノ如シ 云 々、 

元曆 元年 十月 

十 三 日、 傳 聞 ク、 敎 盛 卿 等 ノ爲メ  -I 長門國 -1 ァ だ 源氏 筆 殿 追落サ ベ 又 平氏 五六 百艘 

淡路 -I 着ク、 

附錄  一 EI 五 
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元.， 曆 元年 十一月 

一 一 日、 或 小僧 語テ 云、 攝 政 ノ邊ノ 人 余ガ事 ヲ賴朝 一一 讒ス、 之-一因- グ 先日 奏聞 ノ大 事默 

止 シ畢ヌ 、余聞 キ如此 事悲ム ベ シ 云 々、 

十 八 日、 此 日踐祐 大嘗會 也、 

二十 二日、 大將 五節 裝束已 下饗祿 等/註文、 

廿 七 曰、 少 納 言 入道 去 夜 坂東ョ リ 上洛 シ、 言 語 / ム  1- 一一 云、 賴 朝 云、 右 府殿 ノ事ヲ 京下ノ 

輩-一問 フ- 一、 人別- 1 其 美 ヲ稱ス 、未 ダ其惡 ヲ聞ズ 、爱 -1 知ル其 社稷 ノ臣 ナルヲ 云々、 

元 暦 元年 十二月 

一 日、 藤 中 納 言 定能竊 力 -ー 告送リ テ 云、 定 房 卿 執 柄 ノ推擧 一一 ョ リ、 幕 府 -1 任ズ. へ キノ 

議ァリ 云々、 

七 曰、 可 麵，， 遏 放火 羣盜 等， 事、 

卄 日、 傳 聞ク- 平大納 言賴 盛大 納 言 ヲ辭シ 、男 光盛 ヲ以テ 近衞司 一一 任ズ、 

玉 海卷之 四十 二 

元 曆ニ年 正月  . 


廿五 曰、 傳聞ク 、平氏 强 シ 云 々、 

廿 七日、 刑 部 卿 賴輔來 V 余 之-一 謁ス、 此鄉ハ 治政ノ 志-一 庶幾 シ、 傍輩, 一 滕ルノ 人 也、 

元 曆ニ年 二月 

二日、 賴朝彼 僧-一 示 シ -ズ 云、 右大臣 御 事 京下ノ 人 皆々 美 ト稱ス 、而シ ク土肥 二 郞實平 

ヲ以テ 折紙 ヲ遣ハ ス云 々、 

十三 日、 松 尾 社 一一 折紙 ヲ進 ム、 〇 請 文、 

十六 日、 傳聞ク 、大藏 卿 泰經御 使 トシ テ渡 邊- 一向 フ、 是レ 義經ノ 發向ヲ 制止 セ ン， カ爲 

ナ リ、 是 レ京中 武士 無キ -1 依 リ、 御 用心 ノ爲 -1 云々、 

廿日、 住吉社 ヨリ 奏狀ヲ 進ノテ 曰ク、 去 十六 日 寶殿ョ リ神鏑 西ヲ指 シテ飛 去ス、 實， 一 

希 事 也、 神 明 未 ダ國ヲ 棄-プ ザ〃 力 云々、 

廿 七日、 傳聞ク 、九郞 去 十六 日 解 纜. 無 爲 -I 阿波 ノ國， 一着 ク 云々、 

廿 九 日、 東 大 寺大佛 ノ堂ヲ 造〃 -1 付後ノ 築山 ヲ壞ル 云々、 

元 曆ニ年 三月 

四日、 去月 十六 日 解欖、 十七 日 阿波 國- 一着 キ、 十八 a 屋島， 一 寄 リテ凶 黨ヲ追 落シ、 然而 

附錄  一 四 七 
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シ- プ未ダ 平家 ヲ伐取 了ラズ 云々、 

十 一 曰、 賊 ァ リ左大 臣 (經 宗 ヲ窺フ 云 々、 

十六 日、 傳聞ク 、平家 讃岐國 シ ハク 庄 ユア リ、 九郞 襲攻ノ 間合戰 二 及バ ズ、 安藝 國嚴島 

ュ 引返 ク 云 々、 

十七 日、 傳聞ク 、平氏 備前 小島 ュ 在リ、 或 ハ伊與 五 々島-一 ァ リ、 云 々、 

十九 日、 東大寺 勸進 聖人 重 源 指圖目 錄等ヲ 相 具 ス、 云 々、 

廿 四日、 院 ヨリ 使者 ヲ遣ハ シ、 追討 及 神鏡 劎璽 歸來 ノ事ヲ 問ハ- ^云云、 

廿七 ョ、 傳聞ク 、平氏 長門國 -1 於テ伐 タレ 了ヌ、 九 郞ノ功 云々 

,r 八日. 又 云、 平氏 伐タ レ 了ヌノ 由、 此間 風聞、 コ レ佐々 木三郞 ト申ス 武士  / 說、 義經未 

ダ 飛脚 ヲ進 メズ、 不審 尙殘 ,、 

卅日、 余 云、 造 寺 料 材木 ノ中、 大物 等 ハ 大神宮 杣木 二 取 レノべ キ由云 々、 

元 曆ニ年 四月 

三日、 伊勢 杣 材木 等 役夫 云 々、 

四日. 人告 云、 長門國 二 於テ 平氏 等， ヲ 討伐 シ了 ベ 〇 追討 大將軍 義經ョ リ 飛脚 ヲ進メ 


義 經 戰況 

チ報 111! ス 


神 錢歸坐 

ノ 評議 


刺き 祌靈 

入洛 


曰ク、 去 三月 廿 四日 午刻 長 門國圑 一一 於テ 合 戰、 午 ヨリ 晡 -1 至べ 伐 取 ノ者生 取/輩 

其數ヲ 知ラズ 云々、 〇 還幸ノ 次第 等 記入 ァリ、 

八 曰、 神鏡 神璽 歸御ノ 間/事 子細 ヲ註 シ申ス ぺ シ 云々、 

廿ー 日、 神鏡 歸 坐/事 評議 ァリ、 〇 泰經 ヲ以- プ密々 尋問 ハ k  、件々  一、^ 禮 門院 御 事 

如何 一、 前 內府事 如何 一、 賴朝 ガ賞ノ 事、 

廿 二日、 攝政賀 茂 詣 也 云 々、抑 ぷ 今日/ 賀茂詣 萬 人 歎息 ス 云 々、 

廿三 日、 神鏡 入御 ノ際、 公卿 職事參 候ノ議 -1 付、 院 ヨリ 兼 實二問 合ス、 

廿 五日、 此日 神鏡 祌璽御 入洛、 

廿 六日、 此曰前 內府幷 ユ 時忠卿 以下 入洛、 〇 賴朝 恩賞 ノ事 評議 ス、 

廿 七日、 神鏡 神 璽、 朝 所， ョ リ大內 一一 入御 ス 云々、 〇 勸進 聖人 舍利ヲ 進ム、 

廿 八日、 昨日 賴朝 ノ賞ヲ 宣下 シ從 二位, 1 叙ス、 

元 曆ニ年 五月 

三日、 內 大臣 (藤 原 實定) ノ 息 侍 從公繼 來 \ 、甚タ 優美 ナリ 云々、 〇 院ョ リ 使者 來リ、 時忠 

及ビ 宗盛ノ 罪科-一 關シニ 條ノ問 ァグ、 

^  -  錄  一 四 九 
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ほ 縫 1 宗 七日、 今曉左 馬頭 能 保、 大夫 尉義經 等東國 二 下向 ス、 前內 大臣 父子 幷二郞 從十餘 人相 

^、！ 5, 下 チ 

具 シテ東  具ス 云々、 

下ス 

廿 日、 傳聞ク 、賴朝 申 シ給フ 所/ 國々 多 ク以テ 返上 ス ベ シ 云々、 

廿 一 日 、昨 日 流罪-一行 ハ レノ  、僧俗 九 人 云 云、 時 忠 J ，信 甚難時 實關尹 明! J 良弘 魏全眞 

^忠快 ，能圓 g 行 命 

元曆ニ 年 六月 

三日、 今日 右馬權 頭甚輔 忽然 逝去 ス、 余 此事悲 泣限ナ シ、 

八 日、 院 宣 -1 云、 國 ヲ給フ ぺシ云 々、〇 十日 此日除 目、 入 道 關白ー 1 能 登 ヲ給フ 、余 一一 和 泉、 

二位 大納言 兼 房 -1 出羽ヲ 給フ、 

资^ 搜索 十四日 寶劍 ヲ求 メラ 〃ぺ キ間ノ 事、 〇 明後日 i  J  ノ閑院 -1 還幸ァ 〃ベ シ、 其 後 仗議ァ 

\ ベ シ 云 々、〇 寶 劍歸來 以前 行幸 儀 事、 十六 日、 此 日大內 ヨリ 閑院第 -1 還 幸、 

十七 日、 參入 ノ 公卿、 0 被. 定事、 神社 報赛 事、 祌位 事. 同封 II； 事、 兩社 行幸 事、 改元 事、 山陵 使 

事、 德 政事 亡卒， 修 善事、 

廿 一 日、 競馬、 


宗盛等 近 

江 II テ梟 

首 


重 衡奈良 

坂 11 梟首 

ス 


長 方 出家 


賴盛 11 備 

前 播磨チ 

給フ 

義 經賞ナ 


廿 一 一 日、 泰 經 院宣 ヲ傳へ テ曰ク 、前 內府幷 二 其子淸 宗、 三 位 中 將重衡 等 義經相 具シク 

參洛ス 、近 江邊 -1 -ズ 梟首 ス ベ キヤ 云 々、 

廿 三 日、 昨 日院ノ 前內府 以下-一 關ス ル 問- 1 對シ、 兼 實聖斷 -1 ァダ ぺシト 答へ シ二ョ 

リ、 院 ノ氣色 ヲ受ク 云 々、〇 傳聞ク 、重 衡ガ首 泉ノ 木津邊 -1 切 リ奈良 坂 -1 懸 ク、 前 

, /内府 父子 ガ首 ハ晚 -1 及 ビ使廳 二 渡ス、 

廿 五 日、 長 方今 日出 家 入道 ス、 長 方 ハ 當世ノ 名士 也、 朝 廷ノ 臣ヲ 失フ、 公ノ 巨 損 何事 力 

之-一如 カン 哉 云々、 

廿 八 日、 典 福 寺ノ所 司牒狀 ヲ持來 べ牒狀  一 I 云ク 云々、 

卅曰、 聞書ヲ 見〃 一一、 賴盛 入道 二 備前播 磨 ヲ給ヒ 院分國 ト爲ス 、九郞 賞ナキ ハ 如何、 定 

メテ 由緒 ァラ ン 歟、 凡 夫 之ヲ覺 得セズ 云々、 

元 藤 二 年 七月 

三日 、先帝/御 事ヲ 頭辨ノ 許-一 示 シ 送 ダ、 其狀 一一 云、 0 幼 齡服親 ノ 先主、 須 ク 非命 ヲ傷 

ミ、 慈 仁 ノ禮ヲ 施 スべキ 力 云々、 - 

九日、 大地震 〇 地震 ノ奏 案、  _ 
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十二 日、 地 震 事、 皇 居 事、 〇 請文狀 云、 地 震 事、 皇 居 事、 兼 實ノ勘 文、 

廿日 、東大寺 大佛ノ 開眼 來月廿 八日 也、 

元 曆ニ年 八月 

1 日、 今度 大地震 衆生 罪業 ノ深 重-一 ヨリ 天神地祇 瞋ヲ成 スナリ 、源平/ 亂ニ ヨリ 死 

亡 ノ人國 -1 滿ッ、 是則 各々 ノ業 障-一依 リ其罪 ニ報ュ ，：- 也、 

十四日、 此日 改元、 元曆 ニ年ヲ 改メテ 文治 元年 ト爲 ス、 

十五 日、 昨日 改元 ノ事 諸卿ノ 注送ス \ 所 次 ノ如シ 云々， 

十 六 曰、 今 夜 除目ァ リ、 賴 朝 申-一 ョジ 受領 ス、 六 ケ國皆 源氏 也、 道 路 目ヲ以 テス 云 々、〇 

此 中義經 伊豫 守 兼 大夫尉 云々、 

廿 六 日、 一、 塞 方 不， 憚，， 神 社 造 作， 事 一 、木像 佛 不 fe,, 置 塞 方， 供養 如 何、 

廿七 日、 明 日大佛 開眼 タル-一 ョ リ、 法皇 八 條院已 下 洛中 ノ  II 素 貴賤 南都- 1 下向 ス、 

廿 八日、 東大寺 金銅廬 舍那佛 開眼 供養 也 〇 儀式 詳ナ リ、 

文治 元年 九月 

十日、 太 神 {.3 禰宜 成長 不法 云 々、 


1 


廿 五日、 東 國領等 元ノ如 ク行フ ベ キ由賴 朝 下 文 ヲ成ス 云々、 〇 其 他 諸 庄ノ事 記入、 

廿 六日、 範賴 入洛 ス、 

玉 海卷之 四十 三 つ 

文治 元年 十月 

二 日、 參河國 司範賴 -I 牛 ニ頭ヲ 與フ、 

五 日、 今日 藏人宮 內少輔 親 經來リ 、大將 $ 通-一 仰 4 舰セテ 云、 太 神宮 ノ 事 ヲ掌行 フ ベ 

シ 云々、 年少 ノ者 奉行 一一 堪へザ \ 由申シ 了ヌ、 

七 日、 東 國ノ庄 々子細 賴朝ノ 許-一 仰遣ハ ス 云々、 

九 日、 宇 佐 宫兩條 /事、 

十三 日、 義經 行. 家 等 同心 シ -プ 鎌 倉 -1 反ス云 々、鎌 倉 ユ テ 志 ヲ 得 ザ \ 者 又 行 家 義經等 

-1 逋ズ 云々 〇 慶 俊 律師 、ノ 行家ノ 子、 今 江 州 -1 向 フ、 其 勢幾ナ ラ ス、 院 ョ リ 甲冑 ヲ賜 

フ 云々、 

十四日、 世上 騒動 昨今 殊 -1 甚 シ、 京 中 諸人 雜物ヲ 運 ブ 云々、 〇 平氏 誅伐 後賴朝 世-! 在 

グ間忽 チ大亂  >1 及ブ コ ト萬人 存ゼザ 〃事 献、 


武家時代の 研究 第二 卷  一 五 四 

十七 日、 去 十一 日義經 奏聞 シ-ズ 云、 行 家 已ニ賴 朝-一反 ク 云々、 〇 義經マ タ賴朝 ヲ怨ミ 

兵 ヲ擧グ 、〇 賴朝 追討 ノ宣旨 ヲ給ハ ント 請フ、 〇 許サ レズ ン バ 主上 法皇 已下 ヲ夾 

ミ -グ鎭 西-一 下向 ス ぺ模 樣 ナ リ、 〇 追討 宣 旨-一 關ス ル兼實 /意 見、 〇 余此事 ヲ聞キ 

神 心 悄然、 天 下 / 滅亡 結句 此時 -1 在 レ y 歟、 賴 朝義經 ノ動功 ヲ失ヒ 殆ド命 ヲ害ス \ 

-ー 及 プ 條、 若 シ實 ナラ， ハ義經 逆心 ヲ起ス コ ト 一 旦然ル ベ シ、 賴 朝/心 操 之 ヲ以テ 

見〃 ぺシ 云 々、〇 宇佐 ノ宮 ノ條々 事、 

十 八 日、 傳 聞 ク賴朝 追討 ノ 宣旨 ヲ下サ ベ 十九 日 追討 宣旨 〇 左大 艮經 宗) 內 大艮實 定) 

宣旨ヲ 下スコ ト 一一 賛成 ス、 

廿 一 日、 傳聞ク 、法皇 鎭西 -I 臨幸 ノ 儀、 都 -グ 許容 ナ シ 云 々、 

廿三 日、 近 江 武士 等義經 -1 與 セ ズ、 

廿 五 日、 院 ヨリ 使者 ァ リ、 追 討 宣旨ノ 子細 ヲ賴 期-一 吿グべ キヤ 否ャ 一一 付兼實 -1 計べ 

〇 佘案ズ \  - 一宣 旨ヲ 申下シ 近國ノ 武士 ヲ狩 催スノ 處、 敎 ヲ 承知 セ ス、 支度 相違 シ 

洛中 已下 度ヲ失 フ、 仍テ忽 チ此儀 出來カ 云々、 

廿 七 S  、巷 說猶ホ 止 マ ス云 々、廿 八日 同斷、 


義 綞ノ奏 

0 


義綞西 海 

11 赴ク 


廿 九日、 義 經猶ホ 法皇 ヲ具シ 奉〃 由 風聞 ス、 

卅日、 義經 等明曉 決定 シテ 下向 ス ベ シ 云々、 攝州ノ 武士 太 田 太郞已 下城 郭ヲ 構へ、 九 

郎等 西 海 -1 赴 クヲ射 产べシ 云々、 

文治 元年 十一月 

一 日、 今曉九 郞等ノ 下向 延引 ス、 或 云、 西 海 ノ議ヲ 變ジテ 北陸-赴 クべシ ト、 

1 1 日、 院 宣 -ー 曰 ク、 義 經 明曉鎭 西-一向 フ ベ シ、 其 間聊カ 申請 フ旨 ァリ、 曰ク、 臨幸 ノ儀ハ 

中止 云々、 山陽 西 海等ノ 庄公ハ 義經ノ 沙汰 トシ- ズ調 庸租稅 年貢 雜物 等" 憷カ 二 

沙汰 シ 進上 ス ベ キ由仰 下サレ ン ト欲ス 云々、 又 豐後ノ 武士 等院 -1 召 サレ、 義經行 

家 等 殊-ー 扶持 ス ぺキ 由モ仰 下サレ ン ト欲ス 云々、 

三日、 辰 刻 行 家 義經等 各.^ 身 ノ暇ヲ 申 シ西海 ュ赴ク 云々、 

四日、 今日 武士 等 義經ヲ 追 行ク、 昨日 河 尻ノ邊 -1 於 テ太田 ト合戰 、義經 等利ヲ 得、 打 破 

タ _ ァ通〃 云 々、 

五日、 九 郎等 室 二 於- ズ乘船 ス、 

七日、 義經等 逆風 ノ爲メ 海-一入 ダ 云々、 〇 義經 大功 ヲ成ス 、其 詮ナシ ト雖モ 、武勇 ト仁 

»  錄  •  一  五 五 


義|£ 行 家 

等 大風 II 

S フ 


義綞ノ 名 

チ改ム \ 

議 

義錢行 家 

討ノ院 

宣 


Iff 家 時代の W 究 第二 卷.  一 五六 

義ト -I 於- グ ハ殆ド 後代-一佳 名 ヲ貽ス 者 力、 歎美 ス ベ シ 云々、 但シ賴 朝- 1 謀反 ヲ起 

ス心已 一一 是 大逆罪 也、 玆 -1 因 テ天此 災ヲ與 フル 歟 云々、 

八日、 傳聞ク 、義經 行 家 等 去 五日 夜船 ュ乘リ 大物 ノ邊, 1 宿ス、 追行ク 武士 等 近 邊ノ在 

家-一宿 ス、 未 ダ合戰 セザル 間 夜半 ヨリ 大風 吹 來リ、 九郞 等乘ル 所/船 損亡、 V 一艘 

トシ テ 全船 ナ シ、 過半 海 -1 入 レノ、 其 中 義經等 小船 一艘- 1 乘リ和 泉 ノ浦ヲ 指 シ-グ 逃 

去 リ了ヌ 云々、 

九 日、 傳聞 ク義經 等 淡 路國- 一渡 々、〇 院 ヨリ 賴 朝-一 使 ヲ遣ハ サン トス、 

十 日、 賴 朝 追討 ノ宣 旨ヲ下 サルノ 間、 余 ガ申狀 道理 ヲ存ス グ 由. 世 人 謳歌 ス 云々、 

十 一 曰、 義 經ノ名 三位 中將良 經ト訓 同ジキ -1 ヨリ 義經 /名 ヲ改メ ン トノ義 ァタ、 

十 一 一 日、 義 經行家 等ヲ召 奉产べ キ由 院宣 ヲ下サ ベ 文-一 曰ク 云々 、〇 件 ノ札ヲ 和 泉 守 

行 輔ノ許 -1 遣ハ ス、 云々、 件兩將 昨日 賴朝 ヲ討ッ ベ キ宣旨 ヲ蒙ム k  、今 日又此 院宣 

ュ 預 べ朝務 ノ輕忽 察 スぺシ 云々、 

十三 日 關東ノ 武士 多ク 入洛 ス、 〇 範賴 大將ト シ-ズ 上洛 ス ベ シ 云々、 

十四日、 相 模國ノ 住人 夜前 入 洛、 〇 範賴 云々、 〇 廿 四日 ョ リ 上洛 ノ 沙汰 ァリ、 有久 


法皇 前途 

チ悲 觀セ 

ラレ 給フ 


お 倏時政 

入洛 


廿 七日 國ヲ出 ヅ、 次 官 親 能 今四ケ 日 

云々； 〇 梶原ノ 代官 播磨國 一一 下向 シ 

分 國也云 々、〇 法皇 眼前-! 仰セ ラレ 

樣、 ジ 世間 ノ事 今一 1 於テ ハ 帝王 ト雖 

怖 畏、 倩 ラ 次第 ヲ案ズ ダ-! 、偏 一一 朕、 ガ 

元 ヨリ 風 閜、 右 府邊 ノ事殊 二 賢相タ 

廿 一 日、 賴朝 ノ 上洛 留 マル、 

廿 1 一 曰、 祭 主 競 望 云々、 

廿 三 日、 傳聞 ク、 義經行 家 返 散 ノ由ヲ 聞 

ト ノ事攝 政 (基 通) ノ 聞 二 達シ、 攝政諫 

\  -1 非ス、 朕自 ラ 案ズ だ 所 也、 世 ノ 運 

ズ 云 々、〇 內々 ノ勅定 一一 云、 攝 政 政事 

-1 右府 -1 親ム ヲ以テ 違 失ヲ聽 カズ 

廿 四 日、 賴 朝 追討 宣下 ノ事頗 K 忿怒 ノ 
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ノ 後國ヲ 出ッぺ シ 云 々、賴 朝 一定 京 上 

小目 代 ヲ追出 シ、 倉 々 -1 封 ヲ付ク 、件國 

テ 云 フ、 今日 攝政驢 第二 參向ス ベ シ、 申 

モ執 柄ト雖 モ更, 1 耻辱ヲ 遁グ可 ラズ、 

蓮 報ノ盡 \ 也 云々、 攝政 ノ邊ノ 事受ケ 

〃由 庶幾 セシム 云々、 


ス ベ シ 

、ノ 院ノ 

スべキ 

今度 ノ 

ザ K 由： 


キ、 賴朝 早ク以 -グ歸 國ス、 〇 法皇 天下 ヲ棄 テン 

ム、 法皇 曰ク、 遁世 ス ベ キ 條更ラ 二人 ノ勸 -1 依 

ト云ヒ 身 ノ蓮ト 云ヒ、 更 一一 以テ 執着 ス ベ カラ 

二 熟セザ ル由 人口 塞 キ難キ 力、 攝 錄ノ 初メ殊 

• 近年 頗〃 琼遠ノ 由 云々、 

氣ァ リト、 上洛 ノ 武士 申ス所 也、 〇 傳聞ク 、賴朝 

1 五 七 


賦 = 庄 
課 兵 公 
ノ粮ー 
議米般 
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ガ妻父 北 條四郞 時 政 今日 入 洛、 其 勢 千騎云 々、近 國 等、 件 ノ 武士 ノ 進止タ ル由閭 巷 

謠 歌ス、 

廿六 日、 昨 日 或 武士 語示シ ク 云、 賴朝 追討 ノ 宣旨 奉行 ノ人々 損亡 ス ベ シ 云 々、〇 賴朝 

ノ書狀 〇 其內狀 一一 云ク、 行 家義經 謀叛 ノ事、 天魔 ノ所爲 タル ノ由 仰下サ ベ 天魔 ハ 

佛 法ノ爲 メ妨ゲ ヲ爲シ 人倫-一 於 テ煩ヲ 致ス者 也、 賴 朝 數多ノ 朝敵 ヲ 降伏 シ、 世 務 

ヲ任セ 奉べ 君ノ 忠、 何 ゾ 忽チ 反逆-一 變 ゼ ン 云 々、 

二十 八 日、 傳 聞ク、 賴朝ノ 代官 北條丸 今夜 經房 一一 謁ス 可シ 云々、 又 聞ク、 件 /- 北 條丸以 

下郞從 等-一 五畿 山陰 山陽 南海 西 海 諸 國ヲ相 分 賜ヒ、 庄公ヲ 論 セズ、 兵粮 段別 五 升 

ヲ宛 催ス可 シ、 啻 -1 兵粮 ノ催ノ ミ -1 非 ズ、 惣 テ" お- グ 田地 ヲ 知行 ス ぺ シ、 凡 ソ 言 語 ノ 

及 ブ 所-一 非ズ 云 々、 

卅日、 關東ゾ 仰 付ヲ知 〃所ノ 靑侍 光景 上洛、 賴朝 ノ 事-一 付キ聞 及ブ事 ァリ、 i  W 赚 1 

^ 泰 經卿殊 二 意 殊ヲ結 プ、 叉 射 山 天下 ノ事ヲ 知 食ス可 カラ ズ 云々、 

文治 元年 十二月 

三 日、 傳聞 ク、 泰經來 七 日關 東-一向 フ可 シ、 是非 搦召 サ グ 、儀 進テ 陳謝 ノ爲メ 行向フ 


狀 


四日、 公朝 賴朝ノ 返札ヲ 持參ノ 後、 院 4 '頗 〃安 堵、 其 狀-ー 和親 ァリ 云々、 

八 日、 或 人 云、 泰 經 親 宗等ノ 所領 賴朝ノ 許 ヨリ 注 シ送ダ べキ由 北條ノ 許- 1 仰 遣 ハ ス 

云々、 兩人ノ 損亡 決定 歟 云々、 〇 諸國 -1 宛 产所ノ 兵粮 皆 官物ノ 內-ー 募〃 可 キ由下 

知 ノ 間、 庄 公ノ 運上 通セ ズ、 人 命 殆  一 f 元 正 ヲ待ッ 可 カラ ズ 云々、 

十 一 一 日、 傳 聞ク、 去 夜賴朝 ノ許ョ リ使 ヲ經房 卿ノ許 -1 送 リ 、賴， 朝. ヲ 追討 ス ル宣 旨ヲ下 

サ,、 間 ノ事欝 シ申サ \ 云々、 

十 四 曰、 或 人 云、 賴 朝物ヲ 法皇-一貢 グ、 其 物 甚ダ輕 微、 殆 ド輕慢 シ奉ダ -1 似 タリ、?  §  ^ 

wil? 引 〇 傳聞ク 、經房 卿 正月 七日 首 途、 御 使 トシ テ關 東-一 赴ク可 ,シ 云 々、後 -1 

聞ク、 賴朝ノ 進物 ハ秀平 ノ進ム \ 所 云々、 〇 北面 ノ下藤 五 人 追 却 セラ 〃可シ 云々、 

十 五 日、 定 能來タ 語べ 下 北面 輩 勘 當ノ事 土 肥 北 條等ノ 申 狀-ー ヨリ 更ニ 免除 ス 云々、 

十 七 日、 法 皇天 下 ノ事ヲ 知 食. ス 可ラザ 〃由 内々 御 氣色ァ リ、 件 事ヲ仰 セーフ レ ンガ爲 

メ、 經房御 使 トシ- ズ關 東-一 下向 スぺシ 云々、 

十 八日、 昨日 大藏卿 高 階 泰 經、 右 馬頭 高 階 經 仲、 少 內記 中原 信康 以下 解官 セラ ぺ 

附. 錄  一 五 九 
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廿日、 未 剋 大地 震、 其 後 連々 六ケ度 云 々、此 震 他-一. 非ズ 武士 諸國押 領ノ徵 也、 日本 國ノ 

有 無 只 今 冬 明泰- ー在产 歟、 〇 宇佐 宮 黄金 ノ 事-一 關スル 折紙、 

廿三 曰、 大外 記賴業 云、 明 曰 左相府 I 上表 云々、 年 恋 全 ク職ヲ 避 レノ心 ナキ人 也、 若 シ ク 

ハ 追討 宣旨ノ 事-一 ヨリ 賴朝怨 ヲ成ス 由 風聞 ノ間恐 レーダ 辭 セーフ ル 、 力 云々、 

廿 七 日、 賴 朝兼實 -1 上, 書、 〇 御沙汰 アル ぺキ 事、 〇 解官ノ 事、 〇 兼實 內覽ノ 重任 ヲ 一 

應辭 退ス、 

廿八 日、 兼 實參院 ス、 親 信 參入ス 、件 ノ人ヲ 以-プ 見参-一入 ラント 欲ス \ 處、 隱 テ 出來ラ 

ズ、 叉 法皇 ノ 愛妾 i  f  i  ^  i  ^  f  5  -1 謁ス ぺキ由 前驅兼 親ヲ. 以-ズ 申 スト 雖モ、 

便宜 ナシ ト稱 シ謁セ ズ、 疑 クハ 法皇 ノ 制止 ァ〃 力 云 々、彌 以 テ恐ヲ ナス 云 々、〇 其 

後 定長參 入 二 ョ リ思フ 所ヲ陳 ブ、 敕 語 ニ曰ク 云 々、兼 實曰ク 、昨日 經房 ヲ以ク 申ス 

所ノ 三ケ條 ハ重ネ ク奏ス \ コ ト能ハ ズ、 今 日申ス 所 ハ 只-, 截盧ョ リ起ラ ザ 〃事 ハ 

更 -1 本意 二 非ザル 由、 幷 -ー關 束-密通 ス ダノ疑 ヲ恐レ 申 ス趣等 也 云々、 〇 今朝 史 

賴 淸、 大 外 記 賴業等 內覽ゾ 宣旨ヲ 持 來べ去 夜 深更 二 宣下 セラ 〃云々、 

卅 日、 雅 賢 參 議 -一 任ゼラ 〃云々、 〇 今日 關束ョ リ 飛脚 到 來、 其 狀 -1 云、 大 藏卿泰 經、 刑 部 


卿 賴經等 行 家 義經ュ 同意 ス 〃者 也、 早 ク 遠 流-一 處 セラ ク ベ シ 二人 ハ伊 豆、 一 人 ハ 

安房 云々、 

玉 海卷之 四十 四  . 

文治 二 年 正月 

五月、 去 冬發遣 t ラ \  、所ノ 宇佐 和氣使 路頭 一一 於 テ狼鐯 ノ事出 來シ、 前途 ヲ遂ゲ 難 

キ 由、 云 々、㊀ 御 方 違 行幸 ノ 事、 其 所 未 ダ定マ ラズ、 賴盛 入道 ノ家 洛中 トシ テ尤 便宜 

ァ , 力、 然 ラズパ 鳥 羽/外 異議 ナ シ、  , 

七 日、 鳥 羽 一一 行 幸、 賴 盛 入道 八 條ノ宅 穢ト稱 シテ借 進 セズ、 實 -1 コ レ 奉公 ト謂フ べキ 

力、 

十七 日、 前少將 平時 實、 平家 滅亡 ノ 時生虜 セラ レテ參 洛ス、 所 勞-ー ヨリ テ 配所-一 赴 力 

ザ , ク チ、 賊 徒 (行 家義經 )- 一伴 ハ レテ西 海 ニ赴ク 間、 彼等 逆風 ノ爲 一一 退散 シ、 時實 ベン 

又 生虜セ ラレ テ關束 一一 下向 ス、 

廿 一 曰、 遠流國 々、管 國等、 


義經行 家 

追討 ノ宣 

旨 
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十二 曰、 傳 へ 聞ク、 賴朝別 -ー 法皇 -! 進. ム 上娟 三百 疋、 國絹五 百疋、 幔卅帖 、云 々、越 前 介 兼 

能 ヲ以ク 使トナ シ、 其 次 一一 種々 ノ 事等ヲ 奏聞 ス、 

十 八 日、 故 知 足 院殿ノ 爲 -1 供養 ス、 近日 天下 ノ亂偏 -1 保 元 怨靈ノ 所爲/ 由 夢想 等ァ 

リ、 仍 テ 且ハ 天下 ヲ鎮メ ンガ爲 メ且ハ 冥途 ヲ訪ハ ンガ爲 メ此佛 事 ァリ、 

廿 四 日、 左 馬頭 能 保 衞府督 一 1 任ゼラ \ バ キ 由、 關 束 ヨリ 院 -1 奏ス、 對馬 守 親 光 還任ズ 

ベ キ由同 シク關 東 ヨリ 申ス、 

廿 九 曰、 攝 政 二相 觸ル、 處、 猶 ホ 朝務ヲ 成敗 ス ダ能ハ 、ザ ル由 返事 ァ リ、 院 モ 天下 ノ事 

ヲ 知食ス ベ カラ ズ、 1 身 奉行 一一 能 、ノ ズ 云 々、 

文治 二 年 三月  ， 

一日、 九 郞行家 追討/ 宣旨內 大臣 ノ亭- 一 持 向 ヒ之ヲ 下知 ス、 _ 

一 一 日， 早 旦大原 聖人 (本 成 房) 來 ベ 數剋謁 談ス、 實 -1 止ムナ キノ 聖人 也、 貴 ム ぺシ々 々 々• 

十 日、 傳 へ 聞 ク、 關 東ョ リ攝錄 ノ事重 ネテ院 -ー 奏ス、 云々、 

十 一 日、 早 且、 定 長 ヨリ 光長 ノ 許- 1 吿送 リテ曰 ク、 攝 政 氏 長者 等ノ事 今日 仰 セ下サ 〃 

ぺ シ、 云 々*〇 午刻 頭 右 中辨兼 忠院ノ 御使ト シ ク來 ッ、 攝政氏 長. 者 ノ 事宣. 下. セ ラ 八 


政 兼 
ノ實 
詔 = 
ァ攝 


ぺ キ由 案内 ヲ申ス ぺキ旨 仰セァ リ、 云 々， 

十六 曰、 此曰 攝政ノ 詔、 兵仗 ノ勅 ヲ下サ V 

玉 海卷之 四十 五 - 

文治 二 年 四月 

一 日、 山 階 寺 ノ所司 云 々〇 叉 御寺 末寺 大學寺 f  f 1 ば ハ仁 和寺宫 ノ爲メ  ニ押領 セラ. 

\ 云 々、  - 

五日、 今 曰 公卿 議定、 0 神祇 少副 事、 〇 主税頭 事、 . . 

七日、 此日御 方 違 トシ- ズ左大 臣 (經 宗) 大 炊 御門 富 小路 亭 -1 幸ス、 

余 攝政ノ 後、 初 度 行幸 タ レノ  -1 ヨリ、 騎馬 供奉 ス、 コ レ 少年 來未ダ 曾テ 騎馬 セザ〃 所、 

今日 始メヌ 騎ス、 中心 悅 * ハ ザラ ン哉云 々、 

廿 五 日、 義 經 行 家 ノ 黨 京 中- 1 在 ジトノ 風聞 云々、 

文治 二 年 五月 

八 日、 離 宫 祭、  • 

十日、 世上 物騒 ノ事、 所々 領 ノ事ノ 
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十五 日、 和泉國 一一 於テ備 前々 司 行 家ヲ搦 取〃 云々、 

だ  十六 日、 行 家 ノ首入 洛. 又 云、 駿 河ニ郞 § I 同ク 搦取ラ V 

十 七 日、 行 家ノ 首ヲ關 東-一 遣、 ンス、 

文治 二 年 六月  . 

1 日、 或 人 云、 九郞 鞍馬 -ー 在リ云 々、 

九 郞義行 二日、 九 郞義行 鞍馬 一 1 ァ だ 由 能 保 申ス、 仍テ 搦取ラ ント欲 ス、 云 や、 

三 日、 條 々ノ 事、 〇 義行ノ 事 云 气 

^ 行ノ知 四 曰、 鞍 馬 寺 別 當告, I ヨリ 官兵入 ルべキ 由、 本 寺, 一 於- ズ義 行/跡 ヲ留ム 可ラズ 云 气 

土 左君ト 云、 彼 等ノ 住 侶 義行知 音 也. 本 寺- 1 付 彼僧ヲ 召出サ ル可シ 云々、 

五日、 小 時 二 シテ 光長 參入 ス、 義行ヲ 搦進ズ ぺ キ由諸 國宣旨 ゾ事能 保 申ス、 鞍馬 住僧 

召 進 ズ由別 當 二 仰ス ベ キ事云 々〇 宣旨ノ 事 遲々、 且御敎 書 ヲ以- ズ仰ス ベ キ國 々、 

義行 六 日、 義 行 追討 ノ 宣 旨、 〇 義行ヲ 搦ン、 ガ爲メ 武士 東西-一 馳走 ス 云々. 傳聞ク 、先 ヅ母幷 

ノ宣旨 

妹等ヲ 搦取 リ、 在所 ヲ 問フノ 處、 石藏 -1 在 产由ヲ 稱ス、 武士 ヲ遣ハ ス 所、 義 行 逐電、 房 

主 僧 ヲ捕得 云 々、 


八 日、 前 飛驛守 有安ガ 夢 想 記、 

十日、 追討 宣旨ノ 事 左大臣 (經 宗) 二 下知 ス 云々、 

十 一 一 日， 義 行ガ 在所 聞 得ル由 旁々 ョ リ 其吿ァ リ、 北 條 時政ノ 代官 時貞 I だい ト同ク 

之 ヲ聞ク 云 々、大和 國宇 多 郡ノ邊 一一 在 ジト云 々、〇 十三 日義 行事 云々、 

十 八 曰、 多 武峯惡 僧 龍 識房ヲ 召 出ス、 義 行ヲ隱 シ置ク ト吿グ ル者ァ ルヲ以 テナ リ、 

廿 九 日、 宇 佐宮ノ 議事 アジ、 

玉 海卷之 四十 六 

文治 二 年 七月  "  . 

一 日 、淸祿 事、 御 方 違 行幸 曰 事、  _  . 

二日、 沒曰除 曰數事 云云、 

三日、 去比檢 非違 使 公朝 i 、？舰 W 北 使 トシ テ關 東-一 下向 ス、 此兩 三日 歸參 シ、 賴朝ノ 

申狀ヲ 奏ス、 萬 事 君 \ 御 { 取タ ル可キ 由 云々， 其 次 攝錄ノ 事 ァリ、 其狀ニ 云、 此 事全ク 

彼 懇望 -1 非ズ、 叉 引 級/ 思 ァ , -1 非ズ 云々、 前 攝政基 通 一 切 萬 機 ヲ知ラ レ 、ザ. k 由 

世上 ノ 謳歌 云々、 〇 又 私-一公 朝- 1 示 シ-グ 云、 一 所ノ家 領數ァ リ、 案 內ヲ 知ラズ ト雖 
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モ、 當 時 殿 下 (载 實ニ 切家領 ヲ知ラ レ ズ、 尤モ不 便、 前 攝政又 併セク 所領 ヲ避ケ ラベ 

尤モ 其絲惜 アルべ シ、 然 -フパ 高 陽 院方ヲ 以-ズ 前攝政 領 (甚 通) ト 爲 シ、 京 極 殿方 ヲ以 

-プ 當 時 殿 下 (兼 實) ノ領ト 爲ス、 尤モ 宜シカ ル可シ 云々、 

十二 日、 此 日 前 因幡 守 廣元賴 朝 ノ使 トシ- グ 上洛、 經房卿 ノ亭, 一向 ヒ條々 ヲ 示ス、 

十 三 日、 早 旦經房 關東ノ 書札 ヲ送ラ べ條 々申 旨ァ リ、 皆 是 天下 ノ至耍 也 云々、 

十 四 曰、 今 朝 廣元來 臨、 條 々ノ事 等 ヲ示ス 、其 內去比 公朝 關 東-一 來リ、 余ガ爲 メ樣々 ノ 

0 言 ヲ吐ク 、余 偏 二 射 山 ヲ蔑シ 、己 ガ威ヲ 振ヒ、 院 御領 ヲ 停廢ス 云 々、玆 -1. 因 テ 法皇 

頭ヲ剃 ラズ、 手足 ノ爪ヲ 切ーフ ズ、 寢、 食 通 セ ズ、 御 持 佛堂中 二 閉籠 ス、 而 シ ープ 修 行 ス , 

所ハ 世ヲ惡 道- 1 迴 向ス， ぺシ云 々、賴 朝信セ ズ、 仍 テ， 其 眞偽ヲ サン ガ爲メ 俄 力 一一 

廣元ヲ 指上ス 云々、 余 之 ヲ察ス \ 一一  蒼穹 頂 二 在リ 苦心 ス \  -1 足ラ ズ、 奉 公 ノ志佛 

神 定メテ 照 鑑ァ ラン 云々、 

十 五 日、 夜 一一 入 リ經房 卿 經泰ヲ 以-ズ 告示 ス事ァ リ、 關 柬 ヨリ 家 領分 タ〃 ぺキ 子細 ヲ 

白ス、 此事, 一 ヨリ 法皇 逆鱗 * 

十 七 日、 此 日 經房卿 有 經ヲ以 -プ示 ス事ァ リ、 昨 日廣 元ヲ院 一一 召 シ條々 ノ御 返事 ヲ仰 


關束ノ 書 

札 


法皇 丹 後 

局 チ以テ 

廣元 二 仰 

ス 


光 14! 攝政 

ク 近習 


セラべ 家 領ノ事 逆 鳞ノ儀 忽 チ 變 ズ、 只 平 一一 乞 請 、ノ シメ 給フ云 々、朕 今 生 思 量 事、 只 

此 一事 也 云 々、或 人 云、 昨朝 先ヅ 召 シ -ー ョ リ テ 廣 元參院 ス、 女房 丹 州 之-一 謁 シ、 種 々 

ノ 勅語 ヲ傳 フ其實 法皇 丹 後ノ傍 一一 在リ、 其詞ヲ 敎訓セ シ. メ給フ 云 々、其 中 一 1 ニ佘 

不忠 ノ由粗 其 趣 等ァリ 云々、 

廿 四 日、 夜 一一 入 リ九條 -1 向ヒ、 密 -1 廣元ヲ 招キ之 一一 謁ス、 粗々 鎌倉ノ 子細 ヲ陳べ 又 思 

フ所ヲ 仰 セ畢、  ： 

廿 五日、 九 郞義行 ノ郞從 伊勢三 郞 梟首 ス、 

廿 七 日、 兼 實初 度， ノ 上表 也 、〇 攝 錄ヲ辭 スレノ 上表 寫* 

三 十 日、 亥 刻 法 印慶俊 律師 ヲ以テ 使 ト爲シ 示 サレテ 云、 今朝 能 保 彼 法 印ノ 許- 1 參リ、 

義行 山ノ惡 僧ノ許 一一 アル 由 風聞 ァリ 云々、 

文 冶 ニ年閏 七月 

1 一 曰、 晴 早旦法 印來ラ レ、 義行台 山 -1 在, 由語ラ 〃云 々、〇 光長 密カ 二 語 リテ曰 ク、 今 

日 參 院、 定 長 密勅ヲ 傳-ズ 云、 汝 兄 光長 ハ學問 ノ聞ァ リ、 又 頗ル 人望 ヲ得ル 歟、 而 シ ク 

攝政/ 邊ー！ 近習 タグ 間、 朕 、、力 事 ヲ頻リ 一一 以テ 蔑 示ス、 就中 太 上天 皇天 下ヲ 知食ス 
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可ラ ザ〃 由、 攝 政 沙汰 トシ テ關 Is- - 一  示 シ遣ハ ス、 此事 光長 奉行 ス云 々、件 ノ 事深ク 

怨 ミ 思 食 ス 所 也、 定 長 申シテ 云、 此 事 若シク ハ內- 一尋 仰 スべキ 力、 仰 - 一 云、 意 -1 ァ 《N 

仍テ吿 示 ス所也 云々、 § 耻定此 事 左右-一能 ハ ス、 已 -1 朝敵- 1 處 セラ〃 、 歟、 云 々、 

三 日、 夜 -1 入リ定 長ヲ招 キ條々 ノ 子細 ヲ 奏聞 セ シ ム、 昨日 光長 ガ示 ス所ノ 事、 倩 ラ 之 

ヲ案ズ \  二、 此便 ヲ以テ 專 ーフ 思 緖ヲ述 ブ 可シ、 仍テ思 フ所ノ 事 等 具 二 以-グ 達ス云 

云、 凡 此 程/事 信ジ 思召サ k  、 バ カリ -I  -ズハ f デカ萬 機/ 任 一一 居ラ ン ャ、 天 氣猶ホ 

和 顏ナク V 安穏-一休 退セ ン コ ト^ラ 庶幾 ス ル所也 云々、 〇 定 長深ク 信伏 ノ色ァ 

リ、 但件男 、ノ 前 攝 政 (基 房ブ 方 人 也、 縱 黑 腹/思 ァだモ 、專ラ 白 H  / 誠-一任 ス者 也， 

六 日、 申 剋 左 少辨 定長來 ベ 先日 示付ク ル事勅 報 ノ趣ヲ 示 サン ガ爲 也、 佘簾前 二 召 シ 

之-一 謁ス， 定長 云、 昨 朝 便宜 ヲ 得、 委 細 奏達シ 了ヌ、 指シク グ御 返事 ナシ、 只內々 仰セ 

ラ レテ 云フ， 此事ハ 内々 - 一光 長事ヲ モーズ コ ソ仰 セラ レ シ ガ. 以 外/大事 コ ソ有モ 

ノヲ、 ァフ ナク仰 出サレ 一一 ケ \ 尤 御 後悔 也 云々、 又 女房 丹 後一 1 モ此 事委ク 語リ聞 

ケ了ヌ 、近日 偏 一一 彼女 房 /隶 也. 仍 テ 向後 且ク聞 力 シメ置 ク所也 云々、 

九 日、 早 旦能保 朝， 臣. 使者 ヲ送タ 義行ノ 間 ノ事ヲ 申 ス 云々、 


前 攝政閉 

居ス 


法皇 ノ御 

仰セ 


十日、 高 野 惡僭云 々、 

十 四 日、 今 曰院ョ リ頭右 中 辨兼忠 

本 寺 滅亡 セ シ メズ、 無爲 -1 惡 徒 

十五 日、 左少辨 定長院 ノ使ト シ テ 

ム、 此事然 ル可ラ 、ザ \ 由 賴朝申 

テ ハ密々 仙 洞 -ー 參 リ、 漸 ャク門 

尤モ然 ルぺシ 、出仕 ノ事 早ク仰 

具 一一 聞 食 了. 是 非 ュ 迷 ハ シ ム 

-1 於 ープカ 、偏-一春 日大 明神ノ 御 

忽チ 辭遁/ 條、 更 ラ -! 思 寄〃 可 

前攝政 度々 忠節 ヲ表 -ノ ス、 彼殊 

ク \ 上、 剩 へ 所領 ヲ 知行 セザ^ 

雨 三度 關 東-一 仰遣ハ スト 雖モ" 

恐欝ノ 思 ヲ 散 ジ 、心 ヲ置 キ奉ル 

附  錄 


ヲ以テ 仰下サ レ テ曰 ク、 義 行 山門 二 

ヲ 召取ル 事、 計 ラヒ 沙汰 セシム ベ シ 

仰 二 曰 ク、 前 一一 攝 政 (甚 通 一日 來門 ic; ヲ 

サン ム、 然リト 雖モ猶 恐 ヲ成シ 蟄居 

戶 ヲ開ク ぺ キ由 召仰セ ント 欲ス、 如 

下サ 〃ベ シ 云 々、〇 定長又 仰 二 曰 ク、 

間、 卽 チ御 返事 ヲ仰 セラ レザ ル所也 

裁 也、 各 定メテ 其！ i ァ ラ ン 力、 人 力 ノ 

ラ ズ 云 々、此 重 彼輕ノ 儀； 更 -I 叙 慮 

功 ヲ思食 シ知, 許 也、 家 領 ノ 事、 意 ナ 

條、 不 便 一一 思 食スノ 故、 子 細 ヲ知ラ ズ、 

是叉 各々 ノ 運 一一 依 リ落居 ノ檨ァ \ 

可 ラ ズ、 前 攝政ト 異心 ヲ存セ ズ、 音 信 


隱籠グ 間 /事、 

云 々、 

閉デ 出仕 ヲ止 

ス 云 々、今 二 於 

何 云 々、今 / 仰 

先日 奏聞 ノ 趣 

云 々、攝 籙 / 事 

及 ブ 所 -ー 非ズ、 

ノ 本意 -1 非ズ、 

ラ ズ所 職ヲ避 

理非 ヲ辨 へズ、 

力、 今 ヨリ 以後 

ヲ 通 ズ \ 條. 叙 

一 六 九 


義行 山門 

1 一 隱籠シ 
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念 ノ慕フ 所 也、 

十六 日、 義行 山門 ニ^ 隱〃 、 事 ヲ議ス 、其 趣ハ 義行. H  g:  二 

兩 三人 同意 ノ故也 、仍ク 義行及 ビ件惡 徒 等搦進 ズ可キ 

k  -I 彼 惡僧等 相 共-一 逃 去 々、〇 凡 惡僧ノ 習、 貫 首 長 

-1 於- 7 ハ 衆徒 ト雖モ 、爭カ 朝家 ノ 大事 ヲ顧 ミザラ ンャ、 

ノ致ス 所 也. 〇 土 肥 二 郞實平 ノ如キ 武士 等、 偏- 1 坂本ヲ 

由申サ ダト雖 モ、 樣 々計略 ヲ廻ラ シ、 制 止 ヲ加フ 产所 也" 

汰ス ぺシ、 山門 ヲ襲 寄ス, 條-ー 於-グハ 一切 然ダ可 ラ ズ、 

十七 日、 山 ノ惡僧 事ノ御 敎書ヲ 座主 以下 西塔ノ 院主 横 川 

ハ ス、 

十八 日、 傳聞ク 、主上 不豫、 

十九 日、 此日延 曆寺ノ 所 司 六 人、 大衆 使ト シ テ 來 ベ 其 趣 ハ 

事 二 山ノ 大事 タ リ、 尋 ネ 沙汰 スル所 也 云々、 武士 等 巳-一 

\  -1 殿下 御 一 言 -1 依 リ、 山 上 安 穩、 坂 下 無 爲、 殊 -ー悅 申ス 


I 七 0 

逃 隱ダ、 お 風^ ス、 是惡僧 

申院 宣ヲ 以-ズ 仰下サ べ而 

吏， V 下知-一 從ハ ズ、 但此條 

- 逐電 ノ條 偏-一所 司 等不覺 

堅 メ、 山 上ヲ攻 メラ \ ベ キ 

-〇 每事只 能キ樣 -1 計ヒ 沙 

無 動 寺 ノ 長 吏等ノ 許  一一 M 


三人 ノ惡 僧ヲ 搦進ズ ベ キ 

山門-一 攻寄 セント 欲ス、 而 

所 也 云々、 件 ノ事更 -1 私ノ 


詞ニ 非ズ、 院宣 ヲ俸フ \ 許 也 云 々、 

廿 一日、 座主 使 ヲ送リ -ァ 云、 中 敎已 ニ溺取 だ、 誠-一 山上 天下/ 大鏖 何事 力 之-一 如ン哉 

云 々、 

廿 二日、 義行ノ 在所 ヲ尋ヌ 云々、 

廿 七日、 大 佛光ヲ 發ス、 

文治 二 年 八月 

六 日、 此 夜 家 政 所、 藏 人 所、 侍所幷 -! 北 政所 等、 充ッ 产所也 云々、 

九日、 兼實 第二 度/上表、 + 

十九 日、 藏人 次官 定經 院ノ 使ト シ テ來べ 鎌倉ノ 書札 ブ進ム 、大要 パ 諸 寺 及大內 等ん 

修造 ハ賴朝 知行 ゾ國- 一充- グラ〃 ぺキ 事、 記 錄-所 ヲ置 カ^ベキ 事、 光 雅 朝臣 昇進 ノ 

事 云々、  - 

文治 二 年 九月  ： 

五 日. 賴朝 成功 ノ事 tN 申 ス、 東 寺 已下然 \パ キ寺々 ノ 事宜 シカ \ ベ シ 云 々ノ - 

十九 日、 宇佐 宮假殿 材木 云 々、 


ル信 郞從義 
チ 佐 堀 行 
搦 藤彌ノ 
取 忠太郞 
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廿日、 傳聞ク 、九 郞義行 ガ郞從 二人 職 細 ヲ搦取 云々、 

廿ー 日 傳聞ク 、昨日 比 木 藤 內朝宗 職 I  ノ義行 ノ郞從 翻^ 駄郷 佐ヲ搦 収レノ 云々、 

廿 二日、 昨日 卯 刻、 武士  二三 百 骑觀修 房 得業聖 弘房ヲ 打園ム (南都， 一 ァリ) 九郞 判官 義 

行 此 家-一 在 リ、 仍 テ捕取 ランガ 爲 也 云 々、其 上 是非-一能 ニス、 然間 散々 ，ー 追 捕シ聖 

弘 逐電 ス、 武士 成 ス事ナ ク皈洛 ス、 〇 義行隱 居. S 條實說 也 云々、 

廿六七 八 九日、 義 行/事 散見 ス、 

玉 海卷之 四十 七 

文治 二 年 十月 

三 日、 又 院宣 ヲ傳へ テ 云、 源 中 納 言 通 親卿ノ 息侍從 通 宗 禁 色相 許 シノ 沙汰 アルべ シ 

云 々、申 シ テ 云、 件 通 宗ハ內 外 共 -1 丞相 ノ孫ト シテ 父祖 叉禁 色/恩 ヲ浴ス 、就 中 叉 

卿ノ 奉公 等偷 -ー 勝べ 其 身 才卿タ リ. 彼 ト 云此ト 云、 是尤 モ 優賞ス \  - 一足 ル云々 、五 

日、 通 宗 禁色ノ 事、 內 府 (實 定ン 息仰セ 下サル 時、 同 時 一一 沙汰 ァ, ペン 云々. 

七 日、 此 日 講堂 ノ  二 菩薩 觀 音、 勢 至ヲ 南京 -1 渡シ 奉べ 〇 今日 攝政 ノ詔ノ 後、 始 メク眚 

陣 也、 0 著陣曰 時、 0 扈 從 公 卿、 


十 三 日、 夜 一一 入 ソ通親 來べ其 息通宗 禁色ノ 間/事 示 ス旨ァ リ、 先 日院 ヨリ 仰 セ下ナ 

レ タル- 1 ョ リ、 余 ガ 意見 ヲ陳べ タル 一 1 、 卽 時-一 仰 セ下サ レズ、 佘ガ申 狀-ー ヨリ 宣旨 

ナキ由 傳聞ス 云々. 大略 其 事ヲ示 サン、 ガ 爲メ來 ルカ、 然 レドモ 拜謁ノ 次、 其 趣ヲ示 

サズ、 只 其望尤 モ切ナ 〃趣 ヲ陳 プ 云 々、 

十七 日、 兼 實攝政 ノ辭表 第三 度、 

廿日、 此日右 大將良 通 大臣-一任 ゼ ラベ 〇 大將家 々司 行事 始、 〇 定 文書 檨、 〇 殿上 装束 

所、 0 上客 料理 所、 

廿 一日、 此 日和 氣使ヲ 遣 ハサべ ，，  . 

廿 八 日、 定 長 使 トシ テ來 リ、 木 ェ頭 範季 罪科/事 ヲ申ス 、是レ 賴朝ョ リ範季 "義 行ュ 

, 同， 意 スト 申 來 \  -1 ョ〃 也、 吟 味ス ダ所 義行ト 同意 ト ハ無實 ナリ、 堀 彌太郞 景光ト 

" .ー 兩度 面會ス 云々、 兼實ノ 意見 二 ハ 賊徒/ 緣 者- 1 謁シ ナガ ラ其身 ヲ捕搦 メズ、 

へ； 叉 奏聞 ヲ經 ズパ其 罪科 遁レ 難シ、 況ンャ 賴朝ノ 素 意 アル 一一 於ク ヲャ、 0 百官/員 

； ： 數、 0 侍讀 ノ仁四 位 儒 士ノ中 光範 ノ外其 人 無 シ、 其 外 敦綱兼 光 ノ事ヲ 陳ブ、 

九 曰、 此&. 良通內 大臣 一一 任ズ、 〇 内府參 內ノ 儀、  . 


ス男々 ノ南 
二 多 在お 

卑〃々 二 

力 彼 所 京 


武家時代の 研究 第二 卷  I 七 四 

文治 二 年 十一月 

二日、 良通內 大臣 ノ拜賀 〇 其 行列、 

七日、 此日 五節 臨時 祭 等 ノ定ァ リ、 幷 內 大臣 著 陣也、 〇 定 文書 樣、 〇 賀茂 臨時 祭、 〇 賀 茂 

臨時 祭 装束、 

八日、 此日 大內ニ 行幸 I 鳥ス、 閑院亭 五節 ノ爲メ 修造 ァ, ぺキ 也、 

九日、 豊後 ノ國ノ 凶徒 三人 遠， 流 一 1 處 セラ,、 

十 一 曰、 豊後國 ノ 武士 配流 ノ間， ノ 事、 定經條 々/事 ヲ申 ス、  ， 

十六 日賴朝 申狀ニ 曰ク、 義行ノ 事 南北 ニ京ノ 在々 所々 多 ク彼男 一一 與 カス、 尤モ 不便 

ナ リ、 今 -1 於- プ ハ 二三 萬騎ノ 武士 ヲ山々 寺々 -i 進メ 搜求ム ぺ シ 云々、 但シ 事定メ 

テ 大事-一 及パ ン 歟、 仍 ク先ッ 公家 ノ 沙汰 トシ テ召取 ラル， へキ 也. 

十 A 日、 此 日院ノ 殿上 -1 -ス食 議ァリ 、義行 召出サ 〃可 キノ 間 事 細々 相計ラ ヒ、 人々 ュ 

問フ ベ シ 云々、 余 奉行 ヲ召ス 、職 事 親 經諸卿 一一 仰 セ-プ 云フ、 義行 西走ノ 後、 一 人 ノ 逃 

隱 -I ヨリ- プ 萬人ノ 愁歎 ヲ爲ス 、何ゾ 奇計 ヲ週 ラシ- グ其 身ヲ召 出サ、 >  グャ、 且叉賴 

朝 大兵 ヲ 出シク 山々 寺々 ヲ 搜索セ ント ス云々 、〇 評議 ノ趣、 一、 義行ヲ 召取ラ \ ぶ 


義 行チ義 

顯 ト改ム 


天下 淳素 

ノ攻 


キ間ノ 事 (重 ネテ宣 旨 ヲ賜ヒ 其狀 一一 殊功 ヲ^ サ ハ 不.^  ノ凰賞 ァ \ ベ キ 由ヲ载 セ- 

諸國 七道 諸 社 諸 寺 等-一 下知 セラ ノ, バ キ 力、 )〇 通 親 云、 京 中及ビ 所々 在家 ノ人 數ヲ 

, ； 注 シ、 其 中 若 シ 寄宿 \ 旅客 ァラ V 糙カ 二 姓名 ヲ 注進，. ス ベキ 仰 セ ラ. X レ V 凶徒 

定メク 所 居 ヲ失ハ ン歟、 一、 御祈ノ 事、 通 親 曰 ク、 國 衰へ 人疲〃 ト雖モ 、只 法-一任 セ、 諸 

國 諸人 ヲ責メ ラ レ、 百 千壇ノ 法 ト雖， 始行 パ ：产べ ふ，、 更. -ッ ム 一 1 掘.： 家 ノ，：  . ^ヲ顧 ミ /  \ 

可 ラサル 乎、  . 

廿 ，1 1 曰、 兼 忠來リ 云フ、 保 家！^ g 昇殿 ヲ望 申ス、 院 -1 奏ス ル處 今度 五節 ノ 次第 太ダ奇 

條ナ" 、仍テ 許サ〃 可ラ ザル歟 云々、 

廿 四日、 又義行 改名 ノ間ノ 事 余案ズ 〃所ノ 名義 顯尤 モ宜シ キ 由. 兼 光 申 ス也" 

廿 五日、 今日 義顯 追討 ノ事ヲ 下： サべ 

廿 九日、 義顯 追討 奉幣 也、  _ , 

文治 二 年 十 二月 

十 日、 左 少辨定 長 ヲ 召 シ 、法 皇 -1 申 シ入グ 事ァ： リ、 天 下 ノ政淳 素-一反 スぺ キノ 趣 也、 此 

事 實ニ鳴 呼 第一 ノ事 也、 然 リ 而シク 身命 ト雖モ 天下-一代 ル所ノ 由、 先 ヅ 佛神 一一 祈 
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リ申シ 了ヌ、 

十 三 曰、 德 化 ヲ施コ サ \ ぺ キ間ノ 事 一 1 付 御 返事 ァリ、 其 仰 犬-一 慇穀ナ リ、 申 ス 所皆然 

だべ シ、 攝錄ノ 初 メ聊カ 思 食 シ置ク 御 心事 アジ シ -ー、 其 後漸ャ ク聞コ シメシ 、子細 

ヲ聞ク -1、 汝 誠-一過 失 ナシ、 叉 其 後 萬機ノ 間私ナ シ、 云 々、自今 以後 一向 相 憑 ム所ナ 

リ 云々、 朕年來 ノ間心 ヲ政途 一一 留 メ ズ、 只 近臣 -ー 委任 ス、 云々、 

玉 海卷之 四十 八 

文治 三年 正月  ； . 

一 日、 四方 拜、 

文治 三年 二月  ， 

一 日、 夜 ュ入リ 權辨定 長 院ノ御 使 トシ- ズ來リ 曰ク、 義顯ノ 事 今一度 議定 ァ〃 べシト 

云 々- 

1 1 日、 今 日 右 少辨親 經來リ 云フ、 院ョ リ參ダ ベ キ 由仰セ ァ リ、 是 レ義顯 ノ間ノ 事 承^ 

ぺ シ、 云 々、 

四日、 義顯 ノ間ノ 事、 云 々、 


丹 

後 
局 


六日、 一昨日 四日 菌城 寺ノ 衆徒 相議 シ、 殿下 ノ 御祈ヲ 勤仕ス ベ カラ ズ、 云 々、 

七 日、 菌城寺 衆徒 ノ事ヲ 法皇-一 奏ス、 〇 叉延曆 寺ノ 衆徒-一 蜂起 ス ベ カラ ザ ル由ヲ 仰 

ス、 

八日、 義顯 ノ事ヲ 議ス、 〇 義顯ヲ 召出サ y ベ キ條々 ノ事、 一、 御 祈 事、 一 、可： ー搜 求-事、 

九 日、 內 府良通 作文 ノ事ァ リ、. 

十日、 仁 和 寺 道 性 liii 倏宮 八條院 一一 入滅 ス、 〇 十一 曰義顯 ノ事ヲ 奏ス、 

十六 日、 又 義顯ノ 事 ヲ申ス 、云々、 

十九 日、 舍利講 ヲ行フ 、是レ 故 殿 在世 ョ リ每 月事 闕 カズ、 故院 相績シ テ之 ヲ行ヒ 給フ、 

壽永 以後 諸國 路塞リ 庄園 年貢 ヲ進 メズ、 仍テ此 七 八 年來斷 絕ス、 云々 、〇 女房 丹 後 

三 品 一 1 叙ス ベ シ 云 々、丹 後 、ノ 法皇/ 愛 妾、 故 業 房ノ妻 也， 卑 賤 者 也、 然 而殊寵 無双、 不， 

奈- 一季 夫人 揚 妃， 歟、 0 先年 女房 髙倉三 品-一 叙ス 云 々、是 又 法皇 ノ愛物 也、 其 品 人知 ラ 

ズ、 最下 劣ノ 者歟、 

廿 日、 宗 隆- ニニ ケ事ヲ 仰 下ス二 ハ寶物 ヲ檢知 スべキ 事、 二ハ 公家 ノ 御物 蘭 林 坊桂芳 

坊等  一！. ァ 物、 保存 ノ爲 メ目錄 ヲ注ス \ コ ト、 三 力 御厨 子所ノ 事、 

附  錄  一七 七 
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廿 七 曰、 此， 曰始. メテ御 書 所作 文/事 ァ タ。 <  選 ノ事ァ リ、 

廿 A 日、 此 日 始テ記 錄所ヲ 置 力 レ、 閑 院亭中 門 ノ南內 侍 所 ノ南廊 ヲ以テ 其 所 ト爲ス ..ぃ 

執權 ハ辨ノ 定長. 也. 〇 仰詞 二通 先 ヅ之ヲ 內覽ス 、一 通 "諸 司 諳國並 -I 諸人 ノ 訴訟 

及 ビ庄圚 ノ券契 ハ記錄 所 一一 於タ 宜ク 理非 ヲ勘決 セシム ベ シ、 1 通ハ. 年中 ノ 式日、 

公事 ノ甩途 ハ宜ク 記 錄所ヲ シ-プ 式 數ヲ勘 申 サシム ぺシ、  •  ^ 

册日、 法皇 行幸/儀-一 付 評議 ァリ、 〇 前 攝政基 通-一兵 仗 ヲ賜フ 事、 

文治 三年 三月  ^  ^  ^  ,:. .  -. 

四 日、 臨 時 祭 用途 ノ 事、 此 日 意見 ヲ進ズ ベ キ 由親經 所々 一一 御 敎書ヲ 遣ス、 其 狀斯ノ 如 

シ、 文ノ 中天 下騒亂 ノ事ヲ 述ブ、  、 一せ _v.  ：  ,.r. 

十 五 日、 神 祇大輔 卜 部 兼 友 ヲシタ 寶劎ヲ 尋求ム グ 事- 1 付 占" シ ム、 六日 以前-一 出デ 

來 \ 可 シ、 云 々、 

玉 海卷之 四十 九 

文治 三年 四月  - 

1 日、 法 皇 御 惱、 物 氣 云 々、  ■  •  • ； 


三 日、 義顯黨 類 云 々、 ，  . 

九日、 法皇 年 來曾テ 法文 ノ 行方 ヲ知 ラズ、 ャ 義理 論 談 一一 於 テ ヲャ、 而 シ-グ 此御惱 / 

時 -1 臨 ミ、 忽 然 トシ テ此議 ァ リ、 定 メ- ズ奇タ ソ、 是 叉物怪 歟、 云 々、 

流人 召還 十 一 日、 今 流人 ヲ召 還 サ ベ 法 皇ノ 病惱, 一由， ス也、 \  _ 

廿 四 日、 晚頭、 權辨 定長來 グ、 語 リテ曰 ク、 賴朝卿 ノ 上洛 料ト シ テ地ヲ 申請 フ、 親 能ヲ以 

-ズ 申出 所 也、 山 科 ノ邊ヲ 指 申ス、 而シ -7 許 サズ、 事ノ 次第 凡ソ 左右 二 能 、ノ ズ 云々、 

文治 三年 五月  .  - 

四日、 傳聞ク 、義顯 ハ 美 作國ノ 山寺 一一 お テ斬ラ \ 云 々、其 次第 ハ 南都 ヲ逃去 リタ 美 州 

： 山寺 一一 移住 ス、 而シ テ近邊 寺 僧關柬 -I 吿達ス 云 々、〇 始メ觀 性-一 祈念 ヲ仰ス レノ 間 

行家誅  一！ 伏， ス、 今叉此 修中義 顯戮セ ラ V 佛法 ノ 靈効仰 グ ベ シ信ズ ぺ シ、 天下 ノ 靜 

： 謐彌ぷ 以 テ 憑 ァ リ、 只 君臣 共 一 1 聖哲 ノ器ニ 非 ザ ルヲ 悲 ム可シ 云 々、 

十二 日、 延曆寺 ノ惡僧 坂 下 一 1 於- ズ日吉 神人 ヲ 殺害 ス、 事 ノ 次第 未曾有 ノ亂行 也 云々、 

十三 s  、山 僧 ノ事 云々、 

十 九： 日、 山 ノ惡僧 亂行ノ 事 座 主 申 書 云 • 々ノ  -  _  , 

附：.  錄.. ， . .  一. 七： 九 
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廿 一 一 日、 山 ノ惡 僧/事 ヲ奏ス 、廿 三日 山 ノ惡^  ノ事、 

文治 三年 六月  ， 

一 一 日、 大 雨、 近 曰 旱魃 ヲ愁ヒ シ -1 萬 民 犬-一喜 ブ、 

廿 八日、 院號定 メアリ、 I 第 一 女 、《お 今 國母ノ 義ァリ 、街 名、 殷富 門院 ト爲 ス、 

廿 四日、 內府 @ 今夜 ョタ病 氣、 

玉 海卷之 五十 

文治 三年 七月 

七 日、 祈 雨 ノ御祈 片時 ト雖モ 急ガ〃 べキ 所、 僧 徒ノ對 捍-! ヨリ- グ 今- 1 遂行 ス〃 ヲ得 

ズ 云々、 

十三 日、 與福寺 南 大門 ノ楝上 也、 

十 四 日、 今 夜 次官 親 能來リ 明日 關東 二 下向 ノ由ヲ 申ス、 佘條々 ノ事ヲ 仰ス、 去 夜廣元 

入洛 ス 云々、 

廿日、 寶劎ノ 御 祈 七 社 奉幣 也、 

廿三 曰、 長 方 卿所勞 獲麟、 0 祈雨ノ 事未ダ 延引、 


文治 三年 八月  . 

廿 一日、 平等 院ニ參 々、〇 佛 舍利ノ 事、 . 

卅日、 南都 ノ 大衆 蜂起 ノ由吿 グー フル、 御 墓守ノ 事-一由 テ也、 

文治 三年 九月 

玉 海卷之 五十一  > 

文治 三年 十月 

三日、 大佛 殿造營 〇 人夫 ノ事 〇 當時隨 身 材木 事 〇 備前 國ノ 荒野 ヲ開 發シ 偏-一大 佛 

ノ 用途-一 宛- プ人ノ 妨ヲ致 ス者ァ ラメ 停止 セラ〃 ぺキ 事、 

四 日、 盜 禁裏- 1 入リ御 護劎ヲ 盜ム、 

六 日、 淸 拔ノ 事、 左大臣 申 云、 件 兩 種物；： :, " " f シ 格 文-一 载セズ 云々、 

群盜ノ 事、 左大臣 右大臣 共 -1 申シク 云、 使 廳幷 -1 武士 等- 1 仰セ 保々 ヲ分チ 守護 ス 

ぺシ、 且又 賴朝卿 一 1 仰 セラ〃 可 シ 云 々、 

十二 日、 大地震  ..... 

十七 日、 南都 大衆 種々 訴訟 アジ、 . 
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十八 日、 伊勢 遷宮 山 口 祭、 

三 十 日、 家 通 九死 一 生、 〇 賴朝ガ 勸賞ノ 事 先日 奏聞 ス ト雖モ 勅許 ナシ 云々、 

玉 海卷之 五十二 

文治 三年 十一月  い：.… . 

1 日、 家 通卿已 -I 護麟、  n  ^  r 

七日、 今上 (赚 鳥) 最前 石淸水 行幸 也、  • 

八 日、 此 曰 還 幸 ノ 次、 烏 羽/南 殿-! 於テ 朝覲ノ 禮ァリ 云々、  . 

十三 日、 天皇 閑院 へ 遷幸 也、 

十 四 日、 賀 茂 行幸 也、 

十 八 日、 余 廣元 I 飾 卿 二 仰セ、 出納 久近弘 言 ノ 間/事 ヲ訴 申ス、 

廿 二日、 又定經 云フ、 出納 久近ガ 事 廣元ノ 訴訟 一一 依 リ早ク 出納 ノ職ヲ 止 メラ , ベ キ 

由 仰 下 サべ此 事 先日 廣元ガ 申狀ニ ヨリ 余 奏聞 スル 事 也、 極 メ テ 以-プ 不便 ナリト 

；雖モ 、近代 ノ事カ 及 ノザダ 次第 歟、 

廿 三日、 諸國 人夫 ヲ進 メズ、 近 江 丹波檢 非違 使 左右 衞門府 等 相幷デ 八十 餘 人、 其 外 百 


餘人 宗： 隆 召 集 ん， グ 所-也、 叉 鷲ノ羽 殿上人 進ム \ 所 僅 力 -1 九十 餘枚、 其 不足 又宗隆 

尋進 ス , 所. 也、 ％ 田 祭 -1 ョ \ 歟)、  . 

*  g 日、 賀 茂 臨， 時 祭、  , ^  i  ノー  つ" \  ^^^^^^-00K で 十 ,1  0 ぶー え -0  V  0 

せ 五日、 去 夜 瀧 口， 鬪靜 罪科/事、 ：.  .  . 

文治 三年 十二月.  . ■ 

1 日、 先日 賴朝卿 申 ス旨 ァリ、 f  ^  §  I 有 ぺ仍テ 子細 ヲ彼卿 ノ許ー I 仰 遣ハ サレ 畢ヌ、 

.隨 テ件ノ 返事 是非 ァ k ベ キ事 ナジ 云々 n に i も H£ 1- 十 t-  二  R  ？^^ 趙. ~ ！:、 さ . V  -.; ... 

十三 曰、 此 曰 當今初 度 弓 場. 始 メ. 也、 此禮. 絕ェ， -ズ 餘年、 衆人 蒙欝ノ 氣 アジ 云々、 - 

廿西 日、 七 社 奉幣 也、  ^  .r 

玉 海. 卷之 五十 三  ： 1 •  -  〈；  -. ■  i  .  t -  ^  ： リ 1, ゾ 

文治 四 年 正月 

一 日 、四方 拜、  E  ^  e  ^  y  ひ： V.  .  二： ：、 

七 日、 定經通 親 卿 ノ 消息 ノ戕 ヲ內覽 シ>  云- ク、 下. 藤.々 亂階、 愁辭 y. ん所. 職 正. 二位 ヲ.， 許 

サ \ 可シ 云々、 是 レ^シ ナガ ラ良 經ノ. 加階ヲ 載 ス- h 力：、 余 定 經 ヲ： 以 え 奏 シ -プ ， 云 、通 


言秀 - 義 

衡ァ顯 
ノ リ 奥 
it 州 
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親 卿 ノ申狀 、ノ 言 フ - 一足 ラズ、 是非 ニ能ハ ズ ト雖モ 末世 ノ人 此例ヲ 積習セ V 天 T 

ノ 亂絕フ ぺ カラ ズ、 向 後 ノ爲メ 子細 ヲ仰セ 知う ス ぺ キ 力、 返 々奇怪-一 候、 彼 卿 (通 親) 

從 二位 ニ叙ス 〃裒 偏-一愚 臣 ノ脣吻 也、 人 トシ テ恩ヲ 知ラズ ンパ何 ゾ禽獸 -ー 異ナ 

ラ ン哉 云々、 〇 叙位 正 四 位下 能 保、 

九日、 去年 九十 月/ 頃、 義顯 奥州 二 在ジ、 秀衡隱 シヌ之 ヲ置ク 、秀衡 死 -ー 臨 ミ其子 §  ^ 

i  H  ^  i  -ー遺 言 シ、 義顯ヲ 以 テ 主君 トシ テ 給仕 セ シム、 

廿 七日、 此日佘 氏 長者 ノ後始 メテ春 日 神社 參詣、 

廿 九 日、 興 福 寺 金堂 南圓 堂等ノ 上楝 也. 〇 去 治 承 四 年. f  二月 灰燼-一 化シテ ョ リ八ケ 

年 也、 此 二 至 リ-ズ 初メテ 再建 ス、 

文治 四 年 二 月 .  . 

一 日、 後鳥羽 天皇 御 病 惱、 五 日 御 病惱少 シク重 \、  . 

八日、 義顯奧 州-一 在リ、 出羽國 -1 遣ハ ス所ノ 法師 昌尊義 顯ノ軍 ト戰ヒ 、辛 ジ-プ 命ヲ遁 

\ 云 々、〇 良 通 (內府 ) 病 氣、 

九 日、 義 顯ノ事 一一 付 キ仰セ ァリ、 


十 1 日、 義顯ノ 事-一 付キ 朝廷  一二 7 評議 ァ リ、 宣 旨 院宣 ヲ遣 ハサ〃、 コ ト、 

十二 日、 天皇 ノ御病 氣再發 御大 患 ナリ、 

十 三 日、 刑 部 丞成經 上洛、 賴朝申 送 -プ 云、 義 顯奧 州- 1 在 \ コ ト 巳-一 實也、 但シ賴 朝 亡母 

ノ爲メ 五重塔 婆ヲ造 營シ、 今年 Z 重 厄 タル 一一 ヨリ 殺生 ヲ禁 斷セ リ、 仍 -ズ 追討 使ヲ 

承 リ私ノ 宿意 ヲ遂グ ベ シト雖 モ、 今 年-一 於テ " 一切 此 沙汰- 1 及 ブ ベ 力 ーフ ズ、 若 シ 

彼 輩 來襲セ ハ此 限-一 非ス云 々、仍 -プ 公家 ヨリ 秀平 法師 ノ 子息 髓 ，s 針 S  -ー  仰 セ 

テ、 彼 ノ 義顯ヲ 召進ゼ ラルべ シ 云々、 g 上 賴朝ノ 〇 晚 一一 及ビ能 保來〃 云々、 

十 四 日、 源 義顯 追討 ノ宣 旨ヲ 下ス、 

十七 日、 賴朝ノ 消息 二通、 一 通、 義顯ヲ 召進ス ベ キ事、 

十九 日、 良 通 薨ズ、 

廿 日、 抑！ 內大 臣正 二位 兼行 左 近 衞大將 藤 原 良通ハ 、僕ノ 家督 也、 佘 十九れ I ゾ 年始 メ-ズ 

胎內ヲ 出 テョ リ以 來、 其 性 柔 和、 禀 志 至孝- 1 在リ、 一事 一 言 父母 ノ命 -1; 逆 、一 ズ 云々、 

廿 一 日、 義經 追討 ノ 宣旨ヲ 下サ べ廿 六日 追討 官符請 印、 

文治 四 年 三月  ， 
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玉 海卷之 五十 四 

文治 四 年 四月  .. 

五日. 此日 流人 ノ事 ヲ行ハ ベ 上 卿 通 卿、 式部 大夫資 定謀事 二依リ 事-一 坐スル 也、， 

文治 四 年 五月  . •  , 

十八 日、 能 保 朝臣 南都 衆徒 張本ノ 事ヲ訴 へ 申ス 、僧正 ノ 請 文 到來、 奏聞 スぺ キノ 由定 

長- 1 付ケ 了ヌ、 

文治 四 年 六月 

同  七月 

1 日、 束大寺 鎮守 八幡 別宫 御體ノ 事、 0 八幡 外 寶殿敦 實 親王 造 立 ノ像燒 失ノ保 延ブ 後 

人々 ノ議奏 -1 ヨリ 造立セ ラレ ズ、 今 又 同前 歟、 云 々、 

文治 四 年 八月  - 

同  九月  ； 

文治 四 年 十月 

同 十 1 月 (闕ク ) • 


同 十二  6^ 

玉 海卷之 五十 五 

文治 五 年 月 _ 

十兰 日、 兵 衞尉時 定參 上、 申 シ テ 云、 千 光 七郞ヲ 搦取リ 了 ヌ、 九郎 京都 一一 還ダ 消息 等ァ 

■ リ、 卽 チ之ヲ 持 參ス、 實 -ー 不可思議 ノ事 也、 

文治 五 年 二 月，，  ： . 「 

同  三月  ：  一、 

十 一 日、 此日 流人 前 刑 部 卿 賴經ヲ 伊 S 國 二流 サグ 云 々、 

文治 五 年！" 月 

四 日、 賴 朝 卿 申ス、 朝方 所 ハ 行 家 二 同意 ノ間ノ 事仰セ 下サ弋 

六 m  、賴 朝 卿 重ネテ 朝方 卿 ノ事ヲ まス、 件ク 消息. や 去 夜 半、 帥 , 卿 ョゾ遣 ハス 所 也、 

文治 五年閏 四月 ■  , -. 

八 日、 奧 州 追討 事、 仰 一 1 云、 追 討/事 本 ヨリ 然が. べキ由 思食ノ 上、 如. 此 申サシ ム、 尤モ神 

妙 歟 、〇 伊勢 ノ 遷宮 幷 一一 造 東大寺 ノ妨 ヲ爲ス ベ カラ ズ、 爲入ム 爲 追討 ノ祈 禱ヲ用 

掛錄  一八お， 


義 Is セ 

ラ 
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フ ベ シ 云 々、 

文治 五 年 五月 

廿 九 日、 今 日 能 保 朝臣 吿送 リ テ 云、 九 郞泰衡 ノ爲 メ誅滅 セラ レ了ヌ 、天下 ノ悅 何事 力 

之-一如 カン 哉、 實 -1 佛神ノ 助、 抑 叉 賴朝ゾ 蓮 也、 言 語 ノ及ブ 所- 1 非ズ、 

文治 五 年 六月 

同 七月 

. ■ 同  八月 

三日 、東大寺 聖人 重 源 來べ余 之- 1 謁ス、 御 柱 百 五十 餘本採 リ了ヌ 、十餘 本ハ已 -ー 御寺 

一一 付 ケ了ヌ 、上ノ 御沙汰 緩 カラ ズ, 三ケ年 ノ內ー 一 造 リ畢ス べシ、 

文治 五 年 九月 

玉 海卷之 五十六  _  . 

文治 五 年 十月 

十 日、 夜 ,1 入 リ能保 卿 示 シ送リ タ 云. 賴朝卿 申 遣 シ テ 云、 去 九月 三日 泰衡 ヲ誅ス 云々、 

天下 ノ慶 也、 


十 六 H、 今 曰 法 皇 S 白 河) 天 王 寺 ヨリ 還 御、 卽 チ通親 卿 ノ久我 亭ヲ御 覽、 種 々/進物 等 

ァ リ、 人 以 テ可ト ナサ ズ、 彈指ス ベ シ、 彈指ス ぺ シ、 

十 A 日> 頭 ゾ中 將成經 御使ト シヌ來 ベ 賴朝ガ 賞 ノ間ノ 事 也、 子 細ヲ申 シ 畢 ヌ 、 

廿 日、 能 保 示送リ テ 云、 奧 州ノ 事併シ ナガ ラ召取 了ヌニ 人ヲ漏 サズ云 々、注 人 ー紙ヲ 

送 V 實 一一 天ノ然 ラシ ム , 也、 言 語ノ及 ブ 所 二 非 ズ、 . 

廿 一 日、 定 長院 /使 トシ テ來 リ、 奧 州 ノ間ノ 事； ン示ス 、叉 ニノ 宫御 元服/間 ノ 事之ヲ 

示 ス：.  - 

廿 六日、 二宮 元服 幷兩宮 及 ビ女宮 親王 宣旨 ノ間ノ 事宗賴 朝臣 來 リ、 院 宣 ヲ 傳フ、 

廿 九 日、 當 今 赚鳥初 度 ノ春日 行幸 也、 

文治 五 年 十一月 

三日、 入 內宜秋 門院 ノ豫 議、 

十五 日、 此日 女子 (任 子) 三位  一！ 叙シ、 叉入內 雜事ヲ 定ム、  . 

廿 四 曰、 定 長 卿 傳=條 々 勅 語； 關 東 返上 國國之 事 也、 佘 申，， 所 存， 了、 雖. 有. 恐 偏 存，， 愚 忠， 故 也、 

廿 五 .日、 夜- 1 入 リ定長 卿來リ 仰ス、 昨日 奏聞 ノ 子細 申 ス所 然ルべ シ、 腹心 ヲ披 キ纖芬 


ズ大兼 草 法 
臣實 曹 

二 太 事 

任 政 類 
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：ヲ漏 サズ、 御 本 意 巳 一一 定 ベ 計 ヒ奏ス 旨-一任 セ、 早 ク 仰 遣 ハ ス ベ シ 云 々、 

文治 五 年 十二月 

三 日、 出 雲 國雜 掌ヲ進 メズ、 鈎 遣 ハ ス ぺ キ由之 ヲ仰ス 、又 紫 袁殿南 階 職 沙汰 ト シク丹 

波國 一一 於- グ大 布施 秈採 置ク ト雖乇 、莊々 ノ 人夫 深雪 ト稱 シ、 其 勤 ナキ由 訴申ス 所 

也、 仍 -プ 今-一 於- プ ハ權 門莊々 糙カ  一！ 官使 ヲ遣ハ ス ベ キ由之 ヲ仰ス 、末代 ノ事 王化 

- 鴻毛 ヨリ モ輕 ク、 公 事 偏 一一 實ナキ ガ如シ 、治 術ナ キノ 世 也、 

四 日、 御 元服/間 事 御遊 召 人追テ 沙汰 ァ ルべ キ由 院宣 ァリ、 又 申 云、 管 紘 御物 等、 玄 上 

鈴 鹿 共 -ー 破損 云 々、叉 御 笛 箱、 先 年 亂逆ノ 後 紛失 シ了 ヌ、 

九 a  、山ノ 大衆 座主 ヲ拂ハ ン ト欲ス 云々、 事尤モ 不便 ナリ、 大略 火急 ノ 結構 力、 〇 東 寺 

修造 ハ長門 國忽チ 叶フ可 ラス、 仍テ 偏-一 院 御沙汰 トシ- プ播 磨國 ヲシテ 修造 セラ 

\ ぺ シ 云 々、〇 近日 五位 職 事等不 和、 鬪爭勝 -グ計 フ可ラ ズ、 

十日、 先日 申請 フ 所ノ 法曹 事 類 草 十四 合院 -1 返上 ス、 

十四日、 兼 實太政 大臣 -1 任 ス、 〇 大饗、 

玉 海卷之 五十 七 


丹 波國大 

布施 ノ秈 


文治 六 年 一 月 

三 日、 天皇 (後鳥羽) 御 元服 也、 

十一 日、 此日宜 秋 門院 入 內ノ事 アジ、 I 喊 せで 一位 任 子 0 御 衾 事. 0 愚 御衣 事、 0 立 御 

帳 事、。 御調 度 事、 

文治 六 年 二月 

同 三 月 

七 日、 今 曰 法皇 (g 白) 熊 野 一一 參ジ 給フ、 

廿 七 曰、 右 大辨定 長 來べ去 十五 日 東大寺 二 參向ス 、佛後 ノ山壞 クシ ム ダ間ノ 事撿知 

ヲ加フ 云 々、造 寺 長官 ヲ以タ 實檢セ ラレ ン、、 カ爲メ 定長ヲ 下遣ハ ス所 也、 而 ル 二 其 

- 使 ヲ待タ ズ、 上 人 自由 一一 件 ノ山ヲ 壊 声 云々、 

廿 日、 直 物 也、 

文治 六 年 四月 (建久 元 年) 

十日、 太 政 大臣 初度ノ 上表 也、  . 

十一 日、 此日 改元 也、 文 治ヲ改 メタ 建久ト 爲ス、 


立 七 
)a 倏 
院 
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十 四 日、 能 保 ノ妻去 夜 逝去、 

十 五 日、 今 日 ハ 第二 度ノ 上表 也 * 

十 六 ：n、 太 神お/心 御 柱 顛倒 ス、 

十 七 H  、心 御 柱ノ事 一一 ョ リ立后 延引 ス ベ キヤ 云々、 

十九 日、 今 日 當今ノ 母 儀 三 品 二 叙ス、 卽チ 淮后ノ 宣旨 ヲ下サ ベ 〇 今日 佘マタ 第 三 度 

ノ表ヲ 上〃、 

二十 二 曰、 院號定 メアリ、 母 儀 ノ御事 也、 七條院 云々、 

廿六 H  、此 日册命 立！：^ 也、 女御 從 三位 任子ヲ 以テ 中な， il 職ト 爲ス、 

建久 元年 五月  ， 

1. P  、小 浴 解 除. 衣 冠 ヲ着ケ 庭 上 二 降リ太 神宮 ヲ拜シ 奉べ 立 后/事 ヲ祈ラ ン ガ爲メ 

去 正月 ヨリ 此拜ァ リ、 今 一一 於テ ハ之 ヲ止ム ベ シト雖 モ、 思 フ所ァ リーグ 暫ク 之ヲ止 

メズ 、今日 終日 祌事 也、 〇 山 階 寺 僧綱 已下 訴訟 ノ爲 メ來ル ベ シ ト雖 モ、 神 齋 一一 ョジ 

明日 九條 -1 來 ルべキ 由仰ス ル所 也、 

二  H, 未 刻 九條堂 -I 向フ、 是 ョ リ先キ 寺 僧 百 余人 來棠 云々、 石 淸水宮 寺 領切山 住人 天 


山 袖 人 ヲ梟ス 云 々、衆徒 欝憤 ヲ爲シ 切. 3  -1 發向 シ、 之 ヲ 燒拂フ ぺ キ由 結構 云々、 

七 日、 此 日 臨時 伊勢 幣 也、 內 宫心ノ 柱顚倒 -1 依リ 發遣セ ラ k  、卽 チ 今日 ヨリ 廢朝 五ケ 

日 也、 

玉 海卷之 五十八 

建久 元年 六月 (闕) • 

同 七月 

廿 三 日、 先 ヅ法然 坊源空 上人 ヲ 請 匕 ク 受 戒、 次 -1 念 佛ヲ 始ム、 〇 今日 法皇 (I  S) 日 吉 

二 參 リ 給 フ、 

建久 元年 八月 

廿 九日、 右中辨 親經來 タ申ス 、東大寺 一一 於- ブ 上楝ノ 間/事 等 云々、 

建久 元年 九月、 

廿 二 日、 夜 -ー 入 リ俊成 入道、 季經 卿已下 歌人 五 六 人 大將方 -1 來 ベ 花 月 百 首 各々 十 首 

ヲ撰定 シ之ヲ 合ス、 俊 成 入道 雌雄 ヲ決ス 云々、 

廿 八日、 重 ネ>^1& 宣到來 、流人 ノ 事 殊-ー 沙汰 致 ス可シ 、件ノ 流人 配 處-ー 赴ク後 參洛ス 


東大寺 上 

楝 
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ぺキ由 賴朝卿 申 サン ム、 

建久 元年 十月 

三 日、 此 tH 佐 保 山陵 一一 使ヲ 發遣 ス、 東大寺 棟 上ノ事 ,1 依ク 也、 

十二 日、 又 去 春 賴朝ガ 注進 ス 〃所ノ 流人 ノ事、 近日 領送使 ヲ遣ハ スべキ 由 院宣 アジ、 

此事 然ル可 ラズ、 仍テ此 旨奏ス ベ キ 由家實  一 I 仰ス、 

十三 日、 宗 賴歸リ 來リ 院宣 ヲ傳 フ、 史久 友、 宫掌職 直、 撿 非違 使 資兼 等糙カ 二 解任 ス ぺ 

シ 云々、 〇 又 領送使 猶糙カ -1 遣 ハ ス ベ シ 云 々、逆 鱗 -! 及 ブ 云 々、 

十四日、 親經 東大寺 上棟 次第 正本 ヲ持 來グ、 院 -1 奏ス 〃所、 余-一見 ス ぺキ由 仰 ァリ云 

々、見 了 ヌ、 

十七 日、 此日太 上 法皇 (赚. n) 東大寺 上楝ノ 事-一 ヨリ 縣对は 贈 南都-一 御幸、 

十九 日、 仰-一 ヨリ 先ヅ 東大寺-一 參 ベ 相 續 デ 御 幸、 午 刻 1 4 上 楝、 法 皇 以 下 綱 二 付ク、 次 

-1 拜 ァ リ、 幷 二 長 吏 ェ等賞 ノ事 了、 佘 奥 福 寺 -1 參 \, 

廿 六 日、 此 日 京官ノ 除 目 也、 

建久 元年 十一月  / 


新制 議定 


頼 朝 入洛 


, 頼 朝大. 納 

言 1 一任 ズ 


親 朝 意中 

チ f 11 

示ス 


一 日、 今 日直 廬 一一 於テ 新制 議定 ノ事 ァリ云 々、宗 賴 意見 新制 等 7 目 錄ヲ持 來リ見 了 

ヌ 云 々、予 仰 云、 先ヅ 神事 條 沙汰 ァ \ ベ シ 云 々、次 -ー 佛事、 次 _1 難事、 此中過 差 / 制殊 

-1 沙汰 ァ リ、 條 目/事 繁ク 具記ス \ 一一  遑ァラ ズ 云々、 

四 日、 家 實 ヲ以テ 新制 ノ間ノ 事 ヲ奏ス 、條々 仰 セ下サ べ佘 叉 賴朝卿  一！ 授官セ ラグべ 

キ由ヲ 奏ス、 然ル ぺキ由 仰ァリ 云々、 . - 

. 六日、 賴朝卿 今 曰 入洛、 而グ 二道 虛衰曰 タル-一 ヨリ、 明 曰-一延 引ス、 

七 日、 此 日 源 二位 賴朝卿 入洛、 申 刻 六波羅 / 新造 亭 -I 着ス、 ：. . 

八 日、 賴 朝 恩 賞 ノ義ニ 付 評議 ァリ、 

九日、 今夜 賴朝卿 初參、 先ヅ院 -1 參リ、 其 後 參內、 〇 賴朝卿 大納言 -ー 任ズ、 辭ス ト雖モ 推 

シーズ 之 ヲ任ズ .〇 當時 法皇 天下 ノ政ヲ 執べ 仍テ 先ヅ 法皇 二 歸シ奉 だ 也、 天 子 ハ 春 

宫 / 如 シ、 法 皇御萬 歳 ノ後叉 主上 -1 歸シ 奉レノ ベ シ、 當時モ 全 ク踩略 一一 非 ズ 云 々、叉 

下 官： 兼 實) 邊 / 事、 外 相 疎略 ヲ表ス ト雖モ 其 實全. ク踉簡 ナシ、 深 ク存ズ ダ旨 ァリ、 射 

, 山./. 聞ヲ 恐 二 ョ リ、 故  一 I 跺略ノ 趣 ヲ示ス 云々、 

十日、 春 日 祭 也、 0 新大納 言 賴朝卿 慶事 ヲ示 遣シ 畢ヌ、 

附：  錄  . 」 九 五 


任衞賴 
ズ大朝 
將右 
- 近 
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十 一 日、 此 日 新大納 言 賴朝卿 八幡-一 參 詣ス、 

廿 一 日、 親 綏來リ 行幸 ノ間ノ 事 ヲ申ス 、諸 國奇法 使 ヲ付ク 可キ由 院宣 ァリ、 〇 又 家 §3； 

來リ 院宣 ヲ傳へ テ云フ 、賴朝 卿 申 云、 近 國ノ 地頭 不當ノ 輩 停止 ス ベ シ 云 々、職 事， 一 

人 仰ヲ承 リ、 諸 國幷- 一 社寺 貴所 等 ノ領ヲ 尋ネラ \バ シ 云 々、 

廿 一 一 曰、 賴 朝 大將- 一任 ゼラ, ベ シ 云 々、辭 シ申ス ト雖 モ猶ホ 任どラ 产べ シ 云々、 

廿 四日、 此夜除 目 ァ リ、 賴朝卿 右大將 -ー 任ズ (お KM 餘 き-ま よ)、 

建久 元年 十二月 

三 日、 今 日 右 大將賴 朝 直 衣 ヲ着シ 出仕 ス、 只參院 シ參內 セズ、 

八日、 今 曰 前 大將半 都 車 一一 乘リ テ參院 云 々、前 大 納 言 (賴 朝) 前 大將半 都 車， 1 乘リテ 出 

仕ス〃 コト未 ダ曾テ 聞 カズ、  . 

十 日、 前 大將郞 從ノ中 成功 ノ輩 交名ヲ 注進 ス、 

十 一 日、 此 日月 次 神 今 食 也、 神 今 食 ノ神服 闕如云 々、仍 テ忽チ 絹綿 等 ヲ給フ 、納殿 所 二 

仰 セ給フ 也、 是 ヲ以テ 倂豫國 ノ所濟 ト稱ス ベ シ、 納 殿 ヨリ 下行 ノ由 稱ス可 ラザ^ 

3h 之 ヲ仰ス 云々， 


由ヲ仰 セラ べ幷 セ -プ勳 功賞ト シ -ズ衞 廳十人 

ーグ 元服 アジ、 

テ 始メク 五十 講ヲ 行フ、 院モ 渡御 、五日、 女房 三 

御ス、 逆修 初七日， 

仰 セ遣ス 云々、  J 


十 三 日、 賴 朝-一大 功田 百 町宣旨 スぺキ 

任 ゼラ〃 ぺ シ 云 々、 

十四日、 今日 前ノ 大將歸 國ス、 

廿 二日、 今日 前攝政 息 g 通 法 皇 宮 -ー 於 

玉 海卷之 五十 九 

建 久ニ年 正月 

同  二月 

三 日、 此 曰 丹 三 品 淨土寺 ノ邊ノ 堂- 1 於 

位密々 春 日 社へ 參 詣、 

九 日、 法 皇 I  e 丹 三品淨 土寺邊 堂- 1 渡 

十 日， 越 前國 成功 ノ 事重テ 院宣 一一 依タ 

十 一 日、 新 制 / 事、 十 1 一 日、 同 新制 ノ事、 

十 六 日、 文 章 博士 業實 願文 ノ草ヲ 重ヌ、 

よす ぎに し 夢の はるの 花、 さ めすば 

附  錄 


來廿曰 内 0f  3/  0  ^  ^  ^  ^  4 すく  、ふ 

メ 一一  供養 チ行フ ベ シ お^. ii: 一 i*s se* なけく.' 


さとり ひらか しゃ は 


九 七 i 


像 如-良 
チ來阿 通 
造 ノ彌ノ 
か大陀 @ 
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日、 太 宰府ノ 解 奏聞 ノ 所、 沙 汰 セラ, ベ シ 云 々、余 仰セテ 云、 先 ヅ例 ヲ官ー 1 問フぺ 

太 等 彼 朝 一一 於- プ狼籍 ヲ致ス -ー ョ リ、 宋 朝 宣下 ヲ 

フ ベ キ由 下知 云々、 此事 大事 也、 仍 テ件ノ 楊榮等 


十九 

シ、 此 事 宋朝ノ 商人 楊 榮幷- ー陳七 

下 シ、 自今 以後. 和 朝 ノ來客 、ノ 召 傳 

重科 一 1 處 セラ〃 べク宋 朝ノ聞 II 達ス 

廿日、 此 n" 故內 府 (良 通) 遠 忌 也、 賴 輔 入道 夢 

周 丈 六/阿 彌陀如 來ノ像 一 體ヲ造 立 

建 久ニ年 三月 

一 日， 法皇. 昨日 仁 和 寺 ヨリ 直 二 丹 三 品 逆 

十 一 日、 夜 -ー 入リ 入道 中納 言 長 方 入滅 云 

十四 日、 中宮 女房 等竊 二 南 殿 二 向 フ、 余 及 

思ヲ 動力 シ、 目ヲ驚 カス 者 也、 此 樹天曆 

院御時 叉损ゼ ラレ ノ が" f 醉ー P テ 當 時 

テ 之ヲ翫 ブ、 感 心 千 廻、 忽 チ餘執 ヲ散ズ 

十 七 日、 今 曰 禁中 -1 於テ 公卿 侍臣 期セ ズ 


, ル由宰 府解狀 

想 ノ 告 -1 依 え 

ス、 佘同ク 之 二 

修 所 (淨 土 寺)  >1 

々、末代 ノ才士 

ビ大將 之-一伴 

ノ御 時損ゼ ラ 

ノ樹 卽チ是 也、 


ヲ進ム ク， 也、 

內府 ノ爲メ 

與 X 

幸 ス、 

也、 詩 人 也、 惜 

ヒ歷 覽ス云 

V 舊木燒 失 

余 未 ダ此花 


千 人ヲ勸 進シ、 


ム ベ シ 哀 

々、櫻 花ノ 

ノ 故 也、 其 

ヲ 昆 ズ、 今 


ム ベ シ、 

駐實 * 一 

後堀河 

日始メ 


シ-ズ 會ス、 詩歌 ヲ講ゼ ント 欲ス、 而^  一！ 能 保 


揚 榮等宋 

朝-! テ狼 

籍チ ナス 


長 方 入滅 

南 K 權樹 


任 門 井叨中 
ズ 大 =■ 法 原 

尉 左博廣 

c:^ 衞士兀 


卿ノ 欝憤 一 1 ヨリ 忽然 トシ テ 停止 ス、 夜 二 入 リ大將 相 語〃 所 也、 凡 ソ左 右二 能ハ、 ス、 

彈指 スぺシ 云 々、 

廿 五 日、 此 日 公卿 勅使 發 遣/日 也、 

廿 六 曰、 宗 賴御書 ヲ持來 ベ 其 狀 -1 云、 權 大 納 言 、ノ 忠 良、 權 中 納 言 " 能 保、 參 議、 ノ 光雅 云 

. 々、皆 是 善 政 也、 能 保 當時ノ 珍 ナ リ、 左 右-一能、 A ズ、 其 外 道理 各々 至極 事 也、 悅 ブ ベ シ 

貴 プ ベ シ、 

廿七 曰、 叙任/ 事、 〇 廣元 五位 尉-! 任 ズ ベ シ 云 々、未 曾 有 也、 

廿 八日、 太 政 大臣 藤 原 兼 房、 內 大臣 同忠 親 、櫂 大 納 言 同 忠 良. 權 中 納 言 同 能 保、 勞 効尤モ 

深ク、 才漢 奉公 共 二 範、 然 而 シテ柬 將ノ緣 者 >當 時ノ珍 タリ、 他人 强チ 愁ヲ爲 ス可ラ 

ザ, 力、 

玉 海卷之 六十 

建 久ニ年 四月 

一 日、 因幡 前 司 中原 廣元 歐麵ほ M |ャ § 明 法博 士幷 -1 左衞門 大尉-一任 ジ、 卽チ 使ノ宣 

旨 ヲ 蒙 ム ベ 家 已 二 文筆 ノ士 也、 期 ス 〃所 ハ大外 記明經 博士 也、 而ッ 二 今 ノ所任 天 

附^.  一九 九 


能保ハ 東 

將ノ緣 者 
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下/ 耳目 ヲ驚カ ス、 此衷逋 親 追從ノ 爲 メ諷諫 ヲ加フ 云々、 師子 身中 ノ蟲師 子ヲ食 

フ ガ如キ 歟、 

1 一 日、 近 江國 佐々 木庄 ハ 延 曆寺ノ 千^ 供ノ 庄 也、 而 〃一一 未進 ァリト 稱シ、 寺 家 ヨリ 宮 

仕 法師 數十人 ヲ遣ハ シ、 佐々 木太郞 定綱ガ 住宅 ヲ譴 10; ス 、 

三 日、 座 主 顯眞ノ 請 文 云々、 凡 近日 山上 飢僅之 間、 近 江國中 無道 ノ 沙汰 充満 云 々、仍 頸 

プ -1 禁制 ヲ加フ \ モ 敢-プ 承引 セズ、 遂 二此 大事 一 一 及ブ、 

六 日、 大 衆 云、 近 江國 佐々 木 ノ庄ハ 當時千 僧 供ノ庄 也、 若 干 ノ未濟 -I ヨリ- ズ宫仕 法師 

等 ヲ遣ハ シ 譴責 ス 云々、 時-一 數 十騎ノ 軍兵 出 來リ匁 傷 殺害 シ、 庇 ヲ蒙ム 〃者 太 ダ 

多ク、 終 命/ 者 兩三云 々、佐々 木 定綱ガ 狼籍ノ 事、 山門 ノ 衆徒 三 綱 等 ヲ差ス 云々、 

七日、 佐々 木 定 綱 ノ 事、 

十 日、 座 主 顯 眞 云 々、 

十八 日、 新制 追- プ 仰下サ グベン、 

廿 六日、 山門 衆徒 只今 下洛ノ 由 風 聞， 京 極 寺-一 集會ス 云 々、能 保 使ヲ差 シテ院 -1 觸 V 

近臣 ノ 武士 前 將軍ノ 侍 三人 崎、 §、|、  ノ中相 併 セ-ズ 五六 十騎 -I 及 バズ.、 〇 大衆 京 


大衆 定辆 

チ訴フ 


定辆等 配 

流 


極 寺 一一 於 -プ 其勢ヲ 整 へ -プ 

卿ハ 南都 ヲ 滅亡 セ ダニ ョ 

一 ト 欲 シ、 其 品重衡 -1 及 \ ズ、 

例 ナン 云 々、〇 訴訟 ノ條- 一 

-プ 逃脫ス 云々、 

廿七 日、 宗賴院 二 奏シテ 曰 ク、 

少々 近邊ノ 小屋 一一 隱シ居 

廿 八日、 日吉 神輿 四 ケ所已 -1 

〇 大衆 下 京 ス可ラ ザル由 

シ、 流罪 宜シ カルペ シト議 

廿 九 曰、 日 吉 神輿 弃置 キ已ニ 

.: 生 叉 衆議 一 同ノ 子細 ヲ申 

內- 一山 上ニ迎 へ奉ル ベ シ ， 

云 フ、 只薩摩 -1 遣 ハス 可 シ、 

附  錄 


待 ッ、 院 -1 於-グハ 官 人數ナ シ、 〇 衆徒 訴訟 シ テ 云 フ、 重衡 

リ身 公卿 ト雖モ 、斬 刑 ヲ遁レ ズ、 定 綱ハ 截山ヲ 滅亡 セン 

早ク 死罪-一行 ハ 〃可シ 云々、 〇 死罪 一一 ハ15 ハ \  、 コト in 

至 リテハ 定 綱 其 身 若シ侯 ハ .V 召シ給 フぺキ 處、 已 -1 以 

神輿 猶ホ 途中 ュ ァ リ、 祇 園ノ 神人 渡 シ奉〃 ト雖モ 、衆徒 

リ、 祌 人等ヲ 凌櫟ス 云 々、〇 負 綱 召 シ出サ \ べキ由 宣 旨- 

中堂 一一 振上ゲ 奉 k、〇 定綱ヲ 召進ズ ベ キ由 宣旨ヲ 賜フ、 

之ヲ 承べ 〇 丑 創 法 印 示シ送 リ-グ 云、 大 衆 院 宣 -1 從フ可 

定シ 了ヌ 、山上/大慶 天下 ノ 大慶 也、 

一 兩曰ヲ 經畢ヌ 、尤モ 三 社 一一 謝シ申 サグべ シ云 々、〇 座 

ス、 定綱幷 -1 子 三人 配流、 下手人 禁獄 云 々、〇 神輿 明日 ノ 

五月 會-! 依ク 也、 〇 定綱湯 王 島 二流 サ〃 ベ シ 云 々、仰 -! 


二 〇一 
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卅 日、 定 綱薩 摩-一流 サル 可シ云 々、 

建 久ニ年 五月 

一 日、 今 曰 三 社 一一 奉幣使 ヲ 發遣セ ラ ベ 日 吉、 祇 園、 北 野、 0 三 社 神輿 今 曰 本社 一一 奉 迎 / 

爲 メ、 去 夜 社司少 々 參洛、 而 シ テ其殘 輩參ラ ント 欲ス〃 間、 惡徒追 散 シ 了 ヌ、 〇 東 塔 

西 谷 無 動寺ノ 大衆 等 云々、 〇 今日 實資來 ベ 能 州ノ事 女房 I 一 1 傳フ ぺ キ由 先日 仰 

ス 云々、 

二 日、 此 日 隆職宿 禰官務 本 ノ如キ 由 仰 セラ k  、宣 下 ハ左大 臣、 職 事 ハ宗賴 也、 コ ノ事賴 

朝 卿聊カ 申旨ァ リ、 仍 -ス觸 仰 セラ \ ベ キ由再 三 言 上ス. ト雖モ 、一 切 勅許 ナシ、 定メ 

ク 後悔/事 ァラ ン戴、 

三 日、 役 夫 ェ 事、 先 ヅ院 分國幷 御領 等ノ事 御沙汰 ァ ルぺ シ、 諸國幷 -1 貴所 御領 等/事 

計 ヒ申ス 如ク其 沙汰 セラ〃 ぺ シ 云々、 

七 日、 夜 一一 入 リ、 宗 賴院ノ 御使ト シテ 來リ 云、 賴朝卿 /申 狀此ノ 如シ、 計申ス ぺ シ者ぼ 

i I i 申狀 分明 已 -ー當 時 行つ〃.、 所 ノ趣ト 自然 二 符合 ス尤モ 神妙 云々、 兼テ又 

山 僧不當 等誡メ ラルべ キ事 仰セ下 サレ、 谷々 ノ學頭 ヲ召シ 私家 若ク ハ陣邊 一一 於 


テ 子細 ヲ仰セ 含 ムぺシ 云々、 

九 日、 與 福 寺 三 綱別當 |5 正 ノ使ト シテ 來ジ、 狹 山庄ノ 裁許 大衆 喜悅ノ 由 也、 

十 日、 山門 衆徒 云 々、 

十 1 一 曰、 山 ノ 大衆 ノ 事 繋 ク 沙汰 ァ ル可ラ ザ だ 由 院宣 アジ、 〇 落 書 ァ リ、 其 狀ハ 群盜內 

裏 一一 入 リ、 壺 禰 ヲ搜ス ベ キ趣 也、 

十三 日、 去 夜 召賜フ 所/犯人/申 狀 云々、 

十四日、 午 剋宗賴 朝臣 院ノ 御使ト シテ來 リ云フ 、賴朝 卿ノ申 狀此ノ 如シ、 何樣 沙汰 ァ 

^ぺキ 哉、 其 狀 一 1 云、 山 門/衆徒 奇條ノ 由 也、 又 近 江國ノ 守護 等 ノ事之 ヲ申ス 、〇 請 

雨 經 法 云 々、永 久五 年勝覺 僧正 以後 八十 餘年ノ 間 絕テ此 法 ヲ行ハ ズ 云々、 神泉苑 

近年 荒 廢ス、 縱ヒ 汚穢 ヲ洒掃 セラ〃、 モ 四壁ナ クバ 叶フ可 ラズ、 . 

十 七 日、 定 綱 配所-一 赴ク 間、 數 多ノ 甲兵 ヲ率 ヰ、 叉 子 a 亡 二人 同船 シ、 海路 ョ フ向フ ぺ キ 

由 申 也、 

玉 海卷之 六十 1 

建 久ニ年 六月 

附  ^  二 0 三 


二 〇 四 


{权 時 代 の tS 究 笫  一 一 

一 日記 錄所 評定 云々、 太 神宮 御領 等 ノ事云 气 

一 一 日， 藤 原 能 保/女 ヲ良經 -1 嫁ス だ 內談、 

五日、 除 目 駿河守 藤 原 憲朝賴 朝 ノ推擧 -ーョ 〃云々、 

七日 大理 g^M ヲ取ル 儀 先 規ヲ追 フべキ 由 確定、 

十一 日、 大佛勸 進春乘 上人 十日 朝 逐電 ス、 コ レ 空識佛 舍利ノ 事， 一依 レノ 歟、 

十二 日、 此日仗 議ァリ 太宰府 ノ 言 上セ 〃綱 首揚榮 罪科 ノ間ノ 事 也 云々、 

十 三 曰、 親 國卿 云々、 卿モ ト ョ リ來證 ヲ以テ 證 ト 謂 フ、 身 能ク 法皇 第一 ノ 花族ト シ テ 

有識 ノ. H 深 ク信ジ 思 食 云 々、仍 テ 公庭 ノ拜 Iflf 院中ノ 奉 公、 只 意-一任 ス ぺ キ由殊 -I 

仰 ヲ蒙ム レノ、〇 大佛 上人 淀ノ邊 ヲ經廻 シ全ク 隱遁セ ズ 云々、 〇 此日叉 記錄所 評 定 

アジ、.  " 

廿 五日、 此日 左大將 (§) 別當 能保ノ 宅 -ー 至 ベ 中 刻 定能來 ベ 民 部 卿 經房來 ベ 小 時 -1 

シ- グ大理 亭 I  - 丁 1： フ 云 々、 - 

廿六 =- 法皇 御三ノ 姬宫 觐子內 親王 院號 ノ事ァ リ、 母 ハ 法皇 ノ愛妃 丹 三 品 也、 〇 覲子 

內 親王 ヲ宣陽 門院 ト稱セ ン トス 、〇 通 親 ハ院ノ 近臣 姬宫ノ 後見、 今日 ノ事 本家 執 


空 法 

然 
氣 


行人. 也、 〇 母 儀榮子 § 三 從. 二位-一 敍ス ぺキ由 云々、 

サ 七 日、 今 曰 大 理 (能 保) 參 內、 直 廬 -I 於テ 之-一 謁ス、 嫁 娶ノ禮 思 ヒノ如 ク遂ゲ 了 ヌノ由 

頻ジー 一 喜 悅ノ色 アジ 云 々、 

建 久ニ年 七月 

同 二 年 八月. 

廿 一日、 法 然房源 空 上人 ヲ召シ 受戒 ス、  V 

廿 九日、 兼實吿 文ヲ太 神宮 一 一献 ズ 云 々、  • 

建久. 二 年 九月. 

-六 日、 晚 頭定長 卿、 親雅 朝臣、 成 淸法印 等參リ 來ぺ先 ヅ宗賴 朝臣 ヲ以テ 五ケ 條ノ 訴訟 

.5 ヲ申ス 、余 一 々子細 ヲ仰ス 、余 偏-一成 淸-ー 阿黨ス ルー 1 ョ リ、 宮 寺 ノ訴ヲ 成敗 セザ , 

成 淸讒奏 ス、 玆 ュ 因 テ 天氣 不快、 仍 - プ條々 ヲ以テ 子細- 1 先ヅ勘 問ス、 此事 一 塵披 

陳ノ 方ナ シ、 皆 以 テ 理. 一一 伏 シ了ヌ 云 々， 

七 a、 余 先ヅ： 召 一一： 依テ 御前 二 參 \ コト例 ノ如シ 、巷說 嗷嗷ノ 後、 今 日始テ 龍顔ュ 謁ス、 

天 氣快然 、中心 喜. 悅ヌ 爲： ス、 然 A. 間 女房 二 品 搬 M つ I 妻 出デ 來 ベ 法皇 相代テ 人 御、 

附 ：、( ：〗 ， . ： . 錄 , ..  二 〇 五 
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武家時代の 研究 第二 卷  二 〇 六 

前 周 公-一 謁 セン ガ爲 也、 其 後 女房 ト談語 ス、 貴妃理 -1 伏ス ル 色ァリ 云々、 

廿 九日、 此日 法然房 上人 源 空 ヲ召シ 、中宮 御 受戒 ァ リ、 先例 此ノ 如キ 上人 强チ 貴所 -1 

參 ラザル 由傾ク 〃輩ァ ソ、 云 々、 

玉 海卷之 六十 二  - 

建 久ニ年 十月  ，、 

建 久ニ年 十 1 月 

一 日. 大 將語 リ-グ 云、 大 理 I 其 息 馬頭 高 能 朝臣, 位 ヲ以- プ中將 -I 任ズ ぺキ由 奏聞 云 

々、 

五 日、 兵 衞佐敎 成 I  少將 一一 任 ズべシ 云 ふ、 0 長 恨 歌ノ繪 一一 通憲 自筆 ノ 文章 アジ、 

十一 日、 伊勢 造營御 材木 ノ中 第三 ノ筏師 流 死 云々、 

十九 日、 來廿 六日 復辟 表ヲ 上〃 ベ シ 云々、 攝籙漸 ャク年 序ヲ積 ミ、 主 上已 -1 冠 冕ヲ加 

フ 云々、 加 之 今年 凶年-一 當 ベ 〇 造 曆ノ 事、， 

建 久ニ年 十二月 

八日、 此&松 尾行 幸：、， I  ， 十三 曰 北 野 行幸、 


中宮 法然 

Has  二 御受 
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十四日、 宫 元服 ノ事、 〇 法 興 院髒備 前軌使 楝範知 行 云 々、  . 

十六 曰、 此曰東 山 南 殿 (世 之 ヲ法住 寺殿ト 云) -1 御 渡 也、 I  e 

十七 日. 攝政 ヲ辭ス \ 第五 度表ヲ 上べ 復辟 第二 度、 

廿 六日、 此日 二宮 元服 也 餅； 5  ノ 

廿 七 曰、 前 攝政ノ 息 g 家 三 品-一 叙. セラ \ ぺ ン、 太ダ 早速 歟、 抑 留ス ルコト 能ハズ 云 々、 

建久ニ 年閏十 二 月 

二 日、 此 日 法皇 三七日 ノ御 逆修 初日 也、 長講 堂 -1 於- グ此 事ァ ソ， 

三日、 今日 御 逆 修. 今 日. S 說法萬 人淚ヲ 拭フ、 法皇 萬歲ノ 後、 天 下ノ人 ノ有樣 人民 ノ愁 

歎 等悉ク 演說、  - 

十二 日、 女房 二 品 出、 デ來 ベ 之 一 1 謁シ、 御 有樣ペ I 白ヲ問 フ、 御 不食ノ 上 痢 病 相 加リ、 大略 

憑 少ノ體 也 云々、 〇 十四日 法皇 病氣ー 1 ヨリ 諸法ヲ 修ム、 〇 十六 日 法皇 六ケシ 云々、 

御腹 張満殆 ド當月 ノ姙ノ 如シ、 〇 崇 德 安 德ノ兩 怨 靈 ヲ籙 謝ス、 〇 法皇 ノ病氣 一一 ョ 

リ 大赦 ヲ 行フ、 〇 佐 々木 貞綱等 大赦/事 如何、 

廿 日、 崇 德 院安德 天皇 等 ノ爲メ 一一 一  堂 ヲ讃岐 長 門  一 I 建- グラ \ ベ シ 云々、 

. 」 ，  錄  ■  ■  ■  ；  二 〇 七  - 
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廿  一 一 B  、後 白 川 院御病 氣-ー ヨリ、 崇德院 御陵 ノ邊- 一 一堂 ヲ立ク 佛ヲ置 カルべ キ事 〇 

安德 天皇 ノ爲メ 長 門- 1 一堂 ヲ建 ッべキ 事、 

廿 四日、 幣帛 前數 如何、 宇治 左大臣 雜賴召 加へ ラルべ キ歟、 廿 八日 崇德 院安德 天皇 ノ 

事 決 定、  、 

玉 海卷之 六十 三  _ 一 

建久 三年 正月 

三 日、 法 皇 窮 冬 兩三曰 天氣快 然、 昨 今 頗グ不 快 5 々、愚 身 (兼 實) 仙 洞 -ー 於 -ズ ，ノ 疎遠 無雙、 

殆ド 謀反 ノ首 一一 處 セラ V 然 リ 而シテ 中心 ノ 禁 (潔 力) 上 天定メ  -グ照 サン 力、 

五日. 一 外宮 役夫 ェ 懈怠 事、 一 可 行 臨時 祭事 云々、 〇 兼實 ガ 黨 言 ノ事等 兩條、 一 者當今 

御成 人 漸ク以 ク近キ -ー在 リ、 後 時 ヲ以テ 期 ト爲ス 、乞 命/源 トナ ス ベ キ 力 云々、 二 

者ハ國 家/ 理亂ハ 病 一一 喩へク 知 也 云々、 平家 九郞ノ 反逆、 義仲行 家 ノ禍亂 、皆 以テ 

此ノ 如シ、 賴朝ノ 勇、 鋒 ヲ爭フ ナシ、 今 -1 至- プ大 平-一 屬 シ了ヌ 、而 シ -ズ、 漸 々國衰 へ 面 

々/人 卷、 萬 民 之ガ爲 -1 窮困 シ、 四海 其 一一 依ク 滅亡 云 々、我 君ノ 仁德 -1 非ズ ン V 亡 ン 

ト欲ス 产 天下 ヲ奥ス ベ カラ ズ、 吾 后ノ 聖 運 一 1 非ズ ン V 乾 力 ン ト欲ス ル梅 內ヲ撋 


ハスべ カラ ズ、 請 フ吾 六 廻ノ算 ヲ延シ 、百 千分 1 ヲ補フ ベ キ敗云 々.、〇 後白河 法 毚 

炙點、 

十 一 日、 法 皇 御不豫 -1 付 明日 勅使 ヲ立テ ン ト ス、 〇 富 筆 告文 云々、 

十四 S 、兼 實參院 、泰經 ヲ以テ 見參- 一入 だ、 御 有樣浦 白 只 同前、 御 足 ノ腫 聊滅ァ リト雖 

モ、 御腹 膜満 上方 增ァ リ 云 々、 

廿 日. 左 大辨 定長院 ゾ使ト シテ 來リ、 勅 定ヲ傳 へ -プ 云、 木 幡淨妙 寺 別當職 、A 正 護院宫 

覺忠 lIlE  H.! ヲ補 シ、 之 ヲ 讓與ス ベ シ、 而 \  - 一木 曾 ノ亂ノ 時、 入 道 關白之 ヲ奪ヒ 、覺理 -ー 

與 フ、 然 だ 可ラズ 云 々、廿 一 日、 淨妙寺 、ノ 覺 忠 -ー 讓 \ ベ キ由 證文ヲ 進ム、 

曰、 定 長 語リテ 云、 近 日 偏- 1 巫女 ノ說 ヲ以テ 指南 トセ ラル 、 間、 不 便ノ 事 等 風聞 ス、 

八條院 三位 殿 法皇 ヲ ％ 咀ス 〃由 其 說ァリ ト奏ス 、太ダ 聞惡キ 事 也、 云 々、 

建久 三年 二月 

一 日-法皇 ノ 御病氣 同前 云々、 四日、 法皇 ノ御 病氣此 五六 日夜々 御 辛苦 御 增ァリ 云々、 

十 八 日、 後 鳥 羽 帝 法皇 ノ疾 ヲ訪ハ セラ ル云々 、〇 主上 還御ノ 後、 丹 二 品 法皇/ 御使ト 

.シ テ參 上、 申 サ \  、事ァ リ、 白 川 御 堂 等、 蓮 華 王 院、 法 華 堂、 鳥 羽 法 住 寺 等、 皆 公 家 ノ 御 

せ綠  ^二  0 ォ 
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沙汰 タ严 可シ、 自餘 散在/所領 等 ハ宮達 分給ァ 〃ぺ シ 云々、 〇 此外 今日 吉今熊 野、 

最勝光 院、 後 院 領、 神 崎、 豊 原、 會 賀、 福 地 等： 皆 公家 ノ 御沙汰 タ \ ベ シ、 但 金剛 勝 院ー 

所 、ノ 殷富 門院 領タ \ ベ シ 云 々、此 御 處分ノ 體誠 一一 穏便 也、 鳥 羽 上皇 ハ 普通 ノ 君 也、 

而〃 -I 處分 -I 於テ " 尤 遺恨、 併セ ク美福 門院 -1 委謝セ ラ ベ 法皇 崩 後、 女院 公家 -ー 

分默セ ラグ 云々、 

建久 三年 三月 

十三 曰、 此曰寅 刻 太 上 法皇 I 白 六 條西洞 院ノ宫 一一 崩御、？^ 六 鳥 羽 帝 第 四 皇子、 御 母 

ハ待賢 門院、 二 條高倉 兩院ノ 父、 六 條、 先 帝、 當 今 三帝ノ 祖、 保 元以來 四十 餘年 天下 ヲ 

治 ム、 寬仁 禀性、 慈悲 世ヲ 行ヒ、 佛敎- 一 歸依ス \  / 德、 梁武帝 ヨリ モ甚ダ シ、 只 恨 ム ラ 

ク , 延 喜 天暦ノ 古風 ヲ忘ル 、事ヲ * 

十五 日、 後白河 院御 葬送 也、 

建久 三年 四月 

八日. 如意 寶珠 ヲ迎 へ 奉ソ、 禁中 二 安置 ス、 〇 弘法 大師 渡 唐 歸朝ノ 時、 嫡々 相承 ノ珠ァ 

リ 云々， 〇 今 一 ノ 寶珠. アジ、 鳥 羽 院ノ御 持 家 成 卿 一 1 預給フ 云々、 法皇 ノ御時 去 毒 永 


ノ 比 九 郞義經 法皇 ヲ取 奉ラ ゾ ト 欲.. ス 〃時、 勝 賢 僧正 事 ノ由ヲ 奏シ、 彼珠ヲ 申出 シ、 

件/法 ヲ 修ム、 果シテ 以-プ 無爲、 

建 1^ 三年 五月  , 

一日、 今日 賴朝卿 佛事ヲ 修ム、 弛 物ゾ體 尤モ然 \ ぺキ由 人 感心 ス 云々、 

1 1 日、 廣 元 參入 云々、 

建久 三年 六月 

同 七月 (闕) 

同 八月  ぶ 

，ん 

同 九月. 

建久 三年 十月  ： . ： 

同 十一月 

廿ー 日、 傳聞 ク、 前 大僧正 公 顯、 前 大將堂 供養 導師 トシ- ズ去 比關東 -1 向フ、 而 シク 前途 

ヲ遂ケ ズ， 路頭 -1 於 -グ 頓滅ス 云 々、 

建久 三年 十二月 (闕) 


付) IB チ播 
ク兩東 磨 
ぺ 寺大備 
シニ興 前 
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建 久四年 一 月 

九 日、 頼 輔 入道 入滅 云々、 辦年 奉公 ノ舊 老、 忽 チ以テ 遷化 ス、 尤モ是 レ哀慟 云々、 

廿 六日 近 江國年 料ノ解 文、  .: 

建 久四年 二月 

十八 日、 後鳥羽 天皇 御 不例、 十九 日 御 痘瘡、 

廿九 日、 此 日記 錄所 評定 ァ リ、 餞貨 停止 ノ事 云々、 

建 久四年 三月 

同 四月  * 

四 日、 此 日 鳥 羽後院 ノ廐ノ 御馬 十餘 疋、 能 保 卿 ノ許ョ リ之ヲ 引 送べ 南面- 1 於- ァ之ヲ 

見〃 云 々、 

七日、 申 刻宗賴 朝臣 賴朝 卿/返 札 ヲ持來 ベ 播磨備 前兩國 ハ猶ホ 東大 與福兩 寺-一 付 

ケラ, ぺキ由 也、 上 人等ヲ 召寄セ 仰含ム ベ シ云 々、仍 東大寺 上人 早 ク召ス ベ キ由 

宗 賴 -I 仰ス云 々、o 文覺- 上人 已 -1 普通 ノ人 -I 非ス、 大凶 人ク ジ， 仍 ク直チ -1 召 取〃 

能 ハ ズ、 前 中納言 -1 仰スぺ シ 云 々、 ， 


賴輔 入滅 


錢貨 停止 


文覺 上人 

产 大凶 人 


八 日. 內裡 中宮 兩 女房 布施 各 善； ヲ盡. ス 、伹 シ 新制 一一 依 リ 金鉱 餹 銹等ヲ 用 ヒズ云 々、 

九 日、 今 日 束 札 到 來、 播 磨 備前國 等 上人 -ー 付ク ベ キ 由、 先 日 申 サシム 、而产 -1 今日 ノ狀 

.ュ ハ國 司備细 5 麟髓 -ー改 任スべ シ、 但 シ兩寺 造 リ了グ -1 、ジ 各國務 -1 灾スべ 力 ラ 

ズ、 上人 沙汰 ス ベ シ、 云 々、大 旨 同 ト雖モ 聊カ相 違、 是 非 迷惑 シ了 ス、 

十日. 此日 東大寺 大佛 上人 崎 II 脑 ほき ハ： 南無 幷 一一 彼寺ノ 長官 左 大辨定 長等ヲ 召シ、 

備前國 ヲ 東大寺, ー付ケ ラダ べキ由 之ヲ仰 ス、 但 シ件國 ハ 能 保 卿 -I 給 フ ベ シ、 遂 一一 

知行 スべキ 人 也、 然 而大佛 殿 造營ノ 間つ 能 保 卿 一 切 ロ入ス ベ カラ ズ、 上人 一向 沙 

汰 スべシ 云々、  - 

十 1 1 日、 未 刻 文覺. i 人來 〃、宗 賴 朝臣 是 ョ リ 先キ參 入、 播 州 ノ事ヲ 仰ス、 領狀ヲ 申ス、 其 

體太ダ 入口 云 々、彈 指 ス ベ シ 云 々、 

十六 日、 東大寺 上人 參入、 備前播 磨 ノ事ヲ 申ス、 

建 久四年 五月 

十日、 去 五日、 南都  一 I 下向 シ、 東大寺 勅 封倉ヲ 檢知ス 云 々、 

十八 日、 奥 福寺ノ 大衆 蜂起 云々、. . ： ：r 
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十九 日、 舍利講 例 ノ如シ 、講師 ハ 因 能 法 橋、 問 者 ハ慶智 僧都 也 云々、 大衆 已 -ー 發向セ ン 

トス 云々、 廿日 大衆 已 ,1 和平、 

建 久四年 六 月 (闕) 

同 七月 (闕)  、 . . 

同 八 (闕) 

九 (闕) .  ： . ： 

同 十月 

同 十一月  . 

A 日、 九 條殿ノ 上^き 歸錢、 中東 山 光明 院- 一入 滅ス、 

建 久四年 十二月 

玉 海卷之 六十 五 

建 久五年 正月 

同  二月 

十四日. 此日 fi^l 大 原野 行啓 定也、   


押辆宇 
領 公都 
ス田宫 
チ 朝 


建 久五年 三月 

三日、 賴朝 卿書狀 云々、 

建 久五年 四月 

同 五 月 (闕)  . 

同 六月 (闕) 

同 七月 

十六 日、 下野 國 住人 宇都 宮賴綱 法師 公田 ヲ押 領ス \ノ 過 -ー ョ リ 罪名 ヲ勘フ ベ キ由 

宣 下セ ラル、 問 註ヲ遂 ダン トス〃 -1 來ラ ズ、 

十七 日， 朝 綱 法師 ノ事ヲ 能 保 申シ來 〃云々、 

十九 日、 朝 綱 法師 遠 流 一一 處セ ラル 云々、 

廿ニ 曰、 朝 綱 法師 ノ 事、 關 東- 1 仰セ 遣、 ンサ \ べキ 由、 宗 賴 _1 仰ス、 

建 久五年 八月 

同閏 八月.  ノ. 

同 九月  ，， 

附  錄  二 Iffj 
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十七 日、 此日 御佛ヲ 南都 ニ渡シ 奉べ 雨ノ間 船路 陸地 共， I 以テ合 期セザ , 力、 然 リ ト 

雖モ濕 損ナシ 云々、 

建 久五年 十 月 (闕) 

同 十 一 月 (闕) 

同 十二 月 (闕) 

玉 海卷之 六十 六  . 

建 久六年 正月 

六日、 今日 俊 成 入道 參入、 其 息 定家ガ 叙位 1^  -1 入〃 ヲ悅 申ス、 女房 丹 後 和歌 ノ事？ 

談 シ s^^rl 出 云々、 生年 八十 二 云 々、言 語 耳目 共 二分 明 云 々、 

十一 日、 今 旦能保 入道 ノ 許へ 條々 ノ事 等ヲ諷 諫ス、 伏 理ノ報 アジ、 其 息 尊長 ！！  一  M  I, 僭 

綱 ヲ望ム コト尤 モ然〃 可ラ ザ〃 事 其 一也、 

廿 一日、 宇佐 使 發遣ノ 事、 

廿 二日、 宇佐 使/事、 

建 久六年 二月 


同 三月  ； 

十日、 後鳥羽 帝 南都 一一 行幸、 〇 雜人 禁止/間 ノ事賴 朝 卿 一一 仰ス 云々、 

十五 日、 此日 中宮 御着 帶ノ 事ァリ 云々、 

三十日、 天晴、 參內、 賴朝 卿- 1 謁シ 雜事ヲ 談ズ、 

建 久六年 四月 

1 日、 御 價法違 亂ノ間 ノ事ヲ 談ズ、 〇 賴 朝 卿 馬 ニ疋ヲ 送べ 甚ダ 乏少、 之 ヲ爲ス 如何 云 

云、 

建 久六年 五月 (闕)  . 

同 六月 (闕)  .  . 

同 七月 (闕) 

同 八月 (闕)  一 

同 九月 

一 日、 法 勝 寺 末寺 舞 樂領近 江 國ノ比 良 庄民等 鳥羽宮 -1 召 進 セラ〃、 所 也、 使廳 -I 遣 

ハ スべキ 由 行事 辨資實 一一 仰セ 畢ヌ. 此事 延曆寺 釋迦堂 衆ノ訴 -1 ヨリ 召サ, 、所 


ズ 意頗皇 

Zl    Jl/ 女 

了 御 降 

ラ本誕 


武家時代の 研究 第二 卷  1 二八 

也 .〇 沽價 ノ法幷 一一 殺生 禁斷 ノ間ノ 事、 各 々子細 ノ目 錄ァリ 云々、 

二日、 此 日記 錄所 評定 云 々、〇 仰 -ー 云、 記 錄所勘 文 ハ 律令格式 ノ文ヲ 引載ス ベ キカ云 

云、 延 久記錄 所 ハ 庄園 券 契 ヲ下サ レ 文書 Z 偽 ヲ勘フ 許 也、 今 ノ 沙汰-一 於 テ ハ 貴 賤 

ノ 訴訟 偏- 1 當所ノ 成敗 ト シテ 理非 ヲ勒ス ト 雖モ. 本 條ヲ载 セザル 間、 時 輩 後昆、 自 

ラ 自由 ノ 疑ヲ爲 サン 力、 仍テ 寄リ 來产ノ 所、 粗 本之ヲ 加へ 载ルノ 條、 何 ノ難ァ ラン 

ャ 云々、 

三 日、 天 王 寺 別當ノ 言 訴 -1 依 ジ、 朝 海、 覺 遍、 宗 覺、 長 嚴等 寺內ヲ 追却ス ベ キ由之 ヲ仰ス 

云 々、 

五日 、今日 記錄所 式目 評定、 

九日、 沽價 ノ法幷 一一 道 造 等 ノ間ノ 事 ヲ申ス 云々、 

十一 日、 內外 宫ノ禰 宜等ノ 中、 極 位 ヲ重ネ ザルノ 輩つ 抽-プ 、加 級 ヲ授グ ラ V 其 旨 宣 

命 -1 載 ス、 只 思 召ス所 アル 也、 云 々、是 去 春 御產御 祈/ 時、 若 シ思召 ス如ク 御 願 成就 

セ パ禰宜 等-一 一級 ヲ授 クぺキ 由內々 祭主-一 仰 セラべ 而 〃一一 皇女 降誕、 頗〃 御 本 

意 -1 非 ザ〃 力、 仍 テ 沙汰 ナキ 所、 猶 ホ 神宮 ノ感應 アル 由-一- プ 下知 ス 〃所 也、 


沽價ノ 法 


記錄 所、 

勘 文 


宫 s 
俊 
院 


廿 五日、 公房 朝臣 來 リ、 五節 ノ散 狀ヲ 申ス、 通 親 卿ゾ請 文尤モ 不便、 子細 奏聞 シ 了 ヌ、 

廿 七 日、 通 親 ノ請文 尤モ奇 依、 仍 チ定能 卿 改メテ 越中ヲ 宛ッ、  ： ，  >  ,:. 力 

建 久六年 十月 ■  、 

1 日、 或 人ノ 夢-一 云、 大 一 靈 告 グ、 今 冬 皇子 懷孕 ノ慶ァ X べシ云 々、 

建 久六年 十一月  ， 

四日、 右大將 良經任 大臣 ノ宣旨 ァリ、  ... 

建 久七年 一 月 

十 五 日、 三 條姬宫 親王 宣旨ノ 事、 父 親王-一 非 ザ 〃人 此宣旨 ヲ蒙ム グ例 未ダ曾 テア ラ 

ズ、 加 之 父宮" 己一！ 刑 人 トシ テ 除名 セラ レ了ヌ 、其 子 忽チ此 恩-一 豫. べ尤 モ物義 一一 

乖クカ 云々、 

十六 日、 三條院 ノ姬宫 親王 宣旨ノ 事 甘心 セズ 云々、  , 

廿日、 今 曉忠季 朝臣 死 ス、 近代 採用 ス ベ キ人ナ シ、 此 朝臣 所見 ァ リ、 年來殊 -I 憐憨セ ク. 

一一、 彼 又恩ヲ 知〃 力、 未代ノ 有識 也、 今 已 一 一 亡 沒ス、 惜ムべ シ悲ム 可 シ 云 々、 

建 久七年 二月 

稱錄  ニー  九 


法 
然 
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同 三 月 

同 四月 

同 五 月 (闕)  ， 

同 六月 (闕) 

同 七 月 (闕) 

眷 

同 八 月 (闕) 

向 九月 (闕)  , 

同 十月  . 

同 十一月 

建 久八年 正月  , 

建 久八年 二 月 (闕)  , 

同 三月 

廿 日、 今 日 法然房 ヲ請ヒ テ 受戒 ス 云々、 〇 此 夜七條 院三條 烏丸亭 -1 渡ラ \ 云々、 

建久 A 年 四月 


同 五 月 (闕) , 

同 六月 (闕) 

同 七月-、 闕) 

同 八 月 (闕) 

同 九月 (闕)  , 

同 十 月 (闕) 

同 十 一 月 (闕)  . 

同 十二 月 (闕) 

建久ブ 年 正月 

四日、 今 曰 賴朝卿 ノ札到 來、 造 作ヲ免 * セラ ルレ パ移徙 又 恐 K  ，ヘシ、 早 ク遂グ ベ シ 云々、 

中 宫入內 アル ぺキ由 奏聞 ス ト雖モ 、此 仰-一依 リ奏ス 可ラズ 云々、 

五日、 西 山 ヨリ 賴 朝-一 送ラ〃 、札 殊ナダ 事ナシ 云々、 

六 日、 時 々 雪 降、 天 晴、 或 人 云、 讓 位 ァグぺ シ云 々、明 後 曰 許大炊 殿-一幸 シ、 閑 院 ヲ以テ 新 

帝ノ宫 ト爲ス ベ シ 云々、 一 昨日 束 脚 到来、 其 後事 一 定云 々、或 云 フ、 二 三宫 , 間踐 

附  錄  ニニ 一 
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當今ノ 王子 立 坊、 或 云、 直 -1 皇子 踐祐 云 々、 

七 日、 讓 位/ 事讓 國等ノ 事、 元 ヨリ 沙汰-一 及 バズ 云 々、幼 主 甘心 セザ ル由 東方 頻リ 一一 

申 サン ム 卜 雖モ、 綸旨 懇. 切、 公 朝 法師 下向 ノ 時、 子 細 ヲ仰セ ラダ、 ニ愁 一一 承諾 シ申 

ス 云 々、關 東 許可 ノ 後、 敢 テ 孔子 賦 ヲ取ソ 、又 御占ブ 行ハ ベ 皆 能 國ノ孫 ヲ以テ 吉兆 

ト 爲 ス 云 々、仍 -プ 一 定シ 了ヌ、 桑門 ノ 外孫 曾テ例 ナシ、 而ッ 二通 親 卿 外祖ノ 威ヲ振 

ハ ンガ爲 也 云 々、而 シテ博 陸 (I) 又響應 ス、 云 々、 

通親忽 チ後院 ノ別當 ニ補セ ラレ、 禁裏 仙 洞 掌中- 1 在グ 力. 彼 卿 H 來猶ホ 國柄ヲ 執 

ベ » « 浦 S  i  _|  今 外 祖ノ號 ヲ假リ 、天下 ヲ獨步 スグ體 、只 目ヲ 以テ. スべ キ歟云 

々、今 日 東 札 到 來、 其 詞 快 然、 還 テ 恐 ヲ爲ス 云 々、 

八 m  、讓位 事 風聞、 天下 ノ事 倉卒 ョ リ起リ 、人 皆 仰天 云 々、  ， 

九日、 內大 H}! 良經 大將ヲ 辭スル 事、 

十日、 去 夜行 幸 職 鳥ノ間 禁中 物騒、 ヲ収 , 二 物ナ シ、 

十一 日、 此日讓 位 也、 〇 新 帝 S 御 今日 一 先 ヅ博陸 ノ家ニ 渡御 ス、 彼 宅 ヨリ 閑院 -1 渡御 


建 久九年 二 月 (闕) 

同 三月 (闕) 

同 四 月 (闕) 

同 五 月 (闕) 

建 久九年 六月 

七月 (闕) 

八 月 雇 

九 月 6) 

十 月-き 

十 一 月函) 

, 十二月 (闕) 

建 久十年 正月 正 治 元年 

正 治 二 年 正月 

一 曰、 院拜禮 /時攝 政 (き 


梶原量 時 

ノ讒 
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一 一 日， 宗 賴範光 等 談リ- ズ云フ 、關束 兵 

メ  - ー猜惡 セラ レ、 此事 ヲ欝ス グ 一一 

伐 ッ ベ キ 由、 武 士等 結構 ノ 旨之ヲ 

六 日、 帝 母 新淮后 加階ノ 事、 

七 日、 抑 モ西海 主、 併 シ ナ， カラ 上皇/ 

ヲ 取ダノ 儀 久.： シ ク 絕 ュ、而 ^^ノ  -ー適 

入 御、 人 以ク奇 ト爲ス 、攝政 子細 ヲ 

去年 豊 明-一 主上 ヲ 倚子 一一 棄置キ 

ァリ 云々、 

十 一 一 日、 上皇 (後 鳥 S 御 方 違 トシ テ山 

十 四 日、 今 日 高 倉 院御國 忌 也、 而 \  ,1 

還御ァ \ ぺ キ所 空シク 逗留 ス 、今 

ク歸 洛ス、 コレ定 メテ內 大臣 (I) 

廿 七 曰、 今 曰晴 光來リ 云、 景 時 遂電ス 


ニニ 四 

亂ノ事 申 上〃 旨ァ リ、 梶 原 景 時、 他 ノ 武士 等 ノハ： 

ョ リ.、 賴 家 ノ弟童 I 千ヲ 以-グ 主君 ト爲 シ、 賴 家 ヲ 

讒 ス、 云 々、 

御 宇、 正 月 御 忌月ノ 間 出御 ナ シ、 仍 テ大將 白馬 奏： 

出御 ァリ、 又 大將等 早ク參 べ而ダ ニ奏以 前 ，1 

知 ラ ズ、 公 事 ヲ収ラ ザ〃/ 致ス 所 也. 哀 ム ベ シ く、 

テ直 廬-ー S ク、 倚子 二 於 テ 忽 チ 御 寢、 尤 モ危キ 事- 

崎邊內 大臣 (I) 別業-一幸 ス 云々、 

後鳥羽 ハ 一昨日 方違ト シ -プ山 崎 二 御幸 シ、 昨 日- 

日  先皇  ノ國  忌- 1  相  當 ス ル 日、 猶 ホ 遊覽晚 一一 及ビ 

執 奏ノ旨 力、 彈指 ス ベ シ 云 々- 

云々、 關東 ヨリ 飛脚 到來 云々、  , 


景時 誅セ 廿 九 日、 梶 原景時 上洛 ヲ企ク 駿河國 高 橋 一一 於- 7 誅セ ラ \、 

ラ シ 

正 治 二 年 二月 

一 一 日、 景 時 討伐 必然 云 々、天 下/快 也、 積惡ノ 輩數ヲ 盡シテ 滅亡 ス.， 超 髙 (I び き. ^  i) 

獨リ 運未ダ 消ュズ 如何、  - 

四 日、 中 將ノ 小 舍人童 生年 十二、 圍基 上手 云々、 

七日、 春 曰と 卿ノ 間、 黑 木星-一 於テ 童舞ノ 間、 鬪 靜出來 云 々、 

上皇 水 成 十 四 日、 今 旦 上皇 (I 鳥) 內 大臣 (I)  / 水 成 瀨山庄 二 幸ス、 

瀬山庄 11 

幸ス閏 二月 

正 治 二 年 三月 (闕) 

同 四 月 (闕) 

同 五 月 (闕) .  ；  - 

六月 廿 A 日. 此日 中宮 職院號 アジ _  (™  I)  0 門院 號 選定- 1 關ス ル諸 例、 

正 治 二 年 七月. 

同 八 月 (闕) 

附  錄  ； 三 五 


法 

然 
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同 九月 

卅 日、 女 房 今 n 殊 二 大事 發ス、 法然房 ヲ請ヒ 授戒 セ シ ム、 

正 治 二 年 十月 

同 十一月 廿ニ 曰、 上 皇熊野 精進 屋 へ 入 リ給フ 、廿 八日 熊 野 へ 詣 デ 給 フ、 

同 十二月 

八日、 宜秋 門院 御佛名 也、 

玉 海卷之 六十 七 (別記 ト 見ュ) 

建久 元年 十二月 

廿 六 日、 高 倉院 第二 親王 御 書始、 

〇 伊勢 公卿 勅使 別記、 

建 久六年 二月  . 

十 一 一 日、 東 大寺 供養 ノ事 伊勢 太 神宮 二 申 サ\ ベ キヤ 否ャ/ 事 議定 云々、 〇 或 佛事神 

宮 ニ申サ レズ 云々， 或" 天平 公卿 勒使 ヲ發遣 セラ 氷 、由 耍錄 二見 ュ、 彼 例-一任 セ 

發遣 セラ \ ベ シ 云 々* 


建 久六年 十月- 

七 日、 今 日 今上 第一 ノ皇 女御 五十 日 也、 

建 久八年 四月 

正 治 元年 十 一 月廿 七日 今日 天皇 上 皇宮 -1 行幸、  - 

建 仁 元年 正月 廿 三日、 今日 天子 上皇 御所-一 臨幸、 ， 

本書 三十 ニ卷 以下 は 明治 三十 二 年 暑中休暇より 着手し 同年 十一 月 二十 一 日 

認 め 畢 る、 本 文 は 第 一 高等 學 校の 藏本 に 因る、 (但 し 卷數は 後ち 九 條家本 玉 葉に 

よりて 訂正す) 

明治 三十 二 年 十一月 二十 一日  南 聰子識 


玉 
海 


終 


武 
家 
時 
代 

の 

究 
第 
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編 纂 後 記 

一、 本書 は 拙著 大日 本 全史の 姉妹 篇 として 編纂 し、 源 平時 代 を 二  i 、鎌 倉 時代 を 二 冊 

若く は 三 冊 とし、 右 を 第一 期の 事業と して 刊行す る豫定 であった。 然ると ころ 

大正 十二 年、 本 書 第 一 卷を 刊行 後、 間 もな く 大正の 大 震 火災に 遭 禹 J し、 頃 稿 及びせ 

料に 大混 亂を來 したので ある。 

一、 右 震災 後、 著者 は 種々 の 用務に て 繁忙 を來 したので、 一 時、 此 事業 を 中止す るの や 

むな きに 至った が、 その後、 昭和 元年 第 一 卷 g 訂正 增補を 行 ふと 同時に、 第二 卷の 

原稿 を 整理して 書肆に 送った。 ところで 第 一 卷の 再版 は 直ちに 運 V-  ,0 た が、 第 

二 卷の方 は 書肆の 都合に よって 約 一 年間の 遲延 とな り、 こ に 刊行 を 見る に 至 

つたので ある。 

1 、第 三 卷 以下 も 噴 次 刊行の 豫定 で、 原 稿 も 大部分 之 を 認めて あるが、 なほ 修正 を耍 

すべき ものが 少 からぬ ので ある。 ところで 著者 は、 大日 本 全史の 後編と し て、 引 

つ，：. き 明治 大正の 現代史 を續修 すべき 豫定 であった のが、 大分 後れた ため、 目下 

編纂 後記  - 
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審ら 之に 缺掌 しつ つ あるの で、 武 家 時代の 

であらう。 この 點 にっき 大方 諸賢の 諒察 

1 、源平 時代 史 として は信敎 及び 莊園 などに 

たが、 是等は 鎌倉時代の 部に 取纏めて 收载 

乙 0 

一、 附錄の 「玉 海 摘 要」 は 自家 便覽 のために 認め 

斯 學硏究 者に 向って、 幾分の 便益 を與へ る 

一、 本書 揷 入の 地 圖 につ いて は 蘆 田 伊人 君の 

. 昭和 三年 九月. 


二 

研究の 方 はさう 迅速に は 運び かねる 

を 乞 ふ.^ 第で ある。 

關 する もの を も 記述す る 積， リ であつ 

する 方が 便利と 思 ふか ら、 そ れに讓 つ 

たもの で、 不備の 點も あるで あらう が 

あらば 幸甚と する 所で ある。 

丹精 を 多謝す る。 

著， 者  識 


li 和 四 年： 一一 月 五日 印 

Si 和 四 年 三 月 八 H 發 
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